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凡 例 

一、 本全集は 1 :本として、パ ー ネット版ブラトン全集 ( J . Bumet , p r s ' ris -^ em , 5 vols ., Oxford Clas - 
sical Texts ) を用い、これと異なる読みをした箇所は注によって示す。 

二、 訳文上欄の数字と BCDE は、ステファヌス版全集 ( H . Stephans , prs - ns - 046m ¢§6 §§-篆 
STmg -, 1578)のぺージ数と各べ—ジ内の A B c D E の段落づけとの対応——おおよその——を示す(た 
だし A は省略した)。引用は、このぺージ数と段落により示される(例えば『パィドロス』253 c)o 

三、 各対話篇における章分けは、一八世紀以降フィッシャ ー( J . F . Fischer ) の校本に由来すると見られ 
る一般に慣用のものに従ぅ。ただし対話篇により章別の一定していないものもあり、この場合は適宜 
区別を設けた。 

四、 対話篇名につけられている副題(ないものもある)は、ローマ時代のブラトン全集(トラシュロス)以 
来の、あるいはさらに古い伝承によるものである。所伝によって異同のある場合は、適切と判断され 
るものを選んでつけた。 

五、 ギリシア語の片かな表記は、 ex ㊀ と nKT とを同じよぅに r ブ」 r ク j r 卜」とし、母音の長短は 
普通名詞においてのみ区別し(例、ソピアー)、固有名詞においては区別しない(例、ソークラテース 
でなく、ソクラテス)。 

六、 〔〕の括弧は訳者による文意の補足を示す。 

七、 略記. EL ゥ DWHW . Diels u . W.wranz,bi 6 ^r For 50冷 Diog . L .= Diogenes 
- Laertlos . 古注 = co c/l^§- p rs-§.§ ( ed . w. c. Greene ). 

八、 本全集における対話篇の収録順と各巻への配分は、右のトラシュロス編全集における九つの四部作 
集? tralogia ) の順序と括り方に従っている。 
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ソクラテスクレィトボンという、アリストニユモスの家の人間が、リユシアスとの対談で、ソクラテスと話 

( 2 ) 

してもつまらないとけなし、 トラ シユマ コスと 話し あう ほうがず っと おもしろ いと 褒めて いたと、，うことを、 つ 
い 最近、 ぼくらに言ってくれた人があるんだがね。 

クレィトボンだれか知らないけれど、ソクラテス、あんたのことでわたしがリユシアスにした話のことなら、 
その人の報告は正しいものではないね。なるほど、わたしはあんたのことを、褒めなかったところもあるが、褒 
めたところもあるんだよ。 

しかしあんた は、 わざと何も気にしていないようなふりをしているが、わたしに文句があるのは一目瞭然だか 
ら、いっそのこと、わたしから直接あんたに、その話の仔細を伝えることにしたい。それがいちばんだろうから 
ね。わたしたちはちょうど、 二人 だけなのだし。そうすれば、わたしがあんたにおもしろくない態度をとってい 
るという、あんたの誤解を少なくする こと もで きる だろう。 

なにしろ、いまのところ、おそらく、あんたは間違った(正しくない)話を聞かされて、わたしに対する気持も 
平らかでないように見えるのだ、不当にね。しかし、あんたが、わたしに、ざっくばらんに何でも言うことをゆ 
るしてくれるなら、わたしは喜んでそれに応じ、自分の言おうとしたことを説明したいのだがね。 

ソクラテスいいとも。君がせっかく、ぼくのためになることをして くれようと 乗り気になって(るのに、ぼ 



クレイトボン 


B 


くが我慢しないとしたら、恥ずかしいことだ。ぼくのどこが善くてどこが悪いかということがわかれば、一方は 
勉強してますます伸ばすようにし、他方は極力避けるようになることは、わかりきったことだからね。 

二 

クレィト ボンでは、聞いてくれたまえ。いいかね、ソクラテス、わたしが、あんたとの交際で、何度聞いて 
も心うたれ、他のだれにくらべてもあんたの言うのが最上だと思われたのは、世の人たちをたしなめて、まるで 
悲劇の舞台に出てくる機械じかけの神さまみたいに、わたしたちに語りかけるときなのだ。こういう文句でね、 
「おお、 人々よ、諸君が運ばれてゆく先はどこなのか、わかってるのかね？諸君は、なすべきことを何一つ 
していないということを自覚していないのだ。金銭のことは、どうしたら儲かるかと、まったく 真剣 そのものに 
なるけれども、それを譲り渡すことになる息子のことでは、彼らが金銭の正しい扱いを知るようにするのにはど 
うすればよいか、まるで無関心だからだ。諸君は彼らのために、.正しいとはどういうことなのか、もし教えられ 
るものならば、教えてくれる人を見つけだす努力もしていないし、また〔知識として教えられないにしても〕、練 

である。『パィドロス』 22 00Asqq . においても、リユシア 
スは話題の人物になっている。 

2 『国家』第一巻においてはソクラテスの仇役にされてい 
るが実際は純然たる弁論家と考えられる。 

3 アリストパネスの 喜劇『雲』のなかで、 ソクラテスは、 
実際このような仕掛けで登場させられる。 


1 法廷弁論の大家。ペリクレス時代にアテナィに居留民と 
して住んだ富裕の一家の一員であったが、 ペロポネソス 戦 
争末期におこった革命で、財産を失い、兄弟を殺されたり 
して、職業的な弁論家となったと言われる。ブラトンの対 
話篇『国家』•の対話がおこなわれるのは、このリュシアス 
の父ヶパロスが存命中のことで、彼の家の サロンに おいて 
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D 


C 


(餅) 


習とか鍛練といったものでそれが身につけられるものなら、そのような鍛練や練習をじゅうぶんにやってくれる 
人がだれかいるのかどうか、探そうともしていない。いや、それよりもっとさきに、諸君自身に対して、そうい 
う配慮をすることさえしなかったのだ。 

諸君は読み書き、音楽、体操など——これこそ立派な人間をつくる(徳の)教育〔手段〕として申し分ないと考え 

ているもの-を諸君自身も、諸君の子供たちも、じゅうぶん教えてもらったのだけれども、さて、それだから 

といって、金銭の処理などで下手をすることはいっこうに減らないのを見ていながら、なぜ今日の教育というも 
のはだめだという気にならないのだ？そして、このような不調法を諸君にやめさせてくれる人はだれかないか 
と、なぜ求めることをしないのだ？ 

しかも、このような安逸さと調子の狂いがあるからこそ、兄弟は兄弟のあいだで、また、市民の国家は国家の 
あいだで、ほどあいとか調和といったことを無視したやりとりをして、内部的な分裂や闘争をひきおこし、戦争 
ともなれば無残きわまることをしたりされたりしているのであって、それは、歩調が リュラ 琴にほどよく合わな 
いからといったようなことではないのだ。 

しかし諸君は主張する、『それは無教育や無知のためではない、不正をおかす奴はみずから求めて不正をして 
いるのだ』とね。しかもまた、別に、『不正はみっともない こと だ、神に憎まれる』 というよう な こと も言って、 
平然としていられるのだ。 

しかし、もしそうなら、とにかくそのようなありがたくないもの(悪)を、みずからすき好んで選ぶような者が、 
どうしてありえようか。 
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『いや、それは快楽に負けるばあいに、人はそうなるのだ』と、諸君は主張するだろう。 

それなら、そういう負けがまた好ましからぬもの、不本意なものではないのか。とにかく、勝ちのほうが好ま 
しいのだとすればね。だから、どのみち、不正はすき好んでなされるのではないというのが、議論の帰結という 
ことになる。そしてこれに、だれでもめいめい個人として、同時にまた、公けにもあらゆる国家が、全体として、 
いままでよりももっと多くの関心をはらわねばならないということになる」 

三 

これがつまり、ソクラテス、あんたがよく言っているのを聞いて、そのたびに、わた* L がとてもとても感心し、 
人に驚かれるくらい褒めていることなのだ。 

また、ほかにも、これにつづくことで、あんたの言っている「身体の鍛練はしても、魂のほうはなおざりにし 
てしまっている者は、形こそ違っても〔金銭ばかり大切にして教育を忘れているのと〕似たようなことをしている 
のだ。主役となって治めることになる魂のほうをないがしろにして、その下に治められることになる身体のほう 
に、まるっきり真剣になってしまっているというのは」というのもね。 

また、あんたの言う「使い方を知らないものは、使わないでおくほうがいい。だから、もし、眼の使い方を知 
らないとか、耳の使い方を知らないとか、あるいは、身体全体の用い方がわからない人があるなら、そういう人 
にとっては、聞きもしなければ、見もせず、身体の他のいかなる使用もしないほうが、これを何でもかまわずに 
使用す るよりも、 善いということになる。さらにまた、このことは技術についても同様だ。すなわち、もし自分 
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■ のリュラ 琴の用法を知らないとすれば、隣人の琴の使い方も、むろん知らないはずで あり、 他人の リュラ 琴の使 
い方を知らなければ、自分のを用いることも知らないはずである。そして、他の道具なり所有物についても、い 
ずれもそうなのである」というのもね。 

そして、あんたのこの説の帰結が、また、みごとだ。「だから、魂(いのち)の用い方を知らない人があるなら、 

その人は魂をじっと静止させておいて、生活しないほうが、自分だけの(ひとりぎめの)行動をして生きてゆくよ 

りも善いということになる。しかし、やはり生きてゆかなければならないというのなら、そういう人は、自由の 

B 人としてよりも、だれかに仕える者(奴隸)として生活するほうが、つまりは善いわけで、ちょうど船の舵を他人 

にまかせるように、自分の思考の舵を、人間の舵取りの術を学んで知っている他の人にまかせるほうがいいの 

だ」 という ことになる。そして、その人間の舵取りをする術とは、ソクラテス、あんたが国家指導の術 (ポリー 

ティヶ ー) という名でたびたび呼んでいるものだが、同じこれを、裁判する術であり正義の技術(司直)であると 
( 1 ) 

も言っているね。 

四 

つまり、これらの説と、それからまた、ほかにも、徳は教えられるもの だと か、何よりも自分自身に気をつけ 
なければいけないとか、以上に言われたのと似たような論がたいへんたくさん、たいへんみごとに言われたもの 
C があって、わたしは、それらにはほとんど反対したこともなかったし、これからもけっして反対することはない 
だろうと思う。 それは、.われわれに学に志すことを教え、われわれを益することの最も大なるもので あり、まる 
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で眠っているみたいなわれわれの目をさましてくれるものだ、と思っているのだ。 

そこでだ、わたしの関心は、それから先の話を聞かしてもらいたいということに向けられてきたのだ。そして 
かさねて、その点を質問するようになったのだ。むろん、初っ端から、ソクラテス、あんたにぶつかっていくよ 
うなことはしなかったけれども、同年輩の者や同じような熱心家や、あるいは、あんたの「同行」と言ったらよ 
いのか、または、あんたとの関係でそういう人たちのそういうあり方をどういう名で呼んだらよいのか、とにか 
く、そういう人たちにぶつかっていったのだ。つまり、その人たちのうちであんたがひとかどの者としていちば 
ん買っている人たちから、まず質問をしていったのだ。「それから先の議論はどうなるのだ？」とたずねながら、 
D しかも、何かあんたの流儀をまねたようなやり方で、彼らの参考になるような問題を出したりしながらさ。 

「おお、 このうえなくすぐれた諸君よ」とわたしは言った、「わたしたちは、ソクラテスがわれわれに徳へ志 
亡とすすめてくれているのを、いったい、いま どう 受けとるのかね？それは要するに、それっきりのことなの 
であって、そのうえな お、 じっさいの事物にぶつかるところまで出ていって、これを最後までつきとめるなどと 
いうことは、できない相談なのだろうか。われわれの仕事は一生かかって、ただ、まだ徳に志していない人たち 
を説いて、これに志すようすすめるだけというのであろうか。そうするとまた、この人が別の人に徳へ志すこと 
をすすめるというふうに、ただ、そういうふうにしていくということだけなのだろう か。 あるいはむしろ、それ 
ポ E から先の問題、つまり、これまでにすすめられたそのことは、まさに人間としてしなければならないことだとわ 
イ- 

レ _ I ___ 

1『ゴル ギアス』私 64 Bic 参照。 
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れわれは同意したのだけれども、さて、それから先はどうなるのか。正しさ(正義)について学ぶのには、どう姶 
めなければならないとわれわれは言うのか、その点をソクラテスにも質問し、われわれおたがいのあいだでもた 
ずねなければならないことになるのではないか。 

これに似た例をあげると、だれかがわれわれに説いて身体に気をつける ようにと すすめて くれるようなばあい、 
彼は、われわれが身体を鍛え病気を治療するとい うような 技術の存在を、あらかじめ承知して いると い 

うような 

ことがまったくなくて、まるで子供のようなのを見て、そうするわけなのだが、さて、そのばあいの非難の言葉 

『なんという恥ずかしいことだ。大麦、小麦や葡萄など、われわれが骨を折って手に入れようとするのが身体 
のためであるかぎりのものについては、あらゆる注意をはらっていながら、肝心の身体そのものについては、ど 
うしてそれを最良のものにするかという工夫も技術 も、 見つけだそうとしないというのは。しかも、そのような 
技術はすでに存在するというのに』 

ということになるだろう。これに対してわたしたちは、そのようなすすめをわれわれに説く人に問いかえすだろ 

『あなたの言う技術の存在とは、何の技術のことなのか』 

すると、 彼はたぶん、体操 や 医療の術の存在 だと答えることになるだろう。 

ちょうどそのように、いまのわれわれのばあいも、魂の善 さ (徳)を 目 ざす技術とは、われわれの主張では、 可 
だということになるのか、それが答えられなければならない」 
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クレイトボン 


B 


五 

そうすると、彼らのうちでも、これらの ことに 対していちばん強いと思われる人が、わたしに答えて言って く 
れたものだ、すなわち、 

「その技術とは、あなたも」と彼は言った、「ソクラテスの話すのを聞いておられたはずのものです。正義(正 
しさの技術)にほかなりません」とね。 

そこで、わたしは、 

「いや、そんな名前だけ答えてもらっても仕方がない。わたしの求めているのは、こういうことだ。医療の技 
術というようなものが認められているね。■ところが、それが究極においてなしとげることには二つあって、一つ 
は健康をつくるということ、もう一つは、既存の医者に加えて、また別の医者をたえずつくってゆくということ 
だ。しかし、そのうちの一方は、もはや技術の形で存在するだけのものではなくて、教えたり教えられたりする 
当の技術の作物となりうるものなのだ。つまり、われわれが健康と言っているものはだね。そして建築の技術だ 
って、これと同様、そこから家と建築術が出てくるけれども、一方は作物であり、他方は教科(教えられるもの) 
なのである。 

そうすると、正義も同じことで、その一つの仕事は、正義の入をつくることであるとしよう。それは、いま言 
ってきたような技術のばあいでも、それぞれの技術者(専門家)をつくることであったのと同じことだ。しかしも 
う一つの仕事は、どうなのか。正義の人がわれわれのためにつくることのできる作物とは何だと言うのか、それ 
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を言ってくれたまえ」 

と、 こう 聞くと、 その 人は、それは「ためになる もの」だと 答えて くれたように思う の だが、 別の人は、 「ま 
さにあるべき もの」 がつ くられる の だと 言い、また別の人は、「益」、あるいは 、「利」と 答えた人 もあった0.そ 
こでわたしは、また前の例にもどって言ったのだ、 

「さっきのばあいだって、そういう 名前 だけのことなら、どの技術にもあることなのだ。あるべきように正し 
くやるというのも、利をもたらすというのも、益になるというのも、その他そのたぐいのことはね。しかしこれ 
らの 名前が すべて、それにつくところのものが 別に あるわけで、どの 技術 も、それぞれ 固有の ものをあげる こと 
がで きるだろう。たとえば 木工の 術なら、「善く」とか「美しく」とか「しかるべく」とか言っても、 木製の 器 
物が できるということに 帰す るわけで、その 器物 そのものは技術ではないのであるということを彼は肯定するで 
しょう。だから、 正義の ばあいも、これと同じように答えてもらわなければならない のぃこ 一とね。 

六 

これに対して、わたしに最後の答えをしてくれる人が出てきたのだ。それは、ソクラテス、あんたの^ fftl 新が 
一人で、 その説くところは たいへん 手のこんだ微妙の説のように思われたのだ。正義の術に固有の作物で、也の 
いかなる 技術から もつくられないものは、〈市民共同体(ポリス•国家)のうちに親和(友愛)をつくりだす〉のがこ 

ノ、 1 ) 

れだ、と言うのだ。 

そこでまた 質問す ると、その人は、その友愛とは善いものであって、けっして悪いものではな、，と答えたので 
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あるが、しかし少年を愛したり毛物を愛したりすることについては、われわれはこれらにもそういう〔愛という〕 
言葉をつかっているけれども、問いをかさねてゆくうちに、それが友愛というものであることを、だんだん承知 
E しなくな ったのである。なぜなら、そういう愛は善いものであるよりも有害であるぱあいのほうが多いという結 
果になるのを、彼は見たからだ。 

そこで、そういう帰結を避けて、この種のものはけっして友愛ではないのであって、それをこのような名前で 
呼んでいる人は偽りの名前を用いているのだ、と主張した。そして、真実の友愛と親和は心を一つにすることで 
あって、これこそ間違いのないところだとした。 

そこで、その1かというのは、思いなし(思わく)の一致を言うのか、それとも知識にもとづくものなのかとた 
ずねたら、その人は思いなしの一致はだめだと言った。なぜなら、人間の思いなすところが一致したとしても、 
それが有害となるばあいが多いことを認めなければならなかったからだ。しかも、友愛親和のほうはどんなばあ 
いにも善いものなのであって、正義の作物なのだということを、すでによく認めあっていたからだ。だから、こ 
れは心を一つにすることと同じなのであって、そのことは〔一心が〕知識であることによってなのであって、思い 
なしとしてではない、と主張することになったのである。 

410 ところが、行きづまり行きづまりしながら、われわれが議論をそこまでもってきたとき、その場にいた人たち 
•>* は、もう容易に彼に打撃を加えることができるようになっていて、 

レ _ 

ク 

1 『国家』第四卷 433 A sqq ., 443 CE 参照。 


13 



B 


(m 


「なんだ、これでは、議論は、堂々めぐりをして、最初と同じところへもどって来てしまったことになる」と 
言ったのである。 「医術 だって、また、どの 技術 だって、みな心を一つにすることの一種なのだ。そして、その 
一致が何を対象とするものなのかも言うことができるのだ。しかし、君が正義の術とか心を一つにする ことと か 
言っているものは、どこへつながりをもつものなのか、 まったく 見当がつかず、それの作る物 も、 いった、 M な 
のか、不明 だ」と彼らは言うのだった。 

七 

これらの問題は、わたしが最後には、ソクラテス、あんたにも直接聞いてみた問題なのだ。 そうすると、 正養 

の仕事とは〈敵には害を与え、味方には親切をする こと だ〉 と 言ってくれたが、しかし、 あとになって、 正義の人 

というものは、いついかなるばあいにも、いかなる人に対しても、害をするとい うことは ないと見られる ょうに 

なった の だ。なぜなら、どんな ことを どんな人に対しておこなうにしても、 それは 益す ることを目的とするもの 
( 1 ) 

だと見えたからだ。 

しかしこれも、一度や二度のことではなく、長時間辛抱して、〔あんたから答えを聞きだそうと〕ねばったのだ 
が、 とうとう あきらめてしまった。あんた という 人は、徳に意を用いょとすすめる ことに かけては、世にもすぐ 
れた実践家だけれども、しかしあるいは、あんたにできるのはただそこまでのことで、それ以上は何もないのか 

もしれないという、半々の(二つに一つの)可能性を認めたからだ。-こういうことは、ほかのどの技術にもあ 

りうることなんで、たとえば船の蛇をとることは知らなくても、その蛇取りの技術につ、，て、それが人間 ことっ 
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てどれだけ価値の多いものであるかというような、推賞の辞については、これを うんと 勉強して おくと いうよう 
なことがあるわけで、これはその他の技術についても同様なのだ。 

だから、ちょうどこれと同じ非難を、あんたの正義の技術についてもあびせる人が、たぶん、出てくるだろう。 
あんた は、 正義というものを上手に 礼 讚しているけれども、しかしそれだからといって、正義の知識をちょっと 
でもよけいにもっているわけではない、とね。むろんしかし、わたしの立場はこれとは違うのであって、むしろ 
〔可能性は〕 二つのうちどちらか一つで、あんたはその知識をもっていないのか、あるいは、もっていても、それ 
をわたしに分けてくれる意志がないのか、どちらかだがね。 

それだからこそわたしは、トラシユマコスのところへも行くだろうし、ほかのどこでも、できるなら、行くだ 
ろうと思う、解決に迷いながらね。それはつまり、あんたがわたしを相手に、いままで言ってきたような勧誘の 
論は、もううち切りにする気になったとしよう。たとえば、それがもし体操の術について、身体をなおざりにし 
てはならないと、すでに説きすすめをすましたのだとしよう。そうすれば、その勧誘の論につづくものとしては、 
わたしの身体は生まれつきがこれこれなのだから、かくかくの手当てが 必要 だというようなことを、あんたは言 
つてくれただろう。ちょうどそのように、いまのばあいも、同じことを言ってもらわなければならないのだ〔の 
に、そう言ってはくれない〕からということになる。 

さあ、このクレイトボンは、魂こそ、われわれの他の苦労が まさに そのためであるところのものなのに、それ 


1『国家』第一巻 334 B 〜336 A 参照。 
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■ E をまったくなおざりにして、ほかのことにばかり気をとられているのは、笑うべきことだという、あんたの説に 
同意しているのだとしてもらおう。そしてそれにつづくことも、すべてをいまこんなふうにわたしが述べてしま 
ったものと考えてもらいたいのだ。じっさいまた、いましがた委細を述べたのだからね。そしてわたしが、あん 
たにお願いして、言おうとすることは、『ほかのことはもういいから、〔その先を〕どうぞ』というだけなのだ。 
そうでないと、いま言っているょうに、いやでも、リュシアスその他の人たちに向かって、あんたの一面は褒め 
ながらも、他の面をけなすことにもなろうというものだ。なぜなら、まだ徳のすすめを説かれたことのない人間 
にとっては、ソクラテス、あんたは何にもかえがたい値打のある人だけれども、すでにそのすすめを受けてしま 
った人にとっては、徳の完成に達し幸福を得るということのためには、ほとんど 邪魔 だと言ってもいいくらいの 
ものだということになるだろうからね。 
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ソクラテス きのうぼくは、アリストンの息子グラウコンといっしょに、ペイライエウスまで H かナて行った。 
( 2 ) 

女神にお祈りを捧げるためだったが、もうひとつには、そのお祭がこんど初めての催しだったので、どんなふう 
に行なわれるものか、見物してみたいという気持もあった。 

お祭の行列は、町の人たちのもなかなか見事だと思ったが、しかしそれに劣らずひときわ見ばえがしたのは、 
トラキア人たちが行なった行列だった。 

お 參り もすませたし、 見物も 終ったので、ぼくたちは 都 〔アテナイ〕へ向かって、引きあげはじめた。するとヶ 
パロスの息子ボレマルコスが、家路を急ぎはじめたぼくたちの姿を遠くから見つけて、召使の子供に、 走って 行 
って自分を 待つ ようにお願いしなさいと言いつけた。やがてその子が、うしろからぼくの上着をつかまえて、言 
った、 

「ポレマルコスがあなた方に、お待ちになって くださいと 言って います」 

ぼくはふり向いて、ご主人はどこにいるのか、とたずねた。 

「あそこです」と召使の子供は 言った、 「あとからこちらにやってこられます。どうかお寺ちになっ C くださ 

ぃ」 

「よろしい、お待ちしよう」とグラウコンが答えた。 
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ほどなくして、ポレマルコスがやってきた。グラゥコンの兄のアデイマントス、ニキアスの息子ニケラトス、 
そのほか何人かの者もいっしょで、みんなお祭の行列を見物した帰りと見えた。 

ボレマルコスが言った、 

「ソクラテス、お見うけしたところ、どうやらあなた方はここを引きあげるおつもりで、都のほうへ向かいは 
じめたようですね」 

「そう、お察しのとおり」とぼくは答えた。 

「われわれがここに総勢何人ひかえているか、あなたの目に入っているのですか？」と彼が言った。 

「むろん」 

「それならあなた方は」と彼は言った、「ここにいるわれわれよりも強くなるか、それができなければここに 
留まるか、二つに一つ'ですよ」 

「もう一つの途が残されていはしないかね」とぼくは答えた、「つまり、われわれを放免すべきだということ 
を、君たちに説得すればよいわけだろう？」 

「その説得の言葉を」と彼は言った、「われわれのほうがぜんぜん聞こうとしなかったら？それでも説得で 
きますか？」 

1アテナイの外港町。アテナイから七キロほどの距離があ ライエゥスには、かなり多くのトラキア人が通商のため居 
る。 留民として住んでいた。 

2 トラキア 人の 月 神ベンデイスのこと(354 A 参照〇ペイ 
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「それはできないよ」とグラウコンが言った。 

「では、われわれのほうとしては聞くつもりはありませんから、そのように心を決めて ください」 

横からアデイマントスが言った、 

「いったいあなた方は、御存じないのですか。夕方、馬乗りの松斬競走が女神のために催されるのです よ？」 

「馬乗りの、だって？」とぼくは言った、「それは珍しい。松明を手に馬で競走しながら、リレ ー でもするの 
かね？ それとも ?」 

r おっしゃるとおりのやり方ですよ」とポレマルコスが答えた、「そのほかに、夜通しの祭もあるはずで、こ 
れも一見に値します。われわれは、夕食をすませてから出かけて行って、その夜祭を見物するつもりです。そこ 
ではきっと、たくさんの若者たちといっしよになり、話し合うことになるでしよう〇さあさあ、ぜひここにお留 
まりください」 

「どうやらこの様子では、留まらなければならないようですね」とグラウコンが言った。 

「いや、君がそう思うのなら」とぼくは答えた、「そうしなければなる まハー 

二 

こうしてぼくたちは、ポレマルコスの家へ行った。そこには、ポレマルコスの弟であるリュシアスとエウテユ 
デモスがいたし、それからカルケドンのトラシュマコス、パイアニア区のカルマンティデス、アリストニュ モス 
の子クレイトポンなどの顔も見えた。 
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ポレマルコスの父、ヶパロスもまた在宅であったが、彼はずいぶん年寄りに見えた。そういえば、この人にぼ 
くは久しく会っていなかったのだ。彼は頭に冠をつけた姿で、ふとんつきの椅子とでもいったようなものに腰を 
おろしていた。ちょうど、前庭で犠牲を供える式をすませたところだったのだ。ぼくたちは彼のそばに行って、 
腰をおろした。そこには椅子がいくつか、円形に並べて置かれてあったのでね。 

ヶパロスはぼくを見るなり、ようこそと挨接して言った、 

「ソクラテス、しかしあなたは、めったにわれわれに会いにペイライエゥスへ来てくれないのだね。いけない 
ね、そんなことでは。もし私がまだ元気で、都〔アテナイ〕まで歩いて行くのが苦にならなかったら、あなたにこ 
こへ来てもらうまでもなく、われわれのほうからあなたのところへ出かけて行くのだがね。だが、現にこのとお 
りなのだから、あなたのほうが、もっと頻繁に、ここまで出向いて来てくれなけれぱいけないよ。こう言うのは 
ほかでもない、いいかね、この私には、一般に肉体のほうの楽しみが少なくなっていくにつれて、それだけ談論 
の欲望と歓びとが、ますます大きくなってきているのだ。だから、どうか私の願いをきいて、この若者たちとつ 
き合うだけでなく、ここへもときどき来てわれわれを訪れてくれたまえ。ごく親しい友人や身内の者を訪れるつ 

デモスは、『エゥテユデモス』の登場人物であるソフイス 
卜のエゥテユデモスとは別人である。カルマンテイデスに 
ついては不詳。クレイトボン(「解説」登場人物の項参照) 
は、アテナイ政界において、テラメネスなどと結んで、ぺ 
ロボネソス戦争後期に活動した人で、『クレイトボン』の 
登場人物。 


1これら五人の人物のぅち、トラシュマコス(「解説」登場 
人物の項参照)は 336 wsqq . において議論に加わることに 
なる。リュシアスは、のちに法廷弁論の大家となった人。 

『パィドロス』において、「恋」を主題とした彼の弁論の習 
作が取り上げられている(リュシアスの生涯については本 
全集第五巻『パィドロス』「解説」参照)。その弟エゥテュ 
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もりでね」 

「ええそれはもう、ヶパロス」とぼくは言った、 r 私には、高齢の方々と話をかわすことは歓びなのですよ。 
なぜなら、そういう方たちは、言ってみれば、やがてはおそらくわれわれも通らなければならない道を先に通ら 
れた方々なのですから、その道がどのようなものか、 . —平坦でない険しい道なのか、それともらくに行ける楽 
しい道なのかということを、うかがっておかなければと思っていますのでね。とくにあなたからは、それがあな 
たにどのように思われるかを、ぜひうかがっておきたいのです。あなたはもう、詩人たちの言葉を借りれば『老 
いという敷居にさしかかっている』と言われるその齢にまで達しておられるわけですから、それは人生のうちで 
もつらい時期なのか、それともあなたとしてはそれをどのように報告なさるのか、聞かせていただければありが 
たいですね」 

三 

「ゼゥスに誓って、いいともソクラテス」とケパロスは言った、「それが私にはどのように思えるか、 ひとつ話 
してあげよう。われわれは、古い諺のとおりに、同じくらいの年齢の者が何人かいっしょに集まることがよく 
あるのだが、そういう集まりの場合、われわれの大部分の者は、悲嘆にくれるのがつねなのだ。若いころの快楽 
がいまはないことを嘆き、女と交わったり、酒を飲んだり、陽気に騒いだり、その他それに類することを あれ こ 
れやったのを思い出しながらね。そして彼らは、何か重大なものが奪い去られてしまったかのように、かつては 
幸福に生きていたが今は生きてさえいないかのように、なげき悲しむ。なかには、身内の者たちが老人を虐待す 
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るといってこぼす 者 も 何人 かあって、そうしたことにかこつけては、 老年が自分たち にとってどれほど 不幸の原 
因になっていることかと、めんめんと訴えるのだ。 

しかし、ソクラテス、 どうも この私には、そういう人たちは、ほんとうの原因でないものを原因だと考えてい 

るように思えるのだよ。なぜって、もし老年がほんとうにそういったことの原因だとすれば、この私とても、そ 

のかぎりでは同じ経験を味わったはずだし、また私だけでなく、およそこの年齢に達した人なら、みな同じこと 

だろうからね。けれども、げんに私はこれまでに、そうでない人々に何人か出あっているのだ。作家のソポクレ 
( 3 ) . 

スも その一人で、私はいつか、彼がある人から質問されているところに居合わせたことがある。 

『どうですか、 ソポクレス』 とその男は言った、『愛欲の楽しみのほうは？ あなたはまだ女と交わることが 
できますか？』 

ソポクレスは答えた、 

『よしたまえ、君。私はそれから逃れ去ったことを、無上の歓びとしているのだ。たとえてみれば、狂暴で猛 
猛しいひとりの暴君の手から、やっと逃れおおせたようなもの』 

私はそのとき、このソポクレスの答を名言だと思ったが、いまでもそう思う気持にかわりはない。まったくの 


1ホメロス『イリアス』第ニニ卷六〇行、第二四卷四八七 2 「同じ年齢の者が同じ年齢の者をょろこばせる」といぅ 
行、『オデュッセイア』第一五卷二四六行、三四八行、第 諺(『パイドロス』2400参照〇 

二三巻ニーニ行、へ シオ ドス『仕事と 日々』 三三一行など 3 アテナイ 三大悲劇作家の一人(前四九五—四〇六年)。 
にこの句が見られる。 
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ところ、老年になると、その種の情念から解放されて、平和と自由がたっぷり与えられることになるからね。さ 
まざまの欲望が緊張をやめて、ひとたびその力をゆるめた ときに 起るのは、 まさしくソポクレスの 言った とおり、 
非常に数多くの気違いじみた暴君たちの手から、すっかり解放されるということにほかならない。 

いや、こういった事柄にしても、身内の者たちとの関係がどうのこうのということにしても、その原因はただ 
ひとつしかない。それは、ソクラテス、老年ではなくて、人間の性格なのだ。端正で自足することを知る人間で 
ありさえすれば、老年もまたそれほど苦になるものではない。が、もしその逆であれば、そういう人間にとって 
は、ソクラテス、老年であろうが青春であろうが、いずれにしろ、つらいものとなるのだ」 

四 

ぼくは彼のこの言葉に感心したので、もっと話してもらおうと思って、こう言って彼をそそのかそうとした。 

r ケパロス、私は思うのですが、あなたがそのように言われましても、多くの人々は、あなたのおっしゃるこ 

とをそのままには受け取らないでしょう。いや、彼らは きっと、 あなたが老年を らくに 堪えて おられる のは、 ベ 

つに性格のおかげなどではなくて、あなたがたくさんの財産をもっているからこそなのだと、 こう 考える ことで 

しょう。金持には慰みごとも多い、と言われていますからね」 

「あなたの言うことはほんとうだ」とケパロスは答えた、「実際、彼らは、そのままに受け取ってはくれない 

のだ。またたしかに、その言い分にはもっともな点もある。ただし、彼らが思っているほどではないけれどもね0 

1 ) 2 ) 

むしろ真実は、例のテミストクレスの話に言われているとおりなのだ。セリボスから来た男が、テミストクレス 
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にけちをつけようとして、 

『あなたが名声を博しているのは、べつにあなた自身の力に よる わけではない、あなたの国のおかげなの だ』 
と言ったとき、 テミ ストクレスは こう 答えた、 

『たしかに私がセリボス人だったとしたら、名を揚げることはできなかっただろう、——君がアテナィ人だっ 
たとしても、できなかっただろうようにね』 

金 持ではなくて老年をつらがっている人たちにも、ちょうどこれと同じことが言える。つまり、人物が立派で 
も、貧乏していたら、老年は あまりら くではないし、また、人物が立派でなければ、金持になった からと て、安 
心自足することはけっしてないだろう」 

「ところで、ヶパロス」とぼくは言った、「あなたがいまおもちの財産のうち、相続なさった分と、自分でお 
つくりになった分とでは、どちらが多いのでしょうか？」 

r 自分でつくった財産は どれく らいか、というおたずねかね、 ソクラテス？」 と彼は言った、「私は^ぎ 手と 
しては、私の祖父と父とのまん中くらいというところだろうか。というのは、この私と同じ名前の祖父は、私が 
現在 もっているのとほぼ同じくらいの財産を相続したうえで、それを 数倍に ふやしたものだが、父のリュサニア 
スのほうは、それをこんどは、現在の私の財産よりもっと少なくしてしまったというわけなのだ。私としてはま 


1アテナィの有名な武将.政治家(前五二八ころ—四六二 の話が少し違った形で伝ぇられている。 
ころ)。——へロドトス『歴史』第八卷(一二五)に同趣旨 2 エ—ゲ海の小さな島。 
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あ、ここにいる息子たちのために、自分が承けついだ分を減らさないで、いくらかでも多くして迫してやれば満 
足だと思っている」 

「いや実は」とぼくは言った、「どうしてこのようなことをおたずねしたかといいますと、お話をうかがった 
印象では、あなたがお金というものにさほど強い愛着を寄せているようには思えなかったからなのです。これは 
一般に、自分で稼いだのではない人たちに見られる態度ですからね。自分で稼いだ人たちとなると、ほかの人の 
二倍もの愛着をお金に対してもつものです。ちょうど、詩人が自分の作品に愛着をもち、父親が子供に愛着をも 
つのと同じように、お金を儲けた人たちもやはり、お金というものを、自分のつくりあげた業績と思う気持から 
大切にするわけで、ほかの人のように実利的な観点から大切にするだけではないのですね。だからまた、そうい 
う人たちはつき合いにくい。なにしろ、富以外のものは何ひとつほめようとしないのですからね」 

「たしかにそのとおりだ」と彼は言った。 

五 

「まったくそうなのですよ」とぼくは言った、「ところで、もう少し質問させてください。あなたが財産をた 
くさんもっていてよかったと思うことで、いちばん大きなことは何ですか？」 

「さてそれを言っても、多くの人々はおそらく信じてはくれまいが」と彼は言った、「いいかね、ソクラテス、 
それはこういうことなのだ。人は、やがて自分が死ななければならぬと思うようになると、以前は何でもなかっ 
たような事柄について、恐れや気づかいが心に忍びこんでくる。たとえばハデス(冥界)のことについて言われて 


30 



m 家(第一巻) 


331 


E 


いる物語、 —— この世で不正をおかした者はあの世で罰を受けなければならないといった物語なども、それまで 

は笑ってすませていたのに、いまや、もしかしてほんとうではないかと彼の魂をさいなむのだ。そして彼自身、 

老年の弱さがそうさせるのか、それとも、すでにあの世に近づいているので、ハデス(冥界)のことが前よりもよ 

く 見えるからでもあろうか、とにかく疑惑と恐れに満たされるようになり、これまで誰かに不正をおかした こと 

があったかどうか、あれこれ数え上げ、調べてみるようになる。 

こうして、自分の生涯のうちに数多くの不正を見出す者は、子供たちのように、幾度となく眠りから覚めては 

恐れにふるえたり、暗い不安につきまとわれて生きたりすることになる。けれども、わが身をかえりみて何ひと 

つ不正をおかした覚えのない者には、つねに楽しくよき希望があって、『老いの身を養って』くれる。ピンダロ 
( 1 ) 

スも 言っているようにね。というのは、 ソクラテス、 彼はいみ じくもこう うたっているではないか。正しく敬虔 
に生涯を送った者は —— 

甘い希望がその人につき添って 
心をはぐくみ老いの身を養う 
その希望こそ何にもまして人の子の 
気まぐれな想いをみちびくもの 


1 ボイオティアのテバイの近く、キユノスケパライに生ま 三八年)。ここに引用されている詩句 ( Fr . 202, tdowra ) の 
れた古代ギリシアの代表的抒情詩人の一人(前五一八—四 出典は不詳。 
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うむ、まことにもってすばらしい言葉だ。 —— で、私としては、お金の所有が最大の価値をもつのは、ほかな 
B らぬこのことに対してであると考える。ただし、あらゆる人にとってそうだというのではなく、立派できちんと 
した人間にとっては、ということだがね。つまり、たとえ不本意ながらにせよ誰かを欺いたり噓を言ったりしな 
いとか、また、神に対してお供えすべきものをしないままで、あるいは人に対して金を借りたままで、びくびく 
しながらあの世へ去るといったことのないようにすること、このことのために、お金の所有は大いに役立つので 
ある。むろん、ほかにもいろいろと効用はあろう。しかし一つ一つくらべてみるかぎり、まず見逃せないのはこ 
れであって、私としては、ソクラテス、このことのためにこそ富は、理をわきまえる者にとって最大の効用をも 
つ、と言いたい」 

「たいへん立派なお言葉とうかがいました、ケパロス」とぼくは言った、「しかし、ちょうどお話に出てきた 
<正し さ〉 (正義)ということですが、はたしてそれは、ほんとうのことを言う正直な態度のことであり、誰かから 
何 かをあずかった場合にそれを返すことであると、まったく無条件に言い切ってよいものでしょうか。それとも、 
ほかならぬそういう態度で も、 時と場合によっては、正しかったり正しくなかったりすることもありうる、と言 
わねばならないでしょうか。 

たとえば、 こういう 場合は どうでしょう？ 友人から武器をあずかったとする、そのときは正気だったその 友 
人が、あとで気が狂って、狂ってから返してくれと言ってきたとする、 —— このような場合、すべての人が次の 
ことを認める でしょう。 すなわち、そんなものは返してはならないし、 また それを返す者、さらには、そういう 
状態にある人間に向かってほんとうのことを何もかも話そうとする者も、けっして〈正しい人〉とは言えまい、と 
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いうことはね」 

D 「たしかにそのとおりだ」と彼は答えた。 

「してみると、『ほんとうのことを語り、あずかったものを返す』ということは、《正しさ〉(正義)の規定とし 
ては通用しないことになります」 

すると、ポレマルコスがぼくの言葉を引き取って言った、 

I ( 1 ) 

「ところが大いに通用するのですよ、ソクラテス、いやしくも、シモニデスの言うことを、いくらかでも信じ 
なければならぬとすればですね」 

「よしよし、それではこの議論は、お前さんたちに譲り渡すことにしようか」とケパロスは言った、「私はも 
う、そろそろ神にお供えをしなければならないしね」 

「そうすると、さしづめこの私が、あなたの相続人ということになりますね」とポレマルコス。 

「そうだと も」 とケパロスは笑って言いながら、神にお供えを捧げるため立ち去った。 

六 

Er さあそれでは」とぼくは言った、「議論の相続人である君よ、教えてくれたまえ。《正義〉についての正しい 

1ケオス島の ィゥリスに 生まれた、 これ も古代 ギリシアの ても彼の詩が大きく取り上げられている。哲学が確立され 
代表的抒情詩人の ひとり (前五五六—四六八年ころ)。 ブラ るまでは、詩人たちの言葉が、人間の生き方や道徳に関し 
トンの 著作のなかでは、『プ ロタゴラス』 339 Asqq . におい て権威をもっていた。 
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説だと君が主張するのは、シモ-1デスのどのような言葉なのかね？」 

( 1 ) 

「『それぞれの人に借りているものを返すのが、正しいことだ』というのです」とポレマルコスは答えた、「私 
としては、これは立派な言葉だと思いますがね」 

「なるほど」とぼくは言った、「相手がシモニデスともなれば、疑念をいだくわけにもなかなかいくまいね。 
なにしろ、賢くて神のような人だから。しかしその言葉の意味は、いったい、どういうことなのだろう。君には、 
ポレマルコス、たぶんわかっているのだろうが、ぼくにはどうもわからない。だって、彼の言う意味が、さっき 
われわれが言っていたようなこと —— つまり、誰かから何かをあずかっていて、返還を求められる場合、相手が 
正気でないのにそれを返すということ——ではないのは、明らかだからね。しかし、〈あずかっているもの〉とは、 
<借りているもの〉のことにほかならない。これはたしかだろうね？」 

「ええ」 

「しかるに、返還を求める人が正気でない場合には、けっして返してはいけないのだったね？」 

「そのとおり」と彼。 

「すると、シモニデスが = n 借りているものを返すのが正しいこと だ』 と言うのは、どうやら、これとは違った 
意味のことらしいね」 

「ゼゥスに誓って、むろん違いますとも」と彼は言った、「シモニデスの考えでは、人は本来、自分の友に対し 
て、何か善いことをなし、悪いことはけっしてなさぬということを、借りとして負うているというのですから」 

「なるほど、わかった」 とぼく は言った、「誰かから金をあずかっても、その返還と受領が害になる ような 場合、 


34 



国家(第一巻) 


C 


しかも返す人と受け取る人とが友であるょうな場合には、それを返すことは『借りたものを返す』ということに 
はならぬと、そういうわけだね？ 君の言うシモニデスの言葉の意味とは、こういうことではないのかね？」 

「たしかにそのとおりです」 

「ではどうだろう。敵に対しては、借りているものはどんなものでも返すべきなのかね？」 

「まさしくそのとおり」と彼は言った、「いやしくも借りているものであるかぎりは。-ところで敵に対し 

て借りとして負うているものは何かといえば、思うに、まさに敵に対してふさわしいものにほかならない。つま 
り、何か悪いことをしてやることです」 

七 

「するとどうやら」とぼくは言った、「シモニデスは、〈正義〉とは何かということを、詩人一流の謎めいた表 
現で語ったわけなのだね。見うけるところ彼の真意は、それぞれの相手に本来ふさわしいものを返し与えるのが 
正しい、ということらしいが、ただこの《ふさわしいもの〉のことを〈借りているもの〉という言葉で表現したのだ 
から」 

「むろんそれに違いありません」と彼。 

「ではゼウスに誓って、君に質問 させてもらおう」とぼくは 言った、「誰かが シモ ニ デスに 向かって、 こうた 


1シモニデスの作品の現存断片のなかには、この言葉は見出されない 
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ずねたとする- 

『シモニデス、医術と呼ばれているものは、何に対して、どのような<借りているもの〉を、すなわち、本来そ 
れに <ふさわしいもの〉として何を、与える技術のことなのでしょうか？』 

彼は何と答えると思うかね？」 

「明らかに」とポレマルコスは言った、「『身体に対して、薬や食べ物や飲み物を与える技術のことである』と 
答えるでしょう」 

r では、料理術と呼ばれているものは、何に対して、どのような〈借りているもの〉を、すなわち本来それに<ふ 
さわしいもの〉として何を、与える技術のことか？」 

「料理に対して、美味い味を与える技術のことである」 

「よかろう。それでは、正義と呼ばれてしかるべきものは、そもそも何に対して、何を与える技術のことであ 

T ) 

るか？」 

「これまで言われたことに準じて答えなければならないとすれば、 ソクラテス」 と彼は言った、「それは友と 
敵に対して、利益と害悪を与える技術だということになります」 

( 2 ) 

「そうすると、シモニ デスは、友には善い ことを なし、敵には悪い ことを なすのが、正義にほかならない、 と 
言っているわけだね？」 

「そのように思えます」 

「では訊くが、友や敵が病んでいる場合に、病気と健康に関して友に善いことをなし、敵に惡いことをなす能 
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力をいちばんもっているのは、誰だろうか？」 

「医者です」 

「航海をしている場合に、海の危険に関しては？」 

「舵取人(船長)です」 

「では、正義の人はどうだろう？どのようなことがなされる場合に、どのようなはたらきに関して、友を利 
し敵を害する能力を、いちばんもっているのだろうか？」 

「戦いにおいて相手を攻撃する場合や、味方と協力する場合だと、私は思います」 

「よかろう。しかし、親愛なるポレマルコス、病気でない場合には、医者は無用だね」 

「たしかに」 

「また、航海をしていない場合には、舵取人(船長)は無用である」 

「ええ」 

「では、戦っていない人々には正義の人は無用である、ということにもなるだろうか？」 

人を支配した伝統的一般的な見解であった。 『メノン』 71 E 
のほか、へシオドス『仕事と日々』七〇七行以下、 ソロン 
Rr .1. 5 ( Diehl ) 、クセノ ボン 『ソクラテスの思い出』二の 
三の一四など参照。 ブラ トンは、この見解に対して正式に 
反論した最初のギリシア人であったといえる。 


1正義をはじめ、人間の生き方に関わる道徳上の事柄を 
「技術」としてとらえるソクラテスの特徴的な考えが、こ 
こではじめて現われる。この見方は、以下の対話全体に一 
貫している。 

2 「友を利し敵を害するのが、正しい」とは、広くギリシア 
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「けっしてそうとは思えません」 

「そうすると正義は、平和なときにも有用なものなのだね？」 

「有用です」 

「農業の技術もまたそうだ、と言えるね？」 

「ええ」 

「穀物の収穫のことに関して、そうなのだね？」 

「ええ」 

「同じようにまた、靴作りの技術も挙げることができるね？」 

「ええ」 

「これは、履物を確保してくれることに関して有用なのだ、と君は言うだろうと思うが？」 

「ええ、たしかに」 

「さあ、それではどうだろう。正義が平和なときに有用であると君が言うのは、いったい何を使用したり獲得 
したりすることに関してな のだろう？」 

「契約のことに関してです、ソクラテス」 

「契約と君が言うのは、つまり、いっしょに組んで何かをすることにほかならないだろうね？」 

「いっしょに組んで何かをすることに違いありません」 

「では、いっしょに組んで碁を打つ仲間としてす ぐれた 有用な人物は、正義の人だろうか、 それとも 碁の専門 
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家だろうか？」 

「碁の専門家です」 

「それなら、煉瓦や石を積む仕事をいっしょにする仲間としては、正義の人は建築家よりも有用ですぐれてい 
るだろうか？」 

「いいえ、けっして」 

r それなら、いったい何をいっしょにする場合に、正義の人は、建築家や竪琴の専門家よりも、いっしょに組 
んで事を行なう仲間としてすぐれているのだろうか？ちょうど、竪琴を弾奏する場合には、竪琴の専門家のほ 
うが正義の人よりも、そのような相棒としてすぐれているのと同じような意味でだね」 

「それは、お金に関することの場合だと、わたしは思います」 

「ただし、おそらくは、ポレマルコス、お金を使用する場合は別だろうね——たとえば、いっしょにお金で馬 
を買ったり売ったりしなければならないといったような場合は。そういうときには、ぼくの思うには、馬事の専 
門家のほうがそうなのだ。どうだね？」 

「そういうことでしょうね」 

「また船の売買の場合ならば、船を造る大工や、舵を取る船長のほうだね？」 

「そうでしょうね」 

「それではいったい、何のために金や銀をいっしょに使わなければならないときに、正義の人はほかの人々よ 
りも有用なのだろうか？」 
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「お金をあずけたり保管したりしなければならないときです、ソクラテス」 

「ということはつまり、お金を何も使わないで、そのまま置いておかなければならないとき、ということだ 
ね？」 

「たしかに」 

「してみると、正義というものは、お金が不用であるようなときにこそ、はじめてそれのために有用であるわ 
けなのだね？」 

「どうもそういうことになるようです」 

「そしてまた、鎌を守って、しまっておかねばならないときなども、正義は、皆のためにも自分のためにも有 
用であるが、いったんそれを使わなければならないときは、有用なのは、葡萄を刈り込む技術だということにな 
るね？」 

「そのようです」 

「さらには楣にしても琴にしても、それの番をして守るだけで、ぜんぜん使わなくてもよいようなときには、 
正義は有用であるが、それらを使わなければならないとなると、有用なのは武術であり音楽の術であると、こう 
言わなくてはなるまいね？」 

「そう言わなければなりません」 

「そしてほかのあらゆるものについても、正義とは、それぞれのものの使用にあたっては無用、不用にあたっ 
ては有用なもの、ということになるわけだね？」 
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「どうもそういうことになるようです」 

八 

r なんだかそうなると、友よ、〈正義〉とは、あまり大した代物ではないことになるね。不用なものに対してし 
か有用でないというのではね。 

ところで、次のことを考えてみよう。拳闘にせよ、その他の闘技にせよ、闘うにあたって相手を打つことに最 
も 有能な者は、守る ことに かけても最も有能なのではないかね？」 

「ええ、たしかに」 

「そしてまた、人を病気から守る ことに 有能な者は、ひそかに病気にかからせる ことに かけても、最も有能な 
のではないかね？」 

「そうだと思います」 

「しかるにまた、敵の計画や行動を盗むことに有能な者は、軍隊のすぐれた守り手でもあるのではないかね？」 
「ええ、 たしかに」 

「してみると、あるものの有能な守り手は、そのものの有能な盗み手でもあるわけだ」 

「そのようです」 

「だから、正義の入は、お金を守ることに有能であるとすれば、お金を盗むことにも有能だということになる」 
「まあ議論が示すとおりについて行くと、そういうことになりますね」と彼は言った。 
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「してみ ると、どうやら 正義の入の正体は、一種の盗人で あると 判明した よう だね。君は そのこと を' おそら 
B くはホメロスから 学んだ のであろう。というのは、ホメロスもやはり、 オデュ ッセゥスの 母方の祖父 アゥトリュ 
コスを愛でて、『盗みと噓の誓いを することに かけては万人に並びなき人』と言って いるから (炫。 

かくて〈正義〉とは、君と ホメロスと シモ ニ デスによれば、盗みの術の一種で あると いう ことら しい。ただし そ 
れは、友を利し敵を害するためのものでなければならないが。——君が言おうとしていたのは、 こういうことで 
はないかね？」 

「冗談ではありませんよ！」とポレマルコスは言った、「しかし私にはもう、自分が何を言っていたのか、さ 
っばりわからな く なってしまいました。ただし一つだけ、いまでも確か だと 思うのは、< 正義)とは友を利し敵を 
害することである、 という ことです」 

「その場合、君が <友> と 言っているのは、各人に善い人 だと M ' かか T ' いる者の ことだろう か、 それとも、たと 
えそう は思われなくても、実際に善い人間で ある 者の ことだろうか？ これは〈敵〉についても同様なのだが、い 
ったいどちらなのかね？」 

「それは」と彼は答えた、「人は相手を善い人間だと思う場合に、その人間を友として愛し、悪い人間だと H -. 心 
う場合に、敵として憎むのだと、当然考えられます」 

「しかし人々はその点についてよく判断を誤り、実際には善い人間でないのにそう思ったり、あるいはその反 
対だったりすることが、しばしばあるのではないか？」 

「たしかにそういうことはあります」 
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「だから、そのように判断を誤った人たちにとっては、善い人間が敵であり、悪い人間が友である、というこ 
とになるね？」 

「ええ、たしかに」 

Dr にもかかわらず、そのような場合、そういう人たちにとっては、悪い人間を益し、善い人間を害するのが正 
しいことなのだろうか？」 

「そうなるようですね」 

「ところで、善い人間とは正しい人間であり、不正をはたらかないような人間のことだね？」 

「そのとおりです」 

「そうすると、君の説によれば、けっして不正をはたらかないような人間に対して悪いことをするのが、正し 
いことだということになる」 

「とんでもない、ソクラテス！」と 彼は言った、 「どうも それは、 よこしまな 言説の ようです」 

「するとやはり」とぼくは言った、「不正な人間を害し、正しい人間を益することが正義なの だね？」 

「そのほうが、どうみても立派な説です」 

E r してみると、いいかね、ポレマルコス、多くの人たちにとっては、彼らが人間の判断を誤るかぎり、友 r 阶 


1『ヒッピアス(小)』 365 Csqq . において、この考えが詳しく展開されている。 
-2『ォデュッセィァ』第一九卷三九五—九六行。 
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しては害を与え—その相手は実際には M - い人間なのだからね——かいでば#'をが- r ' ——その相手は実際に 
は善い人間なのだからね—のが正義である、ということになるだろう。そして、このようにしてわれわれは、 
シモニデスの説だと言っていたこととは、 ちょうど 正反対のことを言う結果になるだろう」 

「なるほど、たしかにそう いう ことになりますね」 とポレ マルコスは言った、「いや、それなら、われわれの 
立場を修正しようではありませんか。たぶん〈友〉と〈敵〉の規定の仕方が間違っていたのでしょうから」 
「どのように規定したのがいけなかったのかね、 ポレ マルコス？」 

「善い人間だと思われる人が《友〉であると規定したことです」 

「で、 いまは」とぼくはたずねた、「それをどのように修正したらよいのだろう？」 

「善い人間だと思われ、しかも実際にそうであるような者が〈友〉である、としましょう」と彼は答えた、「こ 
れに対して、善い人間だと思われてはいるけれども、実はそうではないような者は、友であると思われているだ 
けで、 ほんとうの友ではない、というふうに規定するのです。〈敵〉についての規定の仕方も同様です」 

「その説に よれば、 どうやら、友となるのは必ず善い人間であり、敵となるのは悪い人間である、 ということ 
になるようだね」 

「ええ」 

「したがって君は、何が正しいことかを言うにあたっても、補足が必要 だと 主張す る わけ だね？つまり、 は 
じめのわれわれの説では、友に対しては善くしてやり、敵に対しては害をなすのが正しい ということだった が、 
いまはこれを、次のように補足して言う ことを 要求す るのだね？ すなわち、#' t ' A ' K '- e ' か s ' t ' ンケ か於に 対し 
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ては善くしてやり、悪しき人間であるところの敵に対しては害を与えること、これが正しいことなのであると」 

B 「そのとおりです」と彼は答えた、「それで立派な説となるように思えます」 

九 

「そうすると」とぼくは言った、「正しい人間でも、たとえ相手が何者であるにせよ、人を害するということが 
ありうるのだね？」 

「大いにありますとも」とポレマルコスは答えた、「いやしくも相手が悪い人間、敵であるような人間であれ 
ば、これを害さなければなりません」 

「ところで、馬が害されると、善くなるかね、悪くなるかね？」 

「悪くなります」 

「犬としての善さに関してそうなるのかね、馬としての善さに関してそうなるのかね？」 

「馬としての善さに関して、です」 

「では犬もやはり、害されると、馬としての善さに関してではなく、犬としての善さに関して、前よりも悪く 

巻 なるのではないかね？」 ， 

一 

第 「そうでなければなりません」 

家 、 

C 「では、友よ、人間の場合にも同じことを言ってはいけないだろうか？ 人間は害されると、人間としての善 

国 、 

さ(徳)に関して、前よりも悪くなるのではないか？」 
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「たしかにそのとおりです」 

「ところで正義というのは、人間としての善さ(徳)のひとつではないかね？」 

「それもまた動かぬところです」 

「してみると、友よ、害された人間たちは、必ず、前よりも不正な人間とならなければならぬはずだ」 

「そう思、>ます」 

「ところで音楽家は、その音楽の技術によって、人を音楽の才なき者にすることができるだろうか？」 

「そんなことは不可能です」 

「では馬術家は、馬術によって、人を馬術の才なき者にすることができるだろうか？」 

「できません」 

「では、はたして正しい人間は、自分が身につけているその〈正義〉によって、人を不正な者にすることができ 
るだろうか？あるいは、一般的に言って、善き人間は、その善さ(徳)によって、人を悪い人間にすることがで 
きるだろうか？」 

「いいえ、できません」 

「実際、思うに、冷たくするということは、熱さのはたらきではなくて、その反対のもののはたらきなのだ」 
「ええ」 

「さらには、湿らせるということは、乾きのはたらきではなくて、その反対のもののはたらきなのだ」 
「たしかに」 
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「かくてまた、害するということは、善き人のは たらき ではなくて、その反対の性格の人のは たらき なの だ」 
「そのように思えます」 

「しかるに正しい人は、善き人なのだね？」 

「たしかに」 

「したがって、ポレマル n スよ、相手が友であろうが誰であろうが、およそ人を害する という ことは、正しい 
人のすることではなくて、その反対の性格の人、すなわち不正な人のすることなの だ」 

「まったくあなたの言われる とおりだと 思います、 ソクラテス」と 彼は言った。 

「してみると、『それぞれの相手に借りているものを返すのが、正しいこと だ』 と主張する人がいて、その主張 
の意味が、正しい人間は敵に対しては害をなし、友に対しては益をなすことを 〈借り〉 として義務づけられている、 
ということであるとすれば、そんなことを言った人は知者ではなかったことになる。その言葉は、真実ではない 
からね。なぜなら、われわれに明らかになったところでは、およそ人を害するということは、けっして正しいこ 
とではないのだから」 

「同意します」 

1 ) 2 ) 

「だから」とぼくは言った、「もしシモニデスなり、ピアスなり、ピッタコスなり、あるいはその他ハやしく 


1前六世紀前半、プリ H ネの人。七賢人のひとり。 

2 レスボス鳥ミユ于ィレネの支配者(前六五0|五七〇年ころ)。七賢人のひと々。 
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も知者として祝福されている人たちの誰かがそんなことを言クたなどと、主張する者がもしいたら、ぼくと君と 
は力を合わせて、その者と戦わなければなるまいね」 

「私としては」と彼は言った、「いつでもその戦いに加わる用意がありますよ」 

「ところで」とぼくは 言った、「この『友を益し敵を害するのが正しい ことだ』という 主張だが、これが誰の 
言葉 だとぼくには 思えるか、わかるかね？」 

「誰の、ですか？」と彼。 

1) (2) (3) (4) ゝ、 ゝ 
「思うにこれは、ペリアンドロスか、ペルデイッカスか、クセルクセスか、テハイのイスメニアス - R 、 とに -R 

くお金を持っていて、自分に大した力があると思いこんでいる人の言った言葉だろうね」 

「まさにさも ありなん、 というと ころですね」 と 彼は言った。 

「よかろう」とぼくは言った、「しかし、これもまた < 正義〉や〈正しいこと >の規定として失格だと明らかにな 
ったとすれば、〈正義〉とはいったい何なのか、ほかにどのような主張が考えられるだろう？」 

一〇 

こうしてぼくたちが話し合っているあいだに、 トラ シュマコスが、すでに一度ならず身を乗り出しては、話に 
割って入ろうとした。しかし、そばに坐っている者たちが、議論を最後まで聞きたいものだから、そのたびに彼 
を引きとめていたのであ‘った。だがいまや、ぼくが以上のように言って、話がしばしとぎれると、彼はもはや、 
じっとしていられな くな って、獣のように身をちぢめて狙いをつけ、八つ裂きにせんばかりの勢いでわれわれ目 
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がけてとびかかってきた。 

ぼくと ポレマルコスとは、恐れをなして慌てふためいた。 トラ シュマコスは、満座に とどろく 大声で どなっ 
た、 

「何というたわけたお喋りに、さっきからあなた方はうつつをぬかしているのだ、 ソクラテス？ ごもっとも、 

ごもっともと譲り合いながら、お互いに人の好いところを見せ合っているそのざまは、何ごとですかね？もし 

〈正義〉とは何かをほんとうに知りたいのなら、質問するほうにばかりまわって、人が答えた ことを ひっくり返し 

(5) 

ては得意になるというょうなことは、やめるがいい。答えるょりも問うほうがやさしいことは、百も承知のくせ 
に！いやさ、自分のほうからも答を提出しなさい。あなたの主張では〈正義〉とは何なのか、ちゃんと言いなさ 
い！ ただし、やれ正しいこととは〈なすべきこと〉であるとか、やれ〈為になること〉であるとか、やれ〈利になる 
.こと〉であるとか、やれ〈得になること〉であるとか、やれ〈益になること〉であるとか、そんな言いぐさは御免こう 
むる。言うのなら、はっきりと、そして正確に、言っていただきたい。そのようなたわけたことを言ってもらつ 
ても、このわたしは、いっさい聞く耳をもたぬからな！」 

聞いてぼくはびっくり仰天、ただ恐ろしさに彼を見つめるばかりであった。ぼくは信じる、もし皮がぼくを見 


1コリントスの独裁僭主(前六二五—五八五年ころ)。 ける民主派、反スパルタ派の指導者。『メノン』 90A 参照。 

2 マケドニアの王(前四五〇 I 四一三年ころ)。 5このよぅな非難は、よくソクラテスに向けられた。『ゴ 

3 ペルシア帝国の王。在位、前四八六—四六五年。 ルギアX』483 A、 『テアイテトス』1 50C を見よ。 

4 前五世紀の終りごろから前四世紀初めころのテバイにお 
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( 1 ) 

るよりも先に、ぼくが彼を見ていなかったとしたら、ぼくは完全に口がきけなくなっていただろうと。幸いにし 
て、その前に彼がわれわれの議論に苛立ちはじめたとき、ぼくのほうが先に、彼を見つめたのであった。そのお 
かげで、なんとか彼に答えるだけの力をとりもどしたので、ぼくはぶるぶる震えながらも言った、 

「トラ シュマコス、どうかそんなに怒らないでくれたまえ。もしぼくと、この ポレ マルコスが、いろいろの言 
説をしらべているうちに何か過ちをおかしたとすれば、それは心ならずもおかした過ちなのだということを、よ 
くわかってもらいたい。だってそうではないかね——かりにぼくたちが金を探しているとしたら、わざとお互い 
に譲り合いながら探したりして、金を見つける機会を失ってしまうなどとは、まさか考えられないだろう？そ 
れなのにいま、たくさんの金よりもさらに大切な<正義>を探し求めているというのに、お互いに譲り合ってばか 
りいて、その発見にできるだけ力を尽くそうとしないなんて、そんな愚かなまねをぼくたちがしているなどとは、 
どうか思わないでくれたまえ。いやいや、これでほんとうに一所懸命なのだよ、君。ただ思うに、ぼくたちには 
力が足りないのだ。だから、君のように能力のある人たちとしては、ぼくたちを怒るよりは憐れむほうが、ずっ 
とふさわしい態度ではあるまいか」 

II 

トラシュマコスは、ぼくがこう言うのを聞いて、とげとげしい高笑いをして言った、 
r そらそら、お出でなすった！これが例のおなじみの、ソクラテスの空とぼけというやつさ。 そう 来る こと 
は百も承知で、わたしはここにいる人たちに、ちゃんと予言しておいたのだ。あなたはきっと答えるのをいやが 
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るだろう誰かに質問されると空とぼけて、何だかんだと言いつくろっては答えるのを避けるだろう、とね」 
「なるほど、やはり君には知恵があるのだね、 トラ シュマ コス」とぼく は言った、「だから H ' い於_だったの 

だね、次のようなことは。-君が誰かに、一二とはどれだけの数であるかと質問するとする。そして質問する 

B にあたって、相手の男に あらかじめこう 言って おく、 

『いいか、こら！ やれ 一二とは六の二倍であるとか、 やれ 四の三倍であるとか、やれ二の六倍であるとか、 
やれ 三の四倍であるとか、そんな言いぐさは、御免こうむる。そんなたわけたことを言っても、このわたしは、 
いっさい聞く耳をもたぬからな！』 

こんな訊き方をされたら、答える者は誰もいないだろうということは、きっと君には、よくわかって(たの S こ 
ろうね。 

しかしかりに君がその相手の男から、 

『おや、 トラ シュマ コス、 それはどういう意味なのでしょう？あなたがいま挙げたようなことのどれひとつ 
として、私は答えてはいけないのですか？これは驚いた！かりにそのなかのどれかが正しい答だとしても、 
それを言ってはならぬ、真実とは違ったことを答えなければならぬと、こうおっしゃるのですか？それともど 
ういう意味なのでしょう？』 

C と言われたとしたら、君はこれに対して何と答える だろうか？」 


1自分が狼を見るょりも前に狼から見られると、口がきけなくなるといぅ言い伝えがあつた0 
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「ほほう I と彼は言った、 「まるでその例が、私の言った ことと 同じであるかのような口ぶりだね」 

「同じでないとは、言い切れまいね」とぼくは言った、「しかしまあ、かりにそうでないとしても、とにかく、 
質問を受けた当人にそのように思えたとしたら、その人は、ぼくたちが禁止しようとしまいと、自分でこれと思 
ったことを答えるよりほかないとは思わないかね？」 

「そうすると」と 彼は言った、「さては、あなた自身 もそう するつもりだな？さっき私がこんな答え方をし 
てはならぬと言った、あのなかのどれかを答えるつもりだな？」 

「そういうことになっても不思議はないだろうね」とぼくは言った、「ぼくがよく考えてみたうえで、そうだ 
と思ったとしたらね」 

「それなら」と彼は言った、「もしもこの私が正義について、そんなのとはまったく別の、もっとすぐれた答を 

( 1 ) 

お目にかけたとしたら、どうする？ どんな罰を受けることを申し出る？」 

「どんなと いって」とぼく は答えた、「無知な者が受けるにふさわしいことを申し出るよりほかはあるまいね。 
M が4さわしいかといえば、それは、知者から教えてもらうということだろう。だからぼくも、そうされること 
を申し出よう」 

「楽しい人だね え」 と彼は言った、「しかし教えを受けるだけではだめだ。罰金も払ってもらおう」 

「払うだけの金ができたときにね」 

とぼくが言うと、グラゥコンが横から、 

「いや、そのお金なら現にありますよ。さあ、トラシュマコス、お金のことなら心配せずに話したまえ。われ 
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われみんなで、ソクラテスのために寄付するから」 

と言った。 

「大いによかろう」とトラシュマコスは答えた、「けだし、そうすればソクラテスは、いつもの流儀をまんま 
と押し通せるわけだ。自分では答えようとせずに、人が答えると、その言葉をつかまえてやりこめるという、お 
得意のやり方をね」 

「すぐれた友よ」とぼくは言った、「たとえどんな人にせよ、もしその人が、そもそも問題の事柄を知っても 
いないし、知っていると主張もしていないとしたら、おまけにまた、かりに何か思うところがあったとしても、 
自分の考えたその答を何ひとつ言ってはならぬと偉い人から禁止されているとしたら、いったいどうして答える 
ことができよう？ いやいや、君のほうこそ、答を言ってしかるべきだ。なぜなら君は、自分がそれを知ってい 
て、言うことができると、ちゃんと主張しているのだからね。それならば、ぜひ期待を裏切ることなく、君の答 
を聞かせてぼくを喜ばせてくれたまえ。そして、このグラゥコンやほかの者たちにも、教えを垂れるのを惜しま 
ないでくれたまえ」 

とに関連して言われたもの。 

なお、 ソクラテスの 次の答、「教えても らう」 (マテイン) 
は、ここの「罰を受ける」(パテイン)と語呂合せになり、し 
かも「苦難(パテイン)は学び(マテインごという諺的表現 
にかけて言われている。 


1アテナィにおける裁判の一つの場合として、被告が有罪 
と判定されたならば、原告側の求刑(死刑その他)に対して 
別の刑量(たとぇば、国外追放、罰金)を申し出で、法廷は 
その どちら かを選択、決定する ことにな っていた。 『ソク 
ラ テスの弁明』36 W 参照。 トラ シユマコスの言葉はこの こ 
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ぼくがこのように言うと、グラゥコンをはじめ、ほかの者たちも口をそろえて、ぜひそうしてもらいたいと彼 
にたのんだ。 

トラシュマ n スは、自分がすばらしい答を用意していると確信しているものだから、それをみんなに聞かせて 
sgr 采を博しようとむずむずしているのが、 ありあり とうかがえた。それでもまだ、答え手はどうしてもソクラテ 
スでなければならぬと頑張っているようなふりをしていたが、最後には承知した。そして言った、 

「見たまえ、これがソクラテスの知恵というやつさ。自分からは教えようとしないで、あちこち歩きまわって 
は他人から教えてもらい、しかもそれに対して謝礼を支払おうともしない、というのがね」 

「ぼくが他人から教えてもらうというのは、なるほど君の言うとおりだ、 トラ シュマ コス」 とぼくは言った、 
「しかし謝礼を支払わないというほうは、頓だね。現にぼくは、自分にできるかぎりの謝礼は支払うことにして 
いるのだから。ただし、ぼくにはお金がないから、ぼくにできる謝礼はといえば、ほめる こと だけだということ 
になる。相手の言うことが立派だと思ったとき、ぼくがこの謝礼をどれほど熱心に支払うかということは、いま 
すぐにも、君が答えてくれさえすれば、いやというほどよく君にわかるだろう。なぜってぼくは、君が言おうと 
している答は立派なものに違いないだろうと思うからね」 

そこでトラシユマコスははじめた、 

「では聞くがよい。私は主張する、<正しいこと > とは、 3®' レ— CD ' 称#'にほかならないと。……おや、なぜほめ 
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ない？さては、その気がないのだな？」 

「その前にまず」とぼくは言った、「君の言葉の意味を理解しなければ。どうもいまのところ、よくわからな 

いのでね。君の主張によれば、強い者の利益になることが正しいことだという。さてこれは、トラシュマコス、 

いったいどんな意味なのだろう？まさか君の主張するのは、次のようなことではないだろうしね。つまり、力 
( 1 ) 

士のブ リュダ マスは われわれより 強い、そして彼にとっては牛肉を食う ことが 身体のために益になる ことだとす 
る。しからばこの牛肉食は、われわれ、彼より弱い者たちにとっても利益になる ことで あり、ひいてはまた正し 
いことでもある . 」 

「まったく 虫の好かぬ男だよ、あなたは、 ソクラテス」 と彼は言った、「できるだけひとの説をぶちこわすよ 
うな仕方で解釈しようとする」 

「いやいや、けっしてそんなつもりではない、すぐれた友よ」とぼくは言った、「ただ願わくば、君の言うこ 
とを もう少しは つきりと 説明してくれた まえ」 

「よろしい、それならたずねるが」と彼は言った、「もろもろの国家のなかには、僭主独裁制の政治が行なわ 
れている国もあり、民主制の政治が行なわれている国もあり、貴族制の政治が行なわれている国もあるというこ 
とを、あなたは知らないのかね？」 


1古注にょると、テツサリアの生まれ、体軀巨大で、最も る。第九三回オリュンピア大会(前四〇八年 ) で優勝、彫像 
有名なパンクラティオン(拳闘と相撲の合技)の力士、とあ がつくられた。 
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「むろん知っているとも」 

「それぞれの国で権力をにぎっているのは、ほかならぬその支配者ではないか？」 

「たしかに」 

「しかるにその支配階級というものは、それぞれ自分の利益に合わせて法律を制定する。たとえば、民主制の 
場合ならば民衆中心の法律を制定し、僭主独裁制の場合ならば独裁僭主中心の法律を制定し、その他の政治形態 
の場合もこれと同様である。そしてそういうふうに法律を制定したうえで、この、自分たちの利益になることこ 
そが被支配者たちにとって〈正しいこと〉なのだと宣言し、これを踏みはずした者を法律違反者、不正な犯罪人と 
して懲罰する。 

さあ、これでおわかりかね？私の言うのはこのように、〈正しいこと〉とはすベての国において同一の事柄を 
意味している、すなわちそれは、現存する支配階級の利益になることにほかならない、ということなのだ。しか 
るに支配階級とは、権力のある強い者のことだ。したがって、正しく推論するならば、齋い奢«'#||になること 
こそが、いずこにおいても同じよ、っに〈正しいこと>なのだ、とい、フ結一一になる」 

「これで」とぼくは言った、「君の言葉の意味はわかった。つぎにわかろうと努めなければならないのは、そ 
れが真実かどうかということだ。さて、 トラシ ュマコス、君もやは り、 利益になることが正しいことだ、と答え 
たね。このぼくに対しては、そんな答をしてはならぬと禁止していたくせに。ただ君の答には' それに『強い者 
の』というのがつけ加わ.ってはいるがね」 

「まあおそらく、ほんのちょっとしたつけ足しだろうがね」と トラ シユマ コス0 
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「いまのところはまだ、重大なつけ足しかどうかも明らかでないね。明らかなのは、君の言っていることが真 
実かどうかをしらべなければならぬということだ。つまり、〈正しいこと〉が利益になることだという点は、この 
ぼくも賛成するが、君はそれにつけ加えて、その利益というのは強い者の利益のことである、と主張している。 
この点が、ぼくにはわからない。だからしらべてみなければならない」 

「しらべるがよい」と彼は言った。 

一三 

「いまそうしようとしているところだ」とぼくは言った、「では、ぼくの質問に答えてくれたまえ。君はむろ 
ん、支配者たちに服従することも〈正しいこと〉である、と主張するだろうね？」 

「そう主張する」 

「ところで、それぞれの種類の国における支配者(治者)たちとは、絶対に誤りのない人間だろうか、それとも、 
ときには誤りをおかすこともある人たちだろうか？」 

「それはむろん」と彼は答えた、「ときには誤ることもある入たちだろう」 

「そうすると、法律を制定しようとするときにも、その制定の仕方を間違わない場合と、間違う場合とがある 
わけだね？」 

「そう m う —I 

「制定の仕方を間違わないというのは、自分たちの利益になる事柄を制定すること、間違うというのは、不利 
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益な事柄を制定してしまう こと、 ではないかね a それとも V 君の言うのは どういう 意味の ことなのだろう如？」 
「あなたが言うような意味の ことだ」 

「しかし支配され る ほうの者としては、支配者の制定す る ことは何でも行なわなければならないのだね？そ 
してそれが〈正しいこと〉にほかならないのだね？」 

「もちろん」 

「してみると、君の説によれば、強い者の利益になることを行なうことだけが〈正しい〉ことなのではなく、逆 
に、利益にならないようなことを行なうのも〈正しい〉ということになる」 

「何を言っているのかね、あなたは？」と彼は言った。 

「君の言っていることを言っているだけだ、と思うのだがね。まあしかし、もっとよく考えてみようではない 
か。こういうことが同意されたのではなかったかね？すなわち、支配者たちは、被支配者たちに対して何 ごと 
かをなすように命じるに際して、何が自分たちにとって最善であるかを見 そこなう ことがある、という点がその 
ひとつ。つぎにしかし、被支配者たちにとっては、支配者の命じることなら何でも行なうのが正しい、という点0 
—— どう だね、これだけの点が同意されたのではなかったかね？」 

「そう思う」と 皮。 

「そう思うならさらに、こうも思ってくれたまえ」とぼくは言った、「支配者たち.強い者たちに^'称#'? i ' こ 
とを行なうのも<正しいこと〉であると、君はちゃんと同意したのだ、とね。つまりそれは、支配者たちがそのつ 
もりではないのに自分に不利益なことを命じるような場合のことだ。そして君は、命じられたとおりに行なうの 
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が 被支配者にとって正しいことなのだ、と主張している。 さあそう なると、世に も 賢い トラシュマ n ス よ、その 
ような場合には、君が言うのとは反対のことを行なうのが正しいことなのだという結論が、いやおうなしに出て 
くるのではないかね？なぜなら、この場合たしかに、弱い者たちに対して為せと命じられているのは、強い者 
の不利益になる事柄なのだから」 

「そうですとも、ソクラテス。それは完全に明白です」とポレマルコスが横から相槌をうった。 

するとクレィトポンがこれを受けて言った、 

「君がそうやって、ソクラテス側の証人となるのならね」 

「何でまた証人など必要だろう？」とポレマルコスが言った、「トラシュマコス自身が、ちゃんと同意してい 
るではないか。支配者たちは、ときによって自分に害になる事柄を命じることがあり、それをそのまま行なうの 
が、被支配者たちにとって正しいことなのだと」 

r そう、ポレマルコス、支配者たちによって命じられたことを行なうのが正しいことである、というのが、も 
ともとトラ シュマコスがとった立場だったのだからね」 

「そう、クレィトボン、それともうひとつ、強い者の利益になることが正しいことである、というのも、そう 
B だったね。この両方のことを前提したうえで、トラシュマコスはさらに、強い者はときによって、自分の不利益 
になる事柄を行なうように弱い者•被支配者に命じることがある、ということに同意を与えた。これらの同意を 
全部合わせると、強い者の不利益になる事柄も、利益になる事柄と同様に、〈正しいこと〉である、ということに 

办るだろう II 
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「いやしかし」とクレィトポンは言った、「彼が『強い者の利益になる こと』と 言ったのは、強い者が自分の 
利益になると思った事柄、という意味なのだ。それを弱い者は行なわなければならないのであって、彼が{正し 
いこと〉の定義として立てたのも、そういう意味のことなのだ」 

「いやいや、彼はそんなふうには言っていなかった」とポレマルコスは言い返した。 

そこでぼくは言った、 

「かまわないよ、ポレマルコス。もしトラシュマコスがいまそのように言うのであれば、彼の説をそのような 
意味に受け取ることにしよう」 

-四 

「さあ、トラシュマコス、 教えてくれた まえ。 君が〈正しい こと) を規定して言いたかったのは、そういう意味 
のことだったのかね？ つまり それは、強い者が自分の利益になると M '- p '*' 事柄なのであって、実際に利益にな 
るかならぬかは問うところではないのかね？君はそういう意味で言ったのだと受け取ってよいかね？」 

「とんでもない！」と トラ シュマコスは答えて言った、「いや、いったいあなたは、誤りをおかすような者が、 
誤りをおかすそのと きに、『強い 者』であるなどと私が 呼ぶ と思っているのか？」 

「さっきはいかにも、それが君の説だと思ったね」とぼくは言った、「支配者とは、絶対に誤りをおかさない 
者ではなくて、誤ること.もあるのだと、君が同意したときにはね」 

「それは、ソクラテス、まさにあなたが議論のぺてん師だからだ」と彼は言った、「いいかね、早いはなしが、 
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あなたは病人について判断を誤るような者を、判断を誤るまさにその点に関して、『医者』であると呼ひます力 
ね？あるいは、計算を誤るような者のことを、計算を誤るまさにその瞬間に、まさにその誤りに関して、『計 
算家』であると呼びますかね？ 

むろんしかし、ふつうわれわれは言葉の上では、医者が誤りをおかしたとか、計算や読み書きの専門家が誤り 
をおかしたとか、そういう言い方をするだろう。が、ほんとうを言えば、思うに、そうしたそれぞれの専門家は、 
E その人がまさにその呼び名のとおりの者であるかぎりにおいては、けっして誤ることはないのである。したがっ 
て、あなたが厳密論をふりまわす以上こちらも厳密論を採用するとすれば、およそ専門家たる者は誰ひとり誤り 
をおかさない、ということになる。なぜならば、誤りをおかす人というのは、その人が自分の知識に見放されて 
いるときにこそ、誤りをおかすのであって、その瞬間においてその人は専門家であるとは言えないからだ。 

だから、そういう専門家や知者の場合と同様、一国の支配者たる者も、支配者であるかぎりは、けっして誤る 
ことはないのだ。ただし、人はみな、医者が誤りをおかしたと言うように、支配者が誤りをおかしたという言い 
方をするだろう。だから、私もさっきあなたの質問に答えたときには、そういうふつうの意味で答えたのだと解 
してもらいたい。しかし、あらためて最も厳密な意味で答えるとすれば、こういうことになる。すなわち、支配 
341 者は、支配者たるかぎりにおいては誤ることがない、そして誤ることがない以上、支配者が法として課するのは、 
自分にとって最善の事柄であって、それを行なうのが被支配者のつとめであると。 

したがって、〈正しいこと〉を規定するわたしの言葉は、いまでも最初と少しも変らない。いわく、強い者の利 
益になることを行なうこと」 
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「そうかね、トラシュマコス」とぼくは言った、「君には、ぼくがぺてん師に見えるのかね？」 

「大いにそう見えるとも」と彼。 

「つまり、ぼくが議論のなかで君を陥れようと悪だくみをして、さっきのような質問をしたのだと、 こう 思う 
わけだね？」 

「わたしには、よくわかっているのだ」と彼は言った、「しかしそんなことをしてみても、しょせん無駄です 
よ。ひそかにわたしを陥れようとしても、見破られずにはいないだろうし、そうかといって、公然と議論のうえ 
でわたしをやっつける力もないだろうしね」 

「それにまた、ぼくはそんなことをしてみる気にもならないだろうしね、君」とぼくは言った、 「まあ それは 
ともかく、もう二度とわれわれのあいだでこんな食い違いが起らないように、君が『支配者』とか『強い者』とか 
言うのはどちらの意味なのか、ここではっきりと決めておいてくれたまえ。それは、ふつうの意味での支配者. 
強者のことかね、それとも、君がさっき言った厳密論による支配者•強者のことかね？どちらの意味での『強 
い者』の利益になることを行なうのが、弱い者にとって正しい、ということになるのかね？」 

「最も厳密な意味における支配者のことだ」と彼は答えた、「さあ、そういうわけだから、できるものならい 
くらでも、陥れるなり、。へてんにかけるなり、してみるがよい。私は手加減など乞いはしないから。しかし、絶 
対にできっこないさ」 
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「ほほう」とぼくは言った、「トラシュマコスをぺてんにかけるなどという、『ラィオンのひげを剃る』にも似 
たことを試みるほど、このぼくが血迷うとでも思っているのかね？」 

「現にたったいま」と彼は言った、「そうしようとしたではないか。結局は、またもや物の数ではなかったけ 
れどもね」 

「さあ、そういう話はもうこれくらいにして」とぼくは言った、「ひとつ、ぼくの質問に答えてくれたまえ。 
——君がいま言ったような厳密な意味での 医者は、 金を儲けることを仕事とする者のことだろうか、それとも、 
病人の世話をすることを仕事にする者のことだろうか。いいかね、あくまで厳密な意味での医者のことを聞いて 
いるのだよ」 

「病人の世話を仕事とする者のことだ」と彼は答えた。 

「では船の舵を取る船長は、どうだろう？ほんとうの意味での船長とは、船乗りたちの支配者だろうか、そ 
れとも、ただの船乗りだろうか」 

「船乗りたちの支配者だ」 

「思うに、彼が船に乗って航海するということは、考慮すべき重要な点ではないし、ひいてはまた、彼をただ 
の船乗りと呼ぶべきでもないのだ。なぜなら、船長が船長と呼ばれるのは、彼が船に乗るということによるので 
はなくて、技術をもち、船乗りたちを支配することによるのだから」 

「そのとおり」と彼。 

「ところで、いま挙げたような入々は、それぞれ何か自分の利益になることをもっているのではないかし 
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「たしかに」 

「そして技術そのものもまた」とぼくは言 •:> た、「本来はまさにそのことのために存在するのではないか？ 
すなわち、それぞれの利益になることを追求し、実現するためにあるのではないか」 

「そうだ」と彼。 

「ではそもそも、それぞれの技術にとっては、技術としてできるだけ完全である こと 以外に、何か利益がある 
だろうか」 

「それはどういう意味の質問かね？」 

「説明しよう」とぼくは言った、「もし君がぼくに向かって、身体というものは自分だけで自足で きる ものか、 
それとも何かほかのものの助けを必要とするものか、と質問するとしたら、ぼくは こう 答えるだろう、 

『それはたしかに、ほかのものの助けを必要とする。だからこそ、医術というひとつの技術がいまでは発見さ 
れているのであって、つまりこれは、身体というものは欠陥がありがちなもので、そのあるがままの状態では自 
足できないからにほかならない。そこで、そのような身体のためにさまざまの利益になることをもたらそうとい 
う目的で、そのための技術が考え出されたわけなのだ』 

どうだろう、このように言えば、ぼくは正しく答えたことになると思うかね？ それとも、間*っているだろ 
うか」 

「正しいと思う」と彼は答えた。 

「さあ、それでは考えてみてくれたまえ。そういう医術それ自体は、欠陥のあるものだろうか。あるいは一股 
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に、あるひとつの技術が、さらに何か別の能力を必要とするということが、考えられるだろうか？ たとえば、 
目は視力を必要とし、耳は聴力を必要とする。そしてそれゆえに、その視る力聴く力のために利益になることを 
考えて、それを与えてやるような何らかの技術が、目や耳の世話をしてやらなければならない。 

はたして技術そのものにも、これと同じ意味での欠陥が考えられるだろうか？それぞれの技術は、それの利 
益になるものを考えてくれるような、別の技術をさらに必要とするだろうか。そしてこの後者の技術はさらに別 
の技術を必要とするというふうにして、このことは無限に先へ先へとつづくのだろうか。それともまた、技術は 
自分で自分のために利益になるものを考えるのであろうか。 

それとも、むしろ、技術というものは、自分の欠陥を補って利益になることを考えるというようなことのため 
には、自分自身をも他の技術をも必要としないものなのだろうか？ なぜなら、そもそも欠陥だとか誤りだとか 
いったものは、およそいかなる技術にもはじめからありえないのだし、また、技術が探求する利益とは、その技 
费价⑴かい §' がホゲ外纪^、っで利益になること以外にはないはずだからね。そして技術そのもののほうは、そ 
れが正しい意味における技術であるかぎりは——すなわち、それぞれが厳密な意味での技術として、全面的に自 
分自身の本質を守るかぎりにおいては I 完全にして無疵なものだから だ。 

さあ、どうかか <' ま r い *'&厳密論 L よって 考えてくれたまえ。いま あとで 言った ことのほうが 正しいだろう 
か、 それとも 別の考え方を すべきだろうか？」 

「あとで 言った ことの ほうが」 とトラ シユマ コスは 答えた、「正しいように思える」 

C 「してみ ると」とぼく は言った、「医術は、医術の利益になる ことを 考察す る ものではなく、身体の利益にな 
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ることを考察するものなのだ」 

「そう」と彼。 

「また馬丁の技術とは、馬丁の技術の利益になる ことを 考えるものではなく、馬の利益になる ことを 考えるも 

のだ。さらには他の どのような 技術も、その技術自身の為をはかるものでは なく -なぜなら、はじめから何も 

不足していないのだからね-、その技術がはたらきかける対象の利益になることを考察するものなのだ」 

「まあ、そういうことだろう」と彼。 

「ところで、トラシュマコス、そうしたもろもろの技術とは、それがはたらきかける対象を支配し、優越した 
力をもつものだ」 

こんどは彼はいやいやながら、やっとのことでうなずいた。 

「してみると、およそ知識とは、どんな知識でも、けっして強い者の利益になる事柄を考えて、それを 命じる 
のではなく、弱い者の、つまり自分が支配す る 相手の利益になる事柄を考えて、それを 命じる の だ」 

この点についても彼は、最後にはとうとううなずいたものの、懸命に抵抗を試みようとした。しかしとにかく 
同意を与えてくれたので、ぼくは議論をつづけた。 

「だからまた、およそどんな医者でも、彼が医者であるかぎりにおいては、医者の利益になる ことを 考えてそ 
れを命じるのではなく、病人の利益になる事柄を考えて命令するのではないかね？なぜなら、すでに同意され 
たところによれば、厳密な意味での医者と いう ものは、金儲けを仕事にする者ではなくて、身体を支配する者の 
ことなのだから。——どうだね、そういうことが同意されたのではないか？ | 
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Er また厳密な意味での船長とは、船乗りたちを支配する者のことであって、船乗りのことではないということ 
もね」 

「同意された」 

「そうすると、そのょうな意味での船長であり支配者である者は、船長自身の利益になる事柄を考えて命じる 
ということはないだろう。彼が考察し命令するのは、船員として支配される者の利益になる事柄なのだ」 

彼はしぶしぶこれを認めた。 

「そしてまた、 トラ シュマ コス」とぼく は言った、「一般に どのょうな 種類の支配的地位にある者でも、いや 
しくも支配者であるかぎりは、けっして自分のための利益を考える こと も命じる こと もな く、 支配される側のも 
の、自分の仕事がはたらきかける対象であるものの利益になる事柄をこそ、考察し命令するのだ。そしてその言 
行のすべてにおいて、彼の目は、自分の仕事の対象である被支配者に向けられ、その対象にとって利益になる こ 
と、 適する ことの ほうに、向けられているのだ」 

一六 

343議論がここまで来て、いまや〈正しいこと〉の定義が正反対へとひっくりかえったことが、誰の目にも明らかと 
なった とき、トラ シュマコスは、ぼくの言葉に答えるかわりに、 こう 言った、 

「教えてくれないか、ソクラテス、あんたには、いったい乳母がいるのかね？」 
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「何だって？」 とぼく は言った、「答えるのが君の役目なのに、どうして また そんな ことを たずねるのかね？」 
「それはね」と彼は答えた、「あんたに乳母がいるのなら、そうやって鼻水たらしているのをほったらかして 
おかないで、拭いてやったらよさそうなものだと思うからだよ。おかげで、あんたときたら、羊も羊飼いも見わ 
けさえつかぬありさまではないか」 

「いったい全体、何が どうしたというのだね？」とぼくは 言った、 

「ほかでもない、あんたは、羊飼いや牛飼いが羊や牛たちのほうの為をはかるものだなどと考え、彼らが羊や 
牛を肥らせ世話することの目標は、主人の利益や自分自身の利益とは別のところにあると思いこんでいるからだ。 
またとくに、国における支配者たち——ほんとうの意味で支配している人たちのことだが——そういう支配者た 
ちが 被 支配者に対してもつ考えは、ちょうど人が羊に対してもつ気持と同じだということ、支配者たちが夜も昼 
も頭をつかっているのは、どうすれば自分自身が利益を得るかということにほかならぬということが、あんたに 
はわかっていないからだ。 

まったく、〈正しいこと >と< 正義〉、〈不正なこと>と<不正〉についてのあんたの考えたるや、次のような事実さ 
え知らないほど、救いがたいものだ。すなわち、〈正義〉 だと か<正しいこと〉 だと かいうのは、自分よりも強い 
者•支配する者の利益であるから、それはほんとうは、像 A ' ic ' と、っ- t '«' い r .' となのであり、服従し奉仕する者に 
とっては自分自身の損害にほかならないのだ。〈不正〉はちょうどその反対であって、まことのお人好しである 
『正しい人々』を支配する力をもつ。そして支配されるほうの者たちは、自分よりも強い者の利益になることを 
行ない、そして奉仕することによって強い者を幸せにするのであるが、自分自身を幸せにすることは全然ないの 
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である。 

それにまた、お人好しの本尊の ソクラテスよ、 正しい人間はいつの場合にも不正な人間にひけをとるもの だと 
いう ことを、 次のようなことから考えてみるがよい。まず第一に、正しい人間と不正な人間とが互いに契約して、 
共同で何かの事業をするとしたら、その共同関係を解くにあたって、正しい者のほうが不正な者よりもたくさん 
の儲けにあずかるというようなことは、けっして見られないだろう。正しい人のほうが、きまって損をするのだ。 
つぎに、国との関係の場合も同様である。国に献金しなければならな.いときには、財産の程度は同じでも、正し 
E (人のほうは たくさん 献金し、不正な人は少なくすませる。分配金にあずかるときには、不正な人がしこたま取 
りこんで、正しい人の分け前は何も残らない。 

両者のそれぞれが 何 かの役職につく場合にしても、正しい人のほうは、たとえほかには 何 ひとつ損害をこうむ 
ることがないとしても、自分の家のことがなおざりにされて前より悪い状態になることだけは、間違いない。他 
方、正しい人間であるがゆえに、公の仕事から私腹を肥すことはまったくないのだ。そのうえ、正義に反して 身 
内の者 や知人たちに奉仕してやる気がまるでない から、 彼らのあいだで嫌われ者となる。 

これに 対して、不正な人は、すべて これと 反対の ことを なしうるのだ。私が念頭に置いているのは、さっきも 
344 言っていたような、他人を制して大きな利得をわがものとする実力をもった者のことである。正しい人間である 
よりも 不正な人間で ある ほうが、個人的にどれだけ自分の利益になるかを判定しようと思うのなら、そういう実 
力者の ことを 考えてみたらいい。 

しかし 私の 言うこと ^、*も完全なかたちにおける不正の ことを 考えてもらえば、あんたにもいちばん楽にの 
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みこめることだろう。最も完全な不正こそは、不正をおかす当人を最も幸せにし、逆に不正を受ける者たち > 不 
正をおかそうとしない者たちを、最も慘めにするものだからだ。独裁僭主のやり方が、 ちょうど これにあたる。 
それは、他人のものをだまし取るときにも、力ずくで取るときにも、狙うのが神物であれ、個人のものであれ公 

かす 

のものであれ少しずつ掠め取るようなことをせず、一挙にごっそりと奪い取るのである。 

こうした所業は、もしその一つ一つを単独におかすならば、発覚した ときに 最大の罰と非難を受ける ことにな 
る。事実、神殿 荒しとか、人さらいとか、土蔵破りとか、詐欺師とか、盗人とか呼ばれるのは、小規模なやり方 
でそういう悪業のどれか一つをおかす連中なのだ。 

ところが、いったん国民すベての財産をまき上げ、おまけにその身柄そのものまでを奴隸にして隸属させるよ 
うな者が現われると、その人はいま言ったような不名誉な名では呼ばれないで、幸せな人、祝福された 人と 呼ば 
れるのである。その国民自身がそう呼ぶだけではない。よその国の者 も、 彼がそういう完全な不正をなしとげた 
ことを聞き知るならば、口をそろえてそう言うのだ。それというの も ほかではない、 入々 が不正を非難するの 丈、 
不正を人に加えることで なく 自分が不正を受けることがこわいからこそ、それを非難するのだからで ある。 

このように、ソクラテス、不正がひとたび充分な仕方で実現 するとき は、それは正義よりも強力で、自由で、 
権勢をもつものなのだ。そしてわたしが最初から言っていたように、〈正しい こと〉とは、 3®' いを か利益になるこ 
とにほかならず、これに反して〈不正な こと〉 こそは、自分5114利益に なり 得になるものなので ある」 

一七 
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こう言って トラ シュマコスは、 まるで 風呂屋の三助が湯をぶっかけるような勢いで、 われわれの 耳に たくさん 
の 言葉をわん さと 浴せかけておいてから、そこを立ち去るつもりでいた。 

だがその場の人々は、彼を放さなかった。ぜひここにとどまって、自分が話したことを説明してくれなければ 
こまると口々に言った。ぼく自身も、とくにそのことを* I んで、次のように言った、 

「トラシュマコス、君も驚いた男だ、何という言説を投げつけておいて、そのまま立ち去るつもりなのかね？ 
立ち去る前に、自分の言ったことをわれわれに納得の行くまで教えるなり、あるいはそれが正しいかどうかをわ 
れわれから学ぶなりしなくてもよいのかね？それとも君は、われわれひとりひとりがどのような生き方をした 
ら最も有利な生を送れるかという、全生涯の過し方を決めようとすることな ど、 取るに足らぬ小さな問題だとで 
も思っているのかね？」 

「私が、それを重大な問題だと思っていないって？」とトラシュマコスは言った。 

「どうも、そう見えるね」とぼくは言った、「でなければ、少なくともわれわれの ことは 何ひとつ心配して く 
れていないように見えるし、君が知っていると主張する真理をわれわれが知らない ままで いて、そのためにわれ 
われの将来が不幸になろうと幸福になろうと、少しも意に介してもいないようだね。 

さあ、よき友よ、どうかわれわれにも説き明かす気になってくれたまえ。とにかくこれだけの人数がいるのだ 
から、どんなことであれ、われわれに親切をつくしておいて、君の損になるようなことはけっしてあるまい。 

-ぼくのほうは、ちゃんと自分の考えを表明しておく。すなわち、ぼくは君の言った ことを 言じない。不正の 

ほうが正義よりも得になるなどとは、けっして思わない。 たとえ 不正が放任されていて、可で もしたい 放題で あ 
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るような場合でも、なおかつそうなのだ、とね。 

いや、よき友よ、いかにも君の言うとおりに、ここにひとりの不正な人間がいるとして、その男は、人目をご 
まかしてであれ、公然と戦ってであれ、とにかく不正な所業を為しうるだけの能力をもっているとしようか。し 
かしそれでもその男が、ぼくを説得して不正が正義よりも得になると信じさせることは、けっしてできはしない 
だろう。 

こういう考えをもっている者は、ここにいる人たちのなかで、ぼく一人だけではなく、ほかにもきっと誰かい 
ることだろう。だから、すぐれた友よ、どうかわれわれを説得して、正義を不正よりも高く評価するのは間違っ 
た考え方だということを、じゅうぶん納得させてくれたまえ」 

「いったいどのようにして」と彼は言った、「あんたを 説得 すればよいというのかね？さっき 私が 話したこ 
とでまだ納得できないというのなら、この上どうしたらよいというのだろう？あんたの心のなかに、私の言説 
をそっくりもちこんで、入れてやらねばならないのかね？」 

「とんでもない」とぼくは言った、「それだけは勘弁してくれたまえ！それより、まず何よりも君に頼みた 
いことは、自分が一度言ったことは一貫して守ってもらいたい、ということだ。あるいは、もし意見を変えるの 
なら、はっきりとその旨を表明してもらいたいのだ。いまのように、われわれをごまかそうとするのはやめても 
らいたい。 

いいかね、トラシュマコス、さっきの議論の一部始終を考えてみよう。君は最初、自分が『医者』と言うのは 
ぼジ^:、っか*'妒^^医者のことだと言葉を規定しながら、あとになって〔『羊飼い』のことを論じるときには；一も 
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はや、そのほんとうの意味での羊飼いという意味を厳密に守る気はなかっ ( MO そして羊飼いが^ _ か 
りにおいて、羊たちを肥らせるのは、けっして羊たちの最善を目標にしてではなく、いわば宴会に招かれて饗応 
にあずかろうと する 人か何かのょうに、楽しみ食らう ことを 目当てにしての ことだと m ってい る。あるい^ H 、 商 
売人であって羊飼いではないかのょうに、売って儲ける ことを 目当てにしての ことだと 思って いる。 

けれども、羊飼いの仕事にとっては、定められた自分の相手のために最善をはかってやることだけが、ただひ 
とつの関心事であるはずだ。なぜなら、いやしくもそれが〈羊飼術であること〉において何ひとつ欠けるところの 
ないものであるかぎりは、その技術自身の最善のほうは、はじめからじゅうぶんに確保されているはずだからね0 
そして、もしそうならば当然、すべての支配は、それが支配であるかぎりにおいては、政治的支配であろうと、 
個人的生活での支配であろうと、ただもっぱら支配を受け世話を受ける側の者のためにこそ、最善の事柄を考え 
るものだということに同意しなければならぬと、こうぼくはさいぜん思っていたのだ。 

しかし君としては、国の支配者たちが-ただしほんとうの意味での支配者たちのことだよ-みずからすす 

んで支配の地位につこうとするものだと思っているのかね？」 

「思って などいるもの か」 と 彼は答えた、 「そうだということをよく^'■つで、，るのだ」 


1 34lCsqq. 2 343B. 
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「しかしどうだろう、 トラ シュマ コス」 とぼくは言った、「一般にほかの支配的地位のことを考えてみると、 
自発的にそういう支配者の地位につくことを承知する者など誰もいなくて、みなそのための報酬を要求するもの 
だが、そのことに君は気づいていないかね？このことはつまり、支配することから利益を受けるのは、けっし 
て自分たち自身ではなく、支配される側の者たちであると、人々が考えていることを意味するのではないか。 

まあ、次の問に答えてくれたまえ。——いったい、われわれがひとつひとつの技術をいつも区別するのは、そ 
れぞれの技術がもつ機能が別であるということによるのではあるまいか？さあ君、ねがわくば、君がほんとう 
に考えているま まを 答えてくれたまえ。そうでないと、何も結着がつかないからね」 

「いやたしかに」と彼は答えた、「技術はそれぞれ、そのことによって異なっている」 

「そうすると、 それぞれの技術がわれわれに提供する利益もまた、何かそれぞれに固有のものであって、けっ 
して 共通のものではないわけだね？たとえば、医術が提供するのは健康、船長の操舵術が提供するのは航海に 
おける安全、等々といったように」 

「たしかに」 

「同じくその線で考えると、報酬をもたらすのは、報酬獲得の技術である、ということになるね？まさにそ 
のことが、この技術のもっている機能にほかならないわけだから。 

君は、医術と操佗術とを、同じものと呼ぶだろうか？それとも、いやしくも君が提案して決めたように、厳 
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密な意味において言葉を規定するつもりであるならば、かりに船長として佗を取っている入が、航海が自分こ有 
1 ) 

益であるために健康になったとしても、だからといって彼の操舵術のことを医術と呼ぶょうなことは、けっして 
ないだろうね？」 

「むろん、そんなことはない」と彼は答えた。 

r 同じくまた、思うに、報酬を稼いでいる人が健康になったとしても、そういう報酬獲得の技術のことを医術 
と呼ぶょうなこともないはずだ」 

「むろん、そんなことはない」 

「ではどうだろう-医者が治療をして報酬を稼いだ場合、君は、医術のことを報酬獲得の技術と呼ぶだろう 

か？」 

「呼ばない」と彼。 

「それぞれの技術がもたらす利益は、それぞれに固有なものだと、われわれは同意したのだったね？」 
「そうだとしておこう」と彼。 

「してみると、それぞれの技術の専門家たちのすべてが共通に受け取るような利益が何かあるとしたら、その 
ような利益は、明らかに、彼らが自分の技術のほかに何か同一のものを共通に合わせ用いることによって、それ 
から得られるものであるということになる| 


1テクストはアダム、シヨ—リイ、シヤンブリイなどとともに、 CCT :< KS 1 V ( F 写本)を読む0 
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「そうらしい」と彼。 

「そして、それらの専門家たちが報酬を獲得することによって利益にあずかるのは、彼らが別に報酬獲得の技 
術を合わせ用いていることによる、とわれわれは主張する」 

トラ シユマコスは、やっとのことでこれを認めてくれた。 

「してみると、それぞれの専門家がこの<報酬を獲得す る〉 という利益にあずかるのは、自分の専門とするその 
当の技術によるのではないのだ。いや、もし厳密に考えなければならぬとすれば、医術がつくり出すものは、あく 
まで健康だけであり、報酬をもたらすのは報酬獲得術のほうである。また、建築術のつくり出すものは、家であり、 
報酬獲得術が別にそれに伴うことによって、報酬をもたらすのだ、ということになる。その他同様にして、あら 
ゆる 技術は、それぞれがなしとげる自分だけの仕事をもち、自分が配置されている当の対象に利益を与えるのだ。 

けれども、 もし報酬と いう ものがそれぞれの技術に加わらないとしたら、専門家が自分の技術から利益を得る 
ということは、ありうるだろう か？」 

「ないだろう」と彼は言った。 

「では、彼がそのように無償で仕事をする場合、利益を他に与えるということもまた、ないだろうか？」 

「それは、あると思う」 

「そうすると、 トラ シュマコス、次のことはすでに明らかだ。すなわち、およそどのような技術も、また支配 
も、自分 W だか&利益をもたらすものではなくて、先にわれわれが言っていたように、支配される側の者の利益 
をもたらし、またそのようなことを命令するのである。その場合考慮されるのは、弱者である被支配者のほうの 
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利益なのであって、けっして強者の利益ではないのだ。 

ぼくはね、親愛なるトラシュマコス、まさにこういう理由によってこそ、ついさっき、みずからすすんで支配者 
の地位につき、他人の災厄に関与して立て直してやろうと望む者は一人もいない、みんなそのための報酬を要求 
347する、と言っていたのだよ。ほかでもない、自分の技術に従って立派に仕事を しようと する者ならば、けっして自 
分自身のために最善になることを行なうことはないし、また人に命令する場合にも、その技術本来の任務に忠実 
である限りは同様であって、逆に、被支配者のために最善になることをこそ、行なったり命じたりするのだから0 

思うに、支配者の地位につくことを承知しようとする者に報酬が与えられなければならないということは、こ 
うした事情によるのだろう。その報酬が金銭にせよ、名誉にせよ、あるいは、拒む者に対しては罰であるにせよ 
ね」 

一九 

ここでグラウコンが口をさしはさんだ、 

「それはどういう意味ですか、ソクラテス？報酬のうちの二つはわかりますが、罰と言われるのはどういう 
罰のことなのか、また、どうしてそれを報酬のひとつに数えられるのか、どうも理解できませんが」 

B r すると君は、最もすぐれた人たちに与えられる報酬のことがわからないのだね」とぼくは言った、「最も立 
派な人物たちが支配者の地位につくことを承知するとすれば、この報酬のためにこそそうするのだよ。それとも 
君は、金や名誉を愛し求めることが恥ずべきことであると言われ、事実またそのとおりであるということを、知 
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らないのかね？」 

「知っていますとも」とグラゥコンは答えた。 

「だから」とぼくは言った、「すぐれた人たちが支配者の地位につくことを承知するのは、金のためでも名誉 
のためでもないのだ。なぜなら、支配の仕事のための報酬をあからさまに要求することによって、金で雇われた 
者と呼ばれることも、役職を利用してひそかにみずからの手を汚すことによって盗人となることも、ともに彼ら 
の欲するところではないからね。さりとてまた、名誉のためでもない。彼らは、名誉を愛し求めるような人間で 
はないのだから。 

こうして、もし支配者となることを彼らに承知させようとするならば、強制と罰とが彼らに課せられなければ 
ならない。強制されるのを待たずに、すすんで支配者の地位につこうとするのはみっともないことだと一般に考 
えられているのも、おそらくは、こういうところから由来しているのだろうね。 

ところで、罰の最大なるものは何かといえば、もし自分が支配することを拒んだ場合、自分より劣った人間に 
支配されるということだ。立派な人物たちが支配者となるときには、こういう罰がこわいからこそ、自分が支配 
者こなるのだとぼくは思う。彼らはそのとき、支配することを何か善いことであると考えたり、その地位にあっ 
て善い目にあうことを期待したりして、支配に赴くわけではないのだ。支配をゆだねてもよいような、自分以上 
にすぐれた人たちも、あるいは自分と同等の人たちさえも見出せないために、万やむをえぬことと考えてそうす 
るのだ。 

( 1 ) 

デんに、もしすぐれた人物たちだけからなるような国家ができたとしたら、おそらくは、ちょうど現在、支配 
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者の地位につくことが競争の的になっているのと同じ仕方で、支配の任務から免れることが競争の的になること 
だろう。そしてそのときこそ、真の支配者とはまさしく、自分の利益ではなく被支配者の利益を考えるものであ 
るということが、はっぎりとわかるだろう。だからこそ、識者ならば誰しも、他人を利するために厄介なことを 
背負いこむょりも、他人から利益を受けるほうを選びたがるのだ。 

そういうわけで、ぼくとしては、この点については、いかにしても トラ シュマコスに賛成しかねるのだ。『正 
義とは強者の利益だ』ということにはね。しかしまあ、この点については、また考えてみる機会があることだろ 
う。それょりもずっと重大だと思えるのは、いま トラ シュマコスが言っていること、つまり、『不正な人間の生 
活は正しい人間の生活にまさる』という発言のほうだ。 

さあ、グラゥコン、君としてはどちらの考えを とる かね？ どちらの説のほうが真実だと思うかね？」 

「正しい人間の生活のほ、っが有利であるということのほうです」 

「君は聞いたろうね」とぼくは言った、「ついさっきトラシュマコスが、不正な人間の生活にはどれだけの利 
点があるか数え上げたのを？」 

「聞きました」と彼は言った、「しかし納得はしてはいません」 

「それなら、もし何とかして彼を説得する方法を見出すことがわれわれにできるなら、彼の言うことは真実で 


1この言葉は、この対話篇における最初の理想国家への言 において、洞窟の比喩にもとづいてもぅ一度表明されてい 
及である。ここで語られている考えは、 VI . 520 D 〜521 A る。 
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はないと説得したいと思うかね？」 

「むろん、そう思いますとも」と彼。 

「そこでそのやり方だが」とぼくは言った、「われわれのほうでも彼と張り合って、弁論に弁論を対立させ、 
こんどは正義がどれだけの利点をもっているかを数え上げ、そのうえで彼がもう一度それに応酬し、さらにわれ 
われが別の弁論でそれに答える、というやり方も可能だろう。ただその場合は、両方の側がそれぞれの弁論で述 
ベたてた利点を勘定し比較考量することが必要になってきて、そうなるとまた、あいだに立って判定をくだす裁 
判官たちが必要になるだろう。けれども、ちょうどさっきしていたように、お互いに相手の言うことに同意を与 
え合いながら考察をすすめるようにすれば、われわれは自分たちだけで、裁判官と弁論人を同時に兼ねることが 
できるだろう」 

「たしかにそのとおりです」と彼。 

「どちらのやり方がよいと思う？」とぼくはたずねた。 

「あとのほうのやり方です」とグラゥコンは答えた。 

二〇 

そこで、ぼくははじめた、 

「さあ、トラシュマコス、もう一度、最初からぼくたちに答えてくれたまえ。-〈正義〉と〈不正〉とは、それ 

ぞれ完全なものどうしをくらべてみるならば、不正のほうが有利であると君は主張するのだね？」 
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「いかにもそれが私の主張であるし」とトラシュマコスは答えた、「なぜそう主張するかという根拠も、すで 
に述べた」 

「さあそれでは、その(正義〉と<不正〉について、次の点に関する君の意見を聞かせてくれたまえ。——君は、 
両者のうちの一方を徳(優秀性}と呼び、他方を悪徳{劣悪性}と呼ぶだろうね？」 

「むろん」 

「正義のほうを徳と、不正のほうを悪徳と呼ぶのだね？」 

「さもありなんだ、お人好しさん」と彼は言った、「なにしろ、不正は得になるが正義は得にならないと、私 
が言っていることでもあるしね一」 

「おや、ではどうだというのかね？」 

「あべこべだょ」と彼は答えた。 

「正義を悪徳と呼ぶというのかね？」 

「違う。世にも気だかい人の好 さ、と 呼ぶ」 

「すると不正のほうは、人の悪さと呼ぶわけかね」 

T) 

「違う。計らいの上手、だ」と彼は言った。 


1「計らいの上手」(エゥブゥリアー、すぐれた考案•考慮. ロタゴラス』319 A、 『アルキビアデスI』 125E 参照。政 
思量•計りごとを行なぅ能力)については、！ V. 4200W、 『ブ 治的な徳性として考えられていたものである。 
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「では、 トラ シュマ コス、 君は不正な人たちが知恵もありすぐれた人間でもあると思うのか？」 

「そのとおり」 と 彼は 言った、「いやしくも完全な不正をなしうる人たち、国々や人間どもの諸部族を自分の 
下に従属させる力をもった人たちならばね。あんたはきっと、私が掏摸たちのことでも言っているのだと思って 
いるのだろう。なるほどそういう所業とても、見つかりさえしなければ儲かるだろうさ。だがそんなものは、論 
ずるに足らん。論ずるに足るのは、私が さっき 話したような こと だ」 

「そのことなら」とぼ <• は言った、「君の言いたいことはわからぬでもない。ぼくが驚いたのはむしろ、君が 
不正を徳と知恵の部類のなかに入れ、正義をその反対の部類に入れるということだ」 

「いかにもそれが私の考えだ」 

「こうなると、君」とぼくは言った、「いっそう歯が立たぬことになってきたね。それに対して何を言えばよ 
いのか、手がかりを見出すのはもはやなかなか容易なことではない。というのは、かりに君が他のある人たちと 
同じように、不正は得になると主張しながら、他方しかし、それは悪徳であり醜いことであると認めるのだった 
(ら、こちらも、世に行なわれている考えに従って、何か言うこともできただろう。ところがそうではなくて、い 
まや君が、さらに不正は美しくもあり強くもあると主張するだろうこと、またその他われわれがふつう正義のほ 
うに割り当てていた性格を、すべて不正に属するものであると主張するだろうことは、明らかだ。いやしくもい 
ったんそれを、あえて徳と知恵のなかに入れた以上はね」 

「寸分たがわず」と彼.は言った、「お察しのとおりだ」 

「とはハえ」とぼくは言った、「たじろぐことは許されない。ぜひとも考察をすすめて、その議論を追及して 
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行かなければならない。君が自分の考えをありのままに語っていると受け取られるかぎりはね。というのは、卜 
ラシュマコス、ぼくには君がいま人をからかっているのではなくて、真実について思ったとおりを語っているの 
だとい うこと が、無条件に信じられるからね」 

「そのことが、どうしてそんなに問題なのかね」と彼は言った、「わたしがほんとうにそう思っているかどう 

かとい うこと が？ それより、言説そのものをさっさと論駿すればよいではないか」 

「いや、べつに何も問題ではない」とぼくは言った、「それよりも、さっきのことに加えて、さらに次の質問に 

( 2 } 

答えてみてくれたまえ。——正しい人は正しい人に対して、分をおかして相手をしのごうとすると思うかね？」 
「いやけっして」と彼は答えた、「そんなことをすれば、.正しい人は、紳士でお人好しではないことになって、 
持前の性格を失ってしまうだろう」 

「では、正しい人は、正しい行為に対しては、そうしようとするだろうか？」 

「超過する」とか、「(相手を)しのぐ」「凌駕する」とかい 
った意味にも及び、ここでは、 V V- れらすべてを含んだ広い 
意味連関と適用範囲で用いられている。このため、日本文 
のなかで訳語を固定的に一貫させることが不可能となり、 

「分をおかしてしのぐ J 「 . より多くの ことをする」と 

いう訳を中心にしながら、場合に応じて適宜訳し分けざる 
をえなかったが、「ブ レオン•エケイン」 「ブ レオネクテイ 
ン」という原語は一定していることを承知されたい。 


1たとえば、『ゴルギアス』の登場人物ボロスの立場 (474 C 
sqq ., 4 00 2 D 〜 E ) を参照せよ。トラシユマコスの思想はこ 
れ よりもう 少し徹底していて、『ゴルギアス』における 力 
リクレスの立場と類縁のものである。 

2 以下において、「プレオン•エケィン」 (TTA s ' vms xmlv ) 、「ブ 
レオネクティン」 (TTAEOVEKTETV) という言葉と観念を中、レと 
して議論が展開される。この言葉は「(自分の分け前より 
も、あるいは、他人よりも)多くをもつ•取る」 r 欲ばる」 
という意味であるが、また、「分をおかす I 「やりすぎる」 
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「それもまた否」と彼。 

「では、不正な人に対した場合は、相手をしのぐことを当然と思い、正しいと考えるだろうか。それとも、そ 
うは考えないだろうか？」 

「そう考えるだろうし、そうするのを当然と思うだろうが」と彼は言った、「しかし、しのぐことはできない 
だろう」 

「できるかどうかを聞いているのではない」とぼくは言った、「ぼくがたずねているのは、正しい人は、正し 
い人に対しては、相手をしのぐべきだと思わず、それを欲しもしないが、不正な人に対してはそうなのかどうか、 
ということだ」 

「そのとおりだ、と答えよう」と彼は言った。 

r ではこんどは、不正な人の場合はどうだろう？彼は、正しい人および正しい行為に対し、分をおかして相 
手をしのぐのが当然だと思うだろうか？」 

「もちろん」と彼は言った、「あらゆるものの分をおかして相手をしのぐことを当然と思うのが、不正な人な 
のだから」 

「するとまた、不正な人間および不正な行為に対しても、不正な人は、その分をおかそうとするだろうし、誰 
よりも多くを自分の手に入れようと努めることだろうね？」 

「そのとおりだ」 
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二 I 

「それでは、次のように言おうではないか」とぼくは言った、「すなわち、正しい人は、自分と相似た人に対 
しては、分をおかして相手をしのごうとせず、相似ない人をしのごうとするが、不正な人は、自分と相似た人に 
対しても、相似ない人に対しても、分をおかして相手をしのごうとする、と」 

「それはたいへんうまい言い方だ」と彼は言った。 

「ところで」とぼくは言った、「不正な人は知恵があってすぐれた人間であり、正しい人はそのどちらでもな 
いのだね？」 

「それもまた」と彼は言った、「よい言い方だ」 

「すると」とぼくはつづけた、「不正な人は知恵ある人とすぐれた人に似ているが、正しい人は似ていない、 
という ことにもなるわけだね？」 

「あたりまえだ」と彼は答えた、「ある性格の者は、それと同じような性格の者に当然似てもいるはずだし、 
そうでないものは似ていないはずだ」 

「結構。すると、両者のそれぞれは、それぞれ自分が似ている者と同じような性格の人間だ、ということにな 
るね？」 

「そうでなければ何としよう」と彼は言った。 

E 「よかろう、トラシュマコス。ところで君は、ある人は音楽の心得があり、他の人は音楽の心得がないと言う 
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だろぅね？」 

「言ぅ」 

「どちらを知恵があると言い、どちらを知恵がない と言ぅ かね？」 

「それはむろん、音楽の心得ある者のほぅを知恵があると言い、その心得のない者のほぅを知恵がないと言 

う I 

「そして一方は、自分が知恵をもつ事柄に関して、すぐれた人であり、他方は、知恵をもたぬ事柄に関して劣 
った人である、とも言うだろぅね？」 

「そう」 

「医術の心得がある人についてはどうだろう？ 同じことが言えないだろうか？」 

「同じことが言える」 

「それでは、すぐれた友よ、音楽の心得ある人は、竪琴を調整するときに、絃を締めたり■めたりすることに 
かけて、同じく音楽の心得ある人がするより多くのことを、分をおかして しようと したり、そぅするのが当然だ 
と考えたりすると田：3うかね？」 

「そうは思わない」 

「音楽の心得のない人に対しては、どぅだろぅ？」 

「必ずそぅする」と彼は答えた。 

「医者の場合は？彼は飲食物の処方に際して、同じく医術の心得ある人、あるいは医術にかなった事柄より 
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多くのことを、分をおかしてしようとするだろうか」 

「しないだろう」 

「だが、医術の心得のない人に対しては、そうする気になるだろうね？」 

「そう I 

「では、すべての知識と無知識について見てみたまえ。誰でもよい、およそ何らかの知識のある人が、他の知 
識ある入が為したり言ったりする事柄より多くのことを選ぼうとするように思えるかどうか。むしろ、同じ行為 
に関しては、自分と相似た人が為すのと同じ事柄を選ぶのではないか」 

「まあおそらく」と彼は答えた、「それは、そのとおりでなければならぬだろう」 

「では、知識のない人はどうだろう？知識ある人に対しても知識のない人に対しても同じように、分をおか 
して余計なことをするのではないか？」 

「たぶんね」 

「ところで知識ある人は、知恵ある人だね？」 

「そう」 

「知恵ある入は、すぐれた人だね？」 

「そう」 

「すると、知恵のある、すぐれた人は、自分と相似た人に対しては、分をおかして相手より多くのことをしよ 
うとしないが、自分と相似ぬ反対の性格の人に対しては、そうしようとする、とハうことになる」 
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「そうらしいね」と彼。 

「しかるに、劣悪で無知な人は、自分と相似た人に対しても反対の性格の人に対しても、そうしようとするの 

だ」 

「そのようだね」 

「ところで、トラシュマコス」とぼく は言った、「問題の不正な人間とは、自分と相似た人に対しても、相似 

I ( 1 ) 

ない人に対しても、分をおかして相手をしのぐような人なのだね？ 君はそう言っていなかったかね？」 

r 言った」と彼0 

C 「他方、正しい人間は、自分と相似た人に対しては、分をおかして相手をしのごうとせず、相似ない人をしの 
ごうとする」 

「そう」 

「してみ ると」 とぼくは言った、 r 正しい人間は知恵のある、すぐれた人に似ていて、不正な人間は劣悪で無 
知な人に似ていることになる」 

「だろうね」 

「しかるに、われわれが同意し合ったところによれば、両者のそれぞれは、それぞれ自分が似ている者と同じ 
ような性格の人間である、ということだった」 

「そう同意した」 

「してみると、正しい人間は知恵のある、すぐれた人であり、不正な人間は無知で劣悪な人であることが、い 
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まや、われわれに判明したわけだ」 

ニニ 

さて、トラシュマコスは以上すベてのことに同意してくれはしたものの、とてもぼくがいま話しているような 
具合に、なめらかに事が運んだわけではなかった。彼はさんざん引き延したり、嫌な顔をしたりし、びっくりす 
るほど汗を流していた。まあ、夏のことでもあったしね。そのときぼくはまた、それまで見たことのなかった観 
物を目にした—— トラ シュマコスが顔を赤らめているの だ！ 

■それはともかく、<正義〉は徳(優秀性)であり知恵であること、〈不正〉は悪徳(劣悪性)であり無知であることに、 
ぼくたちの意見が一致したので、ぼくは論をすすめることにした。 

「よかろう」とぼくは言った、「いまの点は、われわれにとってそう決まったこととしよう。ところでわれわ 
れはまた、不正は強いものであると主張していた。憶えていないかね、トラシュマコス？」 

「憶えているよ」と トラ シュマ コスは 答えた、「だが私は、いまのあんたの議論にも不服だし、それらについて 
言うべきこともある。ところがそれを言えば、大演説をするといって叱られるのは必定だ。だから、私に言いた 
いだけのことを言わせてくれるか、それとも、どうしても質問したいのなら、質問するがいい。私のほうは、物 
語を聞かせてくれる婆さんたちにするように、『うん、うん』と相槌をうちながら、首を縦にふったり横にふつ 


1 349 D を見ょ0 
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1 E たりしてあげよう」 

「それはこまる」とぼくは言った、「君自身の考えに反して答えてもらっては」 

「まあ、あんたの気に入るようにしてあげるよ」と彼は言った、「何しろ、こちらには言論の自由を認めても 
らえないのだからね。だが、ほかに何をお望みか？」 

「いや、誓って何も」とぼくは言った、「ぼくの気に入るようにしてくれるつもりがあるのなら、ぜひそうし 
てくれたまえ。こちらは質問させてもらうことにしよう」 

「どうぞ」 

「では、順序をふんで考察をすすめるために も、 いまたずねかけていた ことを もう 一度問い直す ことにして、 

351 <正義〉とは <不正〉とくらべてどのような性格をもつものなのかを問題にしよう。というのは、(不正>は<正義〉よ 
りも大きな力をもち、強いものであると、たしか言われたはずだからね。しかしいまになってみると」とぼくは 
言った、「〈正義〉が知恵であり徳(優秀性)であるとすれば、それがまた〈不正〉より強いものであることを示すの 
は、思うに、容易なことだろう。何しろ、〈不正 > は無知なのだからね。いまや、この点を見そこなう者は誰もい 
ないだろう。 

しかし、 トラ シュマコス、ぼくがい ま 望んでいるのは、 そういう 簡単なやり方ではなくて、これから 言うよう 
な仕方で問題を考察してみることだ。——ある国家が不正な•国であって、不正なやり方で他の国々を隸属させよ 
B うと試み、その隸属化に成功し、そして多くの国々を隸属させて自己の配下に所有している場合があることは、 
君は認める だろう ね？」 
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「むろんの こと だ」 と 彼は答えた、「最もすぐれた国家、すなわち最も完全に不正な国ならば、 とくにそう 
、っことを する だろう」 

「わかったよ、それが君の説だったね」とぼくは言った、「その君の説について、次の点を考えてみよう。— 
いったい、そのように他の国より強力になる国というものは、正義の助けなしにその力を もちうるだろう か、 

れとも、必ず正義の助けを必要とするだろうか？」 

「もし」 と 彼は答えた、「あんた がさっき 言っていた ことが ほんとうで、正義が知恵で あると すれば、正義の 
助けを必要とするだろうし、逆に私の言ったとおりだとすれば、不正の助けを必要とするだろう」 

「厚く感謝するよ、 トラ シュマコス」とぼくは言った、「ただ首を縦にふったり横にふったりするだけでなく、 
ちゃんと立派に答えてくれるのだものね」 

「あんたを喜ばせようとね」とトラシュマコスは言った。 

二三 

「ありがとう。それならもうひとつ、次のことにも答えてぼくを喜ばせてくれたまえ。-国家にせよ、軍隊 

にせよ、盗賊や泥棒の一味にせよ、あるいはほかのどんな族でもよいが、いやしくも共同して何か悪事をたくら 
む場合に、もし仲間どうしで不正をはたらき合うとしたら、いささかでも目的を果すことができるだろうか？」 
D 「できないだろうね」と彼は答えた。 

「不正をはたらき合わなければどうだろう？ もっとうまく行くのではないか？」 
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「たしかに」 

r ということはつまり、トラシュマコス、〈不正〉はお互いのあいだに不和と憎しみと戦いをつくり出し、〈正 
義〉は協調と友愛をつくり出すものだからだ。そうだろう？」 

「そうだとしておこう」と彼は言った、 r あんたに逆らわないためにね」 

「いや、 どうもありがとう、 よき 友よ。 では、次の点に答えてくれた まえ。——もし <不正〉とは、そのように、 
自分が宿るところには必ず憎しみをつくり出すというはたらきをもつものであるならば、<不正〉は、自由人たち 
の内に生じる場合でも、奴隸たちの内に生じる場合でも、人々を互いに憎み合わせ、争わせ、ひいては共同に何 
かをする ことを不可能にさせるのではないだろう か？」 

「たしかに」 

「人数が二人の場合は？やはり<不正)が宿れば、その二人は仲違いをし、憎み合い、正しい人々に対すると 
同じく、お互いに対しても敵と なる のではないだろう か？」 

「そうなるだろう」と喷。 

「では、君、言ってくれたまえ。〈不正>が一人の人間の内に宿った場合は、不正はこの自分本来の力を失うこ 

J ( 1 ) 

とになるのだろうか、それとも、まったく同じようにもちつづけるだろうか？」 

「まったく同じようにもちつづける、として おこう」 と彼は言った。 

「すると、<不正〉とは、次のような力をもつのだとい うこと が明らかだね。すなわち、それは、国家であれ、 
氏族であれ、軍隊であれ、他の何であれ、およそ何ものの内に宿るのであろうとも、まずそのものをして、不和 
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と仲違いのために共同行為を不可能にさせ、さらに自分自身に対して、また自分と反対のすべての者、すなわち 
正しい者に対して、敵たらしめるものだ。そうではないかね？」 

「たしかに」 

「そして、思うに、一個人の内にある場合にも、〈不正〉は同じこれら自己本来のはたらきを発揮することに変 
りはないのだ。すなわち、まずその人間をして、自分自身との内的な不和•不一致のために事を行なうことを不 
可能にさせ、さらに自己自身に対しても正しい者に対しても敵たらしめるのだ。そうだね？」 

「そう」 

•「しかるに、友よ、正しい者たちと言えば、そのなかには神々も含まれるだろうね？」 

「そうだと して おこう」と 彼。 

「してみると、不正な人は、神々に対しても敵で あるよう な人間だとい うこと になるね、 トラ シュマコス。他 
方、正しい人は、神々に愛される者だとい うこと になる」 

「まあ心安らかに議論を楽しむがよい」と彼は言った、「わたしはけっして反論しはしないから。ここにいる 
人たちに嫌われないためにね」 

「さあそれでは」とぼくは言った、「その議論の御馳走の残りも出して、ぼくを堪能させてくれたまえ。いま 

1このように、〈正義〉と〈不正〉の問題を、まず社会全体の 第四巻において、いわゆる「魂の三区分説」を踏まえて、 
場において考察してのち、個人の主体内の問題に推し及ぼ より詳しく展開され、 さらに 第八—九巻における国家と個 
すという方法も、そしてその〈正義)と〈不正〉の規定内容も、 人の不正の考察に連絡する。 
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と同じように、ぼくの問に答えてくれることによってね。 

つまり、これまでに出された結論によれば、正しい人々のほうが、知恵においても徳性においても実行力にお 
いてもまさっていて、これに対して不正な人々のほうは、共同して行動を起すことすらできないということが明 
らかである。いや、もしわれわれが、不正な人々がかつて何ごとかを共同して強力になしとげたというようなこ 
とを主張するとすれば、それはけっして全面的に真実を語っていることにはならない。なぜならぱ、もしもそう 
いう人々が純粋一途に不正な者ばかりだったとしたら、お互いに手を出し合わずにはいなかっただろうからね。 
彼らの内には何ほどかの <正義>が存在していたことは明らかであり、その〈正義〉こそが彼らをして、自分たちが 
襲う相手に対してはたらく不正を、同時にお互いに対してまでも向けることを控えさせ、かくてこの〈正義〉のお 
かげで彼らは、当面の行動を果すことができたのだ。ただ、彼らは半分悪人であるから、〈不正〉に促されて悪事 
のほうへと向かったわけなのだ。もし全面的に悪人であり、完全に不正な人々だったとしたら、事をなすのもま 
た完全に不可能であるはずだからね。 

かくて、こういった事柄に関しては、真相はこのとおりであって、君が最初に主張していたことは間違ってい 
ることがわかった。他方しかし、正しい人々は不正な人々よりも善き生を送り、より幸福でもあるかどうかとい 
う、われわれ-が少しあとで提起した問題、これを考察しなければならない。ぼくとしては、正しい人々のほうが 
幸福でもあるということは、これまでわれわれが言ってきたことから考えて、いまでもすでに明らかで あるとは 
思う。しかしそれでも、もっとよく考察してみなければならない。なにぶんに も、 この問題はつまらぬことでは 
なく、人生をいかに生きるべきかということにかかわっているのだしね」 
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「考察するがよい」と彼は言った。 

「そうしよう」とぼくははじめた、「では言ってくれたまえ。——君は、馬の〈はたらき〉(機能)というものが 
何かあると思うかね？」 

「あると思う」 

「この〈はたらき〉というものを、馬のそれにせよ、他の何もののそれにせよ、一般に『ただそれを用いること 
によってのみなしうるような、あるいは、それを用いることによってこそ最も善くなしうるような仕事』と規定 
することに賛成して くれる かね？」 

「よくわからないが」と彼は言った。 

「説明しよう。——君は、目とは別のものによって見ることができるだろうか？」 

「できない」 

「では、耳とは別のものによって聞くことができるだろうか？」 

「けっして」 

「そういう場合、当然われわれは、見ることや聞くことは目や耳の《はたらき〉であると、言ってしかるべきで 
はないか？」 

「たしかに」 


1 34 S . 
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「ではどうだろう-葡萄の蔓を/ IJ り取ることは、短剣を用いてもできるし、ナィフを用いてもできるし、そ 

のほかいろいろ多くの道具を用いてもできるだろうね？」 

「むろん」 

「しかし思うに、何を用いても、 とくに その目的のために作られた刈込み用の鎌ほどには、 うまくで きないだ 
ろう」 

「たしかに」 

「それならわれわれは、その仕事を、刈込み鎌の〈はたらき〉であると考えるべきではないだろうか？」 
「たしかに、そう考えるべきだろう」 

二四 

「さあ、これでさっきのぼくの質問の意味が、前よりもよくわかってもらえることと思う。ぼくがたずねてい 
たのは、それぞれのものの〈はたらき〉とは、『ただそれだけが果しうるような、あるいは、他の何よりもそれが最 
も善く果しうるような仕事』ではあるまいか、ということだったが」 

「わかった」と彼は言った、「そしてそれが、それぞれの事物の〈はたらき〉であると思うよ」 

「よろしい」 とぼく は言った、「ではさらに、それぞれのものには、それが本来果すべき〈はたらき〉が定まって 

いるのに対応して、〈徳〉(優秀性)というものもあるとは思わないかね？もう一度同じ例で考えてみよう。- 

われわれの主張では、目には特定の〈はたらき〉があるのだね？」 
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「ある」 

「ではそれに応じて、目の〈徳〉というものもあるだろうか？」 

「〈徳〉もある」 

「では、 耳にも 特定の 《はたらき〉があるのだったね？」 

「そう一 

r 〈徳〉もかね？」 

「〈徳〉もある」 

「他のすべてのものについてはどうだろう？ 同じことが言えるのではないか？」 

「言える」 

「そこで、考えてみてくれたまえ。 I 目が自分に固有の<徳>(優秀性)をもたずに、かわりに〈悪徳〉(劣悪性) 
をもっているとしたら、はたして自分本来の〈はたらき〉を立派に果すことができるだろうか」 

「むろんできない」と彼は答えた、「視力のかわりに盲目性をもつ場合のことを、おそらくあんたは言ってい 
るのだろうから」 

「目の〈徳〉が何を意味しようともかまわない」とぼくは言った、「いまのところぼくは、まだその点をたずね 
ているのではないから。質問の要点は、それぞれの〈はたらき〉をもっているものは、自分に固有の〈徳〉(優秀性) 
によってこそ、みずからの〈はたらき〉を立派に果し、逆に〈悪徳〉(劣悪性)によって拙劣に果すのではないか、と 
いうことだ」 
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「その点は」と彼は言った、「まさにそのとおりだ」 

「では耳もまた、自分に固有の〈徳〉を欠くならば、自分に固有の〈はたらき〉を拙劣にしか果せないだろうね？」 
「たしかに」 

「他のすべての ものも、 この同じ原理の もとに 一括してよいかね？」 

「よいと思う」 

「さあそれでは、つぎに考えてもらいたいことがある。——魂には、およそ他の何ものによっても果せないよ 

うな〈はたらき〉が、何かあるのではないか？ たとえば次のようなこと-配慮すること、支配すること、思案 

( 1 ) 

すること、およびこれに類することすべてがそうだ。はたして魂のほかに、これらのはたらきをすると考えてし 
かるべきもの、これらがその固有の仕事であると言いうるようなものが、何かあるだろうか？」 

「何もない」 

「ではさらに、生§'ゲことはどうだろう？ それをわれわれは、魂の〈はたらき〉であると言わないだろう 

2 ) 

か？」 

「何にもまして、そうだと言う」と彼は答えた。 

「われわれはまた、魂の〈徳〉というものがあると主張するだろうね？」 

「主張する」 

「では、 トラ シュマコス、魂は、その固有の〈徳〉を欠くとしたら、はたして自己本来の〈はたらき〉を善くなし 
とげるだろうか？ それとも、そういうことは不可能だろうか？」 


国家(第一巻) 
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「不可能 だ」 

「してみると、劣悪な魂は必ず劣悪な仕方で支配したり、配慮したりするし、すぐれた魂はすべてそうし』こは 
たらきを善く行なう、ということになる」 

「そうでなければならない」 

「ところでわれわれは、〈正義> は魂の徳(優秀性)であり、へ不正〉は悪徳(劣悪性)であることに意見が一致しへ；^ 
のだったね？」 

「一致した」 

「してみると、正しい魂や正しい人間は善く生き、不正な人間は劣悪に生きる、 ということになる」 

「そうなるょうだね」と彼は言った、「あんたの説にょれば」 

「しかるに、善く生きる人は祝福された幸せな人間であり、そうでない人はその反対だ」 

かにも、この考えがおりこまれている0 

3 350 C 〜 D . 

4 「善く生きる」(エゥ•ゼ ーン) 、あるいはすぐ前に語られ 
た「善く行なう」(ェウ•ブラッテイン、 353 M ) という ギリ 
シア語の表現は、そのまま「幸福である」(ェウダイモ ーン) 
という意味につながる。『カルミデス』1 72 A , 173 D 、 『ア 
ルキビアデス I 』116 W 、 『ゴルギアス』 507 C などを参昭 - 〇 


1魂の機能としてこれらのものが挙げられることについて 
は、『パイドン』 00 0 A , 94 B 、 『アルキビアデス I 』 130 A 、 
『パイドロス』 246 B 、 『クラテュロス』 400 A 、 『ピレボス』 

300 、『法律』 X . 00 96 A を参照せょ。 

2「魂」 r フシューヶ ー) といぅ語は、とくに〈いのち〉の観念 
を指し示し、「生きること」は魂のとくに本質的な〈はたら 
き〉である。『パイドン』 105 C 〜 D 、 『クラテュロス』 399 D 
〜 E 参照。本篇 x.gooDsqq . における魂不死の証明のな 
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「どうしてもそういうことになる」 

「したがって、正しい人は幸福であり、不正な人はみじめである」 

「そうだ、としておこう」と 彼。 

「しかるに、みじめであることは得になることではなく、幸福であることが、得になることだ」 

「それはそうだとも」 

「したがって、旁ヂかか トラ シュマコスよ、〈不正〉が〈正義〉より得になるというようなことは、絶対にないの 

だ」 

( 1 ) 

「これであんたも、ソクラテス」と彼は言った、「ベンディスのお祭の御馳走をじゅうぶんに堪能したことだ 
ろうね」 

「おもてなしありがとう、 トラ シュマコス」とぼくは言った、「これひとえに、君が怒るのをやめて、ぼくに 
対して穏やかになってくれたおかげだよ。だがね、ぼくが御馳走を上手に食べ終えたとは、とても言えないのだ。 
その責£は、ぼく自身にあって、君にはない。食いしんぼうの客は、料理の皿が出されるたびに、前の料理をま 
だじゅうぶんに賞味してもいないのに、すぐ次の皿をひったくっては味わおうとするものだが、ぼくのやり方も、 
ちょうどそのとおりだったと自分で思う。最初『〈正義〉とはそもそも何であるか』という問題を考察していなが 
ら、答をまだ見出さぬうちにその問題を離れて、『それは悪徳であり無知であるのか、それとも知恵であり徳で 
あるのか』といった、《正義〉についての特定の問題にとびついて行ってしまった。そのあとでこんどは、『〈不正〉 
は〈正義〉よりも得になるものである』という論が出てくると、またもや先の問題をほったらかして、それに向か 
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わずにはいられなかった。 

こうして、討論の結果ぼくがいま得たものはと言えば、何も知っていないということだけだ。それもその+6ず、 
《正義〉それ自体がそもそも何であるかがわかっていなければ、それが徳の一種であるかないかとか、それをもつ 
ている人が幸福であるかないかとかといったことは、とうていわかりつこないだろう から (处」 


はわからないということは、プラトンのしばしば強調する 
ところである。『メノン』 71 W 006 E , 100 B 、 『ラケス』190 
A 〜 B 、 『プロタゴラス』3610参照。 


1327 A およびその箇所の注 2 参照。 

2こうして『国家』の第一巻は、初期の対話篇の多くに見 
られ るのと 同じような、典型的な否定的結末を もって終る0 
「何で あるか」 を知らなけれ If 「どのようかものであるか」 
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さて、ぼくは以上のことを言って、これでもう議論から解放されたものと思った。ところがじつは、これまで 
のところは、どうやら前奏曲にすぎなかったようである。 

というのは、グラゥコンはつねに何ごとにつけてもこわいもの知らずの男だが、このときにも、トラシュマコ 
スが引き下がったことで満足しようとはせずに、こう言ったからである。 

「ソクラテス、いったいあなたは、私たちを説得したと思われさえすれば、それで気がすむのですか？それ 
とも、ほんとうに 私たちを説得して、正しく あることは 不正で あることよりも すべてにおいて まさるのだと、心 
から信じさせたいのですか？」 

「ほんとうに説得したいというのが、ぼくの気持だよ」とぼくは答えた、「ぼくの力の及ぶことならね」 

「それなら」と グラゥ コンは言った、「いまの ようにな さっていても、あなたの望まれる結果は得られません 
よ。なぜって、まあ私の質問に答えてみてください。 

あなたは〈善いもの〉の一つの種類として、次のようなものが あると 思いませんか。 つまり それは、われわれが 
そこから生じるいろいろの結果を求めるがゆえにではなく、それをただそれ自体のために愛するがゆえに、 もち 
たいと願うようなものです。たとえば、悦ぶことや、害を伴わない快楽——すなわち、それがつづく間の悦びそ 
のもののほかには、先になってから何らその快楽のために生じて くる もののないような快楽——などが、これに 
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あたります」 

「たしかに」とぼくは答えた、「そういう性格のものがあることを認める」 

「つぎに、どうでしょう-われわれがそれを、それ自体のためにも愛し、それから生じる結*'のゆえにも愛 

する ような ものが あります ね。たとえば、知恵を もつこと、 ものを見る こと、 健康で あることな ど。われわれが 
こういったものを愛するのは、いま言った両方の理由によるのでしょうからね」 

「そう」とぼくは言った。 

「では、第三の種類の〈善いもの〉として」と彼はつづけた、「身体の鍛練とか、病気のとき治療を受ける こと 
とか、医療やその他の金儲けの仕事などが含まれるようなものを、お認めになりますか？ いま挙げたような こ 
とをわれわれは、つらいけれども利益になる こと だ、 という ふうに言うでしょうし、そしてそれらを、それら自 
体のためにではなく、報酬その他、そこから生じる結果のゆえに、もちたいと願うのでしょう からね」 

「たしかに」とぼくは言った、「第三の種類としてそういうのもあるね。それで？」 

「問題の〈正義〉は、これらの種類のうち、どれに属する とお 考えです か？」とグラゥコンは たずねた。 

358「ぼくとしては」とぼくは答えた、「そのなかでもいちばん立派な種類のもの、つまり、幸せになろうとする 
者が、それをそれ自体のためにも、それから生じる結果のゆえにも、愛さなければならないようなものに属する 
と M う」 

「ところが」と 彼は言った、「多くの人々には、《正義〉 とはそのようなものではなく、つらいものの.一重であ 
ると 思われています。つまり、報酬のためや、世間の評判に もとづく 名声のために こそ、 行なわなければ なら2 
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いけれども、それ自体としては、苦しいから避けなければならないような種類のものに属するのだと」 

二 

「知ってはいるよ」とぼくは言った、「それが一般の見方であって、トラシュマコスがさっきからずっと正義 
をけなし不正を賞讚しているのも、正義をそのようなものと見なしていればこそなのだ、ということは。ただ、 
ぼくはどうやら、のみこみの遅い人間らしくてね」 

( 1 ) 

「それでは、さあ」とグラゥコンは言った、「こんどは私の言うことも聞いて、あなたも同じ考えかどうかを 
しらべてください。どうもトラシュマコスは、まるであなたに魅入られた蛇のように、あまりにも早く降参して 
しまったようですからね。だが、私にとっては、〈正〉〈不正〉のそれぞれについていまなされた論証は、まだけっ 
して心から満足できるものではありません。なぜなら、私が聞きたいのは、〈正〉〈不正〉のそれぞれが何であるか、 
また、それぞれが魂の内にあるときに、純粋にそれ自体としてどのような力をもつものなのか、ということなの 

であって、報酬その他、そこから結果として生じるいろいろの事柄は、いっさい排除しておきたいからなので 
〇 

そこで、ご異存がなければ、こうしましょう。つまり、 トラ シュマコスの説を私が もう 一度復活させて、次の 
諸点を私の口から語ることにするのです。 

まず第一に、〈正義〉とは、どのようなもので、どのような起源をもつものと一般に言われているか、というこ 
と0 
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第二に、正しいことをする人々はみな、それを〈善いこと〉ではなく〈やむをえないこと〉と見なして、しぶしぶ 
そうしているのだということ。 

第三に、人々のそういう態度は、当然であるということ。 —— なぜなら、不正な人の生のほうが正しい人の生 
よりもはるかにましであるからと、こう一般には言われているからです。 

ただし、ソクラテス、私自身は、けっしてこのような見方に与する者ではありません。けれども、トラシュマ 
コスをはじめ無数の人々から、そういう類いのことを耳がつんぼになるほど聞かされて、途方にくれているのも 
D 事実です。ところが〈正義〉の側に立って、それが〈不正〉にまさると論じる議論のほうは、私はまだ誰からも、私 
が望んでいるような仕方では、聞かされたためしがありません。私が望んでいるのは、〈正義〉がただそれ自体と 
して讚えられるのを聞くことです。でも、あなたならきっとそれを聞かせてくださるだろうと、私は最も期待し 
ております。 

そういうわけですから、私は精いっぱいの努力をつくして、不正な生を讚えて語ってみましょう。そしてそれ 
を語ることによって、こんどはあなたから、どういう仕方で〈不正〉をとがめ〈正義〉を讚えるのを聞かせていただ 
きたいと私が望んでいるのかを、あなたに示すことにしましょう。 

さあ、私の提案に賛成していただけますか？」 

Er 何にもまして大賛成だとも」とぼくは答えた、「いったい、心ある人がこれ以上に歓んで何度も語ったり聞 


1 テクストは医本にょらず、他の多くの 校訂 者とともに、 35 00 W 1 において 008 ゴ(勻)を読まない ( A , D,M o 
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いたりす るような 話題が、 ほかに 何 かあるだろうか？」 

r よくおっしゃっ.てくださいました」と彼は言った、「では、私がさっき約束した最初の論題について聞いて 

ください。それは、〈正義>とは何であり、 どのような 起源を もつものな のか、 という 問題です。 

( 1 ) 

人々はこう主張するのです。——自然本来のあり方からいえば、人に不正を加えることは善(利)、自分が不正 
を受けることは悪(害)であるが、ただどちらかといえば、自分が不正を受けることによってこうむる悪(害)のほ 
うが、人に不正を加えることによって得る善(利)よりも大きい。そこで、人間たちがお互いに不正を加えたり受 
けたりし合って、その両方を経験してみると、一方を避け他方を得るだけの力のない連中は、不正を加えること 
も受けることもないように互いに契約を結んでおくのが、得策であると考えるようになる。このことからして、 
人々は法律を制定し、お互いの間の契約を結ぶということを始めた。そして法の命ずる事柄を『合法的』であり 
『正しいこと』であると呼ぶようになった。 

これがすなわち、<正義>なるものの起源であり、その本性である。 つまり 〈正義〉とは、不正をはたらきながら 
罰を受けないという最善のことと、不正な仕打ちを受けながら仕返しをする能力がないという最悪のこととの、 
中間的な妥協なのである。これら両者の中間にある(正しいこと>が歓迎されるのは、けっして積極的な善として 
ではなく、不正をはたらくだけの力がないから尊重されるというだけのことである。げんに、それをなしうる能 
力のある者、真の男子ならば、不正を加えることも受けることもしないという契約など、けっして誰とも結 iir う 
とはしないだろう。そんなことをするのは、気違い沙汰であろうから。 

——〈正義〉というものの本性とは、ソクラテス、この説によれば、だいたいこういったものであり、また、 
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の そもそもの 起源は、以上の ようなものであるというのです。 

三 

つぎに、正義を守っている人々は、自分が不正をはたらくだけの能力がないために、しぶしぶそうしているの 
だという点ですが、このことは、次のような思考実験をしてみればいちばんよくわかるでしょう。つまり、正し 
V 人と不 r な人のそれぞれに、何でも望むがままのことができる自由を与えてやるわけです。そのうえで 二人の 
あとをつけて行って、両者それぞれが欲望によってどこへ導かれるかを観察すれば よい。 そうすれば、正しい 人 
が欲心(分をおかすこと)に駆られて、不正な人とまったく同じところへ赴いて行く現場を、われわれははっきり 
見ることができるでしょう。すべて自然状態にあるものは、この欲心をこそ善き ものと して追求す るの が本来の 
あり方なのであって、ただそれが、法の力でむりやりに平等の尊重へ と、 わきへ纪らされているにすぎないので 
t2 

に関する社会契約説的な説明に ある。 

2 このように〈自然〉(ピユシス) と 〈法律•習慣〉 (ノモ ス) と 
を対立させる考え方は、前五世紀後半ごろから非常に多く 
行なわれた。『プ ロタ ゴラス』337 D 、 『ゴルギアス』扣 002 E 
sqq .、 『法律』 X . OOOO 9 POO 90 D などのほか、へ ロドトス 『歴 
史』第三 巻 (三 八)を 参照。 


1以下に述べられるょぅな主張については、『ゴル ギアス』 
私 00 2 Esqq . における カリクレスの 説 や、『テアィテトス』 
172 W における プ ロタ ゴラス 説を参照。『法律』 日. 690 W 〜 
C , X . 899 W などのほか、 エゥリピデス『フエーーキアの女 
たち』(五〇九行)その他 プラトン 以外の文献からも、 この 
ょぅな考えが一般に行なわれていた ことが わかる。 ここで 
グラゥコンが 代弁している考え方の特色は、 〈正義〉 の起源 
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1 D 私が言うような、何でもしたい放題の自由というのは、むかしリュディアの人ギュゲスの先袓〔同名のギュゲ 
ス〕が授かったと伝えられるような力が、彼ら正しい人と不正な人にも与えられたと想像してみれば、いちばん 
よくわかるでしょう。 

ギュゲスは、羊飼いとして当時のリュディア王に仕えていましたが、ある日のこと、大雨が降り地震が起って、 

大地の一部が裂け、羊たちに草を食わせていたあたりに、ぽっかりと穴があきました。彼はこれを見て驚き、そ 

の穴の中に入って行きました。物語によれば、彼はそこにいろいろと不思議なものがあるのを見つけましたが、 

なかでもとくに目についたのは、青銅でできた馬でした。これは、中が空洞になっていて、小さな窓がついてい 

ました。身をかがめてその窓からのぞきこんでみると、中には、人間並み以上の大きさの、屍体らしきものがあ 

E るのが見えましへた , 〇それは、ほかには何も身に着けていませんでしたが、ただ指に黄金の指輪をはめていたので、 

( 3 ) 

彼はその指輪を抜き取って、穴の外に出てきたのです。 

さて、羊飼いたちの恒例の集まりがあったときのことです。それは毎月羊たちの様子を王に報告するために行 
なわれるものですが、その集まりにギュゲスも例の指輪をはめて出席しました。彼はほかの羊飼いたちといっし 
ょに坐っていましたが、そのときふと、指輪の玉受けを自分のほうに、手の内側へ回してみたのです。するとた 
360ちまち彼の姿は、かたわらに坐っていた人たちの目に見えなくなって、彼らはギュゲスがどこかへ行ってしまっ 
たかのように、彼について話し合っているではありませんか。彼はびっくりして、もう一度指輪にさわりながら、 
その玉受けを外側に回してみました。回してみると、こんどは彼の姿が見えるようになったのです。 

このことに気づいた彼は、その指輪がほんとうにそういう力をもっているかどうかを試してみましたが、結果 
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は同じ こと 玉受けを回して内側に向ければ、 姿が見えなくなる し、外側に向けると、 見えるようになるのです0 
ギュゲスはこれを 知る と、さっそく、王の もとへ 報告に 行く 使者の ひとりに自分が加わるように取り計らい、 

B そこへ行って、まず王の妃と通じたのち、妃と共謀して王を襲い、殺してしまいました。そして このよう にして、 
王権をわがものとしたのです。 

さて、かりにこのような指輪が二つあったとして、その一つを正しい人が、他の一つを不正な人が、はめると 
してみましょう。それでもなお正義のうちにとどまって、あくまで他人のものに手をつけずに控えて、，るほど、 
鋼鉄のように志操堅固な者など、ひとりもいまいと思われましょう。市場から何でも好きなものを、可おそれる 
C こともなく取ってくることもできるし、家に入りこんで、誰とでも好きな者と交わる こと もできるし、 これと 思 
う人々を殺したり、縛めから解放したりすることもできるし、その他何ごとにつけても、人間たちのなかで神 さ 

まのように振舞えるというのに！-こういう行為にかけては、正しい人のすることは、不正な人のすること 

と何ら異なるところがなく、両者とも同じ事柄へ赴くことでしょう。 

ひとは言うでしょう、このことこそは、何びとも自発的に正しい人間で ある 者はなく、強制されてやむをえず 

2 359 D 7 において s » s - e - a <'30 s の後に n ンマを打ち、この 

句を vmKP 6 v にかけて解する(アスト、バーネット以外のほ 
とんどの校訂者)。 

3 テクストは底本に従わず、 359 D 00{c ^\/> xrns XElv ( F , D , 
客)を読み、£ 1 にぉぃてぎ(> 30 客)を読む。 


1テク ストは 写本の まま 読む。——へ ロドトス『歴史』第 
一巻(八—一三)に出て くる 「リュディア人ギュゲス」(指輪 
のことは語られていない)の先祖が、同名のギユゲスとい 
ぅ者で あり、ここでグラゥコンが 語る物語の主人公は、 こ 
の後者のギユゲスである ( X .612 W に r ギユゲスの宿輪」 
といぅ表現が出て くる)。 
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そうなっているのだということの、動かぬ証拠ではないか。つまり、〈正義〉とは当人にとって個人的には善いも 
のではない、と考えられているのだ。げんに誰しも、自分が不正をはたらくことができると思った場合には、き 
っと不正をはたらくのだから、と。これすなわち、すべての人間は、〈不正〉のほうが個人的には〈正義〉よりもず 
っと觀になると考えているからにほかならないが、この考えは正しいのだと、この説の提唱者は主張するわけで 
す。事実、もし誰かが先の ような 何でもしたい放題の自由を掌中に収めていながら、何ひとつ悪事をなす気にな 
らず、他人のものに手をつけることもしないとしたら、そこに気づいている人たちから彼は、世にもあわれなや 
つ、大ばか者と思われることでしょう。ただそういう人たちは、お互いの面前では彼のことを賞讚するでしょう 
が、それは、自分が不正をはたらかれるのがこわさに、お互いを欺き合っているだけなのです。 

I —この点については、これくらいにしておきましょう。 

四 

「さていよいよ、問題の二人の人間の生についての判定ですが、これを正しく行なうためには、われわれは一 
方に最 P 正しい人間を置き、他方にこれまた最も不正な人間を置いて比較しなければなりません。そうしないと、 
正しい判定は不可能です。 

では、そのような比較対照を、どのようにしてやりましょう？ こうするのです。—われわれは、不正な人 
の不正さからも、正しい人の正しさからも、何ひとつ弓き去ることなく、両者それそれを、それぞれ自分の生き 
方に関して、完全無欠であると考えることにしましょう。 
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そこでまず、不正な人間のほうですが、これは 腕の 立つ技能者のように振舞う者でなければなりません。たと 
え ば、一流の船長 や医者は、自分の技術における可能なことと不可能なこととを見分けて、可能なことには手を 
361つけるけれども、不可能なことにはふり向かないものです。さらにまた、 万一 何かしくじるようなことがあって 
も、 その取り返しをつけるだけの能力をもっているものです。ちょうどそれと同じように、不正な人間もまた、 
もし 極度に 不正な人間であるべきならば、いろいろの不正事を企てるにあたって誤ることなく、人目をくらます 
ようでなければなりません。発覚して捕えられるような者は、へまなやつだと考えるべきです。なぜなら不正の 
極致とは、実際には正しい人間ではないのに、正しい人間だと思われることなのですから。 

こうして、完全に不正な人間には完全な不正を与えて、何ひとつ引き去ってはなりません。彼は最大の悪事を 
はたらきながら、正義にかけては最大の評判を、自分のために確保で きる 人で あると 考えなければなりません。 

B そして 万一何 かしくじるようなことがあっても、その取り返しをつける能力をもっていると考えなければなりま 
せん。 すなわち、 自分が おかした 不正の何かが あばかれた 場合には、 人を 説得し おおせるだけの弁論の能力を も 
ち、力ず くで押えなければならぬ 場合には、自分の 勇気とたくましさにより、また味方と金を用意することによ 
り、相手を押えつ けるだけの実力をもっている者と考えなければなりません。 

さて、 不正な人間をこのように想定したうえで、その横にこんどは正しい人間を——単純で、気だかくて、ア 
イスキュロスの言い方を借りれば『善き人と思われ；^ことではなく、善き人でか^5ことを1批』ょぅな人間を 


1『テバィ攻めの七将』五九二行。 
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——議論のなかで並べて置いてみましょう。正しい人間からは、この〈思われる)を取り去らなければなりません。 

C なぜなら、もしも正しい人間だと思われようものなら、その評判のためにさまざまの名誉や褒美が彼に与えられ 
ることになるでしょう。そうすると、彼が正しい人であるのは〈正義〉そのもののためなのか、それともそういっ 
た褒美や名誉のためなのか、はっきりしなくなるからです。こうして一切のものを剝ぎとって裸にし、ただ〈正 
義>だけを残してやって、先に想定した人間と正反対の状態に置かねばなりません。すなわち、何ひとつ不正を 
はたらかないのに、不正であるという最大の評判を受けさせるのです。そうすれば彼は、悪評や、悪評のもたら 
すさまざまの結果のためにへなへなにならないということによって、その〈正義〉のほどが完全に吟味されること 
になるでしょう。そして彼をして、死のそのときまで、堅固不変におのれの道を行かしめましょう —— 生涯を通 
じて不正な人間だと思われながら、しかし実際には正しい人間として。このようにして正しい人も不正な人も、 
それぞれその極に I 一方は正義の極に、他方は不正の極に1まで至ったならば、そのときこそわれわれは、 
はたして二人のうち、どちらがより幸せであるかを判定することができるでしょう」 

五 

「これはこれは、親愛なるグラゥ n ン」とぼくは言った、 r 君は二人の人間を裁きの場所に連れ出すのに、 

るで彫像を磨き浄めるみたいに、ずいぶん力をこめてそれぞれの人を浄めるのだね！」 

r ええ、できるだけ精いっぱいね」と彼は答えた、「このような二人であってみれば、それぞれを待ち受けて 
いる生涯がどのようなものであるかを述べて行くのは、思うに、もはや少しも困難ではないでしょう。そこで、 


ま 
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それを語らなければなりません。ただしその際、いささか乱暴すぎる言い方があっても、どうかソクラテス、そ 
ういう言い方をするのはこの私ではなく、<正義〉 よりも 〈不正〉を讚える人たちなのだと思ってください。 

そういう人たちは、次のように言うでしょう。——正しい人間というのが、先に言われたごとくであるならば、 
彼は鞭打たれ、拷問にかけられ、縛り上げられ、両眼を焼かれてくり抜かれ、あげくの果てにはありとあらゆる 
責苦を受けたすえ、磔にされるだろう。そうして、正しく*'る■ことをでな く、 正しく s ' か tL ' かことをこそ望むベ 
きだと、思い知らされることだろう、と。 

してみれば、先ほどのアィスキュロスの言葉は、むしろ不正な人間のほうにこそ、はるかに ぴったりと 当ては 

まるものだったのです。というのは、彼らはこう主張するでしょうから。-まさしく不正な人間こそは、真実 

に即して事を行ない、人の評判のために生きるのでない以上、不正と s ' かか*' ことを ではなく、不正で*'%' こと 
を 望んでいるのであって、 

心の内なる深い畝溝から稔りを刈り取り 
そこからは秀でたはかりごとが萌え出でる) 

と言われるような人なのだ。すなわち、彼はまず、正しい人間だと思われているが ゆえに.、 その国の支配権力を 
手に入れるだろう。つぎには、どこからでも好きなところから妻をもらい、誰であれ好きな者のところへ 子 共た 
ちを縁づけるだろう。誰とでも望むがままの相手と組んで仕事をしたり、交際したりするだろう。そして、不正 


1『テパィ攻めの七将』五九三—五九四行。 
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をはたら くこと を何ら気にしないから、そういう ことを すべて、自分の儲けのために利用して利益を収めるだろ 

う。さらに、私的にせよ公的にせよ争いごとにのぞんでは、敵方に勝ってより多くを獲得し、より多くを獲得す 

ればこそ金持となって、友には恩恵をほどこし敵には害を与え、神々には、物惜しみせず豪勢に数々の犠牲を供 

え、捧げ ものを 奉納するだろう。 こうして 彼は、神々に対し、また自分がこれと思う人間たちに対し、正しい人 

( 2 ) 

よりも ずっとよく尽すことができるから、その当然の結果として、正しい人よりも、神に愛される者ともなるは 
ずなのである。 

このように、ソクラテス、不正な人間には、神々からも人間からも、正しい人間にくらべて、より善い生活が 
もたらされるのであると、こう彼らは主張するのです」 

六 

グラゥ コンが以上のことを語り終えたところで、こんどはぼくが、それに対して何か言うつもりでいた。とこ 
ろがそこへ、彼の兄アディマントスが口をさしはさんだ。 

「ソクラテス、 よもやあなたは、いまの話で議論がじゅうぶんに尽くされたとは思われないでしょうね？」 
「おや、ではどうだというのかね？」とぼくはたずねた。 

「いちばん言わなければならない肝心のことが」と彼は言った、「語られていないではありませんか」 
「それならば」とぼくは言った、「『兄弟どうしは助け合え』という諺もあることだし、君も、もしこのグラゥ 
コンが何か言い落してい.る点でもあるのだったら、助太刀してやりたまえ。とはいえ、このぼくに対しては、彼 
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が語ったことだけですでに効果は充分、ぼくを投げ倒して、《正義〉を弁護することを不可能にしてしまったのだ 
がね」 

「何をおっしゃいます」とアデ ィマン トスは言った、 「まあ ひとつ、これから私が言う ことも 聞いて ください。 
というのは、グラゥコンが意図していると思われる点をもっとは っきり させるためには、われわ^として ±、 
彼が語ったのと反対の立場の議論、つまり、<正義〉のほうを讚え、〈不正〉をとがめる議論 も、 述べなければなら 
ないからです。 

思うに、父親は息子たちに向かって、また、一般に誰かの身の上を気づかう人々はすべてその当人に向かって、 
正しい人でなければならない と 説き勧めるものですが、これは、〈正義>というものをそれ 自体と して讚えている 
のではなくて、<正義)がもたらすよい評判を讚えているのです。つまり、彼らのそういう勧告の真意は、正しい 
人であると思われることによって、その評判から、役職、結婚その他、 グラゥコンが いま数え上げた ような すべ 
ての善いものが手に入るようにしなさい、それらが正しい人に与えられるのは、要するによい評判のおかげなの 
だからと、こういうわけなのです。 

しかし、評判について彼らが語るところはこれにとどまらず、さらに大仰な事柄に及んで行きます。というの 
は、彼らは、神々からよく評判されることまでも勘定に入れて、敬虔な人々に神々が与えると言われている 数々 

1「友を利し敵を害する」ということは、第一巻ではポレ る行為として主張されるにいたって(る。 

マルコスが〈正義〉の規定として提出していたことであった 2 注1と同じ意味において、この「神に愛される」という 
( I . 334 W )。 同じことがいまや、不正な人間だけがなしう ことについても、1 . 352 W を参照。 


117 



D 


C 


( 363 ) 


の善いものを、ふんだんに挙げることができるからです。これは、かのけだかいへ シオ ドスや ホメロスの 主張す 
B るところでもありまして、へ シオ ドスは、神々は正しいのために、 

樫の樹々の梢は実をたわわにむすび幹には蜜蜂が巣をいとなみ 
毛深い羊らは房々とした綿毛を重くつける 

ようにはからうの だと 言い、その他これに類する多くの善い ことを 与えたもうの だと 語って います。 他方の ホメ 

ロスもまた、これに近いことを言っています— 

神を畏れつつ正義を守る聖王の…… 

その王のために黒い大地は小麦と大麦をみのらせ 

樹々は枝もたわわに実をむすび 

羊は仔を生まぬこととてなく海は魚を恵む 
( 2 ) 

またムゥサィオスとその息子は、神々から正しい人々にたまわる褒美として、 これよりも もっと きらびやかな 
ことを語っています。すなわち、彼らの物語によれば、正しい人々は、ハデスの国(冥界)に赴いてから、そこで 
寝椅子に横たわり、頭には花冠を戴いて、敬虔な人だけに許される饗宴にあずかることになり、それからはもう、 
全時間を陶然たる酔いのうちに過すというのです0あたかも徳がもたらしうる最美の報酬は、、、水會か阶阶である 
かのように考えられているわけですね。 

さらに別の人々は、神々からの報酬を、これよりももっと遠くまで及ぼそうとします。すなわち、誓いを守る 
敬虔な義人には、その亡きあとも、子々孫々がのこされて氏族は絶えることがない、と言うのです。 
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ほかにもまだいろいろとありますが、だいたい以上のようなことが、人々が〈正義〉を讚えて口にするところで 

他方 これに対して、不敬虔な者、不正な者はといえば、ハデスの国(冥界)で泥か何かのなかに埋められた ( M 、 
篩で水を運ぶことを強いられたりすると言われているほか、 まだ この世に生きているあいだに も、 数々 の悪評を 
身に受けて、先ほどグラウコンが、ほんとうは正しい人なのに不正な人 だと 思われている人たち につ (て述，乂 もこ 
さまざまの罰を、不正な人たちこそが受けるの だと 言われているのです。しかし、不正な者への 罰と して、々 が 
語るところのものは、結局こういう類いのこと以上には出ません。 

以上がまず、正しい人々と不正な人々のそれぞれに対する、賞讚と非難のありようです。 

七 

これらに加えてさらに、ソクラテス、あなたに考えていただきたいのは、〈正義〉と〈不正〉について個人的にも 
口にされ、詩人たちも公表しているような別の種類の言説のことです。 

2 ムウサィオスとその子エウモルボスは、「オルべウス教」 
と呼ばれる宗教の伝統と結びついた神話上の人物。 ここで 
はプラトンは、死後の世界に関するオルべウス教の考えの 
通俗化された形態に対して、批判的な態度を示している。 

3 これもオルべウス教の考え。 


1ホメロスとへシオドスは、一般の人々が神々のことにつ 
いて教えを仰ぐ詩人たちの代表であった (クセノパ ネス 
Fr . ll ( DK )、 へロドトス『歴史』第二巻(五三}參照 ； JO 
つぎに引用されるへシオドスの詩句は、『仕事と 日々』 
二三二行以下、ホメロスの引用は、『オデュッセィア』第 
一九卷一〇九行以下ょり。 
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すなわち、すべての人々が異口同音にくり返し語るのは、節制や正義はたしかに美しい、しかしそれは困難で 
骨の折れるものだ、これに対して放埒や不正は快いものであり、たやすく自分のものとなる、それが醜いとされ 
るのは世間の思わくと法律•習慣のうえのことにすぎないのだ、ということです。彼らはまた、不正な事柄のほ 
うが多くの場合正しい事柄よりも得になると言い、邪な人間であっても金その他の力をもっていれば、そういう 
人間のことを、公の場でも個人的な立場でも、何はばかるところなく、祝福し尊敬しようとします。他方、正し 
くても無力で貧乏な人間に対しては、前者とくらべてより善人であることは認めながらも、これを見下し、輊蔑 
しようと するものです。 

しかし、すべてこうした言説のなかで も 最も驚くべきは、神々と徳について語られている次の ようなことで し 

ょう。つまりそれによると、神々でさえも、善き人々に不運と不幸な生活を、悪しき人々にその反対の運命を与 

( 1 ) 

えることがしばしばある、というのです。そして乞食坊主や予言者といった連中は、金持たちの家の門を叩いて 

は、自分には犠牲や呪文によって神々から授かる力があるの だと 信じ こませようと します、——もしあなたに何 

か罪があるならば、それをおかしたのがあなた自身であろうと、あなたの先祖であろうと、宴会を楽しんでいる 

間に自分はその罪を償ってあげることができる。また、もし誰か敵に危害を加えたいのであれば、その敵が不正 

な者であろうと正しい人間であろうと、わずかの金を出してくれさえすれば、呪いと魔力によってその敵をいた 
( 2 ) 

めつけてあけよう。自分は神々にお願いして、自分の言うとおりに働いていただくように説得するのだからと、 
こう彼らは自称するわけなのです。 

すべてこれらの言説に対する証人として引き合いに出されるのが、詩人たちです。 ある 人々は、悪徳が容易な 
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ものであることを裏、つけようとして、 弓 用します- 

悪徳はやすやすと山ほども手にはいる 
そこへ行く道はなめらかでその住居はごく近くにある 
されど徳の前には神々は汗を置きたもうた 

けゎ ( 3 ) 

そこに至る道は遠く険しく急である 

またある人々は、神々が人間の言いなりになるということについて、 ホメロスを 証人として引き合いに出しま 

す。というのは、ホメロスもこう言ったからです- 

神々御自身でさえ願いによって御心を動かす 
されば人間たちは供物を捧げやさしく祈り 
御神酒や犠牲の焼香によって宥しを乞うては 
神々のお怒りをやわらげる——罪をおかして過ったときには 

( 5 ) 

さらに彼らは、セレネやムゥサの女神たちの子と称するところの、ムゥサィオスとオルべウスの書物なるもの 

九〇行を少し変えた引用。 

4 『ィリアス』第九卷四九七—五〇一行を少し変えた引用。 

5 オルべウス教の祈禱典礼書を指す。ムウサイオスの母は 
月の女神へレネ、オルべウスの母はムウサの女神たちのひ 
とりカリ オペ、 という 伝説が ある。 


1オルべウス教徒の堕落した形態である「オルぺオテレス 
タイ」と呼ばれる入々を指す。 

2 364 C 3において、アダム、シヨーリイなどとともに TP X 9' 
-€2 V ( Mon .) を読む。 

3 へシオドス『仕事と日々』二八七—二八九行、おょび二 
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撕をどっ さりと 持ち出し、それにもとづいて犠牲を捧げる式典を とり 行ないます。彼らは そのよう にして、個人の 
365みならず国家までも説得して、供犠と楽しい遊戯によって生前も死後も不正な罪を赦免され、浄 めら れることが 
できるのだと信じこませるのです。この供犠と楽しい遊戯のことを彼らは『秘儀』と名づけ、それはわれわれを 
あの世での苦しい罰から解放してくれるが、この儀式をなおざりにする者には、数々の恐ろしいことが待ってい 
るの だ、 とおどかすわけです。 

八 

さて、親しいソクラテス —— とアディマントスはつづけた——、徳と悪徳が人間と神々のあいだでどのような 
評価を受けるかについて、これだけさまざまのことがこれほど語られているとすれば、いったいこれらすベての 
言説は、それを聞いた若者たちの魂に、どのような影響を与えると考えるべきでしょうか？ つまり、素質こ恵 
まれていて、世に行なわれているすべての言説から言説へとすいすい飛びまわるようにして、そこから、どのよ 
B うな人間としてどのような行き方をすればこの人生を最も善く過すことができるかについて、考えて結論を出す 
だけの能力ある若者たちのことを想像してみましょう。そのような若者は、さだめしピンダロスに mg って、『正 
義の道と邪なる欺瞒の道との、どちらを行けば、より高い城壁に登' る』 ことができて、かくてわが身のまわりを 
防壁で固めたうえで、この世を生きおおせるかと、自分に向かって語りかけることでしょうからね。—— 

『世に語られているところによれば、私が正しい人間であっても、人に もそう 思われるのでなければ、一文の 
得にもならず、苦労と明らかな損害があるばかりだという。これに反して、不正な人間で ありながら 正義の評判 
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を確保してしまえば、至福の生活が得られる ということ だ。それならば、 R 者たちが教えてくれる ように〃 みか 

( 2 ) 

け(思われること)は真実に も 打ち勝つ"以上、そしてこの〈みかけ〉こそは幸福の決め手と なるものである 以上、 
そのほうへと全力をふり向けなければならない。表向きの外見としては、徳にみせかけた影絵を身の まわりにま 
とい、背後にはしかし、世にも賢いアルキロコスが語った狡猾で抜け目のない狐を、引っぱって行かなければな 
らない』 

—— だがそうは言っても、悪人であることがいつまでも気づかれずにいるのは、容易なことではないだろう、 

と反論する考がいるかもしれない。—— 

『それはほかのことで も 同じだ、とわれわれは答えよう。およそ大きな仕事で、楽にできるものな どひとつも 
ない。しかしそれでも、 もし われわれが幸福になろうとするのであれば、この道を行かなければならぬ。それが、 
人々の言説の足跡が指し示す方向なのだ。人目をまぬかれるためには、同志を集め結社を組織しよう。議会や法 
廷 向きの知恵を授けてくれる、 説得 術の 教師 もいることだ。こういった手段によって、われわれは、ある場合に 
は 説得し、 ある場合には力ずくで押え、結局は人よりも多くの利得を手に入れながら罰を受けずにすむことだろ 

、つ』 


1 Fr . 201 ( Bowra ). に、狐のことが歌われているものが見られるが ( Frr . SI , 
2 シモニデスの言葉 ( Fr . 76. Bergko 89. Diehl )、 おそらく、狡滑の匕としの狐の ィメ 丨ジ 
3前八—七世紀ころ(年代については種々の説がある)の抒 は彼にょって定着されたものと思われる。 

情詩人(ィアンボス、エレゲィア詩)。現存する断片のなか 
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-だが神々に対しては、その目をのがれることも、力ずくで押える こと もできないのだ。- 

『よろしい。しかし、もし神々が存在しなければ、あるいは、存在しても人間のことには まったく 無関、レであ 
(1) ； 
るならば、そもそもどうしてわれわれは、その目をのがれることに気をつかわなければならないのか？他方 ま 

た、もし神々が存在し、しかも人間のことに関心をもたれるとすれば、その神々についてわれわれが知ったり® 

いたりするのは、法律•習慣や、神々の系譜を語る詩人たちからであって、それ以外のどこからでもない。しか 

るに、ほかならぬそうした人たち自身の語るところによれば、神々とは"供物を捧げ、 やさしく 祈る ことにより"、 

また奉納品を捧げることによって、その御心を動かして言いなりにさせうるものである。われわ^としては、彼 

らの言うことをどちらも信じるべきか、どちらも信じるべきでないかの、いずれかであろう。もしそのまま信じ 

るべきだとすれば、不正をおかして、その悪事を元手にして神々に供物を捧げるべきだとい うこと になる。なぜ 

なら、われわれが正しい人間で ある 場合は、ただ神々から罰を受けない という だけの ことであって、 不正から得 

られるはずの利益のほうは、これを拒けなければならないだろう。しかし不正な人間で ある 場合には、 われわれ 

は利#を得て、しかもおかした罪や過ちについては、祈りによって宥して くれるように 神々を口説けば、無罪 tt 

免してもらえるだろう から』 

-しかしそうは言っても、結局はハデスの国(冥界)において、われわれ自身もしくはわれわれの子孫が、わ 

れわれがこの世でおかした不正の罰を受けることになるだろう。- 

『いや、親しい友よ』 とこの 計算だかい若者は答えるでしょう、『その場合に も、さまざまの 秘義や免罪の神 
神の霊験は、大いにあらたかなものだ。最も強大な国々がそう言っているし、神意を伝える 詩人と なった 神々 の 
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子たちも、それはそのとおりだと告げ報せて、保証してくれている』 

九 

さあ、こうなるといったい、われわれが最大の不正よりも正義のほうを選ぶためのどのような根拠が、なお残 
っているでしょうか？われわれはただその最大の不正を、人目を欺く巧みな偽善の下にかくして所有しさえす 
ればよい、そうすればわれわれは、神々のもとでも人間たちのあいだでも、生きているあいだも死んでからのち 
も、気ままに暮して行けるのだということは、一般の人々も権威ある大家たちも、口をそろえて保証するところ 
ではありませんか。で、以上言われたすべてのことから考えて、ソクラテス、何らかの力——精神的なそれにせ 

よ、金銭的なそれにせよ、身体的なそれにせよ、門地家柄の力にせよ-とにかく何らかの力をもつ人が(正義〉 

を尊重する気になるなどということが、はたしてありうるでしょうか？ むしろそのような人は、<正義〉が賞讚 
されるのを聞けば、笑い出さずにはいられないのではないでしょうか？ 

実際、かりに誰か、以上の議論が誤りであると証明することができて、〈正善こそ最善であることをよくよく 
認識しているような人がいたとしても、おそらくその人は、不正な人々に対してきわめて寛大な態度をとって、 
けっして怒るようなことはないでしょう。彼にはわかっているのです——生まれつき不正を忌み嫌うような性質 


1 こぅした無神論的思潮については、『法律』 X . 8 005 W 参照。 
2 たとえばムゥサイオスとオルべウス (364 W ) 〇 
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を神から授かっているか、あるいは知識を得て不正から身を遠ざける人の場合は例外として、一般には、みずか 
D らすすんで正しい人間であろうとする者など一人もいないのだ、ただ勇気がなかったり、年を取っていたり、そ 
の他何らかの弱さをもっていたりするために、不正行為を非難するけれども、それは要するに、不正をはたらく 
だけの力が自分にないからなのだ、ということを。これがありのままの事実だということは、明白です。なにし 
ろ、そういうふうに不正を非難している連中は、ひとたび力を獲得するや、たちまち誰よりも先に、できるかぎ 
りの不正をはたらくのですから。 

こういったことすベての根本の原因は何かといえば、それはほかでもない、ソクラテス、このグラゥコンにと 
っても私にとっても、これまでの全議論をあなたに向けて語りはじめるきっかけとなった、あのことなのです。 
それをわれわれは、次のように言うことができるでしょう。 

『驚いたことではないか。その言葉が今日まで残っている、神格化された昔の英雄たちからはじまって、現今 
の人々に至るまで、あなた方と同じように、《正義〉の讚美者たることを自称する者は数多い。しかしそういうあ 
なた方すベてのうちで、かつて誰一人として、《不正〉をとがめ〈正義〉を讚えるにあたって、評判のことや、名誉 
のことや、それらから結果する報いのことを云々する以外の仕方によった者はいなかった。《正義〉と《不正〉のそ 
れぞれが、それぞれを所有している者の魂の内にあって、神々にも人間に も 気づかれないときに、それ自体とし 
てそれ自身の力で、どのようなはたらきをなすかということは、詩においても散文においても、かつて一度 もく 
わしく語られたことはなかった。まさにその見地から、《不正〉こそは魂が自己自身の内にもつ悪の最大のもので 
あり、〈正義〉こそは最大の善であることをじゅうぶんに証明した者は、一人もいなかった。もしもあなた方のす 
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ベてが、最初からそのような仕方で語っていたとしたら、そしてわれわれを若い とき t そ®ように納得させて 
くれていたとしたら、われわれは、いまのようにお互いに不正をはたらく ことを 警戒し合わな くと も、自分が不 
正を行なって最大 Q 悪とともに住むことになるのを恐れて、誰よりも 鼻 S が、それぞれ 自分自身 S もよき 
警戒者となっていたことだろうに』 

ソクラテス、< 正義>と< 不正〉については、 トラ シュマコスにせよ、他の誰にせよ、以上の事柄に とどまらず、 
おそらくはさらに多くのことを、語ることができる でしょう 。それらは、私の 考えでは、通俗的な仕方でへ 正義〉 
B と<不正〉との力を逆転させた言説にほかなりません。しかしこの私の場合は、あなたに 何も かくす 必要はない の 
で申しますが彼ら sn 説と反対 Q ことをあなたから聞きたいと願えば二そ 、, j うして 全力を ふる p て同じ王 張 
を論じているのです。 

です3らあなたとしては、ただ(正義〉は〈不正〉に まさると いう ことを 言葉のうえで論証す る だけでなく、一方 
が善であり他方が悪で— S 、 それぞれがそれ自体として、それ IQ 力だけで、どのようなはたらきを その 
所有者に及ぼ f な2を、よく示していた£なければ？ません。そして、先ほど グラゥコンがトムて 
.いまし1、評判に関する事柄は取り去っ ていた だかねばなりません。あなたが両者のそれぞれから、それ 
ぞれの実際と一致した評判を取り去って、実際と違った評判を与えないかぎり、われわれと しては、 こう言わざ 

るをえないでしょうからね。 - つまり、あなたが讚えているのは、〈正しいこと〉そのものではなくて、その評 

C 判であり、あなたが とがめ S は、不正な人間で^'?' 】とではなくて、不正な人間だと$か5'〕となのだ。そ 
れでは結局不正な人間で ありながらその 正体を気づかれぬ ようにせよ、とすすめて(ることこ i かなら‘よ、く 
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ひいてはまた、《正しいこと〉とは他人の善、強者の利益であるが、〈不正なこと〉とは自分にとって為になり得に 
なることであり、 弱い者にとっては不利益になる こと (だ)という、 トラ シュマコスの説に同意する結果にもなる、 

と0 

先こあなたは、《正義〉が最高の〈善きもの〉に属すること、すなわち、そこから生じるいろいろの結果のためば 
h りで なく、むしろずっとそれ以上に、それ自体をただそれ自体のためにもつ値打のあるようなものに属するこ 
とを、お認めになりました。それはたとえば、見ることや、聞くことや、知恵をもつことや、また健康であるこ 
ともそうですが、その他すベて、それ自身の本性によって価値をもち、けっして評判によって価値をもつのでは 
な(ような、正真正銘の善きものと同属であるということでした。それならば、〈正義〉を讚えるにあたっても、 
まさにこの肝心の点を讚えてください。《正義〉はそれ自体として、それ自身の力だけで、その所有者にどのよう 
な利益を与えるのか、逆に《不正〉はどのような損害を与えるのかを、示してください。報酬や評判を讚えること 
のほうは、ほかの人々におまかせになればよろしい。私としては、ほかの人々ならば、そういう仕方で〈正義〉を 
讚え〈不正〉をとがめたとしても、つまり、それらにまつわる評判や報酬のことを讚美したり悪しざまに言ったり 
するとしても、まあ我慢して聞きましょうが、あなたがそんなことをなさっても、命令されるのでもないかぎり、 
聞く耳をもちません。というのは、ほかでもない、あなたはこれまでの全生涯を、ほかのことは何も考えずに、 
ただこのことだけを考察しながら生きてこられた方だからです。 

そういうわけですから、どうかわれわれのために、ただ〈正義〉は〈不正〉にまさるということを言葉のうえで示 
すだけでなく、それぞれは、神々と人間に気づかれる気づかれないにかかわりなく、それ自体としてそれ自身の 
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力 だけでその 所有者に どのようなはたらきを 及ぼす がゆえに、一方は善であり、他方は悪であるのかを示して 
ください」 

I 〇 

ぼくは以上の話を聞き終えて、かねがねグラウコンとアデイマントスの素質には感、レしていたものの、 このと 
368 きはとくに大喜びして、 こう 言った、 

、 1(2) (3) 

「あの人の子らよ！君たちがメガラの戦いで名を揚げたとき、グラウコンを恋している男が君」)ちの ためこ 

作ったエレゲイオンの詩の最初の言葉、あれはけっして間違ってはいなかったわけだね。 いわく_ 

アリストンの子ら誉れもたかき父より出た神のごとき Mr ! _ 

これは、愛する友らよ、うまい言い方だとぼくは思う。なぜって、あれほど〈不正〉のために弁じることができ 

1 1- H し43 C 参照- 四二四年の戦闘と見る学者と、ディオドロス(一三の六五) 
2「あの人」が誰を指すか必ずしも明確ではないが、すぐ後 が報告している前四〇九年(または四〇五年)のそれである 
に「アリストンの子らよ」で始まる詩句が引用されるから、 と見る学者があるが、アテナイはメガラとしばしば交戦し 
この「あの人」も、グラウコンとアデイマントスの父アリ たから、記録に残っていない戦闘のことであるかもしれな 
ストンを指すと解するのが自然であろう。グラウコンとア い。「解説」七九二ぺージ、七九九ぺージ参照。なお、「グ 
デイマントスがその説を受けついで展開し「議論の相続 ラウコンを恋している男」とはクリティアスのことであろ 
人」 ( I . 331 E 参照)となったところの、トラシユマコスを指 うと言う人もいるが、漠然とした隹定こすぎ i 、。 

すと V っ解釈もある(『ピレボス』 36 D 参照)。 4ここで兄弟の父の名「アリストン」 は、 「最もすぐれた一 
3トゥキュティテス(『歴史』第四卷七二)が記している前 (アリストス)という意味にかけて言われていると思われる0 
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ながら、しかも〈不正〉は〈正義〉 より まさるということを信じてはいないとしたら、君たちはまったく『神のこと 
き』 性質をもっていることになるからね。そして君たちは、ほんとうのところ、そうは信じていないように思え 
るのだ。ぼくは君たちの平生の人となりから判断して、そう推測する。君たちが論じている言葉を聞くだけだっ 
たら、とても君たちを信用できなかっただろうがね。とはいえ、君たちを信用すればするほど、それだけいっそ 
うぼくは途方にくれるのだ——さてどうしたものか、と。 

まずぼくは、どうやって〈正義>を助けたらよいのかわからない。どうもぼくには、それだけの力がないように 
思えるのでね。その証拠に、さっき もトラ シュマ n スに向かって、〈正義〉は〈不正〉 よりも まさるという ことを ち 
ゃんと証明してみせたつもりでいたのに、君たちは、ぼくのその議論を受け入れてくれなかったではないか。 

かといってまた、<正義〉を助けずにいるということも、ぼくにはできないことだ。なぜなら、<正義>が悪しざ 
まに罵られているところに居合わせながら、自分がまだこうして息をして口もきけるというのに、見捨てて助け 
ないというのは、不敬虔なことでもあるのではないかと怖れるのでね。 

そういう わけで、とにかく〈正義> の味方となって、ぼくにできるだけの ことを するのが最善の途だ ということ 
になる」 

するとグラゥコンも他の人たちも、どうか何としてでも〈正義〉を助けるように、そして議論を捨てずに、< 正 
義> と 〈不正〉 とが それぞれ何であるのか、また両者の もたらす 利益についての真実はどうであるのかを、しらべ上 
げるよう にと 頼むのだった。 

そこでぼくは、そのとき思いついた自分の考えをこう述べた、 
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「ぼくたちが手がけている探求は並大ていのものではなく、よほど鋭い眼力の人でなければ 手に 負えない 問題 
であると、ぼくには.思—。で、ぼくたちにはそれほど力量がないのだから、こういうやり方でそれを探求して 
はどうかと思うのだ。つまり、あまり眼のよく利かない人たちが、小さな文字を遠くから読むように命じられた 
とするそのとき誰.^が、その同じ文字がどこか別のところに も、もっと 大きくもっと大きな場所に書かれて、 

るのに気づいたとしたらどうだろう。思うにきっと、これはもっけの幸いとみなされる ことだろう ね_まず大 

きいほうを読んで4ら、そ？えで小さいほうのが、それと同じものか どう かをしらべて みる 二と ができる の だ 
から」 

「たしかにそのとおりでしょう」とアディマントスが言った、「しかし、ソクラテス、《正義〉についての■架求の 
場合には、どういう点でそれと同じことがいえるとお考えですか？」 

「説明しよう」とぼくは言った、「《正義〉には、われわれの蠢では、一個人の11、国家全体の正義 
というものもあるだろうね？」 

「ええ、たしかに」と彼は言った。 

「ところで、国家は一個人より大きいのではないかね？」 

「大きいです j と彼。 

「するとたぶん、より大きなもののなかにある〈正義〉のほうが、いっそう大きくて学びやすいということにな 
ろう。だから、もしよければ、まずはじめに、国家においては〈正義〉はどのようなものであるかを、探求するこ 
とにしよう。そしてその後でひとりひとりの人間においても、同じ ことを しらべることにしよう。大きい i う2 
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と相似た性格を、より小さなものの姿のうちに探し求めながらね」 

「それはよい提案のように思えます」と彼は言った。 

「それでは」とぼくは言った、「国家が生まれてくる次第を言論のうえで観察するならば、われわれは国家の 
<正義>と〈不正)とが生じてくるところもまた、見ることができるのではないだろうか？」 

「ええ、おそらく」と 彼が言った。 

「で、そのことが果されたなら、われわれが探求している当のものを見ることが、いっそう容易になると期待 
できるわけだね？」 

「ええ、大いに」 

「では、ほんとうにそれをやりとげることを試みなければならぬと、君たちは思うのかね？なにしろこれは、 
ちょっと や そっとの 仕事ではない と 思うのでね。まあ、考えてみたまえ」 

「もう考えずみです」とアディマントスは答えた、「ぜひともお願いします」 

二 

( 2 ) 

「それでは」とぼくははじめた、「ぼくの考えでは、そもそも国家というものがなぜ生じてくるかといえば、 
それは、われわれがひとりひとりでは自給自足できず、多くのものに不足しているからなのだ。——それとも君 
は、国家がつくられてくる起源として、何かほかの原理を考えるかね？」 

「いいえ、何も」と彼は言った。 
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「したがって、そのことゆえに、ある人はある必要のために他の人を迎え、また別の必要のためには別の人を 
迎えるというようにして、われわれは多くのものに不足しているから、多くの人々を仲間や助力者として一つの 
居住地に集めることになる。このような共同居住に、われわれは〈国家〉という名前をつけるわけなのだ。そうだ 
ね？」 

「ええ、たしかにそうです」 

「その場合、ある人が他の人に何かを分けてやったり、あるいは分けてもらったりするのは、そうするほうが 
自分にとって、より善いと思うからなのだね？」 

「たしかに」 

「さあそれでは」とぼくは言った、「ひとつ言論のうえで、国家を最初のところからつくってみようではない 
か。どうやら、それをつくる要因となるのは、われわれの《必要〉ということであるようだ」 

「間違いありません」 

「しかるに、必要のうち第一で最大のものは、生きて存在するための食料の備え(供給)だ」 

〜435 A , V . 472 W 〜 C , W . 545 B , IX . 577 C など)0 

2 ここに始まる国家社会の形成過程に関する考察について 
は、『法律』日 .676 Asqq . を合わせ参照せよ。ここでの考 
察が原理的考察であるのに比べて、『法律』のそれは時間 133 
的•歴史的記述のかたちをとっている。 


1こぅしてここで提案された考察の手順——まず国家のぅ 
ちの〈正義〉を見て、しかる後個人の〈正義〉を考察すること 
——が、以後の『国家』篇全体を導く方法となる。ブラト 
ンは要所要所で、ここで言われたことをわれわれに思い出 
させ、この手続のことを確認している ( IV . 420 W 〜 C , 434 D 
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「そのとおりです」 

「そして第二は住居のそれ、第三は衣服類のそれ だ」 

「そうです」 

「さあそうすると」とぼくは言った、「どのょうにすれば国家は、それだけのものを供給するに足るだけのも 

のとなるだろう か。-農夫が一人、大工が一人、 それに 織物エが一人い ることになるので はないかね？ それ 

とも 何なら、さらに靴作りその他、身のまわりの必要品のために仕える者を誰か、そこへつけ加える ことにしょ 
>っか？ | 

「そうしなければなりません」 

「そうすると、最も必要なものだけの国家の成員は、四、五人ということになるだろう」 

「そう思われます」 

「さてそれで、どういうことになるだろうか？ それらの成員のひとりひとりは、それぞれ自分の仕事をみん 
なの共用のために提供しなければならないのだろうか？たとえば農夫は、一人で四人分の食料を供給し、四倍 
の時間と労力をその食料供給のために費して、それを他の人々と分け合わなければならないのか。——それとも、 
他の人々のことはかまわずに、それだけの食料の四分の一を四分の一の時間で、自分ひとりだけのために作り、 
残りの四分の三の時間は、家を作ったり、衣服をこしらえたり、履物を用意したりすることに吏って、他の人々 
と交わる面倒をはぶき、自分は自分のために自分のことだけをなすべきだろうか？」 

アディマントスは答えた、 
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「いや、それはソクラテス、おそらくは前のやり方のほうが、後のよりも容易でしょう」 

「ゼゥスに誓って」とぼくは言った、「それもけっして不思議ではないのだ。というのは、君がいま答えたと 
き、ぼくのほうでも思い至ったのだが、第一に、われわれひとりひとりの生まれつきは、けっしてお互いに相似 
たものではなく、自然本来の素質の点で異なっていて、それぞれが別々の仕事に向いているのへ / ii 。そうは思えな 
いかね？」 

「たしかにそう思います」 

「ではどうだろう —— 一人で多くの仕事をする場合と、一人が一つの仕事だけをする場合とでは、どちらがう 
まく行くだろうか？」 

「一人が一つの仕事だけをする場合です」と彼は答えた。 

「そしてまた、思うに、このことも明らかだ——つまり、ある仕事の時機というものを逸したら、その仕事は 
だめになってしまうということ」 

「たしかに明らかです」 

とづくこの時代の一思潮(たとえば359 C 参照)に対する、 
ひとつの思想的対応でもある。以下、「自然」「本性」を意 
味するこれらの語は、キー•ワードとして多用されて行く 
が、それぞれの文脈と局面に応じて、「自然本来のあり方」 
「もって生まれた本性」「自然本来の素質」「自然的素質」 
等と訳し分けられる。 


1この対話篇において構想される国家が「自然本来のあり 
方」(ピユシス)に基盤をもつものであるという、一貫した 
基本的な考えが、まずここで言われる「これこれの生まれ 
つきである」(ピユエタィ)、「自然的素質」(ピユシス)とい 
う言葉に表わされている。この基本的主張は、先に見られ 
たょうな「自然」と r 法律•習慣」(ノモス)との対立にも 
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「それというのも、思うに、なされる仕事のほうは、なす人が暇になるのをじっと待ってくれようとはしない 
C からだ。どうしても人のほうが、片手間のやり方でなしに、仕事の都合に合わせなければならないものなのだ」 
「そうしなければなりません」 

「こうして、以上のことから考えると、それぞれの仕事は、一人の人間が自然本来の素質に合った一つのこと 
を、正しい時機に、他のさまざまのことから解放されて行なう場合にこそ、より多く、より立派に、より容易に 
なされるということになる」 

「そのとおりです」 

「そうすると、アデ ィマン トス、われわれが さっき 挙げたものを供給するためには、国民の数は 四 人よりも、 
もっと多くなければならないことになる。なぜなら、考えてみれば、農夫は自分用の鋤を、それがよい鋤でなけ 
ればならぬとすれば、自分の手で作ったりはしないだろうし、鍬もそうだし、その他農耕用の道具一式みなそう 
だろう。また大工にしてもそうだ。彼にもたくさんのものが必要だしね。さらに織物エにしても靴作りにしても、 
同じことがいえる。そうではないかね？」 

「そのとおりです」 

「そこで木工だとか金具エだとか、この種のたくさんの職人がわれわれの小国に仲間入りしてきて、その人口 
を ふやす ことになる」 

「たしかにそういうことになりますね」 

「だが、それらの人たちのほかに牛飼いや、羊飼いや、その他の牧人を加えたとしても、この国は まだ それほ 
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ど大きくはならないだろう。こうした牧人がいてはじめて、農夫たちは耕作用の牛を持つことができるし、大工 
たちも農夫と同じように、運搬のために動物を使うことができるし、織物 H や靴作りは、皮革や羊毛を使うこと 
ができるのだが」 

「しかし、小さな国ともいえないでしょうね」と彼は言った、「そうしたものをすべて持つとすれば」 
「ところでさらに」とぼくはつづけた、 r 国家そのものを、輸入品の必要がまったくないような地域に建設す 
るということは、ほとんど不可能である」 

「たしかに不可能です」 

「そうするとほかに もま だ、よその国からさまざまの必要なものをもって来る人々が要ることになる」 
「そういうことになります」 

「ところで、その世話をする使者が、自分たちに必要なものをそこから持ってこようとする、その相手の人々 
が必要としているものを何ひとつ持たずに、手ぶらで出かけて行くならば、やはり手ぶらで帰ってくることにな 
る。そうだろう？」 

「そう思います」 

「だから、国内で生産するものは、自分たちに充分であるだけではなく、必要なものを供給してもらいたいそ 
の相手の人々の需要をも、種類の点でも量の点でも、充たさなければならないのだ」 

「そうでなければなりません」 

「そこで、 もっとたくさん の農夫や、そのほかの職人たちが、われわれの国家には必要になって くる」 
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「ええ、たしかに」 

「さらにそのほかにまた、それぞれの品物を持って来たり持ち出したりする世話人が要るだろう。この人たち 
は、貿易商だ。そうだろう？」 

「ええ」 

「そこで、貿易商もまた、必要だということになる」 

「たしかに」 

「そして、貿易が海路によって行なわれる場合には、そのほかにまた、海の仕事の専門家が別に大ぜい必要に 
なって くるだろう」 

「ええ、大ぜぃ必要です」 

一二 

「では どうだろう、 国そのものの内においては、市民たちはそれぞれの仕事の生産物を、 どのよう にしてお 互 
いに分け合うのだろうか？まさにそのためにこそ、われわれは共同体を作って国家を建設したのだがね」 
「むろんそれは」と彼は言った、「売ったり買ったりすることによってです」 

「すると その結果として、われわれは市場をもち、 また 交換の ためのしるしと しての、貨幣をもつ ことになる 
だろう」 

「たしかに、そういうことになります」 
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「ところで、農夫とか、その他の職人などが何か生産物を市場に持って行っても、それを自分の ものと 交換し 
たいと求める人たちと同じ時に来合わせないとしたら、彼は自分の仕事を休んで、市場にじっと坐りこんでいる 
だろうか？」 

「けっしてそんなことはありません」と彼は言った、「そういう事情に目をつけて、 まさに そのことの世話を 
みずから引き受ける人々がいるものです。それは、正しく治められている国々では、たいていはほかの者ょり身 
体が弱くて、他の仕事をするには役に立たない人たちですがね。何ぶんにも、市場にじっと留まっていて、何か 
を売りたいと求める人々には金を与えて品物を受け取り、何かを買いたいと求める人々には、こんどは金と交換 
にそれを与えてやるのが、彼らの役目なのですから」 

「そうすると」 とぼく は言った、「そういう必要がわれわれの国家の内に、小売商人という ものを 生ぜしめる 
わけだね。それとも、市場に腰を落ちつけて売買のための世話をする人々のことを、われわれは小売商人と呼び、 
国々をまわり歩くほうの人々を、貿易商人というふうに呼びはしないかね？」 

「ええ、たしかに」 

E 「そして、ぼくの思うには、まだこのほかにも、ある種の世話人たちがいる。それは、知能的な事柄にかけて 
は共同者としての値打があまりないけれども、力仕事のためには充分なだけの身体の強さをも- P ているょうな人 
人だ。こういう人々は、体力の使用を売って、その値段を賃銭と呼んでいるので、ぼくの 思う には、賃銭取りと 
呼ばれているはずだ。 そうだろう？」 

「ええ、たしかに」 
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卬 「そうすると、どうやら、賃銭取りも、国家の成員として補充されるべき 人々であるよう だ」 

「そう思えます一 

「では、 アディマントス、 これでもう、われわれの国家はじゅうぶんに大きくな って、 完成したことになるだ 
ろ、っか？」 

「ええ、 おそらく I 

「ではいったい、二の国の どこに 〈正義)と(不正〉はあるのだろう か？ また、 われわれがこれまで考察して き 
た成員のうちの、どれといっしょに生じてきたのだろう か？」 

372「私には思い当りません、 ソクラテス」と 彼は 言った、「おそらくそれは、まさにそれらの人々のお互いに対 
する 交渉の仕方のうちに あるので はない か、というぐらいのことしかね」 

「いや、君の 言うとおりかもしれ ない よ」とぼく は 言った、「とにかくひとつ、しらべてみなければ—2、。 
けっしてた じろいではいけない。 

1ず、二のような条件のもとに置かれた人々の暮しぶりがどんなものかを、考えてみることにしよう。 
彼らは穀物 や 葡萄酒 や、衣服 や履物を作って暮すのではないかね。そして家を建てて、夏はたいてい”.磬で、 
B 冬 はたっぶり t 履物もはいて、働くことだろう。身—— ベものと しては、大麦から大麦粉を、小麦か 
らは小 e * 賴をつくって、それに火を通し、あるいは そのまま 皆ね固めて、出来上ったお上品な菓子(生パン) や. ハ 
ンを、葦やきれ いな木の葉の上に盛りつけて出すだろう。蔓草や gif 敷いて つくっ &の上に身—て、 
自分 も——しく 食べ、 そのあとで葡萄酒を飲み、頭には花の冠をいただいて神々を麗しながら、お互 
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いに楽しくいっしょに暮すことだろう。貧乏や戦争のことを気づかうがゆえに、自分の分不相応に子供の数をふ 
やすことなくね」 

I 三 

するとグラウコンが口をさしはさんで言った、 

「あなたのお話では、どうやらその人たちはおかずなしに御馳走を食べているようですね」 
r まったくだね！」とぼく は言った、 r うっかりして、彼らがおかずも食べることを忘れていたよ。むろん、 
塩やオリーブやチーズを使うだろうし、野の草や畑の野菜を煮て、例の田舍でつくる煮もののようなものを つく 
るだろう。またデザートとして、無花果や豌豆や空豆が出るだろうし、彼らは桃金嬢や樫の実を火で炒って、そ 
れを看にして適量の酒をつつましく飲むことだろう。そしてこのようにして、平和のうちに健康な生活を送りな 
がら、当然長生きしてから生を終えることになり、子供たちにも、別の同じような生活をゆずり伝えることだろ 
う」 

するとグラウコンの言うには、 

「そのようなものは、ソクラテス、あなたが豚の国を建設な さる 場合に豚に食べさせる飼料と、いったいどこ 
が違うのですか？」 


1以上記述された食生活はすべて菜食であって肉食が含まれていないことが、注意されている。 
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「おや、ではどうしてやれというのかね、グラゥコン？」とぼくは言った。 

「要するに、普通に認められていることをです」と彼は言った、「彼らがみじめな思いをすべきでないとすれ 
ば、ちゃんと寝椅子の上に横になり、食卓について食事をし、そして現在人々が食べて いるよう な料理や デザ I 
卜を食べなくては、と思います」 

「よろしい」とぼくは言った、「わかったよ。 どうやら われわれは、ただ国家が どのよう にして生じて くる か 

ぜいたく 

ということをしらべるだけでなく、贅沢な国家のこともしらベることになるようだね。まあ、それもまた悪くは 
ないだろう。そういう国家のことをもしらベて行けば、きっと、〈正義〉と《不正〉がどのようにして国々のなかに 
生まれるかを、見てとることができるだろうからね。とにかく、真実の国家のほうは、われわれがこれまで述べ 
てきたのがそれであるように思われる。いわばこれは、健康な国家とでもいうべきだろう。これに対して、君た 
ちのお望みとあれは、こんどは、熱でふくれあがった国家も観察することにしよう。そうしても、いっこうに差 
支えないのだ。 

じっさい、考えてみれば、これまで述べたような事柄、またああいう暮し向きにも、満足できない人たちがき 
っと出てくることだろう。そしてそこには、寝椅子や食卓や、その他の家具が加わることになろうし、また御馳 
走や香料や香や妓たちや菓子など、それも、それぞれみな種々さまざまの種類のものが要ることになるだろう。 
さらには、われわれが最初に語っていたもの —— 家や衣服や履物 —— にしても、もはやそれらを必要最小限のも 
のにとどめるべきではなく、絵画や刺繡を始めなければならないし、金や、象牙や、すべてその®?いのものを手 
に入れなければならなくなる。そうだろう？」 
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B 「ええ」と彼は言った。 

「そうなると、またしても、国家をもっと大きくしなければならない。先の健康な国家ではもう充分では なく 
なって、いまやこの国は、もはや必要のために国々のなかに存在するのではない ょうな さまざまのものを、数 • 
量ともにいっぱいに詰めこまれなければならないからだ。たとえば、あらゆる猟師たちや、真似，；模倣；,の仕事に 
たずさわる者たちがそれだ。後者としては、ものの形や色をうつす人も多いし、音楽文芸にかかわる者も多い。 
それはすなわち詩人たちであり、また詩人に奉仕する人々としての吟誦家、俳優たち、舞踏家たち、興行師など 
C だ。そして、あらゆる種類の道具物品を作る職人たち、なかでもとくに、婦人の装飾品を作る職人たちがいる。 
それにまた、われわれにはもっと数多くの召使たちが必要になるだろう。それとも君には、必要になるだろうと 
は思えないかね——子供の教育掛りや、乳母や、子守りや、着付掛りの侍女たちや、理髪師や、他方また料理人 
や、肉屋•割烹人などが？さらにはまた、豚飼いも要ることになるだろう。これは、われわれのさっきの国家 
にはいなかったのだが——少しも必要でなかったからね——、この国家ではこれも要ることになるわけだ。そし 
てその他の家畜類も、ずいぶんたくさん必要になるだろう。そうしたものを食べるということになればね。そう 
だろう？」 

「ええ、もちろん」 

Dr そうすると、こんな暮し方をするとすれば、以前のょうに暮す場合とくらべて、われわれは医者を必要とす 
ることもずっと多くなるのではないかね？」 

「ええ、 たしかに」 
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「また領土にしても、先にはそのときの住民たちを養うのに充分であったのが、いまでは とても 充分ではなく 
なって、小さすぎるものとなるだろう。それとも、どう言ったものだろうか？」 

「いえ、おっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「そうするとわれわれは、牧畜や農耕に充分なだけの土地を確保しょうとするならば、隣国の人々の土地の一 
部を切り取って自分のものとしなければならない。そして、隣国の人々のほうでもまた、われわれの土地の一部 
を切り取ろうとするだろう——もし彼らもやはり、どうしても必要なだけの限度をこえて、財貨を無際限に獲得 
することに夢中になるとするならばね」 

「ええ、 どうしてもそういうことになります、ソクラテス」と®は言った。 

「そうなると、 つぎに 来るのは戦争ということになるだろうね、グラゥコン。それとも、どうなるだろう か？」 
「いや、 そのと おりです」 と 彼は言った。 

「ただし、いまのところは」とぼくは言った、「戦争というものが悪い結果をもたらすか、善い結果をもたら 
すかについては、まだ言明をさしひかえることにして、さしあたってわれわれとしては、これだけのことを言う 
にとどめることにしょう——われわれはさらに戦争の起源となるものを発見した、すなわち、国々にとって公私 
いずれの面でも害悪が生じるときの最大の原因であるところのもの、そのものから戦争は発生するのだ、へ^: i 」 
「たしかにそのとおりです」 
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「さてそうすると、君、 さらに いっそう国家を大きくしなければならない ね。 それも、少しだけというのでよ 
なく、軍隊 全体の 分だけ、大きくしなければならない。つまり、国の 全財産の ために、また、 さっき われわれが 
挙げたようなさまざまの人たちのために、出征して寄せ手と戦うべき軍隊の分だけ、という こと だが」 
「どうしてですか？」 と 彼はたずねた、「自分たちだけでは、間に合わないのですか？| 

「間に合わないのだ」とぼくは答えた、「いやしくも君が、 また われわれの全部が、先に国家を つくろう とし 
ていたときに同意したことが、正しかったとすればね。君が憶えていて くれるなら、 われわれは たしか、このよ 

うに同意したはずだ-技術を要する多くの仕事を一人の人間が立派にやりこなすことは、不可能で ある ( CL 2」 

「おっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「ではどうだろう」とぼくは言った、「戦争を關うということは、技術を要する仕事だとは思えない かね？」 
「大いにそうだと思います」と彼は言った。 

「では、 戦争の技術よりも 靴 作りの技術のほうに、より多くの気を配らなければならぬ ということがある だろ 
うか？」 

「いいえ、けっして」 

「しかしわれわれは、靴作りが同時に農夫であろうとしたり、織物エであろうとしたり、大工であろうとし _.こ 


1「すべての戦争は財貨の獲得のために生じる」そしてそ 2 370B. 
れはさらに、肉体とその欲望に帰着する(『パイドン』 66C0 
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りすることは、許さなかったね？靴を作る仕事をわれわれのために立派にやってもらうためには、靴作りはも 
っばら靴作りでなければならなかった。そのほかの人々についても同様であって、われわれはめいめい一人一人 
に、 ただ一つの仕事を割り当てることにした。それは、それぞれの人の自然本来の素質に合った仕事でなければ 
ならず、その仕事のために他のことからは解放されて、時機をのがさずに生涯を通じてそれに打ちこむならば、 
きっと立派になしとげるはずのものであった。 —— しかるに他方、戦争に関する仕事が立派になしとげられると 
いうことは、はたして非常に重要なことであるとはいえないのだろうか？ 

それともそれは、まったくわけもない仕事であって、農夫であれ、靴作りであれ、あるいはその他どのような 
技術を仕事としている者であれ、誰でもが同時に軍人であることができるようなものなのだろうか——苏叮ちや 
賽子遊び人にしても、子供のときからただそれだけに打ちこむことなく、片手間にやるだけならば、誰ひとりけ 
っして一人前の上手にはなれないというのに？ 

そして、盾やそのほかの武器•戦具の場合は、誰でもそれを手に取りさえすれば、たちどころに、重甲歩兵と 
しての闘いでも、あるいは戦争における他のどのような闘い方でも、じゅうぶんにこれをやってのける ことので 

きる戦士となれるのだろうか-ほかの道具ならばどれひとつとして、それをただ手に取ったというだけでは、 

誰も専門の職人にも体育選手にもなることはできないだろうし、またそうした道具のどれも、それぞれにつ P て 
の知識ももたず、充分な練習も積んでいない者には、何の役にも立たないだろうに？」 

「ええ、そんなうまい道具がもしあったとしたら、大した値打ものでしょうがね」と彼は言った。 
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「そうすると」とぼくは言った、 r 国の守護者の果すべき仕事は何よりも重要であるだけに、それだけまた、他 
E のさまざまの仕事から最も完全に解放されていなければならないだろうし、また最大限の技術と配慮を必要とす 
るだろう」 

「ええ、たしかにそう思います」と彼は言った。 

「そしてまた、まさにこの任務に適した自然的素質も必要なのではなかろうか？」 

「もちろんです」 

「そうするとどうやら、もしで きる ものなら、どれどれの自然的素質、どのような自然的素質が国を守護する 
のに適しているかを選び出すということが、われわれの仕事となるようだね」 

「たしかに、それがわれわれの仕事です」 

「これはまたゼゥスに誓って」とぼくは言った、「なんとも並々ならぬ仕事を、われわれは引き受けることに 
なったものだ。しかしそれでも、尻ごみしてはならない。われわれの力の許すかぎりはね」 

375「ええ、けっして」と彼は答えた。 

1国家の構想において重要な位置を占める「(国の)守護 るが、 この 両者はやがて日 .414 W において区別される こと 
者」(ピ ユラクス)という 言葉が、 ここで 最初に現われる。 になり、前者は「補助者」「援助者」 と 呼ばれる0 
「守護者」のなかには軍人の階層と支配者の階層が含まれ 
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饥 「さてそれでは」とぼくは言った、「何かを守護することにかけては、血統のよい犬と生まれのよい青年とで 
は、その自然的素質に違うところがあると思うかね？」 

「とおつしやいますと？」 

「たとえば、両者のどちらも知覚が鋭くなければならないだろうし、相手に気づいてすぐに追いかけるのに敏 
速でなければならないだろうし、また捕えて闘わなければならないときには、強くなければならないだろう」 
「たしかに、そうしたすべてが必要です」と彼は言った。 

「さらにまた、勇敢でなければならない。 よく 闘うべきであるならば」 

「もちろんです」 

「しかるに、馬であれ、犬であれ、他のどのような動物であれ、気概のないものが勇敢であることができるだ 
B ろうか？君は気づいたことがないかね1気概というものがどれほど抗しがた く 打ち克ちがたいものであって、 
それがそなわっていれば、どんな魂でも、いかなる事柄に直面しても恐れず、不屈であるということに？」 
「気づいたことがあります」 

「では、身体の面では、守護者はどのような者でなければならないかということは明らかだ」 

「ええ」 

「また魂の面でも、気概のある性格でなければならぬこと、これも明らかだ」 

「ええ、そのことも明らかです」 

「そうすると、グラゥコン」とぼくは言った、「彼らが自然本来の素質においてそのような人間であるなら、 
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どうしてお互いに対して、また他の市民たちに対して、粗暴にならずに いることができるだろうか？」 
r ゼゥスに 誓って」 と 彼は言った、「それは容易な ことではありません」 

C 「しかしながら、彼らはぜひとも味方に対しては穏やかで、敵に対してだけきびしい人間でなければならない 
のだ。そうでないと彼らは、身を滅ぼすのに他人の手をまつまでもなく、自分たちがまっ先にそうする こと だろ 

、っ」 

「おっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「ではいったい、どうしたものだろう？」とぼくは言った、「穏やかであって、同時に気概のはげしい性格と 
いうものを、われわれはどこから見つけ出せるだろうか？なにしろ、穏やかな性質と気概の ある 性質とは、 ま 
さに正反対のはずだからね」 

「そのょうです」 

「けれども、そのどちらかでも欠けているならば、けっしてすぐれた守護者にはなれないだろう。それなのに 
D 両方を兼備することは、どうやら不可能のょうだ。そうすると、そもそもすぐれた守護者というものは生じえな 

割を果すことになる。それは怒り、勝気、覇気などの激情 
を指し、人間の魂の機能においても、これに対応する「気 
概の部分」が、「理知的部分」や「欲望的部分」から区別 
される ( IV . 441 A 参照)。そして国家の階層における三つ 
の区分もまた、この魂の機能の三区分と対応するものであ 
る0 


1「気概(激情)にさからうことはむずかしい。それは欲す 
るところのものを、命(魂)をかけて購おうとするから だ」 
(ヘラクレィトス、1 Tr . c »5. DK ) という言葉が念頭に置かれ 

ているものと思われる。-なお、この「気概」(テユ—モ 

ス)、「気概のある」(テユーモエィデース)という言葉も、 
ここが初出の箇所であるが、以後の議論において重要な役 
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い、という結論になってしまう」 

「そういうことになりそうですね」と彼は言った。 

こうしてぼくは行詰りにおちいったが、先に話したことをふり返って考えてみてから、こう言った、 

「わかったよ、君、われわれが行き詰るのも当然だ。われわれがさっき比較のために出した例を、見失ってし 
まったのだからね」 

「それは、どういう意味でしょうか？」 

「われわれには思い当らなかったのだ1いま言った相反する性格を兼ねそなえた、われわれが不可能だと考 
えたような自然的素質が、じっさいにはあるのだということがね」 

「いったいどこに？」 

「それは、ほかの動物たちのなかにも見ることができようが、しかしとりわけ、われわれが守護者との比較に 
出した動物のうちに、 よく 見ることができるだろう。というのは、君は素姓のよい犬について、こういうことを 
知っているはずだ。つまりそういう犬たちは、よく慣れて見知っている人たちにはこのうえなく穏やかであるが、 
見知らぬ人たちにはその正反対の態度をとることを、生まれつきの習性としてもっているということだ」 

「ええ、それはたしかに」 

「してみると」とぼくは言った、「そういうことは可能なのであり、守護者がそのような性格の人間であるよ 
うにとわれわれが求めているのは、けっして自然に反した要求ではないのだ」 

「自然に反してはいないようですね」 
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I 六 

「では、国の守護者となるべき者には、さらにこの点も必要だとは思えないかね——つまり、気概のあること 
に加えて、さらに、生まれつき知を愛する者でもあるということが」 

376「それはどういう意味でしょう？」と彼は言った、 「よく わかりません が」 

「これもやはり」とぼくは言った、「君は犬たちのなかに見てとることができるだろう。まったくこのことは、 
この動物の感嘆に値する点なのだが」 

「どのようなことでしょうか？」 

「知らない人を見る と、 それまでに 何 ひとつひどい目にあわされたことがなくても、その人に対して怒りたけ 
るけれども、知っている人を見たときには、たとえその人からよくしてもらったことが一度もなくても、歓び迎 
えるという点だ。——君は まだ、 このことに感嘆したことはないかね？」 

「いままで、あまり注意したことがありませんでした」と彼は言った、「しかし、犬が そのよう にす ることは 
たしかです」 

「しかるに、犬が自然本来にもっているこの性質たるや、 まことに 気のきいたものであって、 まさに 文字 ど お 
B り、愛知者的な性質であるように見える」 

「いったいそれは、どのような点でですか？」 

「ほかでもない」とぼくは答えた、「見た姿が味方のものか敵のものかを、もっぱら、一方は学び知っているが 
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他方は知らないということによって、区別するという点だ。しかるに、親しいものとよそのものとを知と無知に 
よって規定するのだとすれば、それはまさに、学び知ることを愛するものだということにならないだろうか？」 

「間違いなく」と彼は言った、「そういうことになります」 

「しかるに」とぼくは言った、「学び知ることを愛するというのと、知を愛するというのとは、同じことだね？」 

「むろん、同じことです」と彼は言った。 

「それならわれわれは、人間の場合についても、自信をもってこう言ってよいだろうね——身内の者や知って 
いる者に対して穏和な人間となるためには、その人は、生まれつき知を愛し、学びを愛する人間でなければなら 
ないと？」 

「ええ、 そう 規定す ることにしましょう」と彼は#った。 

「こうしてわれわれにとって、国家のすぐれて立派な守護者となるべき者は、その自然本来の素質において、 
知を愛し、気概があり、敏速で、強い人間であるべきだということになる」 

「まったくおっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

「ではその人は、もともとそのように生まれついているものとしよう。しかしそれでは、彼ら守護者たちは、 
どのような仕方で養育され、教育されるべきだろうか？——それにまた、いったいこのことの考察は、われわ 
れがいまやっているすべての考察の目的である、《正義〉と〈不正〉とがどのような仕方で国家のなかに生じてくる 
かをしかと見きわめるのに、何か役に立つだろうか？というのは、議論を不充分のままにしておくわけにもい 
かないし、かといって、話がひどくこみいって、長くなりすぎても困るしね」 


152 


国家(第二巻) 


E 


するとグラウコンの兄が言った。 

「それはもう、わたしとしては、そのことの考察は本来の目的のために、きっと役に立つものと考えます」 
r ゼウスに誓って、親しいアディマントス」とぼくは言った、「そうとすれば、たとえもっと S 、， ものになる 
としても、けっしてそのことの考察をはぶいてはならないわけだね」 

「ええ、けっして」 

「さあそれでは、物語を用いて話しをするようなやり方で、そしてたっぷり暇があるつもりで、その人たちを 
言論のうえで教育しようではないか」 

「ええ、そうしなければなりません」 

I 七 

T) 

「では、 その教育とは、どのようなものであろうか？ それとも、長い年月によってすでに発見されて、，る教 
育のあり方よりも、さらにすぐれたものを発見するのは、むずかしい というべき だろうか？ そういう 教育のあ 
り方としては、身体のためには体育が、魂のためには音楽•文(點があるはずだが」 

1これから第三巻にかけて論じられる「教育」(パィディア しては区別される ( vn . 521 D 〜 522 B 参照) 0 

1 ) は、人間の性格•品性の形成を主目的とする感情教育 2原語「ムゥシヶー」〇ムゥサ(ミューズ)の女神たちの司 
的な教育であって、第七巻で論じられるところの、「守護 るすべての学術•技芸を含むが、直荽的にはとくに音楽と 
者」のうちでもとくに支配者となるべき者に対する知性の 詩を指す。 

教育の下地となるものであるが、教育のあり方そのものと 
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「ええ、あります」 

「ではわれわれは、体育による教育よりも、音楽•文芸による教育のほうを先に始めるべきではないだろ 

か」 

「当然そうでしょう」 

「ところで」とぼくは言った、「言葉(話)というものを、音楽•文芸に属するものとして考えるかね、それと 
もそうは考えないかね？」 

「そう考えます」 

「言葉(話)には二種類あって、ひとつは真実のもの、もうひとつは作りごとの言葉(話)なのではないかね」 
「ええ」 

「教育はその両方の種類の言葉 S ) で行なわなければならないが、作りごとの言葉(話)による教育のほうを、 
先にすべきではないか」 

「それはどういうことでしょう？」と彼は言った、「よくわかりませんが」 

「君にはわからないかね」とぼくは答えた、「われわれは子供たちに、最初は物語を話して聞かせるではない 
か。これは全体としていえば、作りごとであるといえよう。真実もたしかに含まれてはいるがね。そしてわれわ 
れは子供たちに対して、体育よりも先に物語を用いるのだ」 

「おっしゃるとおりです」 

「そのことをぼくは言っていたのだ。体育よりも先に音楽•文芸を手がけるべきだ、というふうにね」 


〇 
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「正しいことです」と彼は言った。 

「ところで君も知るとおり、どのような仕事でも、その始めこそが最も重要なのだが、何であれ若くて柔かい 
ものを相手にする場合には、とくにそうなのではないかね？ なぜなら、とりわけその時期にこそ形づくられる 
のだし、それぞれの者に擦そうと望むままの型がつけられるからだ」 

「まさにそのとおりです」 

「それならわれわれとして、次のことをそう簡単に見のがしてよいものだろうか——行き当りばったりの者ど 
もがこしらえ上げた行き当りばったりの物語を子供たちが聞いて、成人したならば必ずもってもらいたいとわれ 
われが思うような考えとは、多くの場合正反対の考えを彼らがその魂のなかに取り入れるのを？」 

「いいえ、何としても見のがすべきではありません」 

「そうすると、どうやらわれわれは、まず第一に、物語の作り手たちを監督しなければならない よう だ。そし 

て、彼らがよい物語を作ったならそれを受け入れ、そうでない物語は拒けなければならない。受け入れた物語は、 

保姆や母親たちを説得して、子供たちにそういう物語をこそ話して聞かせるようにさせるだろう。そのようにし 

( 1 ) 

て、 手を使って子供たちの身体を丈夫に形づくることよりも、物語によって彼らの魂を造型することのほうを、 
はるかに多く心がけさせることになるだろう。しかし、現在語り聞かせてやっている物語の多くは、これを追放 
しなければならないのだ」 


1母親や保姆は、幼児の体にマッサージをほどこすのが習わしであった。 
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r どのような物語をですか？」とアディマントスはたずねた。 

ぼくは言った、 

「大きな物語をとってみれば」とぼくは言った、「われわれはその中に小さな物語をも見ることになるだろう。 
なぜなら、物語というものはそれが大きくても小さくても、その型は同じであるべきだし、同じ効力をもってい 
なければならないから。そう思わないかね？」 

「そう思います」と彼は言った、「しかし大きな物語と言われるのがどのような物語のことなのか、いっこう 
に思い当りませんが」 

( 1 ) 

「へ シオドスとホメロスが われわれに語った物語、そしてその他の詩人たちが語った物語の こと だ」 とぼく は 
言った、「というのは、彼らは人間たちのために、作りごとの物語を組み立てては語っていたのだし、いまも語 
りつづけているといえるからね」 

「それは、どのような物語のことでしょうか？また彼らのどの点を非難して、そうおっしゃるのでしょう 
か？」と彼はたずねた。 

ぼくは答えた、 

「何よりも先に、何よりもつよく非難しなければならない点——とくに、よからぬ仕方で作りごとがなされる 
場合にそうなのだが— まさに その点の ことを 言っているのだよ」 

「とおつしやると？」 

r 神々や英雄たちがいかなるものであるかについて、-:.'3葉によって劣恶な似すがたを描く場合の こと だ。ちょ 
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うど画家が、似せて描こうと望んでいる対象と少しも似ていないものを描くようにしてね」 

「そのような点でしたら、じっさい、非難して当然ですね」と彼は言った、「しかし私たちが言っているのは、 
具体的にはどのような意味で、どのようなことを指しているのでしょうか？」 

「まず」とぼくは言った、「次のような話を語った人は、最も重大なことについて最も重大な作りごとを、よ 

からぬやり方で作ったことになる-すなわち、ゥゥラノスがどのようにして、へシオドスがその仕業だと言っ 

378ているようなことをやりとげたかとか、それに対して、こんどはクロ ノスが、どのようにしてゥ ゥラ ノスに復 tf 
したかとかいった話だ。さらに、クロ ノスがやったことや、息子から受けた仕打ちの(話などは、たとえほんとう 
のことであったとしても、思慮の定まらぬ若い人たちに向けて、 そう 軽々しく語られるべきではないと思う。黙 
っているに越したことはないけれども、もしどうしても話さなければならないようなことがあったなら、できる 
だけ少数の人が秘密のうちにそれを聞くべきだろう。その前に、仔脉などではなく何か大きな得がたいものを、 
犠牲として奉納しなければならぬということにして、聞くことのできる人をできるだけ少人数に限るように計ら 
ってね」 

末子ク D ノスは母神に励まされて父を襲い、性器を 切りと 
り、王位を奪う。 

3『神統記』四五三—五〇六行参照。クロ ノスも王位の将 
来を恐れて、生まれた子をみな呑みこむ。王妃レアはゼウ 
スを身ごもったときガイアの計らいで逃れ、生まれたゼウ 
スは、クロ ノスを到して王立につく。 


1「語つた」? my ^- rlss といぅ動詞が双数形で言われていて、 
この二人の詩人がとくに連帯的に責任を共有していること 
が表現されている。 363 A とその注1を見ょ。 

2 へシオドス『神統記』一五四—一八一行を参照。ゥゥラ 
ノス(天)はガイア(地)との間に生まれた子供たちを、生ま 
れるとすぐにガイアの腹の中におしこめてかくしてしまぅ。 
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「じっさい」と彼は言った、「あれはみな酷い話ばかりですからね」 

B r そうだとも、アディマントス」とぼくは言った、「だからまた、われわれの国で語られてはならないのだ。 

それに、若い者にこんなことを語り聞かせるべきでもない I 最も罪ぶかい仕業を犯しても、また他方では、間 

違いを犯す父親を懲らしめるためにどんなことを行なっても、何ら驚くべきことをしたことにならないだろう、 

( 1 ) 

まさに神々のうちの第一にして最も偉大な方々と同じことをしているまでのことなのだ、などとね」 

「ええ絶対にいけません」と彼は言った、「この私にも、語るにふさわしい内容のこととは思えません」 

「それにまた」とぼくはつづけた、「神々が神々と戦争したり、策略をめぐらし合ったり、闘い合ったりする 

ような物語も、けっしてしてはならない—そもそもそれは、真実のことでもないのだから—、将来国家を守 

護する任に当るべき人たちに、軽々しくお互いに憎み争い合うのは何よりも醜いことであるという考えを、ぜひ 

とも持ってもらわなければならないとすればね。神々と巨人たちとの戦いのことを彼らに物語ったり、色とりど 

りの剌繡に描いたり、その他神々や英雄たちが彼らの親族•身内を相手に行なう、ありとあらゆるたくさんの敵 

対行為のことにしてもそうだが、みな、もってのほかのことなのだ。 

いや、もしもわれわれが、国家の民たる者はかつて誰ひとりとして他の同胞国民と憎み争い合ったことはない 

し、またそもそもそれは神意に反することだということを、なんとか説得すべきであるとすれば、まさにそのよ 

うな内容のことをこそ、老人も老婆も、子供たちに向かって早くから語り聞かせなければならないし、そして彼 

らの年齢が長じるにつれて、詩人たちにもそういう内容に沿った物語を、彼らのために創作するようにさせなけ 
(3) 

ればならない。ヘラが息子に縛られた話だとか、母が打たれるのをかばおうとしてへパィストスが父神に天から 
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投げ落される話だとか、またすベてホメロスが創作した神々どうしの戦いの話などは、たとえそこに隠された裏 
の意へ§があろうとなかろうと、けっしてわれわれの国に受け入れてはならないのだ。なぜなら若い人には、裏の 
意味とそうでないものとの区別ができないし、むしろ何であれ、その年頃に考えのうちに取り入れたものは、な 
かなか消したり変えたりできないものとなりがちだからね。こうした理由にょって、おそらく、彼らが最初に聞 
く物語としては、徳をめざしてできるだけ立派につくられた物語を聞かせるょうに、万全の配慮をなすべきだろ 
う」 

I 八 

「たしかにそれは、もっともなことです」と彼は言った、「しかし、もしこうした点について誰かがさらにつ 
つこんで、ではそういう内容とは具体的に何であり、その物語とはどのような物語かとわれわれにたずねたとし 


1このよぅな仕方で、これらの物語はしばしば自分の行為 ロスの詩やエピカルモスの劇の題材とされたと伝えられる。 
の正当化のために引合いに出されたものと思われる。『エ 4 『イリアス』第一卷五八六—五九四行参照。 

ゥテュプロン』 5 f 6 A を参照。 5 『イリアス』第二〇卷一一七四行、ニー巻三八五—五一 

2 パンアテナイアの祭に、そのよぅな神々の戦いを織り描 三行参照。 

いた衣装が乙女たち によって つくられ、 アテナの 像に捧げ 6 ホメロスの 詩の寓意的解釈が——おそらくは作品と登場 
られた。 人物(神々)の道徳性を弁護する意図にも導かれて —— 一部 

3 へパイストス(ゼゥスとヘラの子、鍛冶と火の神)のこと。 の入々の間に盛んに行なわれていた。 

へラは彼が工夫して作った椅子に坐って縛られた。ピンダ 
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たら、われわれとしては、どんな物語がそれだと主張したらよいのでしょうか？」 

ぼくはこれに答えて言った、 

「アディマントスよ、ぼくと君とは、目下のところ、作家(詩人)ではなくて国家の建設者なのだ。そして国家 
の建設者としては、作家たちがそれに従って物語をつくるべき、そしてそれにはずれた創作は許してはならない 
ような、そういう規範を知るのが役目だというべきだろう。けっしてわれわれ自身が実際に物語をつくるべきで 
はないのだ」 

「正しい御指摘です」 と 彼は言った、「しかしそれでは、ほかならぬ そのこと、 神々の物語についての規範と 
は、どのようなものなのでしょうか？」 

「おそらくそれは、次のようなものであるはずだ」とぼくは言った、「神がほんとうにそうであるような生格 
を、つねに必ず与えなければならないこと——神を詩の中で描くのが、叙事詩においてであろうと、抒情詩にお 
いてであろうと、悲劇においてであろうと、いずれの場合にもね」 

「そうしなければなりません」 

「そうすると、いやしくも神であるからには、真に善き者であるはずで あり、 そしてそれをそのとおりに語ら 
なければならないわけだね？」 

「たしかに」 

「しかるに、善いものであれば、そのどれひとつとして、有害なものではないはずだ。 そうだろうね？」 

「そう思います」 
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「ではいったい、有害でないようなものが、害を勾えることがあるだろうか？」 

「いいえ、けっして」 

「害を与えないとすれば、それが何か悪いことをするだろうか？」 

「そう、-,うこともありません I 

「しかるに、何も悪いことをしないとすれば、そういうものが、何らかの悪の原因であるということもないだ 
ろうね？」 

「ええ、むろん」 

「ではどうだろう-善いものは有益なものだね？」 

「ええ」 

「すると、うまく(善く)行くことの原因であるわけだね？」 

「ええ」 

「すると、善いものは、けっしてあらゆるものの原因ではなく、善い状態にあるものの原因ではあるけれども、 
しかしもろもろの悪いものについては、責任がない(原因でない)ことになる」 

C 「まったくそのとおりです」と彼は言った。 

「してみると」とぼくは言った、「神もまた、それが善い者である以上は、けっして多くの人たちが語っている 
ように、あらゆるものの原因なのではなく、人間にとってわずかな事柄の原因ではあるが、多くの事柄について 
は責任がない(原因ではない)ということになる。というのは、われわれにとって、善いことは惡いことよりもず 
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っと数少ないし、そして善いことについては、神以外の何者をも原因とみなすべきではないけれども、悪い こと 
については、その原因を他に求めるべきであって、神を原因とみなしてはならないのだから」 

「おっしゃることは、この上なく真実であるように思えます」と彼は言った。 

「そうだとすれば」とぼくは言った、「ホメロスであれ他の詩人であれ、神々について次のような過ちを無考 

( 1 ) 

えに犯しているのを、けっして容認してはならないことになる。すなわち、いわく—— 

ゼウスの宮の床には二つの壺が置かれてある 
その一つには善き運命が、もう一つのには悪い運命が充たされて 
そしてゼウスが両方の運命を混ぜ合わせて与える人は—— 

時には不幸にあい時には幸せにあう 

しかし混ぜ合わせずに、一方だけをそのまま与えられる者は- 

つらくきびしい飢えに駆られて尊い大地を追われさまよう 

またゼウスはわれわれに- 

善きものをも悪しきものをも施し与える 
というようなことも容認してはならない」 

一九 

「また、ハンダロスが犯した誓約と協定の破棄のことを、アテナとゼウスの計らいによると主張する人がいる 
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380ならば、われわれはそれを是認しないだろうし、神々の争いと裁きが、テ ミスと ゼゥスの計らいにょるとい うこ 
とについてもそうだ。さらには、アイスキュロスが次のょうに語っているのを、若い人たちに聞かせるべきでは 
ない一 . 

神は人間たちのうちに罪を植えつける 
家を根こそぎ滅ぼそうと欲したまうとき 

いや、もしこれらの短長律(イアンボス)の詩句がそのなかに出てくる作品、すなわちニオベの受難の ( g £ や、。、 

( 6 ) 

ロプス家の話や、トロイア戦争の話や、その他これに類する話を語った作品を つくる のであれば、 それらを神の 
為せる業であると語るのを許してはならない。それとも、もし神のした こと だと言うのであれば、彼ら作家(詩 
B 人)たちは、ほぼわれわれがいま求めているような説明を見出して、 こう 語らなければならない I 神がしたこ 


1以下に引用される詩句は、最後の「分配者ゼゥス」に関 
するもの(出所不詳)をのぞいて、『ィリアス』第二四卷五 
二七—五三二行からのもの。ただし、必ずしも逐字的に正 
確な引用ではない。 

2 『ィリアス』第四卷六九行以下。パンダロスはトロィア 
軍の弓の名手。休戦の誓いを破ってメネラオスを傷つけた。 

3 ヘラ、アテナ、アブロデイテの三女神の争いとパリスに 
よる審判のこと。『イリアス』第二〇卷 一—七四行の場面 
を指すと見る解釈もある(その場合はしかし、 Kpq ' ls は「裁 
き」「審判」でなく、「諍い」と訳されなければならないが、 


これは少し不自然であろぅ )0 

4 Fr .160( Nauck ). 

5 ニオベはタンタロスの娘。テバィの王アンピオンの妻と 
なって多くの子を産んだのを誇り、二子しかないレトをあ 
ざけったため、その二子アポロンとアルテミスにすべての 
子を殺され、深く嘆き悲しんで石に化せられた。 

6 ぺロプスはタンタロスの子、アトレウスの父〇アガ メム 
ノン、オレステス、エレクトラ、 ィ ピゲ ネィ アなどが、 こ 
の呪われた一族に属する。 
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とは正しく善いことであり、人間たちは懲らしめを受けることによって、益されたのだと。これに反して、罰を 
受ける人々はみじめであり、そのようにみじめにしたのは、ほかならぬ神であったというようなことを、詩人が 
語るのを許してはならないのだ。むしろ、悪人たちは懲らしめを必要としていたからこそ、みじめだったのであ 
り、罰を受けることによって神から益されたのだと、こう語るのであれば許すべきである。 

だが、神が善き者でありながら、誰かにとって諸悪の原因となるというような主張に対しては、もし国が善く 
治められるべきならば、自分の国において何びとにもそのようなことを語らせないように、また老若を問わず何 
びとにもそれを聞かせないように、われわれとしてあらゆる手段をつくして戦わなければならない——ひとが 
そのような物語を韻文で語るにしても、散文で語るにしてもね。ほかでもない、そのようなことが語られるな 
ら、その内容は敬虔でもなく、われわれの為にもならず、それ自体としても首尾一貫していないことになるから 
だ」 

「あなたとともに、その法律に賛成票を投じます」と彼は a った、「それは私の意にかなうものです」 

「それではまずこのことが」とぼくは言った、「神々のことについての法律と規範のうちの一つであり、語り 
手も作家(詩人)もこれに従って語り、詩作しなければならない、ということになるだろう。 —— すなわち、神は 
あらゆる事柄の原因なのではなく、ただ善いことの原因であるということがね」 

「ええ、大へん結構です」と彼は答えた。 

r ではつぎに、この第二のものは どうだろう？ —— いったい君は、神とは魔法使いの ような ものであって、 
あるときにはいろいろと多くの形へと実際に変身して自分自身の姿を変え、またあるときにはわれわれを欺いて、 


164 



国家（第二巻) 


381 


E 


自分についてただそのように見せかけることにより、そのときそのときで、故意にさまざまの違った姿で現われ 
ることができるものだと思うかね？ それとも、神は単一な性格のものであって、自分自身の姿から抜け出すと 
いうようなことは、とうていありえないと思うかね？」 

「ちょっとすぐには答えられませんが」と彼は言った。 

「ではこの点はどうかね——もし何かが自分自身の姿から抜け出すとすれば、自分が自分で変るか、他のもの 
によって変えられるか、このどちらかでなければならないのではないか？」 

「そうでなければなりません」 

「そこでまず、他のものによって動かされ変様させられるということのほうだが、これは、最もすぐれた状態 
にあるものには最も起りえないことではないかね？たとえば、身体は、食物や飲物や労苦に影響され、またす 
ベての植物は、太陽の熱や風やそれに類するものの影響をこうむるけれども、その場合、®も健康で最も強いも 
のほど、変様を受ける度合が最も少ないのではないかね？」 

「たしかにそのとおりです」 

「また魂は、最も勇気があり最も思慮のある魂ほど、外部からの影響によって乱されたり変様を受けたりする 
ことが、最も少ないのではないかね？」 

「ええ」 


1 テクスト (3 OO 0 D 1- 2 ) はパ—ネットにょらず、アダムやシヨ—リイのょぅに 標準 的な 写本の ままを 読む。 
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「またおそらく、すべて組立てられてできる道具や建物や衣服にしても、同じ道理で、善く作られて善い状餱 
にあるものが、時間その他の影響によって変様を受けることが、最も少ないだろう」 

「そのとおりです」 

「こうして、生まれつきにせよ、技術に よる ものにせよ、あるいはその両方に よる ものにせよ、すべてす ぐれ 
た状態にあるものは、他のものによる変化を受けつけることが最も少ない、ということになる」 

「そのようです」 

「しかるに、神および神に属するものは、あらゆる点で最もすぐれた状態にあるはずだ」 

「もちろんです」 

「こうして、この観点から考えるかぎり、神がいろいろと多くの姿をとるということは、最もありえないこと 
になるだろう」 

「たしかに最もありえないことです」 

二〇 

「しかしそれでは、神は自分で自分を変化させたり、変様させたりするのだろうか？」 

「そういうことになるのは明らかです」と彼は言った、「そもそも変様することがあるとすれば」 

「ではその場合、神は、よりすぐれたもの、より美しいものへと自分を変えるのだろうか、それとも、自分よ 
り劣ったもの、より醜いものへと変えるのだろうか？」 
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「それはどうしても」と彼は言った、「自分より劣ったものへでなければなりません——もし変様するとした 
らですね。なぜなら、いやしくも神が、美しさやすぐれてあることにおいて不完全なところがあるとは、われわ 
れにはけっして言えないでしょうから」 

「それはこの上なく正しい指摘だ」とぼくは言った、「そしてそうだとすれば、いったい君は、アディマント 
ス、神々であれ、人間たちであれ、みずからすすんで自分を何らかの点でより劣ったものにしようとする者が、 
誰かいると思うかね？」 

「それはありえないことです」と彼は言った。 

r してみると」とぼくは言った、「神が自分を変様させようと望むということも、ありえないことになる。む 
しろ、どうやら、どの神も可能なかぎり最も美しく I . 取もすぐれているからには、つねに単一のあり方を保って自 
分自身の姿のうちにとどまる、ということになるようだね」 

「私にはそのことは、全き必然であると思われます」と彼は言った。 

「そうすると、君」とぼくは言った、「いかなる作家(詩人)にも次のようなことを、われわれに向かって語ら 
せてはならないわけだ—— 

神々は異国の人たちに姿を似せ 

N(1) 

ありとあらゆる様に身をやつして国々を訪れる 


1『ォデュッセィア』第一七卷四八五—四八六行。 
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またブロテゥスやテティスのことについて、誰にも偽りを語らせてはならないし、さらには悲劇のなかにもそ 
の他の詩のなかにも、ヘラが女祭司に姿を変えて、 

( 2 ) 

アルゴスの河ィナコスのいのちを贈る子らのために 

施し物を集めてまわるところを、登場させてはならないし、その他これに類する多くの偽りをわれわれに語らせ 
てはならないのだ。他方また母親たちも、こうした人々の言うことを信じこんで、何か神々がいろいろと多くの 
異人の姿をして夜な夜な徘徊しているといったような、間違った物語を語り聞かせることによって、子供たちを 
こわがらせてはならない。神々を冒漬しないために、同時にまた、子供たちを臆病者としないためにね」 
「たしかに許してはならないことです」と彼は言った。 

「しかしそれでは」とぼくは言った、「神々は、自分自身の姿を実際に変えることは本来ないけれども、ただ 
われわれを欺き、魔法をかけることによって、自分たちが種々さまざまの姿で現われるように思いこませるのだ 
ろうか？」 

「おそらくはね」と彼は言った。 

「なんだって？」とぼくは言った、「神は言行いずれにおいてにせよ、見かけだけの幻影を差出すことによっ 
て、偽ることを望むだろうか？」 

「わかりません」と彼は言った。 

「わからないのかね」とぼくは言った、「ほんとうの偽り——こういう言い方ができるとして——というもの 
は、すべての神々も人間も、これを憎むものだということが？」 
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「それはどのような意味でしょうか？」と彼は言った。 

「こういうことだ」とぼくは言った、「つまり、自己自身の最も肝要な部分において、また最も肝要な事柄に関 
して偽るということは、何びともみずからすすんでこれを望むものではなく、逆に、そこにそういう偽りを所有 
することを、何にもまして恐れるということだ」 

「そう言われてもまだわかりませんが」と彼は言った。 

「ぼくが何か、しかつめらしいことを言っていると思うからだよ」とぼくは答えた、「ぼくが言っているのは 
要するに、真実に関して魂において偽り、偽りの状態にあり、かくて無知であること、そして魂の内に偽りをも 
ちまた所有していること——これをどんな者でもいちばん受け入れたがらないし、そのような場合の偽りを何よ 
りも憎むということなのだ」 

「そのことならたしかにそうです」と彼は言った。 

「しかるにそのような偽りこそは、 さっき ぼくが言ったように、最も正当にほんとうの偽りと呼ばれてしかる 
べきものだろう——偽りにおちいっている人がもつ、魂の内なる無知こそはね。なぜなら、言葉における偽りは、 
魂の内なる状態の模造であり、後から生じる影なのであって、まったく純粋に混じり気のない偽りというわけで 


1ブロテウスは海神ポセイドンに仕える予言に長じた老神。 婚を逃れるためにさまざまに姿を変えた次第が、ピンダロ 
いろいろのものに千変万化して捉えられない。『オデュッ スやソポクレスその他の詩人にょって語られた。 

セイア』第四卷三八二行以下、四五六—四五八行参照。テ 2 アイスキュロス、 Fr .170( Naucko 失われた悲劇『クサ 
テイスはアキレウスの母である海の女神。ペレウスとの結 ントリアイ』の一部。 
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( 1 ) 

はないのだから。——そうではないかね？」 

「たしかにそのとおりです」 

二| 

「こうして、ほんとうの偽りというものは、ただ神々からだけでなく人間たちからも、憎まれるものだ」 

「そう思います」 

「それでは、言葉における偽りのほうは、どうだろう。それはいついかなるときに、誰にとって役に立ち、憎 
むに値しないものとなるだろうか？そういう偽りは、敵に対して使えば役に立つのではないかね。また友と呼 
ばれる人々が狂気や無知のために、何か悪いことをしようと企てている場合に、それをやめさせるための薬とし 
て役立つことになるのではないかね。そしてまた、先ほどわれわれが論じていたようないろいろの物語において 
も、われわれは、昔のことについてはほんとうの事実を知らないので、偽りをできるだけ真実に似せるこ ( ti によ 
って、それを役立つものとするのではないかね」 

「たしかにそのとおりです」と彼は言った。 

「それでは、いま挙げたような場合のうちのどの仕方で、神にとって偽りは役に立つのだろうか？ いったい 
神々は、昔のことを知らないために、真実に似せて偽りを語るのだろうか？」 

「そんなおかしなことはありますまい」と彼は言った。 

( 3 ) 

「してみると、創作のための傜りということは、利の内にはありえないわけだ」 
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「そう思います」 

「それなら、神々は敵を恐れて偽りを言うのだろうか？」 

「とうていありえないことです」 

「それなら、親しい者の無知や狂気のために、だろうか？」 

「いいえ」と彼は言った、「無知な者や狂気の者は、誰も、神にとって親しい友ではありません」 

「そうすると、神が偽りを言わなければならないような浬由は、何もな、，わけだ」 

「何もありません」 

「してみると、およそダィモーン的なもの、神的なものは、どのような観点からみても、偽りとはいっさい無 
縁であることになる」 

「まったくそのとおりです」と彼は言った。 

「したがって、神とは、全き意味において、行為においても言葉においても単一にして真実なもので あり、 み 
ずから実際に変身することもなければ、また^ — 犯っにおいても夢においても、幻影によっても言葉によって ^> L 射 

1「言葉における偽り」、すなわち、(意識的に)！® をつくこ 2 すなわち、できるだけ 真実と 思われる ような虚構を物語 
とは、真実の ことを 知っている者のする ことで あるから、 る こと。 

「魂の内なる偽り」すなわち無知が純粋に混じり気のない 3「神の内には噓つきの詩人(作家)は存在しない」と直訳 
偽り(「ほんとうの偽り」)であるのとくらべて、そこにはあ できる。 

る意味で真実が混入されているといえる。 
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を送ることによっても-他の者を欺くということもないのた」 

「あなたの議論によって、私自身もたしかにそうだと思います」と彼は1 a - p た。 

「それでは君は」とぼくは言った、「これが神々について物語るときにも詩作するときにも従わなければなら 
ない、第二の規範であることに賛成してくれるわけだね——すなわち、神々はみずから変身して姿を変えるよう 
な魔法使いでもないし、言葉や行為における偽りによってわれわれを迷わすこともない、ということ」 

「賛成し ます」 

「それでは、われわれはホメロスを多くの点で賞讚する者ではあるが、しかしゼゥスが〔偽りの〕夢をアガメム 
ノンに送るくだりは、けっしてこれを賞讚しないだろう。またアイスキュロスに対しても、次のような場面につ 
いては、賞讚を拒まなければならないだろう。すなわち、そこでテテイスは、自分の婚礼の席でアポロンが歌い 
ながら、『彼女の子供たちの幸運のことを細かく告げた』と言う—— 

私の子たちが病いをしらぬ長寿の生を送ること、 

その他ありとあらゆる幸せを語って神に愛される私の幸運を 
寿ぎの歌にうたってこの私をよろこばせた。 

私はボイボス.アポロンの神々しい口、予言の術に長けた 
その口はけっして偽りを語らぬ ものと 信じていた。 

それなのにこの神は、みずから寿ぎながらみずから宴に臨みながら 
みずからそのように語っておきながら、みずからこの私の子を 
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殺したもうた神なのです。 

もし このょうなことを神々について語る者がいたら、われわれは怒って、合唱隊を与えることを拒否するだろう 
し、また教師たちがこのょうな題材を、若い人々の教育のために用いることを許さないだろう 。いやしくもわれ 
われの国の守護者たちが、神々を畏敬する人となり、人間として可能なかぎり神々に似た者となるべきであるな 
らばね」 

「私としては」と彼は言った、「これらの規範に全面的に賛成しますし、ぜひこれを法律として用いたいもの 
です」 


1『ィリアス』第二卷 一—三四行。 2 Fr .350( Nauck ). 
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「では、神々に関する事柄としては」とぼくは言った、「どうやら、ほぼ以上のようなことが、将来神々と両 
親を敬い、またお互いの友愛を軽視しないような人間となるべき人々が、早く子供のときから聞くべき事柄であ 
り、他方また、聞いてはならない事柄なのだ」 

「ええ。そしてわれわれの見解は、正しいと思います」と彼は答えた。 

「では〇ぎに、その人たちが将来勇気ある人間となるべきだとすれば、どのように考えるべきだろうか？ 以 
上の事柄のほか、彼らをできるだけ死を恐れないようにさせる内容のことを、語り聞かせるべきではなかろうか。 
それとも君は、誰であれ、心の内に死の恐怖をいだいている者が、そもそも勇気ある人間になれると思うか 
ね？」 

「いいえ、ゼゥスに S 一って」と彼は答えた、「けっしてそうは思いません」 

「ではどうだろう——もしひとがハデスの国(冥界)の存在を信じ、しかもそこにはいろいろと恐ろしいことが 
あると信じているとしたら、死を恐れない人間、戦いにおいては敗北や隸属よりも死を選ぶような人間になると 
思うかね？」 

「いいえ、けっして」 

r するとどうやら、わ.れわれはそうした物語についても、それを語ろうとこころみる人たちを監督して、ハデ 
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スの国(冥 S でのことをそう一概に悪く言わずに、むしろ讚えるように要請しなければならないだろう。彼らが 
C 現在語っている事柄は、真実のことでもないし、やがて戦士となるべき人々にとって有益なことでもな(のだか 
ら」 

「そうしなければなりませんとも」と彼は言った。 

「とすればわれわれは」とぼくは言った、「つぎのような詩句をはじめとして、すべてこのような内容のこと 
を抹殺しなければならないだろう—— 

亡びてしまったすべての死人の王となるよりは 
暮しの糧もあまりない貧しい人のもとで 

( 1 ) 

農奴となって働いても生きているほうがのぞましい 
また- 

D 恐ろしい陰々とした神々さえも忌み嫌う冥府の館が 

死すべき者や不死なる者らの目に現われはせぬか〔と気づかっ(於〕 

また- 

あああわれまことにハデスの館にも 


アキレウスの亡霊が語る言葉。『オデュッセイア』第一 2『イリアス』第二〇卷六四—六五行。 7 
一巻四八九—四九一行。 1 
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( 1 ) 

魂や亡霊はあるようだが熱い心はまったくない 
ま 力 - 

( 2 ) 

ひとり彼のみが心をもち他はすべてさまよう影 
また- 

魂は体を抜けて飛び去るとハデスの府へと赴いた 

( 3 ) 

身の運命を嘆きつつ雄々しさと若さをあとに残して 
また- 

魂は地の下へ煙のように 

( 4 ) 

叫びを立てて行ってしまった 
また- 

蝙蝠たちがおそろしい洞穴の奥で 

その一羽が数珠つなぎの群からはなれて岩から落ちると 

きいきいと叫んで飛び交い互いにつながり合うように 

( 5 ) 

そのように魂たちは叫びながらいっしょに進んだ 

われわれとしては、 ホメロス その他の作家 (詩人) たちに対して、これらの 詩句、 およびすベてこれに 類す る詩 
句をわれわれが削除しても、腹を立てないようにお-願いしよう。それはけっして、これらが詩としてうまくでき 
ていて、多くの人々にとって聞くに快く楽しいものであることを 否定す るからで はない。 むしろ詩としてうまく 
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できていればいるだけ、それだけいっそう、子供でも大人でも、死よりも隸属のぼうを深く恐れる自由な人間と 
ならねばならない人々は、こうした詩句を聞くべきではないからなのだ」 

「まったくそのとおりです」 


「さらにまた、こぅした事柄に関係する恐ろしく怖い名前は、すべて斥けられなければならない。『コキュト 

C ス』 (嘆きの河)とか、『ステュ クス』 (憎悪の河)とか、『地下の幽鬼』とか、『死骸』とか、その他すベてこの類い 

( 7 ) 

の名前で、誰でも聞く人をぞっとさせるようなものはね。たぶん何かほかの目的のためになら、こうした名前も 
結構だろう。だが、われわれとしては、国の守護者となる人たちがそんなふうにぞっとして慄えていると、その 
結果として必要以上に熱っぽくなり軟弱になりはしないかと、彼らのために心配するのだ」 

「われわれとして当然の心配です とも」と 彼は言った。 


4 『ィリアス』第二三卷一〇〇行。パトロ クロスの 亡霊(前 
注 3 参照〇 

5 『ォデュッセィア』二四卷六—一〇行。殺された求婚者 
たちの魂がヘルメスに導かれてハデスへ赴くさま。 

6 どちらも冥界を流れる河の名。『パィドン』113 C 参照 
(そこでは「ステユ クス」 は湖とされている) 0 

7 テクストは 387 C 2 の s»s ot £ TOC 一を 削除。 


1親友パトロクロスの亡霊を抱こぅとして摑まえられなか 
ったとき、アキレウスが嘆いて言ぅ言葉。『ィリアス』 第 
二三卷一〇三—一〇四行。 

2 『ォデュッセィア』第一〇卷四九五行。ハデスの国(冥 
界)における予言者ティレシアスについての言葉。 

3 『ィリアス』第一六卷八五六—八五七行。パトロクロス 
の死。 
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「ではそれらは、取り除かなければならないのだね？」 

「ええ」 

「そして、いま挙げたようなのとは反対の特徴をもつ名前を使って、語ったり詩作したりしなければならない 
のだね？」 

「ええ、明らかに」 

「そうするとまた、名のある立派な人物たちが悲しんだり嘆いたりする くだり も、われわれは削除すべきだろ 
うか？1_ 

「そうしなければなりません」と彼は言った、「さっきのを削除したからにはですね」 

「ひとつ、考えてみてくれたまえ」とぼくは言った、「ほんとうにわれわれがそれを削除するのが正しい こと 

かどうかを。-立派な人物というものは、自分の友である立派な人物にとって死ぬことが恐ろしいことだとは、 

けっして考えないだろうとわれわれは主張す る」 

「たしかにそう主張します」 

「したがってそういう人物は、友の身に何か恐ろしいことが起ったかのように、その友のために嘆いたりはし 
ないだろう」 

「ええ、たしかに」 

「さらに、われわれはこうも言うのだ-そのような立派な人物こそはとりわけ、よく生きるために自分自身 

だけで事足りる人であって、他の誰よりも格段に、自分以外のものを必要とすることが最も少ないのである、 
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と」 

「おっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「だから、息子な り 兄弟なり、あるいは財産その他それに類する何かを失う という ことは、他の 誰よりも 彼に 
とっては、恐ろしいことではないのだ」 

「たしかにそうです」 

「だからまた、何かそのような不幸が彼をとらえたとき、嘆くこともいちばん少なく、あたうるかぎり平静に 
それを耐えるわけだ」 

「ええ、たしかに」 

「してみると、われわれが名のある人物たちの悲嘆を削除するのは、正当だとい うこと になる。そして悲嘆に 
くれるのは、女たち——それもすぐれた女たちではなく——のす る ことであり、また男のなかでも劣悪な者たち 
の場合に限られるとすべきだろう、——国土を守護す る 任に当てるために育てているとわれわれが言っている人 
たちに、そうした^悪な者たちとそっくりのことをするのを嫌悪す るよう になってもらうためにね」 

「そうするのが正当でしょう」と彼は言った。 

「したが -P て、ふたたびわれわれは、ホメロスおよびその他の作家(詩人)たちに対して、女神の子であるアキ 
レウスのことを、けっしてこんなふうに詩に歌わないように要請すべき だろう—— 


1テクストは(アダム、シヨ I リィなどとともに)シユタルパゥムの提案に従い、動詞を直説法として読む。 
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あるときは横腹を下に寝たりあるときにはまた 
あおむけになったりあるときはぅつ伏したかと思ぅと 
こんどはすっくと立ち上って 

荒涼たる海の渚を心取り乱しつつ さまよい 歩く 


( 2 ) 


とか、さらにはまた- 

両の手に黒い灰をつかんで頭にふりか' it . 

とか、そのほかホメロスが詩にぅたっている多くのいろいろな仕方で、泣いたり悲しんだりしているところをね。 
また、神々に近い血筋に生れたプリアモスが、嘆願して 
泥土の中に身を転々ところばせて 

(3) 

ひとりひとりの名をあげて呼びかける 

しかし、 これよりも さらにずっとつ よく 要請しなければならないのは、 いやしくも 




などと描かないように。 

神々たるものが悲嘆にくれて、こんなふうに言うところを詩に作ってはこまるということだ—— 

(4) 

ああみじめな私ああ人なみすぐれた子を産んだこの不幸な母！ 

そして、よしんば神々をこのように描くとしても、少なくとも神々のうちなる至高の神について、あえてこん 

なふうに不似合な描写をするのは、もってのほかというべきだろう。いわく - 

ああいたましや好ましい男が都城のまわりを追いかけられるのを 

I (5) 

この眼で見なければならぬとは-私の胸は嘆き悲しむ 
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また- 

ああああ悲しい人間のうちでもとりわけて愛しいサルべドンが 
メノイ ティオスの子 パトロクロスに 討たれる 運命とは！ 

三 

「というのはね、親しいアデイマントス、もしもこういったことを、われわれの若者たちが本気になって聞く 
としたら、そして、ふさわしくないことが語られているものよと嘲笑しないとしたら、そうした同じことが、人 
間の身にすぎない自分にふさわしくない態度であるとはとうてい考えないだろうし、何かそういったことを自分 
も語ったり行なったりする気持になった場合に、自分をとがめるということも期待できないだろう。むしろ何ら 
恥ずるところなく、こらえ性もなく、些細なことが身に起っただけで、大げさに悲しみと嘆きの歌をうたう こと 
になるだろう」 

「まったくおつしやるとおりです」と彼は言った。 


1『ィリアス』第二四巻一〇—一二行。アキレウスが親友 4 『ィリアス』第一八卷五四行。アキレウスの母神テティ 
パトロクロスの死を嘆く さま (われわれのもつホメロスの スの言葉0 

テクストと少し違った引用となっている)。 5 『ィリアス』第一三卷一六八丄六九行。ゼウスがへ 

2 『ィリアス』第一八卷二三 i 二四行。 トルのことを嘆く言葉。 

3 『ィリアス』第ニニ卷四一四—四一五行。 6 『ィリアス』第一六卷四三三—四三四行。 
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「しかしそうであってはならないのだ、たったいまの議論がわれわれに示したところではね。誰かが もっとす 
ぐれた議論によってわれわれを説得するのでないかぎり、われわれはこれに従わなければならない」 

「たしかに、そうであってはなりませんからね」 

「ところでまた、むやみに笑いたがる人間であってもならないはずだ。みだりに激しい笑いに耽るならば、ほ 
とんどの場合そのような心の状態は、また激しい反動を求めることにもなるものだからね」 

「そう思います」と彼は言った。 

「そうとすれば、ひとかどの立派な人間が笑いに打ち負かされるのを詩に描く人がいれば、それを受け入れて 
はならないし、まして神々となれば、なおさらのことだ」 

「ええ、なおさらのことです とも」 と彼は言った0 

「だから、ホメロスが神々についてそのようなことをうたっているのも、われわれは受け入れないだろう- 

消すことのできない笑いが祝福された神々のあいだにわき起った 

( 1 ) 

へパィストスが館の中をとびまわる様子を目にして 
こういうのは、君の； ii によれば、受け入れてはならないのだ」 

「ええ、もしあなたがとくに私の論となさりたいのならばね」と彼は言った、「とにかく受け入れてはならな 
いことは、たしかなのですから」 

「さらにまたわれわれは、真実ということを大切にしなければならない。というの も、もし 先ほどのわれわれ 
の議論が正しくて、偽りというものはほんとうに神々には無用であり、人間にとってだけ、ハわば薬として役立 
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つものであるならば、明らかに、そのようなものは医者たちにまかせるべきであって、素人が手を触れてはなら 
ないものなのだ」 

「ええ、明らかに」と彼は言った。 

「したがって、もし偽りを言うことが誰かに許されるとすれば、国の支配者たちだけが、国民なり敵たちのた 

めに、それが国家に有益である場合、偽りを言うべきであろう。他の者たちは誰も、そのようなことに手出しを 

してはならないのだ。いや、素人の者にとっては、そうした支配者たちに向かって偽りを言うということは、病 

人が医者に向かって、あるいは体育の訓練を受ける者がその指導者に向かって、自分の身体の状態について真実 

を語らないという場合や、あるいは、船員が船長に向かって船や船員たちのことについて、自分や他の船員仲間 

の誰かがどうしているか、そのほんとうのことを語らないという場合とくらべられるような、これらと同等 もし 

くはそれ以上の罪であると、われわれは主張すべきだろう」 

「まったくそのとおりです」と彼は言った。 

「だから、もし支配者が自分の国において —— 

予言者であれ病を癒す医者であれ材木を組み合わせる大工であれ 

( 2 ) 

専門の職人として働く者たちのうちの 

他の誰かが偽りを言っているのを捕えるならば、国家という、いわばひとつの船を転覆させ滅亡させるような習 


1『ィリアス』第一巻五九九—六〇〇行。 2 『ォデユッセィア』一七卷三八三—三八四行。 
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わしを導き入れる者とみなして、その者を懲らしめることだろう」 

「ええたしかに」と彼は言った、「もし言葉のうえに行動が果されるとするならば」 

「では、つぎにどうだろう——いったい節制というものは、われわれの若者たちにとって必要のないものだろ 
うか？」 

「どうして必要でないことがありましよう」 

「しかるに節制とは、大多数の一般の者にとっては、次のようなことがその最も主要な点なのではないか1 
すなわち、支配者たちに対しては従順であり、そしてみずからは、飲食 や 愛欲などの快楽に対する支配者で ある 
とハうこと」 

「たしかにそうだと思います」 

「とすれば、思うに、ホメロスがディオメデスに語らせているつぎのような言葉は、よく語られていると認め 
てよいだろう- 

( 1 ) 

これこれおまえは黙って控えていよそして私の命ずるとおりにせよ 
またこれにつづく詩句- 

意気ごみもすさまじく アヵイア軍は進んで行った- 

( 2 ) 

指揮者を恐れて物も言わずに 
その他これに類するものは、すべてよしとするだろう」 

「よく語られています」 
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「他方、こんなのはどうだろう—— 

(3) 

酒びたしの男よお前の眼は犬のよう心臓は鹿のそれのようだ 
これにつづく言葉もふくめて、はたしてよしとすべきだろうか。そのほか、それが散文で語られるにせよ、韻文 
で語られるにせよ、一般の者たちが支配者に向かって語ったすべての生意気な言辞は、どうだろうか？」 

「よく語られてはいません」 

「じっさい、思うにこの ような ことは、少なくとも節制を養うためには、若者たちが聞くのにふさわしいもの 
ではないからね。ただし、これらが何か別の面では楽しい効果をもつとしても、べつに不思議ではないけれども。 

-君にはどう思えるかね？」 

「あなたのおっしやるとおりと思います」と彼は答えた。 

四 

「ではどんなものだろう——最も賢い人が、およそこの世でいちばんすばらしいと思うのは次のようなときだ 
と語っているところを、詩に作るのは？ 

かたわらの卓にはパンと肉が 

1『ィリアス』第四卷四一二行。指揮者アガメムノンに口 づく詩句」と言われて、一緒に引用されている。 

ごた えす るステ ネロスを ディオメデスが叱る言葉。 3 『ィリアス』第一卷ニニ五行0アキレウスがアガ メムノ 
2 『ィリアス』第三巻八行と第四卷四三一行が「これにつ ンをののしる 言葉。 
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( 1 ) 

持ちまわっては盃に注ぐとき—— 

これが若者にとって、克己心を養うために聞くにふさわしいものだと、君は思うかね？あるいは—— 

( 2 ) 

飢えによって死ぬのはいちばんみじめな死に方だ 

といった言葉もそうだ。あるいはゼゥスが、ほかの神々も人間も眠っているときにひとり目覚めて考えめぐらし 

C た策のことを、愛欲の情念のために、簡単にすべて何もかも忘れてしまって、ヘラを見てすっかり正気を失った 

あげく、家の中へ入ろうという気にさえなれず、すぐその場の地面の上で交わろうとのぞんで、はじめてお互い 

が『親しい両親の眼をぬすんでは』通い合っていたころにさえなかったほどの欲望にとらえられていると、語っ 
( 3 ) 

ているようなところとかね。あるいはアレスとアブロディテが同じようなことをしたために、へパィストスによ 
(4) 

って縛られた話にしてもそうだ」 

「ゼゥスに#!って」と彼は言った、「聞くにふさわしいものとは思えません」 

D 「けれども逆に」とぼくは言った、「もし名だたる人々がその言行いずれにおいても、あらゆる事柄に対する 
忍耐強さを示しているような場合があれば、それを見るべきであり聞くべきである。たとえば、こういうのもそ 
のひとつだ—— 

彼は胸を打ち こう 言って心臓をとがめた耐えよわが 心臓！ かつては さらに ひどい ことにも 耐えた もの 
( 5 ) 

を」 

「まったくおっしゃるとおりです」と彼は言った。 
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「またさらに、われわれの人物たちが賄賂を好んだり金銭欲が深かったりするのを、許してはならない」 

「ええ、けっして」 

「だからまた、彼らにこんな歌をうたってもいけない—— 

進物は神々を説得し長るべき王たちを説得する 

また、アキレウスの養育掛りポィニクスがアキレウスに忠告して、贈物を受け取ったならアヵィア勢を助けてや 

(7) 

るように、しかし贈物をよこさないなら怒りを捨てないように、と言ったのは当を得ているなどと賞讚してはな 

I 、 8) 

らない。さらにそのアキレウス自身にしても、彼がアガ メム ノンから贈物を受け取ったり、また、身の代の品物 

( 9 ) 

をもらえば〔ヘクトルの〕屍体を引き渡すが、そうでなければ引き渡そうとしないほど物欲がつよい人だというこ 
とを、われわれは正当なことだと考えないだろうし、事実としても認めないだろう」 

「じっさい、そのようなことを賞讚するのは正しいことではありません」と彼は言った。 

6 古い諺で、へシオドスの作とする伝承もある(スダ辞典)。 
エウリピデス『メディア』九六四行でも言及されている。 

7 『ィリアス』第九卷五一五行以上。 

8『ィリアス』第一九卷二七八行以下。 

9 『イリアス』第二四卷五〇二、五五五—五五六、五九四 
行など。しかし ホメロスの 描く アキ レウスは、実際にはむ 
しろ、 こうした 進物に無関心で ある。 


1『オデュツセイア』第九卷八—一〇行。オデュツセウス 
の言葉。 

2 『オデュツセイア』第ーニ卷三四二行。 

3 『イリアス』第一四卷二九四行以下(ひとり目覚めて策を 
思案する場面は、同第二巻一—四行)。 

4 『ォデュツセイア』第八卷二六六行以下。 

5 『オデュ ツセイ ア』第二〇卷一七—一八行。オデュ ツセ 
ウスの 言葉。 
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「しかも、 このように 言うのは ホメロスの ためにはばかられるけれども」とぼくは言った、「そもそもそれら 

のことをアキレウスについて主張するということ、また他の人々がそう語るのを信じることは、敬虔なことでも 

ないのだ。さらにはまた、アキレウスがアポロンに向かってこう言ったとするのもね—— 

私を過まらせたな遠矢射る神よ神々のうちでいちばんに呪わしいあなたよ 

( 1 ) 

私にその力がありさえしたら仕返しをしてあげるのだが 

( 2 ) 

また、神である河に対して言うことを聞かずに、戦わんばかりであったこと、さらには、別の河スペルケィォス 

に捧げるはずであった自分の髪について、いまは屍体となっているところの、 

( 3 ) 

英雄パトロクロスにこの髪を贈って持って行かせたい 

と言って、実際にそうしたということも、信じてはならない。さらには、パトロクロスの墓をめぐってヘクトル 
( 4 ) ( 5 ) 

を引きずりまわしたこと、捕虜たちを殺して火葬の火の中に投じたことなど、これらすベては真実の話ではない 
とわれわれは主張するだろうし、そしてわれわれが育成している人物たちが、こんなふうに信じるのを許しもし 
ないだろう——すなわち、アキレウスは女神の子であり、最も思慮節制に富みかつゼウスの孫であるペレウスを 
父にもちながら、またこの上なく賢いケィ n ンに育てられながら、これほどまでに混乱に充たされた人物であっ 
て、物欲に伴われた自由人らしからぬ卑しさと、他方では神々と人間を見くだす傲慢さという、二つの相反する 
病いを自分の内にもっていた、などとね」 

「おっしゃることはもっともです」と彼は答えた。 
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「それでは」とぼくは言った、「われわれはこう.いうことも、信じないようにしたいし、また語るのを許さな 

D いようにしよう-すなわち、ポセイドンの子テセウスとゼウスの子ペイリトゥスが、あんなひどい掠挈こ向か 

6 ) 

って行ったということ、さらには誰かほかの、神の子や半神の英雄たちが、現在彼らについて誤り語られている 

ような、いろいろと恐ろしくまた不敬な所業をあえて為したというようなことはね。 

いや、われわれは作家(詩人)たちに対して、これら神々の子はそうした所業をしなかった と 言わせる か、ある 

いは、そういう所業をしたこの者たちは神々の子ではないと言わせるようにして、その.両方ともを肯定 勺 こ語ら 

せないようにしよう。また神々が悪いものを産むこと、半神の英雄たちとても人間より何らすぐれてはいないと 

いうようなことを、われわれの若者たちに信じさせようと企てるのも許さないようにしよう。な-^なら、うれわ 
ン、，， (7) 

E れが前に言っていたように、そうした内容は敬虔でもなければ、真実のことでもないのだから。じじつ、われわ 
れは、神々から悪い事柄が生じるのは不可能だということを、ちゃんと証明したはずだからね」 

5 『イリアス』第二三卷一七五行以下。 

6 テセウスはペイリトゥスに助けられてへレネを掠奪し、 
またペイリトゥスが冥界からペルセポネを連れ去ってこよ 
うとするのを助けた0 

7 n. 37 00 B, 380C. 


1『ィリアス』第ニニ卷一五、二〇行。 

2『ィリアス』第二一巻一三〇—一三二行、ニーニ—ニニ 
六行、二三三行以下。「神である河」とはスカマンドロス 
河のこと。 

3 『ィリアス』第二三巻一四〇 — 一五一行。 ， 

4 『ィリアス』第二四巻一四行以下。 
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「間違いなくそのとおりです」 

「そのうえ、そういった話は聞く者たちにとって有害でもある。なぜなら、どんな人でも、 

神々の近親者たち 

ゼゥスの近い身内の者たち彼らのためにはイダの山上に 
御祖ゼゥスの祭壇が空たかく祀られてある 
また— 

( 1 ) 

彼らの内には神霊(ダイモーン)の血がまだ消えやらぬ 

とうたわれるような者たちでさえ、そのような所業をしているし、またしたのだと信じているならば、ほかなら 
ぬ自分自身の悪行に対して、どうしても寛容にならざるをえないだろうからね。こうした理由で、われわれはそ 
のような物語をやめさせなければならない I われわれの若者たちの中に、悪に対するはなはだしい無頓着さを 
生みつけることのないように」 

「まさしくおっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

「では」とぼくは言った、「どのような話を語るべきであり、また語るべきでないかを規定しつつある われわ 
れにとって、取り上げるべき話の種類としてまだ 何が 残されているだろう か？ つまり、神々についての話の こ 
とは、 それが どのように語られなければならない かが、 すでに述べられたわけ だ。 また ダイ モー ンや 英雄たち や 
ハデスの国(冥界)のことについてもね」 

「ええ、たしかに」 
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「そうすると残っているのは、人間についての話ということになるのではないかね？」 

「明らかにそうです」 

「ところが、君、そのことについては、われわれはいまこの段階で、規則を決めることはできないのだ」 
「どうしてですか？」 

「ほかでもない、ぼくの思うに、われわれとしては、きっとこのように言うことになるだろう-詩人たちも 

B 散文作家たちも、不正でありながら幸福な者や、正しい人で不幸な者がたくさんいると語ったり、また、不正を 
はたらくことは気づかれさえしなければ得になることであり、他方正義は他人にとっては善いことだが、自分に 
とっては損害になることだと語ったりすることによって、人間の問題について最も重大な間違いをおかしている、 
と。そしてわれわれは、そのような内容のことを語るのを禁止し、これと反対の内容のことを歌ったり物語った 
りするように命ずることになるだろう。それとも、そうは思わな(かね？」 

「それはもう、よくわかっています」と彼は答えた。 

「その場合、もし君がぼくの言うことは正しいと同意するのであれば、ぼくは、われわれがずっと前から問題 
として探求している事柄そのものを、君がすでに同意してしまったものと認める ことになるだろうね？」 

「御推察のとおりです」と彼は言った。 

cr しかるに、人間の問題についてはいま言った ような 内容の話を語らなければならない ということは、われわ 


1アィスキユロスの失われた劇『-1オペ』からの引甲(： Fr . 155, Dindorf )。 
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{ 392 ) 


れが〈正義〉の何たるかを見出して、〈正義〉はその所有者にとって、その人が正しいと思われようと思われまいと 
本来得になるものだという結論に達したときにこそ、はじめてわれわれが同意してしかるべき事柄なのではない 
だろうか」 

「それはたしかに、あなたのおっしゃるとおりです」と彼は言った。 

六 

「さあそれでは、話の内容については、これで終ったことにしよう。つぎは、ぼくの思うには、語り方のこと 
を考えてみなければならない。そうすればわれわれにとって、何を語るべきかということと、いかに語るべきか 
ということとが、ともに完全に考察されたことになるだろう」 

するとアディマントスは言った、「それはどういうことを^っしゃっているのか、わかりませんが」 

「それはこまった、ぜひともわかってもらわなければ」とぼくは言った、「たぶんこんなふうに話を進めれば、 
もっとよ くわ かってもらえるだろう。——およそ物語作者や詩人によって語られることのすベては、過去•現 
在•未来の出来事の叙述なのではないかね？」 

「それ以外のものではありません」と彼は答えた。 

「では、彼らがその叙述を進めるのは、単純な叙述によるか、あるいは〈真似〉を通じて行なわれる叙述による 
か、あるいはその両方を用いた叙述によるか、このいずれかではないかね？」 

「それ もまた」 と彼は•言った、「もっとはっきり教えていただかなければ」 
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r どうやらぼくは教師としては、言うことがはっきりしなくて、人に笑われなければならない よう だね」 と 
ぼくは言った、 r それならひとつ、言論の能力のない人たちのやり方にならって、全体にわたって語らずに事柄 
E の一部分を取り上げ、それを例にして、ぼくの言わん とする ことを君に説明す るようにつと めて みよう。 

では答えてくれたまえ。——君は『ィリアス』の最初の部分を憶えているだろうね。あの詩人はそこのところ 
で、クリュセスが、自分の娘を解放して返してくれる ように アガ メムノンに 懇願したこと、アガ メムノンが これ 
393 に立腹したこと、クリュセスは願いがかなえられなかったので、神に祈ってアヵィア勢に呪いをかけたこと、を 
述べている」 

「ええ、知っています」 

「ところで、君の知るように、次の詩句—— 

……そしてアヵィア勢のみなに彼は懇願した 

{ 2 ) 

なかでもとりわけつわものらの統帥アトレゥス家の二人の王に向かって 

する「せりふ」の部分) (392 D 〜 394 D )、 ⑵役者、俳優があ 
る入物を真似る——演ずる——こと (395 A )、 ⑶観客•聴 
衆が登場人物の役柄を真似る——自己をその人物に同化す 

る-こと(395 0〜396 B ) などの、さまざまの局面での意 

味を含ませ、最後に、⑷第一〇巻において、存在論的、形 
而上学的な役割と意義をこの語に与える。 

2 『イリアス』第一巻一五—一六行。 


1ブラトンの詩論、芸術論において重要な役割を果す〈真 
似 X ミ ー メ I シス)の概念が、 ここで 本格的に登場す る。 
詩や絵画その他がミーメーシスにょって成立するといぅ考 
えは、ギリシアにおいてプラトン以前にも行なわれ、とく 
に前五世紀から有力となった。以下においてプラトンはこ 
の言葉に、⑴作者が作中人物の言葉を真似る——直接話法 
的に再現する——こと(叙述における「語り I の部分に対 
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{ 303 ) 


というこのところまでは、作者は自分自身の言葉で語っていて、われわれの注意をそらして語り手が自分以外の 
B 誰かであると考えさせようとは、まったく試みていない。ところが、この後になると、あたかも自分がクリュセ 
スであるかのように語り、話しているのはホメロスではなく年老いた神官であるというふうに、できるだけわれ 
われに思わせようと努めている。そしてこのほか、ィリオンでの出来事についても、ィタヶおよび『オデュッセ 
ィア』全体における出来事についても、すべての叙述をほぼこのようなやり方で行なっているのだ」 

「ええ、たしかに」と彼は言った。 

「それで、作者がそれぞれの場面でせりふを語るときも、せりふとせりふの間の語りの部分も、どちらも叙述 
であることはたしかではないかね？」 

「ええ、むろん」 

「けれども、自分があたかも誰か別人であるかのようにして、あるせりふを語る場合には、作者は自分の話し 
方を、これからその人が語ると彼が告げたそれぞれの人物に、できるだけ似せようとしているのだと、われわれ 
は言うべきではなかろうか？」 

「そう言うべきでしょう、たしかに」 

「しかるに、声においてにせよ、姿かたちにおいてにせよ、自分を他の人に似せるということは、自分が似よ 
うとしている相手の人を、真似るということにほかならないだろうね？」 

「そのとおりです」 

「したがって、そのような場合には、どうやら、ホメロスにせよ他の作家(詩人)たちにせよ、〈真似〉というや 


196 


国家(第三巻) 


E 
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り方で叙述を行なっていることになるようだ」 

「たしかにそうです」 

「これに対して、もし作家(詩人)がどこにおいても自分を覆いかくさないとしたら、彼の詩作と叙述の全体は、 
〈真似〉というやり方なしになされたことになるだろう。——しかし、ここでまたわからないと君に言われると困 
るから、それが実際にはどのようにしてなされるか、ぼくが自分で語ってみせることにしよう。すなわち、 ホメロ 
ス は、クリュセスが娘の身の代の品々を持ってアヵイア勢に、特にその王たちに嘆願しにやってきた ことを 語っ 
ているが、かりにもしその後のところも、クリュセスになりきったようにして語るのでなく、依然 ホメロス とし 
て語ったとしたならば、その語り方は〈真似〉ではなく、単純な叙述となっただろうことが、君にもわかるはずだ0 
それは大体のところ、次のようなものとなるだろう。ただし、韻はふまないでやる。ぼくは詩人ではないからね。 

『神官はやって来て、彼ら アヵイア 勢の人々には、 トロイアを 攻略のうえその身は無事帰国す ることを 神々が 
許したもうように、だが娘のことは、彼らが償い代を受け取り、神 (アポロン) を畏れて、 どうか 釈放して自分に 
返して くれるようにと 祈った。 

神官がこのように言うと、他の入々は敬意を表してそのことを承知したが、アガ メムノンは 怒って、即刻 立ち 

去って二度と来ないように命じた-そうしないと、簽杖も、神の標の毛総も、彼の身の護りとはならぬように 

なる だろう からと。そして彼の娘は、釈放され るより 前に、アルゴスの地で自分と ともに 年老いる だろうと 言い、 
彼が無事に家へ帰りたいと思うなら、ここを立ち去って自分を怒らせないようにせよと命じた。 

394老人はこれを聞いて恐れをなし、黙ってそこを立ち去ったが、陣営からはなれると、いろいろと熱、レにアポロ 
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ンに祈った、この神のさまざまの呼び名を呼びながら、そして、もし自分がこれまでに神殿を建てたり犠牲を捧 

げたりして贈ったもので、何かお気に召すものがあったとすれば、それを思い出して報いを給わる ことを 願いな 

がら —— 。こうして彼は、神がそれらのものを嘉したまいて、この神の矢によって アヵィア 勢たちが彼の涙の償 

( 1 ) 

いをすることになるようにと、 祈った のであった』 

——こんなふうにして、君、〈真似〉なしの単純な叙述はなされるのだよ」とぼくは言った。 

「わかりました」と彼は答えた。 

七 

「では、これもわかってくれたまえ」とぼくは言った、「せりふとせりふの間の作者の語りを取り除いて、対 

話の やりとり だけを残す場合には、こんどは、 今のと 反対の叙述法が なされることになるの だが」 

「そのこともわかります」と彼は答えた、「つまり、悲劇の場合がそれにあたるわけですね」 

「まさにそのとおり！」とぼくは 言った、 「それならもう、さっきははっきりわかってもらえなかったことを、 

君に明らかに示すことができると思う。つまりこういうことだ。創作(詩)や物語のうち、あるものはその全体が 

〈言 K 似〉というやり方によるものであって、君の言うように、悲劇や喜劇がこれにあたる。またあるものは、作者 

2 ) 

自身の報告に よる ものであって、君はおそらくディテュ ラン ボスに、それを最もよく見出す ことができるだろう0 

もうひとつは、その両方によるものであって、叙事詩の創作や、ほかにも多くの場合に見られるだろう。-も 

しわかってもらえるならね」 
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「いや、よくわかります」と彼は言った、「さっきは、それを言おうとなさっていたのですね」 

「それではついでに、その前のことも思い出してもらいたいのだが、われわれは、何を語るべきかはすでに述 
ベられたけれども、いかに語るべきかはこれから考察しなければならない、と言っていたね」 

「臆えて、/ますとも」 

「それなら、ぼくが言いかけていたのは、まさにこのことなのだよ——すなわち、いったいわれわれは、作家 
(詩人)たちに対して、真似ることによってわれわれに叙述するのを許すべきか、あるいは、あるものは真似ても 
よいがあるものはいけないとすべきか、その場合、よいものといけないものとは、それぞれどのようなものであ 
るか、それともまた、そもそも真似るということをまったく許すべきではないのか、このいずれであるかをわれ 
われは、お互いの同意にもとづいて決めなければならないということなのだ」 

「察するところ」と彼は言った、「あなたは、われわれが悲劇と喜劇を国家の中に受け入れるべきか否かを、 
考えていらっしゃるのですね」 

(3) 

「おそらくね」とぼく は答えた、「だが おそらく はまた、 それよりもっとたくさんのことかもしれないよ。じっ 

もある。ここで言われて いるよう に、本来は「報告」的な 
純粋の叙述形式のものであったが、のち アリストテレスの 
時代ごろまでに、対話に よるドラマ 的な形態に変った。 

3じじつ第一〇卷に至って、問題はさらに大きく拡大され 
る0 


1以上『ィリアス』第一卷一七—四二行のパラフレ—ズ。 
2 ディオーーユソス神を讚えてこの神にまつわるさまざまの 
物語を歌ぅ、前六世紀ころまでにギリシア抒情詩の有力部 
門をなすに至った詩形式。ピンダロス、バッキュリデスな 
どの抒情詩人はいずれもすぐれたディテュランボス作家で 
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(39 ハ 


さい、ぼくにはまだいまのところ、わからないのだからね。われわれとしては、どこへでも議論が風のようにぼ 
くたちを運んで行くほうへと、進んで行かなければならないのだ」 

「ええ、結構ですとも」と彼は言った。 

「それでは、アディマントス、このことを考えてくれたまえ。つまりそれは、われわれの国の守護者たちは真 
似の達者な人間であるべきかどうか、という問題だ。はたしてこのこともやはり、先の原則に従って考えられる 
ものだろうか？すなわちそれによれば、それぞれの人間は一人で一つの仕事をすれば立派にできるが、一人で 
多くの仕事をうまくこなすことはできず、あえてそうしようとすれば、たくさんのことに手を出してすべてに失 
敗し、どれにおいても名のある者とはなれないだろうということだったが」 

「疑いもなく、そういうことになるでしょう」 

「だから、〈真似〉についても同じ道理で、同じ一人の人間が たくさんの ものを真似しようとしても、ただ 
のものを真似するようには、 うまくで きないのではないかね？」 

「たしかにできません」 

「とすれば、まして や 何か言うに値する仕事を本業と しても ちながら、それと同時に、 たくさんのものを 真似 

して〈真似〉の達者な人となるというようなことは、とうていできないだろう。げんに、〈真似〉のあり方としては 

互いに近い関係にあると思われている二つの領域のものですら、同じ人間がその両方にわたってうまく<真似>を 

— ( 1 ) 

行なうということは、できないだろうからね。たとえば、喜劇と悲劇を創作する場合などがそうだ。それとも、 
君はついさっき、この二.つを〈真似〉によって成立するものとは呼ばなかったかね？」 


つ 
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「そう呼びました。そして同一の作家で両方うまくできる者はいないと言われるのも、たしかにほんとうのこ 
とです」 

「また、吟誦詩人であると同時に俳優であるということも、そうだ」 

「そうです」 

「さらには、その俳優にしたところで、同じ人間が喜劇役者でもあり、悲劇役者でもあるというわけには行か 
ない。そしてこれらはすべて、〈真似〉事なのだ。そうではないかね？」 

「ええ、〈真似〉事です」 

「そしてぼくには、アディマントス、人間の自然的素質というものは、それらよりもさらに小さなものへと細 
分化されているように見える。だから、たくさんの物事を うまく 真似するということは、あるいは、そうした 
《真似〉事によって描写される実際の物事を数多く行なうということもだが、元来不可能なことなのだ」 

「まったくおっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

八 

「したがって、われわれが最初に定めた原則——すなわち、われわれの国の守護者たちは、他のすべての職人 


1『饗宴』 223 D で これと 逆の ことが 言われている。事実上 篇の悲劇も書かなかった し、アィス キュ ロスやソポクレス 
は、ギリシア 文学に おいて、たとえばアリストパネスは 一 などの悲劇詩人たちも一篇の喜劇 も 書かなかった。 
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挪 C 仕事から解放されて、もっぱら、国家の自由をつくり出す職人としてきわめて厳格な腕をもった専門家でなけれ 
ばならず、およそこの仕事に寄与することのないような他のいっさいの営みに手を出してはならない と、〜っ、 こ 
の原則をわれわれが守り通そうとするならば、彼ら守護者たちは、ほかのことを何ひとつ仕事として行なっては 
ならないのと同様に、〈言 K 似すること〉も許されない、ということになるだろう。そしてもし真似するのであれば、 
彼らにふさわしいもの、すなわち勇気ある人々、節度ある人々、敬虔な人々、自由精神の人々、そしてすベてこ 
のよ3な性格のものをこそ、早く子供のときから真似すべきであって、逆に賤しい性格の物事は、実際に行なっ 
てもならないし、それを真似るのが上手であるような人間であってもならないのだ。その他、およそ醜いことの 
何についても同様である。それはほかでもない、真似をしているうちに、彼らがそこから実際にその性格を自分 
D の中に受け入れるということが、あってはならないからなのだ。それとも君は、気づいたことがないかね——真 
似というものは、若いときからあまりいつまでもつづけていると、身体や声の面で も、 精神的な面で も、 その A 
の習慣と本性の中にすっかり定着してしまうものだということ に？」 

「ええ、大いにあります」と彼は答えた。 

「それではわれわれは」とぼくは言った、「われわれが気にかけて育成し、すぐれた人物とならねばならぬと 

言っている人々が、男でありながら女の真似をすることを-若い女であれ年取った女であれ、あるいは夫を罵 

ったり、自分が幸福で あると 思って神々に対して争ったり驕りたかぶったり している 女に せよ、あるいは災難の 

E うちに悲しみと嘆きにくれている女にせよ——けっして許さないだろう。まして病気の女や、恋している女や、 
( 1 ) 

陣痛の女の真似をすることなど、とうてい許すことはできないだろう」 
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「まったくおっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

「さらに、男女を問わず奴隸たちが、奴隸の仕事をしているのを真似るのもだ」 

「ええ、それもいけません」 

r さらにまた、思うに、劣悪な男たち、すなわち、臆病な男たちや、さっきわれわれが言ったのと反対のこと 
をしている男たちを、けっして真似てはならないだろう——お互いに罵ったり嘲ったり、酔ったときにせよ素面 
396のときにせよ汚らしい言葉をはきちらしたり、その他およそこういった連中が言行いずれにおいても、自他に対 
して行なうような過ちを犯しているところをね。またぼくの思うには、言葉においても行為においても、気の狂 
った人々に自分を似せるような習慣をつけてはならない。たしかに、気の狂った人々についても邪悪な人々につ 
いても、それが男にせよ女にせよ、知識はもたなければならないけれども、しかしその種の人々のすることを何 
ひとつ実際に行なうべきではないし、真似すべきでもないからね」 

「たしかに、おっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

「ではどうだろう」とぼくは言った、「鍛冶屋その他の手職人たちの仕事の様子だとか、人々が三段撓船を漕 

いうことは、国の守護者となるべき者が、作家として、あ 
るいは俳優として劇中人物を「真似る」ことではなく、む 
しろ観客として、あるいは聴き手として「真似る」ことの 
ほうに、意味の中心が移行していると解されよう。 392 D 
注1参照。 


1 これらは、 エゥリピ デス劇のことを指していると思われ 
る。 アリストパネス 『蛙』一〇四三—一〇四四行、一〇八 
〇行に、 エゥリピ デス劇の登場者について同じことが言わ 
れている。 

2 この前後の文脈 (395 wi 396 w ) において、「真似る」と 
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いでいるところや、その人たちに水夫長が掛声をかけているところだとか、あるいはその他そうした事柄に関係 
B のあることは、これを真似すべきだろうか？」 

「どうしてそんなことが許されましょう」と彼は言った、「そうしたことのどれひとつに も、 注意を向けるこ 
とさえ許されないだろうような者たちに対して」 

「ではどうだろう——馬のいななきや牛の吼ぇるところ、河の音や海の波の音や雷鳴や、またすベてこれに類 
するものを、彼らは真似すべきだろうか？」 

「いや、彼らにはすでに」と彼は言った、「気が狂うことも、気の狂った者を真似ることも、禁じられたはず 
です」 

「そうすると」とぼくは言った、「もしぼくが君の言おうとすることを理解しているとすれば、 

こ >っい >っことに 

なる。 I すなわち、一方には、本当に立派ですぐれた人が何かを語らなければならない場合に、きっとそれに 
従って述べるであろうような、あるひとつの語り方と叙述の種類があり、他方にはまた、これと違った別の種類 
があって、先の人とは生まれも育ちも正反対の者はいつもそれにしがみつき、それに従って叙述を行なうだろう」 
「とおっしゃると、それらはどのようなものなのでしょうか？」と彼はたずねた。 

「その一方だが」とぼくは言った、「ぼくの思うに、適正な性格の人は、叙述を進めて行くうちに、すぐれた 
人物のある言葉なり行為なりのところに来た場合には、自分がその人物になったつもりでそれを報告する気持に 

すすんでなるだろうし、そのような真似なら恥ずかしいとは思わないだろう-それも、すぐれた人が過ちなく 

思慮ぶかく行動している.ところなら、とりわけ積極的に真似しようとし、他方しかし病いや恋や酷酊によって、 
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その他何らかの災難によってつまずいているのを真似るのは、それほど積極的にでなく、より少い機会にとどめ 
るだろう。けれども逆に、自分自身に似つかわしくないような人間が登場する場面に来た場合には、彼は、その 
人物がたまたま何か善いことをする場合のようなわずかな機会を例外として、本気になって自分を自分より劣っ 
た人間に似せようという気持にはなれずに、そうすることを恥ずかしいと思うだろう。それは一つには、そのよ 
うな人間の真似をすることには慣れていないからでもあるし、一つにはまた、自分が心中軽蔑しているような、 
より劣悪な人間たちの型に自分をはめこんで形づくるということを、嫌惡するからでもある。冗談にするのでも 
ないかぎりはね」 

「おそらくそうでしようね」と彼は言った。 

九 

「だから彼は、われわれが少し前にホメロスの叙事詩について述べたような叙述の仕方を用いることになり、 

( 1 ) 、 
こうして彼の語り方は、〈真似)と単純な叙述との両方のやり方を含みはするけれども、〈真似 > が占める部分は、 

長い話のなかで少ししかないことになるのではなかろうか。——それとも、ぼくの言うことは間違っているか 

ね？」 

「いいえ、大いにおっしゃるとおりです」と彼は言った、「それこそ、そのような話し手が用いざるをえない 


1シヨーリィやシャンブリィとともにアダムの校訂(&>"> , 115の代りに&ヨ>%を読む)に従ぅ。 
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娜ような語り方の様式です」 

397 「そうすると」とぼくは言った、「こんどはそれと違ったもう一方の語り手は、その語り手がつまらぬ人間で 

(1) 

あればあるほど、それだけいっそう何もかもを真似することになるだろうし、どんなことでも、自分に&つかわ 
しからぬとはけっして思わないだろう。したがって彼は、あらゆるものを本気になって、それもたくさんの人々 
の前で、真似しようとこころみることだろう^——われわれがさっき言っていたような、雷鳴だとか、風や雹や車 
軸や滑車の音だとか、また喇叭や笛や牧笛やあらゆる楽器の音だとか、さらには犬や羊や鳥の声までも含めてね。 
B こうしてこの人の語り方は、そのすベてが声や身振りによる〈真似〉によってなされることにな り、 叙述を含むと 
しても、わずかなものとなるだろう」 

「これもまた、そうならざるをえないでしよう」と彼は言った。 

「では」とぼくは言った、「さっきぼくが語り方の二つの種類と言ったのは、これらのものなのだ」 

「ええ、事実またそのとおりですからね」と彼は答えた。 

「ところで、これら二つのうち、一方の種類のものは、変化抑揚にとぼしく、もしそれに適した音楽の調べと 
リズムをこの語り方に与えるとすれば、正しい吟唱のための語りはほとんど同じ調べをとり、単一の音調のうち 
C になされることになるのではないかね。なにしろ、変化が少ししかないのだから。さらにはそのリズムもまた同 
様に、何か一様齊一なリズムとなるのではないかね？」 

「まさにそのとおりです」と彼は言った。 

「では、もう一人のほうの語り方の種類はどうだろう？まったく反対に、こちらはこちらでそれにふさわし 
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く語られるためには、先の場合とは反対に、ありとあらゆる音調とリズムを必要とするのではないだろうか？ 
なにしろこの語り方は、ありとあらゆる形の変化抑揚をもっているのだから」 

「大いにそのとおりです」 

「しかるに、すべての作家(詩人)と語り手は、上に挙げた語り方の様式のうち、第一のものを用いることにな 
るか、第二のものを用いることになるか、それとも何らかのかたちで両方を混合することになるか、このいずれ 
かではないかね？」 

「必然的にそうなります」と彼は答えた。 

「ではわれわれとしては、どうしたものだろうか？」とぼくは言った、「われわれの国家には、これらすベて 
のものを受け入れるべきだろうか、それとも、混合されないどちらか一方だけにすべきだろうか、あるいは混合 
された様式にすべきだろうか？」 

「もし私の一票がきくのでしたら」と彼は答えた、「すぐれた人物の真似を行なう、混合されない様式を受け 
入れるべきです」 

「しかしね、アディマントス、混合された様式だって、たしかに楽しいものだし、さらにずっと、子供たちや 
その養育掛りの者たちにとって、そして大多数の大衆にとって、いちばん楽しいのは、君が選んだのと反対のほ 
うの様式なのだょ」 


1 アダム、ショ—リィ、シャンブリィなどとともに、397 A 2において-£^ 0^^31(ミユンへン写本)を読む。 
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「たしかにそれが、いちばん楽しいでしょうね」 

「だが、おそらく君は」とぼくは言った、「それはわれわれの囯家のあり方には合わないと言いたいのだろう。 
なにぶんにもわれわれのところには、各人が一つのことだけをするのである以上、二面的な人間も多面的な人間 
もいないのだからね」 

「ええ、たしかに合わないのです」 

「またそれだからこそ、ただそのような国家においてのみ、靴作りはまさに靴作りであって、靴作りの仕事に 
加えて船長を兼ねるのではなく、農夫は農夫であって、農夫の仕事に加えて裁判官を兼ねるのではなく、戦士は 
戦士であって、戦争のほかに金儲けをするのではなく、そしてすベての者がこのとおりであるのを、われわれは 
見出すことになるのだろうね」 

「そのとおりです」と彼は答えた。 

「したがって、思うに、ここにその才能のおかげでどのような入にでもなりすますことができ、あらゆるもの 
を真似ることのできる男がいたとして、もしその男が、自分自身と自分の作品の披露をしたいと思ってわれわれ 
の国へやってきたとしたならば、われわれはその男の前にひれ伏して、神聖な、驚嘆に値する、楽しい人として 
敬意を表するだろうが、しかし、われわれのところのこの国にはあなたのような人はいないし、またそもそもい 
ることが許されてもいないのだと言って、その頭に香油をふり注ぎ、羊毛の飾りを冠せてやったうえで、よその 
国へとお引取り願うだろう。そしてわれわれ自身は、人々の為になるようにと、もっと渋くてもっと楽しくない 
詩人と物語作者を採用す■るだろう。それはほかでもない、われわれのためにすぐれた人物の語り方を真以し、す 
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ぐれた人物の語る ことを 語り、われわれがはじめに戦士たちの教育にとりかかった ときに 制定した ところの、 あ 
の規範を守るような作家なのだ」 

「そうですとも」と 彼は言った、 「まさにそのとおりのことをわれわれはするでしよう。もし事をまかせられ 
ているのでしたら ね」 

「それではこれで」とぼくは言った、「どうやら、君、音楽•文芸のうちで話と物語に関することは、 すっ か 
り片がついたようだ。何が語られるべきかということも、いかに語られるべきかということも、述べられてしま 
ったのだからね」 

「私自身にも、そのように思われます」と彼は言った。 

I 〇 

「そうすると、このつぎには」とぼくは言った、「歌と曲調のあり方に関することが残されているのではな ハ 
( 2 ) 

かね？」 

「ええ、明らかに」 

「ところで、ここまでくればもう、これまで言われてきた事柄に合致した立場を とろうと するならば、 わ tL わ 

1 F 379 Asqq . 本来、音楽は抒情詩のためにのみ作曲され、抒情詩は音楽 
2ギリシアの古典期までは、抒情詩入は自分の詩のために に合わせて歌われるために作詩されたことが、この箇所全 
作曲した。ここから話題は抒情詩に関係する事柄に移る？ 体を通じて念頭に置かれなければならない。 
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れはそれらがどのようなものでなければならぬと言うべきかは、誰にでも見て取れることではないだろうか？」 
するとここでグラゥコンが、笑って言うには、 

「そうすると、ソクラテス、どうやら この私は、その『誰に でも』 のなかには入っていないよ うです ね。じっ 

さい、さしあたって私には、この問題についてわれわれとしてどのようなことを言わなければならないのか、じ 

ゅうぶんに推察できないのですから。おおよその見当ならつきますけれども」 

「いずれにしても君は」とぼくは言った。「まず第一に、次のことはよく納得できて、言えるはずだ——歌と 

いうものは三つの要素、すなわち言葉(歌詞)と、調べ(音階)と、リズム(拍子と韻律)とから、成り立っていると 
( 1 ) 

いうことは」 

「ええ、そのことなら」と彼は答えた。 

「それでは、歌のうち言葉に関するかぎりのことは、われわれがさっき述べたのと同じ規範に従い、同じ仕方 
で語られなければならないという点において、歌われない言葉の場合と少しも違わないはずだね？」 

「そのとおりです」と彼は答えた。 

「そして調べとリズムは、言葉に従わなければならない」 

「もちろんです」 

( 2 ) 

「しかるにわれわれは、言葉で詰るいろいろの話のなかに、悲しみや嘆きはいっさい不必要であると主張した」 
「たしかに不必要ですとも」 

「では、悲しみをおびた調べとしては、どんなものがあるだろうか？言ってくれたまえ。君は音楽通なのだ 
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「混合リュディア調や、高音リュディア調や、これに類するいくつかのものです」 と グラゥコンは答えた。 
「そうすると、それらの調べは、排除されなければならないわけだね？」 とぼく は言った、「女たち にと っ 
さえ、すぐれた人間であるべきなら、そうした調べは無用のものだし、 まして 男子にとっては、いうまでもない 
ことだからね」 

「ええ、たしかに」 

「さらにまた、酔っばらうことや、柔弱であることや、怠惰であることは、国の守護者たちにとって最もふさ 
わしくないことだ」 

「もちろんです」 

「では、柔弱な調べや酒宴用の調べとしては、どんなのがあるかね？」 

「イオニア調やリュディア調のある種類のものが、『弛緩した)』と呼ばれています」と彼は答えた。 


ょると、調べ(音階)の基本的な種類には、リュディア調、 
イオニア調、ドリス調、プリュギア調の四つがあり、これ 
に「緊張した」(シュン トノス)、 「弛緩した」 (カララ) の変 様 
を加えて、次の六つの調べ(音階)が行なわれていたことに 
なる。⑴ ミクソ (混合) •リュ ディア調、⑵シュ ントノ •リ 
ュディア調、 ⑶カラロ •イオニア調、(4) カラロ •リユ デイ 
ア調、⑸ドリス調、(6)ブリュギア調。 


1 39 SC 注2參照。調べ(音階)(ハル モーーァ I )は 音の高低 
(兌〇, PCCPC ') に関わり、 リズム (拍子と韻律) (リュ ト モス)は 
音の急緩 ( TCCXC ', TPPQSC ') に関わる。 

2 387 D 〜 3800 D . 

3 「弛緩した」あるいは「ものぅい」 (XOCAapdo といぅ語は、 
少し前に出てきた「高音リュディァ調」の「高音」(<70<1^〇\;〇5 
=緊張した)と反対の性格を示す。——この前後の箇所に 
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「では、君、君はそれらの調べを戦士たちのために使うことがあるだろうか？」 

「いいえ、全然」と彼は答えた、「しかしあなたには、どうやらドリス調とプリュギア調が残されるようです」 
ぼくは言った、 

r ぼくはそれらの調べのことは知らない。しかしとにかく、君に残してもらいたいのはあの調べだ。すなわち 
それは、戦争をはじめすベての強制された仕事のうちにあって勇敢に働いている人、また運つたなくして負傷や 
死に直面し、あるいは他の何らかの災難におちいりながら、すべてそうした状況のうちで毅然としてまた確固と 
して運命に立ち向かう人、そういう人の声の調子や語勢を適切に真似るような調べのことだ。そしてまたもう一 
つは、平和な、強制されたのでなく自発的な行為のうちにあって、誰かに何かを説得したり求めたり——相手が 
神であれば祈りによって、人間であれば教えや忠告によって——しながら、あるいは逆に、他の人が求めたり教 
えたり説得したりするのにみずから従いながら、そしてその結果が思い通りにうまく行って、そのうえでけっし 
て驕りたかぶることなく、これらすベての状況において節度を守り端正に振舞って、その首尾に満足する人、そ 
ういう人を真似るような調べだ。 

これら二つの調べ1一つは強制的な状況に対応し、一つは自発的な状況に対応するそれ、——一つは不運の 

うちにある人々の、一つは幸運のうちにある人々の、——一つは節度ある人々の、一つは勇気ある人々の、声の 

調子を最も美しく真似るような、何かそのような調べを残してくれたまえ」 

「いやそれでしたら」と彼は答えた、「あなたが残すように求めておられる調べは、私がいま挙げたのと別の 
( 1 ) 

ものではありませんよ」 
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「そうすると」とぼくは言った、「われわれには、歌と曲調のなかで多くの絃を使うことも、あらゆる調べ(音 
階)を含むような様式も、必要ないことになるだろう」 

「そう思われます」と彼。 

( 2 ) 

「してみると、三角琴やリュディア琴などの、およそ多くの絃をもち、多くの転調を可能にするようなすべて 
の楽器を作る職人を、われわれは育てはしないだろう」 

「ええ、明らかに」 

( 3 ) 

「では どうだろう ——君は笛を作る職人たち やその 演奏者たちを、国の中へ受け入れる かね？それとも、こ 
の笛こそは、いわば最も『多絃的』 な 楽器であり、 あらゆる 転調を こなせるような 他の さまざまの 楽器 そのもの 
が、この笛を真似た ものと いえるのではないかね？」 

「明らかにそうです」と彼は答えた。 

(4) 

「そうすると 君には」 とほくは 言った、 「リユラとキタラと が残されて、都市で用いられる ことになる。 他方 
また田舎では、牧人たちが一種の牧笛を持つ ことになるだろう」 

「たしかに、議論がわれわれに示す ところでは」と 彼は言った、「そういう ことになります からね」 


1すなわち、〈勇気〉を表現するドリス調(『ラ ケス： | 1 S 8 D 3 原名アゥ ロス 。精巧に作られていて、音調の変化に きわ 
参照)と、〈節度〉を表現するプリユギア調。 めて富んでいた。 

2 ともに、もと異国から輸入された多絃の琴。三角琴はと 4 どちらも 立琴。 リユラは 一般に使われ、 キタラは 主とし 
くに、 ものぅい 官能的な曲調に適する。 て専門家が演奏した。 
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1 E 「それにね、君」 とぼく は言った、「われわれはアポロンとアポロンの楽器を、マルシュアスとその楽器ょり 

( T ) 

もまさると 判定しているのだから、何も新奇な ことを しているわけではないのだ」 

「ゼゥスに誓って」と彼は言った、「私もそぅ思います」 

「そしてまた、犬に誓っへて一言ぅけれども」とぼくは言った、「われわれは、贅沢にふくれ上った国家とさっき 

( 3 } 

呼んだところの国家を、こうしてまったくそれと気づかぬうちに、もういちど浄化してきたことになるわけだ」 
「われわれの節度のしからしめるところでしょうね」と彼は言った。 


「さあそれなら」とぼくは言った、「これからも、その浄化の作業をつづけて行くことにしよう。すなわち、 
調べ(音階)のことにつづくわれわれの課題は、リズムに関する事柄ということになるだろう が、 われわれとして 
は、あまり複雑なリズムや、あまり多種多様な脚韻を追い求めないで、秩序ある生活や、勇気ある人の生活を表 
わすリズムはどのようなものであるかを見ることだ。そしてそれを見たならば、詩脚と曲調をそのような生活を 
表わした言葉に従わせるべきであって、言葉のほうを詩脚と曲調に従わせるべきではない。しかし、そのような 
リズムとしては何と何があるかということについては、調べの場合と同様に、それを告げるのは君の役目だ」 
「いや、ゼゥスに誓って」と彼は言った、「それは私には言えません。というのは、脚韻には基本的に何か三 

( 4 ) 

種類の型があって、さまざまの脚韻はそれらから組成されていること、それはちょうど音声の場合に、すべての 

( 5 ) 

調べ(音階)を組成するための四つの基本的なものがあるのと同様であるということ、このことなら"私のすでに 
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観察したところであって、ちゃんと言うことができます。けれども、どれがどのょうな生活を模したものかとい 
う点になると、言、っことができないのです」 

( 6 ) 

「いや、 そのことなら」とぼくは言った、「ダモンにでもまた相談してみょう。賤しさや、 傲慢 さや、狂気や、 
またそのほかの悪にふさわしい脚韻にはどんなのがあるか、そしてどんなリズムをそれと反対のもののために残 
すべきか、ということはね。思えばぼくも、あまりはっきりとではないが、彼が『複合的なエノブリオス)』だと 
か、 『ダクテュロス』だと か、 『へーローオス』だとか——これを彼は、ぼくにはよくわからないがある仕方で 排 


比の脚、 (3) トロカイオス (1 C ) やイアンボス ( CI ) のょぅ 
に、2:1の比の脚のこと。 

5 これが何を指すかについては解釈がさまざまに別れてい 
る。音階を構成する基本的な諸音程をなす四つの数的な比 
(2:1, 3: 2, 4:3, 9: 8) のことか、あるいは先に出てきた四 
つの調べ(ブリユギア調、リユディア調、ドリス調、イオ 
ニア調)のことか。 

6 アテナイの高名な音楽の教師(『ラケス』 100 OD 、 『アル キ 
ビアデス1』11000参照)。 

7 行進曲のリズム (C 卜 CC 卜 CC 卜)の名。次のダクテュ 
ロス (脚の名)は注 4 を見よ。へ In 丨オス (英雄律)は叙事 
詩のリズム(長短短(ダクチュ ロス) または長長(スポングイ 
オス)の六脚からなる)。 


1 マルシュアス (プリ ュギアのサテュ ロス) はその笛をもっ 
てアボロンの琴(キタラ)と技を競い、ムゥサイ(ミューズ 
の女神たち)の判定によって敗れ、皮をはがれた(アポロド 
ロス、一の四の二)。ソクラテスの言葉はこの伝説を指し 
て言われている。 

2 ソクラテスがしばしば用いる独得の誓いの言葉(『国家』 
ではここのほか！ X . 592 A)o 

3 n. 372 E . 

4 詩の一行の韻律を構成する単位は、音節の長( I )短 ( c ) 
の組合せ(前者は後者の二倍の長さ)からなる「脚」(プゥス) 
と呼ばれる。脚韻の三つの基本的な型とは、(1)ダクテュロ 

ス (—— やスポングイオス ( - ) やアナパイストス (vy 

cl ) のよぅに、組合せが 2:2 の比で ある 脚、⑵パ イアー 
ン (—— CCC ) やク レ— テイ コス (1 C —— ) のよぅに、3 : 2の 
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柳列し、等しい長さを上と下に置いて、短い音に移ったり長い音に移ったりするのを説明していたっけ I とにか 

くそう いった名前を挙げていたのを、聞いたことがあるような気がする。それから、ぼくの間違いでなければ、 2 

( 2 ) 

『ィアンボス』だとか、他のあるものを『トロヵィオス』だとかいった名前で呼び、これらに長さと短さを当て 
C がっていたようだった。そして、彼はこれらのあるものに対して、リズムそのものに劣らず詩脚のもっているさ 
まざまのテンポを、非難したり賞讚したりしていたように思う。あるいは、その両方を一緒にしたものを取り上 
げていたのだったかもしれない。——ぼくにはどちらとも言えないのでね。 

しかしながら、 こうした 事柄は、いま言った ように、 ダモンにまかせてお預けにして おくことにしよう。これ 
らを細かく決めるには、わずかの議論ではすまないからね。 それとも 君は、簡単にすむ と 思うかね？」 
r ゼゥスに誓って、けっしてそうは思いません」 

「だが少なくともこのことは、君も決定できるはずだね——つまり、〈優美さ〉(気品)と〈みぐるしさ〉とは、そ 
れぞれリズムの良さと悪さとに伴うものだということは」 

「ええ、もちろん」 

D 「しかるにまた、リズムの良さと悪さとは、一方は美しい語り方に倣いながらつき従い、他方はその反対の語 

り 方につき従うものであって、さらに調べの良さと悪さもまた同様である、-いやしくも、 さっき 言われたよ 

うに、リズムと調べは言葉に従うのであって、言葉のほうがこれらに従うのではないとすればね」 

「いやたしかに」と彼は言った、「それらのほうを言葉に従わせるべきです」 

「ではさらに、語り方と言葉は どうだろう？」とぼく は言った、「それは魂の品性に従うのではないかね？」 



国家〈第三巻) 


401 


E 


「もちろんです」 

「そしてその語り方に他のものは従うのだね？」 

「はぃ」 

「そうすると、すぐれた語り方と、すぐれた調べと、様子の優美さ(気品)と、すぐれたリズムとは、人の良さ 
(エゥエーティア)に伴うものだ、ということになる——ただしそれは、愚かさのことを体裁よく『人が好い』と 
呼ぶ場合のそれではなく、文字通りの意味でその品性(エートス)が良く(ヱゥ)美しくかたちづくられている心の 
ことだが」 

「まったくそのとおりです」と彼は答えた。 

「では若者たちは、将来自分の任務を果す人間となるべきであるならば、それらのものをあらゆるところに追 
い求めなければならないのではないかね」 

「追い求めるべきですとも」 

「しかるに、おそらくそれらの性質は、たとえば絵画やすべてそれに類する制作のうちにも、また機織や刺繡 
や建築や、またその他のさまざまの道具を作る仕事のどれにも、さらには、身体の本性や、自然のうちに生じる 
他の数々のものの本性のうちにも、いくらでも見出せるものなのだ。じっさい、これらすベてのものの中には、 

1 へ丨口丨オスの脚は、ダクテュロスを使用すれば短音に シス)の位置に関連して言われている0 
終り、スボンダィオスを使用すれば長音で終る (400 W 注 7 2 400 A 注 4 を見よ0 
を見よ)。なお「上」と「下」は音の揚(アルシス)と抑(テ 
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1 たしかに〈優美さ〉あるいは〈みぐるし さ〉 が内在しているからね。そして、様子のみぐるし さとリズムの 劣悪 さと 
調べの劣悪さとは、悪しき語り方と悪しき品性の兄弟であり、それと反対のものは反対のもの——節度あるすぐ 
れた品性の兄弟であり、写しなのだ」 

「完全におっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

I 二 

B 「それではわれわれは、ただ詩人たちだけを監督して、すぐれた品性の似姿を作品の中に作りこむようにさせ、 
さもなければ、われわれのところで詩を作ることを許さずにおけばよいのだろうか？それともむしろ、他のさ 
まざまの職人たちをも同じように監督して、問題の悪しき品性や放埒さや下賤さやみぐるしさを、生きものの似 
像のうちにも、建築物のうちにも、そのほかどのような制作物のうちにも作りこまないように禁止し、それを守 
ることのできない者は、われわれのところでそうした制作の仕事をすることを許さないようにすべきだろうか、 
—— ほかでもない、われわれの国の守護者たちが、ちょうど悪い毒をもった牧草地の中で育てられるように、悪 
C しきものの似像の中で育てられて、そうした多くのものから日々少しずつ摘み取っては食べて(るうちに、つも 
りつもって知らぬまに大きな悪の堆積を、自分自身の魂の中につくり上げることのないようにね。いや、わ ix わ 
れの探し求めるべき職人は、そのすぐれた素質によって、美しく気品ある人の本性がのこす跡を追うことのでき 
るような制作者でなければならないのではないか、——これまたほかでもない、若者たちがいわば健康な土地に 
住むように、あらゆるものから身の為になるものを摂取して、いたるところから、あたかもそよ風が健全な土地 
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から健康を運んでくるように、美しい作品からの影響が彼らの視覚や聴覚にやってきて働きかけ、こうして彼ら 
を早く子供のころから、知らず知らずのうちに、美しい言葉に相似た人間、美しい言葉を愛好しそれと調和する 
ような人間へと、導いて行くためにね」 

「それはもう」と彼は答えた、「そうするのが彼らには、何よりもずっと立派な育てられ方でしょう」 

「だから、 グラゥコン」 とぼくは言った、「そういうことがあるからこそ、音楽.文芸による教育は、決定的 
に重要なのではないか。なぜならば、リズムと調べというものは、何にもまして魂の内奥へと深くしみこんで行 
き、何にもまして力づよく魂をつかむものなのであって、人が正しく育てられる場合には、気品ある優美さをも 
たらしてその人を気品ある人間に形づくり、そうでない場合には反対の人間にするのだから。そしてまた、そこ 
でしかるべき正しい教育を与えられた者は、欠陥のあるもの、美しく作られていないものや自然において美しく 
生じていないものを最も鋭敏に感知して、かくてそれを正当に嫌悪しつつ、美しいものをこそ賞め讚え、それを 
歓びそれを魂の中へ迎え入れながら、それら美しいものから糧を得て育くまれ、みずから美しくすぐれた人とな 
るだろうし、他方、醜いものは正当にこれを非難し、憎むだろうから——まだ若くて、なぜそうなのかという 
理を把握することができないうちからね。やがてしかし、理が彼にやって来たときには、このように育てられ 
た者こそは誰にもまして、その理と親近な間柄となっているためにすぐ識別できるから、最もそれを歓び迎える 
ことになるだろう」 

「たしかに私としては」と彼は答えた、「そのようなことのためにこそ、音楽•文芸による教育はあるのだと 
思います」 
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「そうすると」とぼくは言った、「たとえば、われわれが文字をじゅうぶんに読めるといえるようになったの 
はどういうときかというと、われわれが字母を、それが数少なくてもいろいろと現われるすべての語の中でけっ 
して見逃さないようになり、それらが小さなものの中にあろうと大きなものの中にあろうと、見分ける必要もな 
いなどと考えて軽視するようなことなく、それができるまでは文字を習ったとはいえないのだと考えて、あらゆ 
る場合に進んで熱心に読み分けるようになったときなのだが……」 

「そのとおりです」 

「また、水だとか鏡だとかいったものに文字の似姿がうつし出されている場合、われわれはもとの文字を知っ 
てこそはじめて、その似姿をも知ったといえるのであって、どちらを知るのも同じ技術と訓練を必要とするので 
はないかね？」 

「まったくそのとおりです」 

「それでは、ぼくが言いたいのはこういうことなのだ。——神々に誓って、音楽•文芸の場合もそれと同じよ 
うに、われわれ自身にしても、われわれが国の守護者として教育しなければならぬと言っている者たちにしても、 
節制や勇気や自由闊達さや高邁さやすベてそれと類縁のもの、他方またそれと反対のものの実際の姿が、いろい 
ろとくり返し現れるのをあらゆる場合に識別し、それらが内在しているあらゆるもののうちに、その実際の姿を 
も似姿をもともに認識できるようになるまでは、そして小さなもののうちにあろうと大きなものの うちにあろう 
と、けっしてないがしろにせず、いずれを知るにも同一の技術と訓練を必要とするものだと考えるようになるま 
では、われわれはけっして、音楽•文芸に習熟した者となったとはいえないのではないだろうか？」 
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「それはもう、必ずそうでなければなりません」と彼は答えた。 

「それでは」とぼくは言った、「もしもある人が、その魂の内にもろもろの美しい品性をもつとともに、その 
容姿にも、それらと相応じ調和するような、同一の類型にあずかった美し さを 合わせそなえて いると したら、見 
る目をもった人にとっては、およそこれほど美しく見えるものはないのではないか？」 

「ええ、たしかに」 

「そして、最も美しいものは、最も恋ごころをそそるものだね？」 

「もちろんです」 

「とすれば、真に音楽•文芸に通じた人は、できるだけそのような調和をそなえた人たちをこそ、恋すること 
だろう。逆に、この調和がないならば、彼はそのような者を恋しないだろう」 

「恋しないでしょうね——少なくとも、その欠陥が魂のほうにあるとするならば」と彼は言った、「しかし、 
身体のほうに何か欠陥があるだけなら、がまんして、なおすすんで愛する気持になるでしょう」 

「わかったよ」とぼくは言った、「君にはそのような恋する少年が現にいるか、あるいは以前にいたのだね。 
そしてぼくは、君の言う ことに 賛成するよ。 ところでし かし、次の点に答えて くれたまえ。 ——節制と過度の快 
楽とのあいだには、何か共通するものが あるだろう か？」 

「どうしてありえましょう」 と 彼は答えた、「そうした快楽は、 苦痛に すこしも 劣らず、人に思慮を 忘れさせ 
るものではありませんか」 

「それなら、そうした快楽と、ほかの徳とのあいだには？」 
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「けっしてありません」 2 
「それでは、傲®や放縦とのあいだにはどうだろう？」 

「何にもまして最も共通するものがあります」 

「ところで、性愛の快楽よりも大きくてはげしい快楽を、君は何か挙げることができるかね？」 

「できません」と彼は言った、「またそれ以上に気違いじみた快楽も」 

「しかるに、正しい恋とは、端正で美しいものを対象としつつ、節制を保ち、音楽•文芸の教養に適ったあり 
方でそれを恋するのが本来なのだね？」 

「たしかにそのとおりです」と彼は答えた。 

「そうすると、 正しい恋には、気違いじみたものや、放縦と同族のものは、何 ひとつ 近寄らせてはならないわ 
けだね？」 

「近寄らせてはなりません」 

「してみると、いま言った快楽は近寄らせてはならないことになるし、またそのような快楽には、正しく恋し 
恋されている二人は、けっして関わり合いをもってはならないことになるね？」 

r ゼゥスに 誓って、 ソクラテス」 と彼は言った、「けっして近寄らせて はなり ませんとも」 

「それでは どうやら、いま 建設している国家においては、その線にそって、恋する者はその恋人を説得した場 
合、気だかく美しいものを目ざしながら、恋する少年に対して自分の息子にするような仕方で口づけをし、とも 
こ過し、触れなければならな、/というふうに、君は法に定めることになるだろうね。そしてほかのいろいろの面 



でも、自分が熱心になっている相手と交際するのには、けっしてそういう限度をこえた交わりがあると疑われな 
C いようにしなければならない、そうでなければ、無教養で美の感覚がないという非難を受けることになろう、と 
ね」 

「ええ、 そのようにします」 と彼は答えた。 

「さあそれでは」とぼくは言った、「音楽•文芸についてのわれわれの議論は、これで完全に仕上ったと君に 
も思えるかね？とにかくそれは、しかるべき本来の終局点まで、到達してしまったのだからね。音楽•文芸の 
ことは、その終局点として、美しいものへの恋に関する ことで 終らなければならないはずなのだ」 

「賛成します」と彼は答えた。 

I 三 

( 1 ) 

「では音楽•文芸の次には、若者たちは体育によって育てられなければならない」 

「たしかに」 

「そこで、この体育による養育もやはり、子供のときから生涯を通じて、入念な規制のもとに行なわれなけれ 

#) D ばならないのだ。ぼくの考えでは、それは およそ 次の ような あり方を とる と思われるのだが、君もひとつ、考え 

三 

第 

家- 

国 1 r 体育」(ギユムナスティ T ) のなかには、むしろ医学の が含まれていた。以下において論じられるのも、主として 
領域に属するとも思われるような、健康管理に関する事柄 その面のことである。 


223 



404 


E 


( 403 ) 


てみてくれたまえ。—すなわち、ぼくの見るところでは、身体は、それがすぐれた身体であっても、自身のそ 
の卓越性によって魂をすぐれた魂にするというものではなく、むしろ反対に、すぐれた魂がみずからのその卓越 
性によって、身体をできるかぎりすぐれたものにするものなのだ。君にはどのように思えるかね？」 

「私にもそのように思えます」と彼は答えた。 

「では、われわれは、まず知性のほうをじゅうぶんに育くんだうえで、身体に関する事柄を細かく厳密に規定 
することはその知性にまかせ、われわれ自身は、話を長びかせないために、大体の規範だけを示す にと どめるな 
らば、当を得たやり方になるのではなかろうか」 

「ええ、たしかに」 

「それではまず、守護者たちは酔っぱらうことをつつしまなければならぬと、われわれは先に言っ(*1。なぜな 
ら、酔っばらって自分が地上のどこにいるのかわからないというようなことは、およそ誰よりも守護者には許さ 
れてならないことだからね」 

「じっさい滑稽ですからね」と彼は言った、「ほかならぬ守護者が守護者を必要とする ようでは」 

「では、食べる物については どうだろう？ というのは、この人たちは最も重大な閼争に参加する競技者なの 
だからね。そうではないかね？」 

「そうです」 

「それなら、実際に見られる運動選手たちの身体状態は、はたしてこの守護者たちにふさわしいものだろう 
か？」 
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「ぇぇ、たぶん」 

「しかしね」とぼくは言った、「あんなのは半眠りの状態といってもよ いような もので、健康に対して不安定 
な状態なのだ。それとも君は、気づいていないかね —— 彼ら競技者たちは生涯を眠って過し、また、定められた 
生活法を少しでもふみはずすと、ひどい大病になる ということに？」 

「気づいています」 

r だから、戦争の競技者の場合には、何かもっと手のこんだ訓練が必要なわけだ」とぼくは言った、「なにし 
ろこの人たちは、番犬のように不眠で過さねばならないし、目や耳をできるだけ鋭く働かさなければならないし、 
戦地においては、飲み水や、その他一般に食べ物や、また炎熱と酷寒などの多くの変化を経験しながらも、安定 
した健康を保たなければならないのだから」 

「そのとおりだと思います」 

「そうすると最善の体育は、われわれが少し前に述べた単純な音楽•文芸の、姉妹の ようなものだということ 
になるね？」 

「どういう意味でしょうか？」 

「すぐれた体育、とくに戦士たちのためのそれは、単純素朴なものだろう ということ だ」 

「どう、-うふうにでしょう？ | 


1 39O0E. 


225 



D 


( 404 ) 


「こうしたことなら、ホメロスからも学ぶことができるだろう」とぼくは言った、「というのは、君も知って 
C いるように、彼は陣中での英雄たちの宴会において、彼らに魚をふるまっていない。それも、場所はへレスボン 
トスの海岸だというのに。また肉も煮たのは出さないで、焼いたのだけをふるまっている。たしかに兵士たちに 
は、それがいちばん簡単に用意できるものだろう。どんなところでも、じかに火だけを使うほうが、鍋釜を持ち 
まわるよりも簡便だといってよいからね」 

「ええ、たしかに」 

「またたしか、香味料のことも、ホメロスは一度も語っていなかったと思う。もっともこのことなら、他の一 
般の競技者たちにしても、身体を良好な状態にしようとするなら、そのようなものはすべて避けなければならな 
いことを知っているのではないかね？」 

「そうです」と彼は言った、「そして彼らがそれを知って避けているのは、正しいことです」 

「そうしたことを正しいと思うからには、友よ、どうやら君は、シュラクサイ風の御馳走やシケリアの多彩な 
( 1 ) 

料理なども、ほめる気はないようだね」 

「ほめる気はありません」 

( 2 ) 

「そうするとまた、身体の状態を良くととのえようとする男たちが、コリントスの娘を愛人としてもつことも、 
君は非難するわけだ」 

「そのとおりですとも」 

「美味で評判のアッティカの菓子についてもそうだね ？ J 
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1非難せざるをえません」 

「じっさい、思うにわれわれは、一般にこのょうな食事や生活法というものを、ありとあらゆる調べ(音階)と 
リズムを用いて作曲された曲調と歌になぞらえるならば、正しい比較になるだろうからね」 

「ええ、むろん」 

「すると、先の場合には、多様さは放埒を生むということだったが、ここではそれは病気を生むのであり、他 
方単純さは、音楽においては魂の内に節度を生み、体育においては身体の内に健康を生む、ということになるの 
ではないかね？」 

「完全におっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

「そして、一国に放埒と病気がはびこるときは、数多くの裁判所と医療所が開かれ、法廷技術と医療技術とが 
幅をきかすことになるだろうね——自由人ですら大ぜいの人たちが、ひどくそうした事柄について真剣な関心を 
寄せるような状況では」 

「そうならずにはすまないでしよう」 


1「ジュラクサイ風の食卓」「シケリア料理」(これらについ あった。 

ては「第七書簡」 326 Bsqq . を参照)はすぐ後に出てくる 2 遊女のこと (アリストパネス 『福の神』?ルゥ トス) 一四 
「アッティカの菓子」(アテナイオス、一四の五一—五八参 九行を見ょ)。 

照)と共に贅沢美味の代表として、ほとんど諺的な表現で 
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一四 

「しかし、一般の名もない人たちや手職人たちばかりか、自由教育を身につけたと称する人たちまでもが、最 
高の腕をもつ医者や裁判官を必要としているということ、——いったい、一国における教育が悪しき恥ずべき状 
態にあることを告げる証拠として、これよりももっと大きなものを何か君は見出すことができるかね？ そもそ 
も君には、自分が用いるべき正義を他の人々から借り入れざるをえず、そういう他人をみずからの主人•判定者 
となし、自分自身の内には訴えるべき正義を何ももたないという状態が、恥ずべきことであり、無教育の大きな 
証拠だとは思えないかね？」 

「それはもう、何よりも恥ずべきことだと思います」と彼は答えた。 

「次の場合よりも、もっと恥ずべきだと思うというのかね？」とぼくは言った、「すなわちそれは、生涯の大 
部分を法廷で訴えたり訴えられたりしながら費やすだけでなく、低俗な好みのために、まさにそうすること自体 
を得意がるような考えを植えつけられている場合だ。自分は不正を犯すことにかけては腕ききで、あらゆる仕方 
で身をかわし、あらゆる抜け道を通り抜けて、身をしなわせながら罰を受けないように逃れるだけの腕をもって 
いるのだ、とね。それも、些細でまったくつまらない事柄のためにだよ。それというのもほかではない、そうい 
う人は、自分自身の生涯を、居眠りしている裁判官など少しも必要としないようなものにするほうが、どれだけ 
美しく善いことであるかということを知らないからなのだが」 

「いいえ、そのほうが先の場合よりも、さらに恥ずべきことです」と彼は言.った。 
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「では他方、医術を必要とするということは」とほくは言った、「それも、傷をしたとか、何か季節の病気に 

D やられたとかいったことのためなら別だが、そうではなくて、怠惰やわれわれが述べた ような 生活法のために、 

ちょうど沼沢のように水(体液)の流れと風(ガス)がからだじゅうに充満し、あの気のきいたアスクレピオス派の 
( 1 ) 

医者たちをして、『風膨れ』(鼓腸)だとか、『たれ流し』(カタル)だとかいった名前を、それらの病気につけざるを 
えないようにさせるということは、恥ずべきことだと思わないかね？」 

「思います とも」 と彼は答えた、「ほんとうにそれは、聞きなれない奇妙な病名ですね」 

「ぼくの思うに」とぼくは言った、「そんな病名は、アスクレピオスの時代にはなかったものなのだ。その証 

E 拠に、彼の息子たちは トロイ アで、フラム ノス 酒にひき割り大麦をたくさんふりかけ、チーズをすりおろして加 

I えてつくった、そんな炎症を促すと思われる ような 飲み物を、負傷したヱ ゥリ ュピュ ロスに 与えて飲ませた女に 

( 2 ) 

対して、べつに咎めもしなかったし、彼を治療したパトロクロスを叱ることもなかった」 

「たしかに」と彼は言った、「そんな状態にある人に飲ませるにしては、その飲み物はちょっと変ですね」 
「いや、そうではないのだよ、君が次の ことに 思いをいたすならばね」 とぼく は言った、「むかしは、病気に 

1アスクレピオスはアポロンの子と伝説され、父神の職能 卷八三三行)のこと。「プラムノス酒」は濃くて滋養の多い 
の一つを受けついで医学の祖とされている。その名をとっ 銘酒。われわれのもつホメロスの テク ストでは、この飲み 
た医学の学派が、キユレネ、ロドス島、コス島、クニドス 物はマカオン自身が負傷した際に、ネストルの召使の女へ 
などに学校をもち、有力なセクトとなっていた。 カメ デによって与えられることになっている(『イリアス』 
2 アスクレピオスの息子たちとは、ギリシア軍に従軍した 第一一巻六二四行以下、『イオン』53 SB 参照) 0 
二人の医者ボダレイリオスとマカオン(『イリアス』第一一 
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付き添ってお守りをする流儀の今日のような医術は、人々の言うところでは、アスクレピオスの流れをくむ人々 
1 ( 1 ) 

の用いるところではなかったのだ。へロディ コスが 現われるまではね。このへロディ コスは 体育の先生だったが、 
病弱になったので、体育と医術を混ぜ合わせたやり方を編み出して、まず第一に誰よりも最も当人自身を、さら 
に彼以後の多くの他の人々を、疲れ果てさせることになったのだ」 

「それはいったい、どのようにしてですか？」と彼はたずねた。 

「自分のために死を長びかせることによってだ」とぼくは答えた、「というのは、彼は自分の病気に つきっき 
りだったが、それは不治の病いだったので、思うに、自分を全治させることもできなかったし、いっさいの仕事 
のための時間を諦めて、ひたすら療養のうちに生涯を送った。なにしろ、決められた日常の生活法をちょっとで 
も踏みはずすと、苦しい目にあわなければならないのでね。こうして死と闘いながら、彼はその知恵のおかげで 
老年にまでたどり着くことができたのだ」 

「その技術は彼のために、立派な褒美をもたらしたわけですね」と彼は言った。 

「いかにもふさわしい褒美をね」とぼくは言った、「つまり、そういう褒美を 貰うよう な人は、次の ことを 知 
らないのだ。—すなわち、アスクレピオスがそういう類いの医術を子孫に教え示さなかったのは、それを知ら 
なかったからでも、経験がなかったからでもなく、すべて善き法秩序のもとに ある 国民にはその国において、ぜ 
ひと もなさねばならぬ定められた仕事が ひとりひとりに 課せられていて、一生病気の治療をしながら過す ような 
暇は誰にもないことを、知っていたからこそなのだとい うこと をね。われわれとしておかしく思うのは、職人た 
ちにはそういう精神が生きているのが見られるけれども、金持で幸福だと思われて ハる 連中に っ ハては、そうで 


230 



国家(第三巻) 
407 


E 


D 


はないということだ」 

「それはどういう意味でしょう？」と彼はたずねた。 

I 五 

「たとえば大工ならば」 とぼく は言った、「病気になる と 医者に頼んで、薬を飲んで病気を 吐き出して しまう 
なり、あるいは下剤をかけたり焼いたり切ったりしてもらって、病気からすっかり解放される ことを 求める。け 
れども、もし長期の療養を命じられて、頭に布切れを巻いたり、それに類した ことを いろいろされるような こと 
があれば、彼はただちに言うのだ、——自分には病気などしている暇はないし、それに、病気のことに注意を向 
けて、課せられた仕事をなおざりにしながら生きていても何の甲斐もないのだ、と。そしてその後は、そのよう 
な医者には別れを告げて、いつもの生活へと立ちかえり、健康を回復して、自分の仕事を果しながら生きて行く。 
またもし彼の身体がそれに堪えるだけの力がなければ、死んで面倒から解放されるのだ」 

「たしかにそのような人にとっては」と彼は言った、「それが医術というものに対してとるべき正しい態度だ 
と M います一 

「それというのも」とぼくは言った、「彼には課せられたひとつの仕事があって、それをしなければ生きてい 

1メガラに生まれ、トラキア地方のセリユンブリアの市民 を守った O r ハィドロス』227 D 、 『プロタゴラス』 316 E 參 
となった。種々の養生法や鍛練法を考え出して自分もそれ 照。 
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る甲斐がなかったからではないかね？」 

「明らかにそうです」と彼は答えた。 

「しかるに他方、金持は、——とわれわれは言う——それから遠ざけられなければならない場合には生きる甲 
斐がないといったような、そういう仕事を何ひとつ課せられてもってはいない」 

「たしかにもっていないと言われていますね」 

( 1 ) 

「それは君が、ポキュリデスの言葉に耳を傾けないからだよ」とぼくは言った、 r どのように彼が、暮しの糧 
がすでに充分になったなら、そのときは徳を修めなければならない、と言っているかをね」 

「それ以前にもそうしなければならないと、私は思いますが」と彼は言った。 

「まあその点については」とぼくは言った、 「彼と争う のはやめておこう。それよりもこの点を、 われわれ自 
身にたずねて確めることにしよう——いったい、この徳の修練ということこそは、金持の人が心掛けなければな 
らない仕事であって、それを怠る場合には生きるに値しないというべきではないのか、あるいは、病気のお守り 
をすることは、大 H その他の技術にとっては、その仕事への注意集中の妨げになるけれども、ポキュリデスが勧 
告したことに対しては、何の妨げにもならないものなのかどうか」 

「それはもう、ゼゥスに誓って」 と 彼は答えた、「およそそれよりも大きな妨げは ないとさえ いってよ いくら 
いです——しかるべき体育の範囲を超えた、身体に対する この 過度の気遣い以上にはね。 じっさい それは、家を 
ととのえる仕事のためにも、出征のためにも、国の中の官職で坐ってする仕事のためにも、厄介な邪魔になりま 
すから」 
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「しかし二なかでもいちばん悪いのは次のことだ。すなわち、それはどのような学習、知性の活動、自己自身 

への修練に対しても、面倒をひき起すということた。いつもびくびくと何か頭が痛いようだとか、めまいがする 

ようだとか気づかい、それを知的努力(哲学)の結果のせいにすることによってね。そのために、この病気のお守 

( 2 ) 

りという ことがあるかぎり、あらゆる場合に、徳が修められ試されるのを妨げることになるのだ。なにしろそれ 
は、いつも自分が病気であるように思いこませ、片時も身体についての心労をやめさせないのだからね」 
「いかにもそうでしょうね」と彼は答えた。 

「それでは、われわれは次のように主張すべきではないだろうか？——すなわち、アスクレピオスもまた、 
まさにこれらのことを知っていたからこそ、生まれつきと生活法によって健康な身体をもちながら局部的な病気 
にかかった人々、そういう人々とそういう身体の状態のためには医術を教え示し、薬や切開によってそういう人 
人から病気を追い出して、市民としての仕事をそこなわないようにと、ふだんと同じ生活法を命じたけれども、 
しかし他方、内部のすみずみまで完全に病んでいる身体に対しては、養生によって少しずつ排泄させたり注入し 
たりしながら、慘めな人生をいたずらに長びかせようとは試みなかったし、また、きっと同じように病弱に違い 
E ない彼らの子供を生ませなかったのである、と。そしてむしろ、定められた生活の課程に従って生きて行くこと 
のできない者は、当人自身のためにも国のためにも役に立たない者とみなして、治療を施してやる必要はないと 


1 前六世紀 ミレトスの 詩人 ( Fr . 10, Bergk 参照)。 ブリイなどとともに W 写本 OJ ^l SOTn- B-pm A Q-qKe q 0 s KS - 
2 テクスト ( 407 C 314 ) はシユタルバウム、アダム、シャン aJQKlIiQ ' -lnn E Q 0 0Q) の 読み方に従ぅ。 
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考えたのである、と」 

「アスクレピオスも、ずいぶん国家社会の ことに 気をつかう人物だった ことになります ね」 と 彼は言った。 

( 1 ) 

「そうであったことは明らかだ」とぼくは言った、「それに、彼の息子たちにしても、 トロィ アにおいてみず 
から勇敢な戦士であることを示したばかりでなく、まさにぼくが言うような仕方で医術を用いたことに、君は気 
づかないかね？ ほら、次のことを憶えていないかね。——彼らはメネラオスに対しても、パンダロスから受け 
た矢傷から、 

( 2 ) 

血を吸い出しそこへ痛み止めの薬草を塗りつけた 

がしかし、その後で何を飲んだり食べたりすべきかについては、エゥリュピュロスに対してそうだったように、 

何も特別の指示を与えなかった。ほかでもない、傷を受ける前に健康で秩序ある生き方をしていた人間なら、た 

とえ そのときすぐに〔ひき割り大麦と チ I ズをブラムノス 酒に混ぜた〕強い飲み物を飲む ようなことをしたとして 

も、自分が施した薬だけでけっこう治ってしまうものだ、 という 考えからだ。けれども、生まれついての病気持 

ちで不摂生な者は、本人にとっても他の人々にとっても生きるに値しない人間であり、医療の技術とはそのよう 

( 3 ) 

な人々のためにあるべきでもないし、またそのような人々には、たとえミ ダスよりもっと 金持であった としても、 
治療を施すべきではないと、彼らは考えていたのだ」 

「お話によると」と彼は言った、 r 大へん賢明ですね、アスクレピオスの息子たちは」 

I 六 
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「そうあってしかるべきだ」とぼくは言った、「ところが、悲劇作家たちとピンダロスは、われわれの言うこ 
とを聞き入れずに、アスクレピオスがアポロンの子であるとしながら、金に目がくらんで、すでに死ぬほかはな 
い金持を治療し、そのために雷に打たれたと言っている。しかしわれわれとしては、先に語られた原則に従って、 
どちらの点についても彼らを信じないようにしよう。いや、もしアスクレピオスが神の子であるなら、卑しい物 
欲のとりこではなかったし、 もし 卑しい物欲のとりこだったのなら、神の子ではなかった と、こう 主張すること 
にしよう」 

「そうした点は、まさにおっしゃるとおりです」と彼は言った、「しかし、次の点についてのあなたの御意見 
はいかがでしょうか、ソクラテス。——そもそもわれわれは、国のなかにすぐれた医者を所有しなければならな 
いのではありませんか？ そして、すぐれた医者とはほかでもない、健康な人をも病人をも、どちらもできるだ 
け数多く扱ったことのある医者こそが、とりわけそうであるはずでしょう。その点は裁判官にしても同じことで、 
ありとあらゆる性質の人間と接した人々が、すぐれた裁判官となるはずです」 

「そう、たしかにすぐれた人たちをこそ必要とするというのが、ぼくの意見だ」とぼくは答えた、「しかし、 


1テク スト (407 E 4) は底本にょらず、アダム、 シヨーリ の人物。 

イ(訳のみ)、シヤンブリイなどとともにシユナイダーの提 4 アイスキユロス『アガメムノン』一〇ニニ行以下、エウ 
案した読み方に従ぅ。 リピデス『アルケスティス』三行、ピンダロス『ピユティ 

2 『ィリアス』四卷ニー八行。 ア頌歌』五五—五八行参照。 

3 ブリユギア王朝の第二代目、大金持の王と される 伝説上 
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ぼくがどのような人たちのことをそうだと考えているか' 知っている加ね？」 

「話していただければ」と彼は言った。 

「話してみるつもりだ」とぼくは言った、「君はしかしいま、事情が必ずしも似ていない事柄を、同じ質問の 
言葉で一緒にしてたずねたね」 

「どのように です か？」と 彼は言った。 

「たしかに医者の場合には」とぼくは答えた、「子供のころから、その技術の学習に加えてできるだけ数多く 
の、できるだけたちの悪い病気の身体と親しく接し、また自分自身も生まれつきあまり健康でなく、ありとあら 
ゆる病気を経験したほうが、それだけ有能な医者になれるだろう。なぜなら、ぼくの思うには、彼らは自分の身 
体によって身体を治療するわけではないのだから。もしそうだとしたら、およそ医者の身体が悪くあったり悪く 
なったりするということは、いかなるときにも許されないことになるだろうからね。そうではなくて、医者は魂 
によって身体を治療するのであって、魂はそれ自身が悪くなったり現に悪くあったりしながら、何かの面倒をよ 
くみてやるということは不可能なのだ」 

「そのとおりです」と彼は答えた。 

r しかしながら、裁判官の場合は、君、魂によって魂を支配するのが仕事なのであって、だから彼の魂には、 
若いときから邪悪な魂のあいだで育てられてこれと親しくつき合い、みずからあらゆる不正事を犯す経験をつみ、 
その結果他人の不正事を、ちょうど身体の場合に病気を診断するような具合に、自分自身のことにもとづいて鋭 
く推察できるようになる、というようなことは許されないのだ。逆に、裁判官の魂は、やがて美しくすぐれた魂 
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となって、正義を健全に判定すべきであるならば、若いときは悪い品性には無経験で、それに染まないようにし 
ていなければならない。だからこそまた、立派な人物たちは、若いときにはお人好しで、不正な人々にすぐだま 
されやすい人間のように見えるのだ。なにぶんにも自分自身の内に、邪悪な人々と同性質の範型をもっていない 
のだから」 

「じっさいまた」と彼は言った、「彼らはとくに、よくそういう目にあうものです」 

「まさにその理由によって」とぼくは言った、「すぐれた裁判官というものは、若い人でなく年寄りでなけれ 
ばならず、不正がどのようなものかを遅れて学んだ人でなければならない。すなわち、不正というものを、自分 
自身の魂のなかにある自分自身のものとして認識したのでなく、他人の魂のなかの他人のものとして、それが本 
来どのように悪いものであるかということを、自分自身の経験ではなく知識を用いて見抜くように、長い間の訓 
練をつんだ人でなければならないのだ」 

「さだめし、この上なく気だかい品性の持主であることでしょうね」と彼は言った、「そのような裁判官なら」 

「そしてすぐれた裁判官でもあるの だよ」とぼく は言った、「君の質問の眼目であったところのね。なぜなら、 
すぐれた魂をもつ人は、すぐれた人間なのだから。これに対して、あの腕の立つ猜疑心の つよい 人、自分自身が 
多くの不正をはたらいてきて、何でもやってのける賢い人間のつもりで いる 人は、たしかに自分と似た者た ちを 
相手にするときは、自分の内にある範型に照らして抜け目なく警戒するので、有能に見えるだろう。ところが、 


1『ゴルギアス』523 C ~ H 参照。 
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刪 D ひとたび善良で 自分より 年長の人たちと接触 するとき が来ると、見当違いの疑いをかけ、健全な品性というもの 
がわからないので、こんどは逆に愚か者に見えることになる。なにぶんにも自分では、そういう品性の範型を持 
ち 合わせていないのでね。ただ、すぐれた善い人間よりも劣悪な人間に出会う機会のほうが多いため、自分にも 
他人にも、 どちらかといえば 無知であるよりも賢い男 だと 思われているだけなのだ」 

「それは完全におっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

一七 

「したがって」とぼくは言った、 r われわれが求めているすぐれていて知恵のある裁判官とは、そのような人 
間ではなく、先に言ったような人でなければならない。なぜならば、悪徳はけっして德と悪徳自身とをともに知 
ることはありえないけれども、徳のほうは、素質が教育されることによって、やがて時のたつうちに、徳自身と 
E 悪徳との知識をともに把握するにいたるだろうから。こうして、ぼくの思うには、そのような人こそが知恵のあ 
る賢い人となるのであって、悪人がそうなるのではないのだ」 

「私もまたそう思います」と彼は答えた。 

「それでは君は、そのような裁判官のあり方とともに、われわれが先に述べたような医術のあり方をも合わせ 
410 て、これを法として君の国に制定することになるだろうね。これら両者は、君の国民のなかで、身体と魂の両面 
においてすぐれた素質をもつ者たちの面倒をみるであろうが、そうでない者については、身体の面で不健全な人 
人は死んで行くにまかせるだろうし、魂の面で邪悪に生まれつき、しかも治癒の見込みがない者たちはこれをみ 
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ずから死刑に処するだろう」 

「すくなくともそれが」と彼は答えた、-そうされる人々自身にとっても、国家にとっても、最善である こと 
が明らかにされました」 

「そして君の若者たちは」とぼくは言った、「節度を生みつけるとわれわれが言ったあの単純な種類の音楽. 
文芸を自分の教養として身につけるならば、司法による裁きを必要とする事態におちいることのないよう、みず 
から戒めるような人間になることは明らかだ」 

「もちろんです」と彼は答えた。 

「そこで、そのような音楽•文芸の教養を身につけた者は、その気になったならば、その同じ道に沿って体育 
を追求してわがものとなし、やむをえない場合のほかは、医術をいっさい必要としないようになるのではな(か 
ね」 

「たしかにそう思います」 

「そして体育の内容をなすつらい鍛練そのものも、彼は体の強さを目的とするよりはむしろ、自分の素質のな 
かにある気概的な要素に目を向け、それを目覚めさせるためにこそ行なうだろう。その点は、他の一般の競技者 
たちがもっぱら体力を目的として、自分のために食事やつらい鍛練を取りし きる のとは違うわけだ」 

「まったくおっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

「そもそも、グラゥコン」 とぼく は言った、「音楽•文芸と体育に よる 教育という ことを 設定した人々も、あ 
る 人たちがそう思っているように、一方によって身体を世話し、他方によって魂を世話 するという、 そう、，う目 


239 



E 


D 


(刪 


的をもって設定したのではないのではあるまいか？」 

「ではいったいどうだとおっしゃるのですか？」と彼はたずねた。 

「おそらくは」とぼくは答えた、「両方とも魂のことを最も重要な目的として設定したのだろう」 

「どのような意味においてですか？」 

「君は思、，当らないかね」とぼくは言った、「一生涯をもっぱら体育に過して、音楽•文芸には触れようとも 
しないような人がいたら、そういう人たちの精神そのものの状態はどのようなものであるかに？また他方、そ 
れとまったく逆の過し方をした人々の状態に？」 

「どのような 点の ことを おっしゃるのですか？」 と 彼はたずねた。 

「粗暴さと頑固さ、そして他方では、柔弱さと温順さのことだ」とぼくは言った。 

「わかりました」と彼は言った、「ただもっぱら体育だけを事としてきた人たちは、しかるべき限度以上に粗 
暴な人間になる結果となるし、他方逆に、ただもっぱら音楽•文芸だけを事としてきた人たちは、彼らにとって 
望ましい以上に柔弱になってしまうということですね」 

「そしてたしかに」とぼくは言った、「粗暴さが出てくるのは気概的な素質からなのであって、この素質は、 
正しく育くまれれば勇気となるだろうが、必要以上に緊張させられると、当然の成り行きとして、頑 E で険しい 
性格となるだろう」 

「そう思います」と彼は答えた。 

「では显頂 さの ほうは、 どうだろう？ これをもっているのは知を愛する素質であって、これがあまりに弛め 


240 



国家（第三巻) 


411 


られると、しかるべき限度以上に柔弱となり、正しく育くまれれば、穏やかで端正な性格と なる のではな、，かね」 
「そのとおりです」 

「しかるにわれわれは、国の守護に当る者たちはいま挙げた二つの素質を、両方とももっていなければ ならな 
いと主張する」 

「そうでなければなりません とも」 

「それらは互いに調和していなければならないね？」 

「もちろん」 

「そしてそのように調和している人の魂は、節度があり、 また 勇気が あるのだね？」 

「たしかに」 

「他方、その調和がない人の魂は、臆病であり、また粗暴なのだね？」 

「まったくそのとおりです」 

一八 

「そこで、もしある人が音楽に心を委ねて笛の音に魅せられるにまかせ、先ほどわれわれが語っていたよう な、 
甘く’柔かく、もの悲しい調べを、耳を通してあたかも漏斗を通して流しこむように、魂へ注ぎこまれるにまか 
せるとしたら、そして曲を口ずさみ歌の魅力のもとに心を楽しませながら全生活を送るとしたら、たしかに最初 
B のうちは、彼がいくばくかの気概の性格をもっているとすれば、ちょうど硬くて使えない鉄を柔かくして使える 
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川ものに作り上げるのと同じような効果を、その人の内にある気概の部分に与えることになる。けれどももしそ 
のまま休めずに気概を魅惑しつづけるならば、やがてそれを溶かして流すところまで行き、ついには気力をすっ 
^■り溶かし去って、いわば支えとなる筋を魂から切り取ってしまったように、魂を『柔弱な戦士』に仕上げるこ 
とになるだろう」 

「たしかにおっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

「そしてもし」とぼくは言った、「生まれつきその人に与えられた魂が、はじめから無気力なものであるなら 
ば、いま言ったような効果はたちまちにして達成される。逆に気概ある魂を与えられている場合には、その気® 
C を弱めて過敏にし、ちょっとしたことですぐに熱しやすくさめやすいものに仕上げることになる。だからそうい 
う人々は、気概ある人間ではなく、気むずかしさでいっぱいの、短気で怒りっぽい人間となるのだ」 

「まさしくそのとおりです」 

「ではこんどは逆に、体育によって大いに鍛練を積み、御馳走も大いに食べるけれども、しかし音楽•文芸や 
知の自求よいっさハしな、，とハう場合は、どういうことになるだろうか？はじめのうちは、身体が好調なので 
自氧と気既二満ち、もともとの自分よりも勇敢になるのではないだろうか」 

「ええ、たしかに」 

「しかし、もしそのまま他のことは何もせず、ムゥサの女神ともいっさいおつき合いしないでいるならば、ど 
D ういう結果になるだろうか？かりにその人の魂の内に学びを好む性格がいくらかあったとしても、学びや探求 
を何ひとつ実際に味わい.もせず、いかなる言論にも、その他の一般の教養にも関与しないのだから、それは無力 
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で聾で盲になってしまうのではないか？なにしろ、せっかくの好学の性格も、目覚めさせられることなく、養 
い育てられることもなく、またそれの感覚も純化されないままでいるのだからね」 

「そのとおりです」と彼は答えた。 

「こうして、思うにそのような人は、言論嫌いの人間になり、ムゥサの学芸に縁なき無教養の人間となる。 そ 
して、もはや言論による説得はいっさい用いないで、獣のように暴力と粗暴 さを もってすベての目的を達成す る 
ようになり、無知と暗愚のうちに、よきリズムと品位を欠いた生活を送ることになるの だ」 

「まったくおっしゃる とおりです」と彼は 答えた。 

「こうして、どうやらこれら二つのもののために、ある神が二つの技術を人間に与えたもうたの だと、ぼくと 
しては主張したい。すなわち、気概的な要素と知を愛する要素のために、音楽•文芸と、体育とをね〇これらは 

けっして、魂と身体のために-副次的な効果は別として——与えられたのではなく、いま言った二つの要素の 

ために、それらが適切な程度まで締められたり弛められたりすることによって、互いに調和し合うようにと与え 
られたものなのだ」 

「たしかにそのように思われます」と彼は言った。 

「してみると、音楽•文芸と体育とを最もうまく混ぜ合わせて、最も適宜な仕方でこれを魂に差し向ける人、 
そのような人をこそわれわれは、琴の絃相互の調子を合わせる人などよりもはるかにすぐれて、最も完全な意味 


1『ィリアス』一七卷五八八行。 
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で音楽的教養のある人、よき調和を達成した人であると主張すれば、いちばん正しいことになるだろう」 
「たしかに当を得た主張といえましょう、ソクラテス」と彼は言った。 

「それでは、グラゥコン、われわれの国家においても、監督者として何かそのような人をつねに必要とするだ 
ろうね——その国制が維持されるべきならば」 

「それはもう、この上なくといえるほど、必要とするでしよう」 

I 九 

「さあそれでは、教育と養育の一般的な規範は、以上のようなものだということになる だろう。 じっさい、こ 
の上さらに、そうした国民たちの踊りのことだとか、狩や獵や、体育競技や、乗馬のことなどに、細かく立ち入 
る必要がどこにあろうか。そういった事柄が以上のような規範に従わなければならないことは、ほとんど明白で 
あって、それを見出すのはもはや困難ではないからね」 

「ええ、おそらく困難ではないでしょうね」と彼は答えた。 

「よろし、，」とぼくは言った、「ではこのつぎには、何をわれわれは規定しなければならないだろうか？そ 
て(±、こうして育てられたほかならぬその国民たちのうちで、どのような人々が支配者となり、どのような人々 
が支配される者となるべきか、という点ではないだろうか？」 

「ええ、疑いもなく」 

「それではまず、支 ffi 者となるのは年長の人々であり、支配されるのはより若い人々でなければならぬこと、 
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これは明らかだね」 

「明らかです」 

「そして、年長者のうちでも最もすぐれた人々が支配すべきことも？」 

「それも明らかです」 

「ところで、農夫のうちで最もすぐれた入々とは、農業に最も適した人間のことだね」 

r ええし 

「しかるに、いまわれわれが求めている人々は、守護者たちのうちで最もすぐれた人々でなければならないの 
だから、それは国家を守護するという仕事に最も適した人々だということになるね？」 

「ええ」 

「そうすると、その仕事のための知恵と能力をもち、さらに国のことを気づかう人間でなければならないわけ 
だね？」 

「そうです」 

「しかるに、人は自分が愛しているものをこそ、最も気づかうだろう」 

「それは必然のことです」 

「では何を最も愛するかといえば、それは、そのものにとっても自分にとっても同じ事柄が利益となり、その 
ものが幸福であれば自分も幸福となり、そうでなければ逆の結果となると考えるょうなものだ」 

「そのとおりです」と彼は答えた。 
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「してみると、われわれは一般の守護者たちのなかから、まさにそのような人々を選び出さなければならない 
E ことになる。すなわち、われわれが観察してみて、全生涯にわたり、国家の利益と考えることは全力をあげてこ 
れを行なう熱意を示し、そうでないことは金輪際しようとしない気持が見てとれるような者たちをね」 

「たしかに、それが守護者にふさわしい人々ですからね」と彼は答えた。 

「だから、ぼくの考えでは、彼らをあらゆる年齡においてつぶさに見守り、そういう信念を守りぬく者たちで 
あるかどうか、たぶらかされたり強いられたりすることによって、国家に最善のことをなさなければならぬとい 
う考えを、つい忘れて捨て去ることがないかどうかを、見張っていなければならないのだ」 

「どのようにして捨て去るとおっしゃるのですか？」と彼はたずねた。 

「説明しよう」とぼくは言った、「ぼくの思うには、ある考えが心から抜け出すのは、その当人がみずからす 
すんでそうするのか、意に反してそうなるかのどちらかであって、みずからすすんでそうする場合とは、誤った 
考えが、それを誤りであると学んでさとった人から出て行く場合のことであり、意に反してそうなる場合とは、 
真実な考えが出て行くすべての場合がそうだ」 

「みずからすすんで捨て去るほうは、わかります」と彼は言った、「しかし、意に反してそうなるというほう 
は、もうすこし説明していただかなければ」 

「おや、君だってぼくと同じように」とぼくは言った、「人間が善いものを取り去られるのは意に反してであ 
り、悪いものを取り去られるのはみずからすすんでのことであると、考えないかね？ あるいは、真実について 
誤りを犯すのは悪いことであり、真実を確保するのは善いことだとは？それとも、物事をそのあるがままに考 



国家第三巻 


えることは、真実を確保することにほかならないと、君には思えないかね？」 

「いや、おっしゃるとおりです」と彼は言った、「そして真実の考えを取り去られるのは、意に反してのこと 
であると思います」 

Br では、人々がそういう目にあうのは、盗まれてか、たぶらかされてか、強いられてかの、いずれかではない 
かね？」 

「こんどもまた、わかりません」と彼は答えた。 

「どうやら ぼくは、 悲劇 詩人の ような 話し方をしているらしいね」とぼくは言った、「〈盗まれて〉とぼく が言 
うのは、説得されて考えを変える人々 や、 ある考えを忘れてしまう人々のことなのだ。つまり、 後者の 場合には 
時が、 前者の場合には 言葉が、 その人たちからある考えを、知らぬまに 奪い 去ってしまうわけだからね。——さ 
あ、こんどはわかってもらえるだろうね？」 

「は：；，」 

「また〈強いられて〉とぼくが言うのは、何か痛い目にあうとか、苦しい目にあうとかいったことが、その当人 
たちの考えを変えさせる場合のことだ」 

「それもまたわかりました」と彼は答えた、「おっしゃるとおりです」 

C 「そして〈たぶらかされて〉というのは、きっと君もそう言うだろうと思うが、快楽に魅せられたり、恐怖にお 
びえたりすることによって、考えを変えるような人たちの場合のことだ」 

「そうです」と彼は答えた、「すべてだますものは、人をたぶらかす魔力をもって、/ るよう ですからね」 
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「それでは、ついさっきもぼくが言っていたように、誰と誰が自己の信念の——すなわち、それぞれの場合に、 
国家にとって最善であると思う事柄を行なわなければならぬという信念の——最もすぐれた守護者であるかをた 
ずね求めなければならない。そこでわれわれは、彼らを早く子供のころから観察するために、最もそのような考 
えを忘れてしまいそうな、また欺かれて考えを変えてしまいそうなさまざまの事柄を、彼らに課さなければなら 
ないし、そしてそのなかにあってよく記憶を確保する者、欺かれて考えを変えることのない者を選び出し、そう 
でない者は名簿からはずさなければならない。 . —そうだね？」 

「ええ」 

「またさらに、さまざまの労苦や苦痛や競争を彼らに課して、そのなかで、そうした同じ観察をしなければな 
らない」 

「そのとおりです」と彼は答えた。 

「それからまた」とぼくは言った、「〈たぶらかし>という第三の種類のものに対しても試練を彼らに与えて、 
よく見守らなければならない。ちょうど若駒を騒々しい物音や叫び声のするところへ連れて行って、恐がりかど 
うかをしらべるように、この人たちを若いうちに何か恐怖をよぶような状況のなかに連れて行き、それからこん 
どは快楽のなかへとおきかえて、金を火のなかで試すよりもはるかにきびしく試しながら、よく観察しなければ 
ならないのだ I すべての状況において その 人が、たぶらかしに対する抵抗力と端然と した 品位を示すかどうか、 
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自己自身を守り、自分が学んだ教養(音楽.文芸)を守るすぐれた守護者として、自分が身につけたよきリズムと 
よき調和をそれらすベての状況のなかで保持し、かくて自己自身にとっても国家にとっても、最も有用有為の人 
物でありうるかどうかを。そしてわれわれは、こうして子供のときにも、青年のときにも、成人してからも、た 
えず試練を受けながら無傷のまま通過する者を、国家の支配者として、また守護者として任命し、その人の生前 
にも、また死後も埋葬の儀式やその他彼を記念する数々のものによる最高の贈物を与えて、これに名誉を授けな 
ければならない。しかし他方、そうでない者は排除しなければならないのだ。 

以上のようなことが、グラゥコン、国の支配者•守護者を選択し任命するやり方であると、ぼくには思われる。 
細かい点に立ち入ることなく、輪郭だけを示すとすればね」 

「私にもやはり」と彼は答えた、「そのようにしなければならぬと思われます」 

「それでは、いま言ったような人たちをこそ、外からの敵に対しても、内なる同胞に対しても、後者には害を 
なそうという気持を起させないように、前者にはそれができないように国を守るところの、全き意味での<守護 
者>と呼ぶのが、真に最も正しい呼び方ではないだろうか。そしてこれに対して、われわれがこれまで守護者と 
呼んできた若者たちは、支配者たちの決めた考えに協力する{補助者>であり〈援助者〉であると呼ぶのが、正しい 
のではないかね？」 

「たしかにそれが、正しい呼び方だと思います」と彼は答えた。 


1 II . 374 D に対する注1参照。 
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ニー 

「さてそれでは」とぼくは言った、「われわれは適切に用いられるべき偽りの ことを 先ほど語っていた (5 J )、 そ 
うした作り話として何か気だかい性格のものを一つつくって、できれば支配者たち自身を、そうでなければ他の 
国民たちを、説得する工夫はないものだろうか？」 

「どのような作りごとをですか？」と彼はたずねた。 

「べつに何も目新しいことではない」とぼくは言った、 r ポィニケ(フエニキア)の物 ( M 2 に語られて いるよう な 
ことだ。 そうした 類いのことは、以前には多くの土地であったことだと、作家(詩人)たちは主張して信じ こませ 
ているが、われわれの時代には起ったことはないし、起り うる かどうかもぼくは知らない。信じても らうた めに 
は、並々ならぬ説得を必要と する だろう」 

「なにか、話すのをためらっていらっしゃるようですね」と彼は言った。 

「実際に話したら」とぼくは答えた、「ぼくがためら うの もはなは だ 無理からぬ ことだと、 君も 思うだろう」 

「まあ話してください」と彼は言った、「びくびくしないで」 

「では話そう—とはいっても、これを話すためにどれだけの勇気が必要か、あるいはどんな言葉を使ったら 
よいのか、困ってしまうけれども—、とにかく、まず第一に支配者たち自身と軍人たちを、それから他の国民 
たちを、説得するようにつとめてみよう。次のような内容の ことを ね。 

—われわれが彼らを育てて教育していたとき、彼らが自分で経験し自分たちの身に起ったことだと思、，こん 
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でいた事柄は、そのすべてがいわば夢のょうなものであって、ほんとうは、その間彼らは地の下にいて、大地の 
内部で形づくられ育てられていたのであり、また彼ら自身だけでなく、彼らの武器やその他の道具もそこで作ら 
れつつあったのである。やがて彼らがすっかり仕上げられると、母である大地は彼らを日の光のもとへ送り出し 
たのであり、だから今も、彼らは自分がいる土地を母や乳母とみなして心を配り、攻め襲ってくる者があれば守 
らなければならないし、また他の国民たちのことを、みな同じ大地から生まれた兄弟であると考えなければなら 
ないのだ……」 

「なるほど」と彼は言った、「先ほどから、その作りごとを話すのをためらっておられたのも、もっともなこ 
とですね」 

「そう、まことに無理からぬことなのだ」とぼくは言った、「しかしそれでも、物語の先を聞いてくれたまえ。 
——こうして、君たちこの国にいる者のすべては兄弟どうしなのだが——とわれわれは物語をつづけて、彼ら 
に向かって言うだろう——、しかし神は君たちを形づくるにあたって、君たちのうち支配者として統治する能力 
のある者には、誕生に際して、金を混ぜ与えたのであって、それゆえにこの者たちは、最も尊重されるべき人々 

キアの人。龍を退治してその歯を地に播き、そこからテバ 
イの祖先たちが生まれた。大地から生まれた「播かれた者 
たち」(スバルトイ)というのが、こうしてテバイ人の呼び 
名となつた。 


1 n. 382D, 日. 3009B. ——初等教育論全体の最初のところ 
(n. 376E~ 377 A) において、物語や神話は、虚構といぅ 
意味での「作りごと」(ブセウドス=「偽り」)として規定さ 
れていた。 

2 テバィの建国物語を指す。テバィの祖カドモスはフエーー 
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なのである。またこれを助ける補助者としての能力ある者たちには銀を混ぜ、農夫やその他の職人たちには鉄と 
、1) 

銅を混ぜ与えた。 

こうして君たちのすべては互いに同族の間柄であるから、君たちは君たち自身に似た資質の子供を生むのが普 
通ではあろうけれども、しかし時には、金の親から銀の子供が生まれたり、銀の親から金の子供が生まれたり、 
その他すベて同様にして、お互いどうしから生まれてくることがあるだろう。 

そこで、国を支配する者たちに神が告げた第一の最も重要な命令は、次のことなのである。 

——彼らがすぐれた守護者となって他の何にもまして見守らなければならぬもの、他の何よりも注意ぶかく見 
張らなければならぬのは、これら子供たちのこと、すなわち、子供たちの魂の中にこれらの金属のどれが混ぜ与 
えられているか、ということである。そして、もし自分自身の子供として銅や鉄の混ぜ与えられた者が生まれた 
ならば、いささかも不憫に思うことなく、その生まれつきに適した地位を与えて、これを職人や農夫たちのなか 
へ追いやらなければならぬ。またもし逆に職人や農夫たちから、金あるいは銀の混ぜ与えられた子供が生まれた 
ならば、これを尊重して昇進させ、それぞれを守護者と補助者の地位につけなければならぬ。そのようにするこ 
とこそ、『鉄や銅の人間が一国の守護者となるときその国は滅びる』という神託を守るゆえんなのだ、と。 

——さあ、こういう物語なのだが、これを何とか彼らに信じてもらうためのてだてを、君は知っているか 
ね？」 

「いいえ」と彼は答えた、「あなたが語りかけている人たち自身に対しては、不可能でしょう。しかし、彼ら 
の息子たちや、その次の it !:' 代の人たちや、 さらに その後に生まれる人たちには、信じさせる ことができる でしょ 
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う」 

「いや、それだけでも」とぼくは言った、「その入たちが国家のこととお互いどうしのことを、いっそうょく 
気づかうょうになるために役立つだろう。君の言わんとすることは、大体わかるつもりだ」 

ニニ 

「まあその点は、民の声がこの物語をどう扱うかにょって、いずれとも決まることだろう。われわれとしては、 
大地から生まれたこの人たちを武装させたうえで、支配者たちの指揮のもとに前進させることにしょう。そして、 
彼らが行き着いたならば、周囲を見わたして、国のなかで陣を張るのに最も適した場所はどこか、どの地点に立 
E てば"法に従おうとしない内からの反乱者が出たときにこれを制圧するにも、また狼が羊の群を襲うょうに外敵 
が攻めてきたときにこれを撃退するにも、最も有利であるかをしらべさせょう。そしてそのょうにして陣を張り 
終えたならば、しかるべき神々に犠牲を捧げたうえで、寝所をつくらせることにしょう。——それとも、どうし 

よ>っ* f ? ?• 」 

素質の区別と合致し、自然本来のあり方(ピュシス)にもと 
づくものとなる。むろんこの金属の選別は、多くの吟味検 
査と慎重な観察を重ねた末になされるものと考えるべきで 
あろう。「解説」八ニーべージ参照。 

3 『法律』 w 663 E 〜 664 A 参照。 


1 これらの金属のィメージは、へシオドス『仕事と日々』 
一〇九—二〇一行に語られている、いわゆる五つの時代 
(金、銀、銅の時代の後、英雄の時代をへて最後に鉄の時 
代)から取られたもの。 VDL 546 Ei 547 A においてふたた 
び言及され、そこではへシオドスの名前が明記されている。 

2 これらの措置にょって、三つの階層の区別は自然本来の 
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「おっしゃるとおりにしましょう」と彼は答えた。 

「ではそうした寝所は、冬の寒さも夏の暑さも防ぐことのできるようなものでなければならないね？」 
「もちろんですとも」と彼は言った、「あなたは住居のことをおっしゃっているのでしょうからね」 

「そう」とぼくは答えた、「軍人が住むためのね。金儲けをする人たちの住居ではなくてね」 

「おや、こんどはまた」と彼は言った、「それとこれとでは、どう違うとおっしゃるのですか？」 

「ぼくから説明を試みることにしよう」とぼくは言った、「思うに、およそ羊飼いとして何よりも恐ろしいこ 
と、恥ずべきことは、羊の群を守る補助者としての犬を飼い育てるのに、ほかならぬその犬たち自身が放縦や飢 
えや、あるいは何かほかの悪い習慣のために、羊たちに危害を加えようと企て、かくて犬よりも狼に似たものと 
なるような、そういう育て方をすることであろう」 

「恐ろしいことです」と彼は答えた、「疑いもなく」 

「だからわれわれとしては、われわれの国の補助者たちが国民に対してけっしてそのようなことをしないよう 
に——何ぶんにも彼らは、一般の人たちよりも力がまさっているのだからね——、国民の為を思って戦う味方で 
なく残忍な暴君に似た者とならないように、あらゆる手段を講じて防がなければならないのではないかね」 
「防がなければなりません」と彼は答えた。 

.「では、もし彼らがほんとうにすぐれた教育を受けてしまっているとしたら、彼らはそうならないための最大 
の保証を、すでに備えていることになるだろうね」 

「いや、教育なら、ちゃんと受けてしまっていますよ」と彼は言った。 
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ぼくは言った、 

( 1 ) 

「その点は、親愛なるグラゥコン、それほど強く主張してしかるべきことではない。ただ、さっきわれわれが 
言っていたことは、あくまで強く主張すべきだろう。——すなわち、もし彼らがお互いに対しても、また彼らか 
ら守護される人々に対しても温和な人間であるための、最も重要なものを身につけようとするならば、彼らは正 
しい教育—それが何であるにせよ—を与えられなければならない、ということはね」 

「たしかに、そう主張してしかるべきです」と彼は答えた。 

「それではさらに、そうした教育のことに加えて、思慮ある人ならきっと、次のことを主張するだろう。それ 
はつまり、彼らに当てがわれる住居その他の所有物は、彼ら自身ができるだけすぐれた守護者であることを妨げ 
ないことはもちろん、他の一般の国民に悪事をはたらくようそそのかすこともないようなものでなければならぬ、 
ということだ」 

「ええ、たしかにそれは正しい主張です」 

「ではひとつ、見てくれたまえ」とぼくは言った、「そのような人間であるべきだとすれば、彼らは何か次の 
ような仕方で生活し居住しなければならないのではないだろうか。 

まず第一に、彼らのうちの誰も、万やむをえないものをのぞいて、私有財産というものをいっさい所有しては 

1これまでに論じられた教育は、幼少年の感性や性格形成 まったわけではないことが、念頭に置かれていると思われ 

のための第一次的な教育であって、支配者となる人々に対 る。この最後の仕上げとなる知的教育のカリキュラムは第 

する教育のすべてがグラゥコンの 言うよう に完成されてし 七巻で展開され る ことになる。 


255 



稱ならないこと。 

つぎに、入りたいと思う者が誰でも入って行けないような住居や宝蔵は、いっさい持ってはならないこと。 

E 暮しの糧は、節度ある勇敢な戦士が必要とするだけの分量を取り決めておいて、他の国民から守護の任務へ 

報酬として、ちょうど一年間の暮しに過不足のない分だけを受け取るべきこと。 

( 1 ) 

ちょうど戦地の兵士たちのように、共同食事に通って共同生活をすること。 

金や銀については、彼らに次のように告げなければならない。——彼らはその魂の中に、神々から与えられた 
神的な金銀をつねにもっているのであるから、このうえ人間世界のそれを何ら必要としないし、それに、神的な 
金銀の所有をこの世の金銀の所有によって混ぜ汚すのは神意にもとることである。なぜなら、数多くの不敬虔な 
417罪が、多くの人々の間に流通している貨幣をめぐってなされてきたのであり、これに対して彼らがもっている金 
銀は、純粋で汚れなきものだからである。いや、国民のうちでただ彼らだけは、金や銀を取り扱い触れることを 
許されないし、また金銀をかくまっている同じ屋根の下に入ることも、それを身に着けることも、金や銀の器か 
ら飲むことも、禁じられなければならない。 

このようにしてこそ彼らは、彼ら自身も救われるだろうし、国を救うこともできるであろう。けれども、皮ら 
がみずから私有の土地や(家屋や、貨幣を所有するようになるときは、彼らは国の守護者であることをやめて、 

B 家産の管理者や農夫となり、他の国民たちのために戦う味方であることをやめて、他の国民たちの敵としての主 

人となり、かくて憎み憎まれ、謀り謀られながら、全生涯を送ることになるであろう-外からの敵よりもずっ 

と多くの国内の敵を、ずっとつよく恐れながら。そうなったとき、彼ら自身も他の国民も、すでに滅びの寸前ま 


の 
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でひた走っているのだ。 

-こぅして、すべてこれらの理由にょって」とぼくは言った、「国の守護者たちは、住居その他の点につい 

へ 2} 

て、以上のような条件のもとに置かれなければならないと、われわれは主張しよう。そしてこれらのことを、法 
として制定することにしよう。どうだろうか？」 

「ええ、ぜひとも」とグラウコンは答えた。 


はるかに徹底的で厳格である。ただしこれは、この箇所の 
文章から知られるように、他の一般国民(職人、農夫など} 
には適用されない。「解説」八ニーぺージ参照。 


1これはスパルタで行なわれた風習であった。 

2 守護者、支配者に対するこぅした私有財産の禁止と共同 
所有制の規定は、ブラトンの時代までに実際にあった若千 
の例(スパルタやピュタゴラス学派の慣習の幾つか)ょりも、 
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ここでアディマントスが口をはさんで、次のように言った、 

「ソクラテス、あなたは、もし誰かが こう 主張したとしたら、いったい何と弁明なさるつもりですか？ 

——あなたのお話では、この人たちはさっぱり幸福ではないことになる。しかもそれは、彼らがみずから求め 
てそうしていることになる。なにしろ、国家はほんとうは彼らのものであるのに、この人たちは国家から何 ひと 
つ善いものを享受しないのだから。たとえばほかの国の支配者たちだったら、土地を所有したり、立派な大邸宅 
を建てたり、それにふさわしい家具調度品をそなえたり、神々に個人的な犠牲を捧げたり、客人をもてなしたり、 
とくにあなたがいま言われた金や銀をはじめ、およそ人が幸福であるための条件として一般に認められているす 
ベてのものを、所有しているというのに。しかるにこの人たちはといえば、何のことはない、まるで賃銭で傭わ 
れた兵隊のように、国のなかで、ほかに何もすることなしにただ見張りをしながら、坐っているだけのように見 
えるではありませんか。—とこのようにその人は言うでしょう」 

「そう」とぼくは言った、「しかもそれだけではない、彼らは食わして もら うだけの働き手なのであって、ふつ 
うの傭い兵とちがって賃銭さえも、食物のほかには貰わないのだ。だから、私費で旅行に出たいと思っても、彼 
らにはできないし、遊女に金をやることもできないし、そのほか、幸福だと思われている人たちが使うようない 
ろいろのことに金を使いたいと思っても、いっさい彼らにはできないことになる。こうしたことや、まだほかに 



国家（第四巻) 


C 


B 


もこれに類するたくさんのことを、君はいまの訴状で言い落している」 

「いやそれでは」と彼は答えた、「そうした点も告発の条項に入れることにしましょう」 

「そこで、いったいわれわれはどのように弁明すべきなのか、と君は言うわけなのだね？」 

「ええ」 

「これまでと同じ道を進んで行くならば」とぼくは言った、「答えるべき事柄がわれわれに見出されることに 

なるとぼくは思う。すなわち、われわれはこう言うだろう。-じつはこの人たちとても、このような条件のも 

とで、最も幸福であるとしても何ら驚くにあたらないだろう。しかしながら、われわれが国家を建設するにあた 
って目標としているのは、そのことではない。つまり、そのなかのある一つの階層だけが特別に幸福になるよう 
に、ということではなく、国の全体ができるだけ幸福になるように、ということなのだ。というのは、われわれ 
はそのような国家のなかにこそ、最もよく〈正義〉を見出すことができるだろうし、逆に最も悪く治められている 
国家のなかにこそ、〈不正〉を見出すことができるだろう、そして両者を見とどけることによって、われわれが以 

I T ) 

前から探求している問題に判定を下すことができるだろうと、こう考えたからだ。 

こうして、いまのところわれわれは、われわれのつもりでは、幸福な国家を形づくりつつあるのだが、そうす 
るにあたってわれわれは、その国のなかの少数の人々を切り離して、彼らだけを幸福な人々として設定するので 
なく、国の全体をそうしようとしているのだ。これと正反対の国家のことは、やがてすぐに、われわれはこれを 


1 n . 3 SA 参照。 
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考察することになるだろう。 

そういうわけで、たとえて言えば、いまここにある人が、われわれが彫像に色を塗っているところへやって来 
て、像の最も美しい部分に最も美しい色の絵具を塗っていないのはけしからんと言って、われわれを非難したと 
する。つまり、目は最も美しい部分であるのに、深紅色ではなく黒で色づけされているではないか、というわけ 
だ。その場合われわれは、その人に向かって次のように言えば、適切に弁明したことになると思われるだろう。 

『驚いたね君、どうかわれわれが、目をもはや目であるとさえ見えないほどに美しく塗らなければならぬなど 
とは、考えないでくれたまえ。その他の部分にしても同じことだ。どうか、われわれがそれぞれの部分に適した 
色を与えて、全体を美しいものに仕上げているかどうかということを、しらべてくれたま (え)』 とね。 

いまの場合にしてもこれと同様であって、どうかわれわれに対して、国の守護者たちに守護者であることをや 
めさせて、他の何にでも仕立てることになるような、そのような性格の幸福を彼らに押しつけることを、強要し 
ないでくれたまえ。というのは、それはわれわれにしても、たとえば農夫たちに豪華な礼装をまとわせ、黄金の 
冠をかぶらせて、どうにでも好きなように土地を耕すよう命じたり、また陶工たちにも、火のそば- e 寝椅子に左 
から右へ席につけてくつろがせ、楽しく宴をはって飲み交すように、«?轤はかたわらに放置して、気が向いた時 
だけ陶器を作ればよいというように命じたり、その他すベての人々をこうした仕方で ft 合せにすることによって、 
国家の全体を『幸福』にするというやり方があることを、知らないではない。しかし、どうかわれわれにそうい 
うやり方をとるよう忠告するのは、やめてもらいたいのだ。ほかでもない、もしわれわれが君の言うとおりにす 
るならば、農夫はもはや農夫でなくなり、陶工は陶工でなくなり、またそのほかの何びとも、 B まって一国を犮 
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立させているそれぞれの特性を、もはや保持しなくなるだろうからだ。 

しかしながら、ほかの人たちの場合は、問題は比較的小さくてすむ。なぜなら、かりに靴直しの腕が落ちて堕 
落し、もはや靴直しではないのに靴直しであるふりをするようになったとしても、事態は国家にとって何ら恐れ 
るに足らないからである。けれども、一国とそのもろもろの法律を守護する任にある者たちが、もはや守護者で 
あることをやめて、ただそう見せかけているにすぎないのであれば、君にも当然わかってもらわねばならぬよう 
に、国家の全体を根底から滅ぼすことになるのであり、逆に国家の善き統治と幸福をもたらす決め手もまた、た 
だ彼らだけがもっているのである。 

——このようにして、われわれのほうは、国に対してけっして害をなすことのないような、ほんとうの意味で 
の守護者たちをつくりつつあるのに、かの反論をなす者がめざしている『幸福』とは、国家においてではなく、 
いわば祭の宴において御馳走をふるまって楽しむ農夫のような人たちのそれであるとすれば、この人の論じてい 
るのは国家の問題ではなくて、何か別のことだということになるだろう。 

だから、われわれが考えなければならないのは、国の守護者たちを定めるにあたってのわれわれの目標は、で 
きるだけ多くの幸福が彼ら守護者たちの内に与えられるようにということなのか、それとも、この点については 
むしろ国家の全体に目を向けて、全体としての国の中に幸福があるかどうかを見るべきであって、問題の補助者 

1第八、九卷において、このことが果される。 3 ギリシアにおける宴席の慣習。左側が上席であり、酒盃 
2 『ヒッピアス(犬)』 290 M 参照。(なお、引用符のつけ方 は左から右へまわされる。 

は底本に従わない。) 
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似 C や守護者たちには、われわれの言う別のことを説得して行なわせるべきであるのか、ということなのだ。その別 
のこととはすなわち、彼らが自分自身の仕事に対してできるだけすぐれた専門の職人であるように、ということ 
であって、この点はほかのすべての人々に対しても同じようにしなければならない。そしてこのようにして、国 
家の全体が成長してよく治められている状態のもとでこそ、それぞれの階層をして、自然本来的にそれぞれに与 
えられる幸福に、あずかるようにさせるべきである。 . 」 

二 

「いや私には」と彼は言った、「あなたの言われたことは立派な答であると思われます」 

「でははたして」とぼくは言った、「これからぼくが言う、これと密接に関連したことも、適切だと思っても 
らえるだろうか？ I 

「いったい何のことですか？」 

D 「こんどは、ほかの職人たちのことを考えてもらいたいのだ。彼らに有害な影響を与えて、劣悪な職人として 
しまうのは、これなのではないかと」 

「これとは、何のことですか？」 

「富と貧乏」とぼくは言った。 

「どのようにしてですか？」 

「次のようにしてだ。 I ^陶工がいったん富を得たならば、なおも自分の技術に精を出そうという気寺になる 
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と君は思うかね？」 

「いいえ、けっして」と彼は答えた。 

「前よりも怠け者で、なげやりになるだろうね？」 

「ええ、大いに」 

「したがって、前よりも劣悪な陶工となるわけだね？」 

「そのこともまた、大いにそうなります」と彼は答えた。 

「そして他方、貧乏のために、道具やその他、自分の技術のために必要なものを調達できないような場合にも、 
彼の作る製品は粗悪なものとなるだろうし、また息子その他に自分の技術を教えてやるにしても、より劣悪な職 
人を育成することになるだろう」 

「むろん、そういうことになるでしよう」 

「そうすると、この両方とも、つまり貧乏も富も、技術の製品を悪化させ、職人たち自身を悪化させるという 
ことになる」 

「ええ、明らかに」 

「するとどうやら、ここにもうひとつ、守護者たちがあらゆる手段をつくして、国の中に忍びこんでくるのを 
けっして見逃さないように見張らなければならないものを、われわれは彼らのために発見したことになるようだ 
ね」 

「それは何のことですか？」 
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「富と貧乏のことだ」とぼくは言った、「ほかでもない、一方は贅沢と怠惰と、仕事本来の きまりの 改変をつ 
くり出し、他方はそういう改変のほかに、卑しさと劣悪な職人根性をつくり出すからだ」 

「たしかに、おっしゃるとおりです」と彼は言った、「しかし、 ソクラテス、 この点を考えてみていただきた 
いのですが、いったいわれわれの国家が金をもっていないとすれば、どうやって戦争をすることができるのでし 

ょうか-とくに、金持の大国を相手に戦わなければならないようなことになったら？」 

「それは明らかに」とぼくは言った、「一国を相手とする場合はむしろ困難だが、二つの そのような 国を相手 
に戦うのは比較的容易だろう」 

「何で すって？ どういう意味ですか、 それは？」 と彼は言った。 

「まず第一に」とぼく は 言った、「もし戦わねばならぬとしたら、金持の人々を相手に、自分たちの ほうは 戦 
争について専門の訓練を受けた者として、戦うことになるのではないか？」 

「ええ、それはそうです」と彼は答えた。 

「するとどうだろう、アディマントス」とぼく は言った、 「できるだけ 完全にその道の ことを比入) まれた一人 
の拳闘家は、拳闘を知らない二人の金持で肥った人を相手に、容易に戦う ことができるだろうと は思わない か 
ね？」 

「同時に二人を相手にするとしたら」と彼は答えた、「おそらくそうは行かないでしょうね」 

「退いては身を転じてふり返り」とぼくは言った、「そのつど最初に向かって来る者に打撃を加える ことが で 
きてもかね？ それをしかも、炎天下の息のつまりそうな暑さのなかで、何度もくり返す としたら？ そのよう 
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な熟達者は、そのような人たちをもっと数多く相手にしても、打ち負かすことができるのではなかろうか」 
.「もちろんです」と彼は答えた、「打ち負かしても何の不思議もないでしょう」 

「それでも佥持の人は、知識のうえでも経験のうえでも、戦争の技術にくらべればむしろまだ、举閫の技術の 
ほうに通じているとは思わないかね？」 

「ええ、たしかに」と彼は答えた。 

「してみれば、戦争に熟達したわれわれの戦士たちは、自分たちの二倍 も 三倍 もの 数の敵と も 容易に戦うこと 
ができるだろうと、当然期待してよいわけだ」 

「賛成しましよう」 と 彼は言った、「おっしゃる ことはもっともだと 思えますから」 

D 「では、もし彼らが、相手の二つの国のうちの一方に使節を送って、事実 ありのままのことを 語る としたらど 
うだろう I 『われわれには金 や 銀は不用だし、その所有を許されてもいないが、君たちには許されている。そ 
こで、われわれと同盟して戦って、もう一方の国の人たちの財貨を手に入れてはどうか』とね。 こういう 申し入 
れを聞いたうえでなお、頑強で瘦せた犬たちと結んで肥った柔弱な羊たちと戦うよりも、そのような犬たち を 相 
手に戦うほうを選ぶ者が、誰かいると思うかね？」 

「いいえ、いるとは思えません」と彼は答えた、 r しかしながら、もし一つの国家に他の国々の財貨が集中し 
E て蓄積されることになれぱ、金持でない国家に危険を及ぼすことにはならないでしょうか？」 

「君もおめでたい人だね」とぼくは言った、「われわれが設立したような国家のほかに、国家と呼ぶに値する 
芩のが何かあると思っているとはね」 
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「おや、では何と呼ぶべきなのですか？」と彼は言った。 

「ほかの国々のためには、もっと大きな呼び名が必要だ」とぼくは言った、「なぜなら、そのひとつひとつが 
それ自身、たくさんの国々なのであって、けっして一つの国家ではないのだから——遊びで人々が言うようにへね。 
少なくとも、いかなる場合でも二つの互いに敵対する国が、そこにはある。すなわち、貧乏な人々の国と金持の 
人々の国とがそれであり、さらにそのそれぞれのうちに、きわめてたくさんの国が含まれているのだ。もし君が 
それらを全体として単一の国家のつもりで相手にするなら、まったくの的外れになるだろうが、たくさんの国々 
を相手にするつもりで、一方の側の人々の財貨と権力、あるいは身柄そのものを、他方の人々に与えるというや 
り方をとれば、君はつねにたくさんの味方と少数の敵をもつことになるだろう。 

だから君の国家は、さっき定められたような秩序のもとに節制をもって治められているかぎり、最大の国家で 
あることになるだろう。ただしそれは、評判においてそうだというのではなく、まさにほんとうの意味で最大だ 
ということであって、たとえその国を守って戦う人が一〇〇〇人しかいないとしても、最大であることに変りは 
ないのだ。じじつ、それだけの大きさの一つの国家を、君はギリシア人たちの間でもそれ以外の異邦の人々の間 
でも、容易には見出すことができないだろう。そのように見えるだけの国家なら、その何倍もの大きさのもので 

も、たくさん見つかるだろうけれどもね。-それとも、君の考えは違うだろうか？」 

「いいえ、ゼゥスに誓って」と彼は言った。 

三 
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「それでは」とぼくは 言った、 「いまのことはまた、われわれの 国の 支配者たちにとって、国家の大きさをど 
れだけのものにすべき か、 そしてそれだけの大きさの国家のためにはどのくらいの領土を区切り取って、それ以 
上の土地には乎を出さずにいるべきかということの、最も適切な基準ともなるだろう」 

「何が基準となるのですか？」と彼はたずねた。 

「ぼくの考えでは、次のことがその基準となる」とぼくは答えた、「すなわち、@'’が一つであることをやめ 
ることなしに増大できるところまで増大させ、その限度を越えて増大させてはならない、ということだ」 
r まことに適切です」と彼は言った。 

「それではこのこともわれわれは、もうひとつの課題として守護者たちに命じることにしよう。すなわち彼ら 
は、 国家が小さくもなら ず、 見かけだけ大きな国となることもなく、充分であり、かつ一つであるようにと、あ 
らゆる手段をつくして見張らなければならない、ということをね」 

「またなんと」と彼は言った、「さぞかしそれは彼らにとって、わけもなく果せる命令となること でしょう 
ね！」 

「そう、そしてもっとわけもない命令は、次のことだ」とぼくは答えた、「それはつまり、前の議論のなかで 
( 2 ) 

も 取り上げたこと だが、 もし 守護者たちに凡庸な子供が生まれたならば、これを他の 人々 のなかへと 送り出し、 

1「ポリス」(国家•都市)と呼ばれる一種の陣取り将棋の遊 ——「ポリス」と呼ばれた。 

びのことで、盤面が六〇の区劃に分けられ、その一つ一つ 2日.415 Bic 参照0 
が-そしておそらく盤面の自分の陣営の側の部分全体も 
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棚 D 他の人々にすぐれた子供が生まれたならば、守護者たちのなかへ入れなければならないということだ。そしてこ 
れは、次のことを明らかにしようという意図をもっていたわけだ。——すなわち、ほかの国民たちをもまたその 
ひとりひとりを、それぞれが生まれつき適している一つずつの仕事につけるべきであって、そうすることにより、 
国民のひとりひとりが自分に与えられた一つの仕事を果して、けっして多くの人間に分裂することなく真に一人 
の入間となるように、ひいてはそのようにして、国家の全体も自然に一つの国となって、けっして多くの国に分 
裂することのないようにしなければならないのだ、ということをね」 

( 1 ) 

「なるほど」と彼は言った、「これはさっきのことよりも、もっと何でもないことです ね！」 

「いや、実際のところ、善良なるアディマントス」とぼくは言った、「われわれはけっして、人がそう思うか 
もしれないように、あれやこれやと大へんなことをたくさん彼らに命じているわけではなくて、すべてはわけも 
E ないことばかりなのだよ——もし彼らがいわゆる『たった一つの大きなこと』を、あるいはむしろ、大きいとい 
うよりは充分なことを、守りさえすればね」 

「何でしょうか、それは？」と彼は言った。 

「教育と養育のことだ」とぼくは答えた、「じじつ、もし彼らがよく教育されて適正を知る人間となるならば、 
これらすベてのことや、さらには妻女の所有とか、結婚や子供をつくることといったような、われわれがさしあ 
424たって省略して語らずにいる問題をも、容易に理解するだろう——これらすべては諺に言われる ように、 できる 
だけ『友のものは皆のもの』としなければならないとね」 

「たしかに、そのようにするのがいちばん正しいやり方でしょうからね」と彼は答えた。 
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「のみならず」とぼくは言った、「国家のあり方というものは、いったんうまく動きはじめると、いわば循環 
的に成長しつづけて行くものだ。というのは、すぐれた養育と教育が維持されるならば、それはすぐれた自然的 
素質を国の内につくり出し、さらにそうしてつくり出されたすぐれた自然的素質は、同様の教育をしっかりと保 
持してわがものとしつつ、前の世代の人々よりもさらにすぐれた生まれつきのものへと成長して行くからだ。 
ほかの点でもそうだが、とくに、すぐれた子供を生むという点においてね。これは他の動物にもみられることだ 
が」 

「たしかにそれは期待できることです」と彼は答えた。 

「だから、要するに、国のことを配慮する人たちはそこをしっかりと押えて、教育のあり方が自分たちの知ら 
ぬまに堕落することのないように気を配らなければならないのだ。体育と音楽.文芸について、定められた本来 
の秩序に反する改変を行なうことなく全力を尽くしてそれを守るように、彼らはあらゆる場合に警戒して見張っ 
ていなければならない。たとえば、 

( 2 ) 

歌びとがうたういちばん新しい歌にこそ人々は心をひかれる 
C といったことが語られる場合にも、ここで詩人が言っているのはあれこれの新しい歌のことではなくて、歌の様 
式そのものが新しい場合のことだと考えてそれをほめる者がひょっとしてありはしないかと、守護者としては S 


1アディマントスのもぅ一つ前の答 (423 C ) と同様、むろ 2 『オデユッセィア』一^3三五一 I 三五二行0 
ん反語的な意味の答である。 
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ぬ れなければならないわけだ。 そのような ものをほめるべきでもないし、詩人の 言う 意味を そのように 受け取る ベ 

きでもない。われわれは音楽•文芸の様式を新しいものに改変することを、すべてにわたる危険をおかすことに 

ほかならないと考えて、くれぐれも用心しなければならないのだからね。なぜなら、およそどのような場合にも、 

国家社会の最も重要な習わしや法にまで影響を与えることなしには、音楽•文芸の諸様式を変え動かすことはで 
( 1 ) ( 2 ) 

きないのだから。これはダモン も 言っている こと だし、ぼく もそう 信じて、 ，る」 

「ではこの私も」とアディマントスは言った、「そう信じている一人 だと 考えて くださ、，」 

四 

D 「そうするとどうやら」とぼくは言った、「守護者たちとしては、どこかそのあたりに見張所を建てなければ 
ならないようだね-つまり音楽•文芸のなかに」 

「たしかに、法に反したことでも音楽•文芸におけるそれは」と彼は言った、「やすやすと気づかれずに忍び 
こんでくるものですからね」 

「そう」とぼくは言った、「自分は娯楽にすぎないというようなふりをして、何ひとつ悪事をはたらかないよ 
うな顔をしてね」 

「事実またそれは、ほかには何もしないのですからね」と彼は言った、「こういう大へんな ことを別と すれば。 
すなわち、そういう音楽•文芸における違法というものは、少しずつ入りこんできては住みつき、じわじわ 
と目立たぬように人々の品性と営みのなかへ流れこんで行く。そしてそこから出て くると きには、 もっと 大きな 
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流れとなっていて、こんどは契約•取引の上の人間関係の分野を侵す ことにな り、 さらにそこから 進んで 法律や 
国制へと、ソクラテス、大へんな放縦 さを もって向かって行き、こうして最後には、公私両面に わたる すべてを 
覆すに至るのです」 

「なるほど」とぼくは言った、「ほんとうにそうなのだね？」 . 

「私にはそう思えます」と彼は答えた。 

「それならば、最初からわれわれが言っていたように、われわれの国の子供たちは早くから、なるべく法に合 
致する方向をもった遊びを与えられるようにしなければならない。遊びが法に反した性格のものであるために子 
供たちがその性格に同化されるならば、大きくなってから法を守る立派な人間になることは、不可能だろうから 
ね」 

「ええ、 どうして立派な人間となれましょう」と彼は言った。 

「してみれば、子供たちの遊びが最初から美しい(正しい)ものであって、音楽•文芸を通じて良き 秩序と 法を 
彼らが自分の中に受け入れた場合には、いま言った場合とはまったく反対に、その良き 秩序と 法は、何事に つけ 
ても彼らを離れることなく育くみ、もしそれまでに国の何かが堕落して倒れているならば、それを真直ぐに建て 
直すことだろう」 

「たしかにおっしゃるとおりです」と彼は言った。 


1『法律』日. 700 A 〜 701 D 参照。 2 日. 4 G 0 W 注6参照0 


273 



c 


B 


{ 425 ) 


「だからまた」とぼくは言った、「そのようにして成長した入たちは、それまでの人々がすっかり失ってしま 
った、 些細なものに思われているいろいろの習俗をもう一度、発見し直すことにもなるだろう」 

「どのような習俗のことですか？」 

「こういったものだ I 若い者は年長者のそばでは、しかるべく沈黙している ことと か、立ち上って席をゆず 
る ことと か、両親に仕えて世話する ことと か、さらにはまた、髪の切り方や服装や履物などの身だしなみ全般の 
こと、その他これに類することだ。それとも君は、ぼくの言うようには思わないかね？」 

「思います」 

「けれども、こうしたことを法律によって規定するのは、愚かなことだとぼくは思う。そんなことを言葉や文 
字で立法化してみたところで、効果もないし、長つづきもしないだろうからね」 

「もちろんでしょう」 

「とにかく、アディマン トス」 とぼくは言った、「人がいったん教育の結果 どういう 方向に向かって動きは じ 
めるかによって、 その あとにつづくすべての ことの 性格も決定され ると 考えて よいだろう からね。 それとも、& 
たものはつねに似たものをつぎつぎと呼びこんで行くのではないかね？」 

「ええ、たしかに」 

「そのようにして最後には、思うに、あるひとつの完全で力づよいものが——それが善いものであれ悪いもの 

であれ-おのずから結果として形成されると、われわれは主張することができる だろう」 

「たしかにそうならずにはいないでしょう」と彼は答えた。 
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「だからぼくとしては」とぼくは言った、「そ.ういう理由によって、 さっき 言ったようなこまごまとした習谷 
のことについては、これ以上法律に規定しようとは試みないだろう」 
r ごもっともです j と彼は言った。 

「では、神々に誓って、次のようなことはどうしたものだろう」とぼくは言った、「市場に関係した例のいろ 
いろの問題、各人が市場でお互いに契約するさまざまの取引のことだとか、またお望みなら、手職人との契約の 
こと、暴言や暴行や訴訟の提起や裁判官の選任のことだとか、また市場なり港なりで必要かもしれない税金の取 
立てや支払いに関することだとか、また一般に市場や都市や港に関する諸規定、あるいはその他これに類するい 
っさいのことなど——こういったことについて、われわれはあえて何らかの立法を行なうべきだろうか？」 

r いいえ」と彼は言った、「立派ですぐれた人たちに、いちいち指図するには及ばないでしょう。そうした こ 
とのうち、規定される必要のあるかぎりの法律の内容は、そのほとんどを、彼らは きっと 容易に自分で見出す こ 
とでしょうからね」 

「そうだとも、君」とぼくは言った、「もしわれわれがすでにその前に語ったいくつかの法律を保持する こと 
を、神が彼らにお許しになるならばね」 

「じっさい、 もしそう でなければ」 と 彼は言った、「彼らは一生涯、たえず そのようなこまごましたたくさん 
の 法律を、制定したり改正したりしながら過すことになってし まう でしょう。いつかは完全な ものをつかまえる 
ことができ ると 思って」 

r 君の言うそのような人々の生き方は」とぼくは言った、「ちょうど、病気をしながら不節制のために良から 
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ぬ生活法から脱け出そうとしない人たちの場合と、よく似たものになるだろうね」 

「まったくそのとおりです」 

「じっさいそういう不節制な病人たちの生涯の過し方たるや、 まことに 御愛嬌 もの だ。なぜって、治療を受け 
ながら何ひとつ効果をあげるわけでもなく、ただますます病気を複雑にし大きくして行くだけで、それで、，てい 
つも、誰かある薬をすすめてくれる人があると、その薬で健康になれるだろうと期待しつづけているのだから 
ね」 

r ええ、 ほんとうに」と 彼は言った、「その種の病人たち とぃう ものは、 そうした 状態にぁるものですね」 

「ではどうだろう」 とぼく は言った、「彼らのこういう点は愛嬌があるのではないかね——もし誰かがほんと 
うのことを告げて、君は酔っばらったり、たらふく食ったり、色欲に耽ったり、のら くら 怠けたりするのをきっ 
ぱりやめないかぎり、薬を飲んでも、焼いてもらっても、切ってもらっても、さらにはおまじないもお守り1 も、 
そのほかそれに類するどのようなことも、何ひとつ君の為にはならないのだよと言う者がいると、誰よりもその 
人を憎むという点は？」 

「あまり愛嬌もありませんね」と彼は答えた、「善いことを言ってくれる人に腹を立てる という ことは、愛嬌 
のあることではありませんからね」 

「どうやら君は」とぼくは言った、「そういう人たちの讚美者ではないとみえるね」 

「ゼゥスに誓ってそうではありません一 
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五 

「それなら、ついさっきわれわれが語っていたように、国家の全体がそれと同じようなことをする場合にも、 
きっと君は讚美しないだろうね。それとも君には、次のような国家がしていることは、いま言ったような病人た 
ちと、ちょうど同じことだとは思えないかね？すなわち、国のあり方そのものが悪いのに、国民たちには国制 
全体を動かすことを禁じて、これを犯す者は死刑に処する旨を告示する。そして他方、そのような悪しき体制の 
もとにあるがままの自分に最も快い仕方で奉仕してくれる者、自分にへつらい自分のいろいろな望みを察知する 
ことによって機嫌をとってくれる者、そしてそれらの望みを充たしてくれることに有能な者があれば、そのよう 
な者こそはすぐれた人物であり、国の重大事に関して知恵のはたらく人であって、国から名誉を授けられるであ 
ろうと告示するような、そういう国家のことだ」 

「たしかに私は」と彼は答えた、「そのような国々のしていることは、さっきの病人とまったく同じことだと 
思います。そして絶対に讚美しません」 

「ではそのような国家に対して、すすんで熱心に奉仕しようとする人たちのほうはどうだろう。その勇気と気 
の良さに、君は感心しないかね？」 

「ええ、感心します」と彼は言った、「ただし、そうした国家から実際にだまされてしまって、大衆の賞讚を 
受けるからというので、自分がほんとうに国事に有能な政治家であると思いこんでいる連中は別ですが」 

「なんだって？ 君はそういう人々を大目に見てやらないのかね？」とぼくは言った、「それとも君は、長さ 
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伽を測定するすべを知らない人が、同じようにそのことに無知なほかのたくさんの人々から、お前の身長(±四べ一 
( 1 ) 

E キュス だと 言われて、自分が そのとおりだと 思わずに いられると思うかね？」 

「そのことでしたら、そうは思いません」と彼は答えた。 

「それならまあ、あまり腹を立てぬ こと だ。じっさいまた、そうした入たちほど愛嬌のある 人々は、この 世 こ 

いないかもしれないのだからね。なにしろ彼らときたら、われわれが さっき 述べた ようなこまごましたことにつ 

いて、法律をつくってはまた改正し、そうしながらいつも、取引における詐欺行為や、その他ぼくが先ほど挙げ 

たようないろいろの問題を終らせる処置を、何か発見できるだろうと思いつづけているのだから。自分たちがし 

( 2 ) 

ていることは、実際にはまさにヒュドラの頭を切るようなことだとは知らずにね」 

427「ほんとうに」と彼は言った、「彼らのしていることは、それ以外の何ものでもありませんね」 

「だからぼくとしても」とぼくは言った、「そのような種類の法律や国制というものは、悪い制度のもとにあ 
る国においても、良い制度のもとにある国においても、真の立法者がかかず らうべき ことではないと考えた かっ 
たのだ。悪い国の場合には、それらは無益で何の足しにもならないからだし、良い国の場合には、そうした 法律 
のあるものは誰でもがつくれるものであり、他のものはそれ以前に定めた制度のあり方から、ほっておいてもお 
のずから決まってくるものだからだ」 

B 「それでは」と彼は言った、「われわれが法律を制定すべきこととしては、あとまだ何が残っていることにな 
るでしょうか？ 1 
ぼくは言った、 
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「われわれにはもう何も残っていない。しかしデルボィにいますアポロンにはなお、立法される事柄のうち最 
も重大で、最も立派で、第一のことを規定していただかなければならない」 

「とおっしゃると、どのようなもののことですか？」と彼はたずねた。 

「神殿の建立や犠牲の奉納をはじめとして、神々や神霊(ダィモーン)や英雄神へのさまざまの奉仕のことだ。 
さらに、死者の埋葬その他、あの世の人々に仕えてなだめるために行なわなければならないすべての供養のこと 
もある。じっさいこういった事柄については、われわれ自身がちゃんとした知識をもっているわけでもない し、 

C さりと てどこかの他人の言う とおりを 信じるというのも、国家を建設する責任者としては理をわきまえた処置と 
はいえないだろうし、専門の宗教的行事の指導者に相談するとしても、われわれが指導を仰ぐべきそのような相 
談者としては、われわれの父祖の神〔アポ ロン〕 をおいて他にはないことになるだろう。なぜなら、まことにこの 
神こそは、全人間にとってそのような事柄についての父祖以来の指導者として、大地の真中にある臍に座を占め 
て指示を与えているのだから」 

「まことに適切で立派な御指摘です」と彼は言った、「われわれとしてはそのようにしなければなりません」 

の神殿の境内には、円錐状の石があり、これが大地の中心 
にある臍と呼ばれた(東の端と西の端からゼゥスが同時に 
放った鷲がここで出会ったと伝説される)。——なおここ 
のテクストは、古写本の5-^£1-8(03)を削らずにそのまま 
読む。 


1 一ぺーキュスは、肘から中指の先までの長さ。約四四セ 
ン チメー トル。 

2 たくさんの頭をもつ水蛇の怪物。一つの頭を切り落すと 
すぐに別の二つの頭が生じる。ヘラクレスがこれと戦った。 

3 全ギリシア人にとって重要な神託の座であったデルボィ 


279 



E 


D 


( 427 ) 


六 

「さあそれでは、アリストンの子よ」とぼくは言った、「これでもう君の国家の建設は、すっかり完了したこ 
とになるだろう。そこでつぎには、どこかから充分な明りを手に入れてきて、この国家のなかをしらべてみたま 
え。自分でしらべるだけでなく、君の兄弟も、それからポレマルコスもその他の人々も、みな助けに呼びた まえ0 

-いったいこの国のうちのどこに〈正義〉があり、どこに〈不正〉があるか、両者は互いに どういう 点で異なって 

いるか、また、幸福になろうとする人が、すべての神々と人間に気づかれようと気づかれまいと所有していなけ 
ればならないのは、どちらのほうなのか、といったことが、何とかしてわれわれに見てとれるかもしれないと期 
待しつつね」 

「何をおっしゃいます、いまさら」 と グラゥコンが言った、「あなたはちゃんと、自分でたずね求める のだと 

約束なさったではありませんか。あらゆる手段をつくして力のかぎり〈正義〉を助けないのは、あなたに とって 敬 
( 1 ) 

虔なことではないというので」 

「ほんとうだ」とぼくは答えた、「よく思い出させてくれた。それなら、そうしなければ。ただし君たち も、 
いっしょになって力を貸してくれなければこまる」 

「いやそれはもう」 と 彼は言った、「われわれはそうします とも」 

「さてそれでは」とぼくは言った、「こんなふうにすれば問題のものを見つけ出せるのではないかと、ぼくは 
期待するのだがね。-われわれの国家は、思うに、いやしくもそれが正しい仕方で建設されたとすれば、完全 
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な意味においてすぐれた国家であるはずだ」 

「たしかにそうでなければなりません」と彼は言った。 

「とすれば明らかに、この国家は、〈知恵〉があり、〈勇気〉があり、〈節制〉をたもち、〈正義〉をそなえているこ 
( 2 ) 

とになる」 

「ええ、明らかに」 

「そうすると、もしわれわれがこの国のなかに、いま挙げたもののうちのどれかを見出すとすれば、残ったも 
のが、まだ見出されていないものにほかならない、ということになるのではないか？」 

「むろんそうなります」 

「ではこう考えればょいわけだ——一般に何か四つのものがあって、われわれはそのうちのどれか一つを、何 
らかのもののなかに探し求めているとする。その場合、探し求める当のものを最初に知ることができたなら、わ 
れわれとしてはそれで充分なわけだし、またもし他の三つのほうを先に知ったとすれば、まさにそのこと にょっ 
て、求めていたものは知られたことになるだろう。なぜなら明らかに、いまや、そこに残ったものこそがそれに 
ほかならないのだから」 

(『ブロタゴラス』 3290、 『ラケス』 199 D 、 『メノン』 78 D 、 
『ゴルギアス』507 W など)は、『国家』のこの箇所のよう 
に明確で確定的な記述ではなく、またこの四徳のほかに、 
〈敬虔〉が一緖に挙げられている。 


1« 368 B 〜 C を見ょ。 

2 以下の箇所は、倫理学の思想の歴史の上で、「四つの徳」 
がそれ として 明確に述べられ、論じられた最初の箇所であ 
る。徳目が列挙されるプラトンの初期の対話篇の諸箇所 
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「おっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「それでは、いま挙げたものについても、ちょうどその数は四つあるのだから、同じやり方で探求すべきでは 
ないかね？」 

「ええ、明らかに」 

「そしてじっさい、ぼくにはそのなかに、〈知恵〉が最初にはっきりと目につくように思われる。そしてこの 
〈知恵〉については、一種奇妙な事実があるように見えるのだが」 

「何ですか、それは？」と彼はたずねた。 

「われわれが述べたような国家が知恵のある国家であるということ、まずこのことは確かな事実であるとぼく 
には思える。ものごとを考慮することにかけて、すぐれた能力をもっているのだか(し〇そうではな、，かね？- 
「そうです」 

「そしてほかならぬこのこと——すぐれた考慮——は、明らかにひとつの知識である。なぜなら、すぐれた考 
慮を行なうのは無知によるのではなく、知識によるのであるから」 

「ええ、明らかに」 

「しかるに、一国のうちには、いろいろとたくさんの種類の知識が存在している」 

「もちろんそのはずです」 

「では、国家は、そのうちにある大工の知識のゆえに、知恵があると呼ばれ、すぐれた考慮の能力があると呼 
ばれるべきであろうか？」 
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「いいえ、けっして」と彼は答えた、「その知識のゆえにではありません。その場合は、大工の仕事に長じた 
国とだけ呼ばれるべきです」 

「そうすると、木製の器具について知識をもち、どうすれば最も良い製品を作ることができるかを考慮すると 
いう理由によっては、あるひとつの国が知恵のある国家と呼ばれるべきではないことになる」 

「ええ、けっして」 

「では、銅製の器物や、その他何かそれに類するものについての知識だったらどうだろうか？」 

「いいえ、それに類する知識のどれによってでもありません」と彼は言った。 

「さらに、大地から実りをもたらすことについての知識によってでもない。その場合は、農業の技術に長じた 
国家と呼ばれるべきだ」 

「そ^^っ^ハます一 

「では どうだろう」とぼく は言った、「われわれがいま建設した国家のうちにおいて、国民の誰かのところに、 
国における一部の特定の事柄のためでなく、全体としての国家自身のために、どのようにすれば自国内の問題に 

仕方の考慮 (4200 D ) ということを内容とする「すぐれた考 
慮」として、政治的な局面で論じられている。ここで「す 
ぐれた考慮」と訳された「ェウブウリア lJ ( eo !30 CAia ) は、 

1 . 3400 D でトラシュマ n スが語った「計らいの上手」と同 

じ言葉である。 


1428 E において結論的に説明されているょぅに、国のな 
かの最小部分の〈知恵〉にょって国家全体が〈知恵〉ありと呼 
ばれるといぅ事実を指す。 

2 ここではまだ、〈哲学〉(〈知恵〉への愛)が厳格に規定され 
る場合(第五—七巻)の、ィデア的真実在の知のことには触 
れられず、〈知恵〉は、国内、対外問題へのすぐれた対処の 


283 



429 


E 


( 425 ) 


ついても他国との関係においても、最もよく対処で きる かを考慮す るような 知識が、何か あるだろう か？」 
「ありますとも」 

「何かね、それは？」とぼくは言った、「またどのような人たちのうちにあるのかね？」 

「ほかでもありません」と彼は答えた、「国を守護するための知識がそれです。そしてそれは、先ほどわれわ 
れが『全き意味での〈守護者〉』と呼んだあの支配者たちのうちにあります」 

「ではその知識のゆえに、君はその国家をどのように呼ぶのかね？」 

「すぐれた考慮の能力があり、ほんとうに知恵のある国、と呼びます」と彼は言った。 

「では」とぼくは言った、「われわれの国家のなかには、鍛冶屋と、いま言った真の守護者とでは、どちらの 
ほうがたくさんいることになるだろうと、君は思うかね？」 

「鍛冶屋のほうが、ずっと」と彼は答えた0 

r そしてまた」とぼくは言った、「それぞれがもっている知識によって特定の呼称で呼ばれる かぎりの他の人 
たちとくらべても、そのすベてのなかで、この守護者たちがいちばん数が少ない ことだろうね？」 

「ええ、はるかに」 

「してみると、自然本来のあり方に従って建てられた国家は、みずからの最も小さな階層と部分にほかならな 
い指導者•支配者によってこそ、またその最小部分のうちにある知識によってこそ、全体として〈知恵〉があると 
いうことになるわけだ。そしてどうやら、本来最も少数しか生じないところのこの種族こそは、他の もろもろの 
知識のなかでそれだけが〈知恵〉と呼ばれてしかるべき知識に、あずかることができるもののよう だ」 
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「完全におっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

「それではこれで、四つのもののうちの一つを、どうにかわれわれは見つけ出したわけだ。そのもの自身も、 
それが国家のどこに座を占めているかということも」 

「ええ、少なくとも私には」と彼は言った、「満足できる仕方で見つけ出せたように思われます」 

七 

「そしてさらに〈勇気〉については、そのもの自身も、またそれが国家のどこに存在していて、そのためにその 
国家が勇気があると呼ばれなければならないことになるのかということも、これを見てとるのは、そうむずかし 
いことではない」 

「どうしてですか？」 

「いったい誰が」とぼくは言った、「あるひとつの国家のことを臆病だとか勇気があるとか言うにあたって、 
その国を守って戦い、国のために出征する部分以外のものに目を向けてそう言うだろうか？」 

「誰もいないでしょう」と彼は答えた、「それ以外の部分に目を向けてそう言う人は」 

「それというのも、思うに」とぼくは言った、「国のなかのその他の入々が臆病であろうと、勇敢であろうと、 
その国家が臆病であるか勇敢であるかの決め手とはならないだろうからだ」 


1日. 414 B を見ょ。 


285 



E 


D 


C 


( 429 ) 


「ええ、なりませんね」 

「してみると、国家が勇敢であるということもやはり、その国家自身のある一部分によるわけだ。なぜなら、 
国家はその部分のうちにこそ、恐ろしいものとは何でありどのようなものであるかということについて、それを 
立法者が教育において告げ聞かせたとおりのものとみなす考えを、あらゆる場合を通じて保持しつづけるような 
力をもっているのだから。このことこそ、君が〈勇気〉と呼ぶところのものではないかね？」 

「おっしゃったことがあまりよくわかりません」と彼は言った、「もう一度、言っていただけませんか」 

「〈勇気〉とは」とぼくは言った、「一種の保持であるとぼくは言うのだ」 

「保持といいますと、いったいどのような？」 

「恐ろしいものとは何であり、どのようなものであるかについて、法律により教育を通じて形成された考えの 
保持のことだ。また、その考えをあらゆる場合を通じて保持しつづけると言ったのは、苦痛のうちにあっても、 
快楽のうちにあっても、欲望のうちにあっても、恐怖のうちにあっても、それを守り抜いて、投げ出さないとい 

うことだ。-もしよかったら、これと似ていると思われる例に譬えて話してあげてもいいが」 

「ええ、ぜひそうしてください」 

「君 も 知っての とおり」とぼく は言った、 r 染物師たちが羊毛を紫色に染め あげようと 望む場合、まず第一に 
数ある色のなかからただ一つ、白い羊毛の生地を選び出し、ついで、できるだけ鮮やかに色を受け入れる ように 
との配慮のもとに、少なからぬ手数をかけてその生地に下^備をほどこして、そのうえではじめて染めにかかる。 
こういう やり方で染められると、その染物は しっかりと 色が定着して、洗剤を使わずに洗っても使って洗っても、 
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その色艶を抜き去ることはできないのだ。けれども、こういう手順をふまなかったものは、白以外の色の布を染 
める場合にせよ、あるいは白い生地でも下準備をほどこさないで染める場合にせよ、結果としてどのような染物 
が出来上るかは、君も承知のことだろう」 

r ええたしかに」と彼は答えた、「色のはげやすい、おかしなものになりますね」 

「それでは」とぼくは言った、「これと同じようなことをわれわれもまた、軍人たちを選び出して音楽.文芸 
と体育によって教育していたとき、できるだけの力でしていたのだと解してくれたまえ。つまり、われわれが取 
り計らっていたことの狙いはほかでもない、彼らがわれわれの法律を確信をもって受け入れることあたかも染料 
を受け入れるごとくにして、できるだけ美しく染まってくれるように、ということにあったのだと考えてくれた 
まえ。つまりそうすることによって、彼らが適切な素質をもち適切な萎育を与えられたおかげで、恐ろしいもの 
についても他の事柄についても、彼らの考えがしっかりと色の定着したものとなり、そして、おそるべき洗い落 
しの効果をもつあのさまざまの洗剤—あらゆる石險よりも灰汁よりもそのはたらきのつよい快楽と、そのほか 
のどの洗剤にもまさる苦痛や恐怖や欲望—をもってしても、彼らからその染色を洗い落すことができなくなる 
ためにね。 

こうしてぼくとしては、このような力のことを、すなわち、恐ろしいものとそうでないものについての、正し 
い、法にかなった考えをあらゆる場合を通じて保持することを、〈勇気〉と呼び、そう規定したいのだ。もし君に 
何か異議があるのでなければね」 

「いいえ、何も異議はありません-と彼は言った、「それと同じものに関する正しい考えであっても、教育に 
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よらずに生じたもの、つまり動物や奴 M : がも - CJ - ているようなそれを' あなたはあまり永続的なもの)とは考えない 
でしょうし、〈勇気〉とは別の名で呼ばれるだろうと思いますからね」 

「まさしくそのとおりだ一とぞくは言っ^こ〇 

「それでは、あなたの言われたことを〈勇気)の規定として承認することにします」 

「そう、承認してくれたまえ」とぼくは言った、「ただしあくまでも、国家社会的基準での勇気とハうことで 

( 2 ) 

ね。それならば、君の承認は正しいことになるだろう。しかしこれについては、君がのぞむなら また 機会を あら 
ためて•もっとよく論じることにしよう。いまのところは、われわれがたずね求めていたのはこれではなくて、 

<正義〉なのだからね。とすれば、〈勇気 >の問題の探求のためには、ぼくの思うに、 これく らいで充分だろう」 
「ええ、おっしゃるとおりで結構です」と彼は答えた。 

八 

「さて」とぼくは言った、「あとまだ、国のなかに見つけ出さなければならないものが二つ残っている。ひと 
つは〈節制〉、もうひとつは、われわれの探求全体の目的であるところの〈正義〉だ」 

「ええ、たしかに」 

「そこで、どうすればわれわれはその〈正義〉をずばり見出して、 もう それ以上〈節制〉について苦労せずにすむ 
ことができるだろうか？」 

「さあ、私としては」と彼は言った、「そんなうまい方法は知りませんし、それに、〈正義〉のほうが先に現われ 
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てほしいとも思いませんよ——もしそのために、もうわれわれは〈節制〉の考察はしないというようなことになる 
のでしたらね。いや、もし私をよろこばせる気持がおありでしたら、これのほうを先に考察していただけません 
か」 

「いやむろん、その気持はあるとも」とぼくは答えた、「当然そうあるべきだからね」 

「では考察してください」と彼は言った。 

「そうしなければ」 とぼくは 言った、「そして、一見した ところ目につくのは、 これまで見てきた ものに くら 
ベると、 これは 協和 や 調和といった ものにもっとよく 似て いるということ だ」 

「どのような意味でですか？」 

「つまり〈節制〉とは」とぼくは言った、「思うに、一種の秩序のことであり、さまざまの快楽や欲望を制御す 
ることだろう。これは一般に『おのれに克つ』という言い方で——それがどういう意味かは別として——言われ 
ているところだし、そしてほかにも、いわばこの徳の目印となる足跡を示すような、これに類する言い方がいろ 
いろとなされている。そうだろう？」 

〈勇気〉を支えるものは、「国家の法律にかなった正しい考 
え」という線にとどまつているからである。(正しい)「考 
え」とここで訳された言葉「ドクサ」は、やがて V .476 D 
以下において真の知識と厳格に区別される「思わく」と、 
同じ言葉である。 


1 テクストはアダムやシヤンブリイなどとともに、ストバ 
イオスの伝える読み方 ( li 6 vmov ) に従ぅ。 

2 「国家社会的基準での勇気」とは、個人の勇気と区別さ 
れ、そして—— さらに 重要な点として——真の知識(第五 
巻末—七巻で論じられるょぅなイデァ的真実在の認識) に 
もとづく 真の〈勇気〉と区別される。この箇所で論じられた 
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「ええ、何にもましてそのとおりです」と彼は言った。 

「ところでしかし、この『おのれに克 つ』という 言い方は、 おかしく はないかね？なぜって、自分自身に克 
つ者は、当然また、自分自身に負ける者でもあるはずだし、自分自身に負ける者は、克つ者であるはずだからね0 
なぜなら、こうした表現のどれも、同一の人間について語られているのだから」 

「ええ、当然そのはずです」 

「しかし」 とぼく は言った、「この表現が実際に言おうとしているのは、 こういうことだと 思われる。—— つ 
まり、その人自身の内なる魂には、すぐれた部分と劣った部分とがあって、すぐれた本性を もつ ものが劣ったも 
のを制御している場合には、そのことを『おのれに克つ』と言っているのである。いずれにしてもこれは、ほめ 
た言い方だ。そして他方、悪い養育や何かの交わりのために、少数者としてのすぐれた部分が大ぜいの劣ったも 
のによって支配されるにいたった場合は、これを恥ずべき状態として非難して、そのような状態に ある 人のこと 
を『おのれに負ける』とか『放縦である』とか呼ぶわけなの だ」 

「ええ、じっさいそういう意味のようですね」と彼は答えた。 

「それでは」とぼくは言った、「新しくできたわれわれの国家に目を向けたまえ。そうすれば君は、そのなか 
に、いま言った状態のうちの一方が実現しているのを見出すことだろう。というのは、この国家は正当に、自分 
自身に克っていると呼ばれてしかるべきだと、君は主張するだろうからだ——いやしくも、自分のなかのよりす 
ぐれた部分が劣った部分を支配しているようなものは、節制があり、自分自身に克っていると呼ばれる、、/きであ 
るならばね」 
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「ええ、目を向けていますとも」と彼は答えた、 r そしてじじつ、あなたのおっしゃるとおりです」 
c r そしてまた、たくさんの種々さまざまの欲望や快楽や苦痛を、主として子供たちや女たちや召使たちや、さ 
らに自由人とは名ばかりの多くのつまらぬ人たちのなかに、ひとは見出すことができるだろぅ」 

「ええ、たしかに」 

「他方しかし、単純に して 適正な欲望、知性と正しい思わくに助けられ、思惟に よって 導かれる欲望は といえ 
ば、君はそれを少数の、最もすぐれた素質と最もすぐれた教育を与えられた人々のなかにしか、見出さないだろ 
う一 

「そのとおりです」と彼は答えた。 

r それでは、こぅした事情がちゃんと君の国家のなかに存在していて、そこでは、多数のつまらぬ人たちのい 
D だく欲望が、それよりも数の少ない、よりすぐれた人々の欲望と思慮の制御のもとに支配されているのを、君は 
目にするのではないかね」 

「ええ、たしかにそのとおりです」と彼は答えた。 

九 

「してみ ると、 快楽や欲望に打ち克ち、自分自身に打ち克って いると 呼ばれるべき国家が あると すれば、われ 
われのこの国家こそ、まさにそぅ呼ばれるべきなのだ」 

「まったくそのとおりです I と彼は答えた。 
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「すると また、そうしたすべての点において、この国家は、節制を わきまえた 国家で あるとも 呼ばれるべきで 
はないかね」 

「ええ、たしかに」と彼は答えた。 

「さらにまた、誰が支配しなければならないかについて、支配している人々と支配されている人々の間に同一 
( 1 ) I 

の考えが成立しているような国家があるとしたら、そういう状態は、この国家のうちにこそ実現されていること 
になるだろう。それとも、そうは思えないかね？」 

「それはもう、つよくそのことを確信します」と彼は答えた。 

「では、国民たちがそのような状態にあるとき、〈節制〉は彼らのどちらの側にあると君は言うだろうか。支配 
する人々のうちにあるのだろうか、それとも支配される人々のうちにあるのだろうか？」 

「どちらのうちにも、でしよう」と彼は答えた。 

「とすれば、わかるかね？」とぼくは言った、「ついさっきわれわれが、〈節制〉は調和に似たところがあると 
予言したのは、間違っていなかったわけだ」 

「どうしてですか？ I 

「こういうわけだ。——〈勇気〉と〈知恵〉の場合は、どちらも国家のある特定の部分のうちに存在することによ 
って、一方は国家を知恵のある国家とし、他方は勇気ある国家とするということだったが、〈節制〉はそうではな 
い。それは国家の全体に、文字通り絃の全苦域に行きわたるように行きわたっていて、最も弱い人々にも最も強 
い人々にも、またその中間の人々にも、完全調和の音階のもとに同一の歌を歌わせるようにするものなのだ。こ 
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こで言う強い人々と弱い人々とを区別する点は、知恵であれ、力であれ、人数の多少であれ、 M 産であれ、その 
他これに類する何であれ、君ののぞむままの観点であってよ.いのだがね。いずれにせよこのようにして、われわ 

れは、まさにこのような合意こそが〈節制〉にほかならないと、きわめて正当に主張することができるだろう- 

すなわちそれは、国家の場合であれひとりひとりの個人の場合であれ、素質の劣ったものとすぐれたものの間に、 
どちらが支配すべきかということについて成立する一致協和なのだ」 

「私もまったく賛成です」と彼は言った。 

「よかろう」とぼくは言った、「これで三つのものがわれわれの国家のなかに、見てとられたことになる。さ 

しあたって判断できるかぎりではね。そこで、まだ残っている種類のものは-それによ っ て国家はい っそう 完 

全に徳にあずかることになるわけだが——いったい何だろう？ むろんそれは、〈正義〉にきまっている」 

「ええ、むろん」 

「それでは、グラウコン、いまこそわれわれは、狩人のように藪を取り囲んで、どうかしたはずみに〈正義〉が 
逃げ出して姿を消し、行方不明にならないよう注意を集中していなければならない。どこかこのあたりにいるこ 
とは、 もう 間違いないのだからね。さあよく目をこらして、一所懸命に見つけ出そうとしてくれたまえ。何とか 
ぼくより先に見つけて、ぼくに教えてくれることができるかもしれないからね」 


1先に43§において〈節制〉は、⑴秩序であり、⑵欲望と れ、これから U ) の側面が説明される0 
快楽の制限であると規定された。前章で'(2)の側面が説明さ 
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「ええ、そうできればよいのですがね」と彼は言ゥた V 「しかしそれよりもこの私を V あとからついて行ゥて 
指さされるものを見分けることならできるような、ひとりのお伴として扱ってくださるほうが、私としてはずっ 
とふさわしい役目を与えられることになるでしょう」 

「ではついて来たまえ」とぼくは言った、「ぼくといっしょに上首尾をお祈りしたうえでね」 

「そうすることにしましょう」と彼は言った、「さあ先に立ってください」 

「それにしても」とぼくは言った、「どうもこの場所は陰になっていて踏みこみにくいようだ。とにかく暗く 
て、獲物を狩り出すのがむずかしい。しかし、それでも行かなければ」 
r 行かなければなりませんとも」と彼は言った。 

そこでぼくは、じっと目をこらして、それからこう言った、 

「しめたぞ、グラゥコン！どうやらわれわれは、手がかりとなる足跡をつかんだようだ。もうけっして逃デ 
られるようなことはないと fi う」 

「それは吉報ですね」と彼が言った。 

「なんとまあ」とぼくは言った、「われわれも間抜けだったものだ」 

「とおつしやると？」 

「しっかりしてくれたまえ、 君！」とぼく は言った、「もう長い間、最初からわれわれの足 もとを うろつき ま 
わっていたようなのだよ。それがなんと、われわれの目には入らなかったわけで、 まことに 笑止千万というほか 
はない。自分がちゃんと手に持っているものを探しまわる人がよくいるものだが、われわれ もまさにそのとおり、 
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それに目を向けもしないで、どこか遠くのほうばかり眺めてしらべていたわけだ。われわれが見逃していたのも、 
おそらく そのためだろう」 

「とおっしゃると、それはどういうことなので しよう？」 と彼はたずねた。 

「こういうことだ」とぼく は言った、 「つまり、 われわれ はもう ずっと前から、お互いに そのこと を語ったり 
聞いたりしていながら、 そういう われわれ自身の口にしている ことの 意味を理解できなかったの だと、 ぼくには 
思われる——自分たち の 話している事柄がある意味において、問題となっている その 当のものだとい うこと を 
ね」 

「なかなか長い前置きですね」と彼は言った、「聞きたくてたまらない者にとっては」 

I 〇 

「それでは」とぼくは言った、「ぼくの言うことに一理あるかどうか、聞いてくれたまぇ。-つまり、われ 

われが先に国家を建設していたとき、いかなる場合にも守らなければならぬ原則として最初に立てたこと、その 
ことが、あるいは少なくともそのことのひとつの形態が、ぼくの思うには、とりもなおさず〈正義〉にほかならな 
いようなのだ。ではわれわれが原則として立て、その後もなんどもくり返して口にしたことは何であったかとい 

ぇぱ、それは、君が憶ぇているなら、こういうことだったはずだ-すなわち、各人は国におけるさまざまの仕 

事のうちで、その人の生まれつきが本来それに最も適しているような仕事を、一人が一つずつ行なわなければな 
らないということ」 
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「たしかにわれわれは、そのょうに言っていました」 

「そして、自分のことだけをして余計なことに手出しをしないことが正義なのだ、ということも、われわれは 
ほかの多くの人たちから聞いてきたところだし、自分でもしばしば口にしたことがあるはずだ」 

「ええ、たしかに」 

「そこで、友ょ」とぼくは言った、「おそらく、そのことがある仕方で実現されたものが〈正義〉なのではある 
まいか-この 『 M 分のことだけをする』ということが。どうしてぼくがそう考えるか、わかるかね？」 

「いいえ。どうか話してください」と彼は言った。 

r ぼくにはこう思われるのだ」とぼくは言った、「われわれがこれまでに考察した〈節制〉と〈勇気〉と〈知恵〉の 
あとに国家のなかに残っているもの、そのものこそは、これら三つのものすべてに力を与えて国のうちに生じさ 
せ、そしていったん生じたのちには、それらの徳を——そのものが内在するかぎり——存続させるはたらきをす 
るものにほかならないだろうと。しかるに他方、われわれは、もし三つの徳を見つけ出せたら、その後に残った 
ものが〈正義〉だということになるだろうと言っていた」 

「ええ、必ずそういうことになるはずですからね」と彼は言った。 

「ところでまた」とぼくは言った、「それらの徳のうちで、とくにどれが国のなかに生じた場合に、われわれ 
の国家をすぐれた国家たらしめることに最も大きく寄与するであろうかということを、もし判定しなければなら 
ないとしたら、これは判定しにくい問題となるだろう。いったいそれは、支配する人々とされる人々との間の意 
見の一致なのか、それとも、何が恐るべきもので何がそうでないかについての法にかなった考えが、軍人たちの 
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うちに保持されることか、それとも、支配者たちのうちにある守護のための知恵なのか、それともまた、このこ 
と——各人が一人で一つずつ自分の仕事を果し、それ以上の余計なことに手出しをしないというこの原則——が、 
子供のうちにも女のうちにも、奴隸のうちにも自由人のうちにも職人のうちにも、支配者のうちにも支配される 
者のうちにも実現されるならば、ほかならぬそのことこそが、国家をすぐれたものとするのに、他の何にもまし 
て寄与するのであろうか . 」 

「判定しにくい問題です」と彼は言った、「どうして容易でありえましょう」 

「してみると、どうやら、少なくともこの、国のなかでひとりひとりの者が自分のことだけを果すということ 
がもつ力は、国家の徳へ寄与することにかけては、その国の〈知恵〉や〈節制〉や〈勇気〉と匹敵するものということ 
になるわけだ」 

「ええ、たしかに」と彼は答えた。 

「そうすると、国家の徳に寄与することにかけて、それら三つの徳と匹敵するものということになると、君は 
それを〈正義〉とみなすことができるのではないかね？」 

「まったくそのとおりです」 

「ではさらに、 こういう 観点からみても、同じように思われることになるかどうか、考えてみてくれたまえ。 
——国家において支配の任にある人たちに対して、君は、訴訟を裁く役目を課するのではないかね？」 

「ええ、むろん」 

「その場合、彼らが裁きを行なうにあたって目指すことは、ほかでもない、各人が他人のものに手を出さず、 
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また自分のものを奪われることもないように、ということではないだろうか？」 

「ええ、まさにそのことです」 

「そのことが〈正しい〉ことだと考えてだね？」 

「ええ」 

「してみると、この観点から見てもやはり、他人のものでない自分自身のものを持つこと、行なうことが、 

<正義〉であると認められてよいことになるだろう」 

「そのとおりです」 

「ではさらに見てくれたまえ、君もぼくと同意見かどうか。-もし大工が靴作りの仕事をしようとしたり、 

靴作りが大工の仕事をしようとしたり、お互いの仕事道具や地位を取り替えたり、あるいは、同じ人間がその両 
方の仕事をしようとしたり、その他すベてがこうして取り替えられるとした場合、何らかの重大な害を国家に与 
えることになるだろうと君には思えるかね？」 

「いいえ、それほど大したことはないと思います」と彼は言った。 

「しかしながら、思うに、生まれつきの素質において職人であるのが本来の人、あるいは何らかの金儲け仕事 
をするのが本来である人が、富なり、人数なり、体の強さなり、その他これに類する何らかのものによって思い 
上ったすえ、戦士の階層のなかへ入って行こうとしたり、あるいは戦士に属する者がその素質もないのに、政務 
を取り計らって国を監視•守護する任につこうとしたりして、これらの人々がお互いの仕事道具や地位を取り替 
える場合、あるいはまた、同じ一人の人間がこれらすベての仕事を兼ねて行なおうとするような場合は、こうし 
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た階層どうしのこのような入れ替りと余計な手出しとは、国家を滅ぼすものであるということに、君も同意見だ 
ろうと思う」 

「ええ、完全に同意見です」 

c r してみると、三つある種族の間の余計な手出しや相互への転換は、国家にとって最大の害悪であり、まさに 
最も大きな悪行であると呼ばれてしかるべきだろう」 

「まさにそのとおりです」 

「しかるに、自分の国家に対する最大の悪行こそは、〈不正〉にほかならないと君は言うだろうね？」 

「ええ、むろん」 

II 

「ではそれが〈不正〉だということになる。そして逆にわれわれは、このように言うことにしよう。すなわち、 

金儲けを仕事とする種族、補助者の種族、守護者の種族が国家においてそれぞれ自己本来の仕事を守って行なう 

場合、このような本務への専心は、 さきとは 反対のものであるから、《正義〉にほかならないことになり、国家を 

( 1 ) 

《正しい〉国家たらしめるものであることになる」 

D 「ええ、私にはそうとしか考えられません」と彼は答えた。 


1 アダム、 シヨ ー リイなどとともに、 文末を疑問符で なくピリオドと する。 
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「まだし かし、 そのこと を あまり 確定的に言いき るのは 控えて おこう」とぼくは 言った、「もしい ま 言われた 

ようなあり方が、人間 ひとりひとりの 内に当てはめられた場合にも、そこでもやは り 〈正義〉であることがわれわ 

れによって同意されたならば、そのときこそはじめてわれわれは、承認を与えることにしよう。じっさい、その 

上どんな異議を申し立てることができようか？ しかし、もしそうでないということになった場合には、考察を 

あらためて、もっと別のことを考えなければならないだろう。 

しかしさしあたっていまは、前からの考えに沿った考察を、終りまで進めることにしよう。すなわちわれわれ 

は、こう考えたのだった——〈正義〉の考察のためには、それをもっているもののうちで、 より 規模の大きなもの 

( 1 ) I 

を何か先に取り上げて、先にそのなかでそれを観察してみるならば、一個人のうちにおける<正義〉がどのような 

性格のものであるかを、見きわめるのが容易になるであろう、と。そしてわれわれには、そのような規模の大き 

( 2 ) 

なものとは、国家にほかならないと思われた。そういうわけでわれわれは、われわれにできるかぎりのすぐれた 
国家を建設してきたのだった。〈正義〉はすぐれた国家のうちにこそあるだろうことを、よく知っていたので。 

そこでいま、その国家のなかにわれわれが見出したものを、こんどは個人の場合に当てはめてみることにしよ 
う。そして、 もし そのまま承認されるならそれでよいし、またもし個人の場合には何か違ったものとして現われ 
るのであれば、もういちど国家の場合に立ちかえって、吟味しなおしてみなければならないだろう。おそらくは、 
そのようにして両者をつき合せてしらべ、両者を擦り合せて行くうちに、やがてあたかも火切り木から火花が出 
てくるように、〈正義〉を明らかにして輝き出させることができるだろう。そしてそれが明らかになったならば、 
われ.われは自分自身のうちでそれを確かめてみるべきだろう」 
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「ええ」と彼は言った、「おっしゃるようにするのが手順にかなった行き方ですし、またそのようにしなけれ 
ばなりません」 

「それでは」とぼくは言った、「ひとが同じ名で呼ぶものは、それが大きなものであれ、小さなものであれ、 
同じ名で呼ばれるちょうどその点に関するかぎり、似ていないだろうか、似ているだろうか？」 

「似ています」と彼は答えた。 

「すると、正しい人も正しい国家とくらべて、その〈正義〉という特性に関するかぎりは少しも異なるところが 
なく、似ているということになるわけだ」 

「似ていることになります」と彼は答えた。 

「しかるに、国家が正しい国家であると考えられたのは、そのなかに素質の異なった三つの種族があって、 そ 
のそれぞれが自己本来の仕事を行なっていると きのこと であり、 さらに また、それが節制を 保った 国家、 勇気 あ 
る国家、知恵ある国家であるのも、同じそれらの種族がもっている他の状態と持前によるものであった」 

「そのとおりです」と彼は答えた。 

「してみると、友よ、個人 もまた そのように、自分の魂のなかに同じそうした種類の ものをもち、 それらが国 
家における三種族と同じ状態に ある ことによって、当然国家の場合と同じ名前で呼ばれて しかるべきことになる 
と、われわれは期待しなければ ならないだろう」 


1バーネットがテクストに加えた fu o 7 ) を読まない。 2 n . 36 00 D 〜 369 A . 
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「ええ、どうしてもそういうことになら ざるをえません」 と 彼は答えた。 

「こて (±なんと、 君！」 とぼくは言った、「われわれはまたしても、ほんのちょっとした考察の課題のなかへ 

はまり こんでしまったね、-魂について、それがはたしてそうした三つの種類のものを、自分の内にもってい 

るかいないかを考察しなければならぬとは」 

「ナっ し C 、 ほんのち ょっ とした課題といったものとは思えませんね」と彼は言った、「おそらくは、ソクラ 
テス、『美しいことは難かしい』と言われているのは、真実のことでしょうからね」 

「そう、明らかにね」とぼくは言った、「そして、いいかね、グラゥコン、ぼくの考えを打ち明けていえば、 
こうした問題をほんとうに正確に とらえる ということは、われわれがいま議論のなかで採用しているような行き 
方をもってしては、けっしてできないだろう。その目標へ到達するための道としては、別のもっと長い道が.^る 
のだか ( M 。 ただしかし、これまで語られ考察されてきた事柄に相応するような把握の仕方なら、できるだろうが 
ね」 

「それで結構ではありませんか」と彼は言った、「私としては、さしあたってそれだけでも満足できます」 

「(を、をれはもう-とぞくは言った、「このぼくにとっても充分すぎるほどのことになるだろう」 

「それならひるまずに」と彼は言った、「どうか考察をすすめてください」 

「さあ それでは」とぼくは言った、「われわれの一人一人の内には、国家のなかにあるのと同じ種類の性格と 
品性が あると いう、これだけのことならば、われわれとしてどうしても認めないわけには行かないのではなかろ 
うか？なぜなら、国家がもっている性格は、それ以外のところからは出てこないはずだからね。じっさい、気 
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«' 的な性格が国家のなかに生じるとした場合、それが、げんに気概があるという評判のあるその個々の成 H —— 

たとえば、トラキアの 人たちや スキュティアの 人たちや一般に北部の地域の人々はそういう評判を得ているが 

I —そういった個々の住民の性格から由来するのでないと考えるとすれば、おかしなことだろう。あるいは学を 

好む性格についても同様で、ひとはきっとわれわれのところの地域に対して、とりわけこの声価を与えてくれる 

だろうがね。あるいは金銭欲の場合も同様であり、これはフニーーキア人たちやエジプトの人たちが少なからずそ 
( 2 ) 

うだと 言われるだろうが」 

「ええ、たしかに」と彼は答えた。 

「だからこの点に関するかぎりは」とぼくは言った、「事実はたしかにそのとおりなのであって、それを知る 
ことは何も難しいことではないのだ」 

「ええ少しも」 

ニー 

「ところが、次の点になると難しくなる。いったい、われわれは同じ一つのものにょって、いま挙げられたょ 
( 3 ) 

うな それぞれの性格の ことを 行なうのであろうか、それとも、三つの異なったはたらきのものがあって、そのそ 

1 この「別のもっと長い道」のことは、 VI . 504 wsqq •にお V . 747 C 参照。 

いて取り上げられることになる。 3 テクスト (436 A 8) は、アダムやショーリイと..!：もにア 
:2フェニキア人とエジプト人の性袼につぃて乜、『法律』 —。へルトの据案 (TO0TI) に従う。 
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れぞれによゥて別々のことを行なうのであろう かひつ まり、われわれは、われわれの内なるある一つのものによ 
って物を学び、また別のものによって気概にかられ、さらにまた第三のものによって、食べたり生んだりするこ 
とや、すべてそれに類することにまつわるさまざまの快楽を欲望するのであろうか、それとも、われわれが行動 
を起すときにはいつも、われわれは魂全体によってそれらのひとつひとつのことをするのであろうか——。この 
ような問題になると、納得の行くような決定を与えるのが難しいことになるだろう」 

「私にもそう思われます」と彼は言った。 

「では次のようにして、それらが互いに同じものか異なったものかを、決めることを試みることにしよう」 
「どのようにしてですか？」 

「いうまでもなく、同一のものが、それの同一側面において、しかも同一のものとの関係において、同時に、 

( 1 } 

相反す ることをしたりされたりする ことは できないだろう。したがって、もし問題となっているものの間に、そ 
ういう事態が起るのをわれわれが見出すとすれば、それらは同一のものではなくて、二つ以上のものであったこ 
とがわかるだろう」 

「よろしいで しよう」 

「では、 ぼくの言うことをしらべてくれたまえ」 

「どうぞ言って ください」と 彼は言った。 

「同一の ものが」とぼくは 言った、 「その 同一側面に おいて 同時に静止し また 動いて いるということは、 あり 
うるだろうか？ I 
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「けっしてありえません」 

「ではこのわれわれの同意を、もっと厳密なかたちのものにしておくことにしよう。先へ進んでから、われわ 

れの間に異議が生じたりすることのないようにね。-つまり、もし誰かが、立ち止まってはいるが手と頭を動 

かしている人のことについて、同一の人が静止していると同時に動いている、というようなことを言うとすれば、 
D 思うにわれわれとしては、それを正しい言い方であるとは認めずに、その人のある部分は静止し、ある部分は動 
いている、と言うべきだと考えるだろう。そうではないかね？」 

「そうです」 

「ではまた、もしそういうことを言う人がさらに機知のあるところを示し、議論のきめを細かくして、独楽を 
見よ、それが心棒を同一点に固定させて回っているとき、独楽は全体として静止していると同時に動いているで 
はないか、そして同じことは、同一の位置で回転運動をしている他の何についても見られるところだと、こう論 
じてきたとしても、われわれはそれを受けつけないだろう。なぜなら、そのような場合、そのような仕方で止ま 
りかつ動いているというのは、けっしてそのもの自身の同一の側面においてではないのだから。われわれとして 

E は、こう主張す るだろう- それらのものは、それ自身のうちに垂直という側面と周辺という側面とをもってい 

て、垂直の側面では静止し——どの方向にも傾かないのだから——、周辺の側面では回って動いている。しかし、 
回転しながら同時に、その垂線を左右前後いずれかに傾かせる場合には、そのときそれは、いかなる意味におい 


1 r 予盾律」の基礎と なる 考えの、哲学史上最初の明確な表現である。 
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ても静止していないことになるのだ、とね」 

「ええ、そしてそれは正しい主張です」と彼は言った。 

「だから、そのようなことがいくら語られても、われわれを少しも動じさせないだろうし、また、 何 かが 同一 
のものでありながら、同一側面において、同一のものとの関係において、同時に、相反することをされたり、相 
反するものであったり、相反することをしたりするようなことがありうるということを、われわれに説得するの 
にいささかも役立たないだろう」 

「少なくともこの私は説得されないでしょう」と彼は言った。 

「しかしそれにしても」とぼくは言った、「この種の異議申し立てのすべてに残らず当ってみて、それらがい 
ずれも成立しないことを確認していては、われわれの議論は長びかざるをえないだろうから、ここでひとまず、 
これがこのとおりであると前提しておいて、もしいつかそれが違っていることがわかったならば、この前提から 
われわれが導き出した帰結はすべて御破算になるという了解のもとに、先へ進むことにしようではないか」 

「ええ、そうしなければなりません」と彼は答えた。 

I 三 

「それでは」とぼくは 言った、「肯 くことと 否む こと、 何 かを 摑 もうと求めることと拒けること、 引き寄せる 
ことと押しやること——君はすべてこのようなものを、 〈互いに反対で あるもの〉 に 属すると考えるのではないか 
ね？ 反対の行為で あるか 状態で あるかは別と して。その点はどちらで も、いまの 論点に ひびかないだろうから 
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ね」 

「ええ」と彼は言った、「反対のものですとも」 

「ではどうだろう」とぼくは言った、「渴きや飢えや一般に欲望、さらにまた、その気になることや望むこと、 
すべてこれらのものを君は、いま挙げられた種類のもののなかに入れるのではないかね？たとえば、欲望をい 
だいている人の魂はいつも、その欲望の対象となっているものを『求めている』と君は言うだろう し、 あるいは、 
自分のものになることを望んでいる対象を『引き寄せる』と言い、さらにまた、何かが自分に与えられればよい 
のにという気になるかぎり、魂はその実現を切望して、そのことについて、あたかも誰かの質問に答えるかのよ 
うに自分に向かって『肯く』、というふうに言うのではないかね？」 

「ええ、たしかに」 

「ではどうだろう——望まず、その気にならず、また欲しもしないことは、われわれはこれを、『魂が押しや 
って自分から追い払うこと』のなかへ、また一般にすベて先のとは反対のもののなかへ、入れることになるので 
はなかろうか？」 

D 「ええ、もちろん」 

「では、以上のとおりだとすれば、われわれは、〈欲望 >というものがあるひとつの種類をなしていて、そのな 
かでいちばんはっきりしているのは、われわれが渴きと飢えと呼ぶものであると、こう主張してよいのではない 
かね？」 

「ええ、そう主張するでしょう」と彼は答えた。 
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「一方は飲み物への、他方は食物への欲望なのだね？」 

「ええ」 

「ところで、渴きというものは、それがただ渴きであるかぎりにおいては、いま言われたもの以上の何かに対 
する、魂のなかの欲望であろうか？ たとえば、渴きははたして熱い飲み物や冷たい飲み物に対する渴きであり、 
あるいはたくさんの飲み物や少しの飲み物に対する渴きであり、一言でいえば、何らかの性質の飲み物に対する 
渴きなのであろうか？それとも、渴きのうえに熱さの感じが加わってはじめて、それは冷たい飲み物に対する 
欲望となり、冷たさの感じが加わってこそはじめて、熱い飲み物に対する欲望となるというのが、ほんとうであ 
ろうか？また、多量という性格が加わることによって渴きが大きな渴きとなるならば、それはたくさんの飲み 
物に対する欲望となり、逆に渴きがわずかな渴きであるならば、少しの飲み物に対する欲望になるのではなかろ 
うか？そして渴きそれ自体は、それの本来の対象であるところの、飲み物それ自体以外のものに対する欲望 
となることはけっしてなく、同様にしてまた、飢えの対象となるのは、ただ単純に食べ物なのではないだろう 
か？」 

「そのとおりです」と彼は言った、「それぞれの欲望それ自体は、ただもっぱら、その本来の対象で ある それ 

ぞれのもの自体だけに対するものであって、対象が『これこれしかじかの』ものであるのは、欲望のほうにも何 

( 1 ) 

かがつけ加わっている場合です」 

「いいかね」とぼくは言った、「われわれはけっして、その点の考察をなおざりにしておいたがために、誰か 
からこう反論されて慌てることのない ようにしよう ——たんなる飲み物を欲求する者は誰もいない、善い飲み物 
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をこそ欲求するのだ、またただ食物を欲求するのでなく、善い食物を欲求するのだ、と。なぜなら、すべての人 
( 2 } 

間はみな善いものを欲求するのであるから、というわけでね。もしそうなら、渴きがひとつの欲望であるとする 
と、その欲望の対象が飲み物であれ他の何であれ、とにかく善いものに対する欲望であることになるだろう し、 
また他のもろもろの欲望も、同様であることになるだろう」 

「たぶん、そのように論じる人は」と彼は言った、「一理あることを言っているように思われるでしょうから 
ね」 

「だがしかし」とぼくは言った、「およそ何かあるものとの相関関係において成立しているようなものは、ぼ 
くの考えでは、その当のものが何らかの性質のものであれば、相関する相手も何らかの性質のものであるが、そ 
れぞれのもの自体は、ただそれぞれのもの自体との関係においてのみあるのだ」 

「どういうことなの か、わかりませんが」 と 彼は言った。 

1 以下 43 SW までつづく、「相関関係において成立するも ギアス』 4600 A 、 『メノン』7 7 wsqq .、 『饗宴』 204 W などを 
の」についての厳密化のための細かい議論は、欲望という 参照。前注で述べたように、ブラトンが魂三区分の考えに 
ものを単純盲目な欲望として、次にソクラテスが言うよう よって、知性が欲望を制御するという事態の意味を明確に 
な、「善い」という一種の潜在的な判断を含む欲望から厳 打ち出すためには、この命題への基本的な対処が必要であ 
密に区別して、魂三区分の考えにおける「知的部分」と った。すべての欲望が一律に問違いなく「善いもの」を指 
「欲望的部分」との区別を明確にし堅固にするための基礎 向するのであれば、知性による統御の必要はないことにな 
作業である。 るだろうからである。 

2 この命題 .i± ソクラテス 自身が説いた命題である。『ゴル 
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「わからないかね」とぼくは言った、「より大きなものとは、それと相関関係にある何かあるものよりも大き 
いという、そういう性格のものだろう？」 

「ええ、たしかに」 

「より小さなものに対して、そうなのだね？」 

「ええ」 

「そして、はるかにより大きなものは、はるかにより小さいものに対してそうなのだ。そうだろう？」 

「ええ」 

「同じくまた、あるときにより大きいものは、あるときにより小さなものに対してそうなのであり、 より 大き 
、、'>、、、 、、、、、' 

く^?るであろうものは、より小さくなるであろうものに対してそうなのではな、〃かね？」 

「ええ、むろんそうです」と彼は言った。 

r また、より多いものはより少ないものと、二倍のものは半分のものと、それぞれ相関関係にあるのであって、 
すべてこのようなものは同様であり、さらに、より重いものはより軽いものと、より速、‘ものはより遅いものと 
相関関係にあり、さらにはまた、熱いものが冷たいものと相関的であるほか、すべてこれに類するものもみな同 
様なのではないかね？」 

「たしかにそのとおりです」 

「では、知識に関することはどうだろう？ そのあり方は同じではなかろうか。知識とは、それ自体としては、 
ただ学ばれるものそれ自体の知識なのであり、あるいは知識の対象を他のどのような言葉で規定すべきであるに 


310 



国家（第四巻) 


D 


せよ、そのもの自体だけにかかわるものであるが、しかし、ある特定の知識、何らかの性質の知識は、ある特定 
のもの、何らかの性質のものを対象とする。ぼくの言う意味は、次の ような ことだ。——知識が家を作ることの 
知識として成立した場合には、それは他のもろもろの知識から区別されて、建築術と呼ばれることになるのでは 
ないかね？」 

「ええ、それに違いありません」 

「それは、その知識が他のどの知識とも違うような、ある特定の性質の知識であることによってではないか 
ね？」 

「ええ」 

「その知識は、ある特定の性質のものを対象とするからこそ、それ自身もある特定の性質の知識となったので 
はないか。そして同じことは、他のさまざまの技術や知識の場合にもいえるだろうね？」 

「そのとおりです」 

I 四 

「ではそのことが」とぼくは言った、「さっきぼくの言いたかったことなのだと、承知してくれたまえ。いま 
はもう君にわかってもらえたとすればね。——すなわち、何かあるものとの相関関係において成立しているよう 
なものは、それ自体だけでとらえれば、ただそれ自体としての対象と相関関係にあり、他方、その当のものが何 
らかの性質のものであれば、相関する相手も何らかの性質のものである、ということだ。 
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伽 E ただし、ぼくの言う意味は、何らかの性質をもった対象と相関関係にあるようなものは、その対象とそのまま 
同じ性質のものであるということではない。たとえば、健康なものや病的なものについての知識は、その知識自 
身が健康であったり病的であったりするとか、悪や善の知識が、それ自身悪い知識であったり善い知識であった 
りする、というようなことではない。そうではなくて、知識が、まさに知識の対象であるものそれ自体の知識で 
なく、ある特定の性質のものを対象とする知識となったとき、つまりいまの例では、健康なものや病的なものを 
対象とする知識となったときには、知識それ自身もある特定の性質の知識となったのであり、その結果として、 
知識はもはやただ単純に知識とだけ呼ばれることなく、『ある特定の性質の』ということがつけ加わって、『医療 
に関する知識』(医学)と呼ばれることになる、ということなのだ」 

「わかりました」と彼は言った、「私もそう思います」 

439「ところで、渴きのことだがね」とぼくは言った、「渴きというものの本性からいって、君はそれを以上のよ 
うな、あるものとの相関関係にあるもののなかへ入れるのではないかね？ そして渴きとは……」 

「ええ、入れます」と彼は言った、「それは飲み物と相関関係にあります」 

「では、ある特定の性質の飲み物を求める渴きは、ある特定の性質の渇きであるけれども、しかし渴きそれ自 
体の対象となるのは、多くの飲み物でもなければ、少しの飲み物でもなく、また善い飲み物でもなければ、悪い 
飲み物でもなく、一言でいえば、ある特定の性質の飲み物ではけっしてないのであって、渇きそれ自体はただ単 
純に飲み物それ自体を対象とするのが、本来なのではないかね？」 

「まったくそのとおりです」 
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「そうしてみると、のどが渴いている人の魂は、渴いているというただそのかぎりにおいては、飲むこと以外 
の何ものかを望むのではけっしてなく、ただもっぱら飲むことに憧れ、そのことに向かって突進するのだという 
ことになる」 

「ええ、明らかに」 

「それでは、渴いているときに魂を逆に引き戻そうとするものが何かあるとしたら、そのものは魂のなかにあ 
る別の要素であり、渴きをいだいて魂を獣のように飲むことへと駆り立てているもの自身とは、別の何ものかで 
あるということになるのではないかね？ なぜならば、われわれの主張では、同一のものがそれ自身の同一部分 
において、同一のものに関して、同時に相反することをするということは、ありえないはずだから」 

「たしかにそれはありえないことです」 

「思うに、それはちょうど弓を射る人について、彼の手が弓を押しやると同時に引き寄せているというのは正 
しい言い方ではなく、押しやっている手と引き寄せている手は、別の手であると言わなければならないようなも 
のだ」 

「まったくおっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

「ところで、人がのどは渴いているけれども、飲むことを望まないという場合も時にはあると、われわれは言 
うべきだろうか？」 

「ええ、それはもう」と彼は答えた、「たくさんの人たちが何度もそういう経験をすると言うべきでしょう」 

「すると、そういう人たちについてどのようなことが言えるだろうか」とぼくは言った、「その人たちの魂の 
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なかには、飲むことを命じるものがあ% ■ とともに' 他方では Y それを禁止するもうひとつ別のものがあって、飲 
むことを命じるものを制圧していると言うべきではないだろうか？」 
r たしかにそう思います」と彼は答えた。 

r そして、そのような行為を禁止する要因が発動する場合には、それは理を知るはたらきから生じて来るので 
あり、他方、そのほうへ駆り立て引きずって行く諸要因は、さまざまの身体条件や病的状態を通じて生じて来る 
のではないだろうか？」 

「そう思われます」 

「そうすると」とぼくは言った、「われわれがこう主張するのは、けっしていわれのないことではないという 
べきだろう —— すなわち、それらは互いに異なった二つの別の要素であって、一方の、魂がそれによって理を 
知るところのものは、魂のなかの〈理知的部分〉と呼ばれるべきであり、他方、魂がそれによって恋し、飢え、渴 
き、その他もろもろの欲望を感じて興奮するところのものは、魂のなかの非理知的な〈欲望的部分〉であり、さま 
ざまの充足と快楽の親しい仲間であると呼ばれるのがふさわしい、と」 

「いわれのないことではありません」と彼は言った、「われわれは当然そう考えてしかるべきでしょう」 
「それではこれで」とぼくは言った、「こうした二つのはたらきが、魂のなかに内在する二つの種類の要素と 
して、われわれによって区別されて確認されたことにしよう。そこでこんどは気概、すなわち、われわれがそれ 
に：/っで憤慨するところのものだがヽいったいこれは第三の要素なのだろうかヽそれとも-先の二つのどちらか 
と同種族のものなのだろうか？」 
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「おそらくは」と彼は言った、「その一方、すなわち〈欲望的部分〉と同種族のものでしょう」 

「しかしね」とぼくは言った、「いつかぼくはある話を聞いたことがあって、それを信じているのだよ。それ 
によると、アグライオンの子レオンティオスがペイライエゥスから、北の城壁の外側に沿ってやって来る途中、 
処刑吏のそばに屍体が横たわっているのに気づき、見たいという欲望にとらえられると同時に、他方では嫌悪の 
気持がはたらいて、身をひるがえそうとした。そしてしばらくは、そうやって心の中で闘いながら顔をおおって 
440いたが、ついに欲望に打ち負かされて、目をかっと見開き、屍体のところへ駔け寄ってこう叫んだというのだ。 

『さあお前たち、呪われたやつらめ、この美しい観物を堪能するまで味わうがよい！』」 

「ええ、私もその話は聞きました」と彼は言った。 

「この話は間違いなく」とぼくは言った、「怒りは時によって欲望と戦うことがあり、この戦い合うものどう 
しは互いに別のものであることを示している」 

「たしかにそのことを示していますね」と彼は答えた。 

I 五 

「そしてそれはまた、ほかの多くの場合にもわれわれの気づくところではないかね」とぼくはつづけた、「欲 
B 望が理知に反して人を強制するとき、その人は自分自身を罵り、自分の内にあって強制しているものに対して憤 
慨し、そして、あたかも二つの党派が抗争している場合におけるように、そのような人の〈気概〉は、〈理性〉の味 
方となって戦うのでねないかね？これに反して、自分に敵対する挙に出てはならぬと〈理性 r が決定を下してい 
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るのに、〈気概〉が〈欲望〉の側に与するということは、思うに、君はかつてそのような事態が君自身のうちに生じ 
たのに気づいたことがあるとは主張できないだろうし、またほかの人のうちにしてもそうだろうと思うのだが」 
「ええ、ゼゥスに誓って」と彼は答えた。 

「では、自分が不正なことをしていると思う人の場合はどうだろう？」とぼくは言った、「その人が気だかい 
人間であればあるほど、それだけいっそうその人は、怒ることができないのではないだろうか——飢えても、凍 
えても、またそのほか、自分がそうした目にあわされるのは正当だと思うような相手から、それに類するどのよ 
うなことをされてもね。そして、ぼくはこう言いたいのだが、その人の〈気概〉は、そのような相手に対して喚び 
起されることをこばむのではないだろうか？」 

「おっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

「では逆に、自分が不正なことをされていると考える場合はどうだろう？ そのような場合には、その人は心 
を沸き立たせ、憤激し、正しいと思うことに味方して戦い、飢えても、凍えても、その他すベてそのような目に 
あっても、じっと堪え忍んで、勝利を収めるのではないだろうか。そして、目的を達成するか、それとも斃れて 
死ぬか、それとも、ちょうど犬が羊飼いから呼び戻されるように、自分の内なる理性によって呼び戻されて宥め 
られるかするまでは、その気だかい闘いをやめようとはしないのではなかろうか？」 

「あなたのその譬えは、まったくぴったりです」と彼は言った、「じっさい、われわれの国家においては、補 
助者たちはいわば番犬のように、国家の羊飼いともいうべき支配者たちの命に従うというふうに、われわれは考 
えたのですからね」 
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「そのとおりだ」とぼくは言った、「君はぼくの言いたいことをよく理解してくれる。しかしそれに加えて、 
こういう点も君は気づいているだろうか？」 

E 「とおつしやると？ L 1 

「〈気概の部分〉についてのわれわれの見方が、ついさっきとは反対になっているということだよ。つまりさっ 
きは、われわれはそれを欲望的な性格をもった何かであると考えたわけだが、いまはそれどころか、魂の中で起 
る紛争にあたって、むしろはるかに〈理知的部分〉に味方して武器を取るものだと主張しているのだからね」 
「まったくそのとおりです」と彼は答えた。 

「そうするとそれは、その〈理知的部分〉とも別のものなのだろうか、それとも〈理知的部分〉の一種族で あり、 
したがって魂のなかには三つではなく二つの種族のもの —— すなわち〈理知的部分〉と〈欲望的な部分〉と —— があ 
441るだけだ、ということになるのだろうか？それとも、ちょうど国家において、金儲けを業とするもの、統治者 
を補助する任をもつもの、政策を審議する任に当るものという、この三つの種族があって一国をまとめていたの 
と同じように、魂の内においてもまた、この〈気概の部分〉は^^ーーの種族として区別され、悪しき養育によってだ 
めにされないかぎりは、〈理知的部分〉の補助者であることを本性とするものなのであろうか？」 

「それはどうしても、第三のものとして区別されなければならないでしょう」と彼は答えた。 

「そう」とぼくは言った、「もしそれが、〈欲望的部分〉と別のものであることが明らかになったのと同じよう 
に、〈理知的部分〉とは別の何かであることが明らかになるならばね」 

「いやそのことなら」と彼は言った、 r べつに困難もなしに明らかになるでしょう。げんに、気概と. いう こ 


と 
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ならば、子供たちのなかにもそれを見ることができますからね。すなわち子供でも、生まれるとすぐに気概には 

B 充ち充ちていますが、理を知るはたらきとなると、ある者たちはいつまでもそれに無縁であるょうにさえ思われ 

ますし、多くの者はずっと遅くなってからそれを身につけるょうに思われます」 

「そう、ゼゥスに誓って」とぼくは言った、「それはきわめて適切な指摘だ。さらに言えば、獣たちについて 

見ても、君の言うことがそのとおりであるとわかるだろうね。そして以上のことに加えて、先にわれわれが引用 
( 1 ) 

したホメロスの言葉もまた、証拠になることだろう- 

彼は胸を打ちこう言って心臓をとがめた 

すなわち、この箇所でホメロスは明らかに、二つの心の動きを互いに別のものとして語りながら、事の善し悪 
しを理知的に勘考した一方の部分が、他方のただ盲目的に憤慨する部分を、叱りつけているさまをえがいている 
のだ」 

「まさしく」と彼は言った、「おっしゃるとおりです」 

I 六 

r そうすると以上の諸点については」とぼくは言った、「われわれはやっとのことで議論の荒海を泳ぎぬいて、 
国家のなかにも、それぞれの個人の魂のなかにも、同じ種族のものが同じ数だけあるということに、うまく意見 
の一致を見たことになる」 

「そのとおりです」 
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「こうなるとあのことは、もはや動かぬ必然ではないだろうか-すなわち、国家が知恵ある陰家であったの 

とちょうど同じ仕方で、また国家をそうあらしめたのと同じ部分のおかげで、個人もまた知者であるということ 
は？」 

「そうです とも」 

「そして個人が勇敢であるのと同じ仕方で、また同じ部分のおかげで、国家もまた勇敢なのであり、その他す 
ベてについて、両者は徳に関し同じあり方をもつことになる」 

「必然的にそういうことになります」 

「こうしてまた、思うに、グラゥコン、人が正しい人間であるのも、国家が正しくあったのとちょうど同じ仕 
方によるものであると、われわれは主張すべきだろう」 

「それもまた、まったく必然的なことです」 

「しかるに、この点はわれわれがよもや忘れてしまっているはずのないことだが、国家の場合は、そのうちに 

( 2 ) 

ある三つの種族のそれぞれが『自分のことだけをする』ことによって正しいということだった」 

「忘れてしまっているとは思いません」と彼は答えた。 

「すると、ここでわれわれは、われわれのひとりひとりの場合もやはり、その内にあるそれぞれの部分が自分 
E のことだけをする場合、その人は正しい人であり、自分のことだけをする人であるということを、憶えておかな 


1日. 390 D を見ょ。 2 434 C を見ょ0 
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ければならないわけだ」 

「ええ、しっかり憶えておかなければなりません」と彼。 

r そこで、〈理知的部分>には、この部分は知恵があって魂全体のために配慮するものであるから、支配すると 
いう仕事が本来ふさわしく、他方〈気概の部分>には、その支配に聴従しその味方となって戦うという仕事が、本 
来ふさわしいのではないか」 

「たしかに」 

( 1 ) 

「ところで、われわれが言っていたように、音楽•文芸と体育とは、相まって、それらの部分を互いに協調 
させることになるのではないだろうか？——一方 I ：理知的部分〕を美しい言葉と学習によって引き締め育くみ、 
他方〔気概の部分〕を調和とリズムをもって穏和にし、宥めながら弛めることによってね」 

「ええ、たしかに」と彼。 

「そしてこの二つの部分がそのようにして育くまれ、ほんとうの意味で自分の仕事を学んで教育されたならば、 
《欲望的部分〉を監督指導することになるだろう。この〈欲望的部分〉こそは、各人の内なる魂がもつ最多数者であ 
り.、その本性によって飽くことなく金銭を渴望する部分なのだ。先の二つの部分はこれを見張って、この部分が 
肉体に関わるさまざまのいわゆる快楽に充足することによって強大になり、自分の為すべきことはしないで、そ 
の種族としてはおこがましくも他の部分を隸属させ支配しようと企て、かくてすベての部分の生活全体をひっく 
り返してしまうようなことのないように、よく気をつけるだろう」 

「ええ、たしかに」と彼は答えた。 
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「ではこの二つの部分は」とぼくは言った、「外からの敵に対してもまた、魂の全体と身体のために、最もす 

ぐれた守護者となるのではなかろうか？ —— 一方〔理知的部分〕は計画審議し、他方〔気概の部分〕は進み出て戦 
( 2 ) 

い、支配者に従って、計画審議された事柄を勇気をもって遂行することにょってね」 

「そのとおりです」 

「そしてわれわれは、思うに、この部分のゆえに一人一人の人間を勇気ある人と呼ぶことになるのだ。すなわ 

ちそれは、その人の〈気概の部分〉がさまざまの苦痛と快楽のただ中にあって、恐れてしかるべきものとそうでな 

( 3 ) 

いものについて〈理性〉が告げた指令を守り通す場合のことだ」 

「正しい呼び方です」と彼は答えた。 

「他方、知恵があると呼ぶのは、その人のうちで支配し、それらの指令を告げたあの小さな部分にょるのであ 

( 4 ) 

って、この部分もまた、三つの部分のそれぞれにとって、またそれらの部分からなる自分たちの共同体全体にと 
って、何が利益になるかということの知識を、自分の内にもっているのだ」 

「ええ、たしかに」 

「ではどうだろう？節制ある人と呼ぶのは、それらの部分の相互の間の友愛と協調によるのではなハかね？ 


1日 .41 S 〜 412 A . ——ただし現在の箇所で語られている 3 429 ciD 参照0——テクストはアダムやシヨーリイと 
のは、実質的には音楽•文芸のほうの効果だけである。 ともに、 442 C 2 において Too A 6 you を読む。 

2 テクストはアダム、シヨ—リイ、シヤンブリイなどとと 4 「もまた」とは、国家における支配者と同様に、と(う 
もに、442ぱ8において写本の通り認を読む。 意味であろう。 42 00tdsqq . 参照。 
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秘 D すなわちそれは、支配する部分と支配される二つの部分とが、〈理知的部分〉こそが支配すべきであることに意見 
が一致して、この支配者に対して内乱を起さない場合のことだ」 

「たしかに節制とは」と彼は言った、「それ以外のものではありません。国家の場合も、個人の場合も」 
「さらにまた、正 L .' い人となるのは、われわれが何度もくり返し口にしているあのことによってであり、また 
そういう仕方によるのだ」 

「それはもう、動かせない結論です」 

「どうだろう」とぼくは言った、「よもや〈正義〉の正体がどこかぼやけて、国家において明らかになったのと 
は違って見えるようなことはないだろうね？」 

「いいえ」と彼は言った、「けっしてそのようには思えません」 

E 「じっさい」 とぼく は言った、「もしわれわれの心中にまだ何か疑問が残るようなら、次のようにしてわれわ 
れの考えを完全に確かめることができるだろうからね。つまり、世間で思われているようなことを、それに当て 
はめてみるのだ」 

「どのようなことをですか？」 

「たとえば、あの国家、およびあの国家と同じような生まれつきと養育を受けた個人について、いったいその 
ような人間が金や銀の預り物を受け取って、それを横領するだろうと思えるかどうか、われわれがその点の意見 
443の一致を見なければならないと想定してみよう。そのような人間がそうでない人々よりも、そういう行為に走り 
やすいと考える者が誰かいると思うかね？」 


322 



国家（第四巻) 


B 


1誰もいないでしよう」と彼ひ 

「また神殿を荒したり、盗みを働いたり、私的には仲間を、公的には国を裏切ったりすることも、とうていそ 
のような人間にはできないのではなかろうか」 

「とうていできません」 

「さらにまた、誓いやその他の約束に関しても、絶対に信を破ることはないだろう」 

「もちろんです」 

「さらに、蒸通し、両親をかえりみず、神々への奉仕を怠るといったことは、たとえ他のすべての者がすると 
しても、このような人間のけっしてするはずのないことだ」 

「まったくそうです」と彼。 

「なぜすベてこうした点についてそうなのかといえば、その理由(原因)は、そのような人間においては、彼の 
内なるそれぞれの部分が、支配することと支配されることについて、それぞれ自分の分を守っていることにある 
のではないか」 

「たしかにそうです。それ以外のことから起因するのではありません」 

「これでもなお君は、〈正義〉とは何かをたずねるにあたって、そのような個々人と国々をつくり出すところの 
この力とは別のものを求めるかね？」 

「いいえ、ゼゥスに誓って」と彼は答えた。 
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I 七 

「してみると、われわれの夢は完全に実現されたわけだ、——ほら、われわれは国家の建設を始めるとすぐに、 
何らかの神の導きによってか、〈正義〉の原理を示すようなある形跡のなかに踏みこんだらしい、と言っていたあ 

T) 

の推測のことだよ」 

「ほんとうにそうですね」 , 

( 2 ) 

「ただし実際には、グラゥコン、それは-だからこそ役にも立ったわけだが-〈正義〉の影ともいうべきも 

のだったのだ。生まれついての靴作りはもっぱら靴を作って他に何もしないのが正しく、大工は大工の仕事だけ 
をするのが正しく、その他すベて同様であるという、あのことはね」 

「そのようです」 

(3) 

「真実はといえば、どうやら、《正義〉とは、たしかに何かそれに類するものではあるけれども、しかし自分の 
仕事をするといっても外的な行為にかかわるものではなくて、内的な行為にかかわるものであり、ほんとうの意 
味での自己自身と自己自身の仕事にかかわるものであるようだ。すなわち、自分の内なるそれぞれのものにそれ 
自身の仕事でないことをするのを許さず、魂のなかにある種族に互いに余計な手出しをすることも許さないで、 
真に自分に固有の事を整え、自分で自分を支配し、秩序づけ、自己自身と親しい友となり、三つあるそれらの部 
分を、いわばちょうど音階の調和をかたちづくる高音•低音•中音の三つの音のように調和させ、さらに、もし 
それらの間に別の何か中間的なものがあればそのすべてを結び合わせ、多くのものであることをやめて節制と調 
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和を堅持した完全な意味での一人の人間になりきって —— かくてそのうえで、もし何かをする必要があれば、は 
じめて行為に出るということになるのだ。それは金銭の獲得に関することでも、身体の世話に関することでも、 
あるいはまた何か政治のことでも、私的な取引のことでもよいが、すべてそうしたことを行なうにあたっては、 
いま言ったような魂の状態を保全するような、またそれをつくり出すのに役立つような行為をこそ、正しく美し 
い行為と考えてそう呼び、そしてまさにそのような行為を監督指揮する知識のことを知恵と考えてそう呼ぶわけ 
だ。逆に、そのような魂のあり方をいつも解体させるような行為は、不正な行為ということになり、またそのよ 
うな行為を監督指揮する思わくが、無知だということになる」 

「まったくのところ」と彼は言った、「ソクラテス、あなたのおっしゃるとおりです」 

「よかろう」とぼくは言った、「これで、正しい人間も、正しい国家も、そしてそれらのなかにある《正義〉と 
はまさに何であるかということも、われわれは発見しおえたと主張するとしても、思うに、まんざら噓を言って 
いるともみなされないだろうね」 

「ええ、 ゼゥスに誓ってけっして」と彼は答えた。 

「それならそう主張することにしようか」 

「主張しましよう」 

1 4 -32 D , 433 A 〜 W を見よ0 3 テクストはアダム、ショーリイ、シヤンブリイとともに 

2 テクストはアダムやシャンブリイとともにアストの読み 写本の通り^ AC 9) を残して読む。 

方に従う。 


325 



「ではそういうことにしておこう」とぼくは言った、 r つぎに〈不正)のことを考察しなければならないと思う 
からね」 

「ええ、むろん」 

「それでは<不正>とは、こんどは、三つあるそれらの部分の間の一種の内乱であり、余計な手出しであり、他 

の分をおかすことであり、魂の特定の部分が魂のなかで分不相応に支配権をにぎろうとして、魂の全体に対して 

( 1 ) 

起す叛乱でなければならないのではないか I その部分は本来、支配者の種族に属する部分に隸属して仕えるの 
がふさわしいような性格のものなのにね。思うに、何かそのようなこと、すなわちそれらの種族の混乱や本務逸 
脱が、不正、放埒、卑怯、無知、一言で言えばあらゆる悪徳にほかならないのであると、われわれは主張すべき 
だろう」 

「まさにそのとおりです」と彼は答えた。 

「それでは」とぼくは言った、「〈不正〉と〈正義〉が明らかになった以上は、不正を行なうことも、不正である 
ことも、逆にまた正しいことをするということも、すべてこれらのことの意味は、もはや、はっきりと明らかな 
のではないかね」 

「どのようにですか？」 

「つまり」とぼくは言った、「それらは、健康的なもの•病気的なものと少しも違わないからだ。後者の身本 
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におけるあり方が、ちょうど前者の魂におけるあり方と対応するわけだ」 

「どのような点で？」と彼は たずねた。 

「健康的なものは健康をつくり出し、病気的なものは病気をつくり出すはずだ」 

「ええ」 

「他方また、正しいことをすることは〈正義〉をつくり出し、不正なことをすることは〈不正〉をつくり出すので 
はないかね」 

「必然的にそういうことになります」 

「しかるに、健康をつくり出す という ことは、身体のなかの諸要素を、自然本来のあり方に従って互いに統御 
し統御され るよう な状態に落着かせることであり、他方、病気を生じさせるとは、それらの要素が自然本来のあ 
り方に反した仕方で互いに支配し支配され るよう な状態をつくり出すことにほかならない」 

「たしかにそうです」 

「他方 また」とぼく は言った、「〈正義〉をつくり出す という ことは、魂のなかの諸部分を、自然本来のあり方 
に従って互いに統御し統御されるような状態に落着かせることであり、〈不正〉をつくり出すとは、それらの部分 
が自然本来のあり方に反した仕方で互いに支配し支配されるような状態をつくり出すことではないかね」 
「まさしくそうです」と彼。 


1テクスト (444 W 5 )はアダム、シヨーリイ、シャンブリイが採用している読み方に従ぅ。 
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「してみると、どうやら、徳とは魂の健康にあたるものであり、美しさであり、壮健さであるということにな 
E り、悪徳とはその病気であり、醜さであり、虚弱さであるということになるようだ」 

「そのとおりです」 

「そうするとまた、美しい営みは徳の獲得へと導き、醜い営みは悪徳の獲得へと導くのではないかね」 

「必然的にそういうことになります」 

一九 

「これでもう、どうやらわれわれに残されているのは、こんどは、正しい ことを 行ない、美しい仕事を営み、 

正しい人であることが-そのような人であると知られていようといまいと-得になるのか、それとも、不正 

を行ない不正な人であることが-罰を受けず、善き人になるための懲らしめを受けずにすまされるなら-得 

になるのか、という点を考察することだろうね？」 

「しかし、ソクラテス」と彼は言った、「その考察は、今となっては、ばかげたものになるように私には見え 
ますね。身体の本来のあり方がだめになっているとしたら、たとえありとあらゆる食物や飲み物、あらゆる富と 
あらゆる地位を与えられるとしても、人生は生きるに値しないと思われています。それなのに、われわれが まさ 
にそれによって生きるところの当のもの〔魂〕の本来のあり方がかき乱され、台なしになっているとき、どんなこ 
とでも——悪徳と不正から解放され、正義と徳を獲得することになるような行為以外は——思いのままにするこ 
とができさえすれば、人生は生きるに値するというようなことが、かりにも考えられるものでしょうか？何し 
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ろ、 〈正義>と< 不正〉 との それぞれが、われわれが述べてきたような性格のものであると明らかになったのですか 
らね」 

「じっさい それは、ばかげた考察となるだろうね」 とぼく は言った、「しかしそれでもやはり、われわれは こ 
こまで やって来たからには、 そうした 事柄が ほんとうにそう だとい うこと を、できるだけはっきりと確認するた 
めの努力をゆるめてはならない」 

「たしかに、ゼゥスに誓って」と彼は言った、「絶対に努力をゆるめるべきではありません」 

「ではさあ、ここまで来たまえ」とぼくは言った、「そもそも悪徳には、ぼくの思うところではどれだけの種 
類があるかということを、君にも見てもらうために。少なくとも見るに値するだけのものはね」 

「ついて行きます」と彼は言った、「さあそれを言ってください」 

「よしきた」とぼく は言った、「謹論の道を ここまで 登ってきてみると、 ちょうど 見張り台から見わたす よう 
にしてぼくの目にうつるのは、徳の種類は ただ 一つだが、悪徳の種類は無限に多く ある こと、しかしそのなかに、 
注意す るに 値す る ものが四つばかり あるということ だ」 

「とおっしゃると、どういうことなのでしょう？」と 彼はたずねた。 

「国制のあり方がいろいろあって」とぼくは言った、「いくつかの種類に区別されるのに応じて、どうやら魂 
のあり方のほう も、ちょうど それと同じ数だけ あるよう なのだ」 

「いったい、いくつあるのですか？」 

D 「国制のあり方も魂のあり方も」とぼくは言った、「それぞれ五つずつ」 
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「何々ですか、言って ください」と 彼 a 

「よろしい」とぼくは答えた、「その一つは、まさにわれわれがこれまで述べてきたような国制のあり方がそれ 
だろう。ただし名前の上では、それは二通りに呼ばれることができるけれども。すなわち、支配者たちのなかに 
一人だけ傑出した人物が現われる場合には〈王制〉と呼ばれ、そうしたすぐれた支配者が複数である場合には、〈優 
秀者支配制〉(ア U ストクラティアー ) と呼ばれるだろう」 

「おっしやるとおりです」と彼。 

「それではこの国制のあり方を」とぼくは言った、「1つ C 0' 種類の ものと してぼくは挙げて おく。 なぜなら、 
そうした支配者が二人以上出てこようと、一人だけ現われようと、われわれが述べたような 養育と 教育を 受けた 
者ならば、国家の言うに足るほどの重要な法律をいじって改悪することは、ないだろうからね」 

「ええ、それは考えられないことです」と彼は答えた。 
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「それでは、ぼくが善い(すぐれた)と呼び、正しい(正常な)と呼ぶのは、そのような国家と国制であり、また 
これと同様の人間のことなのだ。そしてこれ以外のものを悪しき国家と呼び、また国の統治についても、個々人 
の魂のあり方の形成との関連においても—いま述べたのが正しい国家である以上—間違った国家であると呼 
ぶのであって、こうした国家は、邪悪さの四つの種類に分類されることになる」 

「とおっしゃるのは、どのような国々のことですか？」と彼は言った。 

ここでぼくはそうした国家のことを、それぞれが一つから他の一つへと移り変って行くようにぼくに思われた 

( 1 ) 

順序に従って、つぎつぎに語って行くつもりであった。 

ところが、ポレマルコスが —— 彼はアデイマントスから少しばかり離れて坐っていたので I 手をのばし、ア 
デイマントスの上着の肩のところを上から摑んで彼を引き寄せ、自分も身を乗り出しかがみこんで、何か二言三 
言ささやいた。ほかのことは何も聞きとれなかったが、彼がこう言ったのだけは耳に入った——「放免す ること 
にしよう か？ それとも どうしたものだろう？」 

「いやいや、絶対に」とアデイマントスが答えたのは、もう大きな声だった。 

そこでぼくは言った、 

「いったい全体、何を君たちは放免しないというのかね？」 
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「あなたを」と彼は答えたひ 

「それはまた」とぼくは言った、「いったいどうしてなのかね？」 

「どうも 私たちには」 と 彼は言った、「あなたがずるけて楽を しようと して、議論のなかから、けっして些細 

なものではない論題の全体をそっくりと、説明を避けるためにひそかに省いてしまっているとしか思えないので 

す。そしてあんな ことを いともぞんざいに言ってのけながら、何とかごまかせる だろうと 考えておいでの よう 

です——妻女と子供については『友のものは皆のもの』になるだろうということは誰にも自明のことだ、などと 
( 2 ) 

ね」 

「ぼくの言ったそのことは正しいのではないかね、アディマントス？」とぼくは言った。 

「ええ」と彼は言った、「しかし、この正しいということは、ほかの事柄と同じように、その共有の仕方はど 
のようなものかについての説明を必要とします。それにはいろいろの仕方がありうるでしょうからね。ですから、 
あなたのおっしゃるのはどのような共有の仕方なのか、その点を素通りしていただいては困るのです。何しろ私 
たちのほうは、ずっと待ちこがれているのですからね——あなたがいつかは子供をつくることの問題に言及し、 
彼ら〔国民たち〕はどのようにして子供をつくるべきか、そして生まれた子供をどのようにして育てるべきか、と 
いったことをはじめとして、あなたのおっしゃるこの妻女と子供の共有ということの全体を、説明してくださる 


1ここで中断された国家の悪化についての話題は、第八卷 2 W . 423 E ~ 424 A を見ょ。 
で正式に取り上げられて論じられる。 
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ものと 思って。ほかでもありません、このことが正しい仕方で行なわれるか否かは、国家のあり方を大きく、と 
いうよりはむしろ全面的に左右することになると、私たちは思うからです。そこでいま、あなたがそうした問題 
についてじゅうぶんに説明しないうちに他の形態の国制のことに取りかかろうとなさるので、私たちとしては、 
あなたもお聞きになったように、そうした事柄を他のことと同様にすっかりくわしく説明してくださるまでは、 
けっしてあなたを放免すまいと決議したわけです」 

「ではこのぼくにも」とグラゥコンが言った、「君たちといっしょに、そのための一票を投じさせてくれたまえ」 

「もちろん」 とトラ シュマ コス も言った、「これはわれわれ全員の決議 だと 考えてもらわねば、 ソクラテス」 

二 

ぼくは言った、 

「このぼくを摑まえて、何ということを君たちはしてくれたのだ。国制の問題について、まるで最初から出直 
すのと変りのないような、どれほど大へんな議論を君たちはあらた办て呼び起してくれるのか！ ぼくとしては、 
この国制についてはもう話はすんだつもりで、よろこんでいたところなのに。君たちが言ったその問題は、あの 
とき言われたとおりに受け入れてくれて、そのままそっとしておいてもらえれば有難いと思いながらね。それを 
いま君たちはわざわざ呼び出すことによって、どれほどの議論の大群を呼び覚ますことになるか、君たちにはわ 
かっていないのだ。ぼくにはその大群がまざまざと見えていたので、これはひどく厄介なことになりそうだと、 
それを回避するためにあのときは素通りしたのだが」 
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「何だって？」と トラ シュマコスが言った、「あなたはいったい、この人たちがい まここに 来ているのは、金鉱 
1 ) 

を掘りあてるためだとでも思っているのかね？まさに議論を聞くために来ているのではないかね？」 

「そう」とぼくは答えた、「適度を超えないだけの議論をね」 

「ただし適度とは、ソクラテス」とグラゥコンが言った、「このような議論を聞く場合には、理をわきまえた 
人々にとっては全生涯をかけるのが適度というものではありませんか。しかしどうか、私たちのことにはおかま 
いなく。それよりもあなたは、私たちがおたずねしていることについて、けっして怯まずにお考えのとおりを話 
してください——われわれの国の守護者たちにとって、子供と妻女の共有はどのようにしてなされるべきなのか、 
また、生まれてから教育年齢に達するまでの間に行なわれる、まだ幼い者たちの養育のことはどうなるのか。こ 
れはとくに最も面倒な問題であるように思われます。さあ、これがどのような仕方で行なわれなければならない 
のか、おっしゃってみてください」 

「おめでたき人よ」とぼくは言った、「それを話すのは容易なことではないのだよ。何しろ、これまでわれわ 
れが語ってきたさまざまの事柄とくらべてさえ、さらに多くの疑問を与えずにはいないようなことだからね。な 
ぜなら、そもそもぼくの話すことが実現可能で あると いうことからして、屠じてはもらえないだろうし、またか 


1文字通りの意味は「(金を製錬するために)鉱石を溶か 料(ハルポクラテイオン、スダ辞典など)を総合すると、ア 
す」。アテナイ人が銀鉱から金を製錬しょうとしたという ダムの説明のょうに、当面の仕事を放置して別のことに熱 
ことから、見込み違いをする人々について言われる諺的表 中するということが、この諺的表現のポイントであろう。 
現という説明 ( LiddellScott 希英大辞典)もあるが、諸資 
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伽 D りに何とか実現したとしても、そうしたことが最善のやり方であるかどうか、この点もさらに疑問とされること 
だろう。だからこそまた、そうした問題に触れることには、いささか、ためらわざるをえないのだ。そんな議論 
は、たんなる祈りに似た夢想にすぎないと思われはしないかとね、親しい友よ」 

「けっして、ためらってはいけません」と彼は言った、「あなたの話を聞こうとしている者はみな、分らずや 
でもなければ不信家でもなく、悪意をもつ者でもないのですから」 

「ありがとう」とぼくは言った、「きっとぼくを元気づけようと思って、そう言ってくれるのだろうね？」 
「そうです とも」 と彼。 

「それなら、君は全然逆効果のことをしてくれているのだよ」とぼくは言った、「なるほど、自分の言おうと 
する事柄についてちゃんと知識をもっているという自信がこのぼくにあるのなら、その激励も役に立ったことだ 
E ろう。なぜなら、もののわかった親しい人たちのなかで、最も重要で自分に親しい事柄について、真実を知って 
いて語るということは、安全で心もはずむことだからね。しかし、ぼくがまさにしようとしているように、確信 
451もなく模索しながら同時に論をなすというのは、不安であぶなっかしいことだ。笑いものになるのがこわいので 
はない。そんな恐れなら、子供じみたことだからね。そうではなくて、真理を逸してつまずき、およそ最もつま 
ずいてはならない事柄について、自分ばかりか親しい人たちまでも卷きぞえにして倒れることになるのではない 
かと、それがこわいのだ。 

( 1 ) 

で、ぼくはアドラスティアの前にひれ伏して、グラゥコン、これから話そうとすることのためにお祈りしよう。 
じっさいのところぼくには、故意でなく人殺しとなることのほうが、何が美しく善く正しい制度かということに 
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C 


B 


ついて人を誤らすよりも、まだしも罪は軽いという気がするからね。だからこんな危険をおかすのは、親しい人 
人のあいだよりも敵たちのなかでおかすほうがましだろう。そういうわけで、君の激励はぼくには有難すぎると 
いうことになるのだ」 

するとグラゥコンが笑って言った、 

「いや、ソクラテス、私たちがもしあなたの話によって、何か困った目にあったとしても、私たちはあなたを 

放免してあげますよ-いわば殺人の罪からも潔白だし、私たちをだましたのでもないとしてね。さあ、安心し 

て話してください」 

「たしかに」とぼくは言った、「人殺しの場合でも、法律の言うところによれば、放免された者は潔白なのだ。 
もしそうなら、いまのぼくの場合もやはり、当然そういうことになるはずだね」 

「それなら話してください」と彼は言った、「少なくともその点は大丈夫ですから」 

「よし、それでは」とぼくは言った、「もう一度あともどりして、おそらくは順序をふんであのときに話すベ 
きであった事柄を、いまあらためて話さなければならない。だがたぶん、こういうやり方でも正しいことになる 
だろう。男の劇が完了したあとで、つぎには女の劇を片づけるということでね。とくに君がそんなにも、やれや 
れと声をかけるのだから」 

1アナンケ(「必然」)とも呼ばれる立法の女神(アドラ ステ 神とみなされていた。ここから「アドラスティアの前にひ 
ィアは「逃れえない」 という 意味)。とくに ネメシス (復 れ伏す」とは、大胆な発言を するときの 前置きの 文句と し 
響•応報の女神) とほ とんど同一視され、高慢を罰する女 て使われる。 
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「そもそも、われわれが詳しく述べたような生まれつきと養育を受けた人々にとって、子供と妻女を彼らがど 

のような仕方で持ち、どのように遇すべきかについては、このぼくの見解によれば、彼らはわれわれが最初に与 

えた動きに従って行くよりほか、その正しい途はありえない。しかるに、われわれが試みたのは、言論のうえで、 

( 1 ) 

そのような人々をいわば羊の群を守る番人の役につけるということだったはずだ」 

「ええ」 

「それではその計画に従って進むことにして、それに沿った出生と養育を与え、そのうえでそのことがわれわ 
b の目的に適うものであるかどうかを考えてみることにしよう」 

「どのようにしてですか？」と彼はたずねた。 

「つぎのようにだ。——いったい番犬のうちの女の犬たちは、男の犬たちが守るものと同じものをいっしょに 
守り、いっしょに獲物を追い、またそのほかの仕事も共通に分担しなければならないと、われわれは考えるだろ 
うか？それとも、牝犬のほうは、子犬を産んで育てるためにそうした仕事はできないものとして、家の中にい 
るべきであり、牡犬が骨折り仕事や羊の群の世話いっさいを引き受けなければならない、と考えるだろうか？」 
「すべての仕事を同じように分担しなければなりません」と彼は答えた、「両性の体力的な弱さ強さの差を考 
慮する点をのぞいてはね」 

「■ t ころでどんな動物でも一とぼくは言った、「共に伺じ養' W と教育を4えないでおいて、共に周じ目的のた 
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めに使うことができるだろうか？」 

「いいえ、できません」 

「そうすると、女子も男子も同じ目的のために使おうとするなら、女たちにも同じ ことを 教えなければならな 
いわけだ」 

452「ええ」 

「しかるに、男子には音楽•文芸と体育とが課せられたのだった」 

「ええ」 

「してみると、女子にもこの二つの術を課するほか、戦争に関する事柄も習わせ、そして男子と同じょうに扱 
わなければならないことになる」 

「おっしゃることからすれば、どうもそういうことになりそうですね」と彼は答えた。 

「そうするとさぞかし」 とぼく は言った、「いま言われたことに関連していろいろと習慣に反したおかしな情 
景が、たくさん現出することだろう。もし言われたとおりに実行に移されるとしたらね」 

「ええ、大いに」と彼。 

「そのなかでも何が君には、いちばんおかしく見えるかね？」とぼくはたずねた、「むろんそれは、女たちが 
B 裸になって、相撲場で男たちといっしょに体を鍛練している情景だろうね？それも若い女性だけでなく、もつ 


1«375 D 〜 EC : 見ょ0 
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松と年取った女までもが、 ちょうど おじいさんたちが体操場で、皺もよって見た目に快い身体でもないのに、せっ 
せと体育にいそしんでいるのと同じようにやっているところだろうね？」 

「ええ、ゼゥスに誓ってそのとおりです」と彼は言った、「何ぶんにも現状のなかでは、それはたしかにおか 
しなことに見えるでしょうからね」 

「それではわれわれとしては」とぼくは言った、「いったんこうして話に取りかかったからには、気のきいた 
C 連中のいろんな冷かしを恐れてはならない。この種の変革が、体育だけでなく、音楽.文芸についても、またと 
くに武器を身に着け馬に乗るといったことについて行なわれたとき、それに対して彼らがどのようなことをどれ 
だけ言おうともね」 

「おっしゃるとおりです」と彼。 

「いや、われわれはいったん語りはじめた以上、法の険しい部分に向かって進まなければならないのだ、 —— 
そうした連中には、自分のことをする〔嘲弄する〕のをやめて真面目になるように頼み、そしてギリシア人が、多 
くの異民族にとってはいまでもそうであるように、男でも裸を見られるのは恥ずかしいこと、こっけいなことだ 
と考えていたのはそう古い昔ではないことを、彼らに思い出させておいてね。最初クレタ人が、ついでスパルタ 
D 人が裸で体育をはじめたときは、当時のみやびやかな連中はすべてそうしたことを物笑いの種とすることができ 
たのだ、と。——君はそう思わないかね？」 

「そう M いますとも」 

「しかしながら、思うに、人々が実際にやってみるうちに、着物を脱いで裸になるほうが、すべてそうしたこ 
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453 


E 


とを包みかくすよりもよいとわかってからは、見た目のおかしさということもまた、理が最善と告げるものの f 
に、消えうせてしまったのだ。そしてこのことは、次のことを明らかに示した。すなわち、悪いもの以外のもの 
をおかしいと考える者は愚か者であること。また、無知で劣悪なものの姿以外の何らかの光景に目を向けて、そ 
れをおかしいと見て物笑いの種としようとする者は、逆に美しいものの基準を真剣に求めるにあたっても、善い 
ものを基準とせずに別の何かを目標として立てるものだということ」 

「完全におっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

四 

「そこで、いまの問題についてまず第一に意見の一致を求めなければならないのは、はたしてそれらが実現可 
能であるか否か、ということではあるまいか。そして、からかいながらにせよ真剣な気持にせよ異論を呈したい 
と思う者があれば、誰にでも自由に質疑を許すべきではなかろうか—そもそも人間が女としてもっている自然 
本来の素質は、あらゆる仕事を男性と共通に分担することができるものであるか、それとも何ひとつとしてそれ 
は不可能であるのか、あるいはまた、ある仕事についてはそれが可能だが、ある仕事については不可能であるの 
か、そうとすれば、とくに戦争に関する仕事はそのどちらに入るのか、といった点をね。このようにするのが最 
善の始め方であり、ひいては終りもまた、最善の結論に達することになると期待できるのではないかね？」 

「ええ、たしかに」と彼は言った。 

「それではひとつ」とぼくは言った、「他の人々に代って、われわれがわれわれ自身に向かって異議を申し 


立 
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( 453 ) 


てることにしようか？相手側の議論の立場が孤立無援のまま攻囲されるのは、本意でないからね」 

B 「けっこうです」と彼。 

「では彼らに代って次のように論じよう—— 

『ソクラテスとグラゥコン、君たちに対しては、他の者が異議を申し立てる必要は少しもないのだ。というの 

は、ほかならぬ君たち自身が、君たちの試みていた国家建設の始めにおいて、〃人はそれぞれのもって生まれた自 

然本来の素質に応じて、一人が一つずつ自分の仕事を行なわなければならない"ということに同意していたから 
( 1 ) 

だ』」 

「同意したと思います。どうして同意しないわけに行きましよう」 

「『ところで、女は男とくらべて、その自然本来の素質において大いに異なっているというのが実情ではないか 
ね？』」 

「もちろん異なっています」 

「『そうすると、男と女のそれぞれに与えるべき仕事も、それが自分の自然本来の素質に応じたものであるとす 
れば、当然別の仕事となるはずではないかね？』」 

「たしかに」 

「『それなら君たちがいま言っていることは間違っているし自己矛盾だということに、どうしてもならざるを 
えないのではないか——何しろ君たちはこんどは逆に'男たちも女たちも、それぞれの自然本来の素質がまった 
くかけ隔っているにもかかわらず、同じことをしなければならないと主張しているのだからね』 
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. ^さあ君、これに対して何か弁明することができるかね？」 

「そう急に言われても」と彼は言った、「とても容易に答えられるものではありません。それはあなたにお願 
いすべきこと、いや現にこのとおりお願いしますが、どうかわれわれの側の立場のほうも、それがどのような弁 
論であるにせよ、ぜひそれを表明してくださいませんか」 

「こうした問題をはじめとして、グラゥコン」とぼくは言った、「ほかにもこれに類する困難がたくさんあっ 
て、ぼくにはそれがずっと前から見えていたからこそ、女や子供の所有と養育に関する法のことに触れるのを恐 
れためらっていたのだよ」 

「ほんとうにそうですね」と彼は言った、「じっさい どうやら、 なまやさしいことではなさそうですから」 
「そうだとも」とぼくは言った、「しかし事情はいま、こういうことになっているのだ——人は小さなプール 
に落ちようと、大海のまっただ中に落ちこもうと、とにかく泳ぐことには少しも変りはないのだ」 

「そのとおりです」 

「それならわれわれもまた、泳がなければならない。そしてこの議論から無事に助かるようにつとめなければ 
ならない。海豚がわれわれを背中に拾い上げてくれることを、あるいは何かほかの不思議な救い主が現われてく 
れることを、期待しながらね」 


1 n . 369 Esqq . に脅迫されて海中に身を投じたが、一匹の海豚が彼を拾い 
2 竪琴弾きの歌い手として並ぶ者のなかったアリオンは、 上げてタィナロン岬まで運んだ。詳しくはへロドトス『歴 
ィタリアとシケリアから n リントスへ帰る途中、船員たち 史』一巻(二三—二四)を見ょ。 
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§ E 「そのようですね」と彼。 

「さあそれでは」とぼくは言った、「どこかに逃げ道が見つからないものか。われわれはたしかに、異なる自 

( 1 ) 

然的素質は異なる仕事にたずさわるべきこと、そして男と女の自然的素質は異なることに同意した。しかるにい 
まわれわれは、その異なった自然的棄質が同じ仕事にたずさわらなければならないと主張している。—これが、 
われわれに対する告発の内容だね？」 

「そのとおりです」 

「まことに大したものだね、グラゥコン」とぼくは言った、「あの反論術の威力たるや！」 

「いったいどうしてなのですか？」 

「ほかでもない」とぼくは言った、「多くの人々が、自分ではそんなつもりでなくてもその中にはまりこんで 
しまって、実際には口論しているだけなのに、そうではなくて自分はまともな対話をしているのだ、と思いこん 
でいるようにぼくには見えるからだ。それというのも、彼らは論題になっている事柄を、その適切な種類ごとに 
分けて考察することができずに、ただ言葉尻だけをつかまえては相手の論旨を矛盾に追いこもうとするからなの 
であって、その場合お互いにしているのは、ただの口論であって対話ではないのだ」 

「たしかにそういう状態は多くの人々に見られますね」と彼は言った、「しかしまさかそのことが、いまの私 
たちにも関係があるのではないでしょうね？」 

「ところが大ありなのだ」とぼくは言った、「じっさいわれわれは、そのつもりはないのに、反対論のための 
反対論に巻きこまれているおそれがあるのだ」 
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「どのょうにですか？」 

「同一ならざる自然的素質は同一の仕事にたずさわってはならないということを、われわれはまことに勇まし 
くもまた論争家流に、ただ言葉の上だけで追い求めている。他方しかし、いったいその自然的素質が異なるとい 
い同じであるというのがどのょうな種類のものなのか、またわれわれが違った自然的素質には違った仕事を、同 
じ自然的素質には同じ仕事を割り当てたときに、その素質の異同ということをとくに何に関係するものとして規 
定したのか、といったことは、まったく考慮に入れていなかったのだ」 

「じっさいのところ、私たちはそのことを考慮しませんでした」と彼は答えた。 

「そうで あると すれば」 とぼく は言った、 「どうやら われわれは、われわれ自身に向かってこうたずねる こと 
もできそうだね——禿頭の人たちと長髪の人たちとでは、自然的素質は同じであって反対ではないのか、と。そ 
してわれわれがそれは反対で あると 同意したら、それなら禿頭の人たちが靴作りをすれば長髪の人たちにはその 
仕事を許さないのか、あるいはまた、長髪の人たちが靴作りを仕事とするなら、他方の人々にはそれを許さない 
のか、とね」 

r それはたしかに、おかしなことになるでしょうね」と彼は言った。 

「それがおかしい理由はほかでもない」とぼくは言った、「もともとわれわれはあのとき、自然本来の素質が 
同じであるとか異なっているとかいうことを、けっしてどんな意味での異同で もよ いと考えていたわけではなく 


1テクストはアダム、シヨーリイの採用する読み方 ( e - HOAOyoolJS ) に従ぅ。 
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似 D て、ただ当の仕事そのものに関係するような種類の相違と類同だけに、注意しなければならないというつもりだ 

ったからではないかね？われわれが言おうとしていたのは、たとえば、医者に向いている人どうしは同じ自然 
( 1 ) 

的素質をもっている、ということなのだ。そう思わないかね？」 

「そう思います」 

「他方しかし、医者の仕事に向いている人と大工の仕事に向いている人とは、異なった自然的素質をもつわけ 
だね？」 

「もちろんそのはずです」 

五 

「だから」とぼくは言った、「男性と女性の場合についても同じように、もしある技術なり仕事なりに どちら 
か一方がとくに向いているとわかれば、そういう仕事をそれぞれに割り当てるべきだと、われわれは主張するだ 
ろう。けれども、もし女は子供を生み男は生ませるという、ただそのことだけが両性の相違点であるように 見え 
E るのならば、それだけではいっこうにまだ、われわれが問題としている点に関して女が男と異なっているという 
ことは、証明されたことにはならないと主張すべきだろう。そしてわれわれは依然として、われわれの国の守護 
者たちとその妻女たちとは、同じ仕事にたずさわらなければならないと考えつづけるだろう」 

「ええ、それで正しいです とも」と 彼は答えた。 

455 「そうすると、われわれの次の手順としては、反対論者に、いったい国を設営して行ぐ上でのどのような技術、 
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どのような仕事に関して、女と男との自然本来の素質は同じではなくて異なっているのか、 まさに その点を、わ 
れわれに正確に教えてくれとたのむことではないかね」 

「たしかにそれは正当な要求ですからね」 

( 2 ) 

「そうするとたぶん、 ちょうど 少し前に君が言ったように、即座にじゅうぶんに答えるのは容易でないが、考 
えてみたうえでなら少しも困難でない、とほかの人も言うことだろう」 

「そう言うかもしれませんね」 

「それならどうだろう、そうした反論をとなえている人に、われわれについて くるよう に頼む ことにしよう 
B か？何とかしてわれわれのほうから彼に、国の経営に関して女だけに限られる ような 仕事は何もないというこ 
とを、示すことができるかもしれないから」 

「ええ、 ぜひとも」 

「さあそれでは、答えてくれたまえ、とわれわれはその人に言うだろう—— 

自然本来の素質においてある人はあることに向いているがある人は向いていない、と君が言っていたのは、一 
方の人はそのことを楽々と学ぶのに対して、他方は難渋しながら学ぶという場合のことかね。また一方は一を聞 
いて十を知る が、 他方はさんざん教えられ練習しながら、教えられたことをおぼえることさえできないというこ 
C とかね。 さらに また、一方の人にあっては身体が精神に仕えてじゅうぶんに役立つのに、他方の人にとっては S 
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に妨げとなるということかね。——はたして君は' こういったこと以外の何かによ7て、それぞれの事柄に生来 
向いている人とそうでない人とを区別していたのかね？」 

「それ以外のことを主張する人は誰もいないでしょう」と彼は言った。 

「それでは君は、およそ人間が習いおぼえる仕事で、いま言ったすべての点で男性が女性よりまさっていない 
ようなものを、何か知っているかね。—それとも、着物を織ることや、菓子や料理を作ることなどを挙げて、 
長話をしなければならないだろうか？ たしかにそうしたことにかけては女性は腕があると思われていて、ここ 
で男に負けるようでは、何よりも物笑いの種となるところだがね」 

「おっしゃるとおりに」と彼は言った、「あらゆることにおいて女性は男性に、ずっとひけをとると言って差 
支えないでしょう。たしかに、いろいろの仕事にかけて、女が男よりもすぐれているという例は数多くあります0 
しかし全体として見れば、あなたの言われるとおりでしょう」 

「そうとすれば、友よ、国を治める上での仕事で、女が女であるがゆえにとくに引き受けねばならず、また男 
が男であるがゆえにとくに引き受けなければならないような仕事は、何もないということになる。むしろ、どち 
らの種族にも同じように、自然本来の素質としてさまざまのものがばらまかれていて、したがって女は女、男は 
男で、どちらもそれぞれの自然的素質に応じてどのような仕事にもあずかれるわけであり、ただすベてにつけて 
女は男よりも弱いというだけなのだ」 

「ええ、たしかに」 

「それではわれわれは、男たちにすベての仕事を課し、女には何も課さないでおくべきだろうか？」 
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1どうしてそんなことができましょう」 

「むしろ思うに、われわれの主張としては、女にも生まれつき医者に向いている者もあればそうでない者もあ 
り、また音楽に向いている者もあれば音楽に不向きな者もあるというのが、実情だと言わなければならないだろ 
うからね」 

「むろん‘そうです」 

「では、体育に向いた女、また戦争に向いた女もあり、他方には戦争に向かず体育好きでない女もいる、とい 
うことはありえないのかね？」 

「あると思います」 

「ではどうだろう、知ることを求める女と嫌う女がいるのでは？また気概のある女もいれば、気概のない女 
もいるのではないか？」 

「その点もまたそのとおりです」 

「それならまた同じようにして、国の守護の任に向いている女もあれば、そうでない女もあるということにな 
る。いやむしろ、これは、われわれが男たちについても、守護者たちを選び出すにあたって、そのもつべき自然 
的素質として念頭に置いたものではなかったかね？」 

「たしかにそうでした」 

「したがって、国家を守護するという任務に必要な自然的素質そのものは、女のそれも男のそれも同じである 
ということになる。ただ一方は比較的弱く、他方は比較的強いという違いがあるだけだ」 
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「そのようです」 

六 

「そうすると、女もまたそのような性格の者たちが選び出されて、同じ性格の男たちといっしょに住 A 、 共 こ 
国の守護の任に当らなければならないわけだ。それだけの実力があり、自然本来の素質のうえでそういう男たち 
と同族であるからにはね」 

「ええ、たしかに」 

「しかるに、同じ自然的素質に対しては、同じ仕事を課さなければならないのではないかね」 

「ええ、同じ仕事を」 

「そうするとわれわれは、めぐりめぐって前と同じところへやって来たことになる。そして、守護者の妻女た 
ちに音楽•文芸と体育を課するのは、自然本来のあり方に反することではないということに、意見の一致を見て 
いるわけだ」 

「まつたくおつしゃるとおりです」 

「してみると、われわれが法に定めようとしていた事柄は、けっして実現不可能なことではなく、夢想 こぎ 
1 ) 

ないことでもなかったわけだ-いやしくもわれわれの意図していた立法が、物事の自然本来のあり方に沿った 

ものである以上はね。むしろ、現在行なわれているこれと違ったやり方のほうこそが、 どうやら、自然に反した 
ものといわなければならないようだ」 
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「そのょうですね」 

「ところで、われわれが考察しなければならなかったのは、われわれの言っていることがはたして実現可能で 

( 2 ) 

あり、最善のことであるかどうか、ということだったね？」 

「そうでした」 

「そして、実現可能であるということのほうは、これで完全に同意されたわけだね？」 

「ええ」 

「そうするとつぎは、それが最善のやり方であるということ、この点について同意が得られなければならない 
わけだね？」 

「明らかにそうです」 

「それでは、国を守護する任に適した女をつくりあげるという目的に関するかぎり、われわれにとって、男た 

ちを守護者にするための教育と、女たちのための教育とは別々のものであるはずはないだろうね-とくに、教 

育に委ねられる自然的素質が同じものである以上は」 

「別々の教育ではありません」 

「ではこういう点について、君の意見はどうだろうか？」 

「何についてでしょうか？」 


145 0 D 参照。 2 450 C おょび452 E 参照0 
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「君自身の考えでは、ある男はすぐれているが、ある男は劣っていると思うか、ということだ。それとも君は、 
すべての男はみな似たようなものだと考えるかね？」 

「いいえ、けっして」 

「それでは、われわれが建設していた国家において、どちらがわれわれによって、よりすぐれた男に育成され 
ると思うかね —— 守護者たちが、われわれが論述したような教育を受けた場合だろうか、それとも、靴作りたち 
が、靴を作る技術によって教育された場合だろうか？」 

「そんな質問をなさると笑われますよ」と彼は言った。 

「よしわかった」とぼくは言った、「ではどうだろう、一般の国民のなかでは彼ら守護者が、最もすぐれた男 
たちなのではないかね」 

「ええ、大いに」 

「それならどうだろう——女たちのうちでは、この女たちが最もすぐれた人間となるのではないかね」 

「それもまた、大いにそのとおりです」と彼。 

「ところで、一国にとって、その内の女たちも男たち も できるだけすぐれた人間となること よりも、さらに 善 
いことが何かあるだろうか？」 

「いいえ、ありません」 

「しかるにそのことは、音楽•文芸と体育が、われわれの述べたような規範に従って与えられることによって、 
達成されるはずだろうね」 
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「疑いもなくそうです」 

「してみると、われわれが制定しようとした法は、ただ実現可能であるだけでなく、国にとって最善のもので 
もあることになる」 

「そうです」 

「それならば、守護者の妻女たちは着物を脱がなければならない I いやしくも、着物の代りに徳へ卓越性 U を 

こそ身に着けるべきであるからには。そして戦争その他、国家の守護にかかわる任務に参加すべきであり、それ 

以外のことをしてはならないのだ。ただそうした任務そのもののうちでは、女性としての弱さを考慮して、男た 

ちよりも 軽い仕事を女たちに割り当てなければならないけれども。 

裸の女たちを——それが最善のことであるがゆえに裸で体育にいそしむ女たちを——笑いものにするあの男は 

( 1 ) 

といえば、彼はまさしく『笑いの未熟な実を摘み取る者』にほかならず、どうやら、自分が笑っているものが何 
であるかをまったく知らず、自分のしていることの意味 も わからないもののようだ。なぜならば、現在 も 未来も 
変らぬこの上なき名言は、こう告げているからだ——益になることは美しく、害になることは醜い、と」 

「まつたくおつしやるとおりです」 


1 自然学者を諷したピンダロスの「知恵の未熟な実を摘む -e-p's) を「笑いの」 (TooyEAO o'c) に 置きかえたもの。アダム、 
者」 ( Fr . 209, Bergk ) といぅ 詩句を ブラ トンがここで批判さ シ日 1 ZTS イ 、シャンブ リイとともに G • S •シユ ナイ 
れている喜劇作家について用いるために、「知恵の」(<70- ダーの提案にょるテクストの読み方に龙ぅ。 
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r さてこれでわれわれは、女性に関する法を語るにあたっての、いわば一つの大浪を、無事に逃れることがで 
きたと主張して差支えないだろうね、——われわれは首尾よくその大浪に吞まれることなしに、われわれの国の 
男の守護者たちも女の守護者たちも、あらゆる仕事を共通に引き受けなければならないと定めることができたし、 
そしてそれが実現可能にしてかつ有益であるということが、議論そのものによって何とか整合的に確認されたの 
だ、と」 

r まったくのところ」と彼は言った、「あなたが逃れおおせた浪は、並大ていのものではありませんね」 

「ところが」とぼくは言った、「このつぎにやってくる浪を君が見たら、いまのを大きいなどとは言わなくな 
るだろう」 

「ではそれをおっしゃって、私に見せてください」と彼は言った。 

「いま法に定めたこと」とぼくは言った、「およびそれまでに決めた他のいろいろの事柄に伴って、ぼくの考 
えでは、次のような法がつづいてやってくるはずだ」 

「どのような？」 

「これらの女たちのすベては、これらの男たちすべての共有であり、誰か一人の女が一人の男と私的に同棲す 
ることは、いかなる者もこれをしてはならないこと。さらに子供たちもまた共有されるべきであり、親が自分の 
子を知ることも、子が親を知ることも許され/ i : いこと、というのだ」 
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「これはまた」と彼は言った、「その可能性も有益性も容易には信じられないということにかけて、さっきの 
よりもはるかに大きな浪ですね」 

「いや、ぼくの思うには」とぼくは言った、「それが有益であることについては、妻女も子供も共有であるこ 
とが、もし可能で さえ あれば、最大の善であることを否定す るよう な異論は起らないだろう。しかし、それがは 
たして可能かどうかという点は、最も多く論議の的となることだろうと思う」 

rt '' から cn ' かについても」と彼は答えた、「さぞかし大へんな異論がまき起ることでしょうよ」 

「どうしても両方を連合させて、ぼくを議論に立ち向かわせようと言うのだね」とぼくは言った、「ぼくとし 
ては、それが有益であると君が認めてくれたら、二つのうちの一方からは逃れることができて、残るはそれが実 
現可能かどうかという問題だけになるだろうと、せっかく期待していたのに」 

「そうはさせません よ」 と彼は言った、「あなたは逃げようとして発覚したのです。さあ、両方の点について 
説明してください」 

「その罰は受けねばなるまい」とぼくは言った、「ただし、ひとつだけ少々大目に見て、ぼくの意をかなえて 
458もらいたいことがある。ぼくに、いささかくつろ ぐ ことを許してもらいたい の だ、—— ものぐさな 心の人たち は、 
ひとりで道を歩くようなとき、よく自分だけの空想に耽ってはみずから楽しむものだが、 ちょうど あれと同じよ 
うな具合にね。つまりそういう人たち も、 自分の欲することが どう すれば実現されるかを考えてその方法を発見 
する前に、そんな問題は —— 可能か不可能かを思案して疲れてしまわないようにと —— ほっておいて、自分の望 
みは現にかなえられたものと想像し、すぐにそれから後の処置に取りかかろうとする。そして、さなきだに怠惰 
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な心をさらに怠惰にしながら、それが実現されたらああしよう、こうしようと、詳しく思いえがいては悦に入る 
わけだ。 

さて、このぼくもまた、いまはこれと同じようなものぐさな気持なのだ。だから、いかにして可能かというこ 
とのほうは先へのばして、いずれ後で考察することにしたい。さしあたっては、君が許してくれるなら、ひとま 
ず可能であると仮定しておいて、そのことが行なわれる場合の、支配者たちがとるべき実際上の措置はどのよう 
なものとなるかを考察し、そしてそれが実行されたならば、国家にとっても守護者たちにとっても、何にもまし 
て有益であろうということを示すようにしたい。まず先にこうした点をぼくは、君とともに考察に努めることに 
して、もうひとつの問題のほうはその後にまわすことにしよう。もし君が許してくれるならね」 

「許してあげます とも」と 彼は言った、「さあ考察をはじめてください」 

「それでは、思うに」とぼくははじめた、「いやしくも支配者たちがその名に値する者であるべきならば、そ 
してその補助者たちも同様とすれば、後者は命じられた事柄をすすんで実行し、前者は、あるいはみずから法に 
従いながら、あるいはわれわれが彼らに一任した事柄については法の精神にのっとりながら、命令を下すことだ 
ろう」 

「そのはずです」と彼。 

「それでは、立法者としての君は」とぼくはつづけた、「男たちを選び出したのと同じようにして、できるだ 
けこれと同じ素質の女たちを選び出して、彼らに引き渡すだろう。そして、これらの男女は、家も食事も共同で、 
私的には誰もその種のものを何ひとつ所有していないのだから、みなが周じところでいっしょに暮すこと ic なり、 
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体育のときにもその他の教育を受けるときにも、いっしょに混じってやっているうちに、思うに、あの自然力ら 
与えられた必然性に導かれて、やがて互いに結ばれるに至るだろう。 —— それとも君には、ぼくの言っているこ 
とが必然的な成行きだとは思えないかね？」 

「ええ、それは幾何学的な必然性ではなく、恋の力がもつ必然性のしからしめるところですね」と彼は言った、 
「おそらくこの必然性のほうがもうひとつのよりも、多くの人々を説得して引っぱって行くことにかけては、よ 
り鋭い力をもっているでしょう」 

八 

「大いにそのとおりだ」とぼくは言った、「さてしかし、問題はその後のことだがね、グラゥコン、互いにけ 
E じめもなく交わるということは、一般に何ごとにせよ他の無秩序な行為と同じように、幸福な人々の国において 
は、敬虔なことでもないし、支配者たちにしてもこれを許さないだろう」 

「それは正しいことではありませんからね」と彼。 

r したがって明らかに、われわれは次の措置として、結婚をできるだけ神聖なものとすることになるだろう。 
しかるに神聖な結婚とは、最も為になる結婚がそれであろう」 

「まったくそのとおりです」 

459 「それならいったい、どのようにすれば最も為になる結婚となるだろうか？次のことをひとつ、答えてくれ 
ないかね、グラゥコン。というのは、ぼくは君の家に、狐犬や血統のよい鳥がたくさんいるのを見ているからだ 
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がね。ゼゥスに誓って、そうした動物たちの結婚と子供つくりのことに、何か注意してみたことがあるかね？」 
「どのようなことをでしょうか？」と彼はたずねた。 

「まず、その動物たちはみな血統の良いものばかりだといっても、そのなかで もとくに 優秀なのがい くら かい 
て、それとわかってくるのではないかね」 

「ええ」 

「では君は、全部に同じように子を生ませるかね、それともできるだけ、最も優秀なのから子を つくるように 
心がけるかね」 

「最も優秀なのからです」 

「ではさらに、いちばん若いのからかね、いちばん年取ったのからかね、それともできるだけ、壮年の盛りに 
あるものたちからかね」 

「壮年の盛りにあるのからです」 

「そのようにして子づ くりを しないと、君の鳥たちも犬たちも、種族として、ずっと劣ったものになって 行く 
と考えるわけだね」 

「ええ、たしかに」と彼。 

「では馬については」とぼくはつづけた、 r またその他の動物については、 どう 思うかね。どこか違う点があ 
るだろうか？」 

「違ったら不思議でしょう」と皮。 
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「おやおや！」とぼくは言った、「親しい友よ、そうするとわれわれの国の支配者たちたるや、何とも大へん 
な腕利きでなければならないことになるね——もし人間の種族についても事情は同じだとしたら」 

「むろん同じです」と彼は言った、「しかしどうしてそのように言われるのですか？」 

「ほかでもない、彼ら支配者たちは、どうしてもたくさんの薬を使うことを余儀なくされるからだ」 とぼく は 
答えた、「医者の場合でも、薬を必要とせずに養生法だけで治ってしまうような身体を扱う場合なら、それほど 
大した医者でなくても間に合うとわれわれは考える。けれども、薬を与えなければならない場合になる と、もっ 
と勇気のある医者が必要であることをわれわれは知っている」 

「そのとおりでしょう。しかし、それで どう だと言われるのですか？」 

「こういうことだ」とぼくは言った、「おそらくわれわれの国の支配者たちは、支配される者たちの利益のた 
めに、かなりしばしば偽りや欺きを用いなければならなくなるだろう。われわれはたしか、すべてそうした手段 
は、いわば薬として役立つものであると言ったはず(だ)」 

「ええ、そしてそれには正しい理由が ありました」 と彼は言った。 

「そこで、いま問題の結婚と子づ くりに おいては、君が正しいと言うそのことが、 どうやら、 少なから ざる 役 
割を果すことになるだろう」 

「とのように、でしょうか？」 


1日 • 3009 B . ——なお n . 3002 C 〜 D 参照0 
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「これまでに同意された事柄からして」とぼくは答えた、「最もすぐれた男たちは最もすぐれた女たちと、で 
きる だけしばしば交わらなければならないし、最も劣った男たちと最も劣った女たちは、その逆でなければなら 
ない。また一方から生まれた子供たちは育て、他方の子供たちは育ててはならない。もしこの羊の群が、できる 
だけ優秀なままであるべきならばね。そしてすベてこうしたことは、支配者たち自身以外には気づかれないよう 
に行なわれなければならない——もし守護者たちの群がまた、できるだけ仲間割れしないように計らおうとする 
ならば」 

「そうするのがいちばん正しいやり方です」と彼は言った。 

「それでは、われわれは何らかの祭典と供犠の式を法に制定して、そうした儀式のなかで花嫁と花婿をめあわ 
せることにしなければならない。そしてわれわれの詩人たちには、そのようにして行なわれる結婚にふさわしい 
讚歌を作らせよう。他方、結婚の数については、これをわれわれは支配者たちの裁量にまかせることになるだろ 
う——彼らが戦争や病気やすべてそれに類することを考慮しながら、これらの人々の数を可能なかぎり一定に保 
つように、そしてわれわれの国家ができるだけ大きくも小さくもならないようにするためにね」 

「正しい措置です」と彼。 

「そうなると、思うに、何か巧妙な籤が作られなければならないだろう。そうすれば、それぞれの組合せが成 
立するときに、先述の劣ったほうの者は自分の運を責めて、支配者たちを責めないことになるだろうからね」 

「ええ、たしかに」と彼は言った。 
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九 

B 「さらにまた若者たちのなかで、戦争その他の機会にすぐれた働きを示す者たちには、他のさまざまの恩典や 
褒賞とともに、とくに婦人たちと共寝する許しを、他の者よりも多く与えなければならない。同時にまたそのこ 
とにかこつけて、できるだけたくさんの子種がそのような人々からつくられるようにするためにもね」 

「正しいやり方です」 

「そしてその都度生まれてくる子供たちは、そのために任命されている役職の者に引き渡されて-この任に 

当るのは男たちでも女たちでも、あるいはその両方であってもよい。役職もまた、女と男に共通に分けもたれる 
はずだからね」 

「ええ」 

c r で、ぼくの思うには、すぐれた人々の子供は、その役職の者たちがこれを受け取って囲い〔保育所〕へ運び、 
国の一隅に隔離されて住んでいる保母たちの手に委ねるだろう。他方、劣った者たちの子供や、また他方の者た 
ちの子で欠陥児が生まれた場合には、これをしかるべき仕方で秘密のうちにかくし去ってしまうだろう」 

「守護者たちの種族が、純粋のまま維持されるべきでしたらね」と彼は言った。 

「またこの役目の人たちは、育児の世話もとりしきるだろう。母親たちの乳が張ったときには保育所へ連れて 

D くるが、その際どの母親にも自分の子がわからぬように、万全の措置を講ずるだろう。そして母親たちだけでは 
足りなければ、乳の出る他の女たちを見つけてくるだろう。また母親たち自身についても、適度の時間だけ授乳 
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させるように配慮して、寝ずの番やその他の骨折り仕事は、乳母や保母たちにやらせるようにするだろう」 

「おっしゃる ように すれば」と 彼は言った、「守護者の妻たちに とって 子供づくりは、ずいぶん楽な仕事に な 
ることでしよう」 

「そうあってしかるべきだからね」 とぼく は言った、「しかし、われわれの提案したことの続きを話すことに 
しよう。すなわち、われわれはさっき、子供は壮年の盛りにある者たちから生まれなければならないと言った」 

「そのとおりです」 

「では君は、壮年の盛りがつづく適宜の期間としては、女にとっては二〇年、男にとっては三〇年と見ること 
に賛成かね？」 

「とおっしゃると、いつからいつまでの？」と彼は言った。 

「女の場合は」とぼくは言った、「二〇歳から始めて四〇歳になるまで国のために子供を生むべきであり、 

の場合には『疾駆の盛り』を過ぎてから後、五五歳まで国のために子供をもうけるべきだ、ということだ」 

「たしかに男女とも」と彼は言った、「その時期が体力も知力も最も最盛期ですからね」 

「それでは、この年齢よりも年を取った者にせよ、若すぎる者にせよ、公共のための子づくりの禁をおかすよ 
うなことがあれば、その過ちは神の意にも人の正義にも反するものであると、われわれは言うべきだろう。ほか 
でもない、その者は国のために、犠牲も祈りも捧げられずに生まれてくる—発見されなければ—ことになる 
ような子供の、種をつくるのだから。そうした祈りこそは、女の祭司も男の祭司も、さらには国全体がこぞって 
それぞれの婚礼のたびに、すぐれた親たちからさらにすぐれた子らが、役に立つ人々からさらに役に立つ子らが 


男 
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BV つも生まれてくるょうにと、願って捧げる祈りにほかならないのに。——これに反してこの子供は、暗闇のも 
と、恐ろしい放縦のうちに宿されて生まれて くる ことになる子供なの だ」 

「そうおっしゃるのは正しい ことです」と 彼は言った。 

「他方また」とぼくは言った、「子を生ませることの許されている年齢の者でも、支配者がめあわせたのでな 
いのに、適齢期の女性と関係するょうなことがあれば、この場合にも同じ法が適用されなければならない。なぜ 
ならその者は、正当でない子供、法の承認を受けない、神聖でない子供を国に押しつけることになると、われわ 
れは言うべきだろうから」 

「まったく 正しい ことです」と 彼。 

「しかしながら、思うに、女たち と 男たちが生む ことを 許された年齢を超えた ときは、われわれは 男たちに、 

C 誰とでも好きな相手と自由に 交わることを 許すだろう——ただ、自分の娘や母や、娘の子供たちや母の母などを 
のぞいて。また女たちにも、相手が息子や父や、息子の息子や父の父な どの 場合をのぞいて、 同じ自由を与える 
だろう。ただし、すべてこうした 自由を 許すにあたっては、われわれはその前にまず、彼らに しかと 申しつ けて 

おくだろう-もし子が宿ったならば、できれば何よりも、けっして日の目を見させないようにつとめなければ 

ならぬ、と。またもしその出生を止めることができなければ、そのような子には養育が許されないものと心得て 


1競走用の馬について歌った詩(出典不詳)からの引用。男 (二五歳)からとされるわけでぁる。 
の結婚適齢期は、二〇歳前後の血気がいくらか鎮まった時 
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処置す るよう に、と」 

「それ もまた、 たしかに適切な措置には違いありません」と彼は言った、「しかし、いったい彼らは、お互い 
の父たちや娘たちや、その他い ま おっしゃったような親族を、どのようにして識別することになるのでしょう 
か？」 

「まったく識別できないだろう」とぼくは言った、「しかし、彼らのうちのある者が花婿になった日から一〇 
力月目、 また場合によって七 力月 目に生まれた子供たちがあれば、その人はその子供たちすべてを、男の子なら 
息子と呼び、女の子なら娘と呼ぶだろう し、 また子供たちのほうは彼を父と呼ぶことになるだろう。同様にして、 
彼はこれらの子供の子供たちをすベて孫と呼び、逆に後者は前者を祖父や祖母と呼ぶだろう。他方また、自分の 
父親たちと母親たちが子をもうけていた期間に生まれた子供たちはすべて、お互いを兄弟と呼び姉妹と呼ぶだろ 
う。したがって、いまわれわれが言っていたように、これらの者はお互いに関係をもってはいけないことになる 
のだ。ただし、兄弟たちと姉妹たちが一緒になることは、もし籤がそのように出て、さらにピュティア(デルポ 
ィ) の神託がそれをよしと告げるならば、法によって許されるだろう」 

「おっしゃることはまったく正しいことです」と彼は言った。 

I 〇 

「さて、 グラゥ コン、君の国家の守護者たちの間における妻女と子供の共有とは、以上のことであり、またほ 
ぼこのようなものだ。つぎにしかし、これがわれわれの他の国制と一致整合するものであり、最善この上もない 
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ものであるということを、議論によゥて確証しなければならない。それとも Y どのようにしようか？」 

「ゼゥスに誓って、そのことを確証しなければなりません」と彼は答えた。 

「それでは、そのことの相互確認へ至る第一歩は、こうすることではないだろうか——すなわち、国家の設営 
という見地からわれわれが挙げうる最大の善、立法者がそれをめざしてさまざまの法を制定しなければならない 
最大の善とは、そもそも何であるか、逆にまた何が最大の悪であるか、ということをわれわれ自身にたずねるこ 
と、そしてそのうえで、われわれが先に提案した事柄が、はたしてその善の足跡にぴったりと合致し、悪のそれ 
のほうには合わないようなものであるかということを、しらべてみることではあるま、/か」 

「ええ、何にもまして」と彼は答えた。 

「ではわれわれは、 およそ 国家にとって、国を分裂させ、一つの国で なく多くの 国と してしまうようなものよ 
りも 大きな悪を、何か挙げることができる だろう か？ あるいは、国を結合させて一つの国たら しめるものより 
も、何か大きな善を言うことができる だろう か？」 

「できません」 

「では、楽しみと苦しみが共にされて、できるかぎりすベての国民が得失に関して同じ ことを 等しく喜び、同 
じこと を等しく悲しむ ような 場合、 この 苦楽の共有は、国を結合させるのではないかね？」 

「まったくそのとおりです」と彼。 

「これに反して、そのような苦楽が個人的なものになって、国ないしは国民に起っている同じ状態に対して、 

C ある人々はそれを非常に悲しみ、ある人々はそれを非常に喜ぶような場合、この苦楽の私有化は、国を分裂 させ 
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るのではないかね？」 

「もちろんです」 

「どこからそういうことになるのかといえば、それは国のなかで、『私のもの』とか『私のでないもの』とか 
いった言葉が、同じ時にいっしょに口にされないような場合ではなかろうか？『他人のもの』という言葉につ 
いても同様ではないかね」 

「まさしくそのとおりです」 

「だから一般に、 最も 多くの国民がこの『私のもの』や『私のでないもの』という言葉を同じものに向けて、 
同じように語るような国家が、 最もよく 治められている国家だということになるね」 

「たしかに」 

「そうするとまた、一人の人間のあり方に最も近い状態にある国家が、そうだということにもなるわけだね。 
1たとえば、われわれの一人が指を打たれたとする。そのとき、身体中に行きわたって魂にまで届き、その内 
なる支配者のもとに一つの組織をかたちづくっている共同体が、全体としてそれを感知して、痛められたのは一 
つの部分だけであるのに、全体がこぞって同時にその痛みを共にする。そしてこのようにしてわれわれは、その 
人が指を痛めている、と言うことになるのだ。同じことは、人間の他のどの部分についてもいえるだろうね。 一 
部分が痛んでいるときの苦しみについても、それが楽になるときの快さについても」 

「ええ、同じことがいえます」と彼は言った、「そしておたずねの点については、最もよく治められている囯 
家は、そのような一人の人間のあり方に最も近いものであるといえます」 
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「それなら、思うに、国民の一人に何か善いことなり悪いことなりが起るとき、そのような国家こそはとりわ 
E け、起ったそのことを国自身のことであると言うだろうし、国の全体がいっしょに喜んだり悲しんだりすること 
だろう」 

「ええ、必ずそうなります」と彼は答えた、「法の下によく治まっている国ならば」 

II 

「いまやわれわれにとって」とぼくは言った、「ふたたびわれわれ自身の国家にたちかえって、いまの議論で 

同意された事柄をそこでしらべてみるべき時だろう-われわれの国家は、はたしてそうした諸条件を最もよく 

充たしているだろうか、それとも、どこかほかの国のほうがよりよく充たしているだろうか、とね」 

「ええ、そうしなければなりません」と彼は言った。 

「それならどうだろう、-ほかの国々にも、このわれわれの国にも、支配する人々と一般民衆とがいるだろ 

うね」 

「います」 

「これらの人たちはみな、お互いに同国民と呼び合うだろうね」 

「ええ、もちろん」 

「しかし、その同国民という呼び方のほかに、他の国々の民衆は支配者たちを何と呼んでいるかね？」 

「多くの国々では君主たちと呼び、民主制の国々ではそのままの言葉を使って、支配者(執政官)たちと呼んで 
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います」 

「では、われわれの国の民衆は どうだろう か？同国民と呼ぶほか、彼らは支配者たちのことを何と言うだろ 
、っか？」 

「守ってくれる人たち、助けてくれる人たちと言います」と彼は言った。 

「ではその人たちは、民衆の ことを どう言うかね？」 
r 雇ってくれる人々、養ってくれる人々 と」 

「他の国々の支配者たちが民衆に対しては？」 

「しもべたち」と彼。 

「支配者どうしは何と呼び合っているかね？」 

「同役たち」と彼。 * 

「われわれの国の支配者どうしは？」 

「守護者仲間」 

「では、ほかの国々の支配者たちの場合、そのなかの誰かが、同役の ある 者を『身内の者』と呼び、 ある 者を 
『ょそ者』と呼ぶ ことがありうるかどう か、言って もらえるだろう か？」 

「ありますとも、大いにしばしば」 

「それは つまり、『身内の 者』は 自分に所属している者であり、『ょそ者』 は 自分に所属していない者であると 
みなして、そう 呼んでいるわけ だね？」 
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「そのとおりです」 

「では、君のところの守護者たちはどうかね？その誰かが守護者仲間の誰かをよそ者とみなしたり、そう呼 
んだりすることがありうるだろうか？」 

「けっしてありえません」と彼は言った、「というのは、およそ誰と出会っても、兄弟や姉妹や、父や母や、 
息子や娘や、あるいはそのまた子供たちや親たちと出会ったものと考えるでしょうからね」 

「ほんとう だ！ よく言ってくれた」とぼくは言った、「しかしもうひとつ、次のことにも答えてくれたまえ。 

,—君はただそうした親族の名前を使うことだけを、彼らに対して法で規定するのかね、それとも実際の上でも、 
D すべての行為をまさにそうした呼び方のとおりに行なわなければならないとするのかね。たとえば父親たちに関 
しても、父親を畏敬すること、気づかうこと、生みの親たちに従順でなければならぬことなどについて、およそ 
父親への務めとして認められているすべての行為を実際に果すべきであり、こうした行為にはずれることは敬虔 
でもなく正しくもないことである以上、神々からも人間からも何ひとつ善いことを期待できないだろう、とする 
のかね？ 君の国で、すべての国民の口から歌われることになる声——子供たちの耳もとで、父親として彼らに 
示される人々のことについてもその他の親族たちのことについても、早くから歌い聞かされることになる声は、 
こうした内容のものだろうか、それとも、もっと別の声だろうか？」 

E 「そうした声です」と彼は言った、「実際の行為が伴わずに、ただ口先だけで親族の名で呼ぶとしたら、おか 
しな話でしょうからね」 

「してみると、およそあらゆる国々にもまして、この国では、誰か一人が幸福であったり不幸であったりする 
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とき、みなが一致して同じように、さっきわれわれが言っていた言い方で、私のことがうまく行っているとか、 
私のことがうまく行っていないとか言うだろうね？」 

「その点も、まったくおっしゃるとおりです」と彼。 

「ところで、そういう考え方と言い方には、楽しみと苦しみの共有ということが伴うものであると、われわれ 
は言ったのだったね」 

「ええ、そしてそう言ったのは正しいことでした」 

「それならば、われわれの国民こそはとりわけ、みなが同じものを共有して、それを『私のもの』と呼ぶこと 
だろうね。そしてこの共有によってさらに、苦しみと楽しみを最も多く共有することだろうね」 

「ええ、たしかに」 

「ところで、こうしたことがどこから由来しているかといえば、ほかの制度 もさる ことながら、 とくに 守護者 
たちの間で妻女と子供が共有されているからではないかね？」 

「ええ、何にもましてそのことがあるからです」と彼は言った。 

一二 

「しかるに、われわれはよく治められている国家を、身体が快と苦に関し自分の部分とどのような関係にある 
かということになぞらえて考えながら、この苦楽の共有ということが国家にとって、最大の善であることに同意 
したのだった」 
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r ええ、そして私たちの同意は正しいものでした」と彼は言った。 

「そうすると、人々を助け護る任にある者たちの間での、子供と妻女の共有ということは、国家にとって最大 
の善をもたらす原因であると、われわれに明らかになったわけだ」 

「ええ、間違いなく」と彼。 

「さらにまたわれわれは、以前に述べた諸点とも一致整合していることになる。なぜなら、われわれはたしか、 

このょうに言っていたはずだから。——この人たちは家も土地もどんな持ちものも、いっさい自分だけのものと 

C して私有してはならない、国を守る仕事の報酬として他の人々から暮しの糧を受け取って、みなで共通に消費し 

( 1 ) 

なければならない、もし彼らが真の意味での守護者であろうとするならば、とね」 

「私たちの言ったことは正しいことでした」と彼。 

「とすれば、まさにぼくの言うょうに、先に語られた事柄といま言われた事柄とは、両者相まって、さらにい 
っそう彼らを真実の守護者に仕上げるのではないかね？ そして彼らが同じものをでなく、各個別々のものを 
『私のもの』と呼ぶことによって、国を引き裂くようなことがないようにするのではないかね？ 彼らのうちの 
一人が、他の人々とは別個に所有することのできるものを、何でも自分だけの家に引っぱりこみ、他の者は他の 
D 者でまた、それとは別にある自分だけの家へ持ちこんで、それぞれ別々の人間を妻と呼び子と呼び、これらが自 
分だけのものであるがゆえにそれぞれが自分だけの楽しみと苦しみをつくり出すというようなことは、ありえな 


1日. 416 D ~ 417 B . 


371 



465 


E 


( 464 ) 


くなるのではないかね？ むしろ逆に、彼らは『自分のもの』について、みなが同じ一つの考えをもちつつ同じ 
目標へ向かい、すべての者が可能なかぎり、苦しみと楽しみの経験を共にするようになるのではないか？」 
「まさしく そのとおりです」と货。 

「ではどうだろう。お互いに対する裁判ごとや訴訟ごとは、彼らの間からいわば消え去ってしまうのではなか 
ろうか——何しろ自分だけの所有物というのは身体一つだけで、その他のものはみな共有なのだからね。このこ 
とからして、彼らは、人間たちが金銭や子供や親族を所有することによって起すいっさいの争いごととは、縁の 
ない者たちとなるのではないかね？」 

「必ずや、そうしたことから解放されるはずです」と彼は言った。 

「さらにはまた、暴行を受けたとか危害を加えられたとかいって裁判沙汰を起すことも、彼らの間では正当に 
はなされえないことになるだろう。なぜなら、同年輩の者に対しては自分で身を守るのが立派で正しいことであ 
るとわれわれは言って、自分の身体の保護を義務づけるだろうからね」 

「それは正しいやり方です」と彼。 

「正しいといえば、じっさいこの法には次のようなよい点もあるのだ」 とぼく は言った、「つまり、誰かが誰 
かに対して怒った場合に、そういうかたちで怒りを発散させてしまえば、もっと大きな争いごとに至る こと も少 
なくなるだろう」 

「たしかにそうですね」 

「しかし年長の者に対しては、年下の者すべてを支配し懲戒す る 務めが、課せられる ことになるだろう」 
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「ええもちろん」 

「まして やさら に、年下の者が年長の者に対して、支配者からそう命ぜられるのでもないかぎり、殴ろうとし 
たり、何か他の暴行を加えようとしたりすることは、当然のことながらけっしてないだろうし、思うにまたどん 
なやり方にせよ、ないがしろにするようなまねはしないだろう。なぜなら、充分な力をもった二つの見張り手、 

B <恐れ〉と〈つつしみ > とが、そうさせないように目を光らせているからだ。すなわち〈つつしみ〉のほうは、自分の 
親であるかもしれない相手に手出しすることを禁じ、<恐れ)のほうは、もし手を出せばその人のために他の人々 
が、あるいは息子として、あるいは兄弟として、あるいは父親として助けにかけつけるだろうと恐れることによ 
ってね」 

「たしかにそういうことになるでしょうね」と彼は言った。 

「こうして、 あらゆる 点から見てこの人たちは、われわれの法のおかげで、お互いに対して平和に過すことに 
なるだろうね」 

「ええ、まったく平和に」 

r しかるにまた、この人たち さえ 自分たちの間で争いを起さなければ、その他の国民がこの人たちに対して、 
あるいはお互いどうしに対して、離反するおそれはまったくないわけだ」 

「たしかにありません」 

C 「そのほか彼らが免れることになる禍で、ごくこまごましたことがいろいろあるが、 あまり ふさわしい話題で 
もないので、ことさら口にするのもどうかと思う。たとえば金持へのお追従だとか、貧乏人が子供の養育や、家 
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人たちを養うために必要な金稼ぎなどにあたって味わう、さまざまの困惑や気苦労だとか——借金をしたり、支 
払いを断わったり、八方手をつくしてかき集めてきて、妻や家人たちにあずけて家計のやりくりをまかせたりす 
るときのね——、こうした問題について人々が経験する苦労がどれだけあって、またどのようなものかというこ 
とは、友よ、もうわかっていることで、けちくさい話だし、語るに値しないことだ」 

「ええ、盲人にさえ明らかなことです」と彼は言った。 

I 三 

「こうして彼らは、こういった不都合のすべてから解放されることになるであろうし、そしてあのオリュンピ 
ア競技の勝者たちが送るところの、人から最も幸福だと羨ましがられる生活よりも、もっと幸福な生活を送るこ 
とになるだろう」 

「どのように？」 

「あの勝者たちが幸福だとみなされているのは、この人たちが享受しているものの、ほんの小さな部分によっ 
てだといえる。なぜなら、この人たちのかちとった勝利のほうが、もっと立派なものだし、公共の費用から供さ 
れる生活の糧も、いっそう完全なものだからね。なにしろ、この人たちのかちとる勝利とは、ほかならぬ国家全 
体の保全ということなのだし、いわばその栄誉の冠として、彼ら自身も子供たちも、生活の糧はもとより、およ 
そ生きるために必要なかぎりの他のいっさいのものを与えられるのだし、さらには自分の祖国から、生きている 
間に名誉の恩典を受け、死んでからは、その功績にふさわしい埋葬の礼にあずかるのだから」 
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「ええ、それはみな大へん立派なものです」と彼。 

「それでは、憶えているかね？」 とぼく は言った、「前の議論のなかで、あれは誰が論じたことだったか、われ 
われはこんなふうに言われて叱られたことがあった——われわれはいっこうに国の守護者たちを幸福にしていな 

J T) 

466 い、この守護者たちは国民のものすベてを所有できる立場にあるのに、何ひとつ持っていないのだから、とね。 
これに対してわれわれは、たしかこう答えたはずだ I その点はまたいずれ機会があれば、あらためて考察する 
ことになるだろう。いまわれわれは、守護者たちをまさに守護者たらしめ、国家をできるかぎり最も幸福な国家 
たらしめることに専念しているところであって、国のなかの一つの階層にだけ目を向けて、これを幸福にしよう 
としているのではないのだ、と」 

「憶えています」と彼。 

「それならどうだろう、いまやわれわれには、国民を助け守る任にあるこれらの人々の生活は、いやしくも才 

B リュンピア競技の勝者の生活よりも、はるかに立派ですぐれていることが明らかになっている以上、よもや靴作 
りたちあるいはその他の職人たちの生活や、農夫たちの生活と比較してみる必要があるとは思われないだろう 
ね？」 

「思われません」と彼。 

( 2 ) 

「だがしかし、これはあのときにも言ったことだが、ここでもう一度、くり返し言っておいてしかるべきこと 


1 IV . 419 A において、アディマントスが提出した疑問。 2 IV . 420 Dsqq . 


375 



D 


C 


{ 466 ) 


がある。-すなわち、もしも守護者が、もはや守護者でさえなくなるような仕方で幸福になろうと企てるなら、 

そしてかくも慎ましくかくも安定して堅固な生活、われわれに言わせれば最もよき生活に満足できずに、幸福に 

ついての愚かで子供じみた考えに取りつかれて、その実力を利用して国の中のすべてを自分のものにすることへ 

( 1 ) 

とかりたてられるとするならば、彼は必ずや、『半分はある意味で全部よりも多い』と言ったあのへシオドスが、 
まことの知者であったことを思い知ることになるだろう、と」 

「彼がこの私の意見を採用するなら、いまのその生活に留まるでしょう」と彼は言った。 

「それなら君は」とぼくは言った、「賛成してくれるのだね——女たちがわれわれの述べたような仕方で、教 
育や子供たちのことや他の国民たちを守護する仕事において、男たちと共同で事に当るということに？そして 
国に留まりまた戦争に赴いては、ちょうど犬たちのように、共に国を守護し敵を追うことのほか、できるかぎり 
あらゆる仕事をあらゆる仕方で共に分担しなければならないということに？ のみならずまた、そのようにする 
ことは最善のことをすることになるだろうし、女性が男性に対してもっている自然本来のあり方、すなわち、両 
性は本来お互いに共同するように生まれついているというそのあり方に、反することにもならないということに 
も、賛成してくれるのだね？」 

「賛成します」と彼は答えた。 

一四 

「それでは」とぼくは言った、「あとまだ残っているのは、はたして このような 共同が、ほかの動物たち の 場 
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合と同じように、人間のあいだにも実現可能なことであるか、またどのようにして可能になるかという、この問 
題に決着をつけることではないかね？」 

「先を越されましたね」と彼は言った、「いまちょうどその点について、口をさしはさもうとしていたところ 
でした」 

「じっさい、戦争における事柄についてなら」とぼくは言った、「思うに、彼らがどのような仕方で戦うだろ 
うかということは、言わずとも明らかだからね」 

「どのように、でしょうか？」と彼はたずねた。 

「彼らは男も女もいっしょに戦場に赴くだろうし、のみならずまた、子供たちのなかから、すでにしっかりと 
成長した者たちを選んで戦場へ連れて行くだろう。ちょうどほかの職人たちの子供がしているように、成人して 
から自分の専業としてしなければならないことを、よく見せておくためにね。また、ただ見せるだけでなく、戦 
争に関するすべての事柄を下働きとして手伝わせ、父親と母親たちの世話をさせるためでもある。それとも君は、 
他のさまざまの技術の場合に行なわれていること——たとえば陶工の子供たちが、自分の手で陶器を作りはじめ 
るまでに、どれほど長い期間手伝いながら仕事を見学するものか、気づいたことはないかね？」 

「大いにあります」 

「それならいったい、そうした職人たちのほうが国の守護者たちよりも、本業の仕事を経験させ見習わせて自 


1へシオドス『仕事と日々』四0。 
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分の子供たちを教育するための配慮において、まさっていなければならないのだろうか？」 

「それではおかしなことになるでしょう」と彼。 

「しかるにまた、どんな動物でも、自分の生んだ子供たちが見ている前では、格段によく戦うものだ」 

「そのとおりです。しかし、ソクラテス、もしかして一敗地にまみれた場合の危険は、けっして小さなもので 
はありませんよ。しかもそれは、戦争においてよくありがちなことです。そうなったら、自分たちだけでなく、 
子供たちの命まで失うことになって、あとに残った国全体を再起不能にするおそれがありますからね」 

「それは君の言うとおりだ」とぼくは言った、「しかしまず第一に、いったい君の考えは、いついかなる場合 
にもまったく危険を冒さないようにはからなければならない、ということなのかね？」 

「いいえ、けっしてそうは考えません」 

「ではどうかね、 もし 何らかの場合に危険を冒さなければならないのであれば、 うまく 危険を突破した ときに 
彼らがよりすぐれた人間になるような機会においてこそ、そうしなければならないのではないか」 

「ええ、もちろん」 

「では君は、将来戦士となるべき人々が子供のときに、戦争に関する事柄を見ても見なくても大した違いはな 
く、そのために危険を冒すだけの価値もないと思うかね？」 

「いいえ、おっしゃるような目的のために大きな違いがあります」 

「それならば、子供たちに戦争を見せること、これは まずどうしてもし なければならないが、他方しかし、彼 
らのために安全をはかってやらなければならないということになり、それならば申し分ないことになるだろう。 
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そうではないかね？」 

「ええ」 

「それでは」とぼくは言った、「まず第一に彼らの父親たちは、およそ人間としてできるかぎりは、戦いにの 
ぞむにあたって危険な場合とそうでない場合について無知ではなく、よく判断できる人々なのではないかね」 
「当然そのはずです」と彼。 

「したがって、危険のない出陣には連れて行くだろうが、危険な場合には用心して見合わせるだろう」 

「正しい配慮です」 

「それにまた指揮官も」とぼくは言った、「まさか最も凡庸な人間を子供たちにつけてやるはずはなく、経験 
の上でも年齢の点でも、じゅうぶんに子供たちを導き教えるだけの力量をもった人々を、指揮官としてつけてや 
るだろう」 

「当然そうしてしかるべきでしょうからね」 

「しかしそれでも、とわれわれは言うだろう、——予期に反した多くのことが、多くの人々に起るものだ、と」 
「ええ、それは もう」 

「ではそのような場合にそなえて、友よ、子供たちに早くから、翼を持たせなければならない。いざと いうと 
きに、飛んで逃げられるようにね」 

E 「どういう意味ですか、それは？」と彼は言った。 

「できるだけ幼いときから、馬に乗せなければならないということだよ」とぼくは言った、「そして乗. M を教 
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えたのちに、馬に乗せて見学に連れて行かなければならない。 rtf 4 の強い？猛々しいのでなく、できるだけ脚が 
速く、しかも政しやすい馬にね。そのようにすれば、やがて自分の仕事となることがいちばんよく見—だろう 
し、そしていざという場合には年長の指導者たちについて逃げれば、最も安舍救われることだろう」 

「おっしゃることは正しいと思います」と彼は言った。 

「さてそれでは」とぼくはつづけた、「戦争に関するさまざまの事柄はどうだろう—君の兵士たちは、お互 
いに 対しまた敵に対して、どのように振舞わなければならないだろうか？ぼくの頭に浮ぶ二とは、二れで正し 
いのだろうか、どうなのだろうか？」 

r 一 W ってみてください」と彼は答えた、「こんどはまた、どのようなことなのか」 

「まず彼ら自身のなかでは」とぼくは言った、「配置された部署を放棄したり、武器を捨てたり、あるいは何力 
これに類する卑怯な振舞をした者は、これを何らかの職人なり農夫なりに、格下げしなければならないのではな 
いか？」 

「ええ、たしかにそうしなければなりません」 

「また、生きながら 敵の手に捕えられた者は、捕えた敵たちに贈物として与え、獲物として好きなように処置 
しても らうべき ではないか？」 

「まさしくそうすべきです」 

「他方、 抜群の武功によって名をはせた者は、まず陣中において、いっしょに出征している若者たちや少年た 
ちのひとりひとりから、順番に冠で飾られなければならないと思わないかね。どうだろう？」 
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「そう M います」 

「では どうだろう、 握手され ることは？」 

「それもです」 

「しかし、きっとこのことになると」とぼくは言った、「君は もう 賛犮しないだろうな| 

「どんなことですか？」 

「ひとりひとりと口づけしたり、されたりすることだ一 

「何にもましてそうしなければなりません」 と 彼は答えた、「そればかりか、私は そのことを 規定した法に、次 

の一項をつけ加えます、-人々がその戦いに出征している間は、何びともその勇士から口づけしたいと望まれ 

たら、それを拒むことはできないとね。そうすればまた、 もしたまたま 誰かが、相手が男性で あれ 女性で あれ 誰 
かを恋している場合、この武功の褒美をかちとることにいっそう熱心にはげむ でしょう からね」 

「それはすばらしい！」とぼくは言った、「じっさい、すぐれた人間に対しては、そのような人からで きる だ 
け多くの子供が生まれるようにするために、ほかの者よりも多く結婚の機会が与えられ、そのような人たち がそ 
のために選択される機会は他の者よりも多いだろうということが、すでに言われたことでも あるし (似」 

「たしかに私たちはそう言いま‘した」と彼。 


1私 60 B . 
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「さらにまた、ホメロスに従っても、すぐれた若者たちにこうした仕方で名誉を与えるのは、正しいことなの 
だ。じじつホメロスは、戦争で名をはせたアィアスが、『背の肉をまるごとそっくり褒美として与えられた』と 
言っているが、このことは、それが若盛りにある勇士にふさわしい表彰の仕方であることを意味している。何し 
ろそれによって、名誉が与えられると同時に体力を増強させることになるだろうからね」 

「まったくそのとおりです」と彼。 

「それならわれわれは」とぼくは言った、「少なくともこうした点ではホメロスに従うことにしよう。じっさ 
いわれわれもまた、供犠その他それに類するすべての儀式に際して、すぐれた人々に、その示した功に応じて讚 
歌や、いまわれわれが言っていたいろいろのやり方だけでなく、さらに『誉れの席と、ふんだんな肉と、満たさ 
れたいくつもの酒(歡』を与えてその名誉をたたえ、これによって、栄誉を授けると同時に、すぐれた男たちと女 
たちの体力を鍛えようとするだろう」 

「まったくすばらしいお話です！」と彼。 

「よろしい。——さてつぎに、戦さに出て死んだ人々のうち、功名を立てて最期をとげた者に対しては、われ 
われはまず、その人は金の種族に属することを宣言するのではないだろうか」 

「ええ、何にもまして」 

「そしてこのような種族に属する者が最期をとげたなら、われわれは次のように言うへシオドスの言葉を信じ 
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ないだろうか- 

彼らは聖なる神霊となって地上にあり 

(4) 

死すべき人間たちを禍いから守るすぐれた見張り手となる」 

「ええ、たしかに信じるでしょう」 

「それならわれわれは、神〔アポロン〕にうかがいを立て、この神霊的な、神に近い者たちをどのようにして、 
またどのような特別の栄誉をもって埋葬しなければならないかをたずねて、与えられた指示のとおりに埋葬すベ 
きだろうね？」 

「まさにそうせずにはいないでしょう」 

「そしてそれ以後もずっと、彼らを神霊とみなし、それにふさわしい仕方で彼らの墓の世話をし、その前に額 
ずくだろうね？また、その生涯においてとくにすぐれた人間であったと判定される人々で、老齢その他によっ 
て生涯を終えた者があれば、われわれは、同じそうしたしきたりを守ることになるだろうね？」 

「ええ、たしかにそうしてしかるべきですからね」と彼は言った。 

「ではつぎにどうだろう、——敵たちに対しては、われわれの兵士たちはどのように振舞うことになるだろう 
か？」 

1 『ィリアス』第七卷三ニーーニ行。 4 「金の種族」に属する国民を、へシォドスの五時代説話 
2 『ィリアス』第八卷一六二行、第ーニ卷三一一行など。 における「金の世代」になぞらえたもの。これに近い^！葉 
3日. 415 Aic 参照。 は『仕事と日々』一二一—一ニニ行に見られる。 
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「どのような点で？」 

「まず第一に、相手を奴隸にすることについてだが、君には、ギリシアの国々がギリシア人を奴隸にするとい 
うことが正しいと思えるかね？ それとも、それは他のどの国にも、できるかぎり許してはならないことであ - P 
て、むしろ、夷狄によって奴隸にされないようにという警戒のもとに、ギリシア民族を大事にする習慣をつけさ 
せるべきだと思うかね？」 

「あらゆる点で全面的に」と彼は答えた、「そうしたほうがよいにきまっています」 

r そうすると、 ギリシア 人を奴隸として所有するということも、彼ら自身もしてはならないだけでなく、他の 
ギリシア 人たちにもそのように忠告しなければならないわけだね？」 

「まったく賛成です」と彼は言った、「じっさいそのようにすれば、彼らはもっと夷狄たちのほうに立ち向か 
って、自分たちの間では互いに手を控えるようになるでしょうからね」 

「ではこの点はどうだろう」とぼくは言った、「戦いに勝ったとき、死んだ者たちから武器以外のものを剝ぎ 
取るということは、はたして立派な行為だろうか？ そんなことは臆病者たちに対して、死者のまわりをうろつ 
きながら何か必要な仕事をしているかのようなそぶりをさせて、げんに戦っている敵に立ち向かって行かない口 
実を与えるものではあるまいか？ そしてそのような掠奪のために、これまですでに多くの軍隊が滅んだのでは 
ないかね？」 

「ええ、たしかに」 

「それにしても屍体から刹ぎ取るとは、卑しくもまた貪欲なことだとは思わないかね？真の敵はもはや飛び 
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去って、戦うのに用いたものを後に残しているだけなのに、その死者の身体を敵とみなすとは、女々しくもまた 
E 狭小な精神のすることではないかね？それとも君には、そんなことをする者たちは、自分に投げられた石に怒 
って、投げている人には構わない犬たちと、少しでも違ったことをしていると思えるかね？」 

「少しも違いません」と彼は言った。 

「それならば、屍体から剝ぎ取ったり、屍体収容の妨害をしたりするような諸行為は、これを追放しなければ 
ならないわけだね」 

「ええ、ゼゥスに誓って、ぜひそうしなければなりません」と彼は答えた。 

I 六 

「さらにまたわれわれは、そうした武器を奉納のために神殿に運ぶようなことも、とくにそれがギリシア人た 
470ちの使っていたものである場合、けっしてしないだろう——他のギリシア人に対して好意をもとうとする気持が、 
少しでもわれわれにあるならばね。むしろわれわれは、同じ民族の者たちから奪ったそのようなものを神殿へ運 
ぶことは、ひとつの穢れとなるのではないかと恐れるだろう。神が何か違ったことを告げるのでないかぎりはね」 
「まったく正しいことです」と彼。 

「では、ギリシア人の土地を荒したり、家を焼いたりすることについてはどうだろう。君の兵士たちなら、敵 
たちに対してどのようにするだろうか？」 

「あなたのお考えを表明してくだされば」と彼は言った、「よろこんで M かせていただくのですが」 
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Br それなら、ぼくの考えでは」とぼくは言った、「そのどちらもすべきではなく、年ごとの収穫を取り立てる 
のがよいと思う。——ところで、何ならその理由を話してあげようか？」 

「ええ、ぜひ」 

「ぼくの見るところでは、《戦争〉と〈内乱〉とは、ちょうどそれが二つの名前で呼ばれているとおりに、事柄と 
しても二つの別のものであって、ある二つのものにおける二種類の不和に対応している。ぼくが二つのものと言 
うのは、身内のもの•同族のものがその一つ、そしてもう一つは、よそのもの•異民族のもののことだ。こうし 
て、身内のものにおける敵対関係には、〈内乱〉という名がつけられているし、よそのものにおける敵対関係には、 
《戦争〉という名がつけられている」 

「ええ、それで少しもへんなところはありません」と彼は答えた。 

C 「ではこの点も、ぼくの言うことが当を得ているかどうか、見てくれたまえ。すなわちぼくの主張では、ギリ 
シア人の種族はお互いどうし身内であり同族であるが、夷狄に対しては異民族でありよそのものである」 
r 言われるとおりです」と彼。 

「したがって、ギリシア人が夷狄と、また夷狄がギリシア人と戦う場合には戦争するとわれわれは言い、両者 
は自然本来の敵であると言うだろうし、そしてこの敵対関係は〈戦争〉と呼ばれなければならない。けれども、ギ 
リシア人がギリシア人に対して何かそのようなことをする場合は、両者は自然本来には友であるが、ただそのよ 
D うな状態においては、ギリシアは病んで内部が割れているのだと言うだろうし、そしてこのような敵対関係は〈内 
乱〉と呼ばれなければならない」 
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「私としては」と彼は言った、「そのようにみなすことに賛成します」 

「それでは次のことを考えてみたまえ」とぼくは言った、「現在一般に認められている意味での内乱において、 
何かそのようなことが起って一つの国が分裂するような場合には、もしそれぞれ互いに一方の側の人々が他方の 
側の人々の田畑を荒したり、家々 を 焼いたりするならば、そうした内乱は忌わしい ものと 思われ、 どちらの 側の 
人々にも国を愛する気持がないとみなされている。国を愛する者なら、育ての親であり生みの母で あるものを 荒 
廃させるようなことは、するに忍びないだろうからね。むしろ、そういう場合に勝ったほうの者のとるべき態度 
としては、負けたほうの人々から収穫を取り立てるぐらいが適切であり、お互いにやがて和解するはずであって、 
いつも戦い合っている間柄ではないと考えるべきだ、というふうに思われている」 

「たしかにそのほうが」と彼は言った、「もうひとつの考え方よりも、はるかに穏当な考えですからね」 

「さて、そこで どうだろう」とぼく は言った、「君が建設して いる 国家は、 ギリシア 人の 国となる はずでは な 
いかね？」 

「たしかにそうであるべきです」と彼。 

「その国民はすぐれた人々、穏和な人々であるだろうね？」 

「ええ、大いに」 

「また彼らは、ギリシアを愛する人々ではないかね？ そして全ギリシアを自分の身内の ものと 考え、他のギ 
リシア人たちと宗教的行事も共にすることになるのではないかね？」 

「ええ、間違いなく」 
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「それなら、 ギリシア 人たちとの不和のことを、相手を身内の者とみて、〈内乱〉であると考えるだろうし、 

とえ名前の上だけでも〈戦争〉とは呼ばないのではなかろうか？」 

「ええ、けっして」 

「したがってまた、やがては和解できることを期して争うだろうね？」 

「ええ、たしかに」 

「だから、相手を懲らしめる場合も、善意をもって正すのであって、けっして奴隸にしたり滅ぼしたりするよ 
うな ことは考えないだろう。彼らは矯正者であって、敵として相対するのではないのだから」 

「そのとおりです」と彼。 

「してみ ると 彼らは、同じギリシア人として、ギリシアの国土を荒すようなことはしないだろうし、その住居 

を tt くような こと もしないだろうし、またそもそも、それぞれの国におけるすべての人々を-男たちも女たち 

も子供たちも —— 自分の敵であるとは認めずに、ただその不和を引き起した責任者であるつねに少数の者だけを、 
敵であると認めるだろう。そしてすべてこうした理由に より、 他の多くの者たちは自分の友であるとみなしつつ、 
彼らの土地を荒らそうという気持にも、家を壊そうという気持にもならないで、ただ責任者たちが、何の責もな 
いのに苦しんでいる人々によって罰を受けざるをえないように追いつめられるところまでに、その争いをとどめ 
ることだろう」 

「私としては」と彼は答えた、 r われわれの国民たちが敵対者に対して、そのような態度をとらなければなら 
なハということに同意します。他方、夷狄に対しては、ちょうどギリシア人たちが現在、お互いに対してとって 


た 
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いるような態度をとらなければなりません」 

cr それでは、われわれはこのことも、守護者たちのために法に定めることにしようか—土地を荒らす こと も 
家を焼くこともしてはならないと」 

「そうしましょう」と彼は言った、「そしてこうした事柄も先に述べた事柄も、立派なことであると定めまし 
ょう」 

一七 

「しかしそれはそれとして、ソクラテス、こうした話題について、この調子で話の進行をあなたにおまかせし 
ていると、先ほどあなたがこれらすベての話題に入る前に、ひとまずわきへ除けておかれたあの肝心の問題が、 
いつまでたっても取り上げられないことになるのではないでしょうか。——つまり、われわれが語っているこの 
国制(国家組織)は、実現可能であるか、また、いったいどのような仕方で実現することができるのか、という問 
題が、です。 

じっさい、いいそのような国制が実現したとすれば、その当の国家にとってすベてがうまく行くだろう、とい 
うことは認めますし、さらに、あなたが話さなかったいくつかの点を、こちらから補足してあげてもよいくらい 
D です。たとえば、そのような国の人々は、お互いを見捨てるということなどまずないでしょうから、敵に対して 
最も勇敢に戦うだろう、ということも考えられます。なにしろ彼らは、お互いどうしを兄弟として、父親として、 
息子として認め合い、実■にそう呼び合うのですからね。それから、女性も男たちといっしょに戦争に参加する 
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ということになると、同じ隊列にいるにせよ、あるいは I 敵に恐怖心を与えるため、必要と あら ば爱軍と して 
働くために—後方に配置されるにせよ、このこともすベて、彼らを強力無敵にするのに役立つだろうと確言で 
きます。さらには自分の国にいるときも、あなたはお話しになりませんでした が、 どれだけの善い こと K 皮ら に 
生じるということも、わかります。 

とにかく、こういう国制がもし実現したとすれば、こういったすべての善い点や、ほかに もま だ無数の 長所が 
あるということは認めますから、もうこれ以上、制度そのもののことは話していただかなくても 結構です。(ま 
やわれわれは、肝^かなめの点を、すなわち、それが実現可能であるということ自体を、またい P IC' い T' *' a '^' 
能であるかということを、われわれ自身に納得させるように努めるべきときです。そのほかのことにっ、 て±、 
これで話を打ち切ることにしましょう」 

「これはまた突然に」とぼくは言った、「ぼくの話に向かって襲撃をかけてき *. ね。ぼくが ぐずぐずと 引き延 
ばしているのを、容赦しないというのだね。おそらく君は、先の二つの大(配をぼくがやっとの ことで 逃れた とこ 
ろへ、君がいま差し向けてよこしたこの第三の浪こそ、三つのうちでも最も大きく、最も厄介な大浪だというこ 
とを、わかってくれていないのだろう。それがどんなものかを実際に見聞きしたなら、君はきっと、大いに寛大 
になってくれるだろう、——なるほど、これほど常識はずれの言説なら、ぼくがそれを口外して検討を試みるの 
を恐れてためらっていたのも、無理ではないとね」 

「そういう言いわけをすればする ほど」と 彼は言った、「それだけい っそうあなたは、われわれから 放免され 
なくなる のですよ。 この 国制はいかにして実現可能で あるかということを、どうしても話さなナれ f ならなくな 
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るのですよ。さあ、ぐずぐずしないで、話してください」 

「それなら」 とぼく は言った、「まず、最初に思い起しておかなければならないのは、われわれは<正義〉と〈不 
正〉がどのようなものかを探求しながらここまで来たのだ、ということだ」 

「たしかに。しかし、それがどうしたというのですか？」と彼は言った。 

「いや、べつに。ただ、君にききたいのだが、もしもわれわれが〈正義>とはどのようなものかを発見したとし 
た場合、われわれは、正しい人間というものもまた、〈正義〉そのものと少しも異なっていてはならぬ、あらゆる 
C 点でその〈正義〉の理想そのままでなければならぬ、というふうに要求するだろうか？ それとも、できるだけそ 
れに近い人間であって、他の誰よりも〈正義〉を分けもっているならば、それでよしとするだろうか？」 
「そうです」と彼は答えた、「それでよしとするでしょう」 

「とすれば」とぼくは言った、「われわれがこれまで、〈正義〉とはそれ自体としていかなるものであるか、ま 

た完全に正しい人間がもしいたとしたら、その場合それはどのような人間であるかを探求してきたのは、模範と 

なるものを求める意味においてだったのだ。そして、《不正〉や最も不正な人間のほうについても同様である。つ 

まりそれは、そういう模範としての人間に着目して、彼らが幸•不幸に関してどのようなあり方を示すかをしら 

( 2 ) 

D ベ、それをわれわれ自身にも当てはめてみて、そういう人間に最もよく似た者はまた最もよく似た運命をもつで 

1 457 B 〜 C 参照。第一の「浪」は、守護者としての男女 2 テク ストはアダムやショー リィなどとともに 二 72 D 1 
両性の任務とそのための教育の平等と いう こと、第二のそ において——の代りに fn - lols ( w 写本)を読む。 

れは、妻子共有の問題。 
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あろうということに、同意せざるをえないようにするためだったのだ。われわれの目的はけっして、そのような 
模範が現実に存在しうるということを証明することではなかった」 

「その点は」と彼は言った、「おっしゃるとおりです」 

「それなら君は、次のような画家についてどう思うかね。——すなわち、その画家は、最も美しい人間とはど 
のような人間であるかという、その模範となる像を描き、あらゆる点にわたって欠けるところなく、それを画と 
して完成したのだが、その場合彼は、そのような人間が現実に存在しうるということを証明できないからといっ 
て、画家としての能力をそれだけ低く評価されるべきだろうか？」 

「ゼゥスに誓って、けっしてそうは思いません」と彼は答えた。 

「ではどうだろう、 —— われわれの主張では、われわれもまた、すぐれた国家の模範となるものを、言葉によ 
って作成していたのだったね？」 

「たしかに」 

「それなら、かりにわれわれが、語られたとおりに国家を統治することが実際に可能であるということを証明 
できないからといって、われわれの語った事柄がそれだけ価値を失うと思うかね？」 

「けっしてそうは思いません」と彼。 

「では、それが真実だと承知したまえ」とぼくは言った、「しかしながら、もしこのうえさらに君を満足させ 
るために、この国家はどのようにすれば最もよく実現され、どのような条件のもとで最も可能であるかを証明す 
ることに努力しなければならないとすれば、そのような証明のために、もう一度同じことを確認しておいてもら 
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いたいのだ」 

「どのようなことを？」 

「いったい、言葉で語られるとおりの事柄が、そのまま行為のうちに実現されるということは、可能であろう 
か？むしろ、実践は言論よりも真理に触れることが少ないというのが、本来のあり方ではないだろうか？人 
はそう思わないかもしれない。しかし君は、これに同意するかね、しないかね？」 

「同意します」と彼は答えた。 

「それでは、われわれが言葉によって述べたとおりの事柄が、実際においても、何から何まで完全に行なわれ 
うるということを示さなけれぱならぬと、ぼくに無理強いしないでくれたまえ。むしろ、どのようにすれば国家 
が、われわれの記述にできるだけ近い仕方で治められうるかを発見したならば、それでわれわれは、事の実現可 
能性を見出して君の要求にこたえたことになるのだと、認めてくれたまえ。それとも、それだけの成果ではまだ 
不服かね？ ぼくとしては満足できるのだが」 

「ええ、わたしも同じです」と彼は答えた。 

I 八 

「では、つぎにわれわれが探求して示さなければならないのは、思うに、現在もろもろの国において、われわ 
れが述べたような統治のあり方を妨げている欠陥はそもそも何であるか、そして、ある国がそのような国制のあ 
り方へと移行することを可能ならしめるような、最小限の変革は何かということだ。この変革は、できればただ 
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一つの変革であることが望ましく、それがだめなら二つ、それも不可能なら、とにかく数においてできるだけ少 
なく、力の規模においてできるだけ小範囲にとどまるものであることが望ましい」 

「ええ、まったくおっしゃるとおりです」と彼。 

「そこで」とぼくは言った、「ある一つのことさえ変るならば、それによって国全体のそのような変革が可能 
であるということを、われわれは示すことができるように思える。その一つのこととは、けっして小さなことで 
はなく、容易なことでもないが、しかし可能なことではあるのだ」 

「どのようなことな のです、 その 一つの こととは？」と 彼はたずねた。 

「さあ、 とうとう」 とぼくは言った、「われわれが最大の浪にたとえていたものに、ぼくは直面するときがき 
た。だがとにかく、それは語られなければならぬ。たとえそれが、文字どおり笑いの大浪のように、嘲笑と軽蔑 
でぼくを押し流してしまうことになろうとも。—では、これから言うことを、しらべてくれたまえ」 
r 言ってください」と彼はうながした。 

r 哲学者たちが国々において王となって統治するのでないかぎり」とぼくは言った、「あるいは、現在王と呼 

ばれ、権力者と呼ばれている人たちが、真実にかつじゅうぶんに哲学するのでないかぎり、すなわち、政治的権 

力と哲学的精神とが一体化されて、多くの人々の素質が、現在のようにこの二つのどちらかの方向へ別々に進む 

のを強制的に禁止されるのでないかぎり、親愛なるグラゥコンよ、国々にとって不幸のやむときはないし、また 

( 1 ) [ 

人類にとっても同様だとぼくは思う。さらに、われわれが議論のうえで述べてきたような国制のあり方にしても、 

このことが果されないうちは、可能なかぎり実現されて日の光を見るということは、けっしてないだろう。 
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さあ、これがずっと前から、口にするのをぼくにためらわせていたことなのだ。世にも常識はずれなことが語 
られることになるだろうと、目に見えていたのでね。実際、国家のあり方としては、こうする以外には、個入生 
活においても公共の生活においても、幸福をもたらす途はありえないということを洞察するのは、むずかしいこ 
とだからね」 

するとグラウコンが言うことには、 

「ソクラテス、何という言葉、何という説を、あなたは公表されたのでしょう！そんなことを口にされたか 
らには、御覚吾くださいよ。いまやたちまち、あなたに向かって非常にたくさんの、しかもけっしてばかになら 
474 ぬ連(把が、いわば上着をかなぐり捨てて裸になり、手あたりしだいの武器をつかんで、ひどい目にあわせてやる 
ぞとばかり、血®かえて押し寄せてきますからね。その連中を言論によって防いで、攻撃を脱れるのでなければ、 
あなたはほんとうにな^りものにされて、思い知らされることになりますよ」 

「そういうことになったのも」とぼくは答えた、「もとはといえば、君のせいではないのかね？」 

治 家(『ゴルギアス』 4004 C 〜 486 C 参照)に とっては、 哲学 
者の政治支配の主張は、「世にも常識はずれ」なものであ 
った。「解説」四三べージ以下を参照。 

2 前注でふれたカリクレスのような実際政治家 や、 アリス 
トパネスのような喜劇 作家が、 この「けっしてばかになら 
ぬ連中」のなかに含まれるであろう。 


1いわゆる「哲人王」の宣言として、ブラトンにおいて最 
もょく知られた言葉の一つである。「第七書簡」 326 A 〜 B 、 
『法律』 IV . 7 SE sqq . 参照。 

真の政治は哲学(学問)に裏づけられていなければならな 
いといぅことは、ある意味で当然の主張であるが、しかし 
当時のアテナィの人々、とくに「哲学」を一人前の男子の 
なすべきことにあらずと見なすカリクレスのょぅな実際政 
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「ええ、これでよかったのです」と彼は言った、「でも私は、あなたを裏切る ようなことは しません。できる 
だけのことをして、守ってあげましょう。ただし私にできることはといえば、好意をもつことと、励ましてあげ 
ること、それとまあ、たぶんほかの人よりも適切に質問に答えてあげることもできるでしょうか。とにかく、そ 
ういう味方がそばに控えているつもりで、あなたの言うことを信じない人たちに、お説の正し さを 示してやるよ 
うに努めてください」 

「そうせずばなるまい」 とぼく は言った、「君もそのように、強力な援軍を差し向けてくれるという こと だし 
ね。——さて、そこで思うのだが、もしわれわれが君の言うような連中の攻撃を何とか脱れようとするなら、哲 
学者たちこそが支配の任に当るべきだとわれわれがあえて主張す る 場合、われわれが〈哲学者〉と言うのはどのよ 
うな人間のことなのかを、彼らに向かって正確に規定してやらねばなるまい。それがはっきりすれば、 ある 人々 
は生まれつき哲学にたずさわるとともに国の指導者と なる のが適しているが、他の人々は哲学にたずさわること 
もなく指導者に従うのが適しているという事実を指摘す る ことによって、われわれの立場を防禦することができ 
ようからね」 

「そうです」と彼は言った、「いまは、その規定をしなければならぬときでしょう」 

「さあそれでは、ぼくがこれから言うことについて来たまえ。問題の点を、何とかしてじゅうぶんに説明でき 
るかもしれないから」 

「お導きください」と彼は言った。 
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「さて、君にあらためて思い出してもらう必要があるだろうか」とぼくははじめた、「いや、それとも、君の 
ほう- e ちゃんと憶えていてくれるだろうか—つまり、ある人があるものを愛好する、とわれわれが言うとき、 
その言い方が正しいとすれば、その人は、その〈あるもの〉の一部を愛して一部を愛さないのではなく、その全体 
をすベて好む者であることが明らかでなければならないだろうね？」 

D r どうやら」 と彼は言った、「あなたから思い出させていただかなくてはならないようです。 そう 言われても、 
どうも ぴんときませんので」 

「グラゥコン」 とぼくは言った、「ほかの人がそう答えるのなら話はわかるが、恋に敏感な君にしてはおかし 
いね——年頃にある少年はすべて、何らかの仕方で、恋にもろい少年愛好者の心を嚙んでそそのかし、目をかけ 
てかわいがるに値するように見られるものだが、そういうことを君が忘れているとはね。それとも、美少年たち 
に対したときの君たちの態度は、そういうものではないというのかね？相手の少年の鼻が低ければ低いで、君 
たちは、愛嬌があると称して讚えるし、鈎鼻の場合は王者の気品があると言い、両方の中間ならば、ちょうど程 
E よいと主張する。色が黒ければ、男らしい風貌だと言うし、白ければ白いで、神々の子のようだとくる。また 
『蜂蜜のような青 さ』 などと言ったりするが、だいたいこんな呼び方そのものにしてからが、年頃でありさえす 
れば顔色が青白くても寛大に宥して、聞えのよい形容詞で呼んでやろうとする、その少年を恋する人の創作でな 
475ければ、誰がこんな言葉を発明すると思うかね？ 要するに君たちは、あらゆる口実をもうけ、どんなことでも 
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言って、 若さの花盛りにある 者を一人で も 見捨てないようにす る わけなのだ」 

「恋ごころをもつ者たちがそんなふうにするということを」と彼は言った、「このわたしにかこつけておっし 
ゃりたいのなら、まあ議論の進行のために、賛成しておきましょう」 

「ではどうだろう」とぼく は言った、「酒の愛好者たちもこれ と 同じことをするのを、君は目にしないかね？ 
あらゆる酒を、あらゆる口実のもとに歓迎するのを？」 

「たしかに」 

「同じことは、名誉の愛好家たちについても君が見るところだと思う。そういう人たちは、将軍になることが 
できなければ、分 lsi にでもなろうとし、大物の偉い人々に尊敬されることができなければ、もっと小物でつま 
.らぬ連中にでも尊敬されることで満足する。彼らは何としてでも、とにかく名誉がほしいのだ」 

「まさにそのとおりです」 

「では、次のことを肯定するか否定するかしてくれたまえ-ある人をあるものの欲求者であるとわれわれが 

言う 場合、その人は、その欲求の対象の全部の種類を欲求していると言うべきだろうか、それとも、ある種のも 
のは欲求するが、ある種のものは欲求しないと言うべきだろうか」 

「全部の種類を欲求していると言うべきです」と彼。 

「では哲学者(愛知者)もまた、知恵を欲求する者として、ある種の知恵は欲求するがある種の知恵は欲求しな 
いと言うのではなく、どんな知恵でもすベて欲求する人である、と言うべきだろうね？」 

「そのとおりです」 
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「したがって、われわれとしては、学習について好き嫌いを言う者、とくに、年が若くて、何が為になり H が 
為にならぬかがまだわかってもいないのに、そういう態度を示すような者を、好学者であるとか愛知者(哲学者) 
であるとか言うわけにはいかぬだろう。それはちょうど、食物について好き嫌いを言うような者は、腹がへって 
いるのでもなければ食物を欲求しているのでもなく、また愛食家ではなくて偏食家なのだというふうに言うのと 
同じことだ」 

「たしかにそれは正しい言い方でしょう」 

「これに反して、どんな学問でも選り好みせずに味わい知ろうとする者、喜んで学習に赴いて飽くことを知ら 
ない者は、これこそまさに、われわれが哲学者(愛知者)であると主張してしかるべき者である。そうではないか 
ね？」 

するとグラウコンは、こう 言った、 

「そうなります と、 たくさんの妙な連中があなたの言われた条件にかなう者だということになるでしょう。と 
いうのは、見物の好きな連中はみな、学ぶことに喜びを感じるからこそ、見物好きであるのだと私は思いますし、 
また、聞くことを好む連中にしても、哲学者のうちに数えられるにしては、何かあまりにも奇妙すぎる人たちで 
すからね。何しろ彼らは、哲学的な議論やそれに類する談論には、けっして自分からすすんで赴こうとはしない 
のに、合唱隊の歌を聞くことになると、まるで自分の耳を賃貸して、ありとあらゆる合唱隊を聞くことを契約し 


1原語の文字通りの意妹.(±、一部族(どュ|レ|)の三分の一——「トリッテュス J ——の兵の指摞者、といぅこ上。 
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てあるかのように、ディオニュシア祭のときなど、あちこちと駆けずりまわって、町で催される公演も村で催さ 
れる公演も、一つ残らず聞きのがさないようにするのですからね。——われわれは、こういう連中や、これに類 
する事柄の勉強家たちや、さらにはまた、こまごまとした技芸の愛好家たちなどをすべて、哲学者であると言う 
ことになるのでしょうか？」 

「いや、けっしてそういうことにはならない」とぼくは答えた、「哲学者に似ている者であるとは言うけれど 
もね」 

二〇 

「では、真の哲学者とは」と彼はたずねた、「どのような人だと言われるのですか？」 

み 

「真実を観ることを」とぼくは答えた、「愛する人たちだ」 

「それはたしかに、 そのと おりには違いないで しょう」と 彼は言った、「しかしあなたが そう 言われる意味は、 
どのようなことなのでしょうか？」 

「ほかの人に説明するのは」とぼくは言った、「並大ていのことではないだろうが、君なら、ぼくがこれから 

( 1 ) 

言うことを承認してくれるものと思う」 

「どのようなことを？」 

「〈美〉と〈醜〉とは、互いに反対のものである以上、それらは二つのものである」 

「ええ、むろん」 
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「二つのものである以上、それぞれは一つのものである、ということにもなるのではないか」 

「その 点も、 そのとおりです」 

「そして、〈正 >と<不正〉、〈善>と<悪>、およびすベての実相 ( H ィドス)についても、同じことが言える。すな 
わち、それぞれは、それ自体としては、一つのものであるけれども、いろいろの行為と結びつき、物体と結びつき、 
相互に結びつき合って、いたるところにその姿を現わすために、それぞれが多(多くのもの)として現われるの 
だ」 

「おっしゃるとおりです」と彼。 

「そこで」とぼくは 言った、 「ぼくはまさにそのこと によって、君が さっき 言った ような 見物好きの連中や技 
芸の愛好者たちや実践家たち と、 他方、われわれの議論の中心である、ただ その 人たちだけが正当に〈哲学者〉 と 
呼ばれうる ところの 者たちとを、区別するのだ」 

「とおつ しやい ますと？」と 彼はたずねた。 

「一方の人たちは」とぼくは言った、「つまり、いろいろのものを聞いたり見たりすることの好きな人たちは、 
美しい声とか、美しい色とか、美しい形とか、またすベてこの種のものによって形づくられた作品に愛着を寄せ 
るけれども、《美〉そのものの本性を見きわめてこれに愛着を寄せるということは、彼らの精神にはできないの 


1以下において、真の哲学者を規定するための根拠として、 において初めて述べられる。グラゥコンは、すでにこのィ 
「ィデア論」と呼ばれるプラトン哲学の中心思想が、本篇 デア論について理解している者として扱われている。 
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だ」 

「たしかにそのとおりです」と彼は言った。 

「他方、〈美〉そのものにまで到達して、これをそれ自体として観得することので きる 者は、 ま i こ， しかいな ( 
のではないか？」 

「たしかに」 

「では、いろいろの美しい事物は認めるけれども、〈美〉それ自体は認めもせず、それの認識にまで導いてくれ 
る人がいても、ついて行くことができないような者は、夢を見ながら生きていると思うかね、目を覚まして生き 
ていると思うかね？まあ考えてみてくれたまえ。いったい、夢を見ているということは、こういうことではな 

いだろうか-つまりそれは、眠っているときであろうと起きているときであろうと、可かに以ているものを、 

そのままに似像であると考えずに、それが似ているところの当の実物であると思い違いする ことでは^、だろう 
か？」 

「わたしとしては」 と 彼は言った、 「いま あなたが言われた ような 人間は、夢を見て いる状態にあると言うで 
しよう」 

「ではどうだろう。いま言った人たちとは反対に、《美〉そのものが確在することを信じ、4,かかかと、 y かか 
分けもっているものとを、ともに観てとる能力をもっていて、分けもっているもののほうを、元のもの自本であ 
ると考えたり、逆に元のもの自体を、それを分けもっているものであると考えたりしないようなこのような 
人のほうは、目を覚まして生きていると思うかね、夢を見ながら生きていると S うかね？」 


402 



国家(第五巻) 


E 


「まさに、はっき りと 目を覚まして生きて いると 思います」 と 彼は 言！' た。 

「それでは、そのょうな人は、ほんとうに知っている人であるから、われわれはその精神のあり方を < 知識 >で 

あると言うのが正しいのではないか。これに対して他方の人は、 M ' か <' い- C ' いるにすぎないのだから、その精神 

1 ) 

のあり方を〈思わく〉と呼ぶのが正しいのではないか」 

「たしかにそのとおりです」 

「ところで、思わくしているだけで、知っているわけではないとわれわれが主張しているその当人が、 もし わ 
れわれに対して腹を立て、われわれの言っていることはほんとうではないと反論して きたと したら、 どうしょ 
う？われわれは、彼が健全な精神状態でないなどとあからさまに言わずに、何とかして彼をなだめ、おだやか 
に説得することができるだろうか？」 

「とにかく、そうしなければなりませんね」と彼は言った。 

「さあそれでは、彼に向かって何と言うべきか、考えてみてくれたまえ。それとも どう だね、こんなふうに彼 
にたずねてみようか？彼が何か知っていたとしても誰も妬みはしない、何かを知っているのを目にするのは、 
われわれとしてうれしいことなのだ、と言いながら、『さて、われわれに答えてくれたまえ。ものごとを知って 


ここで導入される〈思わく〉(ド クサ)と 〈知識〉 との 区別. 第九卷『メノン』「解説」(三八一—三八三ぺージ)参照)、 
対比は、プラトンの哲学において重要な役割を果すもので その他『饗宴』 202 A 、 『パイドロス』247 D , 24 SB 、 『ピレ 
ある。『国家』では VI . 506 C , 50 00 D , 51 1 D でふたたび語ら ボス』 5 SE ~ 59 A 、 『テイマイオス』28 A , 51 w iW 参照0 
れるが、プラトンでは『メノン』97 ojsqq. が初出(本全集 
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いる人は、 M' がを 知っているのかね、それとも、仲- t?' いかいい かを 知っているのかね？』とたずねよう。さあ君、 
この男に代って答えてくれたまえ」 

「何かを知っているのだ」と彼は言った、「と答えましょう」 

「その何 P というのは、か P もの(有)かね、あらぬもの(非有)かね？」 

「が^'ものです。 あり もしないものを、どうして知ることができるでしょう」 

「では、ここにわれわれは、一つの論点を確立したことになるのではないか？この論点は、もっといろいろ 
の仕方で考察したとしても揺がぬだろう。すなわちそれは、完全にあるものは完全に知られうるものであり、 他 
方、まったくあいかものはまったく知られえないものである、ということだ」 

「ええ、完全に確立されました」 

「よかろう。ところでしかし、 もし かいかつかいかような 性格の ものが 何 かあるとすれば、そのものは、 純粋 
にかジものとまったく ab' いぬものとの、中間に位置づけられるのではないだろうか？」 

「たしかに」 (1) 
「そうすると 、〈が P もの〉には〈知識〉が対応し、他方、〈無知〉は必然的に〈あらぬもの〉に対応するのならば、 
いま 言われた中間的なものに対応するものとしては、〈知識〉 と 〈無知〉との、やはり中間にあるようなものを、求 

6 なナれ if ならな、，のではないか- もし そのようなものがあるとすれば」 

「たしかにそのとおりです」 

「ところでわれわれは、《思わく〉というものがあると言うね.1— 
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「むろん」 

「それは、〈知識〉とは別の能力だろうか、同じ能力だろうか」 

「別の能力です」 

「そうすると、《思わく〉と〈知識〉とは、それぞれ自分に固有の能力に応じて、別々の対象に配されていること 
になる」 

「そうです —,I 

「〈知識〉のほうは、その本性上、〈あるもの〉を対象とするのではないか。すなわち、〈あるもの〉がどのように 
あるかを知るのが、〈知識〉の本性ではないかね？——だがむしろ、この先をつづける前に、次のような区別が 
ぜひ必要であるように思われる」 

「どのような？」 

二 I 

C 「われわれはいろいろの〈能力〉というものを一つにまとめて考えて、存在するものの一種族としてとらえ、こ 
れを、『われわれや他のすべてのものをして、それぞれがなしうるところのことを、なしうるようにさせる力』で 


1 テクストは、アダム、シヨーリイ、シヤンブリイなどと ーリイは rr )» Tre'o を入れて読み、 A 10 の 09 01 - を読まない ( A , F ,05 

ともに、477 A 9 において47 ri の前に d ( scr . Mon . -シヨ D , Mo 
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あると言うことにしよう。たとえば、視覚や聴覚などは、ぼくの言うそのような〈能力〉のうちの一つである。ど 
うだろう、ぼくが言おうとしているのがどんな種類のもののことか、わかってもらえるだろうか？」 

「ええ、わかります」と彼は答えた。 

「では、そうした <能力> についてぼくに気がついた点を言うから、聞いてくれたまえ。——〈能力 >というもの 
は、ぼくがこの目で見ることのできるような特定の 色 だとか、形だとか、その他これに類する性質を 何 ひとつも 
っていない。他の多くの事物の場合には、そういった性質をそなえているから、ぼくはそれらの性質に直接目を 
向けさえすれば、ある事物と他の事物とを、ぼく自身の心のなかで区別することができるのだ。ところが<能力〉 
については、ぼくはただ、それがいかなる対象にかかわるかということと、何をなしとげるかということに、着 
目するほかはない。これを標識として、ぼくはそれぞれに一つの能力の名を与えるわけだし、また、同一の対象 
に配されていて同一のことをなしとげる能力のことを、同じ能力と呼び、異なった対象に配されていて異なった 
ことをなしとげる能力のことを、別の能力であると呼ぶわけなのだ。君はどうだね、どういうふうにする？」 
「あなたの言われるようにします」とグラゥコンは答えた。 

「では、ふたたび当面の問題にかえることにしよう、よき友よ」とぼくはつづけた、「君は〈知識〉を能力の一 
種であると言うかね、それとも、何の種族のうちに数えるだろう？」 

「能力の、です」と彼は答えた、「しかも、あらゆる能力のうちでも最も力づよい能力として」 

「では、〈思わく〉はどうだろう？ 能力のうちに入れるべきだろうか、それとも別の種族のなかに入れるべき 
だろうか」 
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「けっして別 S 族 Q ものではありません」と彼は言った、「われわれが4^に i て思わくする能力をもつ 
ところのもの、それがすなわち、まさに〈思わく〉にほかならないのですから」 

「ところで君は、少し前に、〈知識〉 と 《思わく〉 とは 同一のものではない と 認めていた」 

「じっさい」と彼は言った、「誤ることのないものが、誤ることのあるものと同一のものであるなどと、 いや 
しくも理をわきまえた人ならば、どうして考えることができましょ( 31 」 

「うまい！」とぼくは言った、「では、〈思わく〉は〈知識〉とは別のものだということについて、われわれの間の 
意見の一致は明らかなわけだ」 

「別のものです」 

「そうすると、両者のそれぞれは別の能力としては たらく わけ だ t 、 本性上それぞれ別®ものにかかわるこ 
とになるね？」 

「必然的に そういうことになります」 

二失識〉のほうは〈あるもの〉を対象としてそれにかかわる-すなわち、《かかもの〉がどのようにあるかを55 

るのが、〈知識〉の本性だろうね？」 

「ええ」 


〈知識〉 が 知識で ある以上、誤ることがないといぅのは、 『テアィ^ s トス』1520, 186 Csqq ■參照0 
フラトンにおける 根本原則で ある。『ゴルギアス』私54 D 、 
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「他方、〈思わく〉のはたらきは、われわれの主張では、思わくすることなのだね？」 

「ええ」 

「iu こして その対象は、《知識〉が知るところのものと同じものだろうか？ つまり、《知られるもの〉と《思わく 
されるもの〉とよ、同じものであろうか？ それとも、そういうことは不可能だろうか？」 

「これまで同意されたことから考える と」 と彼は言った、「不可能であるという結論になります。すなわち、 
別々の能力は、別々の対象に本来かかわるものであること、そして〈思わく〉と〈知識〉とは、両者とも能力である 
こと、しかも それぞれは、われわれの主張では、別々の能力であること、これだけのことが承認された以上は、 
〈知られるもの〉と〈思わくされるもの〉とが同一であるということは、ありえないことになります」 

「では、〈か^'もの〉が〈知られるもの〉だとすれば、〈思わくされるもの〉は、〈あるもの〉とは別の何かだという 
ことになるだろうね？」 

「別のものです」 

「かといって、い i もの〉を思わくするということになるだろうか？ それとも、ありもしな V ようなもの 

は、 それを思わくすることすら不可能だろうか？次の点を考えてみてくれたまえ。-思わくする人は、その 

〈思わく〉を Jkp に差し向けるのではないかね？それとも、思わくはしているが何も思わくしていないというよ 
( 1 ) . 

うなことが、こんどは可能なのだろうか？」 

「不可能です」 

「そうでよなくて、 H ./ UA わくしている人は、少なくとも何か一つのものを, S わくして' るの/ •: ね？」 
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「ええ」 

「しかるに、〈あらぬもの〉は、〈何か一つのもの〉であるとは言えないね？〈何もないもの〉と呼ぶのが、最も 
正しいだろうね？」 

「たしかに」 

「ところでわれわれは、〈あらぬもの〉には必然的に〈無知〉を対応させ、《あるもの〉には〈知〉を対応させたのだ 
( 2 ) 

ったね？」 

「それは正しいやり方でした」と彼。 

「そうすると、<思わく〉の向かう対象は、《あるもの〉でなく、 さりと て《あらぬもの〉でもない、ということに 
なるね？」 

「ええ」 

「したがって、〈思わく〉は〈知〉でもなければ〈無知〉でもないことになるだろうね？」 

「そう思われます」 

「すると〈思わく〉は、この両者の外にあるものだろうか？ つまり、明確さにおいて〈知〉を超えるものであつ 
たり、あるいは、不明さの点で〈無知〉を超えるものであったりするのだろうか？」 

「そのどちらでもありません」 


1476 W で述べられた〈知識〉の場合と対応して。 2 477 A 参照0 
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「そうではなくて」とぼくは言った、「〈思わく〉は'〈知〉とくらベれば暗く、〈無知〉とくらベれば明るいものな 
のだと、そういうふうに君には思えるのだろうね？」 

「まさにそのとおりです」と彼。 

「両方の極の内に位置づけられるのだね？」 

「ええ」 

「そうすると〈思わく〉は、両者の中間的なものだということになるだろう」 

「たしかにそのとおりです」 

「ところで、われわれは、先にこういうことを言っていなかったかね-もし『同時にありかつあらぬ』と言 

ってもよいようなものが何かあるとわかれば、そのようなものは、純粋に〈あるもの〉と完全に〈あらぬもの〉との 
中間に位置づけられる。そしてそれに対応するのは〈知識〉でも〈無知〉でもなく、〈知識〉と〈無知〉とのやはり中間 
に現われるようなものであろう、と」 

「ええ、それは正しい主張でした」 

「しかるにいまや、その両者の中間にあるとわかったのは、われわれが <思わく〉と呼ぶところのものだったの 
だね？」 

「そうです」 

ニニ 
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E 「するとどうやら、 われわれに 残されて いる仕事は、 あるとかいかの 両方を分け もつもの、 純粋に どちらであ 
るとも正しくは 呼べない ようなものを、発見することだろう。もしそういうものがあるとわかれば、それをわ rt 
われは、 正当に、 〈思わく〉 の 対象で あると 呼ぶ ことができる わけ だから。両極のものには両®のものを 対応させ、 
中間に あるものには 中間的な ものを 対応させる ことによってね。そうではなかろう h ?」 

「そうです」 

打 「では、これだけの前提のもとに、あの有能な男—〈美〉 そのものを 認めず、恒常不変に同一のあり方を保つ 
臭)の実相(ィデア)という ものが—ことをまったく 信じないで、 多くの 美しい ものだけを認める 男—あの男 
をして語らせ、答えしめよ、 とぼく は言おう。それは さっきの 見物好きの男、《美〉 や 〈正〉 やその 他の ものが- j ケ 
であると人が言っても、けっして受けつ けようと しない、あの男の こと だ。 

『君よ』とわれわれはこの男に言うだろう、『君の言うそれら多くの美しいもののなかに、 醜く 現われること 
のけっしてないようなものが、はたして 一つで もあるだろうか？ 数々 の正しいもののなかに、けっして不正 こ 
見えることのないようなものが、 一つで もあるだろうか？ 数々 の 敬虔な もののなかに、けっして不敬虔に 見え 
ることのないようなものが、 一つで もあるだろうか？』」 

Br いいえ」とグラウコンは言った、「それらのものは、必ずや、何らかの仕方で美しくあるようにも醜くある 
ようにも現われるものです。おたずねの他のすべての ものに ついても、そのことは不可睦で f 一 


1477 A 参照。 
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r では V 多くの 二倍の 分 *.のものはどうだろう？それらは' 二倍のものであるとともに半分のものであると 
も 見なされることは、絶対にないだろうか？」 

「ぃぃぇ」 

r さらには、大きいとか小さいとか、6いとか 重い とか 呼ばれる ものにしても、 それと反対の呼ばれ方をされ 
ることが it っしてないとは、よもや言えないだろうね？」 

r 言えません」 と彼は言った、「それぞれみな、つねに両方の呼ばれ方を許すでしょう」 

「そうすると、いったい、それら多なるもののひとつひとつは、それが何であると呼ばれるにせよ、《そのもの 
であらぬ〉以上に《そのものである〉のだろうか？」 

「そ ^らは-と彼は答えた、「宴会のときに入が よく 口にする、どちらの意味にもとれる言葉に似ていますし、 
また、 子供たちが J _ A £ についての謎に1ほら、■が何の上にとまっているところを、閹人が何を投げつ 
けたかをたずねる謎があります(が) I あれにそっくりです。なぜなら、いま問題にしているいろいろの事物もや 
はり、 どちらにでもとれるような性格のものであって、そのなかのどれ一つと して、 あるともあらぬ とも そ 
のどちらであると も、 どちらでもないとも、しっかりと固定的に考えることはできないのですからね」 

「そうすると君は」とぼく は言った、「それらのものをどのように取り扱ったらよいか、わかるかね？ある 
とかいかの中間よりほかに、 もっとよ い位置づけを与えることができるかね？なぜなら、それらのものは、〈よ 
りいっそう W S ' という 方向においては〈がいかもの〉以上に暗いものとして現われることもなく、〈よりいっそ 
うか か〉と、，う方向においては〈かかもの〉以上に明るいものとして現われることもないだろうから」 
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I ええ、まさにおっしやるとおりです-と彼0 

「すると、これでどうやら、《美〉その他について多く人々がもつ雑多な考えというものは、純粋に〈かかもの〉 
と 純粋に 〈あらぬもの〉との 中間の あたりをさまよっているものだとい うこと を、われわ^ ま発見したよう5こ， 
「発見し ました」 

「ところでわれわれは、もしそのような性格のものが何かあるとわかったなら、そのものは 〈思わく される も 
の〉であって <知られるもの〉ではないと言われるべきだと、あらかじめ同意してあった。それは中間をさまよっ 
ているものと して、 同じく 中間 的な能力によってとらえられるものなのだからね」 

「たしかにそう同意しました」 

「したがって、多くの美しいものは見るけれども《美〉そのものを観得することなく、他の者がそこまで導こう 
としてもついて行くことのできない人たち、また、多くの正しいものは見るけれども〈正〉そのものを観得しない 

人たち、その他すベてにつけて同様の人たち-このような人たちは、万事を思わくしているだけであって、自 

分たちが思わくしているものを何ひとつ、ほんとうに知ってはいないのだと、そうわれわれは主張すべきだろ 
う」 

「必然的にそういうことになります」と彼。 

1古注によれば、この謎とは次のようなものである。「男 でないもの (= 蝙蝠)を、見て見ずに (= よく見ないで )、 in 
であって男でないもの(=閱人、去勢された男)が、木であ であって石でないもの(=蛏石}を投げつけて^:げつけなか 
って木でないもの (= 葦)の上にとまっている鳥であって鳥 った (= 投げたが当ら.^か「たご。 
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「では也方、それぞれのもの自体を -恒常不変に同一のあり方を保つものを-観得する人たちについては， 

どのように言うべきだろうか？そのような人たちこそは知っているのであって、思わくしているのではない、 
と言うべきではあるまいか？」 

「それもまた必然のことです」 

「さらにそのような人たちは、知がそれにかかわるところの対象を愛好し、愛着を寄せるので あり、 他方、先 

こ言わ1たような、たちは、思わくの対象となるものをそうするのだと言うべきではないかね？ 先にわれわれ 

ま、皮ら よ美し、/声 だと か、色 だと か、その他それに類するものを愛好して、見るけれども、〈美〉そのものにつ 

( 1 ) 

(てま、 それが 可ら かの実在で あると 認める ことに 堪える こと さえできないのだと、そう言っていたが、憶えて 
いないだろうか」 

「憶えています」 

「では、そのような人々は〈愛知者〉(哲学者)であるよりは〈思わく愛好者〉であると呼んだとしても、われわれ 
はそれほど奇妙な言葉遣いをしたことにならないだろうね？そんな言い方をしたら、彼らはわれわれに対して、 
ひどく腹を立てるだろうか？」 

「いいえ -彼らが 私の 言うことに 従って くれさえ すればね」 とグラゥコンは 言った、「真実の ことに 対して 

腹を立てるのは、許されないことですから」 

「そうすると、 それぞれのものについて、それ自体として あると ころのものに愛着を寄せる人々こそは、〈思 
わく 愛好者〉ではなく、まさに〈愛知者〉(哲学者)と呼ばれるべき人々だということになるね？」 
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「まさしく、そのとおりです」 


1476 B 参照0 
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「さて、 グラゥコン」 とぼくはつづけた、「どのような入々が哲学者(愛知者)であり、どのような人々がそう 
でないかということは、これまでのいくらか長い議論の末に、やっとどうやら明らかになったわけだね」 

「ええ」 と彼は言った、「短い議論ですませるのは、おそらく、容易ではなかったでしょう」 

「そのようだね」とぼくは言った、「とにかく、ぼくは思うのだが、かりに論ずべき問題がそのことだけであっ 

たならば、事柄はもっとよく明らかになっていたことだろう。-つまり、正しい生が不正な生よりもどのよう 

にまさっているかを見きわめるために、まだほかに多くの論ずべき問題が残されているのでなかったとしたら 
ね」 

「では、われわれとしては」と彼は言った、「つぎに何をなすべきでしょうか？」 

「まあ、 順字をふんで 行く よりほかはないさ」とぼくは言った、「哲学者とは、つねに恒常不変のあり方を保 
つものに触れることのできる人々のことであり、他方、そうすることができずに、さまざまに変転する雑多な事 
物のなかに さまよう 人々は哲学者ではない、ということであれば、いったいどちらの種類の人々が、国の指導者 
とならなければならぬだろうか？」 

「どのように言えば」と彼はたずねた、「その問題を適切な仕方で論じることができるでしょうか？」 
「両者のうちどちらか. I とぼく^言った、「国の法律や、きまった営みを守護する能力があるとわかった人々 
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のほうをこそ、守護者に任ずべきである、 という ふうに間題を設定すれば よい」 

「なるほど」と彼。 

「ところで、このことはあらためて問うまでもないことだろうね」とぼくは言った、「およそ守護专とし C 何 
かの見張りをしなければならぬ者が、盲目であるべきか、鋭い視力をもっているべき かということは？」 

「ええ、むろん」と彼は言った。 

「それでは、これから述べるような人々は、盲人といささかでも違った ところがあると 思うかね-すなわち、 

それぞれの真実在の認識をまったく欠いていて、魂のなかに何ひとつ明確な範型というものをもっていない 人々、 
そしてちょうど画家がするように、最も真実なものへと目を向けて、つねにそれと関連させ、できるだナ正萑こ 
それを観るというやり方で、美•正•善についてのこの世の法も、制定する必要があれば制定し、あるいは現存 
の法を守護し保全する、ということができないような人々は？」 

「ゼゥスに誓って」と彼は答えた、「たしかにそのような人々は、盲人と大して違いありません ね」 

「では、われわれとしては、 そういう 人々のほうを、他方の人々よりも優先的に国の守護者に立てるべき だろ 
うか？ それとも、それぞれの真実在を確実に認識していて、しかも経験において先の人々に少しも劣る ことの 
ない、さらにその他の徳性のどれを とって みてもひけを とらないような、そういう 人々の ほうだろうか？」 

「それ以外の人々を選ぶのは、おかしな話でしょう」と彼は言った、「いやしくも、他の点で劣るところがな 
いということであればですね。彼らが積極的に立ち まさって いる点である、真実在の認識ということは、 まさに 
最も重大な点と言ってよいでし 

ょうから」 
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「すると、われわれが説明しなければならないのは、どのようにして同一の人間が、それら両方の条件を兼ね 
そなえることができるか、ということだろうね？」 

「そのとおりです」 

「それなら、この議論の最初一 K 1 われわれが言っていたように、まず第一に、彼らが本来もっている自然的素質 
を見さだめなければならない。ぼくの考えでは、もしその素質についてわれわれの意見がじゅうぶんに一致する 
ならば、同一の人間がそうした条件をともに兼ねそなえることができるということも、さらには、国の指導者た 
るべき者はこの人々以外にはないということも、同意されることになるだろう」 

「どのようにしてですか？」 

二 

「まず次の点は、哲学者たちの自然的素質について、すでにわれわれのあいだで同意ずみのこととしておこう。 
すなわち、彼ら哲学者たちは、生成と消滅によって動揺することなくつねに確固としてあるところの、かの真実 
在を開示してくれるような学問に対して、つねに積極的な熱情を もつ ということ」 

「同意ずみとしましよう」 

「さらに加えて」とぼくは言った、「彼らの熱情は、そのような実在のすべてに及ぶものであること。そして、 
そのような実在の一部分をなすものであるかぎりは、その大小と貴重さの程度いかんを問わず、みずからすすん 
でこれろにするようなことはけっしてないということ。この点は、先の議論のなかで、名誉をほしがる人々 
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や恋ごころをいだく人々を例にとって説明したところであっ (MJ 
「おっしゃるとおりです」と彼。 

「ではつぎに考えてもらいたい。-将来、われわれが語ったような者になるべき人々は、いまのことに加え 

て、その自然的素質のなかにこういう点がなければならないかどうか」 

「どのような点が、ですか？」 

「偽りのなさ、すなわち、いかなることがあっても、けっしてみずからすすんで虚偽を受け入れる ことなく、 
これを憎み、そして真実を愛する という 点だ」 

「当然そうあってよいことです」と彼は言った。 

「そうあってよいどころではない、友よ、およそ何ものかに対して生まれつき恋ごころをいだく者ならば、そ 
の恋する相手と同族•親近のものすベてに対して、どうしても愛情を寄せずにはいられな(はず だ」 

「たしかにそうです」と彼。 

「では〈知恵〉に対して、《真実〉よりも親近な関係にあるものを、何か見つけることができる かね？」 


V . 474 W 参照。 次の第二章 (4005 A 〜 487 A ) におい 下に挙げられる資質、さらに VE . 535 A sqq . において举げ 
て、哲学者のそなえるべき自然的素質が列挙される。すで られる資質的諸条件は、主として知的なそれであることが 
に« 375 A 〜3760において、国の守護者たるべき者に要 注目されょぅ。 

請される自然的素質が列挙されていたが、そこでの観点は 2 V . 474 Di 75 B . 

主として道徳的品性にかかわるものであるのに対して、以 
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「どうして見つけることができましよう」と彼0 

D 「では、同一の自然的素質が、知恵と虚偽との両方を愛するというようなことが、はたしてありうるだろう 
か？」 

「けっしてありえません」 

「してみると、ほんとうに学を愛する者は、早々に幼少のころから、あらゆる真実をできるかぎり憧れ求める 
者でなければならない」 

「まったくそのとおりです」 

「ところで、ある 人のもっている さまざまの 欲望が、 ある 一つの方向にはげしく向かって行くときは、それ以 
外の方向への欲望は勢いが弱まるものだということは、われわれの知るところだろう。ちょうど水の流れがその 
一つの方向へと、溝によって引かれている場合のようにね」 

「たしかに」 

「だから、ある人の欲望が、ものを学ぶことや、すべてそれに類する事柄へ向かってもっぱら流れている場合 
には、思うに、その人の欲望は、魂が純粋にそれ自身だけで楽しむような快楽に関わることになり、肉体的な快 
楽については、その流れが撕れることになるだろう。もしその人の〈知〉を求める気持が、見せかけだけのもので 
なく、心底からのものだとすればね」 

「それはもう、きっとそうであるはずです」 

「ひいては、そのような人は節度ある人間であって、けっして金銭を愛し求める人間ではないだろう。なぜな 
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ら、余人はいざ知らずそのような人だけは、人々が熱心にお金を求め散財することによって獲得しようと願うさ 
まざまのものに対して、まったく関心がないはずだから」 

「そのとおりです」 

486 「さらにまた、もうひとつ、君が哲学的素質とそうでないものとを区別しようとするとき、しらべなければな 
らぬ点がある」 

「と言います と？」 

「けちな根性を少しでももっているのを見逃してはいけない、ということだ。なぜなら、およそ狭量な精神と 

いうものくらい、万有の全体を-神的なものも人間的なものも-つねに憧れ求めようとするほどの魂と、正 

反対の性格のものはないからだ」 

「ほんとうに、おっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「では、壮大な気宇をもつ精神、全時間と全存在を観想するほどの精神、そのような精神の人が、この人の世 
の生を何か重大なものとみなすというようなことが、考え.られるかね？」 

「いいえ、ありえないことです」と彼。 

B 「それなら、そういう人は、死を何か恐ろしいものと考えたりすることもないだろうね？」 

「ええ、すこしも」 

「すると、臆病でけちな根性をもった自然的素質は、どうやら、ほんとうの哲学に与ることはできないよう 
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「できないと思います」 

「それならどうだろう——端 TE で、物欲がなく、けちな奴隸根性もなく、ほら吹きでもなく、臆病でもないよ 
うな人が、つき合いにくい人間だったり、不正直だったりすることがありうるだろうか？」 

「ありえません」 

「それなら君は、その点についても、哲学者たるべき魂かそうでないかをしらべるにあたって、相手が幼少の 
ころから早々に、よくしらベなければならないだろう。つまり、公正にして穏和な魂であるか、それとも、交わ 
りがたく粗暴な魂であるかをね」 

「たしかに」 

「それからまた、思うに、次の点も見逃すべきではないだろう」 

「と言いますと？」 

「ものわかりがよいか悪いか、という点だ。そもそも、ある仕事をするのに、四苦八苦しながらやっとのこと 
で、ほんのわずかの成果しかあげられないようでは、そんな仕事を、人が心から愛することができると期待でき 
るだろうか？」 

「とてもだめでしょうね」 

「では、自分が学んだことを何ひとつ保持することができずに、頭の中を占めているのは忘却ばかりだとした 
どうだろう？ 知識のほうはまるで空っぽ、ということにならざるをえないのではないかね？」 

「ええ、当然」 
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「こうして、払った労苦もみな水の泡ということになれば、最後には、自分が1になる とともに、そういう 仕 
事を憎むようになることが、避けられない とは 思わないかね？」 

「どうしてもそうなるでしようね」 

「それならば、忘れっぽい魂は、哲学をする資格をじゅうぶんにもった者のうちに数え入れない ことにしよう。 
哲学者たるべき魂は、記憶力のよい魂でなければならぬと要求し よう」 

「まさしくそのとおりです I 

「さらにまた、粗野で下品な自然的素質である場合、それが引っぱって行く先は〈度はずれ〉 という ことにほか 
ならないと、われわれは主張してよいだろう」 

「ええ、たしかに」 

かな 

「しかるに真理とは、〈度に適う〉ことと〈度を失する〉こととの、どちらと同族の関係にあると考えるかね？」 
「〈度に適う〉ことのほうです」 

「してみると、われわれは、他のさまざまの条件に加えて、生まれつき度を守り優雅さをそなえた精神を求め 
るべきだろう。そのような精神は、もって生まれた素質におのずから促されて、それぞれの真実在の実相へと容 
易に導かれて行くだろうから」 

「ええ、間違いなく」 

「さあ、これでどうだろう-われわれの議論にどこか間違いがあるとは思われないだろうね？われわれが 

数え上げたひとつひとつの資質は、やがてじゅうぶんかつ完全に真実在に与るべき魂にとって、たしかに必要不 
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做可欠なものであり、■しかも互いに相伴うようなものだろうね？」 

487 「ええ、 最も必要不可欠なもの ばかりです」 と彼は答えた。 

「では、哲学がこのような仕事であるとすれば、君はこの仕事に対して、一点の非難の余地でも見出すことが 

できるかね？それは、生来の自然的素質において記憶がよく、ものわかりがよく、度量が大きく、優雅で、真 

理と正義と勇気と節制とを愛して、それらと同族の者でないかぎり、けっしてじゅうぶんに修めることのできな 

いような仕事なのだ」 

( 1 ) 

「モモスでさえも」と彼は言った、「そのような仕事にけちをつけることはできないでしょう」 

「よろしい」とぼくは言った、「それなら、そのような人間が教育を積み年齢が長じて完成されたならば、君 
はそのような人々にのみ、国を委ねることだろうね？」 

三 

しかしここでアディマントスが口をさしはさんで、次のように言った、 

B 「ソクラテス、 たしかに、そういった点については、あなたに反論で きる 者は誰もいないでしょう。けれども、 
あなたがいま言われるようなことを耳にするたびにいつも、聞く者たちのほうは何となくこういう感じを受ける 
のです。つまり、こう考えるのです——自分たちは問答をとりかわすことに不馴れであるために、ひとつひとつ 
質問されるたびに、議論の力によって少しずつわきへ逸らされて行って、議論の終りになると、その〈少しずつ〉 
が寄り集まって大きな失敗となり、最初の立場と正反対のことを言っているのに気づかされる。そして、ちょう 
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ど 碁の あまり 上手くない者が碁の名人の手にかかると、最後には閉じこめられて、動きがとれなくなる のと 同じ 
ように、自分たちもまた、碁は碁でもちょっと違った、石のかわりに言葉を使うこの碁によって、最後には閉じ 
こめられて、 口を 封じられてし まう。 しかし、だからといって、真実そのものはけっしてそのとおりのものでは 
ないのだ、と。 

私がこのようなことを言うのは、現状に目を向けたうえでのことなのです。なぜなら、現にいま、人は次のよ 
うに言うかもしれませんからね— 

『たしかに、言葉のうえでは、質問されたひとつひとつの点についてあなたに反対することはできない。しか 

し事実において目にするところは違うのだ。実情はといえば、哲学を志して、若いときに教養の仕上げのつもり 

でそれに触れたうえで足を洗うということをせずに、必要以上に長いあいだ哲学に時を過した人たちは、その大 

多数が、よしまったくの碌でなしとまでは言わぬとしても、正常な人間からほど遠い者になってしまう。最も優 

秀だと思われていた人たちでさえも、あなたが賞揚するこの仕事のおかげで、国家社会に役立たない人間となっ 

( 2 ) 

てしまうことだけはたしかなのだ』」 

これを聞いてぼくは言った、 

「それで君は、そういうことを言う人たちは間違っていると思うかね？」 

1神々のなすことをはじめ、あらゆることにけちをつけて 2 同様のことは、『ゴルギアス』 4oo4cioo6c において力 
嘲笑する神、非難の権化。へシォドス『神統記』ニー四行 リクレスの口から強調的に語られている。『テアィテトス』 
では、「夜」の子どもたちの一人とされている。 1 73 csqq . 參照。 
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「わからないのです」と彼は言った、「それよりも、あなたのお考えをぜひ聞かせていただきたい のです」 

「聞かせてあげよう—このぼくには、彼らの言うことはほんとうだと思われる、とね」 

「それならいったい」と彼は言った、「哲学者たちが国々 を 支配 するとき が来るまでは国家は禍いから 解放さ 
れないだろうと言える根拠が、どこにあるのです？その当の哲学者たちが国の役に立たない人間であると いう 
ことに、われわれが同意するとしたら？」 

「その質問に答えるためには」とぼくは言った、「ひとつの比喩を語らなければならないだろうね」 

「けだし」と彼は言った、「比喩を通じて語ることには、不馴れなあなたです のにね！」 

四 

「いいよ」とぼくは言った、「ぼくをからかうのだね？こんなにも証明のむずかしい議論のなかに、人を投 
げこんでおきながら！しかしまあ、ぼくの話す比喩を聞いてくれたまえ。ぼくがどれほどしつこく irtli ! に執着 
するかを、もっとよく見てもらうためこ xlo 

というのもほかではない、第一級のすぐれた人物たちが国との関係において置かれている現状は、あまりにも 
ひどいものなので、それと同じような状態に置かれているものなど、ほかには何ひとつ存在しないのであって、 
それを何かに譬えて彼らのために弁明しようとすれば、どうしても、あちこちからいろいろのものを寄せ集めて 
こなければならないからだ。ちょうど画家たちがいろいろのものの像を組み合せて、〈山羊鹿〉とか、そういった 
類いのものを描く場合のようにね。 
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ではいいかね、-ここに一隻の船があるとする。あるいは、そういう船がたくさんあると考えてもらっても 

よいが、とにかくその船について、次のような状況を思い浮べてくれたまえ。 

1 ) 

まず船主だが、これは、身体の大きさや力においては、その船に乗り組んでいる者たちの誰よりもまさってい 
る。ただ、少しばかり耳が遠く、目も同様に少しばかり近い。そして船のことに関する知識も、その目や耳と同 
じようなありさまだ。 

それから水夫たちだが、これは、ひとりひとりがみな、われこそはこの船の g を取るべきだと思いこんでいて、 
蛇取りの座をめぐってお互いに相争っている。そのくせ彼らは、蛇取りの技術をかつて学んだこともなく、自分 
にそれを教えた先生を指し示すことも、いつ学んだかを言うこともできないのだ。それどころか、舵取りの技術 
というものは、そもそも教授不可能のものだと主張し、それが教えられうるものだと言う者があろうものなら、 
その人を八つ裂きにしかねまじき勢いである。 

こうして彼らは、たえず船主自身のまわりに押し寄せ群がっては、船主に頼みこみ、何とかして自分に舵を ま 
かせるようにと、その目的のためにあらゆる手段をつくす。ときによって、自分たちの説得が効を奏さず、船主 
がほかの人々の言うことのほうをよく聞くようなことがあれば、その人々を殺してしまったり、船から投デ出し 
てしまったりする。そして、眠り薬を飲ませたり、酒に酔わせたり、その他の手段を使ったりして、人のよい沿 


1アテナィのょぅな民主制国家における民衆(デーモス)に 少し先 (489C) で説明されている。 
相当する。「水夫たち」と「真の舵取り人」については、 
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主を動けなくしたうえで、船の支配権をにぎり、船のなかの物資を勝手に使う。あとは飲めや歌えの大騒ぎ、い 

かにもそういう連中のやりそうな船の動かし方で、航海をして行く。 

そのうえ彼らは、自分たちが船主を説得するなり強制するなりして、支配権をにぎるのを助けてくれることに 

かけて腕の立つ者があれば、そういう者のことを、まことの船乗りだ、舵取りに長じた者だ、船に関する知識を 

もった男だと呼んで賞め讚え、そうでない人を役に立たぬ男だと非難する。ほんとうの舵取り人というものは、 

いやしくも真の意味でひとつの船を支配するだけの資格を身につけようとするならば、年や季節のこと、空や星 

星や風のこと、その他この技術に本来的な関わりのあるすベてのことを注意ぶかく研究しなければならないとい 

うことが、彼らにはまったくわからないのだ。また、他の人々がそう望むか望まないかにかかわりなしに、いか 

にしてしかるべき仕方で舵を取るかということを、ひとつの技術や修練のかたちで身につけ、それによって同時 

に真の操舵術をわがものとするということが可能であるとは、彼らは考えないのだ。 . 

——さあ、もしも船がこのような状況にあるとしたら、ほんものの舵取りは、そういう状態の船に乗り組んで 

( 1 ) 

いる水夫たちから、まさしく『星を見つめる男』とか『要らぬ議論にうつつを抜かす男』とか呼ばれ、そして自 
分たちのために役に立たぬ男だと呼ばれるだろうとは思わないかね？」 

「ええ、たしかにそう思います」とアディマントスは答えた。 

「それなら」とぼくは言った、「思うに、君はいまの比喩をいちいち吟味して、ぼくが話したような状態が、 
真の哲学者たちに対する国家の態度に似ていることを示してくれとは、要求しないだろうね。ぼくの言わんとす 
るところを理解してくれたわけだね」 


430 




国家（第六巻) 


「ええ、わかりましたとも」と彼は答えた。 

「それではまず、哲学者たちが国のなかで尊敬されていない ことを 不思議がってい ると かいうその、 こ、、 ま 
B の比喩を教えてやりたまえ。そして、もし哲学者たちが尊敬されたとしたら、そのほうがよほど不思議 だと、なっ 
ことを、納得させるように努めてくれたまえ」 

「ええ、教えてやりましょう」と彼。 

「それからまた、君の言うことは正しい、たしかに哲学をしている最もすぐれた人々でさえ、 一货大衆にとっ 
ては役に立たない人間なのだ、ともね。ただし、役に立たない二との *1 は、役に立てようとしない者たちにこそ 
問うべきであって、すぐれた人々自身に問うべきではないのだと、命じてやりたまえ。なぜなら、蛇扠り人フま 
うから水夫たちに向かって、どうか. m 分の支配を受けてくださいとお願いす ると V っようなことは、 本来あるま 
じきことだからだね。知者たちのほうから金持の家の門を叩くというのも同様であって、そんな利いた ふうなこ 
とを言った人は、間違っている。本来からいえば、金持であろうが貧乏人であろうが、 病気に なれば 医者の門を 
C 叩力なければならないし、一般に支配を受ける必要のある者はすべて、支配する 能力の ある 者の門を 叩かねばな 

クサイの王ヒ H ロンの王妃から「金持になるのと知者にな 
るのと、どちらがよいか」と問われて、「金持のほうです。 
知者たちは、金持の門を叩くものですから」と答えた とい 
30 


1これらの呼び方については、『ソクラテスの弁明』 1 O 0 W 、 
『パィドロス』 270 A 、 『パルメニデス』 135 D 、 『ポリティ 
コス(政治家)』 S 9 B を参照。 

2 詩人シモニデスのことと言われている (アリストテレス 

『弁論術』第二卷(一391 aoosqq .))。 シモニデスは、シュラ 
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らぬというのが、ほんとうなのだ。いやしくも真に有為の支配者であるならば、支配者のほうから被支配者に向 
かって、支配されてくれなどと願うべきではない。 

しかし、 現在実際に国の政治に当っている支配者たちはといえば、これは、いまわれわれが語った水夫たちに 
譬えれば間違いではないだろうし、また、彼らから役立たずと呼ばれ『星を見つめる男』と呼ばれている人々 は、 
真の舵取り人になぞらえれば間違いないだろう」 

「たしかにそのとおりです」と彼は答えた。 

「だから、こういう状況の結果、また、こういう状況のただなかにおいて、この最も立派な仕事が、それと正 
反対の仕事にたずさわっている者たちから善く言われるということは、期待しがたいのだ。しかしながら、哲学 
に対して寄せられている、これとは比較にならぬほど最も大きく最も強力な非難•中傷はといえば、その原因は、 
哲学的な仕事にたずさわっていると i ' 称している者たちにある。君が紹介する哲学誹謗者が、『哲学に赴く者の 
大多数は、まずまったくの碌でなしであり、そのなかで最も優秀な者たちですら、役立たずの人間だ』と言うの 
は、ほかならぬそういう自称哲学者たちのことを言っているのだ。ぼくは君の言うことの真実性を認めた。— 
そうだったね？」 

「ええ」 

五 

「ではその非難•中*のうち、優秀な人たちが役立たずだということのほうは、その原因がどこにあるかを、 
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われわれはすでに語り終えたわけだね？」 

「たしかに」 

「つぎに、こんどは、多くの人々がなぜ碌でなしにならざるをえないかということのほうについて、話すこと 
にしようか。そしてできれば、このことの原因もやはり、哲学そのものにあるのではないということを、示すよ 
うに努めようか」 

「ええ、ぜひとも」 

「それでは、その点をわれわれが話し合うに先立って、まず、すぐれて立派な人物になるためにはどのように 
生まれついていなければならないかという、その自然的素質について先に論じた ( M をふりかえって、思い起して 
おくことにしよう。 

まず第一に、君が憶えているなら、そういう人物の導き手となるのは〈真実〉であった。彼は何が何でもあらゆ 
る仕方で、真実をこそ追い求めるのでなければならぬ、もしそうでなく、ほら吹きであるならば、ほんとうの哲 
学にはけっして与ることができない、ということであった」 

「たしかにそのように言われました」 

「ところが、まずこの点が、哲学者というものについて現在一般に考えられているところと、相反するのでは 
ないかね？」 


1485 A 〜 4007 A の議論を指す0 
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「ええ、たしかに」と彼は言った。 

「それなら、次のように言えば、われわれは哲学者を適切に弁護することになるのではないだろうか？—— 

すなわち、心底から学ぶことを好む者は、真実在に向かって熱心に努力するように生まれついているものであっ 

て、一般にあると思われている雑多な個々の事物の上にとどまって、ぐずぐずしているようなことはないのだ。 

( 1 ) 

そのような人は、真実在に触れることがその本来の機能であるような魂の部分 —— 真実在と同族関係にある部分 
. —によって、《まさに何々であるところのもの〉と呼ばれるべき、それぞれのものの本性にしっかりと触れるま 
では、ひたすらに進み、勢いを鈍らせず、恋情をやめることがない。彼は魂のその部分によって、真の実在に接 
し、交わり、知性と真実とを産んだうえで、知識を得て、まことの生活を生き、はぐくまれて行く。そのように 
してはじめて、彼の産みの苦しみはやみ、それまではやむことがないのだ、と」 

「それ以上適切な弁護はありえないでしょう」と彼は言った。 

「それならどうだろう—そのような人が偽りを愛する心を、いささかでももつだろうか？ それとも、まっ 
たく反対に、憎まずにはいられないだろうか？」 

「憎まずにはいられないはずです」と彼。 

「思うに、真実が導き手であるならば、その下に、いろいろの悪いものが隊列をなしてつき従うことはありえ 
ない、と主張してよいだろう」 

「むろんそのはずです」 

「つき従うのは健全にして正しい品性であり、それにはまた、節度が随伴するのだ」 


国家（第六巻) 


「たしかに」と彼。 

「しかし、哲学者の自然 的 素質をかたちづくる他の性格について、 もう 一度は じめ から、いちいち そのる M 生 
を主張しながら、隊列を編成しなおす必要がどうして あろう か？先ほど、勇気、度量の 大きさ、ものわかり n 
ょさ、記憶のょさがそれに属さなければならぬ という 結論にいたった ことを、 君は憶えていて くれるだろうから 
ね。 

D そのとき君は異議を申し立てて、こう言った-たしかにどんな人でも、われわれの言うことに同意を与えざ 

るをえないだろう。しかし、言葉のうえの議論をはなれて、問題の人々の実情そのものに 目を 向けるならば、そ 
の ある 者は役立たずの人間であり、多くの者は、あらゆる欠陥を兼ねそなえた劣悪な人間で あるのを、現に 目に 
していると人々は主張するだろう、と。 

そこで われわれは、 そういう 非難•中傷は いったい何に原因しているかを しらべながら、 いまたずねているこ 
の 問題、 なぜ多くの 者が そのように欠陥のある人間であるのかとい う 問題にまで、立ちい たったのだった。そし 
てこの問題を考えるために、真の哲学者たちの自然的素質の ことを もう一度取り上げて、 規定せざるをえなかつ 
たの だ」 

E 「たしかにそのとおりです」と彼は言った。 


1ヌゥス(知性•理性)のこと0 
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「それでは」とぼくは言った、「このような自然的素質が、多くの人々の場合、どのようにして損われていくか 
その堕落の原因を考えてみなければならない。ほんの少数の者だけがこの堕落からまぬかれるけれども、残った 
この少数の者が、世間で『碌でなしとは言わぬまでも、役立たずの者たち』と呼ばれている人たちなのだ。 

そしてそのつぎに、こんどは、この哲学的素質を真似し装って、その仕事のなかに居坐っている者たちを観察 
しなければならない。その魂の自然的素質がどのようなものでありながら、自分にそぐわない、自分の力以上の 
仕事のなかにやってきて、いろいろとへまをやらかしては、あらゆる仕方であらゆる人々のあいだに、君の言う 
ような評判を哲学に対して与えることになったかを、究明しなければならない」 

「で、いったい」と彼はたずねた、「あなたが堕落とおっしゃるのは、どのようなものでしょうか？」 
「できるだけの説明をしてみることにしよう」とぼくは言った、「まず、われわれがいましがた、完全な哲学 
者となるために必要な資格として要求したような諸条件を、全部残らずそなえた自然的素質というものは、人間 
たちのなかにきわめてまれに、少数しか生まれてこないということ、この点は、すべての人がわれわれに同意す 
るだろうと思う。そう思わないかね？」 

「たしかにそう思います」 

「では、そのまれにしか生まれない自然的素質を堕落させるものが、どれほど数多くあり、どれほど大きなも 
のかを考えてみたまえ」 
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「どのようなものでしょうか、それは？」 

「まず、これほど不思議に聞えることはないのだが、そういう自然的素質の持前としてわれわれが賞め讚えた 
ものの一つ一つが、それをそなえた魂を堕落させ、哲学から引き離すという事実がある。ぼくが言うのは、勇気 
とか、節制とか、その他われわれが举げたすベてのもののことだ」 

「たしかに」と彼は答えた、「それは奇妙な話です」 

「さらにそれに加えて」とぼくは言った、「恵まれた好条件と一般に言われているもののすべてが、堕落と逸脱 
の原因となる。すなわち、美しさ、富、身体の強さ、一国において勢力をもつ親族関係、およびすベてこれに類 
するものがそうだ。ぼくが言おうとするのが、だいたいどのようなものかは、君にもわかってもらえるだろう」 
「ええ、たしかに」と彼は言った、「ただ、もう少し詳しい話を聞かせていただければ幸いです」 

「では」とぼくは言った、「事柄を全体として正しく把握したまえ。そうすれば事態は明白となって、それに 
ついてさっき言われたことも、けっして奇妙には思えなくなるだろう」 

「そのためには」と彼は言った、「どのように考えていけばよいのでしょう？」 

「植物にせよ動物にせよ」とぼくは言った、「そのすベての種子、あるいはそれから生じるものについて、わ 
れわれは次のような事実を知っている。すなわち、もしそうした種子が、それぞれに適した養分や、季節や、場 
所などに恵まれなかった場合には、それが力強いすぐれた種子であればあるほど、それだけいっそう多く、自分 
が本来必要とするものに不足することになる。なぜ ■* らば、悪いものは、善くないものに対してよりもむしろ111 
いものに対してこそ、つよい反対関係にあるからだ」 
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(則 


「疑いもなく、そのとおりです」 

「だからそういう場合、思うに、最善の自然的素質のほうが、凡庸な自然的素質よりも、いっそう自分の性に 
合わない養育の条件のなかに置かれるわけだから、それだけ悪い影響を多く受けるのが当然だろう」 

「たしかに」 

「では、アデイマントス」とぼくは言った、「われわれは魂についてもこれと同じように、最善の自然的素質 
に恵まれた魂は、悪い教育を受けると、特別に悪くなると言うべきではないだろうか？ それとも君は、大それ 
た悪事や完全な極悪非道というものが、凡庸な自然的素質から生み出されると思うかね？むしろそれは、養育 
によって損われた場合の力強い自然的素質からこそ生み出されるのであって、弱々しい自然的素質は、善.悪い 
ずれにせよ、大したことの原因とはならないだろうとは思わないかね？」 

「なりません」と彼は言った、「おっしゃるとおりです」 

「こうして、われわれが規定したような哲学者の自然的素質は、思うに、もし適切な教育を与えられるならば、 
成長して必ずやあらゆる徳性に達するであろうが、逆に、もしふさわしからぬところに蒔かれ植えられて、育て 
られるならば、たまたま運よく神の助けでもないかぎり、およそまったく正反対の結果にならざるをえないだろ 
30 

いったい、君もやはり多くの人々の考えと同じように、一部の若者たちがソフイストたちから害毒を受けてい 
るとか、ソフイストたちが個人的な教育を通じて害毒を——言うに値するほどの害毒を——与えているとかいう 
ふうに、考えているのかね？ むしろ実際には、そういうことを言っている人々自身こそが最大のソフイストな 
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のであって ill 手が若者であれ、もっと年取った人々であれ、男であれ女であれ、最も効果的な教育を ほどこし 
て、自分たちの思いどおりの人間に仕上げているのではないかね？」 

「それは、どのような場合のことでしょうか？」と彼はたずねた。 

「次のような場合のこと だ」 ■とぼくは答えた、「彼ら大衆が国民議会 だと か、法廷 だと か、劇場 だと か、陣営 
だとか、あるいはその他、何らかの公に催される多数者の集会において、大勢いっしょに腰をおろし、大騒ぎを 
しながら、そこで言われたり行なわれたりすることを、あるいは賞讚し、あるいは非難する——どちらの場合も、 
C 叫んだり手を叩いたりしながら、極端な仕方でね。さらに彼ら自身に加えて、 岩々 や彼らのいる場所までが、そ 
の音声を反響して、非難と賞讚の騒ぎを倍の大きさにするのだ。 

このような 状況の ただなかに あって、若者は、 諺にも言うよう に、『いったい どのようなが M : になる』と思う 
かね？ 個人的に受けた どのような 教育が、 彼のために 抵抗して くれると思うかね？そんな 教育な どは、この 
ような 非難•賞讚の洪水のために、 ひとたまりもなく 吞 みこまれて、その流れのままにどこへでも流されて一了っ 
てしまうとは 思わない かね？そしてその 若者は、 彼ら 群衆が美しい と 主張す るものをそのまま美しいと主張し、 
醜い と 主張す るものをそのまま 醜いと主張す るようになり、彼らが行なうとおりのことを自分の仕事と する よう 
D になり、かくて彼らと同じような 人間と なるのではなかろうか？」 

「そうです，ソクラテス」とアディマントスは答えた、「それはまったく避けら^ L な、，ことです 
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「避けられないことといえば、それだけではない」とぼくはつづけた、「われわれはまだ、最も大きな強制力 
のことを語っていないのだ」 

「最も大きな強制力といいますと、それはどのような？」と彼はたずねた。 

「この種の教育家たち、事実上のソフィストたちが、言葉によって説得できないときに、事実において加える 

強制力の こと だ。君は知らないのかね-彼らは自分たちの言う ことを 聞かぬ者に対して、市民権を剝奪したり、 

罰金を科したり、死刑にしたりして、懲らしめるものだということを？」 

「ええ、 それは もう」 と彼は言った、「大いにそうします」 

「とすれば、他のどのようなソフィストが、あるいはどのような個人的な教えの言葉が、彼らのこうした教育 
にあえて反対して、滕つことができると思うかね？」 

「たしかに、勝てる者など誰もいないと思います」と彼は言った。 

「たしかにそうなのだ」とぼくは言った、「そんなことを企てるだけでも、大へん愚かなことだといわなけれ 
ばならないだろう。なぜなら、彼ら大衆のほどこす教育に反するような教育によって、徳に関して異なった品性 
がかたちづくられるということは、いまもないし、これまでにもなかったし、これから先もけっしてないだろう 
から。少なくともその品性が、友よ、人間並みの品性であるかぎりはね。人間並み以上の神的な品性ということ 
になれば、これは諺に従って、議論から除外することにしよう。実際また、よく心得ておかなければならないこ 
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とだが、もしいまのような国制のあり方と条件のなかで損われることなく、救われて正しく形成されるような品 
性があるとすれば、それは、神の摂理によって救われたのだと言えば、間違いないだろう」 

「私にもそうとしか思えません」と彼は言った。 

「それなら」とぼくは言った、「いまのことに加えてもうひとつ、君の賛成を期待したいことがあるのだが」 
「どんなことでしよう？」 

「例の、賃銭をもらって個人的に教えるほうの連中、——この連中のことをしも、彼ら大衆はソフィストと呼 
んで、自分たちの競争相手と考えているのだが、そのひとりひとりが実際に教えている内容はといえば、まさに 
さっき話したような、そういう大衆自身の集合に際して形づくられる多数者の通念以外の何ものでもなく、それ 
が、このソフィストたちが『知恵』と称するところのものにほかならない、ということだ。 

それはたとえば、人が、ある巨大で力の強い動物を飼育しながら、そのさまざまの気質や欲望について、よく 
のみこむ場合のようなものだ。この動物にはどのようにして近寄り、どのようにして触れなければならないか。 
どういうときにいちばん荒々しく、あるいはおとなしくなり、何が原因でそうなるのか。どういう場合にそれぞ 
れの声を発する習性があるか。逆に、こちらからどういう声をかけてやれば、おだやかになったり、猛り立った 
りするか、等々。 

こういったすべてのことを、長いあいだいっしょにいて経験を積んだおかげで、よくのみこんでしまうと、彼 
はこれを『知恵』と呼び、ひとつの技術のかたちにまとめ上げたうえで、それを教えることへと向かうのだ。そ 
の動物が考えたり欲したりする、そういったさまざまのもののうち、何が<美>であり〈醜〉であるか、，可が<善>で 
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棚 c あり〈悪〉であるか、何が <正> であり < 不正 >であるかについて、真実には何ひとつ知りもせずにね。こうした呼び 
方のすべてを、彼はその巨大な動物の考えに合わせて用いるのだ。つまり、その動物が喜ぶものを『善いもの』 
と呼び、その動物が嫌うものを『悪いもの』と呼んで、ほかにはそれらについて何ひとつ根拠をもっていない。 
要するに、必要やむをえざるものを『正しい事柄』と呼び『美しい事柄』と呼んでいるだけのことであって、そ 
ういう〈必要なもの〉と〈善いもの〉とでは、その本性が真にどれほど異なっているかについては、自分でも見きわ 
めたことがないし、他人にも教え示すことができないのだ。 

——さあ、教育者がこのようなありさまだとしたら、ゼゥスに誓って、まことに奇妙な教育者だとは思わない 
かね？」 

「ええ、たしかに」と彼。 

「それでは、種々雑多な人々の集まりからなる群衆の気質や好みをよく心得ていることをもって、<知恵〉であ 

ると考えている者——それは絵画の場合でも、音楽の場合でも、それからむろん政治の場合もそうだが——そう 

いう者は、いま述べたような動物飼育者とくらべて、いささかでも違うところがあると思うかね？ 実際、もし 

誰かがそういう群衆とつき合って、自分の詩その他の製作品や、国のための政策などを披露し、その際必要以上 

に自分を多数者の権威にゆだねるならば、そのような人は、何でも多数者がほめるとおりのことを為さざるをえ 

( 1 ) 

ないのは、まさに世に言うところの『ディオメデス的強制(必然)』だろうからね。けれども、その多数者がほめ 
ることが、ほんとうに善いことであり美しいことであるという理由づけの議論となると、君はこれまでそういう 
連中のうちの誰かから、噴飯ものでないような議論を聞いたことがあるかね？」 
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「いいえ」と彼は言った、「将来も聞くことはないだろうと思います」 

八 

( 2 ) 

「では、これらすベての点をよく心にとめたうえで、さっきのことをもう一度思い起してくれたまえ。いった 
い大衆というものは、多くの美しい事物ならぬ〈美〉そのものの存在を、あるいは一般にそれぞれのものについて、 
多くの事物ならぬそれぞれのもの自体の存在を、容認したり信じたりすることがありうるだろうか？」 

「とうてい無理でしょう」と彼は言った。 

「してみると」とぼくは言った、 T 大衆は哲学者たりえないということになる」 

「ええ」 

「そして哲学をしている人々が彼ら大衆から非難されることも、どうしても避けられないということになる」 
「避けられないことです」 

「だからまた、群衆とつき合って彼らの気に入られようと望んでいる、先に話したような個人的な教育家たち 
からも、当然同じ態度をとられるだろう」 


1デイオメデスは アイト リアの王で、 トロイ ア攻めのギリ まで引き立てて帰った。そのときの、 ぅむを 言わさぬ強制 
シア 軍きっての勇将。オデユ ツセウスとともにトロイ アの が、「デイオメデス的強制(必然ごで ある0 
アテナの社から神像を盗み出して帰る途中、自分を殺そぅ 2 V . 475 E sqq . の議論を指す。 

と襲ったオデユツセウスを縛り上げ、剣で叩きながら陣営 
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「明らかに」 

「このような事情だとすれば、天性の哲学者のための救いとなるもの、 I 彼が最後の目標に到達するまで自 
分本来の仕事のなかに留まることを可能にするようなものを、君はいったいどこに見出すことができるかね？ 
まあ、さっき言われたことをふり返りながら考えてみたまえ。われわれは、そういう哲学的素質には、ものわ 
かりのよさ、記憶力のよさ、勇気、度量の大きさなどがそなわっているということに、同意したのだった」 

「ええ」 

「そ rL 王どの素質に恵まれている者なら、早くも子供のころから、万事において第一人者となるのではなかろ 
うか。肉体的素質のほうもその魂に応じてすぐれているとすれば、なおさらそうだろうがね」 

「そうならなければ不思議です」と彼は言った。 

「だから、思うに、身内の者たちや同国民たちは、この若者が大きくなったら、ぜひ自分たちの仕事のために 
R ってやろうという気持になるだろう」 

「ええ、疑いもなく」 

「そこで彼らは、この若者の将来の力をあらかじめわがものとし、前もってへつらっておこうと、懇願したり 
數めたりしながら、彼の足もとにひれ伏すことだろう」 

「たしかに|と彼は言った、「とかくそういうことになりがちなものです」 

「周囲がそんなありさまだとしたら」とぼくは言った、「このような若者は、どうなると思うかね？とりわ 
け、彼が大国に生まれ、その大国のなかでも富と家柄に恵まれ、しかも堂々たる美丈夫だということにでもなれ 
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( 2 ) 

ばどうだろう？さだめし彼は、ギリシア人たちに関することでも、異邦人たちに関することでも、処理してや 
って行ける能力が自分にはあると信じこんで、はかりしれぬ野望に満たされることになり、そのためにまた、知 
性を欠いたまま、もったいぶった態度とむなしい自尊心とに満たされ、思い上って高慢な人間になってしまうだ 
ろうとは思わないかね？」 

「ええ、たしかに」と彼。 

「このような状態でいる人に対して、誰かがおだやかに近づいて、真実を告げたとしよう —— 

君のなかには、知性にもとづいた洞察というものがないが、それこそ君の必要とするものなのだ。しかしそれ 
を獲得するには、召使のようにすベてを捧げて、まさにその獲得のために努力しなければならない、とね。 

君は、彼がこれほどの悪条件のなかにありながら、この言葉に容易に耳をかたむけると思うかね？」 

「とてもそういうわけにはいかぬでしょう」と彼は言った。 

「しかし」とぼくは言った、「もともと生まれつきの素質がよく、そういう忠告の言葉と同族同質のものを内 
にもっているために、もしひょっとして彼がその言葉に感応し、折れて哲学のほうへ向きを変え、引かれて行く 
としたら、さっき話したような周囲の連中は、どういう態度に出ると予想されるだろう？ 彼らは、そうなると、 
その若者を自分たちの党派に入れて利用することができなくなると考えるだろうからね。当然彼らは、どんなこ 


14 005 A 〜487 A を 参照。 古くから推測されている。 
2 アルキビアデスの ことを 念頭に置いての記述で あろぅと、 
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とでも行ない、どんなことでも言って、若者に対しては説得されないように、忠告者に対してはその説得を不可 
能にするように計らい、個人的に陰謀をめぐらしたり、公に法廷へ告発したりして、あらゆる手段をつくすので 
はないか？」 

「必ずそうするに違いありません」と彼。 

「そのようにされながら、彼が哲学するようになるということが、そもそも可能だろうか？」 

「いいえ、けっして」 

九 

「さあこれで」とぼくは言った、「さっきわれわれの言っていたことが間違いでなかったとわかるだろうね？ 

われわれはこう言っていた——哲学的素質の条件となるさまざまの徳性そのものが、養育の環境が悪いと、ある 

意味でその仕事から脱落する原因となる。『善いもの』と一般に言われている、富やそれに類するすべての外的 
( 1 ) 

条件もまた同じだ、とね」 

「たしかに間違ってはいません」と彼は言った、「あれは、正しい発言でした」 

「以上のようにして、友よ、」とぼくは言った、「あたら最善の自然的素質が損われて行くので あり、 それを堕 
落させて、最善の仕事へ と 赴くのを妨げる力は、これほどまでに大きいのだ。そうでなくて さえす ぐれた素質と 

いうものは、われわれの主張するように、まれにしか生まれてこないものなのに . 〇そしてこのような素質を 

もった人間たちのなかからこそ、国と個人に対して最大の害悪をなす人たちも出てくるし、また、運よく望まし 
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い力，！：へ流^れた； I 八 LI には ii 火の卉をなす人たちも、出てくるのだ。これに反して、ちっぽけな n 然的ぶ«は、 
国に対しても個人に対しても、大したことは、けっして何ひとつなさないだろう」 

「まったくそのとおりです」と彼。 

( 2 ) 

r このようにして、哲学が結ばれる相手として最もふさわしい人たちが脱落して行き、哲学を孤独で未婚のま 
まに残して、自分たちは、おのれにふさわしくない生き方、真実でもないような生き方をすることになる。他方、 
いわば身内のいない孤児のような彼女のところへは、ほかの不似合いな連中が押しかけ、彼女を gL . 4 めて、君が 
言うような汚名を着せることになったのだ。哲学を罵る者たちが口にするという、『彼女といっしょにいる連中 
はといえば、その何人かは、何の値打もない男たちで、大部分は、たんまりとひどい目にあう値打のある男たち 
だ』といった汚名をね」 

「たしかに」と彼は言った、 r そういったことが言われているのは事実です」 

r そう言われるのも、 まことに もっともなこと だ」 とぼくは言った、「他の卑しい人々が、その場所に住む 者 
なく、しかもそこには さまざまの 美しい名前 や 外観が満ち満ちているのを見とどけて、ちょうど牢屋から逃げ出 
して神殿にやってくる者のように、大喜びでいろいろの職業から逃げ出して、哲学のなかにとびこんでくるの だ 
からね。 そうい. 9.連中は、自分の本職で ある 小手先の技術には 最も 巧みな者たちなの だ。というのは、たとえ 哲 


1491 w ~ c 参照。 上、女性名詞であり、以下 これにもとづいて 比喩的に 語ら 
2 ギリシア語で「哲学」 (ピロ ソ ピアー)といぅ語は、文法 れる。 
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学がこのように落ちぶれてはいても、他のさまざまの職業的技術とくらべるかぎりでは、なお堂々たる威厳がそ 
こに残っているからだ。それが多くの者の憧れの的になる。彼らは、もともと生まれつきの素質が不完全である 
うえ、 ちょうどその身体が職業的技術によっていためつけられているのと同じように、その魂もまた、下賤な仕 
事のためにすっかりいじけて、片輪になっているのだ。——どうだろう、このことは避けられないのではなかろ 
>っか？ L 1 

「たしかに」と彼は答えた。 

「彼らを見ていると」とぼくは言った、「何となくこんな情景が思い浮かんでくるのだが、どうだね、君には、 
いささかで も 違うところが あると 思われるかね？ —— 小金をためこんだ、禿頭で小男の鍛冶屋がいる。彼は最 
近牢屋から釈放されたところだが、ひと風呂あびて、新調の着物を着こみ、花婿姿にめかしこんで、主人の娘が 
貧乏で孤児になっているのにつけこんで結婚しようとしているのだ」 

「少しも違うところはありませんね」と彼は言った。 

「そんな男たちが親になるとしたら、いったいどのような子供が生まれると予想されるかね？血筋の卑しい、 
碌でもない子供たちではあるまいか？」 

「ええ、どうしてもそういうことになるでしよう」 

「では、教養に値しない人々が、その柄でもないのに、哲学に近づいて交わる場合は、どうだろう？われわ 
れとしては、彼らがどのような思想や考えを生み出すと主張したものだろうか？それこそまさに〈にせ知識)(詭 
弁)と呼ばれてしかるべきもの、正嫡でもなく、真の知恵に与りもしないものを、生み出すのではないだろうか」 
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「まったくおっしゃるとおりです」と 彼は言った。 

I 〇 

「こうして、アディマントスょ」とぼくはつづけた、「ほんとうに哲学を伴侶とするだけの資格ある人々のう 
B ち、残るのは、ごくわずかな者だけということになる。生まれも育ちも善い品性が、国外に追放されたおかげで 
脱落を引きとめられ、さまざまの悪い影響力が周囲にないために、その自然的素質のままに哲学のもとに留まる、 
という場合があるかもしれない。あるいは、小さな国に偉大な魂が生まれて、国家の仕事を自分の値打以下のも 
のとみなして、無視するょうな場合もあるだろう。おそらくはまた、少数ながら素質のすぐれた人々が、その素 
質のゆえに正当にも他の技術を軽蔑して、哲学へ転向してやってくるということもあろう。それから、われわれ 
の仲間のテアゲスの馬銜なども、哲学に引きとめるはたらきをするかもしれない。実際、テアゲスには、他の点 
C では哲学からの脱落を促す条件がすべてそろっていたのに、ただその病身の養生が、彼を政治生活から遠ざけて、 
哲学のもとに引きとめているのだから。 

2 『ソクラテスの弁明』 33 W に、ソクラテスと親しく接触 
した人たち の 一人として名が挙げられている。『テア ゲス』 
の 登場人物(本全集第七卷「解説」(ニニ五べ ー ジ)参照)。 
「テア ゲスの 馬銜」は、 ここで 語られているような抑止 力 
の 意味を言う諺的表現となった。 


1このよぅな〈にせ知識〉(詭弁)の例は『エゥテュデモス』 
のなかに数多く見られる。それはちょぅど、『饗宴』 210 D 
において、「惜しみなく豊かに知を愛し求めながら(哲学し 
ながら)、数多くの美しく壮大な言論や思想を生み出す」 
と語られている場合と、明確な対比をなす。 
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( 496 ) 


( 1 ) 

ぼく自身の場合.のことは、 まあ 言わなくてもよいだろう。 ダィ モ I ンからの合図の こと だがね。なぜならこれ 
は、ぼく以前のほとんど誰にも起らなかったことだろうから。 

さて、これら少数の人たちの一員となって、自分の所有するものがいかに快く祝福されたものであるかを味わ 
い、他方、多数者の狂気というものを余すところなく見てきた者たち、——彼らはまた、次のような現実を思い 
知らされるわけなのだ。すなわち、国の政治に関しては、およそ誰ひとりとして、何ひとつ健全なことをしてい 
ないと言っても過言ではないし、正義を守るために相共に戦って身を全うすることので きる ような、味方にすべ 
き同志もいない。野獣のただなかに入りこんだひとりの人間同様に、不正に与する気もなければ、単身で万人の 
狂暴に抵抗するだけの力もないからには、国や友のために何か役立つことをするよりも前に身を滅ぼすことにな 
り、かくて自己自身に対しても他人に対しても、無益な人間として終るほかはないだろう . 

すべてこうしたことをよくよく考えてみたうえで、彼は、静かに自分の仕事だけをして行くという途を選ぶ。 
あたかも嵐のさなか、砂塵や強雨が風に吹きつけられてくるのを壁のかげに避けて立つ人のように、彼は、他の 
人々の目に余る不法を見ながらも、もし何とかして自分自身が、不正と不敬行為に汚されないままこの世の生を 
送ることができれば、そしてこの世を去るにあたっては、美しい希望をいだいて晴れ晴れと心安らかに去って行 
けるならば、それで満足するのだ」 

「そうなれぱ」と彼は言った、「ほんとうにその人は、けっして小さくない ことを なしとげてこの世を去る こ 
とになるでしょうね」 

「しかしね」とぼくは言った、「それだけでは、最大のことをなしとげたと言うわけにもいかない——彼の住 
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B 


む国家のあり方が、自分の素質にぴったりと適合したものでないならばね。なぜなら、そのょうにぴったりと適 
合した国家においてこそ、彼自身 も もっと成長するだろうし、個人的な ものとともに 公共の事柄をも、安全に救 
うこと になるだろうから」 

II 

「さあこれで、哲学というものがどういう理由で非難•中傷を受けることにな った かという事情と、その非 
難•中傷が正当ではないということについては、じゅうぶんに語られた とぼく は思う。 もし 君のほうに、 まだ ほ 
かにつけ加えて言うことがなければね」 

「いいえ」と彼は答えた、「その点についてはもう何もつけ加えることはありません。しかし、哲学に適合し 
た国家のあり方とおっしゃるのは、現存するさまざまの国制のうちの、どれのことなのでしょうか？」 

「けっしてどれでもない」とぼくは言った、「まさにそのことが、ぼくの不満とするところなのだ。現在行な 
われている囯制のうち、どれひとつとして哲学的素質に値するものはないという、そのことがね。だからこそま 
た、そのような素質はねじ曲げられ、変質させられることにもなるのだ。ちょうど外国産の種子がよその土地に 
蒔かれると、環境の力に屈服して特質を失い、その土地産の種子へと変異して行くことがよくあるように、この 
種族もまた、現状においては、自己本来の力を保持できないで、違った性格へと堕落して行きがちなのだ。けれ 


1『ソクラテスの弁明』31 D において、ソクラテスに政治参加を禁じた声として語られている。 
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挪 C ども、もしそれがひとたび自分の最善の素質にふさわしいような、最善の国制をわがものとすることができたな 
らば、そのときには、この種族のものこそがほんとうに神的なものであって、他のすべての自然的素質も、仕事 
も、人間並みのものでしかなかったことが、おのずから明らかになるだろう。 

——そこで君はつぎに、それならその最善の国制とは何かとたずねるだろうことは、よくわかっている」 

「わかってはいませんよ」と彼は言った、「わたしがたずねようとしていたのは、そういうかたちの質問では 
なくて、いったいその国制とは、われわれがこれまで国を建設しながら語ってきた国制と同じものなのか、それ 
とも 違うのか、ということです」 

「ほかのいろいろの点に関するかぎりは」とぼくは言った、「われわれの語ってきたのがそれである、と言っ 
D てよい。ただ、肝心な点は、これは前にも話に出たことだが、国のなかには国制に関して、立法者である君が法 
の制定にあたってもっていたのと同じ理論的根拠をしっかりともっているような、何らかの要素がつねに存在し 
なければならないだろう、ということだ」 

( 1 ) 

「ええ、たしかにそのことは語られました」と彼は言った。 

「しかし、けっしてじゅうぶんには明らかにされなかった」とぼくは言った、「それというのも、君たちがい 
ろいろの問題に食い下がってきて、この点の論証が長くてむずかしいものになることがはっきりしたため、ぼく 
が恐れをなしたからなのだがね。げんに、まだ説明されずに残っていることにしても、それを語るのはまことに 
容易ならぬことなのだ」 

「まだ残っていることといいますと？」 
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498 


E 


1¢!学という： p 事を国家がどのような仕方で扱うならば、亡びをまぬかれることができるか、という問題だ。 
というのは、すべ.て大きな企ては危険に満ちていて、諺にもいみじくも言われているように、『立派なことは難 
しい』からだ」 

「それでもやはり」と彼は言った、「論証が完成するためには、その問題をはっきり解決しなければなりませ 

ん」 

「そのことを妨げるものが何かあるとすれば」とぼくは言った、「それは、意志の欠如ではなく、ぼくの力の 
なさだろう。『わが熱意のほどは、その目でとくと確かめられよう』というところだ。げんに見たまえ、ぼくは 
熱意のあまり、大胆にも、こう言おうとしているのだよ——国家がこの哲学という仕事を扱う仕方は、現状とま 
ったく反対でなければならない、とね」 

「どのような意味で、でしょうか？」 

「現状では」とぼくは言った、「哲学を手がける者があるとすれば、そういう人たちは、やっと子供から若者 
になったばかりのころ、家を持って生計を立てるようになるまでのあいだに、哲学の最も困難な部分に近づいて 
みたうえで離れ去ってしまう。そんな連中が、いちばんよく哲学を学んだ人たちと見なされて いるよう な ありさ 
まなのだ。最も困難な部分というのは、論理的な議論にかかわる部分のことだがね。 —— そしてそれから以後は、 


1これに相当することは、日. 412 A 〜 414 A や IV . 423 E ているょぅに、じゅぅぶんに明確に語られたわけではない。 
などで触れられていたが、しかしソクラテスがつぎに言っ 
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もし招かれてほかの人々のそういう議論の聴き手■になることを承諾でもすれぱ、それで大したことをしたつもり 

になっている。哲学的な議論などは、片手間のこととしてなすべきだと思っているわけだからね。最後に、老年 

になると、ほんの少数の例外をのぞいて、彼らの内なる火はすっかり消えて しまう。 もう 二度と 点火されること 

( 1 ) 

がないだけ、ヘラクレィトスの太陽よりもずっと完全にね」 

—1では、本来はどのようにすべきなのでしょうか？」と彼は言った。 

「まったく正反対のやり方でなければならない。若者や子供のころには、若い年ごろにふさわしい教養と哲学 
を 手がけるべきだし、身体が成長して大人になりつつあるあいだは、身体のことにとくによく配慮して、哲学に 
奉仕するだけの基礎をつくらなければならない。年齢が長じて、魂の発育が完成期に入りはじめたならば、こん 
どは、そのほうの知的訓練を強化すべきである。そして、やがて体力が衰えて、政治や兵役の義務から解放され 
たならば、そのときこそはじめて、聖域に草食む羊たちのように自由の身となり、片手間の慰み ごとを のぞいて 
は他の一切を投げうって、哲学に専心しなければならない。そうしてこそ人は幸せに生きることになり、死んで 
のちはあの世において、自分の生きてきた生のうえに、それにふさわしい運命をつけ加えることになるだろう」 

I 二 

「なるほどこれは」とアディマン トスは 言った、 「まことに 熱意に満ちた話しぶ りと お見うけします、 ソクラ 
テス。しかし、私は思う.のですが、聞いている多くの者たちは、あなたを さらに 上 まわる 熱意をもって反対し、 
なるほどそのとおりだなどとはけっして考えないでしょう。 トラ シュマコスなどは、さしずめその^?赶緣でしょ 
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うがね」 

「ぼくとトラシ ュマ コスを 仲違いさせようとしてはいけないね」とぼくは言った、「せっかく、 さっき 仲よし 
D になったところなのに。もっともそれ以前だって、けっして敵どうしだったわけでもないがね。われわれとして 
は、この トラ シュマ コスを も、その他の者たちをも説得してしまうまでは、あるいは少なくとも、この人たちが 
次の世に生まれかわって、いまと同じような議論をすることになったときのために、何ほどか役に立つことをし 
てやるまでは、けっして努力をゆるめないだろう」 

「次の世とはまた」と彼は言った、「少しばかり先のことをおっしゃるものですね！」 

「いやいや」とぼくは答えた、「それまでの時間などは無に等しいようなものだ——全永劫の時間を前にして 

はね。それはともかく、多くの人々がわれわれの言うことを納得しないのは、少しも驚くにあたらない。なにぶ 

ん にも 彼らは、いま論じられて いるよう なことが実際に行なわれたのを、一度 も 見たことがないのだからね。彼 

E らがはるかによく慣れ親しんでいるのは、むしろ、 ちょうどいまのぼくの 言い方の ように 互いに相似た言葉が並 

( 2 ) 

ぶよう、わざと工夫した語り方なのだ。いまのように自然にそうなったのではなくてね。しかし彼らは、『等し 

などの修辞家たちは、このように文末に類似音をそろえ、 
等しい長さの句を並べるなどの技巧を得意として、これを 
哲学教育の有力な手段として教えた。次の「等しくする」 
「似させる」も、こうした修辞学上の術語との関連で言わ 
れている。 


1 「太陽は 日に 新し」 (； Fr . 6, DK .) といぅヘラクレイトスの 
言葉が、念頭に置かれている。 

2 ソクラテスの言葉のなかの「論じられている」(レゴメノ 
ン) と 「実際に行なわれた」(ゲノ メノン)は、自然の語呂合 
せと なっている。当時、ゴル ギア スの弁論術の流れを汲む 
イソクラ テス (プラトンのアカデメイアと並ぶ学校設立者) 
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柳 くす る』 とか『似させる』とかいっても、実際の人間がその言行において、徳の理想にできるかぎり等しくなり、 
499似るようになって、同じそのような国において支配しているのを、一人にせよ多数にせよ、かつて一度も見たこ 
とがないのだ。あると思うかね？」 

「いいえ、けっして」 

「かといって、君、言葉のほうにしても、高尚で自由な討論——知ることを目指し、あらゆる努力をつくして 
ひたすら真実だけを追求するような討論、そして、法廷においても個人的な集まりにおいてもただもっぱら思わ 
くや口論を目標とする、手のこんだ論争技術めいたものは、いっさい敬遠するような討論のことだが——そうい 
う討論となると、彼らはあまり聞いたことがないのだ」 

「その点もまた、おっしゃるとおりです」と彼は言った。 

( 1 ) 

B 「こういった事情があればこそ」とぼくは言った、「またそれを予測したからこそ、われわれはあのとき、 

れながらも真実の力に強制されて、次のように言ったのだ—— 

さっき言ったような哲学者たちが、つまり、今日役立たずと呼ばれてはいるが、けっして碌でなしではないと 
ころの数少ない哲学者たちが、何らかのめぐり合せにより、欲すると欲しないとにかかわらず国のことを配慮す 
るように強制され、国のほうも彼らの言うことを従順に聞くように強制されるのでなければ、あるいは、現に権 
力の座にある人々なり王位にある人々なりの息子、ないしはその当人が、何らかの神の霊感を受けて、真実の哲 
C 学への真実の恋情に取りつかれるのでなければ、それまでは国家も、国制も、さらには一個人も同様に、けっし 
て完全な状態に達することはないだろう、と。 


恐 
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いま言った二つの条件のうち、どちらか一方、もしくは両方ともが、実際には実現不可能であると考える根拠 
はまったくない、とぼくは主張したい。もしそうなら、われわれは、たんなるむなしい祈りにしかすぎないよう 
な説をなす者として、正当に嘲笑されてしかるべきだろうからね。そうではあるまいか？」 

「そうです」 

「だから、もし第一級の哲学者が、国家のことを配慮するように何らかのかたちで強制されるということが、 
過ぎ去った無限の時間のあいだにかつて起ったことがあるか、あるいはどこかギリシア以外の、われわれの目の 
D とどかぬ遠い土地で現に行なわれているか、あるいは将来起ることがあるとするならば、われわれはこの点につ 
いて、すすんで強く論じ主張する用意がある——これまで語られてきたような国制は、このムゥサの女神〔哲学〕 
が一国を支配したときにこそ実現したし、実現しているし、実現するであろう、と。なぜなら、そのような国の 
あり方は、それ自体けっして不可能ではないし、われわれも不可能なことを語っているわけではないのだからね。 
ただその実現が困難であるということは、われわれ自身も容認しているところだ」 

「私もおつしやるとおりだと思います」と彼は答えた。 

「だが多くの人々はそうは思わないと、こう言うつもりかね？」とぼくはたずねた。 

「ええ、たぶん」と彼。 

E 「ねえ、君」とぼくは言った、「大衆というものをそう無下に悪く言うものではないよ。彼らにしても、君が 


1 V . 473 c ~ p . 
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1彼らと争うつもりでなく、穏やかに言い聞かせる気持で、学問愛好に対する偏見を解いてやり、君の言う〈哲学 
500 者 > とはどういう人々のことかを教えてやるならば、そして、彼ら自身が考えているような連中のことを君が言 
っているのだと思われないために、哲学者たちの自然的素質やその仕事のことを、さっきのようなやり方でちゃ 
んと規定してやるならば、きっと意見を変えることだろう。それとも君は、たとえ彼らが君の説明どおりの見方 
をするとしても、違った意見をもち、違った答をするようにはならない と、 言うつもりか(似？いったい、«こ 
せよ、自分自身が悪意のない穏やかな者でありながら、怒ってもいない者に対して怒ったり、悪意のない者に対 
して悪意をもったりすると思うかね？ぼくとしては、君が答えるより先に言っておくが、そんなにまでとデと 
げしい性格は、一部少数の人々にだけ見られるところであって、|般大衆のなかにはないと考える」 

「もちろん私も同じ考えです」と彼は言った。 

B 「ではまさにこの点についても、君は同じ考えだろうか？ほかでもない、多くの人々が哲学に対してきつく 
当ることのそもそも e 責任は、そ q 柄でもな，：；，のに—から人り二んできた、あ®騷連中に—というこ 
とだ。彼らは、お互いに罵り合い、喧嘩腰であって、いつも世間の人間たちのことばかり論じるという、 およそ 
哲学には最もふさわしからぬことをしている」. 

「まったくです」と彼。 

I 三 

「じっさい、アディマントス、いやしくもほんとうにみずからの精神を囊在のもとに置く者なら ば、目を下 
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クほうに*^けて1俗事に気をとられ、人間たちと争って嫉妬と悪意で心をいっぱいに する ような、そんな暇な ど 
は、けっしてないだろうからね。いや、彼は、整然として恒常不変のあり方を保つ存在に こそ目を 向け、それら 
が互いに不正をおかしおかされることなく、すべて秩序と理法に従うのを観照しつつ、それらの存在に みずから 
を似せよう、できるだけ同化しようとつ とめる ことに、時を過すだろう。—そもそも、人が尊#の気持を もっ 
て何ものかと共に生きるとき、そのものを真似しないでいられると S うかね？」 

「い V え、そうせずにはいられないでしょう」と彼は言っ」』 0 

「したがって、哲学者は、神的にして秩序あるものと共に生きるのであるから、人間に可能なかぎり神 的で失 
序ある人となる。ただ、中傷というものは何ごとにつけても、いろいろとたくさんなされるものだけれどもね」 
「まったくそのとおりです」 

「そこで」とぼく は言った、「もし哲学者が、 そのように自己自身を形づくることにとどまらず、真実在の世 

界にお L て目にするものを人間たちの品性のなかに-私的にも公的にも-つくりこむという仕事を、ひとつ 

の強制的な義務として課せられるとしたならば、はたして彼は、〈節度〉や 〈正義〉 その他、 民衆がもちうるすべて 
の徳の、拙劣なつくり手となるだろうと思うかね？ L * 

「いいえ、とんでもない」と彼は言った。 

「一般の多くの人々にしても、われわれがこうして哲学者について語つている事柄がほんとうで—と気がつ 


1500>2-4の文を削除しない。アダムやショ丨リィとともに、> 3において&1〇0 ^:|(ぎ屋と読む〇 
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くならば、それでもなお哲学者たちにきつく当り、われわれの説を信じないままでいるだろうか I 神的な模範 
(範型)を用いて描く画家たちが一国の輪郭をかたどるのでなければ、国家はけっして幸せになることはできない 
だろうという、このわれわれの説を？」 

「気がつきさえすれば、きつく当ることはないでしょう」と彼は言った、「しかしおっしゃるような、一国の 

輪郭をかたどるというその仕事は、どのようなやり方でなされるのでしょうか？」 

「彼らはその仕事にあたって」とぼくは言った、「いわば画布に相当するものとして、国家と、人間たちの品 

性とを受け取ったうえで、まず第一に、その画布の汚れを拭い去って浄らかにするだろう。これがそもそも、容 

易ならぬ仕事なのだ。だがいずれにせよ、君も知るように、彼らはすでにまずこの点において、他の者たちとは 

違うと言うべきだろう。すなわち、相手が一個人にせよ、国全体にせよ、これを清浄な状態で受け取るか、ある 

いは自分自身で清浄にするか、どちらかでなければ、それまではけっして手を着けようとせず、法を起草しよう 

( 1 ) 

ともしないという点においてね」 

「そしてそれは正しい態度です」と彼は言った。 

「そのつぎに彼らは、国制の形態を下書きするだろうとは思わないかね？」 

「ええ、そのとおりです」 

「それから、思うに、その仕事を仕上げて行きながら、彼らは、真実在(本性)としての《正〉や〈美〉や〈節度〉や 

すべてそれに類するもの.のほうに目を向けるとともに、他方こんどは、人間たちのなかにつくりこもうとしてい 
( 2 ) 

るその写しのほうに目をやる、というふうに、何回となく両方を交互に見つめることだろう。画家がさまざまの 
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色を混ぜ合わせて肉色をつくり出す ように、 人間の営みと仕事の さまざまの 要素を混ぜ合わせては、 そこに人間 

の似姿をつくり出そうとするだろう。かの模範像-ホメロスも、それが人間たちのうちに見出さ^たとき『神 

( 3 ) 

の似姿』『神の似像』と呼んだところのもの-を範として、それにもとづいて判断しながらね」 

「正しいやり方です」と彼は言った。 

「そして、思うに、そのある部分を消し、ある部分はふたたび書きこむ というよう にしていって、 最羑二 は、 
人間の品性を、人間の品性として可能なかぎり神に愛される性格のものに、できるだけの力を つくしてつくり 上 
げるだろう」 

「それは」と彼は言った、「このうえなく美しい絵になることでしょうね」 

「さあ、これでわれわれは」 とぼく は言った、「われわれを目がけてはげしい勢いで押し寄せて くると 君が言 

( 4 ) 

つていた連中を、何とか説得することができるだろうか？彼らは、そんなやつに国を委ねるのかと怒ったが、 
あのときわれわれが彼らに推奨したのは、実はこのようにして国家のあり方を描く画家なのだ、と言ってね。 ど 
うだろう、彼らはいま、このことを聞いて、いくらか穏やかになって くれる だろうか？」 

「いくらかどころか」と彼は言った、「ずっと穏やかになるでしよう。聞きわけが ありさえ すれ£」 


1 VE . 540 W 〜541 A において、このょぅな「清浄」化のた いる読み方に従ぅ0 

めの具体的措置について触れられている。この点について 3 『ィリアス」第一卷一三一行、『ォデュッセィア』第三卷 

はさらに、 『法律』 V . 735 B 〜 736 C を 参照。 四 一六行など。 

2 テクスト (501 W 3) はアダムやシヤンブ リィの 採用して 4 V . 473 E 〜474 A を見ょ0 
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「じっさい、彼ら.にしても、どの点に異論を申し立てることができるだろう？哲学者とは、実在と真理を愛 
する者ではないとでも言うのだろうか？」 

「そんなおかしな話はないでしょう」と彼。 

「それなら、われわれが述べたような哲学者の自然的素質が、最善のものと親近性をもっているということを、 
否定するのだろうか？」 

「それも不可能です」 

「ではどうだろう——そのような自然的素質が自分にぴったりと適合した仕事を与えられたとき、いやしくも 

何らかの素質がそうなるとすれば、まさにこのような自然的素質こそは、すぐれた性格、哲学的な性格として完 

( 1 ) 

成されるだろうということ、このことを否定するのだろうか？ それとも、われわれが排除したような人たちの 
ほうが、むしろそうなるな どと 主張するだろうか？」 

「むろん、そんなはずはありません」 

「とすれば、哲学者の種族が国の支配者となるまでは、国家にとっても、国民にとっても、禍いのやむときは 
ないだろうし、われわれが言葉によって物語っている国制が事実において完成されることもないだろう、とわれ 
われが言うのに対して、彼らは、なおも怒りつづけるだろうか？」 

「たぶん」と彼は言った、「彼らの怒りは減ることでしょう」 

「減るなどと言わずに」とぼくは言った、「すっかり納得して完全におとなしくなる、と言ってやるべきでは 
ないだろうか。そう言われれば彼らとしても、他の理由はともかく、少なくとも恥ずかしくなって、われわれに 
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同意することだろうからね」 

「たしかに！」と彼は言った。 

一四 

「さあそれでは」とぼくはつづけた、「彼らのほうは、この点をすっかり納得してくれたものとしょう。とこ 
ろで、王位や権力の座にある人々の子供に、哲学的な素質をもった者がたまたま生まれてくるという可能性はな 
いと言って、その点で異論を申し立てる人が誰かいるだろうか？」 

「一人もいるはずがありません」と彼は言った。 

「では、そういう素質に恵まれた者が生まれたとしても、どっちみち必ず堕落してしまう、と言い切ることが 
誰かにできるだろうか？堕落から救われるのが困難だということは、われわれもまた認めるところだ。しかし、 
そういう者すベてのうち、ただの一人として、全永劫の時間のなかのいついかなるときにも、けっして救われる 
ことはありえない、などというようなことを申し立てる人が、誰かいるだろうか？」 

「どうしてそんなことが言えましよう？」 

「けれども」とぼくは言った、「そのように堕落をまぬかれる者が一人だけでも出て、自分に服従する国家を 
もつならば、現在不可能と思われていることのすべてを実現するのに充分なのだ」 


1 4 004 B~D を参照0 
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「たしかに，そうですね」と彼は言った。 

「というのは、われわれが述べてきたょうな法律や制度を支配者が制定するならば、国民がすすんでそれを行 
なうということは、不可能であろうはずがないからね」 

「むろん不可能であるわけがありません」 

「さらに、われわれが善いと思って決めたとおりの事柄を、他の人もそう思って決めるということが、何か不 
思議で不可能なことだろうか？」 

「いえ、そうは思いません」と彼。 

「しかるに、われわれの考えた制度は、実現可能でありさえすれば最善のものであるということは、すでにこ 
れまで、じゅうぶんに述べたところだとぼくは思う」 

「ええ、たしかに」 

「そうするとどうやら、この立法の問題についていまわれわれに結論できることは、われわれの案は、もし実 
現できれば最善のものである、しかるにその実現は、困難ではあるけれどもけっして不可能ではないと、こうい 
うことになるょうだ」 

「たしかにそういうことになります」とアディマントスは答えた。 

I 五 

「それでは、この点はやっとこれで片がついたわけだから、つぎに、残された問題を論じなければならない。 
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それは、こういう f ;'.]® だった。-われわれの PI 制の守り- T - となるべき者たちは、どのようなやり方で得られ、 

何を学び何を業とすることによって育成されるか、また、それぞれ何歳ぐらいのときに、それぞれの学問にたず 
さわったらよいか」 

「ええ。たしかにその問題を論じなければなりません」と彼は言った。 

「ぼくの悪知恵も、何もならなかったことになる」とぼくは言った、「さっき、妻女の所有という厄介な問題、 

子供つくりのこと、支配者たちの任命については、完全な真実は人の感情を害し、実現 も 困難 だと 知っていたの 
1 ) 

で、省略し ようとした のだが……。それなのに、いまになってやはり、 そうした 問題を論じなければならない 羽 
目になったのだからね。妻女と子供の問題のほうは、すでにけりがついているが、支配者たちのことは、はじめ 
からやり直すつもりになって、これから追求して行かなければならないのだ。 

{ 2 } 

ところで、君が憶えていてくれるなら、支配者たちのことについて、われわれはこういうことを言っていた。 
支配者となるべき者たちは、いろいろの快楽や苦痛のなかで験されて、愛国者であることが証明されなければな 
らない。そしてその信条を、たとえ労苦にあおうと、恐怖にあおうと、その他どのような運命の変化にあおうと、 
けっして棄て去らないということが、証明されなければならない。それができない者は、候補からはずすべきだ。 
ちょうど火のなかで験される純金のように、いついかなる場合にも純粋無垢であることがわかった者をこそ、支 

1 IV . 423 EJ 424 A , V . 449 C を参照。妻女と子供の問題は、 後者の問題は、これからもう一度、その妒阶教育に全面的 
国家の中枢である支配者(守護者)の育成•任命の問題と、 な力点を置かれて再考察されることになる。 

不可分の関連のもとにとらえられていたといえる。そして 2 日. 412 C ~414 A を見よ。 
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{ 503 ) 


配者として立て、生きているあいだも死んでからのちも、恩典と褒賞を与えなければならない、と。 

さきほどの論点は、だいたいこんなところだった。そのあとでわれわれの議論は、いまやわれわれの眼前にあ 
ること〔哲人王の問題〕を喚び起すのをひたすら恐れて、顔をかくすようにして横へそれて行ったのだが」 
「おっしゃるとおりです」と彼は言った、「憶えていますよ」 

「それというのも、君」とぼくは言った、「いましがたやっとの思いで宣言されたことを、あのときは口にす 
るのがためらわれたからなのだ。しかしいまは、このことを宣言するだけの勇気が、われわれに完全に与えられ 
たものとしよう —— すなわち、われわれの任命する最も厳密な意味での守護者たちは、哲学者でなければならぬ、 
とね」 

「ええ、その 点は言われた ものとしましょう」と 彼は答えた。 

「それでは、そういう人たちがいかに少数しか出てきそうにもないか、考えてくれたまえ。というのは、彼ら 
がそなえていなければならない自然的素質としてわれわれの挙げたものが、全部いっしょに集まって生まれてく 
るのは、まれにしかないことであって、大ていは、ばらばらに分かれて生まれて くる ものだからだ」 

「それは、 どういう 意味ですか？」と彼はたずねた。 

r ものわかりがよく、記憶がよく、頭の回転がはやく、鋭敏で、その他これに類する素質をもっていて、さら 

に血気さかんで気宇壮大であるといった人たちは、君も知るとおり、静かで物堅い生活を几帳面に送ろうとする 

( 1 ) 

ような 性質には、なかなか生まれついてはこないものなのだ。そういった人たちは、鋭敏であるがゆえに、時と 
次第でどこへでも突っ走って行く。およそ堅実なところなど、彼らからすっかりなくなってしまう」 
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「おっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「他方また、そのような堅実で容易に変動しない性格はといえば、これはもっと信頼して使えるだろうし、戦 
争において恐怖に直面しても容易に動じることがないけれども、こんどは学習に対しても同じ反応をするものだ0 
つまり、麻痺状態におちいってしまったように、容易に動かず、ものわかりが鈍くというわけで、何かその種の 
苦労に堪えぬかなければならないようなときには、居眠りやあくびばかりしていることになる」 

「そのとおりです」と彼。 

「しかしわれわれの立場からいえば、彼らはその両方の性格をよく立派に分けもっていなければならないので 
あって、そうでないかぎり、その者は最も厳格な教育にあずかることも、名誉や支配の地位にあずかることも許 
されないのだ」 

「正しい主張です」と彼。 

「そのような性格は、まれにしか出てこないだろうと思わないかね？」 

「そう思わないわけには行きません」 

( 2 ) 

「だからこそ、先にわれわれが言っていたようなさまざまの労苦や、恐怖や、快楽のなかでよく検査しなけ ix 
ばならないわけだし、さらにはまた、さっきは省いたことをいま言うとすれば、多くの学業のなかでも訓練しな 
ければならないのだ-はたして最大の学業にもよく堪えうるような自然的素質であるか、それとも、ちょうど 


1テクスト (503 C 3-4) はアダムに従ぅ。 2 日. 413 B 〜 414 A を見ょ0 
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504 


さまざまの競技において怖気づく人たちがいるように、この学業のなかで怖気づいてやめてしまうことになるだ 
ろうかと、観察しながらね」 

「たしかに、そのようにして観察しなければなりません」と彼は言った、「しかし、最大の学業とおっしゃる 
のは、いったい何のことなのでしょうか？」 

I 六 

「多分君は意えているだろうが」とぼくは言った、「われわれは、魂における三つの種類のものを区別したうえで、 

I (2) 

そこから《正義〉と〈節制〉と〈勇気〉と〈知恵〉について、それぞれが何であるかということを結論したのであった」 

「ええ、もし憶えていなかったら」と彼が言った、「これから後のことを聞く資格はないでしょうからね」 

「その前に言われたことも、きっと憶えているだろうね？」 

「とおっしゃると、どんなことでしたかしら？」 

( 3 ) 

「われわれはたしか、こう言っていたはずだ。——それらの徳の何であるかをできるかぎりよく見てとるため 
には、別のもっと長いまわり道が必要なのであって、そのまわり道を通って行けば、それらははっきりと明らか 
になるはずであるけれども、しかしそれまでに語られてきた事柄と同列の証明をつけ加えることなら、そのまま 
の 一.了き方でもできるだろう、とね。そうしたら君たちは、それで充分だと答えた。そこでそういう了解のもとに、 
あのときのことは語られたわけだが、それはどうもぼくには、厳密さに欠けるように見えた。しかし君たちには 
あれで満足に見えたかどうかは、君たちから言ってもらわなければね」 
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「ええ、少なくともこの私には、充分な程度に満足できるものに思われました」と彼は答えた、「いや他の諸 
君にしても、みなそう感じていたのです」 

「しかしね、君」とぼくは言った、「充分な程度にといっても、こういう重大な事柄については、それをはか 
る尺度そのものが、少しでも真実のあり方に不足する不完全なところがあるならば、けっして充分な程度(よく 
尺度に適っている)ということにはならないのだ。なぜなら、およそ不完全な尺度などというものは、何ごとの 
尺度にもなりえないのだから。それがしかし、時によってある人々には、もうこれで充分だ、これ以上探求する 
必要は少しもない、というように思われることもあるのだがね」 

「ええ、それはもう」と彼は言った、「たくさんの人が怠け心から、そういう気持になるものです」 
「ところがそういう気持こそ」とぼくは言った、「国家と国法を守護する者にとっては、何よりもふさわしか 
らぬものなのだ」 

「まあ当然そうでしようね」と彼。 

「それならば、君」とぼくは言った、「そういう任につく者は、もっと長いほうのまわり道を進まなければな 
らない。そして体育で苦労するのにおとらず、学業においても苦労を積まなければならないのだ。そうでなけれ 
ば、いまも言っていたように、その本分に最もふさわしい最大の学業の終極にまで到達することは、けっしてあ 

1 テクストはアダム、ショ—リィ、シャンブリィなどと共 れにもとづいた四つの徳の規定は！ V . 4410 sqq . において 
に、504 A 1 において & AAOIS の代りに gAols ( orelli ) を読む。 なされた。 

2 魂の三部分の区別は！ V . 436 Asqq . においてなされ、そ 3 IV . S 5 D 皇よ。 
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りえないだろう」 

「とおっしゃると」と彼は言った、「いままでのはまだ、学ばなければならない最大のものではないということ 
ですか？(正義〉その他われわれが論じてきたものよりも、もっと重大なものが何かあるというのでしょうか？」 

「もっと重大なものがあるというだけではない」とぼくは答えた、「さらに、これまでの〈正義〉その他のものに 
しても、いまのように、ただその下図を眺めているだけではいけないのであって、それを最も完全に仕上げるこ 
とも、なおざりにしないようにしなければならないのだ。いったい、ほかの大した価値のないものの場合には、 
できるだけ正確にできるだけ明晰に知ろうと全力をあげて緊張努力するのに、他方、最も重大な事柄については、 
それにふさわしい最大限の正確さを要求しないというのは、おかしなことではないだろうか？」 

「大いにおかしなことです」と彼は言った、「しかし、いったいあなたは、あなたが最大の学業と言われるも 
のが何であるか、またその学業は何に関わるものなのかをあなたにたずねないままで、あなたを放免する人が誰 
かいるとお考えですか？」 

「いや、けっして」とぼくは言った、「さあ、君もまたたずねたまえ。どっちみち君は、たしかにそれを一度な 
らず聞いたことがあるのだが、いまはそれに気づかないのか、あるいは、またしても、しつこくつかまえてぼく 
を困らせてやろうという魂胆なのか、どちらかなのだ。ぼくの思うには、きっと後者のほうだろう。げんに君は、 
<善>の実相(ィデア)こそは学ぶべき最大のものであるということは、何度も聞いているはずだからね——この 
<善>の実相がつけ加わってはじめて、正しい事柄もその他の事柄も、有用.有益なものとなるのだ、と。 

いまも君は、ぼくがそのことを言おうとしているということを、だいたい承知しているに違いないのだ—ま 
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たそれに加えて、われわれはこの <善〉の実相をじゅうぶんに知ってはいないのだと、ぼくが言うはずだとい うこ 
ともね。しかるに、もしわれわれがそれを知っていないとしたら、それなしに他の事柄をたとえどれほど よく 知 
っていたとしても、君も承知のとおり、それはわれわれにとってまったく何の役にも立たないことになるのであ 
って、それはちょうど、何かあるものを所有していても、善いことがなければ何の足しにもならないのと同じこ 

となのだ。-それともどうかね、ありとあらゆるものを所有していても、しかしその所有が善い 0 T 有でないと 

したら、何かの足しになると君は思うかね？あるいは、善を抜かして他のすべての事柄に知恵をもちながら、 
美しいもの•善いものについては何の知恵もないとしたら？」 

「ゼゥスに誓って、けっして何の足しにもならないと思います」と彼は答えた。 

一七 

「ところでまた、君はこういうことも知っているはずだ、——その〈善〉とは、多くの人々には tt ' 4 のことだと 
思われているし、他方、もう少し気のきいた人々には知恵のことだと思われている、ということをね」 

参照。 

2 これは、ソクラテス(クセノボン『ソクラテスの思い出』 
四の五の六参照)やアンティステネスの見解と符合する。 
同時にまた、プラトンの初期対話篇にしばしば表明されて 
いる見解でもある。たとえば『ラケス』1990、『メノン』 
8 SA 〜 S 9 A などを参照0 


1 これは、アリスティッボスをはじめとするキユレネ学派 
の説として知られるが、しかし特定の人物や学派の見解と 
みなす必要はない。ここで言われて いるとおり、 「多くの 
人々」は漠然とにせよ、快をもって善(よい こと) と考えて 
いる。『ピレボス』はこのよぅな快楽主義の批判をテーマ 
としている。なお違った意味で『ブロタゴラス』351 wsqq . 
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「ええ、もちろん.」 

「それからまた、友よ、後者のように考える人々は、その知恵とはいかなる知恵のことなのかを示すことがで 
きないで、しまいには、《善〉を知る知恵がそれなのだ、などと言わざるをえなくなるということもね」 

「ええ、まったくおかしなことにですね」と彼は言った。 

「じっさい、これがおかしくなくてどうしよう」とぼくは言った、「〈善〉を知らないといってわれわれを非難 
しておきながら、こんどは逆に、まるでわれわれがそれを知っているかのような説をなすとはね。何しろ彼らは、 
それ〔善〕は善の知恵であると主張することによって、あたかも自分たちがこの『善』という名を発音すれば、こ 
んどはわれわれが彼らの言うことを理解できるかのように扱ってくれるのだから」 

「まったくおっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「では、快楽をもって善であると規定する人々のほうはどうだろうか。よもやもう一方の人々よりも、考え方 

の迷いが少ないとはいえないだろうね？——この人たちも、快楽には悪い快楽があるということを認めざるを 

1 ) 

えないことになるのではないかね？」 

「ええ、どうしても」 

「そうすると、思うに、彼らは同じもの〔快楽〕が善いものでもあるし、他方ではまた悪いものでもあることを 
認めるという結果になるわけだ。そうだろう？」 

「そういうことにならざるをえません」 

「こうして、《善〉については意見の違いが大きく、多くの論争があることは明らかだね」 
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「ええ、むろん」 

「しかしどうだろう、この点は明らかとはいえないだろうか？——すなわち、正しいことや美しいこと(見ば 

えのよいこと)の場合は、そう思われるものを選ぶ人が多く、たとえ実際にはそうでなくても、とにかくそう田心か 

れることを行ない、そう思われるものを所有し、人からそう思われさえすればよいとする人々が多いだろう。し 

かし善いものとなると、もはや誰ひとりとして、自分の所有するものがただそう思われていると、，うだけでは ffi 

足できないのであって、実際にそうであるものを求め、たんなる思われ(評判)は、この場合にはもう誰もその面 
( 2 ) 

値を認めないのではないか」 

「大いにそのとおりです」と彼は言った。 

「こうして、すべての魂がそれを追い求め、それのためにこそあらゆる行為をなすところのもの、——それが 
たしかに何ものかであると予感はしながらも、しかし、そもそもそれが何であるかについては、魂は困惑してじ 
ゅうぶんに把握することができず、さらに他の事柄の場合のように、動かぬ信念をもつこともできないでいるも 

の、 -そしてまさにそのために、そういう他の事柄についても、そこに何か役に立つものがあったとしても、 

とらえそこなうことになってし まう のだが、——じつにこのような性格の、このように重大なものにつ、，て、わ 
れわれが万事を委ねるところの、国家における最もすぐれた人々までもがそのように不明のままであってよハと、 

1『ゴルギアス』495 A 〜 499 C におけるカリクレスの立場 「見ばえがよい」などの場合と違って、たとえば、、くら 
を参照— 人から幸福だと思われても、実際に自分が幸福でなければ 
2 「善い(幸福である、為になるごの場合は、「正しい」 何もならない、ということ。 
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はたしてわれわれは言ってよいものだろうか？」 

「いいえ、とんでもないことです」と彼は答えた。 

「少なくともぼくはこう思うのだが」とぼくはつづけた、「いろいろの正しい 事柄 や美しい 事柄は、 それらが 
そもそもいかなる点で#'いものであるのかが知られないでいるならば、それを知らない人を自分たちの守護者と 
してみても、 あまり 大した価値のある守護者をもつことにはならないだろう。その点を知らないうちは、何びと 
もそれら正や美をじ V うぶんに知ることができないだろうと、ぼくは予測するのだ」 

「あなたの予測は見事に当るでしょう」と彼。 

「それならば、われわれの国家のあり方は、いま言った点をしっかりと知っている者が、守護者としてこれを 
監督 するとき にはじめて、その完全なる秩序が確保されることになるのではないか？」 

-八 

「それは動かぬ結論です」と彼は言った、「しかし、ソクラテス、いったいあなた自身は、〈善〉は知識である 
と主張なさるのですか、それとも快楽であると主張なさるのですか？ あるいは、これら以外の他の何かである 
とおっ しゃるのですか？」 

「この男が！」とぼくは言った、「この問題について他の人々の考えるところに君が満足できないだろうとい 
うことは、 もう さっきから、ありありと君の顔に書かれてあったよ」 

「それはこちらとしましても、ソクラテス」と彼は答えた、「どうも、他人の考えはいろいろと言うことがで 
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きるのに自分自身の考えは言えないというのは、正しいこととも思えません - R らね。とくにそれだけ長 I 間、こ 
うした問題について苦労してきたお人の場合はね」 

c r しかしどうだね」とぼくは言った、「自分の知らない事柄について、あたかも知っているかのように語るの 
が正しいことだと、君は思うのかね？」 

「いいえ、けっして正しいこととは思いません」と彼は言った、「知っているかのように語るのはね。——し 
かし、自分の思っていることを、そのままただ自分の思うところを述べるというかたちでならば、当然話す気に 
なってしかるべきでしょう」 

「何だって？」とぼくは言った、「知識を欠いた思わくというものはどれもみな醜いものだということを、君 
は感じたことはないのかね？それの最上のものとても、いわば盲目なのだ。——それとも、知ることなしに思 
わくだけで何か本当のことに行き当たる人たちは、盲人がひとり歩きして、たまたま道を間違えないというのと、 
どこか違うように思えるかね？」 

「少しも違いません」と彼。 

「それなら君は、目は見えず体は曲っているという醜態を、わざわざ見物したいというのかね—ほかの人た 
D ちから明晰で美しい話を聞くことができるのに？」 

「どうか ゼゥスに誓って、 ソクラテス」 と、ここで グラゥ コンが言った、「まるでもう終りまで来てしまった 
ように 引き下がらないでください。私たちとしては、あなたが〈正義〉や〈節制〉その他について話された、あれと 
同じ仕方で〈善> についても説明してくださるなら、それで満足するでしょうから」 
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「それはもう、こ.のぼくにしても、君」とぼくは言った、「それができたら大いに満足だろうよ。しかしぼく 
にはできないだろうし、できないのに気持だけが先に立って不体裁を演じ、笑い者になることだろうと、それが 
心配なのだ。 

いや、幸福なる諸君よ、さしあたっていまのところは、〈善〉とはそれ自体としてそもそも何であるかというこ 
とは、わきへのけておくことにしよう。なぜなら、それをとにかくぼくが何であると思うかということだけでも、 
そこまでいま到達するのは、現在の調子ではぼくの力に余ることのように思えるからだ。そのかわり、〈善〉の子 
供にあたると思われるもので、〈善〉に最もよく似ているように見えるものを、もし諸君もそれでよいと思うなら、 
語ることにしたいのだ。だが、それではだめだということなら、やめておこう」 

「いや、どうぞ話してください」とグラゥコンは言った、「父親のほうのことは、いずれまた詳しく話してい 
ただいて、借りを返していただくことになるでしょうから」 

「ほんとうにそうしたいものだ」とぼくは言った、「そういう仕方でぼくは借りを返すことができて、君たち 
はそれを回収するということになればと思うよ。いまのように、ただ利子だけでなくてね。しかしとにかくいま 
は、ここにある〈善〉そのものの利子と子供を受け取ってくれたまえ。ただしよく気をつけて、ぼくがその利子の 
勘定に悪貨を支払ったりして、故意にではないにせよ、ひょっとして君たちをだますことのないように用心して 
くれたまえ」 

「できるだけ 用心し ましよう」と 彼は言った、「さあ、 とにかく 話して ください」 

( 1 ) 

「ではそのためにまず」とぼくははじめた、「さっきも話に出たし他の機会にもすでに何度も語られた事柄を 
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君たちに思い出してもらって、お互いの同意事項を確認しておかなければならない」 

「どのような 事柄についてでしょうか？」と彼は言った。 

「多くの美しいものがあり」とぼくは言った、「多くの善いものがあり、また同様にしてそれぞれいろいろの 
ものがあると、われわれは主張し、言葉によって区別している」 

「ええ、たしかに」 

「われわれはまた、《美〉そのものがあり、《善〉そのものがあり、またこのようにして、先に多くのものとして 
立てたところのすべてのものについて、こんどは逆に、そのそれぞれのものの単一の相に応じてただ一つだけ実 
相(ィデア)があると定め、これを〈まさにそれぞれであるところのもの〉と呼んでいる」 

「そのとおりです」 

「さらに また、われわれの主張では、一方のものは見られるけれども、思惟によって知られることはなく、他 
方、実相(イデア)は思惟によって知られるけれども、見られることはない」 

「まさにそのとおりです」 

「ところでわれわれは、見られるものを、われわれ自身の何によって見るのかね？」 

「視覚によってです」と彼。 


1 V . 475 E 〜 4 OO 0 A の議論を指す。——「他の機会」とは、 の他を念頭に置いて言われているとも解されぅる。 
『パィドン』(とくに 74 A 〜 D , 75 ciD , 78 Esqq . 参照)そ 
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「それならまた」 とぼく は言った、「聞かれるものを聴覚によって聞き、その他すベて感覚されるものを、他 
の感覚によって感覚するのだね？」 

「それに違いありません」 

「それでは」とぼくは言った、「君は、いろいろの感覚の作り主が、見ることと見られることに関わる機能を、 
どれだけ特別に贅沢なものとして作ったかということに、気づいたことがあるだろうか？」 

「いいえ、ぜんぜん」と彼。 

「それなら、次のことを考えてみたまえ。——聴覚と音声の場合、一方が聞き他方が聞かれるために、何か別 
の種族のものをさらに必要とするということがあるだろうか？ それが第三者としてそこになければ、聴覚は聞 
くこと ができず、音声は聞かれないことになる、というようなものが？」 

「何もありません」と彼。 

「またぼくの思うには」 とぼく は言った、「ほかの多くの感覚機能の場合にも——いかなる感覚機能の場合に 
も、とまでは言わないにしても——そのような別のものを何も必要としないのだ。それとも君は、何かそういう 
例を挙げることができるかね？」 

「いいえ、できません」と彼は答えた。 

「ところが、視覚とその対象に関わる機能は、そういうものを別に必要とするとい うこと に、思い当らないか 
ね？」 

「どのように必要とするのでしょう？」 
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「目の中にちゃんと視覚があり、それをもつ者が視覚を用いようとつとめても、そして見られるものには色ど 
りが現にあるとしても、しかし、本来まさにこの目的のために特別にあるところの第三の種族のものがそこに現 
在しなければ、君も知っているように、視覚は何ものも見ないだろうし、さまざまの色どりも見られないままで 
いるだろう」 

「その特別のものと言われるのは、いったい何でしょうか？」と彼は言った。 

「君が光と呼んでいるものだ」とぼくは言った。 

「それならおっしゃるとおりです」と彼。 

「してみると、見る感覚と見られる機能とを結びつけている絆は、他の感覚の場合の結びつきとくらべる と、 
そこにはたらく些細ならざるものの分だけ、一段と貴重なものだということになる——いやしくも光が無価値な 
つまらぬものではないならばね」 

「それはもう」と彼は言った、「どうして無価値なつまらぬものなどと言えましょう」 

一九 

「それでは君は、天空の神々のうちで とくに どの神を、そのことの原因であり、そのことを司る神として挙げ 
ることができるかね？ それの光がわれわれのために、視覚をして最もよ く 見る ように させ、見られるものが最 


1感覚のぅちでの視覚の優位については『パイドロス』 250 D 、 『ティマイオス』47 A を参照。 
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もよく見られるようにするものは、何だろうか？」 

「まさにあなたもほかの人々も、一致して挙げるものです」と彼は言った、「つまりあなたがおたずねになっ 
ているのは、むろん太陽のことでしょうからね」 

「ではその神に対して、視覚は本来こういう関係にあるのではないかね？」 

「どのような？」 

「視覚それ自身も、またそれがその中に宿るところの、われわれが目と呼ぶものも、そのまま太陽であるわけ 
ではない」 

「むろんそうではありません」 

「けれども、感覚器官のうちでは、最も太陽に似たものだと思う」 

「たしかに」 

「それにまた、目は自分のもつ機能を、太陽から注ぎこまれるようにしてまかなわれながら、所有しているの 
ではないかね？」 

「まったくそのとおりです」 

「そして、太陽のほうもまた、それがそのまま視覚であるわけではないが、しかし視覚の原因であり、視覚そ 
のものによって見られるのではないかね？」 

「そのとおりです」と彼。 

「それでは」とぼくは言った、「ぼくが〈善〉の子供と言っていたのは、この太陽のことなのだと理解してくれ 
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たまえ。<善〉はこれを、自分と類比的なものとして生み出したのだ。すなわち、思惟によって知られる世界にお 
いて、〈善〉が〈知るもの〉と〈知られるもの〉に対してもつ関係は、見られる世界において、太陽が〈見るもの〉と〈見 
られるもの〉に対してもつ関係とちょうど同じなのだ」 

「それはどのような意味でしょうか？」と彼は言った、「もう少し説明してくださいませんか」 

「目と いうものは」 とぼく は言った、「君も知っているように、もはやこれを、白昼の光が表面の色どりいっ 
ぱいに広がっているような事物には向けずに、夜の薄明りに蔽われている事物に向けるときには、ぼんやりとに 
ぶって、盲目に近いような状態となり、純粋の視力を内にもっていないかのようにみえるものだ」 

「大いにそのとおりです」と彼。 

「けれども、思うに、陽光に明るく照らされている事物であれば、はっきりと見えて、同じその目の内に純粋 
の視力が宿っていることが明らかになるのだ」 

「たしかにそうです」 

「それでは、同様にして魂の場合についても、次のことを心に留めてくれたまえ。——魂が、《真〉と〈有〉が照 
らしているものへと向けられてそこに落着くときには、知が目覚めてそのものを認識し、その魂は知性をもって 
いるとみられる。けれども、暗闇と入り混ったもの、すなわち、生成し消滅するものへと向けられるときは、魂 
は思わくするばかりで、さまざまの思わくを上を下へと転変させるなかで、ぼんやりとしかわからず、こんどは 
知性をもっていないのと同じようなことになる」 

「たしかにそういうことになります」 
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IE 「それでは、このように、認識される対象には真理性を提供し、認識する主体には認識機能を提供するものこ 
そが、<善> の実相(ィデア)にほかならないのだと、確言してくれたまえ。それは知識と真理の原因(根拠)なので 
あって、たしかにそれ自身認識の対象となるものと考えなければならないが、しかし、認識と真理とはどちらも 
かくも美しいものではあるけれども、〈善〉はこの両者とは別のものであり、これらよりもさらに美しいものと考 
えてこそ、君の考えは正しいことになるだろう。これに対して知識と真理とは、ちょうど先の場合に、光と視覚 
509を太陽に似たものとみなすのは正しいけれども、それがそのまま太陽であると考えるのは正しくなかったのと同 
じように、この場合も、この両者を〈善〉に似たものとみなすのは正しいけれども、しかし両者のどちらかで も、 
これをそのまま〈善〉にほかならないと考えるのは正しくないのであって、〈善〉のあり方はもっと貴重なものとし 
なければならないのだ」 

「あなたのお話ですと、それはまことに、はかりしれぬ美しさのものですね」と彼は言った、「知識と真理を 
提供するものでありながら、それ自身は美しさにおいてそれらを越えるものだとすれば。よもやあなたは、それ 
によって快楽のことをおっしゃっているわけではないでしょうからね」 

r 言葉をつつしみたまえ！」とぼくは言った、「それよりも次のようにして、それの似像となるものの考察を、 
さらに一歩進めてもらいたいのだ」 

B 「どのようにしてですか？」 

「ぼくの思うには、太陽は、見られる事物に対して、ただその見られる というはたらき を与えるだけでは なく、 
さらに、それらを生成させ、成長させ、養い育くむものでも あると、君は言うだろう ——ただし、それ自身がそ 
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のまま生成ではないけれども」 

「ええ、むろん生成ではありません」 

「それなら同様にして、認識の対象となるもろもろのものにとっても、ただその認識され ると いう ことが、 
〈善〉によって確保されるだけでなく、さらに、あるという こと •その実在性もまた、〈善〉によってこそ、それら 
のものにそなわるようになるのだと言わなければならない——ただし、〈善〉は実在とそのまま同じではなく、位 
においても力においても、その実在のさらにかなたに超越してあるのだが」 

二。 

するとグラゥコンは、大へんおどけた調子で言った、 

「アポロンの神よ、何という驚くべき超越であろうか！」 

「君のせいなのだよ」とぼくは言った、「《善〉についてぼくの思うところを、むりやりに語らせたのは君なの 
だからね」 

「ええ、いかにも。そしてけっして説明をやめてしまわないでくださいよ」と彼は言った、「ほかのことはと 
もかく、太陽と似ている点をあらためて詳しく話してください——もし何か言い残したことがおありならばね」 

1太陽は生成の世界に属するけれども、それが生じさせる が、寒のィデアによって実在性を賦与されている他の認 
事物が〈生成するもの〉であるのと同列の、同じ意味におけ 識の対象(ィデア)が〈実在〉であるというのと同列の、同じ 
る〈生成〉ではない。同様に〈善〉もそれ自身真の実在である 意味における〈実在〉ではない。 
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「いや、それはもう、じつにたくさんのことを言い残している」とぼくは答えた。 

「それなら、たとえほんのちょっとでも、省略していただいては困ります」と彼は言った。 
「それがぼくの思うには、とてもちょっとどころではすまないだろう」とぼくは言った、「しかし 
それでも、とにかくいま可能なかぎりのことは、わざと言い残すようなことはしないつもり だ」 
「ええ、 それはなりません」と彼。 

「それでは、次の ことを よく心に留めてくれたまえ」とぼくは話をすすめた、「われわれが言う 

ように、これら二つのもの〔〈善〉と太陽〕があって、一方は思惟によって知られる種族とその領域に 

君臨し、他方は見られる種族とその領域に君臨している。『見られる』(ホラートン ) と言ったのは、 

ここで『天空(ゥゥラノス)の』という言葉を使って、言葉(語源)の問題で学者ぶっていると君に思 
( 1 ) 

われたくないからだ。……まあそれはともかくとして、君はこうした二つの種類のものをわかって 
くれるだろうね——すなわち〈見られるもの〉(可視界)と〈思惟によって知られるもの〉(可知界) と」 
「ええ」 

「ではそれらを、一つの線分 〔 AB 〕 が等しからざる部分 〔 Ac 、 CB 〕 に二分されたかたちで思い 
描いてもらって、さらにもう一度、それぞれの切断部分を-すなわち、見られる種族を表わす部 

I (2) 

分 〔AC 〕 と 思惟によって知られる種族を表わす部分 〔 CB 〕 とを-同じ比例に従って切断して くれ 

たまえ。そうすると、 相互に比較した場合のそれぞれの明確 さと 不明確 さの 度合いに応じて、 まず 
見られる領域 〔 Ac 〕 においては、分けられた一方の部分 〔 AD 〕 は似像を表わす ものと して君に与え 
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510 られることになるだろう。ぼくが似像と言うのは、まず第一に影、それから水面にうつる像をはじめその他稠 
密で M らかで明るい構成をもった事物にうつる影像など、すべてこのようなもののことだ。わかってもらえるだ 
ろうね？」 

「ええ、わかります」 

「それから、もう一つのほうの部分 〔 DC 〕 を、いまの似像が似ている当のものを表わすものと、想定してくれ 
たまえ。つまり、われわれの周囲にいる動物や、すべての植物や、人工物の類いの全体のことだ」 

「承知しました」と彼。 

「はたして君はまた、この可視界の分けられ方が次のようになっていることも、承認してくれるだろうか」と 

ぼくは言った、「すなわち、ちょうど真実性の有無の度合いに応じて、〈思わくされるもの〉の〈認識されるもの〉 

I (3) 

に対する関係がそのまま、似像の原物に対する関係と等しくあるように分割されているということを」 


くないのだと、半ばたわむれに言ったもの。 

2 すなわち 、 AC : CW=AD : DC=CE : EW となるよぅに 
(図参照)。 

3 AC : CW = AD : DC といぅ関係を指す。これまで Ac は 
「見られるもの(領域ごと呼ばれてきたが、ここでは「思 

わくされるもの」という、より包括的な言い方で呼ばれて 
いる。「思わく」という言葉は同じ関連でさらに 511 D , VD . 
534 A に現われる。 


1太陽が「天空に君臨する」というのは自然の表現ではあ 
るが、そうすると「天空」は——「思惟によって知られる 

もの」との対比によって-「見られるもの」と同一視さ 

れたことになる。ところが、ちようどこのように「天空」 
( ouranos ) という言葉を「見る」(一一 Oran ) という言葉と結び 
つけてその語源を説明することが、一部の学者たちによっ 
て行なわれていたので(『クラテュロス』 396 W 〜〇参照)、 
ソクラテスは、それと同じような学のてらいと誤解された 
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IB 「ええ」と彼は言った、「たしかに承認しますと も」 

「ではこんどは、可知界の切り分けについても、それがどのように分けられなければならないかを、考えて く 
れたまえ」 

「どのように分けられなければならないのでしょうか？」 

「説明しよう。-それの一方の部分 〔 CE 〕 は、魂(精神)がそれを探求するにあたって、先の場合には原物で 

あったものをこの場合には似像として用いながら、仮設(前提)から出発して、始原へさかのぼるのでは なく 結末 
へと進んで行くことを余儀なくされる。これに対して、もう一方のもの 〔 EB 〕 の探求にあたっては、魂(精神)は 
仮設から出発して、もはや仮設ではない始原へおもむき、また前者 〔 CE 〕 で用いられた似像を用いる ことなし ( U 、 
直接〈実相〉そのものを用い《実相〉そのものを通じて、探求の行程を進めて行くのだ」 

「あなたのおっしゃることの意味が、私には充分よくわかりませんでした」と彼は言った。 

C 「よろしい、もう一度聞いてくれたまえ」とぼくは言った、「このことを前もって言っておけば、君の理解も 
前よりは容易になるだろうからね。——つまり、君も知っていると思うのだが、幾何や算数やそれに類する学問 
を勉強している人たちは、奇数と偶数とか、さまざまの図形とか、角の三種類とか、その他これと同類の事柄を 
それぞれの研究に応じて前提して、これらは既知のものとみなし、そうした事柄を仮設として立てたうえで、 こ 
れらのものについては自分自身に対しても他の人々に対しても、もはや何ひとつその根拠を説明するにはおよば 
D ないと考えて、あたかも万人に明らかであるかのように取り扱う。そして、これらから出発してただちにその後 
の事柄を論究しながら、最後に、自分たちがとりかかった考察の目標にまで、整合的な仕方で到達するの だ」 
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「まったくそのとおりです」と彼は答えた、「そのこと なら 知っています」 

「それならまた、このことも知っているだろう——彼らは目に見える形象を補助的に使用して、それらの形象 
についていろいろと論じるということを。ただしその場合、彼らが思考しているのは、それらの形象についてで 
はなく、それを似象とする原物についてなのであり、彼らの論証は四角形^'か4 < D '、 対角線 0(0' い©'のためにな 
されるのであって、図形に描かれる対角線のためではなく、その他同様である。彼らが立体像として作るものや 
図形として描くものは、それだけとってみれば、それのまた影も水面の似像もあるような実物なのであるが、彼 
らはそのような実物を別の立場から、こんどは似像として用い、思考によってしか見ることのできないような P 
のものを、それ自体として見ようと求めているのだ」 

「おっしゃることはほんとうです」と彼は言った。 

III 

「そういうわけで、ぼくはこの種類のもの 〔 CE 〕 を〈思惟によって知られるもの〉と言ったけれども、しかし魂 
(精神)はこれの探求にあたって さまざまの 仮設(前提)を用いざるをえず、 それら 仮設 (前提)のさら に上方へ歩み 
出て行くことができないかのように、始原にまでさかのぼることをしない。他方また、下位のもの 〔 AD 〕 によつ 


テクストは底本に従わず、アダムやシヨ—リィの採用し S»VTT-S A , M ; W 6 I 7 のダッシュを取り除く)。 

ている読み方に従ぅ (510 B 6 t6 antel 气 seel . Ast ; B 7 
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川 B て姿をうつされるその当の実物 〔 DC 〕 を、似像として使用する——このものも、かのもの〔それのまた似像に当る 
もの〕とくらベれば、明瞭なものとして評価され、尊重されるものではあるけれども」 

「わかりました」と 彼は答えた、「幾何や、 それと 兄弟関係にある学術の もとに 扱われる領域のことを、おっ 
しゃっているのですね」 

「それなら、可知界を切り分けたもう一つの部分 〔 EB 〕 として、ぼくが次のようなもののことを言おうとして 
いるのだとわかってくれたまえ。——すなわちそれは、理(ロゴス)がそれ自身で、問答(対話)の力によって把握 
するところのものであって、この場合理は、さまざまの仮設 (ヒ ュポテシス)を絶対的始原とすることなく、文字 
どおり《下に (ヒ ュポ)置かれたもの(テシス)〉となし、いわば踏み台として、また躍動のための拠り所として取り 
扱いつつ、それによってついに、もはや仮設ではないものにまで至り、万有の始原に到達することになる。そし 
ていったんその始原を把握したうえで、こんどは逆に、始原に連絡し続くものをつぎつぎと触れたどりながら、 
最後の結末に至るまで下降して行くのであるが、その際、およそ感覚されるものを補助的に用いることはいっさ 
いなく、ただ〈実相〉そのものだけを用いて、〈実相〉を通って < 実相〉へと動き、そして最後に《実相〉において終る 
のだ」 

「わかります」と彼は言った、「じゅうぶんに、とはいきませんがね。何しろ、あなたの言われる ような 手続 
きは、大へんな仕事の ように 思われますから。しかし、あなたが規定したいと思っておられる区別は よく わかり 
ます。つまり、実在し知られるものでは、問答(対話)の知識によって観得されるものは、いわゆる『学術』によ 
って考察さ^るものよりも、明確であるということですね。後者にとっては、さまざまの仮設がそのまま始原に 
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ほかならないのであって、考察にたずさわる人々は、感覚ではなく思考を用いて対象を考察しなければならない 

けれども、しかし彼らは始原にまでさかのぼって考究するのではなく、仮設から出発して考察するがゆえに、あ 

なたの見るところでは、対象についてほんとうの〈知〉をもつに至らないのです——ただしそれらの対象は、ひと 

たび始原と関係づけられるならば、それとともに知性による把握のもとにおかれるものではあるけれども。そし 

て私には、あなたは幾何やそれに類する学術にたずさわる人々のこうした心のあり方を、〈悟性的思考〉(間接知) 

と呼んで、〈知性的思惟〉(直接知)とは区別しておられるように思われます—ちょうど〈思わく>と<知性〉との何 

か中間的なところに、そのような《思考〉が位置づけられるという見方のもとに」 

「申し分のないほど、よく理解してくれた」とぼくは言った、「それではどうか、四つに切り分けられた線分 

のそれぞれの部分の上に、魂(精神)の内に起る次の四つの状態が対応してあると受け取ってくれたまえ。すなわ 

ち、いちばん上の部分 〔 EB 〕 には <知性的思惟 X 直接知)を、二番目の部分 〔 CE 〕 には <悟性的思考> (間接知)を、 

三番目の部分 〔 DC 〕 には <確信)(直接的知覚)を、最後の部分 〔 AD 〕 には〈影像知覚〉(間接的知覚)を、それぞれ割 
( 1 ) 

り当ててくれたまえ。そしてこれらを、一定の比に従って順番にならべてくれたまえ——これらの精神状態は、 

でなくその影像を見ているときの心の状態であるが、⑴影 
像を実物とみなしている状態とも、(2)影像を通じてその 
実物を「推測」する状態(数学者が図形を手がかりとして 
「四角形そのもの」その他を考察するのと対応する状態) 
とも、择釈できる ( cf . R . R . obinson , pzas - co '--^ aws - rbg -^ c - 
is -, pp . 190 sqq.o 


1 これら四つの名称(ギリシア原語では上位からそれぞれ 

「ノエーシス」「デイアノイア」「ビステイス」「エイカシ 

アー」)は、必ずしも厳格な術語的用語として固定され一義 
的に規定されているわけではない。例えば VD .533 W 〜534 
A では「知性的思惟」 (ノエー シス)の代りに「知識」(エピ 
ステ ーメ ー) が用いられている。「エイカシア ー」 は、実物 
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それぞれの対象が真実性にあずか r ?' ているのに対応して、ちょぅどそれと同じ度合で明確性にあずか •> ている 4 
のと考えてね」 

「わかりました」と彼は答えた、「あなたの言われることに賛成しますし、そのとおりに頂番 になら. ベるこ 
にします」 


と 


490 



515 C 


B 


514 


「ではつぎに」とぼくは言った、「教育と無教育ということに関連して、われわれ人間の本性を、次のような状 
態に似ているものと考えてくれたまえ。 

——地下にある洞窟状の住いのなかにいる人間たちを思い描いてもらおう。光明のあるほうへ向かって、長い 
奥行きをもった入口が、洞窟の幅いっぱいに開いている。人間たちはこの住いのなかで、子供のときからずっと 
手足も首も齡られたままでいるので、そこから動くこともできないし、また前のほうばかり見ていることになっ 
て'、紙がのために、頭をうしろへめぐらすことはできないのだ7&0彼らの上方はるかのところに、火75が 
燃えていて、その光が彼らのうしろから照らしている。 

この火と、この囚人たちのあいだに、ひとつの道〔6/〕が上のほうについていて、その道に沿って低い壁のよ 
うなもの〔びん〕が、しつらえてあるとしよう。それはちょうど、人形遣いの前に衝立が置かれてあって、その上 
から!!0°人形を出して見せるのと、同じようなぐあいになっている」 

「思い描いています」とグラゥコンは言った。 

「ではさらに、その壁に沿ってあらゆる種類の道具だとか、石や木やその他いろいろの材料で作った、人間お 
よびそのほかの動物の像などが壁の上に差し上げられながら、人々がそれらを運んで行くものと、そう思い描い 
てくれたまえ。運んで行く人々のなかには、当然、声を出す者もいるし、黙っている者もいる」 
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「奇妙な情景の譬え、奇妙な囚人たちのお話ですね」と彼。 

「われわれ自身によく似た囚人たちのね」とぼくは言った、 

「つまり、まず第一に、そのような状態に置かれた囚人たち 
は、自分自身やお互いどうしについて、自分たちの正面にあ 
る洞窟の一部 〔 cd 〕 に火の光で投影される^'のほかに、何か 
別のものを見たことがあると君は思うかね？」 

r いいえ」と彼は答えた、「もし一生涯、頭を動かすこと 
ができないように強制されているとしたら、どうしてそのよ 
うなことがありえましよう」 

「運ばれているいろいろの品物については、どうだろう？ 

この場合も同じではないかね？」 

「そのとおりです」 

「そうすると、 もし 彼らがお互いどうし話し合うことができるとしたら、彼らは、自分たちの口にする事物の 
名前が、まさに自分たちの目の前を通りすぎて行くものの名前であると言じるだろ5:とは、 M わなハかね？- 

1ほんとうは、その名前(たとえば「机」)は囚人たちのうし その影を実物と信じこんで、「机」とはその(机の)影を指す 
ろにある壁の上を運ばれて行く品物(机)の名前なのである 名であると信じているわけである。なおテクスト (515 B 5 ) 
が、彼らはその実物を知らず、影しか見たことがないから、 はアダムやショー リィの 採用して、， る 読み方に逭う。 
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「そう信じざるをえないでしよう」 

「では、この牢訣4おいて、音もまた彼らの正面から反響して聞えてくるとしたら、どうだろう？〔彼らの 
うしろを〕通りすぎて行く人々のなかの誰かが声を出すたびに、彼ら囚人たちは、その声を出しているものが、目 
の前を通りすぎて行く影以外の何かだと考えると思うかね？」 

「いいえ、けっして」と彼。 

「こうして、このような囚人たちは」とぼくは言った、「あらゆる面において、ただもっぱらさまざまの器物 
の影だけを、真実のものと認めることになるだろう」 

「どうしてもそうならざるをえないでしよう」と彼は言った。 

「では、考えてくれたまえ」とぼくは言った、「彼らがこうした束縛から解放され、無知を癒されるというこ 
とが、そもそもどのようなことであるかを。それは彼らの身の上に、自然本来の状態へと向かって、次のような 
ことが起る場合に見られることなのだ。 

-彼らの一人が、あるとき縳めを解かれたとしよう。そして急に立ち上がって首をめぐらすようにと、また 

歩いて火の光のほうを仰ぎ見るようにと、強制されるとしよう。そういったことをするのは、彼にとって、どれ 
もこれも苦痛であろうし、以前には影だけを見ていたものの実物を見ようとしても、目がくらんでよく見定める 
ことができないだろう。 

そのとき、ある人が彼に向かって、『お前が以前に見ていたのは、愚にもつかぬものだった。しかしいまは、 
お前は以前よりも実物に近づいて、もっと実在性のあるもののほうへ向かっているのだから、前よりも正しく、 
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ものを ii ているの だ』 と説明するとしたら、彼はいったい 何と言うと思う かね？そして さらに その人が、 11り 
すぎて行く事物の ひとつひとつを 彼に指し示して、それが何で あるかを たずね、 むりやりにでも 答えさせる とし 
たら どうだろう？ 彼は困惑して、以前に見ていた もの 〔影〕のほうが、 いま 指し示されて いるものよりも 真実性 
が あると、そう考えるだろうと は 思わない かね？」 

「ええ、大いに」と彼は答えた。 

二 

E 「それならまた、 もし 直接火の光そのものを見つめるように強制したとしたら、彼は目が痛くな り、 向き返っ 
て、自分が よく 見ることのできるもののほうへと逃げようとするのではないか。そして、 やっぱり こ^らの もの 
のほうが、いま指し示されている事物よりも、実際に明確なの だと 考えるのではなかろうか？」 

「そのとおりです」と彼。 

「そこで」 とぼく は言った、「もし誰かが彼をその地下の住いから、粗く急な登り道を 力ず くで引っぱって行 
って、太陽の光の中へと引き出すまでは放さないとしたら、彼は苦しがって、引っぱって行かれるのを嫌がり、 

516 そして太陽の光のもとまでやってくると、目はぎらぎらとした輝きでいっぱいになって、いまや真実で あると g 口 
られるものを何ひとつとして、見ることができないのではなかろうか？」 

「できないでしょう」と彼は答えた、「そんなに急には」 

「だから、.®うに、上方の世界の事物を見ようとするならば、慣れと いう ものが どうしても 必要だろう。-- 
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まず最初に影を見れば V いちばん楽に見えるだみうし > つぎには、水にうクる人間その他の映像を見て、後にな 
ってから、その実物を直接見る ように すればよい。そしてその後で、天空のうちにあるものや、天空そのものへと 
目を移すことになるが、これにはまず、夜に星や月の光を見るほうが、昼間太陽とその光を見る よりも 楽だろう」 
「ええ、当然そのはずです」 

「思うにそのようにしていって、最後に、太陽を見ることができるようになるだろう-水その他の、太陽本 

来の居場所ではないところに映ったその映像をではなく、太陽それ自体を、それ自身の場所において直接しかと 
見てとって、それがいかなるものであるかを観察できるようになるだろう」 

「必ずそうなるでしょう」と彼。 

「そしてそうなると、こんどは、太陽について次のように推論するようになるだろう、——この太陽こそは、 
四季と年々の移り行きをもたらすもの、目に見える世界におけるいっさいを管轄するものであり、また自分たち 
が地下で見ていたすベてのものに対しても、ある仕方でその原因となっているものなのだ、と」 

「ええ」 と 彼は言った、「つぎには そういう 段階に立ちいたる ことは 明らかです」 

「するとどうだろう？彼は、最初の住いのこと、そこで〈知恵〉として通用していたもののこと、その当時の 
囚人仲間のことなどを思い出してみるにつけても、身の上に起ったこの変化を自分のために幸せであったと考え、 
地下の囚人たちをあわれむようになるだろうとは、思わないかね？」 

「それはもう、たしかに」 

「地下にいた当時、彼らはお互いのあいだで、いろいろと名誉だとか賞讚だとかを与え合っていたものだった。 
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とくに、つぎつぎと通り過ぎて行く影を最も鋭く観察していて、そのなかのどれが通常は先に行き、どれが後に 

来て、どれとどれが同時に進行す るの が常で あるかをできるだけ多く 記憶し、それに もとづいて、 これから やっ 

て来ようと する ものを推測す る 能力を最も 多く もっている ような 者には、特別の栄誉が 与えられることにな って 

いた。 -とすれば、君は、このいまや解放された者が、そういった栄誉を欲しがったり、彼ら囚人たちのあい 

だで名誉を得て権勢の地位にある者たちを羨んだりすると思うかね？むしろ彼は、ホメロスがうたった言葉と 

同じ心境になって、かの囚人たちの思わくへと逆もどりして彼らのような生き方をするくらいなら、『地上に生 

( 1 ) 

きて貧しい他人の農奴となって奉公する こと』 でも、あるいは他のどんな 目にあう ことでも、そのほうが^つに 
望ましいと思うのではないだろうか？」 

「そのとおりだと私は考えます」と彼は言った、「囚人たちのような生き方をするくらいなら、むしろどんな 
目にあってもよいという気になるでしよう」 

「それでは、次の こともよく 考えてみてくれたまえ」 とぼく は話をつづけた、 「もしこのような 人が、 もう 一 
度下へ降りて行って、前にいた 同じところに 座を 占めることになつたとしたら、どうだろう？ 太陽の もとから 
急にやって来て、彼の目は暗黒に満たされるのではないだろうか」 

「それはもう、大いにそういうことになるでしょう」と彼は答えた。 

「そこでもし彼が、ずっとそこに拘禁されたままでいた者たちを相手にして、もう一度例のいろいろの影を M 


1『ォデュッセィア』第一一巻四八九行。 
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別しながら争わなければならないことになったとしたら、どうだろう-それは彼の目がまだ落着力ずにぼん 

やりと しか見えない時期においてであり、しかも、目がそのようにそこに慣れるためには、少なからぬ時間を必 

要とするとすれば？そのようなとき、彼は失笑を買うようなことにならないだろうか。そして人々は彼につ L 

て、あの男よ上へ登って行ったために、目をすっかりだめにして帰ってきたのだと言い、上へ登って行くなどと 

、うことは、試みるだけの値打さえもない、と言うのではなかろうか。こうして彼らは、囚人を解放して上のほ 

うへ i れて 行こうと企てる者に対して、もしこれを何とかして手のうちに捕えて殺すことができるならば、殺し 
( 1 ) 

てし まう のではないだろうか？」 

「ええ、きっとそうすることでしよう」と 彼は答えた。 

三 

「それでは、親しいグラゥコンよ」とぼくは言った、「いま話したこの比喻を全体として、先に話した事柄に 
士口 X っナてもらわなければならない。つまり、視覚を通して現われる領域というのは、囚人の住いに比すべきも 
ので あり、 その住いのなかにある火の光は、太陽の機能に比すべきものであると考えてもらうのだ。そして、上 
へ登って行って上方の事物を観ることは、魂が〈思惟によって知られる世界〉へと上昇して行くことであると考え 

てく ^れば、^'くが言、/たいと思っていたことだけは-とにかくそれを聞きたいというのが君の望みなのだか 

らね - とらえそこなうことはないだろう。 

ただし、これが真実に まさしく このとおりであるかどうかということは、神だけが知りたもうところだろう。 
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とにかくしかし、このぼくに思われるとおりのことはといえば、それはこうなの だ。 1 知的 世界には、 最後に 
かろうじて見てとられるものとして、〈善)の実相(ィデア)がある。いったんこれが見てとられたならば、この 
〈善〉の実相こそはあらゆるものにとって、すべて正しく美しいものを生み出す 原因で あるという 結論へ、 考えが 
至らなければならぬ。すなわちそれは、〈見られる世界〉においては、光と光の主とを生み出し、〈思惟によって 
知られる世界〉においては、みずからが主となって君臨しつつ、真実性と知性とを 提供す るものであるの だ、 と。 
そして、公私いずれにおいても思慮ある行ないをしようとする者は、この〈善〉の実相をこそ見なければならぬ、 
ということもね」 

「私もまた、同じ考えです」と彼は答えた、「私に理解できるかぎりでは」 

「さあそれでは」とぼくはつづけた、「次のことでも同じ考えになってくれたまえ。そして、けっして驚かな 
いようにしてくれたまえ——上の世界へ行ったことのある人々は、世俗のことを行なう気にならず、彼らの魂は 
いつも、上方で時を過ごすことを切望するということを。それは当然のことだろうからね。いやしくもこの点に 
ついて、こんども先に語られた比喩のとおりであるとするならば」 

「ええ、たしかにそれは当然のことです」と彼は言った。 

「ではどうだろう、次のことは、何か驚くに足るようなことだと思うかね？」とぼぐは言った、「神的なもの 
を観照していた人が、そこを離れて、みじめな人間界へと立ちもどり、その場の暗闇にじゅうぶん慣れないで、 


1ソクラテスの死のことを念頭に置いて言われていると解される。なおテクスト (517 A 6 ) はアダムに従ぅ。 
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抓まだ目がぼんやりとしか見えないうちに、法廷その他の場所で、正義の影あるいはその影の元にある像に ついて、 
E 裁判上の争いをしなければならないようなとき、そしてそういった影や像が < 正義〉そのものをまだ一度も見たこ 
とのない者たちによって、どのように解されているかをめぐって争わなければならないようなときに、へまなこ 
とをして、ひどく滑稽に見えたとしても、これは驚くに足ることだろうか？」 

「いいえ、ぜんぜん驚くに足りません」と彼は答えた。 

518 「むしろ、心ある人ならば」とぼくは言った、「目の混乱には二通りあって、その原因にも二通りあるという 
ことを、想い起すことだろう。すなわち、光から闇へ移されたときに起る混乱と、闇から光へ移されたときに起 
る混乱とがそれだ。そして、これとまったく同じことが魂の場合にも起るということを認めるならば、ものをよ 
く見定めることができずにまごまごしているような魂を見ても、わきまえもなしにただ笑うというようなことは 
しないだろう。むしろ、その魂はもっと明るい生活のなかからやって来たので、不慣れのために目がくらんでし 
まっているのか、それとも、もっとひどい無知の状態のなかから比較的明るいところへ出てきたので、以前より 
B は明るい輝きのために、目がちかちかと火花でいっぱいになっているのか、そのどちらであるかを、よくしらベ 
てみることだろう。そしてそのようにしらベたうえで、一方〔前者〕の魂に対しては、そのような状態と生き方を 
幸せであるとみなすだろうし、他方〔後者〕の魂に対しては、あわれみを感じるだろう。その場合、その魂のこと 
を笑いたくなったとしても、上方の光のなかから来た魂を笑う場合にくらべるならば、その笑いには笑止な点が 
すくないということになろう」 

「それは、たいへん公平適切なお説です」と彼は答えた。 
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四 

「それなら」とぼくは言った、「もし以上に言われたことが真実であるならば、われわれは、目下問題にして 
いる事柄について、次のように考えなければならないことになる。すなわち、そもそも教育というものは、ある 
C 人々が世に宣言しながら主張しているような、そんなものではないということだ。彼らの主張によれば、魂のな 

かに知識がないから、自分たちが知識をなかに入れてやるの だ、 ということらしい-あたかも盲人の目のなか 

に、視力を外から植えつけるかのようにね」 

「ええ、たしかにそのような主張が行なわれていますね」と彼は言った。 

「ところがしかし、いまのわれわれの讓論が示すところによれば」とぼくは言った、「ひとりひとりの人間が 
もっているそのような〔真理を知るための〕機能と各人がそれによって学び知るところの器官とは、はじめから魂 
のなかに内在しているのであって、ただそれを——あたかも目を暗闇から光明へ転向させるには、身体の全体と 
いっしょに転向させるのでなければ不可能であったように1魂の全体といっしょに生成流転する世界から 一 te 
させて、実在および実在のうち最も光り輝くものを観ることに堪えうるようになるまで、導いて行かなければな 
D らないのだ。そして、その最も光り輝くものというのは、われわれの主張では、〈善〉にほかならぬ。そうではな 
いかね？」 

「そうです」 

「それならば I とぼくは言った、「教育とは、まさにその器官を転向させることがどうすればいちばんやさ . L 
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く、いちばん効果的に達成されるかを考える、向け変えの技術にほかならないということになるだろう。それは、 
その器官のなかに視力を外から植えつける技術ではなくて、視力ははじめからもっているけれども、ただその向 
きが正しくなくて、見なければならぬ方向を見ていないから、その点を直すように工夫する技術なのだ」 

「ええ、 そのように思われます」と 彼。 

「そうすると、魂の徳とふつう呼ばれているものがいろいろとあるけれども、ほかのものはみなおそらく、 
事実上は身体の徳のほうに近いものかもしれない。なぜなら、それらの徳はじっさいに、以前にはなかったのが 
後になってから、習慣と練習によって内に形成されるものだからね。けれども、知の徳だけは、何にもまして、 
もっと何か神的なものに所属しているように思われる。その神的な器官〔知性〕は、自分の力をいついかなるとき 
にもけっして失うことはないけれども、ただ向け変えのいかんによって、有用.有益なものともなるし、逆に無 
益•有害なものともなるのだ。それとも君は、こういうことにまだ気づいたことがないかね——世には、『悪い 
やつだが知恵はある』と言われる人々がいるものだが、そういう連中の魂らしきものが、いかに鋭い視力をはた 
らかせて、その視力が向けられている事物を鋭敏に見とおすものかということに？この事実は、その持って生 
まれた視力がけっして劣等なものではないこと、しかしそれが悪に奉仕しなければならないようになっているた 
めに、鋭敏に見れば見るほど、それだけいっそう悪事をはたらくようになるのだ、ということを示している」 
「まったくそのとおりです」と彼は答えた。 

「しかしながら」とぼくは言った、「そのような素質をもった魂のこの器官が、もし子供のときから早くもそ 
の周囲を叩かれて、生成界と同族である鉛の錘のようなものを叩きおとされるならば、——この鉛の錘のような 
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ものは、食べ物への 職， だとか、それと同類のものの与える 快楽 や 意地き たなさなどのために、この魂の器官に 
固着してその一部となり、魂の視線を下のほうへと向けるものなのだが——、もしそういったものから解放され 
て、真実在のほうへと向きを変えさせられるとしたならば、同じ人間のこの同じ器官は、いまその視力が向けら 
れている事物を見るのとまったく同じように、かの真実在をも最も鋭敏に見てとることであろう」 

「ええ、そうありそうなことです」と彼。 

「ではどうだろう」とぼくは言った、「次のことは、そうありそうなこと、いやむしろこれまでに言われてき 
たところからすれば、必ずそうでなければならぬことではないだろうか？ つまり、教育を受けず、真理をあず 
かり知らぬ者には、国をじゅうぶんに統治することはできないが、そうかといってまた、教育を積むことだけの 
生活に終始するのを許されているような人々にも、それはできないだろうということ だ。 前者の場合は、公私に 
おけるすべての行動が目指すべき、人生の一つの目標というものを、彼らがもっていないことがその理由であり、 
他方後者の場合は、そういう人々はまだ生きているうちから〈幸福者の島〉に移住してしまったようなつもりにな 
って、すすんで実践に参加しようとはしないことが、その理由である」 

「おつしやるとおりです」と彼。 

「そこで、われわれ新国家を建設しようとする者の為すべきことは、次のことだ」とぼくは言った、「すなわ 

( 1 ) 

ちまず、 R もすぐれた素質をもつ者たちをして、ぜひとも、われわれが先に最大の学問と呼んだところのものま 


1 VI . 505 A . 
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奶 D で到達せしめるように、つまり、先述のような上昇の道を登りつめて{善〉を見るように、強制を課するというこ 
と。そしてつぎに、彼らがそのように上昇して〈善〉をじゅうぶんに見たのちは、彼らに対して、現在許されてい 
るよう なことをけっして許さないということ」 

「どのようなことを許さないと言われるのですか？」 

「そのまま上方に留まることをだ」とぼくは言った、「そして、もう一度前の囚人仲間のところへ降りて来よ 

うとせ ず、 彼らとともに その苦労と名誉を-それがつまらぬものであれ、ましなものであれ-分かち合おう 

とはしないということをだ」 

「それを許さぬとなると」と彼はたずねた、「われわれはその人たちに対して、不当な仕打ちをすることには 
なりませんか？ もっと善い生活が可能であるのに、 より 悪い生活を彼らに対して強いることにはならないでし 
ょ、っか？」 

五 

ぼくは答えた、 

E 「友よ、法というものの関心事は、国のなかの一部の種族だけが特別に幸福になるということではないのであ 

って、国全体のうちに あまねく 幸福を行き わたらせることを こそ、法は工夫す るものだということ を、 また 忘れ 
D ( 1 ) I 

52 たね？国民を説得や強制によって和合させ、めいめいが公共の福祉のために寄与することのできるような利益 
があれば、これをお互いに分かち合うようにさせるのが、法というものなのだ。法がみずから国の内に波らのよ 
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うなすぐれた人々をつくり出すのも、彼らを放任してめいめいの好むところへ向かわせるためではなく、法自身 
が国の団結のために彼らを使うということのためなのだ」 

「おっしゃるとおりです」と彼は言った、「ついうっかりしていました」 

「それにね、グラゥコン、考えてもくれたまえ」とぼくはつづけた、「われわれは、われわれのもとで、その 
ような哲学者となった人たちに対して、不当な仕打ちをすることにもならないだろう。いや、他の人々の世話を 
し、これを守るように強制することによって、われわれは彼らに向かって、正当な要求を述べることになるだろ 
う。つまり、われわれが彼らに言う言葉は、次のようなものなのだ。 

B 『これが他の国の場合なら、そこで哲学者となる人々が、その国のなかのさまざまの面倒に参与しないとして 
も、それはそれで、もっともなことなのだ。なぜなら、彼らは、それぞれの国の国制の意志とは無関係に、ひと 
りでにそうい う 人間となったのであって、ひとりでに生まれたものが、誰からも養育の恩を受けていない以上、 
すすんで養育費を誰にも返済しようという気にもならないのは、当然のことだからだ。 

けれども君たちの場合は、われわれこそが君たちを、君たち自身のためばかりでなく他の国民のためにも、い 
わば蜜蜂の群のなかの指導者•王者となってもらうために生み出したのであり、そのために君たちは他の国の哲 
C 学者たちよりも、もっとすぐれた、もっと完全な教育を受けて、哲学と実務の両方に参与しうる能力をより多く 
もった人間となったのである。 


1 IV . 419 A sqq ., V . 466>参照0 
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されば君たちは、各人が順番に下へ降りて来て、他の人たちといっしょに住まなければならぬ。そして暗闇の 
なかの事物を見ることに、慣れてもらわねばならぬ。けだし、慣れさえすれば君たちの目は、そこに居つづけの 
者たちよりも、何千倍もよく見えることだろう。君たちはそこにある模像のひとつひとつが何であり、何の模像 
であるかを、識別することができるだろう。なにしろ君たちは、美なるもの、正なるもの、善なるものについて、 
すでにその真実を見てとってしまっているのだから。 

そしてこのようにしてこそ、われわれと君たちの国家には、目覚めた正気の統治が行なわれることになり、け 
っして現今の多くの国々におけるように、夢まぼろしの統治とはならないだろう。現在多くの国々を統治してい 
るのは、影をめぐってお互いに相戦い、支配権力を求めて党派的抗争にあけくれるような人たちであり、彼らは 
支配権力をにぎることを、何か大へん善いこと(得になること)のように考えているのだ。しかしおそらく、真実 
はこうではあるまいか。つまり、その国において支配者となるべき人たちが、支配権力を積極的に求めること 
の最も少ない人間であるような国家、そういう国家こそが、最もよく、内部的な抗争の最も少ない状態で、治 
まるのであり、これと反対の人間を支配者としてもった国家は、その反対であるというのが、動かぬ iK 然なの 
だ』」 

「まったくそのとおりです」と彼は言った。 

r それなら、われわれが養い育てあげた人たちは、こういったことを聞かされても、われわれの言うことに従 
わないだろうと思うかね？国家社会のなかに出て苦労を共にするのは、各人にその順番が来たときだけで、大 
部分の時間は、彼らお互いどうしで浄らかな世界に暮らすことができるのに、それをしもいやだと言うだろう 
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-R ?」 

E 「そんなことはありえません」と彼は答えた、「われわれが命じようとしていることは正しいことですし、そ 
れを受ける彼らのほうも、正しい人たちなのですから。ただ疑いもなく、彼らはめいめいが、支配の地位につく 
ことを万やむを得ない強制と考えて、そこへ赴くことでしょう。この点は、現今のどの国における支配者たちと 
も正反対のことです」 

「そう。それというのも、君、真実はこうだからだ」とぼくは言った、「もし君が、支配者となるべき人たち 

521 のために、支配者であることよりももっと善い生活を見つけてやることができるならば、善い政治の行なわれる 
国家は、君にとって実現可能となる。なぜなら、ただそのような国家においてのみ、真の意味での富者が支配す 
ることになろうから。真の意味での富者とはすなわち、黄金に富む者のことではなくて、幸福な人間がもたねば 
ならぬ富——思慮あるすぐれた生——を豊かに所有する者のことだ。 

これに反して、自分自身の善きものを欠いている飢えて貧しい人々が、善きものを公の場から引ったくって来 
なければならぬという下心のもとに公共の仕事に赴くならば、善い政治の行なわれる国家は実現不可能となる。 
なぜならその場合、支配の地位が人々の闘争の的となるため、この種の戦いが内部から生じて固有の禍いとなり、 
彼ら自身のみならず、その他の国民同胞をも滅ぼしてしまうからだ」 
r おっしゃることは、ほんとうに真実をついています」と彼は言った。 

B r そこで君は」とぼくは言った、「政治的支配を見下すことのできるような生活として、真の哲学者の生活以 
外に、何かほかの生活を挙げることができるかね？」 
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「いいえ、けっしてできません」と彼は答えた。 

「しかるに、支配者の地位につく者は、けっして支配権力を恋いこがれるような者であってはならないのだ。 
そうでないと恋がたきどうしの争いになるだろう」 

「それは避けられないことです」 

「そうすると、国を守る役にぜひともつくようにと君が命じるべき者としては、ほかにどのような人々がいる 
だろうか？それはただ、国がそれによってこそ最も善く治まるような事柄について、最も多くの知恵をもつ人 
人、しかも政治的生活にまさる善き生活と他の名誉とをもっているような人々だけではあるまいか」 

「ええ、ほかの誰でもありません」と彼は答えた。 

六 

「では君さえよければ、ここで一歩すすめて、次の点の考察へと移ることにしようか。すなわちそれは、いっ 
たいわれわれが語っているような人たちは、どのような仕方で生み出されるのか、またどのようにして彼らを、 
光明のある上方へ導いたらよいのか I 冥界から天上の神々のところへ昇った者もあるとか言われているが、ち 
ょうどそれと同じようにね-という問題なのだが」 

「むろん、のぞむところです」と彼。 

— (1) 、 

「思うに、このことは、陶片の〔昼夜の〕転向とはわけが違うだろう。これは魂を、何か夜を混じえたような昼 
から転向させて、真実の昼へと向け変えることなのであって、それがつまり、真実在への上昇ということであり、 
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これこそまさにわれわれが、まことの哲学であると主張するであろうところのものなのだ」 

「たしかにそのとおりです」 

「では、学習されるべきものが数あるなかで、どの学問がそのょうな効力をもっているかということを、考え 
てみるべきではなかろうか？」 

「ええ、むろん」 

「それならどの学問が、グラゥコン、生成するものから実在するものへと魂を引っぱって行く力をもっている 
だろうか？ところで、いま言いながら気がついたことがある。——われわれは、彼らが青年時代に、戦争のた 
めの特別の訓練を受ける競技者でなければならぬと言っていなかったかね？」 

「ええ、そのょうに言っていました」 

「とすると、われわれが求めている学問は、いま述べた根本条件に加えて、そのための条件をも充たすもので 
なければならぬ」 

「とおっしやいますと？」 

「戦士たちに無用のものであってはならぬということだ」 

「たしかにそうです」と彼は答えた、「もしそのことが可能ならば」 

1陶片遊び(ォストラキンダ)と呼ばれる遊びのことを指す。 が出れば一方の組が追い、黒(夜)の面が出れば他方が追い 
中央に線を引いて二組に分れて向かい合い、両面がそれぞ かける。『パィドロス』 241 W 参照。 

れ白と黒の陶片(あるいは貝殻)を間に投げて、白(昼)の面 2 m . 403 E 〜404 A , IV . 422 B . 
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叫 E 「ところで、前の話を思い出してみると、彼らは体育と音楽•文芸によって教育されるということだった」 

「そうでした」と彼。 

「このうち、本育のほうは、生じたり滅んだりするものにかかずらうものではないか。というわけは、それ3 
管理す ると ころの人間の身体というものは、成長したり衰えたりするものだからだ」 

「明らかにそうです」 

「だからこれは、われわれの求めている学科目ではないということになろう」 

522 「ええ、たしかに」 

「しかしそれなら、音楽•文芸 —— われわれが先に述べた範囲でのそれだが —— がそうだということになるの 
だろうか？」 . 

「でも あ tt は」 と 彼は言った、 「ちょうど 体育と対をなすような性格のものでした-もしあなたが憶えてお 

られるなら( ¢£2)。 つまり それは、ゲ it ' によって国の守護者たちを教育す る ものであって、音の調べを用いて一 
種の よき 調和の感覚を授け、リズムを用いて秩序 ある 律動の感覚を授けますが、けっして学問的知識を授ける も 

のではありません。また〔歌詞となる〕言葉においても-物語を主とするもの、事実に近い内容のもの、どちら 

を とっても同じです が-、それが もっている 教育的効果はやはり、 そういう 調和や リズムと 相似た仕方で授け 

B られる習慣的な何かです。けれども、あなたがいままさに求めていらっしゃるような目的への導きとなる学習は、 
先ほど語られた音楽•文芸のなかには、何も含まれていませんでした」 

「これはまた、たいへん正確にぼくに思い出させてくれたね」とぼくは言った、「たしかにそういえば、 われ 
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われの求めているようなものは、そこには何もなかった。しかしそうなると、いったいグラゥ コンよ、 どのよう 
な学習がそういう要求に適うものなのだろう か？ いわゆる技術なるものは、すべて低俗なものだと思われたの 
だったし …… J 

「ええ、それはそうです とも。 -そうするとほんとうに、ほかになおどんな学科が残ることになるのでしょ 

うかね？ 音楽•文芸とも、体育とも、さまざまの技術とも、まったく別のものだとす ると」 

「さあそこでだが」とぼくは言った、「もしそれらのほかにはもう何も挙げることができないのならば、それ 
らすべてに関わりをもつような何かを、つかまえることにしてみたらどうだろう？」 

「と言いますと、それはどのようなものでしょうか？」 

「たとえば、およそすベての技術も思考も知識も、共通に用いる或るものがある。これはまた、誰でもが最初 
に学ばねばならぬものだ」 

「何のことでしょう？」と彼はたずねた。 

「なに、大したことでもない」とぼくは言った、「つまり、一と二と三を識別するということだ。これを総括 
して言えば、数と計算ということになる。それとも、これについては、すべての技術も知識も必ずそれを 共有し 
なければならぬ、と言っては間違いだろうか？」 

「いや、たしかにそのとおりです」と彼は答えた。 


n . 376 Esqq _ 2 日 • 410 C 〜412 A 參照〇 
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「そうすると」とぼくは言った、「戦争の技術もそうなのだね？」 

「それはもう」と彼は答えた、「どうしてもそれなしにはありえません」 

( 1 ) 

「とにかく」とぼくは言った、「悲劇作品に出てくるアガメムノンはいつも、パラメデスのおかげではなは 

だ滑 W な将軍にされているからね。それとも君は、気づいたことがないかね-パラメデスは自分が数を発見す 

ることによって、トロィアでは軍団の隊列編成を確立し、軍船その他のすべてを数え上げたと主張しているの 
を？ これではまるで、それ以前にはそうしたものは数えられたことがなくて、アガメムノンはどうやら、いや 
しくも数えるすべを知らなかったとすれば、自分が何本の足をもっているかをさえ知らなかったもののようでは 
ないか？ そうとすればしかし、彼はどのような将軍だったことになると思うかね？」 

「可とも奇妙な将軍だったことになりますね」と彼は言った、「かりにそれがほんとうだったとすれば」 

七 

「それでは、われわれとしては」とぼくは言った、「計算したり数えたりする能力を、軍人にとって必要欠く 
ベからざる学科と定めるべきではないだろうか」 

「ええ、何にもまして必要なものです」と彼は言った、「もし軍隊の隊列編成のことを少しでも知ろうとする 
ならばですね。というよりむしろ、そもそも人間であるためにもすでに、必要欠くべからざるものです」 
「それなら君は」とぼくはたずねた、「この学科について、ぼくと同じことに気づいているだろうか？」 
「どのようなことで しょう？」 
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-おそらくこの学科は、ちょうどわれわれが求めているような、知性を目覚めさせるように導く tt 格を本来 も 
っているものの一つらしいのだが、しかし誰もこの学科を——実在するものへと全面的に引っぱって行く力をそ 

れがもっているにもかかわらず-正しい仕方で用いていないのではないか、ということだ」 

「とおっしゃると、それはどのような意味なのでしょう か？」と 彼はたずねた。 

「とにかくこのぼくの思うところを、明らかにするようにつとめてみよう」とぼくは言った、「つまり、っ^ 
われの言うような方向へ導く力をもつものとそうでないものについて、ぼくのほうで自分なりに区別していると 
ころがあるので、それを君もいっしょに見てしらべたうえで、そうだと賛成するなり、そうでないと否定するな 
りしてもらいたいのだ。そうすればまた、いまの学科についても、それがぼくの予感するような性格のものであ 
るかどうかを、もっとはっきりと見ることができるようになるだ3うからね I 
「ではその区別なさるところを、見せてください」と彼は言った。 

「見せてあげよう」とぼくは言った、「よく注意すれば、君は次のことに気づくはずだ。-感覚に与えられ 

る もののうちで、 そのある ものは、感覚だけでじゅうぶんに判別され ると いうわけで、それを よくしらベるため 
に知性の活動を助けに呼ぶことはない。しかしまた場合によっては、感覚は何 ひとつ 信頼で きる ものを 与えない 
というので、それを よくしらベる ように全面的に知性の活動を命じ促すものも あるの だ 一 


1ァガメムノンの トロィ ァ遠征に同行した英雄。数や文字 レス、エゥリピデスがいずれもパラメデスを主題に悲劇を 
や赛などの発明者とされて いる。アィスキュロス、ソポク 書いたことが、それぞれの現存断片に ょって 知られる。 
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「むろんそれは」と彼は言った、「遠くから見られたものとか、書割の手法で影をつけて描かれた絵のような 
場合のことでしょう」 

「まったくの見当違いだね」とぼくは言った、「ぼくはそういうことを言おうとしているのではな I 」 

「それならしかし、どのようなもののことですか？」と彼は言った。 

「知 tt を助けに呼ばないものというのは」とぼくは言った、「その感覚が同時に正反対のものを一/ T すよう4こ 
とにならない場合のことだ。これに対して、そういう結果になる場合のことを、知性の助けを呼ぶものと、ほく 
よ規定するわけだ。つまり感覚だけでは、あるものがこれであるとも、その反対であるとも L っこうに明ら力 
にされないような場合であって、それが近くから感覚されるか遠くから感覚されるかということには関係力な L 
次のような場合を考えてもらえば、ぼくの言おうとすることがもっと明確にわかるだろう。ここに三本の指が 
あるとする-小指と、その次の指と、中指だ」 

「はい、いかにも」と彼。 

「では、 K くからそれらが見られている場合のことを言っているのだと、思ってくれたまえ。しかし、この指 
について君に考えてもらいたいのは、とくに次の点なのだ」 

「どのような点ですか？」 

r それらのひとつひとつは、どれも同じく fg ' として現われる。そしてこの、指であるという点に関するかぎり、 
見られる 指が真中に—うと端にあろうと、—いは白かろうと黒かろうと、太かろうと細かろうと、その他こ 
の種のどのような違いがあろうと、少しも変りはない。つまり、二うしたすベて®場合において、多くの人々の 


514 


国家（第七巻) 


魂は指とはそもそも何であるかという問を、知性に向かって問いかけざるをえなくなるようなことはない。な 
ぜなら、視覚はこの場合どの段階においても、魂に対して、指は指と反対のものであるというようなことを、同 
時に合図することはないからだ」 

「たしかにそのようなことはありません」と彼は答えた。 

E 「だから」とぼくは言った、「このような感覚の場合は、それが知性を助けに呼び、目覚めさせるという効果は、 
当然期待できないだろう」 

「期待で きません」 

「では どうだろう ——それらの指の大小ということを、はたして視覚はじゅうぶんに見る だろうか？ その ど 
れかが真中にあるのと端にあるのとでは、視覚にとって何の相違 もないだろうか？ 同様にまた、太 さと 細 さ、 

軟かさと硬さを、触覚は充分な仕方で感じとるだろうか？そしてその他の感覚も、はたしてこの種のことを欠 
陥なく明らかにしてくれるだろうか？ それともむしろ、それぞれの感覚は次のようなはたらき方をするのでは 

524 ないだろうか-すなわちまず、硬いものの上に置かれた感覚が、必ずまた軟いものの上に置かれることになっ 

て、同じものが感覚の上では硬くてまた軟いということを、魂に報告することになるのではないか(が)？」 

て語っているのではない。前者の感覚にあたって「#'<'& 
人々の魂」 (523 D ) ——すべての人々のではない——は、 
「指とは何か」という問を発しないが、そのような問を発 
する例外的な魂(哲学者のそれ)もあるのである。 


1 V . 479 W 〜 C , 『パィドン』 102 W 〜 D 、 『テ アィ テ トス』 
154 C 〜一 55 C など参照。なお、 ここでプラトンは、 「指」 
というょうな物(「実体」)的なものと、「大小」「硬軟」のょ 
うな性質(「属性」)的なものとの違いを、絶対的な区別とし 
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「そうです」と彼は答えた。 

「そこで」 とぼく は言った、「このような場合においては、魂はこんどは必然的に、困惑に追いこまれざるを 
え，よ l /'* ことになるのではないか——いまこの感覚が硬いと合図しているものは、それが同じものを軟いとも告げ 
ているとすると、いったい何なのか、また軽いという感覚や重いという感覚も、重いものをまた軽いと合図し、 
軽いものをまた重いと合図しているとすると、その軽いとか重いとかいうのは何のことなのか、とね」 

「たしかにそのような取次ぎ方は」と彼は言った、「魂を当惑させ、もっとよくしらベてみる必要があるとい 
うことになるでしょうからね」 

「してみると、このような場合に当然期待できる成り行きとして」とぼくは言った、「まず第一に、魂は思惟 
(計算能力)と知性を助けに呼んで、報告されているそれぞれのものが一つのものなのか、二つのものなのかを、 
しらべてみようとするだろう」 

「当然そうするでしょう」 

「そこで、もし二つとして現われるのならば、そのおのおのは別のものであり、それぞれが一つのものである 
( 1 ) 

ことが明らかなのではないか」 

「ええ」 

「すると、 もし それぞれが一つで、両者が合わさって二つであるとすれば、魂はその二つのものを、区別され 
たものとして®のはたらきのうちにとらえることになるだろう。なぜなら、区別されていなければ、二つとして 
ではなく、一つとして考えたはずだからね」 
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「そのとおりです」 

「ところで視覚もまた、大と小を見たわけなのだが、しかしそれは、区別されたものとしてではなく、何かい 
っしょに融合したものとしてであった、とわれわれは主張する。そうだね？」 

「はぃ」 

「そして、この事態を明確にするために、知性はあらためて大と小を直視しなければならなくなったのだ—— 
視覚とは反対のやり方で、いっしょに融合しているところをではなく、別々に離されたかたちで」 

「おつしゃるとおりです」 

「そこで、何かこのような状況のなかから、はじめてわれわれに問の発動が起るのではないだろうか I それ 
ならばこの〈大〉とは、また〈小〉とは、そもそも何であるのか、と」 

「全面的におっしゃるとおりです」 

「そしてまさにこのようにして、われわれは、〈思惟によって知られるもの〉と呼ぶものと、〈見られるもの〉と 
呼ぶところのものとを区別したのだ」 

「まさしくそのとおりです」と彼は答えた。 


1たとえば「この薬指は(小指•中指と並べて見られたと のに区別する。ここに、「〈大> とは何か」 「〈小〉 とは何か」 

き)大きくもあるし小さくもある」 という 報告を受けた と という 問の発動する第一歩がある。 V . 475 Ei 476 A の言 
き、魂は知性に訴えて、まずこの「大=小」を「大=小」と い 方、また『パルメニデス』143 D を参照0 517 
いう 一のもので なく 「犬」 と 「小」 という 二つの別々のも 



「そ^で^ H 、 以上のようなことをついさっきも言おうとして、思考を助けに呼ぶものとそうでないものとがあ 
る、と、，うふうにぼくは言ったのだよ。同時にそれ自身と反対のものを伴いながら感覚に入ってくるものを、助け 
を呼ぶ効果をもつものと規定し、そうでないものは、知性を呼び覚ます効果をもたないものだと規定しながらね」 
「そうでしたか、いまではよくわかります」と彼は言った、「そしてその見方に賛成します」 

「それならどうかね、数とか一とかは、そのどちらに属するように思えるかね？」 

「ちょっと 考えが浮びませんが」と彼は言った。 

「いや、これまで言われた事柄から推しはかって考えてみたまえ」とぼくは言った、「すなわち、もし二〉と 
(うものがまさにそれ自体として、じゅうぶんに見られ、あるいは何か他の感覚によってとらえられるものであ 
るとしたら、ちょうど指の場合について言っていたのと同じように、それはわれわれを実在するものへと引っぱ 
って一.了く性格のものではないことになるだろう。けれども、もしそれが見られるときにはいつも、何か反対のも 
のが同時に見られて、一つとして現われるのに少しも劣らず、またその反対としても現われるということになる 
のであれば、これはもう、その上に立って判定する者が必要となるだろう。すなわちこのような状況のなかで、 
魂は困惑に追いこまれて、自己の内で知性の活動を呼び起しながら探求のやむなきに至り、<一> とはそれ自体と 
してそもそも可であるのかと、問わざるをえなくなるだろう。そしてこのようにして、《一〉について学ぶことは、 
実在の観想へと魂を向け.変えて導いて行くようなものに属することになるだろう」 


国家（第七巻) 


B 


「いやたしかに」と彼は言った、「そういう点ならば、それについての視覚は少なからずもっています。とい 

1 ) 

うのは、われわれは同じも.のを、一つと見ながら同時にまた無限に多いと見るのですから」 

「それでは、〈一〉がそうであるとすれば」とぼくは言った、「すべての数も同じそういう性格をもっているので 
( 2 ) 

はないかね」 

「ええ、もちろん」 

「しかるに、計算術と数論とは全体として数に関わるものである」 

「ええ、たしかに」 

「しかるにまた、数のもつ右のょうな性格は、真実在へと導くものであることは明らかである」 

「並々ならずそうです とも」 

「してみると、 どうやら それらの学問は、われわれが求めている学科のひとつだということになるょうだ。と 
いうのは、戦士にとっては、軍団を編成するためにそれを学ぶ必要があるし、哲学する者にとっては、生成界か 
ら 抜け出して実在に触れなければならないがゆえに、それを学ばなければならないのであって、そうでなければ、 

(3) 

思惟の能力ある者とはけっしてなれないからである」 


1目に見える一つのものは、一つ(たとえば、一本の 木、 ていた。 

一つの身体)であると共に多くのもの(多くの枝、多くの器 3 「思惟の能力ある者」=ロギスティコス=「計算能力の 
官)であるといぅこと。『パルメニデス』 129 W 144 E 参照。 ある者」、といぅ二重の意味にかけて言われている。 

2 「数」とは「二〉が集まって構成される多」と規定され 
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「そのとおりです」と彼。 

「しかるに、 われわれの 国の守護者は、 まさに 戦士にしてまた哲学する者なのだ」 

「ええ、むろん」 

「したがって、グラゥコン、この学科を学ぶことを法によって定め、国家において最も重要な任務に将来参与 
すべき人々を、計算の技術の学習へ向かうように説得することは、適切な処置であるということになる。そして 
彼らは、この学科に素人として触れるのではなく、純粋に知性そのものによって数の本性の観得に到達するとこ 
ろまで行かなければならない。貿易商人や小売商人として売買のためにそれを勉強し訓練するのではなく、その 
目的は戦争のため、そして魂そのものを生成界から真理と実在へと向け変えることを容易にするためなのだ」 

「おっしゃることはこの上なく立派なことです」と彼は言った。 

「そういえばまた」とぼくは言った、 r 計算について学ぶということが言われてみると、いままた思いつくの 
だが、もしひとがこれを商売のためでなく、ただもっぱら知識の追求のために研究するとしたら、この学問には 
まことに精妙なところがあって、われわれの望んでいるような目的のためにも、いろいろと多くの仕方で役に立 
つものなのだ」 

「どのように です か？」と 彼はたずねた。 

「ほかでもないが、いまもわれわれが言っていたように、この学問は魂をつよく上方へ導く力をもち、純粋の 
数そのものについて問答するように強制するのであって、目に見えたり手で触れたりできる物体のかたちをとる 
数を魂に差し出して問答しようとしても、けっしてそれを受けつけないという点だ。じっさい、君も知っている 
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E だろうが、この道に通じた玄人たちにしても、彼らは、〈一〉そのものを議論の上で分割し ようと 試みる人があ 
っても、一笑に付して相手にしない。君が《一〉を割って細分し ようと すれば、彼らのほうはその分だけ掛けて 
増やし、〈一〉が一でなくなって多くの部分として現われる ことの けっしてない ように、 あくまでも用心す るの 
だ」 

「ほんとうにおっしゃるとおりです」と彼は言った。 

526 「ではどう思うかね、グラゥコン、もし彼らに向かって誰かがこうたずねたとしたら？ 

『驚いた人たちよ、いったいあなた方が問答しているのは、どのような数のことなのだ？その中の〈一〉はあ 
なた方の要請するような性格のものであって、そのひとつひとつは、どれをとっても互いにまったく等しくて小ノ 
しの差異もなく、それ自身の内に何ひとつ部分というものをもたないものとされているのだが』 

彼らはこれに対して、何と答えるだろうと思うかね？」 

「こう答えるだろうと思います。——彼らの語っている数とは、ただ思惟によって考えられることができるだ 
けで、ほかのどのような仕方によっても取り扱うことのできないような数なのだと」 

「それなら、友よ」とぼくは言った、「君もこう見るのだね——おそらくこの学科こそはわれわれにとって、 

B ほんとうの意味で必要欠くべからざるもの(強制力をもつもの)であるだろうと。なぜなら、それは明らかに、魂 
を強制して、純粋の知性そのものを用いて真理そのものへ向かうようにさせるのだから」 

「事実たしかに」と彼は答えた、「この学科はそういうはたらきをつよくもっています」 

「ではどうだね、このことをもう注意したことがあるだろうか。——すなわち、生まれつき計算の才のある者 
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は、あらゆる学問を学ぶのに鋭敏に生まれついているといってよいし、また遅鈍な者も、この学科によって教育 2 
され訓練されると、たとえほかに何の得るところもなかったとしても、少なくとも以前の自分よりも鋭敏になる5 
という点では、誰もが進歩するということだがね」 

「そのとおりです」と彼は答えた。 

「それにまた、ぼくの思うには、およそこれくらい学習し勉強する者に対して多くの苦労を課する学科という 
ものは、容易には見つからないだろうし、見つかってもそうざらにはないだろう」 

「ええ、たしかに」 

「こうして、以上見られたすべての理由によって、この学科はなおざりにされてはならないのであって、むし 
ろ最もすぐれた素質をもつ者たちは、この学科によって教育されなければならないのだ」 

「賛成です」と彼は答えた。 

九 

「それでは、この学科のことが一つ、われわれにとって定められたことにしよう」とぼくはつづけた、「第二 
番目には、これにつながりのある学科のことを、はたしてそれがわれわれの目的に適うものであるかどうか、し 
らベてみることにしよう」 

「どのような学科ですか？ 幾何のことをおっしゃっているのですか？」と彼は言った。 

「まさにそのとおり」とぼくは答えた。 
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Dr それが戦争のことに関係するかぎりでは」と彼は言った、「われわれの目的に適っていることは明らかでし 
ょう。なぜなら、陣営の構築や、要地の占拠や、軍隊の集合と展開や、その他戦闘の最中や行進のときに軍隊が 
とるさまざまの隊形などのことにかけて、幾何の心得があるとないとでは、同じ人でも差異が出てくるでしょう 
からね」 

「しかしね」とぼくは言った、 r その種の事柄のためなら、幾何や計算のほんのわずかな部分だけで事足りる 
だろう。われわれがしらべなければならないのは、幾何の多くのもっと進んだ部分が、あのそもそもの目的、す 
E なわち、〈善〉の実相を観てとることを容易にするという目的に対して、何らかの点で寄与するものであるかどう 
か、ということなのだ。しかるに、われわれの主張では、およそ魂を強制して、魂が何としてでも見なければな 
らないところの、かの最も祝福された実在がある領域へと魂を向け変えさせるかぎりの学問は、すべてその目的 
に■寄与するものである」 

「おっしゃることはほんとうです」と彼。 

「だから、実在を観想するように促すものであれば目的に適うし、生成を見るようにさせるものであればそう 
でない、ということになる」 

「たしかにそれが、われわれの主張です」 

527「では、次の点だけは」とぼくは言った、「少しでも幾何を学んだことのある人々なら、われわれに異論をと 
なえるようなことはないだろう。すなわち、この学問のあり方は、それにたずさわっている人々がこの領域にお 
いて口にしている用語とは、正反対のものであるということだ」 
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「それはどのような意味でしょう？」と彼はたずねた。 

「彼らの使っている言葉は、大へん滑稽で無理強いされたようなところがある。というのは、彼らはまるで自 
分たちが実際に一 b 為しているかのように、そして自分たちの語る言葉はすべて行為のためにあるかのように、 
『四角形にする』だとか『〔与えられた線上に図形を〕沿えて置く』だとか『加える』だとか、すべてこのような 
言い方をするからだ。実際には、この学問のすべては、もっぱら知ることを目的として研究されているはずなの 
にね」 

「まった くそのと おりです」 と 彼。 

「そこでもうひとつ、 さらに‘ この点について同意を確認し合っておくべきではなかろうか」 

「どのような 点について でしょう？」 

「それが知ろうとするのは、つねにあるものであって、時によって生じたり滅びたりする特定のものではない 
ということだ」 

「それは容易に同意を得られる点です」と彼は言った、「なぜなら幾何学は、つねにあるものを知る知識なの 
ですから」 

「それならば、よき友よ、それは魂を真理へ向かって引っぱって行く力をもつものだということになるだろう 
し、哲学的な思考のあり方をつくり上げて、いまは不当に下に向けているものを、上方に向けるようにさせる力 
をもつものだということになるだろう」 

「ええ、可能なかぎり最大限にね」と彼は言った。 
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C 


「それならまた可能なかぎり最大限に命じなければならない」 とぼく は言った、「君の美わしの国の民たちが、 
けっして幾何から遠ざかることのないようにと。げんにこの学問の副次的な仕事だけでも、けっして些少なもの 
ではないからね」 

「どのような仕事のことですか？」と彼は言った。 

「君が言ったような、戦争に関係する仕事のことだよ」とぼくは答えた、「それにまた、あらゆる学問を学ぶ 
にあたって、よりよく理解して受け入れるようになるという点でも、幾何を学んだことがあるかないかによって、 
まるっきり違ってくるということを、われわれは知っているはずだ」 

「たしかに、まるっきり違います」と彼は言った。 

「それではこれを、青年たちに課する第二の学科と定めることにしよう」 

「そうしましょう」と彼は答えた。 

I 〇 

D 「ではどうだろう、三番目の学科としては、天文学をそれと定めることにしようか？ それとも、君は不賛成 
かね？」 

「私としては、それでよいと思います」と彼は答えた、「というのは、 月や 年の移り変りにおける さまざまの 
時期(季節)を正確に感知するということは、農耕や航海に必要であるだけでなく、軍隊統率のためにも、それに 
劣らず大切なことですからね」 
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r 君も愉快な男だね」とぼくは言った、「何だか大衆に気がねして、役にも立たない学問を押しつけようとし 
ていると思われはしないかと、びくびくしているように見えるではないか。しかしほんとうに重大な点、容易に 
は信じがたい点は、こうした学問のなかで各人の魂のある器官が浄められ、ふたたび火をともされるということ 
だ。この器官は、ほかのさまざまの営みのために破壊され、盲目にされているものであって、これを健全に保つ 
ことは、可万の肉眼を保全するよりも大切なことなのだ。ただこの器官によってのみ、真理は見られるのだから 
ね。だから、こうした考えを君と共にする人々ならば、君の言うことをどこまでも立派な発言と思ってくれるだ 
ろうが、しかしこの点をまったく何も感知したことのない人々は、当然のことながら、君の言うことに何の意味 
も認めないだろう。なぜならそういう人々は、ほかにこうした学問から語るに足るほどの利益が得られるとは見 
ないからだ。 

そういうわけで、君はいまただちに、自分がどちらの種類の人々を相手に話し合ったらよいのか、よく考えて 

みることだ。それとも、君の相手はどちらの人々でもなくて、何よりも君自身のために議論をするのであり、た 

だ誰か他の人がそこから何か自分の為になることを引き出すことができたとしても、けっしてその人に対して、 

( 1 ) 

けちけちと物惜しみしたりしないだろうと、こういうことなのかね？」 

「それが私の選択です」と彼は答えた、「何よりも私自身のために語り、問い答えることにします」 

「それでは、もう一度話を後へ戻してくれたまえ」とぼくは言った、「なぜなら、さっき幾何のつぎに来るベ 
き学科を取り上げたときの、われわれのやり方は正しくなかったからね」 

「どういう点がですか？」と彼はたずねた。 
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「平面のつぎに」とぼくは言った、「もうすでに円運動のうちにある立体を取り上げたからだ-立体をそれ 

( 2 ) 

B だけで取り上げる前にね。しかし順序としては、二次元のつぎには一一一次元を取り上げるのが正しい。そしてこれ 
は、立方体の次元や一般に深さを分けもつものについて考えられるものであるはずだ」 

「たしかにそれはそうです」と彼は言った、「しかしそうした事柄は、ソクラテス、まだ完全に発見されたと 

3) 

はいえないょうに思えますが」 

「それには二つのことが原因となっているのだ」とぼくは言った、「ひとつは、どの国家もそれを尊重してい 
なくて、困難な主題であるために研究が強力に行なわれていないということ。もうひとつは、研究者たちには上 
に立つ指導者が必要であり、それなしには発見はありえないのに、まずそういう指導者はなかなか現われがたい 
し、さらにたとえいたとしても、現状では、この種の問題に研究能力のある人たちは誇りが高くて、指導に服そ 
C うとしないだろうということがある。しかし、もし国家が国全体をあげて、この研究を尊重しながら指導監督に 
協力するならば、研究者たちもそれに従うだろうし、問題そのものも持続的かつ集中的に探求されて、事柄がい 
かにあるかの真実が明らかにされるょうになるだろう。じっさい現在においてすら、世間の人々から輕視されて 

3この対話設定年代(前五世紀)のころには、有名な「立方 
体を二倍にする」問題をはじめとして、立体幾何学の分野 
はまだ じゅうぶんに開拓されていなかった。 ブラ トンがこ 
こで 行なっている意識的な学科の順序の訂正は、この分野 
の 重要性に注意を唤起するための ものと 解される。 


1テクストはアダムの読み方 ( 528 A 1 0 C- TTP 6 s o o seT -s'ocs, 
A , D . おょび文末に疑問符)に従ぅ。 

2「次元」(アゥクセ—)の文字通りの意味は「増大」。ピュ 
タゴラス派において、点の第一の増大が線、第二の増大が 
平面、第三のそれが立体と考えられた。 
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成長を阻害され、さらにそれが有用であることの根拠を理解していない研究者たちからも、同じ扱いを受けてい 
るにもかかわらず、この研究はそれ自身の魅力によって、すべてこれらの抵抗を排して成長しつつあ.るのだか 
らね。だとすれば、やがてその成果が現われて事柄の真実が発見されたとしても、少しも不思議ではないだろ 
う」 

「じじつたしかに」と彼は言った、「この研究がもっている魅力といえば、格段のものがあります。しかしそ 
れはそれとして、あなたがこれまでおっしゃったことの意味を、もう少しはっきり説明してくださいませんか.。 
——つまり、あなたは平面に関わる研究をもって幾何と定めたはずでした」 

「そう I とぼく。 

「ところがそのあとですが」と彼はつづけた、「最初は幾何のつぎに天文学を置きながら、あとでそれを撤回 
されましたね」 

「じっさいのところ」とぼくは言った、「はやく全部を通過し ようと 急いだために、かえって遅くなってしま 
ったのだよ。つまり、つぎには深さをもった次元の研究が来るのが順序なのに、その探求の仕方の現状がおかし 
なものなので、それをとび越してしまって、幾何のつぎに天文学を挙げたのだ。これは深さをもったものの運動 
に関わるものなのにね」 

「おっしゃるとおりです」と 彼は言った。 

「それでは、第四番目の学科として天文学を置くことにしよう」とぼくは言った、「いま未開拓のまま残され 
て、：る先の学問の研究が、国家がそれを推進するという前提のもとに、すでに確立されているものと考えてね」 
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「それは期待できることです」と彼は言った、 r それでは、先ほどあなたから、 ソクラテス、 天文学について 
俗っぽい推賞の仕方をするというのでお叱りを受けましたが、その点こんどは、あなたの追求する見地に従って 
天文学を推賞することにします。というのは、この天文学に関するかぎり、それが魂を強制して上の方を見るよ 
うにさせ、魂をこの世界の事物から天上へと導くものであることは、万人に明らかであると私には思われますか 
ら」 

「たぶん」とぼくは答えた、「ぼくを除いた万人に明らかなのだろうね。なぜなら、このぼくにはそうとは思え 
ないのだから」 

「それなら、どう思えるのですか？」と彼は言った。 

「人々を向上させて哲学へ導こうとしている人たちが現在、この天文学を取り扱っているような仕方では、魂 
の視線をまったく下に向けさせることになるだけだと思うのだ」 

「とおっしゃると、どういう意味でしょうか？」と彼はたず^た。 

「どうも君は」とぼくは言った、「上方の事柄について学ぶということがどういうことかを、しごくおおらか 
B な解釈で自分の心の中に受け取っているようだね。きっと君は、誰かが上を仰ぎながら天井に多彩の模様を眺め 
て、何か学び知るような場合でも、その人は目によってではなく、知性によって観ているの だと 考えるのだろう 
からね。たぶん君の考えは立派で、ぼくの考え方は愚直なのかもしれない。というのは、ぼくとしては、 a ' fc ' a ' 
えない実在に関わるような学問でないかぎり、魂の視線を上に向けさせる学科としてはほかに何も認めることが 
できないからだ。そして、ひとが感覚される事物に属するものを何か学ぼうと試みるのであれば、その人が上を 
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向いて口をあんぐりあけていようと、下を向いて口をかたく結んでいようと、ぼくに言わせれば、その人はけ - p 
して学び知ることはできないだろうし——なぜなら、そのような感覚される事物のいかなるものについても、知 
識は成立しえないのだから——、またたとえその人が地上な り 海上な りを 仰向けに游泳しながら学ぶのだとした 
ところで、その人の魂はだんじて上ではなく、下の方を見ていることになるのだ」 

-- 

「おそれ入りました」と彼は言った、「それは正当なお叱りですから。——しかしそれなら、われわれの言う 
目的のために役に立つように学ぶためには、現在とは違ったやり方で天文学を学ばなければならないとあなたが 
おっしゃったのは、どのような意味なのでしょうか？」 

「説明しよう」とぼくは言った、「すなわち、天空にあるあの多彩な模様〔星〕は、それが目に見える領域にち 
りばめられた飾りであるからには、このような目に見えるもののうちではたしかに最も美しく、最も正確ではあ 
るけれども、しかし klKtn ' それとくらべるならば、はるかに及ばないものと考えなければならないということ だ。 
真実のそれとはすなわち、真に実在する速さと遅さが、真実の数とすべての真実の形のうちに相互の関係におい 
て運行し、またその運行のうちに内在するものを運ぶところの、その運動のことであって、これらこそは、ただ 
理性 (ロゴス)と 思考によってとらえられるだけであり、視覚によってはとらえられないものなのだ。それとも君 
は、とらえられると思うかね？」 

「いいえ、けっして」と彼は答えた。 
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「だから」とぼくは言った、「天空を飾る模様は、そうした目に見えぬ実在を目指して学ぶための模型として 
こそ、これを用いなければならないのであって、それは ちょうど、 ひとが ダィダロスなり、 あるいは他の工人な 
り画家なりによって特別苦心して見事に描かれた図形を前にしたときと同じことである。すなわち、幾何学に通 
じた人ならば、そうした図形を見て、 この 上なく美しい出来栄えを認めながら も、 しかし等しい もの や、二倍の 
もの や、その他何らかの正確な数量的関係の真実のあり方を、そうした図形の内に直接とらえるつもりで本気で 
これをしらべるのは、滑稽な ことだと 考える だろう」 

「どうして滑稽でないことがありましょう」と彼は言った。 

「それならば、真の天文学者は」とぼくは言った、「星々の運行を眺めながら、それと同じ気持をもつだろう 
とは思わないかね。すなわち、天空の造り主が天空と天空内にある一切とを、およそこの種の作品としては可能 
なかぎり最も美しい出来栄えとなるように形づくったということは、すすんでこれを認めるだろう。しかし、夜 
が昼に対して、昼夜が月に対して、月が年に対して、そしてその他の星々がこれらに対しまた相互に対して、い 
かなる正確な数的割合にあるかという問題についてはどうだろう？真の天文学者ならば、これらのものが一 . 
物体を具えた目に見える存在であるにもかかわらず——つねに齊一なあり方を保って進行しつづけ、けっしてい 
ささかも逸脱することがないと考える人、そしてそれについての真理をあらゆる手段をつくしてそこに求めよう 
とする人を、奇妙な考えの人であるとみなすだろうと、君は思わないかね？」 

「いまお話をうかがって、たしかにそうだと思います」と彼は答えた。 

「それではわれわれは」とぼくは言った、「ちょうど幾何学を研究する場合と同じようにして、〈問題〉を用い 
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ることによって天文学を追求し、天空に見えるものにかかずらうのはやめることになるだろう-もしわれわれ 

C がほんとうの意味で天文学研究に参与することによって、魂の内に本来そなわっている知の機能を無用の状態か 
ら救って、役に立つものにしようとするのならば」 

「あなたが要求するその仕事は」と彼は言った、「現在の天文学のやり方とくらべて、何倍も大へんなものと 
なることでしようね」 

「しかしね」 とぼく は言った、「われわれはほかのさまざまのことでも、これと同じやり方で要求を課するこ 
とになるだろうと、ぼくは思う。もしわれわれが立法者として、いくらかでも役に立つところがあるならばね」 

I 二 

「だがそれはそれとして、君はほかにわれわれの目的に適う学科を、何か挙げることができるのかね？」 
「いいえ」と彼は言った、「さしあたっていますぐには」 

「しかしぼくの思うには」とぼくは言った、「運動には一つだけでなく、もっと多くの種類があるはずだ。そ 
れを全部挙げることは、おそらく知者にしかできないだろうが、しかしわれわれにもすぐ明らかなものが、二つ 
ある」 

「それはどのようなものでしょうか？」 

「いま言っていた種類のもののほかに」とぼくは言った、「それと対をなすものがある」 

「といいますと？」 
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「おそらくこう言えるのではないか」とぼくは言った、「すなわち、目が天文学との密接な関係において形づ 
くられているのとちょうど同じように、音階の調和をなす運動との密接な関係のもとに耳が形づくられているの 
であって、この両者に関わる知識は、互いに姉妹関係にあるのだ、と。これはピュタゴラス派の人々が主張し、 

われわれもまた、グラゥコン、賛成するところなのだがね。-それともわれわれは、どういう態度をとろう 

か？」 

「その説に賛成します」と彼は答えた。 

「それなら」とぼくは言った、「この仕事は大へんなものなのだから、われわれは彼らピュタゴラス派の人た 
ちから、これらの点について彼らの説がどのようなものであるか、またほかにつけ加えることがあるならそれも、 
教えてもらうことにしよう。ただわれわれとしては、そうしたすべての点にわたって、われわれ自身の立場を守 
って行くことになるだろうがね」 

「どのような立場をですか？」 

「われわれの養成しようとする者たちが、そうした学問のうち何か不完全なものを、すなわち、すべてが到達 

るか』」とあり、クニドスのェウドクソスが有名な二七の 
同心天球の仮設を提出したのもこの〈問題〉に応じてのこと 
であった、と言われている ( simplicios , / s ^ n . oot . be c§-o 
448 .18-24, Keibergo 


1 たとえば、アカデメィアのメンバ ー であったエゥデモス 
の伝えるところによれば、「プラトンは天文学の熱心な研 
究者たちに対して、次のような〈問題〉を課した—— 『どの 
ような齊一にして秩序ある運動が想定されるならば、惑星 
の不規則な運動について目に見える現象を救うことができ 
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すべき目標へとつねに到達しないようなものを、学ぼうと試みないように気をつけるということだ。ちょうどわ 
れわれがたったいま、天文学について語っていたのと同じようなぐあいにね。それとも君は、あれと同じような 
ことが、音階の調和についても行なわれているのを知らないかね？というのは、ここでもまた人々は、耳に聞 
える協和音やさまざまの音響を相互に計りくらべて、ちょうど天文学をやっている連中と同じような、無益な骨 
折りをしているではないか」 

「神々にって、まったくそうなのですよ」と彼は-3*口った、「それに何とも滑稽ですね、あのやり方は。—— 

やれ『稠密音』だとか何だとかいった名前を口にしながら、まるで隣から声を盗み聞きでもするような様子で耳 

をぴったりとそばへ寄せて、ある人たちは中間にまだ何か音が聞きとれるから、それが最小の音程であり、それ 

が単位とならなければならないと主張し、他の人たちはこれに異議をとなえて、いやこれと同じような音はもう 

前にもしていたのだと反論する、といったぐあいで、どちらの人たちも耳を知性より先に立てているわけです」 

「君の言っているのは」とぼくは言った、「あの善良な人たち I 木栓の上で絃を締めあげて拷問にかけなが 

ら、絃を苦しい目にあわせて吟味にかけている連中のことだね。……だがこのうえさらに撥で打擲を加えるとか、 

絞を告発するとか、絃が否認したり図々しくしらを切ったりするとか言っていると比喩が長すぎることになるか 

ら、比喩はもうやめにして、ぼくの言っているのはそういう人たちのことではなくて、さっき音階についてわれ 

われが質問しようと言っていたあの人たち r ヒュタゴラス派〕のことなのだ、と言っておく。というのは、あの人 

たちは天文学をやっている連中と同じことをしているからだ。つまり彼らは、耳に聞えるこの音の協和の中に直 
( 1 ) 

接に数を探し求めるけれども、しかしそれ以上のぼって問題を立てるところまでは行かず、どの数とどの数とが 
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それ自体として協和的であり、どの数とどの数とがそうでないか、またそれぞれは何ゆえにそうでありそうでな 
いのかを、考察しようとしないのだ」 

1 、 わざ 

「ええ、そのようなことは、人間業以上の仕事でしょうからね」と彼は言った。 

「いやいや、有用な仕事なのだよ」とぼくは答えた、「善美なるものの探求のためにはね。しかしそういう目 
的なしに追求されるとしたら、それは無用の業なのだ」 

「たしかにそうかもしれませんね」と彼は言った。 

I 三 

「ところで、ぼくはまた思うのだが」とぼくは言った、「すべてこれまで述べてきたような事柄の研究は、そ 
うした学科相互の間の内的な結びつきと同族的な関係とを見てとるところまで進んで、それらがどの点で互いに 
親近なつながりをもつかを、総合的な見地から勘考するところまで行かなければならない。そうしてこそはじめ 
て、これらの学科を業としてはげむことは、われわれの目指す目的のために何らかの役に立つことにな り、 その 
間の骨折りもむだではなかったことになるが、もしそうでなければ、むだ骨折りということになるだろう」 

「私もやは り、 そんな気がします」と彼は言った、「それにしても、大へんな大仕事ですね、 ソクラテス、 あ 


ビユタ ゴラス派は、絃の長さを調節して 音を 聞きながら、 3:2( 五 度音程)、4:3(四度音程) であることを見出した。 35 
音階を構成す る 数的な比が、 2:1( 八度音程、 ォ クターブ) 、 5 
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なたの言われることは」 

「前奏曲のことをそう言うのかね？」とぼくは言った、「それとも、何の仕事を指して言っているのかね？ 
—— われわれは、これらすベての学科が、学ばねばならぬ本曲そのものにとって、その前奏曲にしかすぎないの 
だということを知っているのではないか。君にしても、これらの学科に熟達している人々が、そのままとりもな 
おさず哲学的問答法の知識ある者だとは、思わないだろうからね」 

「たしかにおっしゃるとおりです」と彼は答えた、「例外は、私の出会った人たちのうちで、ごく少数の人し 
かいませんでした」 

「しかし」 とぼくは 言った、「誰にもせよ、言論(理)を与えたり受けとめたりする能力がないとすれば、それ 
をこそ知らねばならぬとわれわれが主張す ると ころのものを、少しで も 知るようになれ ると 思うかね？」 

「いいえ、その点もそうは思いません」と彼。 

「それでは、グラゥ コンよ」とぼく は言った、「いまやようやく、ここに本曲そのものが登場することになるの 
だ。この本曲を演奏するのは、哲学的な対話•問答にほかならない。それは思惟によって知られるものであるけ 
れども、比喩的にこれを再現しようと思えば、先に述べた視覚の機能に比せられてよいだろう。すなわち、すで 
にして実物としての動物のほうへ、天空の星々のほうへ、そして最後には太陽そのもののほうへと、目を向けよ 
うとつとめるとわれわれが語った、あの段階がそれである。ちょうどそれと同じように、ひとが哲学的な対話. 
問答によって、いかなる感覚にも頼ることなく、ただ言論(理)を用いて、まさにそれぞれであるところのものへ 
と前進しようとつとめ、最後にまさに〈善〉であるところのものそれ自体を、知性的思惟のはたらきだけによって 
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直接把握するまで退転することがないならば、そのときひとは、思惟される世界(可知界)の究極に至ることにな 
る。それは、先の場合にわれわれの比喩で語られた人が、目に見える世界(可視界)の究極に至るのと対応するわ 
けだ」 

「ええ、まったくそのとおりです」と彼は言った。 

「ではどうかね、このような行程を、君は哲学的問答法(ディアレクティヶ ー) と呼ばないだろうか？」 

「そう呼びます」 

「他方また」とぼくはつづけた、「縛めから解放されて、うつっている影から、その影の元にある模像と火の 
光のほうへ向きを変え、地下の住いから太陽のもとへと上昇して行くこと、そしてそこまで昇ってから、動物や 

C 植物や太陽の光を直視することはまだできずに、水にうつったその神的な映像と影とに-つまり影は影でも、 

太陽と比べればそれ自身が模像的な光によってうつし出された、模像の影ではもはやなく、ちゃんとした実物の 
影に——視線を向けること、こういった段階があった。われわれがこれまで述べてきたいくつかの学術を研究す 
ることは、全体として、ちょうどこれに相当するような効果をもっているわけであって、それは、魂のうちなる 
最もすぐれた部分を導いて、実在するもののうちなる最もすぐれたものを観ることへと、上昇させて行くはたら 
きをするものなのだ。ちょうど先の場合に、肉体のうちなる最も明確な部分〔目〕が、目にみえる物体的な世界の 
D うちなる最も輝かしいもの〔太陽〕を観るところまで、導かれて行くのと同じようにね」 

「私としては、そのとおりだと容認します」とグラゥコンは答えた、「とはいうものの、あなたの言われるこ 
との内容をそのまま受け入れるのは、大へんむずかしいことなのですが、しかしまた別の意味では、それを受け 
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入れないということも、やはりむずかしいことだというのが、私のいつわらぬ気持です。ただまあこれは、いま 
ただ一回だけ聞いてすませるべきことではなく、これから先も何回となく立ち帰って考えなければならぬことな 
のですから、以上のことはいま言われたとおりだとしておいて、こんどは本曲そのものへ向かうことにしましょ 
う。そして前奏曲を取り扱ったのと同じような仕方で、本曲のことを詳しく述べることにしましょう。 

さあ、それでは話してください。哲学的な対話•問答がはたす機能とは、どのような性格のものなのでしょう 
か。それはいったい、どのような種類に分かれているのでしょうか。またそれが踏むべき道には、どのようなも 
のがあるのでしょうか。——というのは、どうやらそれらの道こそはすでに、かの目標そのものへと通じる道な 
のであって、そこへ到着したならば、いわば、歩みを止めてひと息つける旅路の終点となるもののようですから 
ね」 

「親愛なるグラゥ n ン」とぼくは言った、「これ以上ついてくることは、君にはできないかもしれないね。と 

いって、ぼくのほうにその熱意がない というよう なことは、全然ないのだが。それにまた、君に示されるのは、 

もはやこれまでのように、われわれの言おうとする事柄の似像(比喩)ではなくて、直接真実そのものとなるだろ 

う——少なくとも、ぼくにあらわれたかぎりでのね。ぼくがその真実をほんとうに正しく見ているかどうかとい 

( 1 ) 

うことまで、確言することはできないが、しかし何かそのようなものを見なければならぬということだけは、つ 
よく主張してしかるべきだ。そうだろう？」 

「ええ、たしかに」 

「それから、その真実は、ただ哲学的な対話•問答の力だけが、いま さっき われわれが述べた ような 学問に通 
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じている者に対して、これを啓示することができるのであって、それ以外のいかなる方途によっても不可能だと 
いうこと、このことはどうだろう？」 

「ええ、そのこともまた、つよく主張してしかるべきです」と彼は答えた。 

「とにかくこの点だけは」とぼくは言った、「何びともわれわれの説くところに対して、異議をさしはさみは 
しないだろうからね、——すなわち、あらゆるものについて筋道の通ったやり方で、それぞれのもの自体がまさ 
に何であるかを把握しようとするには、先に述べたいくつかの学術のほかに、何か別の探求の道がなければなら 
ぬということだ。これに対して、他の一般的な技術なるものはすべて、人間の思わくや欲望に対してその狙いを 
向けるものであるか、あるいは、自然物の生成や人工物の組立てといったことに関わるものであるか、あるいは、 
そのようにして生じたり組み立てられたりするものの世話をすることにすべてが向けられているかの、いずれか 
である。残るのは、ある程度実在に触れるところがあると言われた幾何学、およびそれにつづく諸学術であるが、 
しかしこれらの学術は、われわれの見るところでは、自分が用いるさまざまの仮設を絶対に動かせないものとし 
て放置し、それらをさらに説明して根拠づけるということができないでいるかぎりにおいて、実在について夢み 
てはいるけれども、醒めた目で実在を見ることは不可能なのだ。なぜなら、そもそもの出発点として、自分がほ 
んとうには知らないものを立てておいて、結論とそこに至る中間は、その知らないものを起点として織り合わさ 
れているとすれば、そのようにして得られた首尾一貫性が、どうして知識となることができようか？」 


1アダムのテクストに従って533 A 5 において S 2, を読む。 
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咖 「けっして知識とはなりえません」と彼は答えた。 

一四 

「そこで」とぼくは 言った、「哲学的問答法の探求の行程だけが、そうした仮設を つぎつぎと 破棄しながら、 

始原(第一原理)そのものに至り、それによって自分を完全に確実なものとする、という行き方をするのだ。そし 

D て、 文字 どおり 異邦の泥土のなかに埋もれている魂の目を、おだやかに引き起して、上へと導いて行くのだ- 

われわれが述べたもろもろの学術を、この転向(向け変え)の仕事における補助者としてまた協力者として用いな 

がらね。われわれはこれらの補助的な学術のことを、習慣に従って、これまでしばしば〈知識〉と呼んできたが、 

しかし王んとうはもっと別の呼び名が必要だろう。〈思わく〉よりは明瞭で、〈知識〉よりは不明瞭なものを示すよ 

( 1 ) 、 

うな 呼び名がね。前の議論では、たしか、〈悟性的思考〉(間接知)という呼び名でそれを規定したはずだ。しかし 
E 思えば、これだけの重要な問題の考察が課せられているのだから、われわれは名前のことなどとやかく言ってい 
る 場合ではないだろう」 

( 2 ) 

「たしかにそのとおりですとも」と彼は言った。 

「それでは」とぼくは言った、「前と同じように、第一の部分を〈知識〉と呼び、第二の部分を〈悟性的思考〉(間 
534 接知)と呼び、第三の部分を〈確信〉(直接的知覚)と呼び、第四の部分を〈影像知覚)(間接的知覚)と呼ぶことで満足 
しよう。 そして、後の二つを合わせて〈思わく >の状態と呼び、前の二つを合わせて〈知性 > のはたらきと呼ぼう。 
〈思わく>は生成に関わり、〈知性)は実在に関わる。そして〈実在〉の〈生成〉に対する比は、〈知性〉の〈思わく〉に対 
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する比に等しく、〈知性〉の〈思わく〉に対する比は、〈知識〉が〈確信〉に対する比、および〈悟性的思考〉(間接知)が 

(3) 

<影像知覚 X 間接的知覚)に対する比に等しい、ということになる。——しかし、これらの心の状態に対応してい 

る対象、すなわち、〈思わく〉の対象となるものと < 知性〉の対象となるものを、それぞれ二つに分割して、その間 

の比例関係を考えることは、グラゥコン、やらないでおこう。そんなことをやり出すと、われわれは、いままで 

(4) 

たどってきた議論よりも何倍も長い議論のなかに、巻きこまれることになるだろうからね」 

「ええ、とにかく私としては」と彼は言った、「その点は別として、ほかのことはすべて、私について行くこ 
とができる範囲では、そのとおりだと思います」 

「そもそもまた、哲学的問答法の心得があると君が呼ぶのは、それぞれのものの本質を説明する言論を求めて 
手に入れる人のことではないか。そしてそれができない者は、本質を説明する言論を自他に対して与えることが 
できないかぎりにおいて、その当のものについて〈知〉をもっているとは言えないと主張するのではないか？」 
「ええ、どうしてそのようなことが言えましょうか」と彼は言った。 

4 この言葉は、線分の上位部分の哲学的知識の対象と数学 
の対象とが、対象それ g 体としては、固定的な境界線によ 
って明確に区別されていないことを示すであろう。重点は 
それぞれの精神状態の差異のほうにある。 511 D における 
「ただしそれらの対象は、ひとたび始原と関係づけられる 
ならば……」という注意の言葉を参照。 


1 VL 511 D . 

2 テク ストはアダムに従い、底本にある次の三行を読まな 
ヽ〇 

3 ここで用いられている線分の各部分の呼び方は、前と若 
千異なっている。 VI . 51 1 E と同所注1を参照。用語をな 
るべく専門語として固定させないのが、ブラトンの一つの 
特色であると、•，えるへ cf . Diog . r 日. 63 )。 
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州 「それなら、#'についても同様ではあるまいか。他のすべてのものから〈善〉の実相を区別し抽出して、これを 
言論によって規定することのできない人、——思わくを基準とするのでなく、事柄自体のあり方を基準として吟 
C 味しようと熱心につとめながら、あたかも戦場におけるがごとく、吟味のためのあらゆる論駁を切りぬけ突破し 
て、 すべてこうしたなかを不倒の言論をもって最後まで進みおおせるということのできないような人、1その 
ような、 i 、 〈善〉 そのものはもとより、他のいかなる善きものをも知ることがないと、君は言うのではな 
かりにたかだか、その影のようなものに触れることがあったとしても、それは思わくによって触れているのであ 
って、知識によるものではなく、かくてこのような人は、今生を夢と眠りのうちに過しながら、この世で目を覚 
D ますより前に冥界へ行ってしまい、こんどこそ完全な眠りにおちてしまうことになるのではないか？」 

「ええ、ゼゥスに誓って」と彼は答えた、「私はすべてそれらのことをつよく肯定します」 
r ところで、君自身の子供たち、——つまり、こうして議論のなかでその養育と教育が論じられている入々の 

ことだが_、もし 君が実際にその育成の任に当たらなければならぬとしたら、思うに君は、その入々が、いわ 

ば無理数？ n ゴィ)を示す直線のように、無理論(ァロゴィ)の状態のままで一国の支配者として最も重要な事柄 
を司ることを、許しはしないだろう」 

「許しませんとも」と彼。 

「したがって君は、最もよく知識に適った問と答の能力を授けるような、そういう教育をとくによく受けるこ 
とを、彼らに対して法律により定めることになるだろうね？」 

E 「ええ、法律で定めるでしょう」と彼は言った、「あなたの御協力を得てね」 
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「それでは」とぼくは言った、「哲学的問答法というのはわれわれにとって、 もろもろの 学問の上に、いわば 
最後の仕上げとなる冠石のように置かれているのであって、もはや他の学問を これよりも 上に置く ことは 許され 
535 ず、習得すべき学問についての論究はすでにこれをもって完結した と、 こう君には思われない かね？」 

「ええ、そう思われます」 

I 五 

「それでは」とぼくは言った、「あと君に残っているのは配分の仕事、 —— 以上見てきた諸学科を誰に、どの 
ような仕方で課すべきかという問題だ」 

「ええ、明らかに」と彼。 

「では君は、先に行なった支配者の選抜のことを憶えているだろうか——どのような者たちをわれわれが選び 
出したかを？」 

「むろん憶えていなくてどうしましょう」と彼は言った。 

「それでは、一般にほかの点では」とぼくは言った、「あのとき言ったような生まれつきの者が選び出される 
べきだと考えてくれたまえ。つまり、最も堅固な性格で、最も勇気 ある 者たち、そしてできたら、容姿もいちば 
B ん立派な者たちを選び出さなければならないわけだ。しかしい まやこう した点に加えて、ただ気だかく男らしい 


1 日. 41 'toB 〜414 A , VI . 40050〜 4007 A , 503 A 〜504 A を参照0 
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性格の者を探し求めなければならないというだけではなく、まさにいま述べたような教育を受けるに適した自然 
的素質を、その者たちはもっていなければならないのだ」 

「どのような性質を、あなたはとくに区別し出されるのですか？」 

「わかりきったことではないか、君」とぼくは言った、「彼らはそうした学科を学ぶことにかけて鋭敏でなけ 
れ f ならないのであって、難渋しながら学ぶようではだめなのだ。なにぶんにも魂は、体育においてよりも，手 
ごわい学科のなかで！ I みくじけることのほうが、はるかに多いからね。なぜならその苦労は、魂にとって、身体 
と共同のものではなく自分だけが引き受けるものであるだけに、より固有のものだからだ」 

「それに違いありません」と彼。 

「さらにまた、もの«えがよく、根性がしっかりしていて、あらゆる意味で苦労好きの者を探し求めなければ 
ならない。そうでなければ、誰にせよ、いったいどうして身体の労苦に堪えぬいたうえで、さらにこれだけの学 
習と訓練をやりとげる気になるだろうと思うかね？」 

「そのような者は誰もいないでしょう」と彼は言った、「あらゆる面で素質に恵まれた者でないかぎりは」 
「少なくとも、現在行なわれている間違いと、哲学にふりかかっている軽蔑とは、こうしたところから起って 
、るのだからね」とぼくは言った、「つまり、前にも言ったように、その資格もないような人々が哲学に手をつ 
けているからなのだ。というのは、生まれのいかがわしい者たちがこれに手をつけてはならなかったのであって、 
正しい生まれの者たちにだけそれが許されるはずだったのだから」 

「それはどのような意味でしょうか？」と彼は言った。 


544 



国家(第七巻) 


536 
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「まず第一に」とぼくは答えた、「哲学に手をそめようとする者は、苦労好きという点で片ちんばであっては 
ならない 半分だけ苦労好きで、あとの半分は苦労を避けようとするのではね。これはつまり、体育を好み狩 
狐を好み、身体を動かすことならどんな苦労も好きだけれども、学問のほうは好きでなく、人の話を聞くことも 
自分で探求することも好まず、すべてそうしたことでの苦労を M 1 う、というような場合のことだ。他方また、苦 
労好きの向かうところがこれと反対に入れ替っている人も、やはり片ちんばだということになる」 

「おっしゃることはまったくほんとうです」と彼は言った。 

「また真実ということに関しても」とぼくは言った、「われわれはこれと同じように、次のような魂を辟11と 
みなすべきだろう。すなわち、故意の偽りに対しては憎しみをもち、そういう g をつくことに自分でも堪えられ 
ず、他人の噓にもひどく憤慨するけれども、故意でない偽りはしごく寛容に受け入れ、自分の無知がさらけ出さ 
れても苛立ちもせず、豚のように、無知の泥にまみれて汚れていてもいっこうに平気な魂の こと (だ」 

「まったくそのとおりです」と彼。 

「さらに節制ということに関しても」とぼくは言った、「また勇気や気宇の壮大さなどのすベての徳目に関し 
ても、にせの生まれの者と正しい生まれの者とを見分けるための用心を、極力怠ってはならない。なぜなら、国 
家にしても個人にしても、これらの徳に関する事柄をあらゆる仕方でよくしらベるための知識がないと、そうし 


1 VI . 495 C 〜496 A . いては、 n . 3002 A 〜 C を参照0 

2 故意でない偽り (= 無知)がょり重大な悪であることにつ 
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た徳を必要とする事柄でたまたま当面した何らかの目的のために、まつたくそれと気づかずに片ちんばの者やに 
せの生まれの者を、友としてあるいは支配者として用いるようなことになるからだ」 

「大いにそのとおりです」と彼。 

「だからわれわれとしては」とぼくは言つた、「すべてこうしたことをよくよく用心しなければならないのだ。 
ほかでもない、われわれが四肢も精神も健全な者たちを、かくも重要な学習とかくもきびしい訓練につかせて教 
育するならば、裁きの女神自身ですらわれわれをとがめることはないだろうし、われわれも国家と国制を安全に 
保つことになるだろう。けれども、もしそうでない者たちをそうした事柄に連れてくるようなことをすれば、わ 
れわれの為すことは正反対の結果となり、哲学に対してもさらに多くの嘲笑をあびせかけることになるだろう」 
「まつたくそれは恥ずかしいことです」と彼は答えた。 

「そうだとも」とぼく は言つた、「しかし、現にい まも 笑われる ようなことを しているのは、どうやら この ぼ 
くかもしれないね」 

「どういう点がですか？」と彼は言つた。 

「つい忘れていたのだよ」とぼくは言つた、「われわれのしていることは、慰みごとなのだということをね。 
そして、すこしむきになつて話しすぎた。つまり、話しているうちにぼくの目は哲学のほうに向けられて、それ 
が不当に wi られているのを見て憤慨してしまい、その責任者たちに対してかつとしたみたいになつて、これま 
で言つたようなことを話すのに、われながら真剣になりすぎたような気がするのだ」 

「いや、ゼゥスに誓つて」と彼は言つた、「聞いている私には、けつしてそんなふうには思えませんでした」 


546 


国家（第七巻) 


D 


「しかしとにかく話しているぼくには、そう思えるのだ」とぼくは言った、「だがそれはそれとして、このこ 

とは忘れてしまわないようにしよう、——つまり、先に述べた選抜では、年を取った人たちをわれわれは選び出 
1 ) 

したけれども、今回はそれが許されないということだ。なぜなら、ソロンは老年になっても多くのことを学ぶこ 
( 2 ) 

とができる と 言ったけれども、それを信じてはいけないのであって、学ぶ ことは 走るのよりも、 もっと だめだろ 
うからね。むしろ大きな苦労、たくさんの苦労はすべて、若者たちにこそふさわしいのだ」 

「それは動かぬ必然です」と彼は言った。 

I 六 

「それなら、算数や幾何をはじめとして、哲学的問答法を学ぶために必ず前もって履修されなければならない 
ところの、すべての予備教育に属する事柄は、彼らの少年時代にこれを課すようにしなければならない。ただし、 
それらを教えるにあたっては、けっして学習を強制するようなやり方をしてはいけな(けれども I 
「なぜでしょうか？」 

E 「ほかでもない」とぼくは言った、「自由な人間たるべき者は、およそいかなる学科を学ぶにあたっても、奴 
隸状態において学ぶというようなことは、あってはならないからだ。じじつ、これが身体の苦労なら、たとえ無 


1 戶 412C. on, Fr. 22, Diehl=Fr. 18, Bergk)o 

2 「私は年を取ってつねに多くのことを学びつづける」 ( sol - 
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Ji に®いられた苦労であっても、なんら身体に悪い影響を与えるようなことはないけれども、しかし魂の場合は， 
無理に強いられた学習というものは、何ひとつ魂のなかに残りはしないからね」 

「おっしゃるとおりです」と彼。 

「だから、よき友よ」とぼくは言った、「君は、子供たちを学習させながら育てるにあたって、けっして無理 
強いを加えることなく、むしろ自由に遊ばせるかたちをとらなければならない。またそうしたほうが、それぞれ 
の子供の素質が何に向いているかを、よりよく見てとることができるだろう」 

「おっしゃることは、道理に適っています」と彼は答えた。 

「ところで、君は憶えているだろうか」とぼくは言った、「われわれの主張ではまた、子供たちを戦争に連れ 
ていって、馬上からこれを見物させなければならない、そして危険がないようだったら、近くまで連れていって、 
ちょうど小犬にそうするように、血の味を経験させなければならない、ということだった」 

「憶えています」と彼は言った。 

「そこで」とぼくは言った、「すべてこれらの苦労や学習や恐怖のなかで、いつも最もすぐれた適性を示す者 
があれば、その者を選び出して登録しておかなければならない」 

「それは、何歳のときにするのでしょうか？」と彼はたずねた。 

「体育を義務づけられた期間から解放されてからがよい」とぼくは答えた、「というのは、その期間が二年間 
にしても三年間になるにしても、そのあいだは、ほかのことは何もできないからだ。疲労と眠気は、学習の敵だ 
からね。同時にまた、それぞれの者が体育においてどのような人柄を示すかということも、審査の一つとして、 
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少なからぬ重要性をもっている」 

「ぇぇ、疑いもなく」と彼は言った。 

「そこでその期間が終ってからのち」とぼくは言った、「いまや二〇歳となった若者のなかからとくに選び出 

された者たちは、他の者にまさる栄誉を受けることになるだろう。とともに、その若者たちは、少年時代の教育 

においてばらばらに雑然と学習したものを総合して、もろもろの学問がもっている相互の間の、また実在の本性 
( 2 ) 

との、内部的な結びつきを全体的な立場から総観するところまで行かなければならない」 

「たしかに」と彼は言った、「ただそのょうな学び方だけが、それを受け入れることので きる 人たちにおいて、 
確固とした力をもつものですからね」 

「のみならずまた」とぼくは言った、「これは、哲学的問答法に適した素質でぁるかどうかを試すための、最 
も重要な決め手となるものだ。なぜなら、総合的な視力をもつ者は、哲学的問答法の能力をもつ者でぁり、そう 
でない者は、その能力のない者だから」 

「私もそう思います」と彼。 

「それなら、君は」とぼくは言った、「これらの点をよく観察していて、彼らのうちでいま言われたような資 
質を最もよくもち、学問において、また戦争その他の任務において確固とした人物がいたならば、もう一度その 


1 V . 467 ciE . 写本の通り537 C 2 の TS を読まない0 

2 テクスト'{±アダム、シヨー リイ、 シヤンブ リイとともに 
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ような人たちを、三〇歳を過ぎるのを待って、予選された者たちのなかから選抜し、さらに大きな栄誉ある立場 
に置かなければならないだろう。そして彼らを、哲学的問答法の力によって吟味しながら、どの人間が目その他 
の感覚にとらわれずに、真理を伴侶としつつ実在そのものに至りうる者であるかを、よく見なければならないだ 
ろう。ところで、君、ここでまた大いに警戒しなければならぬことがあるのだが I 」 

「どのようなことでしょう、それは？」と彼はたずねた。 

「君は気がついていないかね？」とぼくは言った、「現在この問答の技術による哲学的議論には、どれほど大 
きな害悪がまつわりついているかということに」 

「どのような害悪でしょう？」と彼はたずねた。 

「それにたずさわる人々が」とぼくは言った、「法を無視する精神にかぶれるようになるということだ」 
「たしかにそのとおりです」と彼。 

「で、君は」とぼくは言った、「彼らのそういう精神状態を、何か特別に驚くべきものと思うかね？無理も 
ない点があるとは考えないかね？」 

「いったい、どういう点がですか？」と彼はたずねた。 

「たとえば、こういう場合を考えてみたまえ」とぼくは言った、「ひとりのすりかえられた子供が、多くの財 
産と、多人数の大家族と、そしてまた多くの追従者たちのなかで育てられたとする。そして大人になってから、 
自分が実はこの親を自称している人たちの子ではないことに気づいたが、しかしほんとうの生みの親たちを見つ 
け出すことはできずにい.るとする。このような場41、その人は追従者たちに対し、また自分を引き取って育てた 
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人たちに対して、取り替え子をされた事実をまだ知らなかった時期と、そのことを知った後の時期において、そ 
れぞれどのような態度をとることになるか、君は推測できるかね？ それとも、ぼくの推察するところを聞きた 
いと思うかね？」 

「ぜひ聞かせてください」と彼は言った。 

I 七 

B r それでは、ぼくの推測するところはこうだ」とぼくは言った、「その人は、父や母やその他身内の者と思わ 
れている人たちのほうを、追従者たちよりも尊重するだろう。そして、その人たちが何かで困っているときに知 
らぬ顔をしたり、その人たちに対して不法なことを行なったり言ったりすることは、より少ないだろうし、また 
大事なことについて、その人たちの言うことを聞かずに、追従者たちのほうに従うようなこともあまりないだろ 
う。—彼がまだ真相を知らない時期においてはね」 

「おそらくそうでしようね」と彼は言った。 

「それからこんどは、彼が事実を知ってからのことだが、ぼくの推測では、親たちについては尊重し真剣に気 
づかう気持をゆるめ、追従者たちについてそういう気持をつよめるようになるだろう。そして、以前よりも格段 
C と追従者たちの言うことに従うようになり、それからはもう、誰はばかるところなく彼らと交わりながら、彼ら 
にならった生き方をすることだろう。他方、従来の父親やその他の身内の者とされている人々のことは、生まれ 
つきよほど立派な人でないかぎり、まったく何ひとつ顧みないようになるだろう I 
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「あなたの言われることはすべて」と彼は言った、「いかにもそうなりそうなことばかりです。しかしそのた 
とえ話は、哲学的な議論を習う人々のことに、どのように関係するのでしょうか？」 

「こういうことなのだ。——われわれは子供のときから、何が正しいことであり美しいことであるかというこ 
とについて、きまった考えをもたされていると思う。われわれは、ちょうど親のもとで育てられるようにして、 
それらの考えのなかで育てられてきているのだ。その権威に服し、それを尊重しながらね」 

「ええ、たしかに」 

「そしてまた、これと相反する生き方が別にあって、これには快楽が伴い、われわれの魂に甘い言葉で追従し 
て、自分のほうへ引き寄せようとする。しかし、少しでも節度ある人々ならば、そのような甘言には乗せられな 
いで、むしろ先の父祖の教えのほうを尊重し、その権威に服するだろう」 

「そのとおりです」 

「それならどうだろう」とぼくは言った、「このような状態にある人がやがて問を受けることになって、〈美し 
いこと〉とは何であるかと問いかけられ、法を定めた人から聞いたとおりを答えたところ、言論の吟味にかけら 
れて論駁されたとする。そして何度も何度もいろいろの仕方で論駁されたあげく、自分が教えられてきたことは 
なにも美しいことではなく、醜いことなのかもしれないと考えざるをえないようになり、さらに《正しいこと〉や 
〈善いこと〉や、これまで最も尊重してきたさまざまの事柄についても同じことを経験したとする。このような場 
合、そうした教えに対する尊重やその権威への服従という点に関して、その人の態度はそれから以後どのように 
なると思うかね？」 
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「それはどうしても」と彼は言った、「もはや前と同じようには尊重もしないし、服従もしないことになるで 
しょう」 

「そこで」とぼくは言った、「以前のようにはそれらを尊重すべきもの、自分の血縁のものと考えることはで 
きず、さりとてまた真実のものを発見することもできないでいるとき、彼が当然の成り行きとして向かうことに 
539なる生き方としては、例の追従者たちが誘う甘い生活のほかに何がありうるだろうか？」 

「ほかにはありえません」と彼。 

「こうして、思うに彼は、前には法を尊重していたのに、無法者になったと思われることだろう」 

「ええ、どうしても」 

「そうとすれば」とぼくは言った、「こんなふうな仕方で言論と接触する者たちがおちいる状態として、これ 
はまことに無理からぬものであり、さっきも言ったように、情状酌量すべき点が多々あるのではなかろうか」 
「ええ、いたましくさえあります」と彼は言った。 

「それでは、そういういたましいことが君の選んだ三〇歳の人たちに起らないために、言論の習得に着手させ 
るにあたっては、あらゆる用心と警戒が必要なのではないだろうか」 

「ええ、大いに」と彼。 

B r では、そういう用心のための重要な一策は、そもそも若いときにはその味をおぼえさせないということでは 
あるまいか。というのは、君も気づいていると思うが、年端も行かぬ者たちがはじめて議論の仕方の味をおぼえ 
ると、面白半分にそれを濫用して、いつももっぱら反論のための反論に用い、彼らを論馼する人々の真 a をして 
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^ 自分も他 Co - 人たちをや -9- つけ、そのときそのときにそばにいる人々を議論によって引っぱったり引き裂いたりし 
' ( 1 ) 

ては、小犬のように歓ぶものだ」 

「ええ、異常なほどにね」と彼は言った。 

「こうして、みずから多くの人々を論駁するとともに、他方また多くの人々から論駁されているうちに、彼ら 
C は、以前信じていたものを何ひとつ信じなくなるという状態へと、はげしくまた急速に落ちこんで行く。そして 
まさにこれらのことから、彼ら自身だけでなく哲学に関するすべてが、他の一般の人々から不信の目で見られる 
ことになるのだ」 

「おっしゃることはこの上なく真実のことです」と彼は言った。 

「しかし、もっと年輩の者なら」とぼくは言った、「そのような気違いじみたことをする気にもならないだろ 
うし、遊戯のために面白半分で相手を反論する人を真似るよりは、対話によって真実を考察しようとする人をこ 
D そ真似るだろう。そして自分自身もより節度ある人間になるとともに、この営みを軽蔑から救って、より尊重さ 
れるものとすることだろう」 

「それが正しいあり方です」と彼は言った。 

( 2 ) 

「それでは、先に言われたこともすベて、このことの用心のために言われたのではないか？すなわち、こう 
した言論を習うことを許されるのは、生まれつきの素質において端正な、しっかりした人々でなければならず、 
現在のように誰でも行き当りばったりの、まったく不適当な者がそこへ赴くことがあってはならないということ 
だ」 
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S 


「まったくそのとおりです」と彼は答えた。 

I 八 

「では、言論の修練にあずかる期間としては、持続的かつ集中的にそれに専念して他のことはいっさい行なわ 
ず、ちょうど先の身体の鍛練に対応するようなやり方で修練するとするならば、そのときの二倍の年数があれば 

( 3 ) 

充分ではないだろうか」 

「とおっしゃると、六年間ということですか、四年間ということですか？」と彼はたずねた。 

「まあ 一応、五年ということにしてくれた まえ」 とぼくは言った、「というのは、その期間が終ったあとで、 
君は彼らをもう一度例の洞窟の中へ下りて行かせて、戦争に関する事柄の統率などの、若い者に適した役職を義 
務として課さなければならないことになるからだ。彼らが経験の点でも、他の人々におくれをとることのないよ 
うにね。同時にまた彼らは、そうした実際の業務のなかでさらにもう一度、あらゆる方向への誘惑に対して確固 
として自己の分を守りつづけるか、それとも動揺してわきへそれることがあるだろうかということを、試されな 
ければならない」 

「その期間は」と彼がたずねた、「どのくらいとされますか？」 


1『ソクラテスの弁明』230、『ピレボス』15 D 〜 16 A に 3 537 B において、体育に専念する期間は二年間ないし三 
も同様のことが語られている。 年間とされ、その間は他に何もすることができないと言わ 
2 4005 A 〜 4007 A , 503 w~p vn . 535 A 〜〇な之。 れて(た。 
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「一五年間だ」とぼくは答えた、「そして五〇歳になったならば、ここまで身を全うし抜いて、実地の仕事に 

おいても知識においても、すべてにわたってあらゆる点で最も優秀であった者たちを、いよいよ最後の目標へと 

導いて行かなければならない。それはつまり、これらの人々をして、魂の眼光を上方に向けさせて、すべてのも 

のに光を与えているか&ものを、直接しっかりと注視させるということだ。そして彼らがそのようにして〈善>そ 

©' 4 C 0' を見てとったならば、その〈善> を範型(模範)として用いながら、各人が順番に国家と個々人と自分自身と 

を秩序づける仕事のうちに、残りの生涯を過すように強制しなければならない。すなわち彼らは、大部分の期間 

は哲学する ことに 過しながら、しかし順番が来たならば、各人が交替に国の政治の仕事に苦労をささげ、国家の 

( 2 ) 

ために支配の任につかなければならないのだ。そうすることを何かすばらしい仕事とみなすのではなく、やむを 
えない強制的な仕事とみなしながら——。そしてこのようにしながら、つねにたえず他の人々を自分と同じよう 
な人間に教育し、自分にかわる国家の守護者を後にのこしたならば、彼らは〈幸福者の島〉へと去ってそこに住ま 
うことになる。国家は彼らのために、公の行事として、記念碑をたて犠牲を捧げる儀式を行なうことになろう 
——ピュテイア(デルボイ)の神託がよしとされるなら神霊(ダイモーン)として祀り、そうでなければ、祝福され 
た(エゥダイ.モーン)神的な人々として讚えながら」 

「ソクラテス、あなたは統治する男たちを」と彼は言った、「まるで彫像家がするように、この上なく立派な 
姿に仕上げられましたね」 

「統治する女たちもだよ、グラゥコン」とぼくは言った、「というのは、ぼくが話してきたことは、けっして 
男たちだけのことではなく、女たちのなかから生まれつき充分な力量をもった者が出てくる場合には、まったく 
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同等にそのような女たちについても言われてきたのだと考えてもらわなくてはこまるからね」 

I (3) 

「正当な御注意です」と彼は言った、「いやしくも女たちが、われわれの論じたように、すべての仕事を男た 
ちと共通に分担すべきであるからにはね」 

D 「それならどうかね」とぼくは言った、「君は承認してくれるかね1国家と国制について以上われわれが語 
ってきたことは、けっしてまったくの夢想のようなものではなく、たとえ困難ではあっても、なんらかの仕方で 
実現可能な事柄であるということを。そしてその実現の仕方とは、すでに述べられた途をおいて他にはありえな 
いということを。それはほかでもない、真正の哲学者が、一人でも二人以上でも、国家における実権をもつよう 
になって、現在名誉とされているものについては——それらを卑しく無価値なものと考え、正しいこととそこか 

E ら由来する名誉とを何よりも尊重するという態度のもとに-これを輕蔑し、そして正義こそは最も重要な、最 

も強制力をもつべきものとみなして、これに仕えこれを大きく育てようと、自分の国を徹底的に再編制するよう 
になるときのことだ」 

(デイアレクテイヶ ー) の持続的集中的学習 (537 D , 539 D ~ 
E )。 ⑸三五歳から五〇歳まで I 公務について実際上の 
経験をつむ (539 E }。 ⑹五〇歳以後 —— 最優秀者は <善> の 
イデアの認識。以後は哲学に過し、順番により政治と支配 
の任務につく。 

2 519 D ~520 ；E でこのことが確認されていた。 

3 V . 451 C sqq . 


1 こぅして、学習•研究の年齢とブログラムは次のょぅに 

なる。⑴一七、八歳までの少年期-数学的諸学科の自由 

な学習 (536 D )。 (同時に、第二、三巻で示された音楽•文 
芸と体育も)。⑵一七、八歳から二〇歳——体育のハード. 
トレーニング (537 w ) o ⑶二〇歳から三〇歳まで——選抜 
者に対して数学的諸学科の総合的研究 (537 W 〜0}。⑷三 
〇歳から三五歳まで——さらなる選抜者に哲学的問答法 
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「再編制とは、どのようにして？」と彼はたずねた。 

「そのとき彼らは」とぼくは言った、「現在国の中にいる一〇歳以上の年輩の者を、すべてのこらず田舎へ送 

り出してしまうだろう。そしてその子供たちを弓き取って、いま親たちがもっているさまざまの習性から弓き離 

したうえで、まさにわれわれが先に詳述したような、彼ら自身のやり方と彼ら自身の法のなかでこれを育てるだ 
( 1 ) 

ろう。-このようにすれば、われわれが説いたような国家と国制は最もすみやかに、かつ最も容易に確立され 

て、国自身が幸福になるとともに、国を成立させている民族も最も多くの恩恵に浴することになるだろうと、® 
めてくれるかね？」 

「ええ、大いに」と彼は答えた、「そしてあなたは、ソクラテス、そのような国家がそもそも生じるとしたら、 
どのようにしてそれが実現されるだろうかということを、立派に説明されたと私には思えます」 

「それではもうこれで」とぼくは言った、「この国家についても、それからまたこの国家に相似た人間につい 
ても、われわれの議論はじゅうぶんに尽くされたことになるのではないか？そういう人間をわれわれが、どの 
ような人でなければならぬと言うことになるかは、これもまた明らかだろうからね」 

「ええ、明らかです」と彼は言った、「そしておたずねに対しては、たしかに議論はこれで片づいたと答えら 
れるように思えます」 


1 VI . 501 A 、 『ポリティコス(政治家)』 293 D 、 『法律』 V .735 W 〜736 C を参照。 
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「よろしい。では^上において、 グラゥ コン、こういう点が同意されたことになるわけだ——最高の統治を達 
成しよう とする国家にあっては、妻女と子供は共有され、すべての教育は共通に課せられること、同様にして男 
女ともに、戦争においても平和のうちにおいても共通の仕事を行なうこと、そして彼らのうちで哲学においても 
戦争に臨んでも最もすぐれている人々が王となること」 

「たしかに同意されました」と彼。 

「さらにまた、われわれは次のことにも同意した。すなわち、支配者たちはその任につくと、兵士たちを、わ 
れわれが先に述べたような住居へ連れて行って住まわせるのであるが、そこには誰にも何ひとつ私有されるもの 
はなく、それはみなの者に共同の住居であるということ。さらにこのような住居のほか、所有物一般についても、 
君が噫え て、， るなら、彼らがどのようなものを持つことになるかということを、われわれは同意し合ったはず 
だ」 

「憶えていますとも」と彼は言った、「われわれの考えたところによれば、彼らは誰も、こんにち一般の入々 

が所有しているようなものを何ひとつ所有してはならず、いわば戦争の専門競技者であり国の守り手であるから、 

他の人々から守護の任務に対する報酬として、仕事に必要なだけの糧を一年分受け取り、自分自身と他の国民の 

( 2 ) 

面到をみることに専念しなければならないと、こういうことでした」 
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r まさにそのとおり」とぼくは言った、「しかしそれでは、その間題をわれわれが片づけたあとで、どこから 
話がわきへそれてここまで来たのかを、思い出してみることにしようではないか。もう一度もとの道に戻って話 
をすすめるためにね」 

(3} 

「それはむずかしいことではありません」と彼は言った、「つまり、あのときあなたは、ちょうど先ほどと同 
じように、国家のことについてはすでに論じ終えたものとして話をすすめられていて、それまでに述べたような 
D 国家を善い(すぐれた)国家と定めよう、またその国に対応する相似た人間を善い(すぐれた)人間と定めよう、と 

(4) 

言っておられました。それもどうやら、あのときあなたはもっとすぐれた国家と人間の ことを 語ることができた 

(5) 

544 はずですのにね。しかしそれは ともかく 、国の正しいあり方がそれで あると すれば、それ以外の 国家は 間違った 
あり方の国家であると、あなたは言われました。 

そして、残りのそのような国制については、私の記憶するところでは、あなたはそれには四つの種類があると 
( 6 ) 

言われて"それらもまた論じるに値するものであり、それらの国制の間違っている点と、さらにそれらに対応す 
る人間たちのことをよく見なければならぬと言われたのです。それはほかでもない、そうした人間をすべて見て、 

5 哲人政治家の国家と真の哲学者自身のことが、さらにそ 
のあとで語られることになったからである。 

6 IV . 445 C でこのことが言われ、 V . 449 A でもう一度語 
られた。 


1日. 415 D 〜417 B . 

2 前注の箇所のほか、(とくに「戦争の専門競技者」につ 
いては)日. 403 E , vn . 521 D を参照。 

3 VI .541 B を指す。 

4 V . 449 A . 
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どれが最善の人間でどれが最悪の人間であるかを同意によって確かめたうえで、はたして最善の人間が最も幸福 
であり、最悪の人間が最も不幸であるか、それともそうではないかという問題を、われわれが考察するためであ 
ると いうことでした。 

そこで私が、その四つの国制とは何をさして言っておられるのかをおたずねしたところ、ちょうどそのときポ 

( 1 ) 

レマルコスとアディマントスが口をさしはさんだのです。そしてそういう次第で、あなたは彼らの議論を取り上 
げたうえで、ここまでやって来られたのです」 

「大へん正確に思い出させてくれたね」とぼくは言った。 

「それならもう一度、力士が取り直しをするときのように、私に前と同じところを摑ませてください。そして 
私が同じ質問をしたら、あのとき言いかけていたことを話すようにつとめてください」 

「できればやってみよう」とぼくは答えた。 

「じっさいまた私自身の気持としても」と彼は言った、「あなたが四種類の国制と言われたのが何と何なのか、 
ぜひ聞きたいのです」 

「それはわけなく聞かせてあげられるだろう」とぼくは言った、「というのは、ぼくが言おうとしている国制 

は、一般に通用している名称をもったものばかりだからね。すなわち、まず、多くの人々から賞讚されていると 

(2) i 

ころのかのクレタおよひスパルタふうの国制がある。それから、第二番目の国制で第二番目に賞讚されている 
(3) 

もの、〈寡頭制〉と呼ばれている国制があり、これはじつに多くの悪をはらんでいる国制だ。それから、その敵対 

(4) (5) 
者であり、それにつ、ついて生じてくる〈民主制〉。そして、これらすベての国制に たちまさる 高貴な〈曆主独裁制〉、 
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これが第四番目にあって、国家の病として日脱たるものだ。 

-それとも君は、何かほかに も 国制の形態として、はっきりとした種類のぅちに数えられて しかるべきょぅ 

なものを、別に挙げることができるかね？というのは、世襲王権( I だとか、金で買われる王 ( W 7 だとか、またこれ 
に類するさまざまの国制だとかいったものは、いま挙げたもののどこか 中間 的なところに位置づけられるものだ 
ろうし、またギリシア人だけにかぎらず異邦人のところに も、同じく らい見出すことのできるものだろうからね一 
「ええたしかに、いろいろとたくさんの奇妙な国制の話を聞きますね」と彼は言った。 


5 世襲によるので もな く法によってで もな くして位につい 
た単独の支配者を「テュラ ノス」 ( T 0 P 0 CVVOS ) と言い、そのよ 
うな政体を「テュラニ ス」 ( TCPCCVV 一 S ) と言って、一般にそれ 
ぞれ「僭主」「僭主制」という訳語があてられている。し 
かしこれだけでは、これらの語が含んでいる「独裁」 r 専 
制」の意味がじゅうぶんに表わせない。以下「テュラ ノス」 
を「僭主(独裁者)」または「独裁僭主」と、「テュラニ ス」 
を「僧主独裁制」と訳すことにする。 

6 「デュナスティア 1 J 0 世襲によって王権を継ぐ、法によ 
らざる支配形態と規定される(アリストテレス『政治学』 
四 卷五章 1292 Jsqq.o 実例はテッサリアやテバィ(前四 
八〇年ころの)に見られた(トゥキュディデス『歴史』四巻 
七八の三、三卷六二の三)。 

7 実例はカルタゴに見られた。 


1 V . 449 wic で彼らは、 ソクラテスの 話の途中で、 守護 
者たちにおける妻女と子供の共有について説明を求めた。 

2 少し後 (545 W ) で〈名誉支配制〉(ティ ーモクラ ティア ー) 
または〈名誉政治〉(ティ ーマル キア—)と呼ばれている。 ク 
レタとスパルタの 国制が よく 似ている ことにつ いては、 ア 
リストテレス 『政治学』三卷一〇 章を 参照。それが 一般に 
賞讚されていたことは、『ヒッピアス(太)』 2 00 3 W 、 『法律』 
日. 692 C 、 クセノボン『ソクラテスの思い出』(三の五の一 
五以下、四の四の一五)などからも知られる。 

3 後に見られるように (5 SD )、 プラトンの 言う{寡 頭制〉 
(オリガルキア ー) とは、財産の評価を基準とする有産階級 
による支配制のことである。 

4 実際の歴史的順序というよりも、この四つの国制の頃字 
がすべてそうであるように、理念的な順序を意味する。 
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「それでは、君は」とぼくは言った、「人間の性格の種類もまた、ちょうど国制の種類の数だけなければなら 

( 1 ) 

ないということは知っているね？それとも君は、国制というものは、どこか樫の木か岩からでも生まれてくる 

ものだとでも思うかね？いや、それぞれの国に住む人間たちの性格にもとづいてこそ、国制というものは生じ 

てくるのであって、その住民の性格が、いわば錘が天秤を一方へ傾けるように、他のものの傾向を自分に合わせ 

( 2 ) 

て決めるのだとは思わないかね？」 

「それ以外のところから」と彼は答えた、「国制が由来しているとはけっして思えません.」 

「それなら、国家の形態が五種類あるとすれば、個々人の魂の型も五つあることになるだろう」 

「ええ、たしかに」 

「ところで、そのうちまず優秀者支配制に対応するそれと相似た人間については、われわれはすでにこれを詳 
しく論じた'狀、このような人間を善くかつ正しい人間であると、われわれは正当に主張するのだ」 

「ええ、すでに論じました」 

「そうすると、つぎにわれわれは、それより劣った人間たち-すなわち、まずスパルタふうの囯制に対応す 

る人間としての、勝利を愛し名誉を愛する人間を、そしてさらに寡頭制的な人間、民主制的な人間、僭主独裁制 
的な人間のことを、論究して行かなければならないわけだね？その目的は、最も不正な人間を観察し、これを 
6も正しい人間に対置させることによって、そもそも純粋の〈正義〉は純粋の < 不正〉に対し、それを所有する人間 
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の幸福と不幸という点から見てどのような関係にあるか、というわれわれの考察を完成させることにある。そう 
すればわれわれは、トラシュマコスに従って〈不正>を求めるべきか、それともいま示されつつある言説に従って 
<正義〉を求めるべきかを、決めることができるだろうからね」 

「それはもうぜひとも」と彼は言った、「そうしなければなりません」 

「それでは、前にわれわれは さまざまの 性格を考察するにあたって、それを個々人のうちに見るよりも先に、 

(4) 

まず国家のうちにしらべることからはじめたが、——というのも、国家の性格のほうがより明瞭であると思った 
からなのだが、いまもまた同じように、まずはじめに名誉を愛する国制のことを考察しなければならないのでは 

ないかね？-名誉を愛する国制というような言い方をしたのは、ほかに慣用されている名称を知らないから 

だが、もし名前が必要なら、〈名誉支配制〉(ティーモクラティア ー) とか〈名誉政治〉(ティーマルキア ー) とかそれ 
を呼ぶべきだろう。そしてこの国制との関連において、それに対応する人間のことを考察すべきだろう。 

こうしてそのつぎに寡頭制の国家と寡頭制的な人間を考察し、さらにまた民主制に目を向けたうえで、民主制 
的な人間を見るべきであり、そして第四番目に、僭主(独裁者)の支配下にある国家へと進んでこれをよく見たう 
えで、こんどは僭主独裁制的な人間に着目し、このようにしてわれわれは、みずからに課した問題についての充 


1ホメロス『ォデュッセィア』第一九巻一六三行に見られ 3 第五巻から第七巻にかけての真の哲学者についての論述 
る表現。 を指す。「アリス トクラ ティア1」は、その文字通りの意 
2 これらの 点は、！ V . 435 E , 445 C において原則的に確認さ 味——最も善き(すぐれた)者の支配——に使われている。 

h て、，た。 4 n . 368 ESS . 
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分な判定者となるようにつとめるべきだろう」 

「ええ、たしかにそのようにすれば」と彼は答えた、「われわれの観察と判定とは、理にかなった仕方で行な 
われることになるでしよう」 

三 

「さあ、それでは」とぼくは言った、「どのような仕方で〈名誉支配制〉が〈優秀者支配制〉から生じてくるので 
あるか、これを語ることにつとめよう。そもそも次のことは、単純にして変ることのない原則ではあるまいか。 
すなわち、およそどのような国制にあっても、その変化は支配権をにぎっている部分自身の内からはじまり、そ 
の階層自身の内部に争いが生じるときに変化が起るのだということ。そしてその階層が一致協調しているかぎり 
は、たとえそれがどのように少数の部分であっても、国制が変動することはありえないということ」 

「たしかにそのとおりです」 

「それならば、グラウコン」とぼくは言った、「いったいわれわれの国家は、どのようにして変動をこうむる 
ことになるのだろうか？補助者たちと支配者たちとは、いったいどのようにしてお互いに対して、また自分た 
ち自身のあいだで、相争うことになるのだろうか？ 

それとも、もしよければ、われわれはホメロスにならって、ムウサの女神たちに祈ることにしようか——『そ 

( 1 ) 

もそもいかにして、最初に争いごとが内に生じたか』を語ってくださいと。そして、こんなふうに主張すること 
にしようか-ムウサた•ちは、じつはわれわれを子供扱いして、たわむれ、からかっているのであるが、いかに 
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も 大真面目に話して いるふりを して、悲劇 ふうに 荘重な言葉で語って おられるのだ、(じ」 

「どんなふうにですか？」 

「およそこんなふうにだ。- 

『お前たちが言うように組み立てられた国家が、変動をこうむるということは、たしかに起りがたいことでは 
ある。しかしながら、およそ生じてきたすベてのものには滅びというものがあるからには、たとえそのように組 
み立てられた組織といえども、けっして全永劫の時間にわたって存続することはなく、やがては解体しなければ 
ならぬであろう。 

その 解体は、 次のようにして起 

明が-小宇宙としての人間を含めた宇宙のあり方が数に 

よって規定されているという、ピユタゴラス派的な思想を 
真面目な芯としながらも——全般的には「たわむれ」の性 
格をもっている ことを 示している。 

3 以下 546 D まで(とくに546 B 〜 C のいわゆる「プラトン 
の数」に関する叙述)は、プラトンの全著作のなかで最も 
難解とされる箇所である。全体の文脈については前注2參 
照。完全な国家の解体の過程はまず、出生の時機の適不適 
ということから説明され、さらにそのことが、数によって 
規定される宇宙全体の周期的法則の中に位置づけられる。 
以下においてできるだけ直訳に近い訳文と簡単な注を示し、 
詳細は補注により補う。丄補注 A (七五九ぺージ以下)0 


1ホメロス『ィリアス』第一六卷一ーニ—一一 三行の言葉 
にならった表現。 

2完全な理想国家(「われわれの国家」——ここで〈優秀者 
支配制〉と呼ばれている国家のあり方)には、内的な不和は 
起りえない。不和の要因を内にはらんで いると すれば、そ 
れはもはや完全な国家とはいえないからである。そこでこ 
のょぅな国家の場合にかぎって、その変動と堕落の原因は 
国家自身の内に求められることはできず、「すべて 生じた 
ものは滅びる」 (546 A ) といぅ全宇宙的法則から説明され 
ることになり、その法則がム ゥサの 女神たちの言葉に 託さ 
れて語られるわけである。そのムゥサたちが「たわむれ、 
からかっている」とここで言われていることは、以下の説 
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1大地の内に生まれる植物にとってのみならず、大地の上なる動物たちにおいても、魂と身体には生産と不 

生産の時期と V っものがある。それは、周転 s 動きがそれぞれ S 族にとって®、めぐり動く周期®環を結び合 

わせる(完結させる)ときに起るものであって、その周期の環は、命短いものにとっては短く、命長いものにとっ 
( 1 ) 

ては長い。 

さて、お前たち〔入間〕の種族における良い出産と不出産のことについては、お前たちが国の導き手として教育 

した者たちがどれほど知恵に秀でていても、彼らは推理(計算)と感覚によってこれをぴったりと突きとめること 

はできないだろう。それはやがて彼らの目を逃れることになり、生むべきでない時に子らを生むということが、 
( 2 ) 

いつかは起るであろう。 

神として生み出されたものには、完全な数によって包括されるところの周期が—。他方、人間-^して生み出 
されたものにとっては、その周期を包括する数は、似と不似をもたらし増大し減少する諸要素〔諸数〕の、それぞ 
れの平方根と平方(篇)による増加が三つの間隔と四つの境界点をとって行なわれながら、すべてのものを互いに 

(4) 

話の通じ合えるもの、わかり合えるものとするところの、最初の数にほかならない。 

右の要素数のうち四対三となる最小の数の組〔すなわち、四と三〕が五と結び合わされたうえで、三たび増加さ 
せられるならば、二つの調和をつくり出す。そのひとつは、等しいものが等しい数だけくり返されたもの、一〇 
〇の何倍かの数〔を辺とするもの〕であり、もうひとつの調和は、その一つの方向においては等長であるが、それ 
自身は長方形(長方形数)である。すなわち、その長方形(長方形数)の一辺は、五の有理的な対角線からなる平方 
数を一〇〇倍したもの一一ただし、その平方数のそれぞれは一だけ不足し(差し引かれ)、あるいは、無理的な対 
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角線がとられる場合には二だけ不足する(差し引かれる)という条件のもとに —— であり、もうひとつの辺は、三 

(5) 

の立方を一〇〇倍したものである。 

この幾何学的な(ゲオーメトリコス=大地を測る)数の総体こそがあのようなことを、すなわち、より良き出生 

D とより悪しき出生とを、支配するのであって、お前たちの国の守護者たちがこの出生の良し悪しを知りそこなっ 

て、しかるべき時機にそむいて花嫁たちを花婿たちに娶せ共に住まわせるとき、その子らはよき素質に恵まれる 

( 6 ) 

ことなく、幸せに恵まれることもないであろう。 

先立つ世代の者は、そうした子らのうちではたしかに最もすぐれた者たちを選んで任につかせるであろうが、 
しかしそれでもその子供たちは、もともとがその任に値しない者たちなのであるから、父親たちに代って権力の 
座につくと、まず第一に私たちムゥサを——彼らは守護者として注意して見守らなければならないのに I ない 
がしろにしはじめて、音楽•文芸のことを不当に軽く考え、ついで体育のことをないがしろにするようになるで 
あろう。そのためにお前たちの若者らは、ムゥサの司る教養において、より貧しい者となるであろう。 

E これらの若者らから選ばれて支配者の任につけられる者たちは、あのへシオドスが語っている種族、そしてま 

たもの(なおテクストは 546 W 6 Aapo o qs の後にコンマを 
読む)。丄補注 A 四(七六〇ぺージ)。 

5 宇宙全体の生命がたどる周期を規定する数を、「二つの 
調和」 —— 一方は正方形数(3603、他方は長方形数 (4 00 00 
X 2700) ——として述べたもの。 i 補注 A 五(七六二ぺ—ジ)。 

6 i 補注 A 六(七六四ぺージ)。 


1「周期の環」とは、懐妊の(植物の場合は種まきから結実ま 
での)期間を指すと解される。 i 補注 A 一(七五九べージ)。 

2 i 補注 A 二(七六〇ぺージ)。 

3 宇宙の懐妊期間(宇宙の生成が完成するまでに要する期 
間)のこと。-^補注 A 三(七六〇ぺージ)。 

4 人間における懐妊期間を規定する数 (216) のことを述べ 


569 



c 


B 


547 


たお前たちのなかにもある種族' すなわち、金' 銀、銅、鉄の種族を試し吟味することにかけて、守護者として 
の監視力をあまりもたないことになるであろう。そして鉄の種族が銀の種族に、銅の種族が金の種族にいっしょ 
に混ぜ合わされることによって、不似と、調和なき不均衡が生み出されることになるであろう。これらが生じた 
ならば、どこにそれが生み出されようと、必ずやつねに戦争と敵意を生むことになるのである。 

まことに、内なる争いごとは、それがいつどこに生じる場合にせよ、『このような系統のもの』であると、言 
わなければならない」 

「まことに正しく」と彼は言った、「ムウサたちはお答えになったと、われわれは言うでしょう」 

「じっさいまた正しくなくてどうしよう」とぼくは言った、「なにしろ、ムウサたちの語ることなのだからね」 
「ではそれのつぎには」と彼は言った、「ムウサたちはどのようなことを語るでしょうか？」 

「争いが起ると」とぼくはつづけた、「二つの種族がそれぞれ別の方向へ国を引っぱろうとした。すなわち、 
鉄と銅の種族は金儲けと、土地や家や金や銀の所有のほうへと引っぱり、他方、金と銀の種族は、生まれつき貧 

(3) 

しくはなく魂において富んでいるから、徳と昔からの制度のほうへと導こうとした。こうして互いにはげしく争 
い対抗し合っているうちに、やがて彼らは妥協して、土地や家を分配して私有することに同意し合い、またそれ 
まで自由人として彼らにより守護されていた友や養い手たちをいまや隸属化して、従属者として家僕として所有 
しながら、自分たちは戦争と、この人たちへの監視に専念することにした」 

「たしかに、いま問題にしている国制の変化は」と彼は答えた、「そのようなところから起るように思えます」 
「ではこうしてできた国家のあり方は」とぼくは言った、「〈優秀者支配制〉と〈寡頭制〉との中間的なところに 
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あると L えないだろう 力？」 

「ええ、たしかに」 

四 

「それでは、国のあり方に変化が起るのは以上のようにしてであろう。ところでしかし、変化したあとの国は、 
D どのような統治のあり方をとるだろう か？ それとも、あらためて言うまでもなく、この国制は以前の国制と寡 
頭制との中間にあるのだから、ある点では以前の国制に似ているが、他の点では寡頭制に似ることになり、さら 
にこの国制自身に固有の点をも、もつことになるのではないだろうか」 

「そうです」と彼。 

「そうすると、まず、支配者たちを尊敬するという点や、国のために戦う階層が農業や手仕事やその他の金儲 
けの仕事から遠ざけられているという点、また共同食事の制度をもうけたり、体育や、戦争のための特別の訓練 
にはげむ点など、すべてこのような点において、この国制は以前の国制に似たあり方をとることになるのではな 

1日. 415 A 〜 C を参照。 種族」というのも、先に述べられた異種族の混合によって 
2 ホメロス『ィリアス』第六卷ニーー行に見られる表現。 支配者の内に生まれた劣悪な部分を指している。支配者た 
3 「昔からの制度」とは〈優秀者支配制〉のこと。ここで語 ちにはいっさいの私的所有物が禁じられていた。 

られている争いは支配者と被支配者の問の争いではなく、 なお547 B 6 のコンマの位置はアダムやシャンプリィに 
支配者自身の間の争いであるから (545 D 参照)、「鉄と銅の 従う。 
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( 1 ) 

かろうか」 

「ええ」 

「他方、知者たちを支配の座につけることを恐れるという点——これは、この国が所有しているこの種の〔知 
恵ある〕人々はもはや純粋で一途な人々ではなく、混合された素質の人々となっているからなのだが—、そして 
気概に満ちたもっと単純直情の人々、平和よりもむしろ戦争に向いた資質の人々に好意を寄せ、そうした戦争に 
関する策略や H 夫を尊び、いつも戦争のうちに時を過すといった点、このような点の多くは、この国制がそれ自 
身に固有な独自の性格としてもつことになるものではないだろうか」 

「ええ」 

「他方しかし」とぼくはつづけた、「このような国の人々は、 ちょうど 寡頭制下の国民がそうであるのと同じ 
ように、金銭に対する欲望が強い人間であるだろうし、心ひそかに金銀をはげしく祟拝することだろう。という 
のは、彼らは自分だけの倉庫や宝蔵を所有していて、そこへ金や銀を入れて隠すことができるし、さらには文字 
どおり 自分だけの巣をつくるための、家という囲いをもっていて、そのなかで、女たちやその他自分の好きな人 
人のために、ぜいたくに金を消費することができるのだからね」 

「ほんとうに、おっしゃるとおりです」と 彼。 

「そしてまた彼らは、金銭を惜しむけちん坊であるだろう。金銭を尊び、公然と所有することができないから 
だ。しかし欲望を満たすために、他人の金ならよろこんで使おうとするだろう。そして子供たちが父親の目をの 
がれるように法の目をのがれて、こっそりと快楽をたのしむだろう。このようになるのはほかでもない、言論と 
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愛知(哲学)を供とするほんとうのムゥサをなおざりにして、音楽•文芸よりも体育のほうを尊重してきたために、 
彼らは自分で納得した教育ではなく、強制による教育を受けてきたからなのだ」 

「ほんとうに」と彼は言った、「あなたのおっしゃっている国制は、悪い ものと 善い ものと が 混合され ている 
国制ですね」 

「たしかに混合されてはいる」 とぼく は言った、「しかしこの国制における 最も 際立った特徴は といえば、 そ 
れは気概の性格が支配的であることから由来しているただ一つの点だけなのだ。すなわち、勝利と名誉を愛し求 
めることが、それだ」 

「大いにそのとおりです」と彼は答えた。 

「それでは」 とぼく は言った、「この国制は以上の ようにして 生じ、 そして 以上の ような性格を もつもの だと 

いうことになるだろう-ただしこれは、国制の形態を言論の上でほんの下書きしただけであって、精密こ比上 

げをほどこしたわけではないけれどもね。というのも、最も正しい人間と最も不正な人間とを見ることは、下書 
きの略図からでもじゅうぶんできるからであって、もしあらゆる国制と、人間のあらゆる性格とを.可 ひとつ 省か 
ずに語り尽くそうとしたら、長さの点で途方もない大仕事となってしまうからだ」 

「それはそうですとも」と彼は言った。 


こぅした 国制の特徴は、 スパルタ (前五世紀ごろの) のこ 共同食事のことは、先に「すぐれた国家」の記述に おいて 
とを念頭に置いて語られているとみられる (544 C 参照)。 も言及されていた(日 • 416 E)o 
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「それならば、この国制に対応する人間とは、どのような人間だろうか？どのようにして生じ"どのような 
性格をもっているだろうか？」 

「虱うに」とアディマントスが言った、「きっとその人は、このグラゥコンに近い人間ではないでしょうか— 
少なくとも、勝気であるという点では」 

「たぶん、その点ではね」とぼくは言った、「しかし次のような諸点では、このグラゥコンとは違った性質の 
ように思えるのだがね」 

r とおっしゃると、どのような点でしょうか？」 

r その人はもっと我がつよいはずだし」とぼくは言った、「音楽好きではあるけれども、いささか教養にとぼ 
しく、話を聞くのは好きだが、自分が弁論の能力のある人間ではけっしてない、といった人物のはずだ。そして 
このような人間は、奴隸に対しては、充分な意味で教育のある人がもつような優越の意識がないので、粗暴な態 
度をとるが、自由人に対しては穏和な態度をとるだろう。また支配者たちにはきわめて従順であり、権力欲がつ 
よくて名誉をほしがるが、そうした地位を要求するのは、言論の能力やそれに類することにもとづいてではなく、 
戦争および戦争に関係ある事柄での実績を拠りどころとしてなのだ。彼は体育を愛し、狩猟を愛するような人間 
なのだから」 

「じっさいそれが」と彼は言った、「あの国制の性格ですからね」 


国家(第八巻) 


C 


B 


「そしてまたこのような人間は」 とぼく はつづけた、「若い ときには 金銭を ft 蔑する けれども、 年を収る につ 
れて、しだいにますます金銭に愛着を寄せるように.なるのではないかね。それは、 もともと 彼が金銭を愛する 生 
質を分けもっているからでもあるが、同時にまたこのような人間は、徳の最上の守り手を欠いているために、純 
粋で確固とした徳をもっていないからなのだ」 

「その最上の守り手とは、何でしょう？」とアデ ィマン トスがたずねた。 

「文芸•音楽の教養(ムゥシケー)とねり合わされた理論的知性(ロゴス)のことだ」とぼくは言った、「ただこ 
れだけが、いったん形成されると、一生その人のなかに住みつづけて、徳を救い守る力となるのだ」 

「まことにおっしやるとおりです」と彼。 

「こうして」とぼくは言った、「名誉支配制的な青年とは以上のような入間であって、ちょうど名誉- J - 又配的の 
国家と相似た性格だということになる」 

「ええ、たしかに」 

「他方、このような人間がどうして出来上るかといえば」 とぼく は言った、「その次第は次のと おりだといっ 

てよ い。 -ときとしてこのような人はすぐれた父親をもつ若い息子だったのだが、その父親は、 あまりよく 治 

めら れていない国に住んでいて、 さまざまの 名誉 だとか 役職 だとか 裁判事 だと か、 すべてそういったわずらわし 
い関わり合いを逃れて生き、自分の権利を放棄して でも何とかして面倒を避けようと願うような人であり……」 
「その 息子がいったい どんなふうにして」と 彼は さえぎった、「あのような人間になるのですか？」 

「次のような場合にそうなるのだ」とぼくはつづけた、「その息子は、まず、母親からいろいろとぐちを聞かさ 
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聊 D れるだろう。つまり母親は、自分の夫が役職についていないのが不満だし、そのためにほかの女たちのあいだで 
肩身がせまい。それに彼女の見るところ、夫はいっこうに金銭のことに熱心でないし、私的な裁判や公の集会で 
勇ましく戦ったり口論したりすることもなく、その種の事柄にはいっさい無関心の様子である。夫の注意は彼自 
身に向けられていて、妻である自分のことは、大して尊重してくれるでもなければ、さりとて軽蔑するでもない 
ことをいつも感じている。すべてこういったことから彼女は苛立って、息子に向かってぐちをこぼすことになる 
E のだ。お前の父親は男らしくないとか、あまりにだらしがなさすぎるとか、そのほか女たちがこういう場合にく 
どくどと口にしたがるような、あらゆる不平を並べたててね」 

「まったく女たちは」とアディマントスは言った、「いろいろとたくさん自分た^に似つかわしいことを、並 
ベたてるものです」 

「それなら君は、こういうことも知っているはずだ」とぼくはつづけた、「すなわち、そのような人たちの召 
使までも、忠実な召使と思われている者たちは、ときどきそっと同じようなことを息子の耳に吹きこむものだ。 
彼らは、誰かが息子の父親から金を借りっぱなしにしたり、あるいは何かほかの不正をはたらいたりしているの 
に、父親がその男を訴えて追及しないでいるのを見ると、息子に向かって、大人になったらああいう連中をすべ 
550て罰して仕返しをしてやりなさい、そして父親よりも男らしい人間になりなさい、とけしかける。 

そして息子はといえば、家の外に出れば出るで、また同じようなことを聞いたり見たりする、——国において 
自分の仕事に専念する人々は愚か者と呼ばれて軽んじられ、自分の仕事以外のことに忙しい人々は尊敬され賞讚 
されているのをね。 
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さて、そうなるとこの青年は、すべてこのようなことを聞いたり見たりしながら、他方ではしかし、父親の W 
葉を聞き、父親の生き方を近くから見て他の人々のそれと比較対照させるので、その両方から引っぱられる こと 
になる。すなわち、父親のほうは、彼の魂のなかの理知的な部分をうるおして成長させ、他の人々のほうは、欲 
望的な部分と気概の部分を養い育てるのだ。こうして、もともと彼は素質の上で劣悪な人間として生まれついて 
はいなかったのに、他の人々とのよくない交わりをもったために、その両方から引かれて中間に落着くことにな 
り、自分の内なる支配権を、中間的な部分としての勝利を愛する部分、気概の部分へと引きわたして、かくて傲 

I ( 1 ) 

慢で名誉を志向する人間となったのだ」 

「そのような人間の形成過程を、あなたはじつに正確に述べられたと思います」と彼は言った。 

「そうすると」とぼくは言った、「これでわれわれの前には、第二番目の国制と第二番目の人間がそろったこ 
とになる」 

「ええ、 そういうことになります」と 彼は言った。 

六 

( 2 ) 

「それではつぎに、アイスキュロスではないが、『他の国に配置された他の人』のことを、いやむしろわれわれ 

1先に述べられた寡頭制的な国家の生成過程 (547 w ~ c ) 行における、テパイの七つの門のそれぞれに配置された将 
と対応している。 についての言葉を、「門」を「国」に代えて使ったもの。 
2アイスキュロス『テバイ攻めの七将』四五一行、五七〇 


577 




E 


D 


( 550 ) 


( 1 ) i 

が決めたとおりに、まず国家のほうを先に、語ることにしようか？」 

「ええ、ぜひとも」 と彼は言った。 

「ところで、思うに、いま述べた国制のあとに来る国制といえば、〈寡頭制〉がそれだということになるだろ 

う」 

「あなたの言われる〈寡頭制>とは」と彼がたずねた、「どのような制度のことでしょうか？」 

「財産の評価にもとづく国制だ」とぼくは言った、「つまり、金持が支配し、貧乏人は支配にあずかることの 
( 2 ) 

できない囯制のことだ J 

「わかりました」と彼は言った。 

「それでは、どのようにして最初、〈名誉支配制>から〈寡頭制> へと変化したか、それを話さなければならない 
のではないか」 

「ええ」 

「しかし実のところは」とぼくは言った、「その変化がどのようにして起るかということは、盲人にも明らか 
だろう」 

「どのようにして 変化す るのでしょう？」 

「各人がもっている、金のいっぱい入った例の宝蔵が、先のような国制を滅ぼすのだ」とぼくは言った、「す 
なわち、まず彼らは、自分自身のための金の使い道を見つけ出して、それに都合のよいように法を曲げるのだ。 
彼ら自身もその妻たちも、法に従わずにね」 
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「そういうことになるでしょうね」と彼。 

「ついで、 思うに、彼らはお互いのやり方を見て競い合うことにより、自分たちのところの大多数の者を、 l-d 
じそのような人間に仕上げることになる」 

「そういうことになるでしょうね」 

「そしてそれからは」とぼくは a った、「彼らは殖財の道をひたすら前進して、金をつくる ことを 尊重すれば 
するほど、それだけますます徳を尊重しないようになる。富と徳とは、元来そういう対立関係にあるのではない 

だろうか-いわば、両者のそれぞれを秤の皿の上に乗せると、つねにまったく正反対のほうに傾く、といった 

ようなね」 

「まことにそのとおりです」と彼0 

「だから、一国のうちで富と金持の人々が尊重されるのに応じて、徳とすぐれた人々は、尊重されなくなるの 
だ」 

「ええ、明らかに」 

1 545 B 〜 C を参照。 

2 この〈寡頭制〉(オリガルキア ー) の規定はやや特殊なもの 
であって、むしろ 〈富者 支配制〉 (クセノポン『ソクラテス 

の思い出』四の六の一二によればソクラテスはこの名- 

ブルウ トクラティア -を使った)あるいは〈金権政治〉 

上いう呼び名のほうがふさわしいように思われる。しかし 


プラトンのこの規定内容はアテナイの寡頭制理念に関する 
歴史的な実情に即しているのであって(トゥキュディデス 
『歴史』八卷六五の三、九七の一、クセノボン『ギリシア 
史』二巻三の四八を参照)、〈寡頭制〉をここで言われてい 
るよぅに規定することはブラトンにとって自然であったと 
いえる。 
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「そして尊重されるものは、つねに熱心に実践されるし、尊重されないものは、ないがしろにされる」 

「そうです」 

「こうして最後に、彼らは勝利を求め名誉を愛する人間であることをやめて、金儲けを求め金銭を愛する人間 
となり、そして金持の人を賞讚し讚嘆して支配の座につけ、貧乏な人を軽んじることになるのだ」 

「たしかに」 

「まさに この時点において、彼らは寡頭制国家の基準を規定した法律を制定する。すなわち、その国における 
寡頭制の度合いの強弱に応じて大きかったり小さかったりする金額を定めたうえで、財産がその規定額に達しな 
い者は支配の役職に参加できないことを、宣告するのだ。そして、こうした法律の内容を武器を用いた強制的な 
力で実行に移し、あるいは、そこに至る前に脅迫することによって、このような国制を確立するわけだ。そうで 
はないかね？」 

「たしかにそのとおりです」 

「それでは、この国制が確立される次第は、ほぼこのようなものだと言ってよいだろう」 

「ええ」と 彼は言った、「しかしそれでは、この国制の性格はどのようなものでしょうか？そして、この国 
制がいろいろと誤った点をもっているとわれわれが言ったのは、どのような点を指していることになるのでしょ 
>っ か ？」 

七 
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「まず第一に」とぼくは言った、「この国制を規定する基準が何であるかという、そのこと自体が問題だ。な 
ぜなら、考えてもみたまえ、——もし人が船の舵を取る人を選ぶのに、同じそのような基準を用いて、財産の評 
価に従って任命するとしたら、そして貧乏な者には、たとえその人が舵を取る技術にもっと秀でた人であっても、 
けっして船の蛇をまかせないとしたらどうなるか」 

「きっと彼らの航海は」と彼は言った、 r 慘儋たるものとなるでしょう」 

「ほかのどのようなものの支配についても、同じことがいえるのではないかね」 

「そう思います。たしかに」 

「国家の支配だけが例外だろうか？」とぼくは言った、「それとも、国家の場合も同じだろうか？」 

「他のどんな場合にもまして、 そのこと が言えます」 と 彼は言った、「国の支配が最も困難でまた最も重要で 
あるだけにですね」 

「それではまずこの点が一つ、寡頭制国家がもっている、それほどにも由々しい誤りであるということになる 
だろう」 

「明らかにそうです」 

「ではどうだろう—次のことは、それよりも小さな欠点だといえるだろうか？」 

「とのようなことがですか？」 

「このような国家はどうしても一つの国ではなく、二つの国であらざるをえないということだ。 つまり、 一方 
は貧乏な人々の国、他方は金持の人々の国であって、ともに同じところに住み、たえずお互いに対して策謀し合 
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っているのだが」 

「ゼゥスに誓って」と彼は言った、「けっして先のより小さな欠点などとはいえません」 

「さらにまたこの点も、けっして立派なこととはいえないだろう。——つまり、彼らはおそらく戦争を遂行す 
ることができないということだ。というのは、武装した大衆を使おうとすれば、敵よりもこの大衆のほうを恐れ 
なければならないことになるし、そうかといって大衆を使わなければ、戦闘の現場で彼らは文字どおりの寡頭支 
配者(オリガルキコス=少数を支配する者)とならざるをえないのだからね。同時にまた、彼らは金銭を愛する人 
間だから、戦争のための献金をしたがらないという こと もある」 

「けっして立派なこととはいえません」 

「ではどうだろう、 —— これはわれわれが前々から非難していた点にかか.るのだが、このような国制のもと 
では、同じ人が同時に、農業も営めば金儲けもやり、また戦争もするといったように、多くの仕事に忙しく手を 
出す。これは正しいことだと思うかね？」 

「いいえ、絶対に」 

「それではよく見てくれたまえ——こうしたすべての欠点のなかでも、次のような点は、この国制にいたって 
初めて許されるようになる最大の悪ではないかということを」 

「どのような点がですか？」 

r 自分の持物のすべてを売り払うことができて、他人がそれを手に入れることが許されるということ、そして 
売りつくした後、国の構成贝としてのなんらの役割も果すことなしに、国家のうちに住みつづけることが許され 
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るという点だ —— 商売人でもなければ職人でもなく、騎兵でもなければ重装歩兵でもなく、ただ貧民•困窮者と 
呼ばれながらね」 

「たしかにその点は、この国制にいたって初めて見られる悪です」と彼は言った。 

「じっさい、寡頭制のもとにある諸国家では、そういう事態が起るのを妨げるものは何もないのだ。そうでな 
かったら、ある人々は並はずれた大金持で、他の人々はまったくの貧乏人だというようなことには、ならなかっ 
ただろうからね」 

「おつしゃるとおりです」 

「しかし、考えてみたまえ。そのように落ちぶれた人は、まだ裕富で赘沢をしていたころでも、はたしてわれ 
われがいま言ったようなさまざまの仕事の面で、いくらかでも国家の役に立っていたのだろうか？支配者の一 
員であると思われてはいたものの、実際には、国の支配者でもなければ奉仕者でもなく、ただ手もとの財の浪費 
者でしかなかったのではないだろうか？」 

「そうです」と 彼は言った、 「そう 思われていただけで、 ほんとうは 浪費者以外の何ものでもなかったのです」 

「それでは」とぼくは言った、「われわれはその人のことを、こんなふうに言うことにしようか—つまり、ち 
ようど蜂の巣の一つの穴に雄蜂が生まれて、巣全体の病いとなるように、このような人もまた、雄蜂として一つ 
の家のなかに生まれて、国全体の病いとなるのだと」 


1 n . 374 A ~ B , W . S 4 A~p 4 SD などを 参照。 
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「たしかにそのとおりです、ソクラテス」と彼は:1-11った。 

「そこで、アディマントス、神は翅のある雄蜂を、すべて針を持たないものに造ったが、足で歩くこの雄蜂ど 
ものほうは、そのなかのある者には針を与えなかったけれども、ある者には恐ろしい針を持たせたのではないか 
ね？そして針のない者たちからは、年老いてから乞食となって果てる連中が出るし、針を持った者たちからは、 
悪者と呼ばれるような連中のすべてが出てくるのではないかね？」 

「まったくおつしゃるとおりです」と彼。 

「そうとすれば」とぼくは言った、「ある国で君が乞食を見かけるとしたら、その国の内にはどこか同じ場所 
のあたりに、盗人や掏摸や神殿荒しや、すべてこのような悪業の専門職人たちが隠れていることは明らかだとい 
うことになる」 

「ええ、明らかです」と彼。 

「では どうだろう、 ——君は寡頭制のもとにある国々に、乞食がいるのを見はしないかね？」 

¢ 1 ) 

「それはもう」と彼は言った、「支配者たちをのぞいたほとんどすべての者が、乞食だといえます」 

「そうするとまた」とぼくは言った、「そうした国々には、針を持った悪者たちもたくさんいると考えるべき 

ではないかね-支配権力が気を配って、彼らを力ずくで押えてはいるけれどもね」 

( 2 ) 

「そう考えるべきです」と彼は言った。 

「そのような連中がそこに生まれてくるのは、無教育と悪い育て方、国制の悪いあり方のためで あると、 われ 
われは言うべきではないだろうか」 
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「そう言うべきでしょう」 

「ともかくも、寡頭制のもとにある国家とは、以上のような性格のものであり、これだけの——おそらくはさ 

らに多くの-悪をはらんだ国制だということになるだろう」 

「ほ？ H そう、"うことになります」と彼。 

「ではこれでわれわれは」とぼくは言った、「財産評価にもとづいて支配者を決めるこの《寡頭制〉と呼ばれる 
国制も、仕上げたことにしよう。そしてつぎに、この国制に対応して似ている人間のことを、考察することにし 
よう——どんなふうにしてそのような人間がかたちづくられるのか、また形成されたのちの彼の人となりは、い 
かなるものであるかをね」 

「ええ、ぜひとも」と彼は言った。 

八 

「では、先に見た名誉支配制的な人間から寡頭制的な人間への変化は、とりわけ次のようにして起るのではな 
いだろうか」 

「どんなふうにですか？」 

1 ソロンの 改革以前、アテナィは実際に このような 状態に 2 552 E 1,4 においてシユタルバゥ ム、アダム、 シャン プリ 
あったことが、ソロンの 詩 ( Fr . 24, Diehl ) の中で語られて ィとともに 0 is ' T: E 6 a(A VJ? を読む。 

いる。 
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「こういう場合を考えてみたまえ。——名誉支配制的な人間に子供がいたとして、その子供は、最初のうちは 

B 父親に負けまい とつと めて、その足跡を追っていたが、やがてその父親が突然、暗礁に衝突す るよう に国家と衝 

突して、自分の所有物も自分自身も失ってしまうのを目にするとする。つまりその父親は、将軍の地位にあった 

り、何かその他の重要な役職にあったりしたのだが、やがて法廷に引き出されるような羽目におちいり、中傷者 
1 ) 

たちに痛めつけられたあげく、死刑にされたり、追放されたり、市民権を奪われて全財産を失ってしまったりす 
るわけだ」 

「ありそうなことです」と彼は言った。 

「息子のほうは、友よ、こういったことを目にし、自分でもつらい目にあい、財産を失ってしまうと、思うに、 
恐れをなしてただちに自分の魂の内なる王座から、それまでの名誉愛や気概の部分を、まっさかさまに突き落す 
だろう。そして貧乏のために卑下した心になって、金を儲けることに転向し、けちけちと少しずつ節約したり、 
せっせと働いたりして金をかき集めるようになる。こうなったとき、そのような人は、金銭を愛する欲望的部分 
を魂の王座にすえ、立派な冠や首飾りや短剣をまとわせて、自分の内なる大王としてたてまつることになるのだ 
と、君は思わないかね？」 

「たしかにそうだと思います」と彼は言った。 

「そして思うに、その大王の足 もとの それぞれの側に、理知的部分と気概の部分と を 地面に坐らせて、 召使と 
してはベらせることになる。そのうえで、理知的部分に対しては、どのようにすれば金が もっと ふえるかという 
こと 以外には何も計算し考察する ことを 許さず、他方、気概の部分に対しては、富と富者以外の何ものも讚歎し 
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尊敬しないように命じ、また財貨の所有とそれに役立つ こと 以外のいかなる ことに おいても、名誉心を満足させ 
ることを許さないのだ」 

「名誉を愛する野心的な青年が金銭を愛する人間へと、それほど急速にまた確実に変化して行く事情としては、 
ほかには考えられませんね」と彼は言った。 

「それではこれが」とぼくは言った、「寡頭制的な人間にほかならないわけだね？」 

「ええ、とにかく彼は、寡頭制がそこから変化して起って きたところの 国制に相似た人間から、変化して形成 
されたことは確かですからね」 

「それではこの人間が、はたして寡頭制国家と似ているかどうかを、しらべてみることにしよう」 

「そういたしましよう」 

九 

「まず第一にこの入間は、何よりも金を大事にするという点で、寡頭制国家と似ているのではないだろうか」 
「ええ、もちろん」 

「さらにまた、けちで働き者であると いう 点でもね。彼は自分のなかにある欲望のうちで、 どうしても 必要な 
欲望だけを満足させ、それ以外のことにはいっさい出費を許さずに、他の欲望は無用のものであるとみなしてこ 


1テクストは底本に従わず、写本のまま読む。 
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れを抑えつけてしまうのだ」 

「たしかにそうです」 

「とにかく 何 かさもしくて」とぼく はつづけた、「どんな ことから でも利益をあげては倉を立てる ような 人間 
なのだ。こういう人々をしも、大衆は賞め讚えるものだがね。—こういうのが、あの寡頭制国家に似ている人 
間ではないだろうか？」 

「そうだと 私は思います」 と 彼は言った、「とにかく、あの国家においても、 そのような 人間においても、何 
よりも尊重され るのはお金なのですからね」 

「思うに、それというのも」とぼくは言った、「そのような人間は教育に心を向けなかったからなのだ」 

「そうだと思います」と彼は言った、「そうでなければ、盲を自分の舞踏隊の指導者に立てて最も尊重すると 
いうようなことは、なかったでしょうからね」 

「まことにそのとおりだ」とぼくは言った、「では次のことを考えてくれたまえ。——彼の内にはその無教育 
のゆえに、先の雄蜂のような性格のさまざまの欲望が生まれていて、そのあるものは乞食としての欲望、他のも 
のは悪者としての欲望であり、ただ他のことに対する気遣いによって抑えつけられているのだと、こう言っては 
いけないだろうか？」 

「ええ、たしかにそうです」と彼。 

「では君は知っているかね」とぼくは言った、「彼らの悪党ぶりを見きわめるためには、どういうところに目を 
向ければよいかを？」 
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「どういうところにでしよう？」と彼はたずねた。 

「彼らが孤児の後見人になった場合とか、何かその種の機会が彼らに与えられて、いくらでも不正を行なうこ 
とができるような場合を見ればよいのだ」 

「なるほど、そうですね」 

「だから、そのことから明らかなように、このような人間は、そのほかのいろいろの取引において、正しい人 
であると思われてよい評判を得ているような場合には、一種すぐれた自制力によって、自分の内にある 他の悪い 
欲望を抑えているのだ。ただしその抑制は、それがよくないことだという説得によるものではなく、理によって 
欲望をおとなしくさせるのでもなく、一般に自分の財産のことが心配なので、やむをえぬ強制と恐れによってそ 
うするのだがね」 

「ええ、たしかにそうです」と彼。 

「じっさい、友よ、ゼゥスに誓ってもよいが」とぼくは言った、「そういう人間が ひとたび 他人の財産を消費 
すべき機会を与えられた場合には、君は彼らの大多数のうちに、あの雄蜂と同類の さまざまの 欲望が住んでいる 
のを見出すことだろう」 

「ええ、それはもう間違いありません」と彼は答えた。 

「そういうわけだから、このような人間は、自分自身のなかに分裂抗争を まぬがれることは できないし、、 一 A ' 


1富のこと。富の神プルゥトスは、アリストパネス(『福の神』九〇行参照)その他において、盲の神とされて、，る。 
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の人間ではなく一、一*'人格の人間であることになろう。ただ、さまざまの欲望どうしの支配関係においては、大て 
E いの場合、比較的良い欲望が悪い欲望を統御している状態にあるだろう」 

「そのとおりです」 

「したがって、思うにそのような人は、多くの人々より端正な振舞を示すことだろう。しかし、あの一致し調 
和した魂にそなわる真実の徳は、彼を逃れてどこか遠くへ行ってしまうだろう」 

「そう思います」 

「さらにまた、このけちな人間は、国のなかで個人的に何か勝利を争ったり、立派な名誉を競い合ったりする 
ような場合、まことに取るに足らぬ競争相手でしかないのだ。彼は名声のため、またすベてこの種の競争のため 
に金を費やす気持にはなれない。浪費的な欲望を目覚めさせて、勝利を求めて共に戦うよう召集するようなこと 
になりはしないかと、それがこわいからだ。こうして彼は、寡頭制的な人間(オリガルキコス=少数を支配する 
者)にふさわし(<1、自分がもつ数少ない力でしか戦わないから、ほとんどの場合打ち負かされることになるが、 
富は確保するというわけだ」 

「ほんとうにそうで すね」 と 彼。 

「さあこれでもまだわれわれは」とぼくは言った、「このけちで金儲けに熱心な人間が、寡頭制国家と性格が 
類似しているという点で、ちょうどその国家に対応しているということを疑うだろうか？」 

「いいえ、けっして」と彼は言った。 
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I 〇 

「それでは、つぎに どうやら 〈民主制〉について、それが どのよう にして生じ、生じてから どのような 性格をも 
つかを、考察しなければならない よう だ。そのあとでまた民主制的な人間の性格を学んで、これを他と比較判定 
することができる ようにね」 

「そうすれば とにかく」と 彼は言った、「われわれ自身が決めた手続きに沿って進む ことになるでしょう」 

「それでは」とぼくは言った、「寡頭制から民主制への変化は、およそ次のような仕方で起るのではないだろ 

うか、-すなわち、できるだけ金持とならなければならないという、善として立てられたこの目標の あくこと 

なき追求こそが、その変化の因となるのではないか」 

「いったい、どのようにしてでしょうか？」 

「思うに、寡頭制国家の支配者たちがその任にあるのは、多くの富を所有しているおかげなのであるから、彼 
らは、若者たちのうちに放埒な人間が出てきても、これを法によって取り締って、自分の財産を浪費して失うこ 
とができないように禁止す る ことを欲しない。というのは、この支配者たちには、そういう者たちの財産を買い 
取ったり、それを担保に金を貸したり する ことによって、もっと富を ふやし、 もっと尊重されるようになろうと 
いう気があるからだ」 


1551 piE における寡頭制国家についての記述を参照。 
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「ええ、何にもましてそう望むでしょう」 

「ところで、 一国において、富を尊重しながら同時に節制の徳を国民のうちにじゅうぶんに保つというのは、 

不可能なことであって、必ずどちらか一方がおろそかにならざるをえないということ、この点はすでに明らかで 
1 ) 

はないかね」 

「じゅうぶんに明らかです」と彼。 

「そこで、寡頭制国家においてその支配者たちは、まさにそのような怠慢な態度で放埒な浪費を許しておくこ 
とに よっ.て、しばしば凡庸ならざる生まれの人々を貧困へ と 追いこむのだ」 

「たしかに」 

「思うに、こうして貧乏になった人々は、針で身を武装して、この国のなかで為すこともなく坐していること 
になるだろう。そのある者は借財を背負いこみ、ある者は市民権を奪われ、ある者はその両方の目にあった人々 
であって、彼らは、彼らの財産を手に入れた人々をはじめその他の国民たちに対しても憎しみをいだいて、陰謀 
をたくらみ、革命に思いを寄せているのだ」 

「そのとおりです」 

「他方、金を儲けている者たちは、身をかがめて仕事に熱中し、そうした貧乏人たちのことは目にも入らぬふ 
りを して、その他の人々 のうちに 言う ことを 聞く者があれば、そのつど金銭の毒針を刺しこんで傷つけ、そして 
親金の何倍もの利息を取り立てては、雄蜂と乞食を国のなかにますます生みふやして行くのだ」 

「ええ、ふやさずにはおかぬでしょう」と彼は答えた。 
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「しかも彼らには」 とぼく は言った、 「このような 禍いが燃え上がろうと するとき、 先に触れた ようなやり方 

( 2 ) 

でこれを消し止めようという気はないのだ——つまり、自分の財産を好きなように処分するのを禁止することに 
よってね。さりとてまた、このような事態を解決するための別の法律に訴えるというやり方をも、とろうとしな 

ぃ」 

「どのような法律のことですか？」 

「先の法につぐ次善のものであって、国民が徳に留意せざるをえないように仕向けるような法律のことだ。す 
B なわち、もし多くの任意の貸借契約は、貸すほうの者自身の危険負担において契約するように命じるとした ( M 、 
その国では、恥しらずな仕方で金儲けをすることがもっと少なくなるだろうし、いまわれわれが語っていたよう 
な禍いが国のなかに生じることも、もっと減ることだろう」 

「それはもう、ずっと減ることでしょう」と彼は答えた。 

「ところが実際には」とぼくは言った、「支配者たちはこれまで述べたようなすべての理由によって、支配され 
る者たちを、国のなかでいま言ったような状態に置いているのだ。他方、自分たち自身と自分の子供たちをどう 

世紀の立法家カロンダスの定めた法の一つであったと伝え 
られる(テオプラストス Rr . vo 7, 5, wimmer o 『法律』 V . 
742 C にも、「自分が信じない相手に金を預けたり貸したり 
してはならない。借り手は元金も利子も返さずにいること 
ができるのだから」という趣旨の法文が見られる(さらに 
『法律』 W . 00 49 E , XI , 915 E を参照〇 


1 550 E を参照。 

2 552 A , 555 C を参照。 

3 貸し手に対する法的な保護をなくして、金の貸借を信頼 
関係にもとづいて行なわせること。相手を信じて貸した金 
が返ってこなくても、その不正の責任は貸した者自身にあ 
るから、借り手は罰せられないといぅ趣旨の法律は、前六 
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いう状態にするかといえば、まず若者たちのほうはこれを贅沢に甘やかして、身体的にも精神的にも苦労をいや 
C がる人間にし、また快楽に対しても苦痛に対しても抵抗力のない、柔弱な怠け者にしてしまうのではないかね」 

「もちろんです」 

「そして自分たち自身を、金儲け以外のことにはいっさい心を向けないような人間となし、徳への配慮におい 
ても、貧しい人々とくらべて、何ら まさると ころのない人間にしてしまうのではないかね」 

「たしかにそのとおりです」 

「そこで、このような状態にある支配者たちと被支配者たちとが、旅の道中のときや、その他何かをいっしょ 
にするようなときに、お互いのそばに居合せることがあったとしよう。それは祭に行くときでもよいし、あるい 
は出征して、同じ船に乗ったりいっしょに出陣したりする場合でもよい。あるいはさらに、危険のさなかにあっ 
てお互いを観察し合うような機会があるとしたならば、そのような条件のもとでは、貧乏な人々が金持たちから 
軽蔑されることはけっしてないだろう。むしろ逆に、しばしば瘠せて日焼けした貧乏人が、戦闘に際して、日陰 
で育ち贅肉をたくさんつけた金持のそばに配置されたとき、貧乏人は金持がすっかり息切れして、為すすべもな 
く困り果てているのを目にするだろう。——このような場合、彼は、そんな連中が金持でいるのは自分たち貧乏 
人が臆病だからだ、というように考えるとは思わないかね？ そして自分たちだけで集るときに、『あの連中は 
われわれの思いのままになるぞ。何の力もないのだから』ということを、お互いに口から口へと伝えひろめて行 
くとは思わないかね？」 

「ええ、たしかに」と彼は言った、「彼らがそうすることは私もよく知っています」 
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「それでは、病的な状態にある身体がほんとうの病気になるためには、ほんのちょっとした重みが外から加わ 
りさえ すればよく、またときには、外からの刺戟がなくても内部分裂を起すことがあるものだが、ちょうどそれ 
と同じように、そういう病身と同じ状態にある国家も、そのなかの一方の党派が寡頭制国家から味方を引き入れ 
るなり、または他方の党派が民主制国家から味方を連れこむなりして、ちょっとした外からの要因が加わると、 
それがきっかけで病気になって内部抗争を起し、またときには、そういう外からの要因がなくても内乱がはじま 
るのではないだろうか」 

557「ええ、まったくそのとおりです」 

「そこで、思うに、貧しい人々が闘いに勝って、相手側の人々のうちのある者は殺し、あるものは追放し、そ 
して残りの人々を平等に国制と支配に参与させるようになったとき、民主制というものが生まれるのだ。そして 
大ていの場合、その国における役職は籤で決められることになる」 

「事実たしかに」と彼は言った、「それが民主制の成立次第です —— 武力によって達成されるにせよ、他方の 
側の人々が恐れて退くことによって達成されるにせよ」 

II 

「それでは」とぼくは言った、「彼らはいったい、どのような生き方をするのだろうか？また他方、この民 
B 主制国家のあり方とは、いかなるものであろうか？というのは、このような人間は結局、その民主制の性格を 
そのまま もつ ているとわかるだろうことは、明らかだからね」 
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「それは明らかです」と彼。 

「ではまず第一に、この人々は自由であり、またこの国家には自由が支配していて、何でも話せる言論の自由 

が行きわたっているとともに、そこでは何でも思いどおりのことを行なうことが放任されているのではないか 
( 1 ) 

ね？」 • 

「いかにも、そう言われています」と彼は答えた。 

「しかるに、そのような放任のあるところでは、人それぞれがそれぞれの気に入るような、自分なりの生活の 
仕方を設計することになるのは明らかだ」 

「明らかです」 

「したがって、思うにこの国制のもとでは、他のどの国よりも最も多種多様な人間たちが生まれてくることだ 
ろう」 

「ええ、むろん」 

「おそらくは」とぼくは言った、「これはさまざまの国制のなかでも、いちばん美しい国制かもしれないね。 
ちょうど、あらゆる華やかな色彩をほどこされた色とりどりの着物のように、この国制も、あらゆる習俗によっ 
て多彩にいろどられているので、この上なく美しく見えるだろう。そしてたぶん」とぼくはつづけた、「ちょう 
ど多彩の模様を見て感心する子供や女たちと同じように、この国制を最も美しい国制であると判定する人々も、 
さぞ多いことだろう」 

「ええ、それは もう」 と彼は言った。 
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D 「そしてじっさい、君」とほくは言った「この国は、国制のことを研究するのに、もってこいのところなの 
だよ」 

一どうしてですか？」 

「この国は、その放任性のゆえに、あらゆる種類の国制を内にもっているからだ。おそらく、われわれがいま 
こころみていたようにして国家を建設しようと思う者は、ちょうど国制の見本市へ出かけて行くように、民主制 
のもとにある国家へ行って、どれでも自分の気に入った型のものを選び出したうえで、その見本に従って国家を 
建設しなければならないのかもしれない」 

Er たしかにそうすれば」と彼は言った、「手本にこと欠くようなことはないでしょうね」 

「そしてこの国家では」とぼくは言った、「たとえ君に支配する能力がじゅうぶんにあっても、支配者となら 
なければならない何らの強制もなく、さりとてまた君がのぞまないならば、支配を受けなければならないという 
強制もない。また他の人々が戦っているからといって、戦わなければならないこともなければ、他の人々が平和 
に過していても、君が平和を欲しないのなら、むりに平和に過さなければならぬということもない。さらにはま 
た、君が支配職についたり裁判官となったりすることが法によって禁じられていても、君自身さえその気になる 
558 なら、支配しようと裁判しようといっこう.に差支えない。 I どうだね、このような暮し方は、当座のあいだは、 

1以下の民主制国家の性格記述は、当時のアテナィの国情 り、「何でも話せる言論の自由」(•ハレ丨シア丨)と「放任」 
を——若干の誇張を加えて——伝えるものとみなされてい (エクスゥシアー) ——「許可」「寛容」「自由」の意味をこ 
る。「自由」(エレゥテリア—)は古代民主制の基本理念であ めての——はそのモット—であった。 
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この世ならぬ快い生活ではないだろうか？」 

「おそらく、当座はね」と彼は答えた。 

「ではどうかね I 有罪の裁きを受けた人たちにしばしば見られるあの泰然として穏やかな態度は、なかなか 
見事だといえないかね？ それとも君は、まだ目にしたことはないかね——このような国制の国では、人々が死 
刑や追放の判決を受けたのちも、相かわらずそこに留まって、公然と歩きまわっているのを？そして、まるで 
自分が目に見えない英霊であって、誰からも注意されず見られもしないかのように、そこらをうろつきまわって 
いるのを？」 

「ええ、そういう人をたくさん見たことがあります」と彼は答えた。 

「それに、この国制がもっている寛大さと、けっして些細なことにこだわらぬ精神、われわれが国家を建設し 
ていたときに厳粛に語った事柄に対する軽蔑ぶりはどうだろう！すなわち、われわれはこう言った——とくに 
ずば抜けた素質をもつ者でもないかぎり、早く子供のときから立派で美しいことのなかで遊び、すべて立派で美 
しい仕事にはげむのでなければ、けっしてすぐれた人物とはなれないだろう、と。すべてこうした配慮を、この 
国制は何とまあ高邁なおおらかさで、足下に踏みにじってくれることか。ここでは、国事に乗り出して政治活動 
をする者が、どのような仕事と生き方をしていた人であろうと、そんなことはいっこうに気にも留められず、た 
だ大衆に好意をもっていると言いさえすれば、それだけで尊敬されるお国柄なのだ」 

「たしかに」と彼は答えた、「おおらかな国制に違いありません」 

「では、以上のような点や」とぼくは言った、「またその他これに類するいろいろの性格をもっているのが、 
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<民主制〉というものだ。それはどうやら、快く、無政府的で、多彩な国制であり、等しい者にも等しくない者に 
も同じように一種の平等を与える国制だ、ということになるようだね」 

「たしかに」と彼は言った、「あなたのおっしゃることは、いずれも周知の事実です」 

I 二 

「それでは、考えてくれたまえ」とぼくは言った、「これに対応する人間は、個人的にはどのような人間だろ 
うか。まず第一に、ちょうど国制の ほうを 考察したときと同じように、どのように してそう いう人間がかたちづ 
くられるかということを、考えてみるべきではなかろうか」 

「ええ」と彼。 

「それは次のようにしてではあるまいか？——先に見たけちで寡頭制的な人間には、思うに、父親のもつさ 
ま'さまの習性のなかで育て上げられた息子がいることだろう」 

「むろんそう考えられます」 

「そうすると、この息子もやはり、自分の内にある、消費的で金儲けの役には立たないすべての欲望を、むり 
やりに統御していることだろう。そうした欲望は、不必要な欲望と呼ばれているのだが」 

「ええ、明らかに」と彼。 

「ところで、君さえよければ」とぼくは言った、「われわれが暗闇のなかで手探りの議論をするようなことの 
ないように、まずはじめに、〈必要な欲望〉と〈不必要な欲望〉とを、はっきりと規定して おく ことにしようか？」 
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「ええ、そうしましよう」と彼は答えた。 

「まず、われわれがどうしても払いのけることのできない欲望は、正当に〈必要な欲望〉と呼ばれうるだろうし、 
さらに、満たされた場合にわれわれを益するような欲望も、そうだろうね。なぜなら、この両者とも、われわれ 
の自然的本性がどうしても求めざるをえない欲望なのだから。そうではないかね？」 

「ええ、たしかに」 

「したがってわれわれは、これらの欲望に対して、〈必要な〉というこの呼び方を適用すれば正しいことになる 
だろう」 

「ええ、正当な呼び方です」 

「ではどうだろう、 -若い ときから 訓練すれば取り除く ことのできるような 欲望、 さらには また、それが わ 

れわれの内にあっても何ひとつ為になることがなく、場合によっては害をなすことさえあるような欲望、これら 
すべての欲望を〈不必要な欲望〉であると言うならば、われわれの呼び方は正しいのではないだろうか？」 

「正しいです とも」 

「それでは、これらの欲望がどのようなものであるかについて、それぞれの実例となるものを選び出してみる 
ことにしようか？それらの類型を把握するために」 

「そうしなければなりません」 

「身体を健康で丈夫に保つための範囲内における食欲、パンそのものと調味されたおかずに対する欲望は、〈必 
要な欲望〉ではないだろうか？」 
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「そう S ハます」 

r パンへの欲望のほうは、両方の意味で〈必要な欲望〉といえるだろう。すなわち、有益であるという意味にお 

( 1 ) 

いても、それがなければ生きることをやめなければならないという意味においても」 

「ええ」 

「これに対して、調味されたおかずへの欲望のほうは、身体を丈夫に保っために何らかの有益な効果があるか 
ぎりにおいて、〈必要な欲望〉であるといえる」 

「ええ、たしかに」 

「ではどうだろう、——これらの範囲を超えて、いま言ったようなもの以外のさまざまの料理を求める欲望で、 
若いときからの矯正と教育によって多くの人々の場合取り除くことのできる欲望、また身体にとっても有害であ 
り、魂にとっても思慮と節制のために有害であるような欲望は？われわれはこれを、〈不必要な欲望〉と正しく 
呼ぶことができるのではないだろうか？」 

「ええ、 まったく 正しいです とも」 

「そしてわれわれは、そうした欲望は消費的な欲望であり、先に述べた欲望のほうは、仕事のために有用だか 
( 2 ) 

ら生産的な欲望であるとも、言ってよいのではなかろうか？」 

1テクストは底本によらず、アダムやシャンブリィととも 2 字義通りには「金儲けになる欲望」(55000を参照0二仕 
に有力写本のまま読む? SQQ J ; s)VTa scvai 直訳は「生き 事のために)有用」(クレーシモス)だから「金(クレーマタ} 
るのをやめさせることができる」)。 儲けになる」という言葉の上の連絡が意図されている。 
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「そのとおりです」 

「性欲やそのほかの欲望についても、われわれは前者のように言うべきではなかろうか？」 

「そうです」 

「それならまた、われわれが さっき 雄蜂と呼んでいた人間とは、ほかでもない、そのような快楽と欲望に満た 
されていて、<不必要な欲望〉に支配されている人間のことを言っていたわけだね？他方、〈必要な欲望〉に支配 
されている人が、けちで寡頭制的な人間にほかならないわけだね？」 

「たしかにそういう ことになります」 

I 三 

「それではもう一度もとへ戻って」とぼくは言った、「寡頭制的な人間からどのようにして民主制的な人間が 
生じて くる かを、語ることにしようではないか。ぼくには、その次第は一般に次のようなもの だと 思われる」 

「どのような？」 

「ひとりの青年が、さっきわれわれが言っていたように、教育をかえりみず万事物惜しみする環境のなかで育 
てられたのち、ひとたび雄蜂どもの与える蜜の味をおぼえたとき、そしてそういう烈しく恐ろしい動物たちと 
——彼らは多彩にして多様な、あらゆる種類の快楽を提供するすべを心得ているのだが、そういう動物たちと 
——交わるようになったとき、おそらくそのときにこそ、彼自身の内なる寡頭制が民主制へと移行する、その変 
化の始まりがあるのだと思ってくれた まえ」 
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「ええ、 そのことはどうしても避けられないでしょう」と彼は言った。 

「そこで、国家の変革が起るのは、相対立する一方の側の部分を、外部から相似た立場の同盟勢力が援助しに 
やってくることによってであったが、ちょうどそれと同じように、若者が変化するのも、彼の内にある諸欲望の 
うちの一方の側を、それと同族で相似た種類の欲望が外部から援助しにやってくることによってではないだろう 
か？」 

「まったくそのとおりです」 

「そして思うに、もしそれに抵抗して他方の同盟勢力が、父親なり他の身内の者なりが訓したり咎めたりする 
560ことによってそこから繰り出され、自己の内なる寡頭制的な部分を援助しにやってくるならば、そのとき反乱と 
それに対抗する反乱が起り、彼の内部で自己自身に対する闘いが行なわれることになるだろう」 

「ええ、たしかに」 

「そしてある場合には、思うに、民主制的な部分が寡頭制的な勢力の前に屈して退き、そして一種の慎みが青 
年の魂のなかに生じることにより、もろもろの欲望のうちのあるものは滅ぼされ、あるものは追放されて、かく 
てふたたび秩序が回復することになる」 

「たしかに、ときにはそういうことになります」と彼は言った。 

Br しかし、思うにやがてまた、息子の育て方に関する父親の無知のために、追放された欲望の後をついでさま 
ざまのそれと同族の欲望がいつのまにか育成されて、数多く強力なものになるのだ」 

「ええ、とかくそのようになりがちなものです」と彼。 
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「そうなると、それらの欲望は、青年をふたたび前と同じ交際へと引き寄せ、そしてひそかに交わりながら， 
新たな大群を生み出すことになる」 

「そのとおりです」 

「こうしてついには、思うにそれらの欲望は、青年の魂の城砦(アクロポリス)を占領するに至るだろう。学問 
や 美しい仕事 や 真実の言論がそこにいなくて、城砦が空になっているのを察知するからだ。これらのものこそは、 
神に愛される人々の心の内を守る、最もすぐれた監視者であり守護者であるのに」 

「まさしくそうですとも」と彼。 

r いまやそれらのものに代って、思うに、偽りとまやかしの言論や思わくが駆け登ってきて、そのょうな青年 
の中の同じ場所を占有することになるのだ」 

「ほんとうに、おっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「そうなると、この青年はふたたびあの蓮の実食いの族の中に入って行って、いまや誰はばかるところなく、 

そこに住みつくのではないかね。そして、身内の者たちのところから何らかの援軍が、彼の魂のけちくさい部分 

を支援しにやって来ると、あのまやかしの言論たちは、この青年の内なる王城の壁の門を閉ざしたうぇで、その 

同盟軍そのものも通さないし、年長者が個人的に彼に語る言葉を使節として受け入れることも拒み、自分たちも 

(2) ， ' 

闘って勝つことになる。こうして、<慎み> を『お人好しの愚かし さ』 と名づけ、権利を奪って追放者として外へ 
突き出してしまうのをはじめ、〈節制> の徳を『勇気の なさ』 と呼んで、辱しめを与ぇて追放し、〈程の ょさ〉 と締 
りのある金の吏い方を、『野暮』だとか『自由人らしからぬ賤 しさ』 だとか理屈をつけて、多数の無益な欲望と 
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力を八；：わせてこれを N 境の外へ迫い払ってしまうのではないかね」 

「ええ、たしかに」 

「そしてこのまやかしの言論たちは、それらの徳を追い出して空っぽにし、自分たちが占領して偉大なる秘儀 
を授けたこの青年の魂を洗い浄めると、つぎには直ちに、<傲慢 r 無統制><浪費><無恥>といったものたちに冠を 
いただかせ、大合唱隊を従わせて輝く光のもとに、これを追放から連れもどす。<傲慢>を『育ちの ょさ』 と呼び、 
<無統制〉を『自由』と呼び、<浪費〉を『度量の大きさ』と呼び、〈無恥>を『勇敢』と呼んで、それぞれを美名の 
もとにほめ讚えながら—〇 

ほぼこのょうにして」とぼくは言った、「人は若いときに、必要な欲望のなかで育てられた人間から違った人 
間へと変化して、不必要にして無益な快楽を自由に解放して行くのではないだろうか？」 

「ええ、明らかにそのとおりです」と彼は答えた。 

「こうしてそれから後は、思うに、このような若者は、必要な快楽に劣らず不必要な快楽のために、金と労力 
と時間を費やしながら生きて行くことになるだろう。けれども、もし彼が幸運であり、度はずれの熱狂にかられ 
B るようなことがなければ、そして年を取って行くおかげもあって、大きな騷ぎが過ぎ去ったのち、追放されたも 


1雄蜂と呼ばれていた者たちを指す。「蓮の実食いの族」 を忘れ、自分の故郷を忘れてしまぅ。 

(口 丨トパゴィ) とは、北アフリカの海岸にいたといぅ伝説 2 こ £0 箇所と少し先で述べられていることは、トゥキュデ 
上の民族。ホメロス『ォデュッセィア』第九卷九一行以下 ィデス『歴史』第三卷(八二の四)における、「言葉の通常 
に登場する。彼らの甘美な蓮の実を食べると、人々は悩み の意味の勝手な変更」についての記述を思わせる。 
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のたちの一部分をふたたび迎え入れ、侵入してきたものたちに自分自身を全面的に委ねることがないならば、そ 
の場合彼は、もろもろの快楽を平等の権利のもとに置いたうえで暮して行くことになるだろう。すなわち、あた 
かも籤を引き当てるようにしてそのつどやってくる快楽に対して、自分が満たされるまでの間、自分自身の支配 
権を委ね、つぎにはまた別の快楽に対してそうするというように、どのような快楽をもないがしろにすることな 
く、すべてを平等に養い育てながら生活するのだ」 

「ええ、たしかに」 

「ただし、真実の言論(理)だけは」とぼくは言った、「けっして受け入れず、城砦の見張所へ通すこともしな 
い I かりに 誰かが彼に向かって、ある快楽は立派で善い欲望からもたらされるものであるが、ある快楽は悪い 
欲望からもたらされるものであって、前者のような快楽は積極的にこれを求め尊重しなければならないが、後者 
のような快楽はこれを懲らしめて屈従させなければならない、と説き聞かせることがあってもね。そういうすベ 
ての場合に彼は、首を横にふって、あらゆる快楽は同じような資格のものであり、どれもみな平等に尊重しなけ 
れぱならないと、こう主張するのだ」 

「そうです」と彼は言った、「間違いな く 彼は、そのような心の状態でそのような態度をとるものです」 
「こうして彼は」 とぼく はつづけた、「そのと きどき におとずれる欲望に耽ってこれを満足させながら、その 
日その 日を 送って行くだろう。あるときは酒に酔いしれて笛の音に聞きほれるかと思えば、つぎには水しか飲ま 
ずに身体を瘠せさせ、あるときはまた体育にいそしみ、あるときはすべてを放擲してひたすら怠け、あるときは 
また哲学に没頭して時を忘れるような様子をみせる、というふうに。しばしばまた彼は国の政治に参加し、壇に 
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かけ上って、たまたま思いついたことを言ったり行なったりする。 ときに よって軍人たちを 羨ましく思う と、そ 
ちらのほうへ動かされるし、商人たちが羡ましくなれば、こんどはそのほうへ向かって行く。 こうして 彼の生活 
には、秩序もなければ必然性もない。しかし彼はこのような生活を、快く、自由で、幸福な生活と呼んで、一生 
涯この生き方を守りつづけるのだ」 

「まったくのところ」と彼は言った、「平等を奉ずる人間の生活というものは、あなたがいま述べたとおりの 
ものです」 

「思うにこれはまた」とぼくは言った、「あらゆる変様に富んだ、そして最も多様な習性に満たされた生活で 
あり、またこのような人間こそは、 ちょうど 先の民主的な国家がそうであったように、美しくもまた多彩な人間 
にほかならないのだ。男も女も、多くの人々がこのような人間の生き方を羨むことだろう。彼は、さまざまの国 
制と性格の見本を最も多く内にもっているのだから」 

「たしかに彼は、そのような人間ですからね」と彼は言った。 

「それならどうだろう-われわれとしてはこのような人間を、民主制国家に対応させて考えてよいだろう 

ね？まさに〈民主制的〉と呼ばれてしかるべきような人間なのだから」 

「対応させることにしましょう」と彼は答えた。 

一四 

「こうしていまや」とぼくは言った、「かの最も美しい画制と最も美しい人間について述べることが、 われわ 
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れの仕事として残されていることになろう。すなわちそれは、〈僭主独裁制〉と〈僭主〉(独裁者)だ」 

「まさしくそのとおりです」と彼。 

「さあそれでは、親愛なる友よ、僭主独裁制の性格とはどのようなものであることになるだろうか？まずそ 
れが民主制から変化して生じてくることは、ほとんど明らかだからね」 

「明らかです」 

「ところで、寡頭制から民主制が生じてくる過程と、民主制から僭主独裁制が生じてくる過程とは、ある意味 
で同じ仕方によるとはいえないだろうか？」 

「どのような意味で？」 

「寡頭制的な人々が目標として立てた善」とぼくは言った、「そして寡頭制国家がそれゆえに成立したところ 
.の要因、それは〈富〉であった。そうではないかね？」 

「そうです」 

「そして、富への あくことなき 欲求と、金儲けのために他のすべてをなおざりにすることが、寡頭制を滅ぼし 
たのだった」 

「そのとおりです」と彼。 

「そこでまた、民主制国家が善と規定するところのものがあって、そのものへのあくことなき欲求こそが、こ 
の場合も民主制を崩壊させるのではあるまいか？」 

「民主制国家は何を善と規定していると言われるのですか？」 
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「〈自由〉 だ」とぼく は -r> « った、「じっさい、君はたぶん、民主制の もとにある 国で、こんなふうに言われてい 

C るのを聞く こと だろう-この〈自由〉こそは、民主制国家がもっている最も善きものであって、まさにそれゆえ 

に、生まれついての自由な人間が住むに値するのは、ただこの国だけである、と」 

「ええたしかに」 と 彼は言った、「そういう言い草は、じつにしばしば人々の口にする ところで すね」 

「では、いま言いかけていたように」とぼくは言った、「そのようなことへのあくことなき欲求と、他のすべ 
てへの無関心が、ここでもこの国制を変化させ、僧主独裁制の必要を準備するのではないだろうか？」 
「どのようにしてですか？」と彼はたずねた。 

「思うに、民主制の国家が自由を渴望したあげく、たまたまたちのよくない酌人たちを指導者に得て、そのた 
D めに必要以上に混じりけのない強い自由の酒に酔わされるとき、国の支配の任にある人々が あまり おとなしくな 
くて、自由をふんだんに提供してくれないような場合、国民は彼ら支配者たちをけしからぬ連中だ、寡頭制的な 
やつだと非難して迫害するだろう」 

「ええ、たしかにそういう態度に出るものです」と彼は答えた。 

「他方また」とぼくはつづけた、「支配者に従順な者たちを、自分から奴隸になる ようなつまらぬ やつら だと 
辱しめるだろう。個人的に も 公共的に も 賞讚され尊敬されるのは、支配され る 人々 に 似た ような 支配者たち、支 
E 配者に似た ような 被支配者たちだとい うこと になる。 このような 国家においては、必然的に、自由の風潮はすみ 
ずみにまで行きわたって、 その 極限に至らざるをえないのではないかね？」 

「そうならざるをえないでしょう| 
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「そしてこの同じ風潮は、友よ」とぼくは言った、「個人の家々のなかにまで浸透して行って、ついには動物 
たちにいたるまで、無政府状態に侵されざるをえないことになるのだ」 

「そんな状況とは」と彼がたずねた、「いったいどのようなものと考えたらよいのでしょう？」 

「たとえば」とぼくは言った、「父親は子供に似た人間となるように、また息子たちを恐れるように習慣づけ 
られ、他方、息子は父親に似た人間となり、両親の前に恥じる気持も怖れる気持ももたなくなる。自由であるた 
めにね。そして居留民は市民と、市民は居留民と、平等化されて同じような人間となり、外人もまた同様だとい 
うことになる」 

「たしかにそういうことになりますね」と彼。 

「そういうことのほか」とぼくは言った、「次のようなちょっとした状況も見られるようになる。すなわち、 
このような状態のなかでは、先生は生徒を恐れて御機嫌をとり、生徒は先生を軽蔑し、個人的な養育掛りの者に 
対しても同様の態度をとる。一般に、若者たちは年長者と対等に振舞って、言葉においても行為においても年長 
者と張り合い、他方、年長者たちは若者たちに自分を合わせて、面白くない人間だとか権威主義者だとか思われ 
ないために、若者たちを真似て機智や冗談でいっぱいの人間となる」 

「ほんとうにそうですね」と彼。 

「しかし、友よ」とぼくは言った、「このような国家に生じる最大の自由は、買われてきた奴隸たちが、男で 
も女でも、買ったほうの主人に少しも劣らず自由であるという状態のうちに達成されるだろう。それにまた、女 
が男に対し、男が女に対する関係のうちに、どれほどの平等と自由が生じるか、それをもう少しで言い忘れる .i 
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ころだった」 

「それならアィスキュロスに従って」 と 彼は言った、「『いま口 もとまで 出てきた ことを V 句 でも 言ツてし まお 

1 ) 

う』ということにしませんか」 

「まったくだ」とぼくは言った、「それならぼくも、その気持で話すことにしよう。——このような国では、 
入間に飼われている動物たちまでもが、他の国とくらべてどれほど自由であることか、それは実際に経験したこ 
とのない者には、とても信じられないだろう。犬たちは、それこそまったく諺のとおりに、 r 女主人そっくりに』 
振舞うようになるし、さらには馬たちや驢馬たちも同様で、きわめて自由にして威厳ある態度で道を歩く慣わし 
が身について、路上では、こちらからわきにのいてやらないと、出会う人ごとにぶつかってくるという有様なの 
だからね。その他万事につけてこのように、自由の精神に満たされることになるのだ」 

「私の夢をこの私に、わざわざ話してくださるというわけですか」と彼は答えた、「というのは私自身、よく 
田舎へ出かけようとして歩いているときなどに、頻繁にそういう目にあっていますからね」 

「すべてこうしたことが集積された結果として」 とぼく は言った、「どのような効果がもたらされるかわかる 
かね——つまり、国民の魂はすっかり軟らかく敏感になって、ほんのちょっとでも抑圧が課せられると、もう腹 
を立てて我慢ができないようになるのだ。というのは、彼らは君も知るとおり、最後には法律を さえ も、書かれ 


1 Fr . 334 ( Nauck ). 

2 「あらためて言わなくてもょく知っている」といぅ意味の®的な表現0 
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IE た法であれ書かれざる法であれ、かえりみないようになるからだ。絶対にどのような主人をも、自分の上にいた 
だくまいとしてね」 

「よく知っています」と彼は言った。 

一五 

「それではこれが、友よ」とぼくは言った、「僭主独裁制がそこから生まれ出てくる、かくも立派で誇り高き 
( 1 ) L 

根源にほかならないのだ。ぼくの考えではね」 

「たしかに誇り高くはありますね」と彼は言った、「しかし、それから後はどうなるのですか？」 

「寡頭制のなかに発生してその国制を滅ぼしたのと同じ病いが」とぼくは言った、「ここにも発生して、その 
自由放任のために、さらに大きく力強いものとなって、民主制を隸属化させることになる。まことに何ごとであ 
れ、あまりに 度が過ぎる という ことは、その反動として、反対の方向への大きな変化を引き起しがちなものだ。 

564季節にしても、植物にしても、身体にしても、みなそうであって、そして国家のあり方においても、いささかも 
その例外ではない」 

「当然そうでしょう」と彼。 

「というのは、 過度の自由は、個人においても国家においても、 ただ 過度の隸属状態へ と 変化する以外に途は 
ないもののようだからね」 

「たしかにそれは、当然考えられることです J 
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「それならまた、当然考えられることは」とぼくは言った、「僭主独裁制が成立するのは、民主制以外の他の 
どのような囯制からでもないということだ。すなわち、思うに、最高度の自由からは、最も野蛮な最高度の隸属 
が生まれてくるのだ」 

「たしかにそれは、もっともな成り行きです」と彼は言った。 

「だが察するに、君がたずねたのはそのことではあるまい」とぼくは言った、「むしろ、寡頭制のなかに生じ 
B たのと同じ病いが民主制のなかにも発生して、この国制を隸属化させるというのは、どのような病いのことか、 
ということだろう」 

「おっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「そのことなら」とぼくは言った、「ぼくが言おうとしていたのは、先にも話に出た、あの怠け者で浪費家の 
連中の種族のことなのだよ。そのうちで最も勇敢な者が指導者となり、それほど勇敢でない者は手下となるわけ 
だが、われわれはこの者たちを雄蜂にたとえていた。一方を針のある雄蜂に、他方を針のない雄蜂にね」 

「適切なたとえでした」と彼は答えた。 

「この二種類の雄蜂族は」とぼくはつづけた、「どのような国制のなかに発生しても、そこに騷動を起さずに 
C はいない。ちょうど身体における粘液や胆汁のようにね。だから、すぐれた医者と同じように国の立法家も、こ 


1ブラトンが若いときにつぶさに観察した、シユラクサイ る僭主独裁制の記述の基礎になっていると考えられる。 
のディオニュシオスー世の独裁専制の実態が、以下におけ 
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れらの雄蜂族に対しては、賢明な養蜂家に劣らぬ遠謀をもって、あらかじめくれぐれも用心しなければならない 

のだ-何よりもまず発生そのものを防ぐように、またもし発生したならば、できるだけすみやかに巣ごと切除 

してしまうように心がけてね」 

「ええ、ゼゥスに誓って」と彼は言った、「何としてもそうしなければなりません」 

「それでは」とぼくは言った、「われわれが考察したいと思ってい.ることを、より判定しやすいかたちで見る 
ために、事態を次のように把握することにしよう」 

「どのように？」 

「民主制の国家を、言論のうえで三つの構成集団に分けてみることにしよう——ちょうど実情そのままにね。 
すなわち、その一つはいま言ったような雄蜂族で、これはこの国において、自由放任のゆえに、寡頭制国家に劣 
らずたくさん発生するものだ」 

「そのとおりです」 

「しかもこの種族は、この国では寡頭制国家におけるよりも、はるかに烈しい力をもっている」 

「どうしてですか？」 

「寡頭制の国では、この種族は尊敬されず、支配の役職から遠ざけられているから、鍛えられていないし、勢 
力も強くはならない。けれども、民主制のもとでは、国の先頭に立つ指導者層は、少数の例外をのぞけば、 まさ 
にこの種族であるといってよいのだ。そして、そのなかで最も烈しいのが演説し行動し、他の者は演壇のそばに 
席を占めてぶんぶんとうなり、違った意見を述べる者を許さない。こうしてこのような国制にあっては、わずか 
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の例外をのぞいてすべての事柄が、こういう種族によって管理されることになるのだ」 

「大いにそのとおりです」と彼。 

「さらにまた、次のようなもうひとつの階層が、つねに大衆から区別される」 

「とおっしやると、どのような？」 

「すべての者が金を儲けることにつとめるとしたら、大ていの場合、生まれつき最もきちんとした性格の人々 
が最も金持になるだろう」 

「当然そう考えられます」 

「思うに、雄蜂どもにとっては、そこには最もたくさんの蜜があって、蜜を取るための最もふんだんな供給源 
となるわけだ」 

「それはむろん」と彼は言った、「わずかしか持たない者たちから取ることはできないでしょうからね」 
「こうして、思うに、このような人々は『持てる階層』(金持階級)と呼ばれて、いわば雄蜂どものための牧場と 
なるのだ」 

「ええ、ほぼ間違いなく」と彼は答えた。 

I 六 

565「そして第三の階層をかたちづくるのは、民衆だということになろう。これは、自分で働いて生活し、公共の 
ことには手出しをしたがらず、あまり多くの財産を所有していない人々からなる。民主制のもとでは、この階層 
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は最も多数を占め、いったん結集されると最強の勢力となるのだ」 

「それはそのとおりです」と彼は言った、「しかしこの階層の者は、蜜の分け前にあずかるのでなければ、あ 
まりたびたび集まろうとはしないものですよ」 

「だから現に、いつも分け前にあずかっているのだ」とぼくは言った、「先頭に立つ指導者たち：が、持てる人 

( 1 ) 

人から財産を取り上げて民衆に分配しながらも、なお大部分を自分で着服できる、その範囲内でね」 

「たしかに」と彼は言った、「民衆が分け前にあずかるのは、そういう仕方でですね」 

「そこで思うに、財産を取り上げられるほうの者たちは、民衆の集り(国民議会)で演説したり、彼らにできる 
何らかの方法で行動に出たりすることによって、自分たちを防衛せざるをえなくなるだろう」 

「そうしないわけには行きません」 

「そうすると彼らは、べつに変革を起そうと欲しているのではなくても、他方の側の者たちから、民衆に対し 
て陰謀をたくらんでいるとか、寡頭制をもくろんでいるとかいった非難を受けることになる」 

「たしかに」 

「こうして彼らは、最後には、民衆が自分の意志によってではないが、無知ゆえに中傷家たちにだまされて彼 
らに危害を加えようとするのを見ると、そのときはもはや、欲すると欲しないとにかかわらず、ほんとうに寡頭 
制的な人間になってしまうのだ。みずからすすんで、そうなるのではない。この禍いもまた、あの雄蜂が彼らを 
毒針で刺して生みつけるものなのだ」 

「まさにそのとおりです」 
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「こうして、さまざまの弾劾や裁判や係争がお互いをめぐって行なわれる ことになる」 

「ええ、大いに」 

「ところで、民衆の慣わしとして、いつも誰か一人の人間を特別に自分たちの先頭におし立てて、その人間を 
養い育てて大きく成長させるのではないかね？」 

「たしかに、それが民衆の常です」 

「してみると、この ことは 明らかだ」とぼく は 言った、「すなわち、僭主(独裁者)が生まれる ときは いつも、 
そういう民衆指導者を根として芽生えてくるのであって、ほかのところからではないのだ」 

「ええ、まったく明らかです」 

「では、民衆の指導者から僭主(独裁者)への変貌は、いつどのょうにして始まるのだろうか？いうまでもな 
くそれは、その指導者がアルヵディアのリュヵイオス•ゼゥスの神殿にまつわる伝説の物語で言われていること 
と、同じことをしはじめるようになつたときではあるまいか？」 

「どのような物語ですか？」と彼はたずねた。 

「その物語によると、神殿にさまざまの犠牲獣のさまざまの内臓が捧げられているとき、そのなかに一きれだ 
け人間の内臓が刻みこまれているのだが、ちょうどその人間の内臓を食いあてて味わった者は、必ず狼とならな 


1民主制の初期には国民議会の頻度は少なかったが、後に なった。 
その回数をふやすため、出席者に日当が支払われる ょぅに 


617 




叫 E ければならない、というのだ。——君はこの話を聞いたことがないかね？」 

「聞いたことがあります」 

「そ^なら、ちょうどそれと同じように、民衆の指導者となった者が、何でもよく言うことを聞く群衆をしっ 
かりと掌屋したうえで、同胞の血を流すことを差し控えることなく、よくやる手口で不正な罪を着せては法廷に 
引き出して 殺し、こうしてひとりの人間の生命を消し去り、その穢れた口と舌で同族の血を味わい、さらに人を 
566 追玫したり死刑にしたりしながら、負債の切り捨てや土地の再分配のことをほのめかすとするならば、このよう 
な人間は、そのつぎには、敵対者たちによって殺されるか、それとも僭主(独裁者)となって人間から狼に変身す 
るか、このどちらかの途を選ばなければならない達命にあるのではないだろうか？」 

「ええ、 どうしてもそのどちらかでなければなりません」と彼は答えた。 

「こうしてこのような 者こそは」とぼくは言った、「財産を所有する人々に対する反乱の主謀者となる人間な 
のだ」 

「そのとおりです」 

「そこで、彼が もし 追放されて、そしてふたたび敵たちに抗して帰国するとしたら、そのときにはもう、すっ 
かり僭主(独裁者)になりきって帰ってくるのではないかね？」 

「ええ、明らかに」 

B 「またもし敵対者たちが彼を追放することができず、あるいは彼を国民との不和に追いこむことによって殺す 
ことができないならば、力ずくでひそかに彼を暗殺しようとたくらむだろう」 
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「たしかにそれは」と彼は言った、「起りがちなことです」 

「そこで、 僭主(独裁者)への道を ここまで 進んで来た者はすべて例外なく、 このような 状況に対処す るた めに、 

かの有名な『僭主の要求』というものを思いつくことになる。すなわち、身体を守ってくれる護衛隊を民衆に要 

( 1 ) 

求するのだ。民衆のために、民衆の守り手の安全が保証されるようにとね」 

「まったくそのとおりです」と彼。 

「思うに民衆のほうは、彼の身を気遣い、自分たち自身については何の心配もいだ くこと なく、その要求をか 
なえてやるのだ」 

「大いにそのとおりです」 

「金を持ち、しかも金と ともに 民衆の敵という悪評を持つ者がこの事態を目にすると、そのと きこ そ、そのよ 

( 2 ) 

うな人は、友よ、かのクロイソスに下された神託のとおりに、 

小石多きヘルモスの岸辺づたいに 
逃れてとどまることなく 臆病者の名も恥じず 
ということになるのだ」 

「じっさい」 と 彼は言った、「逃げなければ、二度とふたたび恥じる ことさえできなくなるでしょう からね」 

1 メガラのテアゲネス、アテナイのペイシストラトス、シ 2 リユディアの王クロ イソ スが、自分の王権の将来につい 
ユラクサイのディオニユシオスなどの僭主たちは、いずれ てデルボイの神託を求めたときに下された託宣。へロドト 
もこのような要求を行なった。 ス『歴史』第一卷(五五)を見よ。 
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「そして捕えられた者は」とぼくは言った、「思うに、死の手に引きわたされることになるだろう」 

「ええ、間違いなく」 

「他方しかし、かの指導者その人は、明らかに、『大きな体を大様に』ただ横たえているどころか、他の数あ 
る敵たちをなぎ倒して、国家という戦車の上にすっくと立つ。そのとき彼は、もはや民衆の指導者であることを 
やめて、完全に僭主(独裁者)となってしまっているのだ」 

「ええ、どうしてそうならずにいましょうか」と彼は答えた。 

I 七 

「それでは」 とぼく は言った、 「このような 人間と、 このような 生きものが内に生まれた国家とが、いかに幸 
福であるかという ことを 語る ことにしよう か？」 

「ええ」と彼は言った、「ぜひそうしましょう」 

「では、このような人間は」とぼくは言った、「僭主(独裁者)となった当初、はじめの何日かのあいだは、出 
会う人ごとに誰にでもほほえみかけて、やさしく挨接し、自分が僭主(独裁者)であることを否定するだけでなく、 
私的にも公的にもたくさんのことを約束するのではないかね。そして負債から自由にしてやり、民衆と自分の周 
囲の者たちに土地を分配してやるなどして、すべての人々に、情ぶかく穏やかな人間であるという様子を見せる 
のではないかね」 

「必ずそのように振舞います」と彼は答えた。 
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「しかしながら、思うに、いったん外なる敵たち との 関係において、そのある者とは和解し、ある者は滅ぼし 
て、そのほうへの気遣いから解放されてしまうと、まず第一に彼のすることは、たえず何らかの戦争を引き起す 
ということなの だ。民衆を、指導者を必要とする状態に置くためにね」 

「当然考えられることです」 

「さらに その目的はまた、人々が税金を払って貧しくなり、その日その日の仕事に追われるようになる結果、 
それだけ彼に対して謀反をたくらむことができにくくなるようにするためでもある」 

「ええ、明らかに」 

「それにまた、思うに、誰か自由な考えをもつ者がいて、彼に支配を許さないのではないかという疑いがある 
場合、そういう音たちを敵の思うようにさせて、消してしまうための口実も得られようというものだ。—こう 
したすベての理由のために、僭主(独裁者)というものは、たえず戦乱の状態をつくり出さざるをえないのではな 
いかね」 

「ええ、 どうしてもそう せざるをえないものです」 

「しかしそのようなことばかりしていれば、どうしても国民からしだいに嫌われるようになってくるだろう 
ね？」 

「それは避けられないことです」 

1ホメロス 『ィ リアス』 第一六卷七七六行の表現。 
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「それにまた、彼を擁立することに協力して、現在権力ある地位にある者たちのなかからは、彼に対してもお 
互いに対しても自由に物を言い、事態をとがめる者が何人か出てくるだろうね——人並以上に勇気のある人々が 
いたならば？」 

「当然考えられることです」 

「そこで僭主(独裁者)は、支配権力を維持しようとすれば、そういう者たちのすべてを排除しなければならな 
い。ついには敵味方を問わず、何ほどかでも有為の人物は一人も残さぬところまでね」 

「ええ、明らかに」 

「そういうわけだから、彼は、誰が勇気のある人か、誰が高邁な精神の持主か、誰が思慮ある人か、誰が金持 
であるかといったことを、鋭く見抜かなければならない。こうして彼は、そういう人々のすべてに対して、好む 
と好まざるとにかかわらず敵となって陰謀をたくらまなければならないという、はなはだ幸福な状態に置かれる 
ことになるのだ—国家をすっかり浄めてしまうまでは」 

「まことに立派な浄めです」と彼は言った。 

「そうと も」 とぼくは言った、「医者が身体を浄めるのとは正反対のね。というのは、医者は身体のなかから 
最悪のものを取り除いて最善のものを残すのだが、彼はちょうどその反対のことをするわけだから」 

「じっさい」と彼は言った、「支配しつづけようとするなら、どうしてもそうしなければならないようですか 
らね」 
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一八 

「してみ ると 彼は」 とぼく は言った、「何とい う 幸せな〈必然〉 の 中に 縛りつ けられている ことになるのだろう！ 
その 《必然〉は彼に、ほとんどは下らぬ人間で ある 者たちといっしょに、しかもそういう者たちから憎まれながら 
暮して行くか、そうでなければ生きる ことを やめるか、 どちら かを選ぶ ように 命じる のだ」 

「彼が置かれた運命は、まことにそのとおりのものです」と彼は答えた。 

「そして先に言ったようなことをすることによって、彼が国民たちから嫌われれば嫌われるほど、ますます彼 
は、いっそう数多く信頼のおける護衛兵を必要とするようになるのではないかね？」 

「そのことは避けられません」 

「ではいったい、誰が信頼できる者たちなのか？またどこからそのような者たちを、呼び寄せるのだろう 
か？」 

「おのずから」と彼は言った、「たくさん飛んでやってくるでしょう——そのための報酬さえ払うならば」 

1 ) 

「犬に誓って"それは雄蜂どものことだね」とぼくは言った、「どうやら君は、こんどは外国からやってくる 
種々雑多な雄蜂どものことを、言っているように思われる」 

「御推察のとおりです」と彼。 


1強調のための誓いを表わすギリシア語独得の表現。 m . 3 SW に既出〇 
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「しかしどうだろう、 ——自国の手近な ところから も、彼は人を求めて . 」 4 

「どのようにしてですか？」 

「国民たちから奴隸を取り上げ、これを解放したうえで、自分の護衛兵のなかに加えようとするだろう」 

「それは大いにそうするでしょう」と彼は言った、「なにしろ彼にとって、これほど信頼できる者たちはいな 
いのですから」 

「何とまあ、君の言う僭主(独裁者)とは」とぼくは言った、「幸せな手合いなのだろう。あの以前からの仲間 
を滅ぼしてしまって、そのような者たちを友として、また信頼できる部下として、用いるのだとすれば」 

「彼が そういう 者たち を 用いるのは、たしかな事実です」と彼は言った。 

「こうして」 とぼく は言った、「これらの仲間は彼を讚歎し、これら新参の市民たちは彼と交わるけれども、 

心あるすぐれた人々は、彼を憎み彼を避けるのではないかね」 

「どうしてそうせずにいられましょう」 

「悲劇というものが」とぼくは言った、「一般に知恵に満ちていると思われているのも、またとくにエゥリピ 
デスがその悲劇におけるすぐれた作家と思われているのも、いわれのないことではないね」 

「どうしてですか？」 

「なぜって彼は、含蓄ある思想を示す言葉のひとつとして、こんなことを宣っているではないか-『僭主は 

知者たち との 交わりによって知恵 ある 者とな (る)』 とね。彼が『知者たち』と言っているのは、明らかに、僭主 
(独裁者)が交わるわれわれの言ったような連中のことだ」 
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( 3 ) 

「それにまた」と彼は言った、「僭主の位を『神とも尊ばれる』 という 言い方で讚えていますし、ほかに もい 
ろいろと讚えています。 H ゥリピデスだけでなく、他の作家たち もそう ですが」 

「だからこそ」とぼくは言った、「悲劇作家たちは知者なのだから、われわれやわれわれに近い国制下にある 
人々が、彼らを僧主独裁制の讚美者であるがゆえに国の中に受け入れないとしても、許してくれることだろう」 
「それはきっと、許してくれるだろうと思います」と彼は答えた、「すくなくとも彼らのうちの、もの分りの 
よい上等な人たちは」 

「だが思うに、彼らは他の国々をめぐり歩いては、群集を集め、美しく、大きな、説得力の ある 声をやとって、 
それらの国のあり方を僭主独裁制や民主制のほうへ引き寄せることだろう」 

「ええ、大いに」 

「その上また、そうする ことに 対して報酬を受け取り、尊敬を払われるのだ I なかで もとり わけ、当然考え 
られるように、僭主(独裁者)たちによって、二番目には民主制国家によってね。しかし、彼らが さらに 上位の 国 
制へと上り道を登って行けば行くほど、それだけ彼らの名声は、いわば息切れのために先へ進めなくなるかのよ 

1テクストはヘルマン、アダム、ショーリイ、シャン ブリ というだけのことであるが、ここでは故意に悪い意味を4- 
イなどとともに、 Tis !; OC C- T 60 sv KTA . と読む。 えられて、，る0 
2 この言葉は エゥリピ デスではなくソポクレスの 作品(『口 3 『トロイ アの女たち』 一一 六九行。ただし エゥリピデス 
クリスのアイアス』——現存しない)に出てくる言葉であ は僭主を非難してもいる(とくに『救いを求める女たち』 
る。言葉の直接の意味はむろん、僭主の宮廷にはおのずか 四二九行以下を参照)。 

ら知者たちが集まり、僭主はその交わりによって賢くなる、 
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うに、しだいに衰えるのだ」 

「ええ、たしかに」 

一九 

「いや、これは」とぼくは言った、「話がわき道にそれてしまった。もう一度話をもとに戾して、僭主(独裁者) 
の軍隊が —— あの美しく、数多く、多彩で、片時も同じ姿をしていない軍隊が —— どのようにして養われるのか 
を語ることにしようではないか」 

「それは明らかに」と彼は言った、「国のなかに神社の神聖な財産があるならば、それで足りる間はそれを使 
( 1 ) 

うでしょうし、また滅ぼされた人々の財産も消費するでしょう。民衆に支払わせる税金が、それだけ少なくてす 
みますからね」 

「それで足りなくなったときには、どうするのだね？」 

「むろん」と彼は答えた、「僭主(独裁者)自身も、飲み仲間たちも、男や女の取巻き連中も、父祖からの財産 
によって養われることになるでしょう」 

「なるほど」とぼくは言った、「そうすると僭主(独裁者)の生みの親である民衆が、僭主(独裁者)とその取卷 
きたちを養うことになると、こういうわけなのだね」 

「民衆にとって」と彼は言った、「それはどうしても避けられない運命です」 

「何だって？」とぼくは言った、「それならもし民衆が腹を立てて、次のように言ったとしたらどうなるのか 
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—— 男盛りの息子が父親に養われるというのは、正しいことではない。逆に父親が息子に養われてこそ当然な 
のだ。それにまた、そもそも私がお前を生んで擁立したのは、お前が大きくなったときに、自分のほうが自分の 
奴隸たちの奴隸となって、息子と奴隸たちを、よそからかき集めてきたえたいの知れぬ連中ともどもに、養うた 
めなどではなかった。お前を指導者として先頭に立て、国のなかの金持たちや、いわゆる上流の良い家柄の者た 
ちから、解放されて自由になるためだったのだ。 

——いまや私は、お前とお前の仲間たちに、この国から立ち去るように命じる。これはいわば、息子とそのう 
るさい飲み仲間とを、家から追い出す父親としての命令なのだ……」 

「ゼゥスに誓って」と彼は言った、「そのときこそ民衆は、やっと思い知らされることでしょう、—自分が 
どのような身でありながら、どのような生きものを産み出し、かわいがって大きくしたかということを。そして 
追い出そうとしても、いまや相手の力のほうが自分よりも強いということを」 

「それはどういうことかね？」とぼくは言った、「僭主(独裁者)は、父親に暴力をふるうこともあえて辞せず、 
言うことを聞かなければ、殿りつけるだろうというのかね？」 

「そうです」と彼は答えた、「武器を取り上げたうえで」 


1 たとえば、シユラクサイのデイオーーユシオスー世はそぅ ョ—リイに従ぅ (Kod t 6 : Baiter ; Q- 7roAopivsv A SJ? 。 
した。——なおテクスト (5600D8) の読み方はアダムやシ 
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「そうだとすれば」 とぼくは 言った、「僭主(独裁者) とは 父親殺しにほかならないし、老いた親に対して残酷 
な養い手だということになる。そしてどうやら、これこそがすでに、万人の認める公然たる僭主独裁制というも 
のであるようだ。民衆はといえば、 ちょうど 諺のとおりに、自由人への隸属という煙を逃れようとして、奴隸た 
ちの専制支配と いう X 'の中に落ちこんでしまったことになるだろう。あの豊富で度はずれの自由の代りに、いま 
や最もきびしく最もつらい、奴隸たちへの隸属 という 仕着せを身にまとってね」 

「そうです」と彼は答えた、「まさにそれが事の次第です」 

「それではどうだろう」とぼくは言った、「われわれは、僭主独裁制が民主制からどのような仕方で変化して 
生まれてくるか、そしていったん生じたその僭主独裁制の性格はどのようなものであるかということを、これで 
じゅうぶんに論じつくしたと言っても、不当な主張とはならないだろうね？」 

「ええ、 じゆうぶんに論じつ くしましたとも」と 彼は答えた。 
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- 

「さてそれでは」とぼくは言った、「考察すべき課題として残っているのは、僭主独裁制的な人間その人だと 
いうことになる。すなわち、彼がどのような仕方で民主制的な人間から変化して生まれてくるか、また生じたの 
ちのこの人間はどのような性格で、どのような生き方をするのか、みじめに生きるのか幸福に生きるのか、とい 
うことだ」 

「ええ、たしかにまだその人間のことが残っています」と彼。 

「ところで」とぼくは言った、「なおまだ物足りないと感じる点があるのだが、何かわかるかね？」 

「どんな点でしょう？」 

「欲望に関することだ。どれだけの数のどのような欲望があるかということを、われわれはまだじゅうぶん確 
定的にとらえていないような気がする。この点が不完全のままだと、われわれが 目標と している問題の探求も、 
それだけ不明確なものとなるだろう」 

「そのことなら」と彼は言った、「まだ時機を失していないのではありませんか？」 

「そのとおりだ。では、欲望についてぼくが見とどけておきたいと思っていることを、君 もしら ベてみてくれ 
たまえ。それは、 こういう ことなのだ。 

不必要であるような快楽と欲望のうちには、不法なとも呼ばれるべきものがあるように思われる。 そうした 欲 
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琪はおそらく、すべての人の内に生まれついているものなのだが、しかし法によって懲らしめられ、 また 知性に 
助けられた他のより良い欲望にたしなめられて、ある人々の揚合にはすっかり取り除かれ、残ったとしても わず 
かで力の弱いものとなる。しかしまたある人々の場合には、そうした欲望はもっと力強く、数も多い」 

「いったいまたそれは、どのような欲望のことを言っておられるのですか？」と彼はたずねた。 

「眠りのうちに目覚めるような欲望のことだ」とぼくは言った、「すなわちそうした欲望は、魂の他の 部分、 
理知的で穏やかで支配する部分が眠っているとき、他方獣的で猛々しい部分が、食物や酒に飽満したうえで、跳 
びはねては眠りを押しのけて外へ出ようと求め、自分の本能を満足させることを求めるようなときに、起るもの 
だ。このようなときには、君も知るとおり、それはあらゆる羞恥と思慮から解放され釈放されたかのように、ど 
んなことで も 行なってはばかるところがない。すなわち、想像の上ながら母親と交わろうとすることに も、 その 
他人間であれ神であれ動物であれ、誰かまわず交わろうとすることにも、何のためらいも感じない。どんな人殺 
しでもしようとするし、どんな食べ物にでも手を出して控えることをしない。要するに、愚かさにも無恥にも可 
ひとつ不足するところはないのだ」 

「ほんとうに、おっしやるとおりです」と彼は言った。 

「しかしながら、思うに次のような場合には、事情はおのずから異なるだろう。—すなわち、みずから自己 
の健康と節制をよく保ち、眠りに就くにあたっては、自分の内なる理知的部分を呼び覚まして、 美し、，言葉と 省 


1 V 1.558 D を見ょ。 
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察の数々をもってこれをもてなし、自己自身への想いのうちに深くみずからを沈める。他方、欲望的部分に対し 
E ては、これを欠乏の状態にも飽満の状態にも置くことなく、この部分が静かに眠って、その快苦によって魂の最 
572 善の部分を騷がせることのないように、そして、最善の部分が自分ひとりだけの浄らかな状態で省察し、過去. 
現左•未来に おける自分の知らない 何ごと かを感知することに憧れるのを妨げないように、計らってやる。同様 
にしてまた、気概の部分に対しても、これをなだめ、誰かに怒りをいだいて激情を昂らせたまま眠ることのない 
ようにする。こうしてこれら二種類の部分を静かに落着かせ、思慮のはたらきが内に宿るところの第三の部分を 
呼び覚まし、そのうえで寝に就くようにするのだ。 

_君も知る とおり、 このような場合には、人は最もよく真理に触れ、そして夢に見るさまざまの像も、こ 

場合には不法な姿をとって現われることが最も少ないのだ」 

「完全におっしゃるとおりだと思います」と彼は答えた。 

「しかしわれわれはこうした話に少し深入りしすぎて、わき道にそれてしまった。われわれが知りたいとのぞ 
んでいる肝心の点は、要するに、各人の内には ある 種の恐ろしい、猛々しい、不法な欲望がひそんでいて、この 
ことは、 われわれのうちできわめて立派な品性の持主と思われている人々とても例外ではないということ、そし 
て、 夢の中では、この恐ろしい欲望が明らかに現われる こと、 こういう ことなの だ。ぼくの言う ことが 間違って 
い^ 6ハかどう か、君に賛成して もらえるかどう か、ひとつ考えてみてくれたまえ」 

「いや、賛成しますとも」 


の 
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「それではここで、民主制的な人間というのをわれわれがどのような人であると言っていたか、思い出してく 

れたまえ。たしかそのような人間が生じて来たのは、若いときからけちな父親のもとで育てられたことによって 

であり、その父親は、金儲けの役に立つ欲望だけを尊重し、不必要な欲望、遊びや身の飾りなどの目的のために 

1) 、 

働く欲望を6蔑するような人間であったはずだ。——そうだったね？」 

「ええ」 

「けれどもこの若者は、もっと気の利いた連中、われわれがいま述べたような欲望に満ちている人たちと交わ 

るようになって、父親のけちくさい生き方を嫌悪するあまり、ありとあらゆる放縦へ、そしてそういう連中の生 

き方へと突き進んで行ったのだった。しかし彼はもともと、彼を堕落させる連中よりもすぐれた素質をもってい 

るために、両方へ引っぱられたあげく、この両方の生き方の中間に落着いたのだ。そして、彼のつもりでは適度 

にそれぞれを享受しながら、不自由でもなければ不法でもないような生活を送ることになったとき、寡頭制的な 

( 2 ) 

人間から民主制的な人間への変身は、すっかり達成されてしまっているのだ」 

「たしかにそうでしたし」と彼は言った、「またそれがいまでも、そのような人間に関するわれわれの考えで 
す」 


1 a . 55 00 D, 559 Dsqq. 2 \1. 561 A 〜 5 S A を参照 0 
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「ではふたたび」とぼくは言った、「そのような人間がすでに年を取ったとき、彼に若い息子がいて、こんど 
は彼の習性のなかで育てられた場合を想定してくれたまえ」 

「想定します」 

「そしてさらに、 ちょうど 父親の身に起ったのと同じことが、この息子の場合に もくり 返される ものと 想定し 
て くれたまえ。すなわち この 息子は、 あらゆる 不法のかぎりへ、誘惑者たちが全き 自由と 呼ぶところの生き方へ 
と、誘い導かれるのであるが、ここで、父親とその他の身内の者たちは先の中間的な欲望を支援し、他方誘惑者 
たちはこれに対抗して、反対の側を支援するとい うわけ だ。 

ここでし かし、 こうした 恐るべき妖術師たち、僭主(独裁者)の作り手たちが、他の尋常のやり方ではこの若者 
を征服できる見込みがないと知るや、彼の内にひとつの恋の欲情を植えつけて、これを、怠け者で何でも手当り 
しだいに分配し合って浪費する欲望どもの、指導者として押し立てようとはかるのだ。翅のある、ひとつの巨大 
な雄蜂をね。それとも君は、このような人間の内にある恋の欲情を、それ以外の何であると思うかね？」 

「私としては」と彼は言った、「まさに巨大な雄蜂以外の何ものでもないと思います」 

「そこで、他の欲望どもが、香だとか香油だとか花冠だとか酒だとか、その他このような集りにおいてほしい 
ままにされるさまざまの快楽に飽満しながら、この巨大な雄蜂のまわりをぶんぶんと飛びまわっては、これを極 
限にまで大きく成長させ養- P て、飽くことのない欲望の針をこの雄蜂のなかに生じさせたならば、そのときこそ 
この魂の指導者〔としての雄蜂〕は、狂気によって護衛されながら暴れ狂いはじめるのだ。そしてその人の内に、 
何か有益とみなされるような、また恥の気持をなおとどめているような、考えなり欲望なりを見つけてつかまえ 
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ると、これを殺したり、あるいは自分のところから外へ突き出してしまう。節制の徳を肃清して魂を浄めつくし、 
外から導き入れた狂気で満たしてしまうまでね」 

「まことに」と 彼は言った、「それ こそが 寸分違わず、僭主独裁制に対応する人間の形成 過程といえましょう」 
「昔から恋の神エロースが独裁君主だと言われているの も」 とぼくは言った、 「こういう 事情のためではない 
だろうか？」 

「ええ、おそらく」と彼。 

「それに、友よ」とぼくは言った、「酔っばらった人間も、独裁君主的な心情をもつものではないかね？」 
「たしかにもちます」 

「さらに、気の狂っている人、錯乱した人は、人間だけでなく神々をも支配しようと試み、自分にその力があ 
ると夢想するものだ」 

「ええ、大いに」と彼。 

「そして、わがよ き 友よ」 とぼく は言った、「言葉の厳密な意味において僭主独裁制的な人間が出来上るのは、 
人が生まれつきの素質によって、あるいは生活の習いによって、あるいはその両方によって、酔っぱらいの特性 
と、色情的特性と、精神異常的特性とを合わせもつに至った ときな の だ」 

「完全にそのとおりです」 
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「このような人(贴の場合も、その形成過程は、どうやら以上のようであると思われる。ではしかし、彼の生き 
方は、いったいどのようなものだろうか？」 

「たわむれ こよく 言われるように」と彼は答えた、「それはこちらこそ、あなたの口から聞きたいところです」 
「ではそうしよう」とぼくは言った、「思うに、そのつぎに彼らの間では、宴会とどんちゃん騷ぎ、飲んで浮 
かれて S 女を寺らすといったような調子の、あらゆることが始まるだろう。恋の神が僭主(独裁者)となって彼ら 
の内に住まい、魂の舵を全面的に取りしきっているとすればね」 

「そうならざるをえません」と彼。 

「そうなるとそのかたわらに、たくさんの恐るべき欲望が日ごと夜ごとに芽生えてはびこり、たくさんのこと 
を要求するようになるのではないかね」 

「ええ、たくさんの欲望が芽生えてはびこるでしょう」 

「とすれ f 、 何ほどかの収入があるとしても、たちまちのうちに消費してしまうだろう」 

「もちろんです」 

「そこでつぎには、借金と、財産の食いつぶしということになる」 

「ええ、当然」 

「そしてすべてが M きたとき、こういう事態となることが避けられないのではないかね-すなわち、彼らの 
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574 


内におびただしく孵化したはげしい欲望どもが叫び出し、そして彼らは、いわば他のさまざまの欲望の針に突き 

( 2 ) 

たてられるかのごとく、とりわけ、他のすべての欲望を護衛隊として従える恋の欲情そのものによって追いたて 
られるようにして、荒れ狂いながら、だまし取ったり力ずくで奪い取ったりすることのできる物持が誰かいない 
ものかと、探しまわるのではないだろうか」 

「それはもう、きっとそういうことになりますとも」と彼は言った。 

「こうしてこのような人間は、あらゆるところから掠め取ってこなければならず、そうでなければ、大きな苦 
痛と苦悩にさいなまれるのは必定なのだ」 

「必定です」 

「そこで、ちょうど彼の内に後から生じた快楽が古くからの快楽たちを制圧して、彼らのものを取り上げたの 
と同じように、彼自身も、年少の身でありながら父母の上に立つことを当然と考え、自分の分け前を使ってしま 
うと、父親の資産を取り上げて自分の用にあてることを主張するようになるのではないかね」 

「そうなるにきまつていますとも」と 彼。 

「その場合、もし両親が彼にゆずらなければ、最初はまず、盗んだり両親をだましたりすることを試みるので 
はないか」 


1テクストは底本にょらず、写本 ( B - J . P ) のとおり読む。 なく普通名詞 ( IPSTOS ) に読む。以下、 574 D 8, E2, 575 A1 
2 アダムやシヨーリィなどとともに、神の名. EPSTOS ) で においても同じ。 
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「^ ずそうします」 

「そしてそれができなかったら、つぎには、力ずくで奪い取ろうとするだろうね？」 

「そう思います」と彼。 

「もしその場合、年老いた父と母が抵抗して争ったとしたら、友よ、どうだろうはたして彼は、僭主(独 
裁者)のするような行為に出ることを、用心して差し控えるだろうか？」 

「私と しては」 と 彼は答えた、「そのような人間の両親の身の上について、とても安心することはできません」 

「それなら、アディマントスよ、ゼゥスに誓って、君はこう思うというのかね-そのような男は、最近親し 

くなったばかりの、必然的な結びつきのない不必女友だちのために、古くから親しく、血縁による必然的な 
結びつきをもつ必要な母親を殴りつけ、あるいは、最近親しくなった若盛りの、血縁による必然的な結びつきの 
ない不必要な友だちのために、盛りも過ぎて年老いた、必然的な結びつきをもつ必要な父親、最も古くからの友 
である 父親を 段り つける だろうと？ そしてそういう連中を同じ家に引き入れたならば、親たちを彼らの下に奴 
隸として仕えさせるだろうと？」 

r ゼゥスに誓って、そのとおりです」と彼は言った。 

「可と もまあ」 とぼくは言った、「僭主的な息子を生むということは、幸せなことのようだね！」 

「ええ、まったく」と彼。 

「で +6、 やがて 父母の財源も尽きてきて、そのような男の用に足りなくなったとき、しかも彼の内では、すで 
に さまざまの 快楽 Q 群が集結しておびただしい数となっているとき、いったいどのような二とになるだろうか？ 
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— r 、 波の . jf.lMII : か S.Y の'^や、 ft おそ'、迫 ir く人の上沿にのびて盗みを働くだろうし、ついで、どこかの神殿 
をきれいにかっさらって清掃するのではないかね？ 

そして、こういったすべての所業のあいだに、美しいこと醜いことについて古く子供のころからもっていた考 
え、正しいとみなされている考えを、最近奴隸の身分から解放されたばかりの、恋の欲情の護衛隊をつとめるさ 
まざまの考えが、この指導者と力を合せて征服してしまうことになるのではないかね？これらの考えは、以前、 
彼自身がまだ法と父親の規制下にあって自分の内に民主制を保っていたころは、睡眠中に夢のなかで解放される 
だけのものであった。しかし、恋の欲情の僭主独裁制に支配されるに至って、いまや彼は目覚めながらつねに、 
かつて時たま夢のなかでしかならなかったような、まさにそのような入間になりきってしまって、どのようなお 
そるべき殺人からも、おそるべき食い物からも、おそるべき行為からも、身を引くことがなくなるだろう。恋の 
欲情は彼の内なる僭主(独栽#)として君臨しつつ、ありとあらゆる無政府状態と無法状態のうちに生き、恋自身 
が独裁者であるがゆえに、いわば国家に相当するところの、その欲情を内にもつ人間を導いて、あらゆる恥しら 
ずのことを行なわせるだろうし、そうすることによって自分と自分を取り巻く騒々しい一団を養って行くだろう。 
その取巻きとは、一部は外から、悪い交際によって入りこんで来た者たちであり、一部は彼の内部で、彼自身の 
ものでもある同じ生活態度のおかげで解放され、自由の身となった者たちなのだ。 


1この箇所で「アナンカィォス」という形容詞は、⑴「必 sqq .) を参照)、⑵「必然的な」「血縁という必然的な結び 
要な」(〈必要な欲望〉と〈不必要な欲望〉の区別 ( WL 5 SD つきをもつ」という二重の意味を与えられている。 
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-どうだろう、これが、このような人間の生活ではないだろうか？」 

「たしかにそのとおりです」と彼は答えた。 

「そして」とぼくは言った、 「もし 国のなかにこのような人間が少数しかいなくて、そのほかの一般大衆は健 
全な思慮を保っているならば、彼らは国外へ去って、どこかよその国の僭主(独裁者)の護衛隊として仕えるなり、 
ある (は說争の起ったときに、賃銭をもらって傭兵として働くなりするだろう。だが平和と平穏の時代に生まれ 
あわせたならば、彼らはそのまま国内に留まって、数多くの小さな悪事をはたらくことになるのだ」 

「とおしゃるのは、どのような悪事のことでしょうか？」 

「たとえば、盗みをはたらく、強盗に入る、# - r 摸をする、追いはぎをする、神殿を荒らす、人をかどわかす、 
といったことだ。また弁の立つ者なら、密告者となって稼いだり、偽証したり、賄賂を取ったりすることもある 
だろう」 

「たしかに、かさな悪事には違いありませんね」と彼は言った、「もしそういう入間の数が少なければ」 

「そう」とぼくは言った、「もともと小さな悪事とは、大きな悪事と比べてこそ小さいといえるのだからね。 
そしてじっさい、いま挙げたようなことの全部を合わせても、これを一人の僭主(独裁者)の存在と比べるならば、 
国の不幸さとみじめさという点からみて、まさに『遠く足もとにも及ばず』というところだろう。それというの 
も、国のなかにそのような人間と、それに追随する者たちの数がたくさんふえて、しかも彼らが自分たちの多勢 
に気づいたとき、民衆の愚かさに助けられて僭主(独裁者)を生み出すのは、ほかならぬ彼らなのだから。 彼 
らのうちでも、みずからが自分自身の魂の内に iii 大にして最強の僭主(独裁者)をもっている者を押し立ててね」 
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「^|然でしょうね」と彼は-?>2った、「そのような人問こそは、僭主(独裁者)たるに最もふさわしい者でしょう 
から」 

「そこで、もし民衆が自発的に服従すれば、それでよいだろう。しかし、もし国家が譲らない場合には、この 
僭主的な入間は、ちょうど先に父母を,檻したのと同じように、こんども可能であれば、新しい仲間たちを連れ 
こんで父なる国を折檻するだろうし、そしてこの者たちの下に、クレタ人の言う古く親しき母なる国と、父なる 
国とを隸属させて養うことだろう。これこそが、このような男の欲望が最後に行き着くところだろう」 
「そうです」と彼は言った、「まったくそのとおりです」 

「それでは」とぼくは言った、「このような者たちは、支配権力をにぎる以前の私的な生活においては、次の 
ように振舞う人間なのではないかね、——まず、人との交わりにおいては、自分にへつらう者たち、すすんでど 
んな奉仕でもしてくれるような者たちと交わるか、あるいは、何かを頼む必要のある相手がいる場合には、自分 
のほうが平身低頭して、親しさを示すためにどんな態度や格好でもあえてしてみせるけれども、目的を達してし 
まえば赤の他人となるというような、そういう交わり方をするのではないかね？」 

「大いにそのとおりです」 

「してみると、このような人間は、一生涯けっして誰とも親しい友とならずに、いつも誰かを専制的に支配す 
るか、誰かの奴隸として仕えるかしながら、生きるということになる。自由と真の友情というものを、僭主的な 
生まれつきの者は、つねに味わうときがないのだ」 

「ええ、たしかに」 
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「そうするとわれわれは、このような入間を、信義のない人間と呼ぶのが正しいのではないだろうか」 
「もちろんです」 

「そしてまた、最高度に^:1£'ゲ人であるともね。いやしくも先に<正義>とはどのようなものかについて、われ 
われが同意し合ったことが正しかったとすれば」 

「もとより」と 彼は言った、「われわれの同意は正しいものでした」 

「でよ、この最悪の人間のことを要約しておくことにしよう」とぼくは言った、「すなわち、これは目覚めて 

( 1 } 

いながら、先に夢のなかでそうなるとわれわれが語ったような、まさにそのような人間であるといえるだろう」 
「ええ、たしかに」 

「しかるに、そのような人間になるのは、生まれつき最も僭主的な素質をもつ者が、専制支配の権力を手に入 
れた場合なのであり、そして僭主(独裁者)として生きることが長ければ長いほど、それだけますますそのような 
人間になるだろう」 

「そうならざるをえません」 と、 こんどはグラゥコンが議論をうけついで答えた。 

四 

「ところで」とぼく は言った、「最も邪悪である ことが 明らかな人間は、明らかにまた最もみじめな人間では 
ないだろうか？そして、.最も長い間また最大限に僭主(独裁者)であった者は、真実には、最も深い程度にかつ 
最も S い間、そのようなみじめな人間であったことになるのではないだろうか？ただし、多くの人々には、ま 
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た多くのさまざまな見方があるだろうがね」 

「少なくともいまおたずねの点は、おっしゃるとおりでなければなりません」とグラゥコンは答えた。 

「さて」とぼく はつ づけた、 「性格が類似して いるという 点で、僭主独裁制的な人間は、 まさに 僭主：の独裁 ド 
にある 国家に対応し、民主制的な人間は民主制の もとにある 国家に対応し、その他の人間もこれ と 同様なのでは 
ないかね」 

「そうです」 

「だから、徳と幸福の観点からある国をある国と比較して言えることは、それに対応する人間と人間の比較に 
対しても、 そのまま 当てはまるのではないかね」 

「当然そうでなければなりません」 

「では、徳という観点からみて、僭主の独裁下にある国は、われわれが最初に述べたょうな君主制(優秀者支 
配制)のもとに ある 国家と くらべ た 場合、 どうだろうか？」 

「両者はまさに正反対の関係にあります」と彼は答えた、「なにしろ、一方は最善の国であり、他方は最悪の 
国なのですから」 

「君がどちらの国のほうをどちらだと言っているのか、それはたずねまい」とぼくは言った、「言わずと知れ 
たことだからね。それならしかし、さらに幸福と不幸ということについても、君の判定は同じだろうか、それと 


1 5710〜 «• 
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も違うだろうか？——われわれとしては、ただ一入の僭主 (独 栽者)だけに目を奪われたり、彼を取り巻く少数 
の音こだけ目を向けたりすることによって、眩惑されることのないようにしよう。むしろ、国の内に入って行っ 
て国家の全体を観察しなければならないのであるから、われわれもそのよう に、 国の到るところに入りこんで全 
体としてこれをよく見たうえで、そのうえではじめて、われわれの見解を表明することにしようではないか」 

「いやたしかに、それは正当な要請です」と彼は言った、「そして、誰の目にも明らかなのは、僭主の独裁下 
にある国家よりもみじめな国はなく、王者の統治下にある(優秀者支配制の)国家よりも幸福な国はないというこ 
とです」 

「それでは」とぼくは言った、「個人としての人間の判定にあたっても、それと同じことを要請するなら ば、 
ぼくは正当な要請をしたことになるだろうね。人間について判定する資格のあるのは、ただ、思惟によって入 IIIJ 
の品性の内にまで入りこんで見抜く能力のある人、けっして子供のようにただ外から眺めて、独截政権が外の人 
人に対して装おっている華麗な見せかけによって目を眩まされることなく、じゅうぶんに見抜くような人だけで 
あると、こう主張してよいだろうね？ 

ぼくとしては、われわれすベてはそのような人の言うところを聞かなければならないと思うのだが、どうだろ 
う？すなわち、われわれが耳を傾けるべき入は、そうした判定能力をもつ上に、僭主と同じ屋根の下に暮した 
ことがあって、家における彼の さまざまの 行動に立ち会い、身内の者のひとりひとりに対して彼がどのような態 
度をとるかに親しく接したことのある人——けだし身内の者たちの中にいるときこそ、舞台用の衣装を脱いだ裸 
の姿が最もよ く 見られるだろうからね、——そしてまた公の場において危険に臨んだときの振舞にも、居合せた 
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ことのある人でなければならない。われわれは、すべてそうした実態を見届けた人に対して、僭主(独裁着)は幸 
福と不幸ということに関して、他の人間たちとくらべてどのような実情にあるかを、報告するように求めること 
にしたらどうだろうか？」 

「それもまた」と彼は答えた、「この上なく正当な要請であるといえましょう」 

「では君さえよければ」とぼくは言った、「ここでかりにわれわれ自身が、そういう判定の能力をもち、これ 
までにそうした替主(独裁者)たちに接したことのある者のひとりだというつもりになってみようか？ そうすれ 
ば、われわれの質問に答える人が得られるわけだからね」 

「ええ、そうしましよう」 

五 

「さあそれでは、次のようにして考えてみてくれたまえ」とぼくは T :> 口った、「つまり、国家と人間との間の類 
似性を思い出しながら、そのうえでひとつひとつの点について順次観察し、国と人のそれぞれがどのような状態 
にあるかを言ってもらいたいのだ」 

「どのようなことをでしょうか？」と 彼はたずねた。 


1シユラクサィの僭主ディオ-ーユシオスー世の傍に日を過 われていると推察できる。 
した経験をもつブラトン自身のことが、念頭に置かれて言 
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「まず第一に」とぼくは言った、「一つの国家として語る場合、君は僭主の独裁下にある国家を、自由な国で 
あると言うかね、それとも隸属状態にある国であると言うかね？」 

「ありうるかぎり最高度に」と彼は答えた、 r 隸属状態にある国だと言います」 

「しかし君はその国のなかに、主人であり自由人である人々も、たしかに見るはずだが」 

「ええ、 いかにも」と彼は言った、「しかしそれは、小部分にすぎません。その国では、ほぼその全体が、と 
くに その最もすぐれた部分は、不名誉にもまたみじめに、奴隸の状態にあるといってよいでしょう」 

「それなら」 とぼく は-0-った、「個人としての人間が； s 家に似ているとするならば、これに対応するかの僭主 
(独裁者)の内にも、必ずやまた同じあり方が内在していて、彼の魂は多くの隸属状態と不自由に満ちているはず 
であり、そして魂の最もすぐれた部分が奴隸として仕え、ごくわずかの最もたちが悪く最も気違いじみた部分が、 
主人として専制的に支配しているはずではないかね？」 

「必ずそうでなければなりません」と彼。 

「それならどうだろう、 . ——君はそのような魂を、奴隸の状態にあると言うだろうか、それと^- M 由である 
と言うだろうか？」 

「むろん、奴隸の状態にあると言わざるをえません」 

「しかるにまた、僭主の独裁のもとに奴隸の状態にある国家は、自分の望む通りのことを行なうということが、 
最も少ないのではないかね」 

「ええ、それはもう」 ■ 
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「してみると、僭主の独裁下にある魂もまた、魂全体について言えば、自分の望み通りの ことを 最もな しえ な 
い、ということになるわけだ。そのような魂は、 たえまなく 欲望の針によって むりやりに 引きまわされて、騒乱 
と悔恨に満たされていることだろう」 

「そうならざるをえません」 

「ところで、僭主の独裁下にある国家は、富裕であることが必然だろうか、それとも、貧乏で ある ことが必然 
だろうか？」 

「貧乏であることが必然です」 

「してみると、僭主独裁制的な魂もまた、必然的に、つねに貧乏で、満たされぬ状態に あるということにな 

る」 

「そのとおりです」と彼は答えた。 

「ではどうだろう、-このような国家も、このような人間も、必ずや、恐怖に満たされているはずではない 

だろうか？」 

「ええ、大いに」 

「また、歎きや、呻きや、悲しみや、苦しみを、君はこのような国家以上に、どこか他の国のうちにもっと多 
く見出せるだろうと思うかね？」 

「いいえ、けっして」 

「では個人としての人間の場合、君はそういったものが他の人間のうちにもっと多くあると考えるかね I さ 
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まざまの欲望や愛欲で気の狂った、この僭主独裁制的な人間のうちよりも以上に？」 

「どうしてそんなことが考えられましょう」と彼。 

丨 1 ) 

「思うに、君はこうしたすべてのことや、他のこれに類す る ことに着目したうえで、少なくとも国家の場合、 
さまざまの 国家のうちでこの国が最もみじめな国家で あると 判定したのだろう」 

「それで正しかったのではありませんか？」と彼は言った。 

「大いに正しいとも」とぼくは言った、「しかし、こんどは個人としての僭主独裁制的な人間について、君は 
同じそうしたことに着目しながら、どのように言うだろうか？」 

「他の さまざまの 人間すベての うちでも」と 彼は答えた、「際立って最もみじめな人間で あると」 

「その点になると」とぼくは言った、「もはや君の M うことは正しくない」 

「どうしてですか？」と彼はたずねた。 

「そういう人は」 とぼくは 言った、「まだ最もみじめな人間で あるとは いえない ように 思うのだが ね」 
「それならいったい、誰がそうなのですか？」 

「おそらく、次のような人はもっとそれよりもみじめな人間だと、君にも思われるだろう」 

「どのような人がですか？」 

「それはね」とぼくは言った、「もともと僭主独裁制的な性格の人間である上に、私人としての生活にとどま 
りつづけることができず、運悪く何かの不幸なめぐり合わせによって、みずからが実際に僭主(独裁者)となる羽 
目になった人のことだよ」 
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D 


「これまで語られてきたことから考えて」と彼は一 V ::口った、「おっしゃることは舆実に違いないと推察します」 
「そうだと も」 とぼくは言った、「しかしこのような事柄は、けっしてただそう思うというだけですませるベ 
きではなく、このようなことにふさわしい議論によって、とっくりとよく考察してみなければならない。なにぶ 
んにも考察は、善い生活と悪い生活という、最も重要な問题に関わっているのだからね」 

「まったくそのとおりです」と彼。 

「では、はたしてぼくの言うことがもっともであるかどうか、しらべてくれたまえ。僭主(独裁者)について、 
次のような場合から考えてみれば、思い当るところがなければならぬはずだと、ぼくには思えるのだが」 
「どのような場合のことですか？」 

「国のなかの富裕な私人として、たくさんの奴隸を所有しているような者の一人一人の場合のことだ。そうい 
う人たちは、多くの者を支配しているという点において、僭主(独裁者)に似ているからね。違うのはただ、後者 
が支配する者の数の点だけだ」 

「ええ、たしかに」 

「では、 そういう 人たちは安心して暮していて、召使たちを恐れていないのを知っている だろう ね？」 

「ええ。いったい何を恐れることがあるのでしょう？」 

「何もない」とぼくは言った、「しかしその理由がわかるかね？」 


1テクストは底本にょらず、ほとんどの校訂者とともに57 00 B 2 において ym ( F , M ) を読む0 
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「ええ、国家の全体が一般市民の一人一人を保護しているからです」 

「そのとおりだ」とぼくは言った、「ではどうだろう、——かりにいま、ある神が、五〇人あるいはもっと多 
くの奴隸を所有している一人の男を、彼自身と妻子ともども国家のなかから運び出して、自由人の誰ひとりとし 
て彼を助けに来るはずのないような寂しい場所へ、他の財産や召使たちといっしょに置き去りにしたと想像して 
みよう。そうなったときその男は、召使たちに殺されはしないかと、自分と子供たちと妻の身についてどのよう 
な恐れ、どれだけの恐怖におちいるだろうと思うかね？」 

「それこそ大へんな恐怖にとらえられることは、間違いありません」と彼は-:.-一口った。 

「そうなる ともは や、その人はやむをえず、ほかならぬ奴隸たちの何人かの者に媚びへつらい、多くのことを 
約束し、そしても ともと 何もそうする必要はないのに、彼らを自由の身にしてやらざるをえなくなるのではなか 
ろうか？ こうして ほかならぬ彼自身が、召使たちの機嫌を とる 追従者となるのではなかろうか？」 

「彼としては、 どうしてもそう せざるをえないでしょう」 と 彼は答えた、「そうでなければ、殺されなければ 
ならないのですから」 

「では、 さらにどうだろう」とぼくは 言った、「もし神がほかに も 数多くの隣人を彼のまわりに住まわせ、そ 
の隣人たちは、誰かが他の者の主人となって支配するという主張をけっして許さずに、誰かそのような主張をす 
る者を捕えたなら、極刑をもって罰するような人たちだったとしたら？」 

「思うに」と彼は言った、「その人はさらにいっそう、不幸きわまる状態に置かれることになるでしょう。な 
にしろ、まわりからすべ•て敵ばかりによって、監視されているわけですから」 
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「それでは、僭主(独裁者)とは、まさにそれと同じような一種の牢獄の中に縛られているのではないだろう a 
——生まれつき われわれが述べたような性格で、 多くの ありとあらゆる 恐怖 や 欲情に満ち満ちている人間として 
ね。貪欲な魂をもちながら、国民のうちで彼だけは、どこへも旅することもできなければ、他の自由な人々が見 
たいと 田 / 12 A うものを見物する こともで きずに、婦人のようにほとんど家に引きこもったまま、暮して行くのではな 
C 、， だろうか。国外へ出かけて何かよいものを見る者がいると、そういう他の国民たちを嫉妬しながらね」 
「まったくおっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

六 

「それなら、商己の内なる国家体制のあり方が悪い人のことを、君はさっきそれだけで最もみじめな入と判定 
したけれども、しかしそのような僭主独裁制的な人間は、もしその人が私人として生きおおせることができずに、 
可かのめぐり^わせで実際に僭主(独裁者)となることを余儀なくされるならば、そして自分自身を支配すること 
もできないのに他の人々を支配しようと試みるような羽目になるならば、その人はいま述べたようなさまざまの 
不幸の分だけ、さらに余分の不幸を身に引き受けることになるわけなのだ。それはちょうど、ある人が自分自身 
D を支配できない病気の身体をもちながら、私人としてふつうに暮さずに、他の身体を相手に競争と闘いのうちに 
生涯を過すことを、余儀なくされるようなものだといえるだろう」 

「たしかに」と彼は言った、「その譬えはぴったりですし、おっしゃることはこの上なく真実です、ソクラテ 

ス J 
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r それでは、親愛なるグラゥコン」とぼくは言った、「その境遇は全き意味においてみじめなものであり、突 
際に僭主(独裁者)となる者は、君が最もひどい暮しをすると判定した者よりも、さらにい'っそうひどい生き方を 
するというのだね？」 

「まさしくそのとおりです」と彼。 

「してみると、たとえそう思わない人がいたとしても、真実には、正真正銘の僭主(独裁者)とは、じつに最大 
のへつらいと隸属を行なうところの、正真正銘の奴隸なのであり、最も邪悪な者たちに仕える追従者にほかなら 
ないのだ。彼は自分のさまざまの欲望をいささかでも充足させるどころか、最も多くのものに不足していて、魂 
の全体を見てとる能力のある人の目には、真実には貧乏人であることが明らかだろう。そして彼は全生涯を通じ 
て、恐怖に満たされ、震えと苦しみに満たされて過すのだ。いやしくも彼が、自分の支配する国家の状態に似て 
いるとすればね。そして事実似ているのだ。そうだろう？」 

「ええ、大いに」と彼。 

( 1 ) 

「さらにこれらの点に加えて、われわれは先に言った諸点をもこの男の特牲として挙げなければならないだろ 
う。すなわち、彼は必然的に、妬みぶかく、信義なく、不正で、友なく、不敬で、ありとあらゆる悪を受け入れ 
て養う人間であらざるをえないし、またその支配権力のゆえに、ますますそのような人間になって行かざるをえ 
ないのだ。そしてこれらすベての結果として、まず誰よりも彼自身が不幸であるだけでなく、さらに、自分の近 
くにいる者たちを同様の人間とせずにはおかないだろう」 

「哩を わきまえる 者ならば」と彼は 一 M った、「何びともあなたに反対しないでしょう」 
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「さあ、それでは」とぼくは言った、「いまこそ、ちょうど競演の最終審判者が決定を発表するときのように、 
君もまた、君の意見によれば幸福という点から見て誰が第一位であり、誰が第二位であるかというふうにして、 
その他の人々をも順次判定してくれたまえ。判定を受ける者は全部で五人いる I 王者支配制的な人間、名誉支 
配制的な人間、寡頭制的な人間、民主制的な人間、そして僭主独裁制的な人間」 

「いや、その判定なら容易です」と彼は答えた、「私としては、いわば合唱隊の順位を判定するようにして、 
徳と悪徳、幸福と不幸という点から見たその人たちの順位は、ちょうど彼らが舞台に登場してきた順番のとおり 
であると 判定しますから」 

「では、独れ人を一匿うことにしようか」とぼくは言った、「それとも、ぼくが自分でこう布告することにしよ 
うか。 

『アリストンの息子は、次のように判定を下した。——最もすぐれていて最も正しい人間が最も幸福であり、 
そしてそれは、最も王者的で、自己自身を王として支配する人間のことである。他方、最も劣悪で最も不正な人 
間が最も不幸であり、そしてそれは、最も僭主独裁制的な性格である上に、自己自身と国家に対して、実際に最 
大限に僭主(独裁者)となる人間のことである』」 

「ええ、 どうかそのように布告してください」と彼は言った。 

「さらに その布告につけ加えて、こう言い渡してもよいかね？」とぼくは言った、「『たとえすベての人間と神 


1 567 A, IX. 576 A 〜 B. 
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神に、そのような性格の人間であることが気づかれようと気づかれまいと、このことに変りはない』と」 

「ぜひそのことも加えて、言い渡してください」と彼は答えた。 

七 

「さあこれでよし」とぼくは言った、「以上がわれわれにとって、一つの証明となるだろう。つぎに、この第 
( 1 ) 

二番目の証明を見てくれたまえ。それが何ほどかの意味があるものと思えるかどうか」 

「それは、どのような証明のことでしょうか？」 

「ちょうど国家が三つの種族(階層)に分けられたように」とぼくは言った、「一人一人の人間の魂もまた、そ 
れと同様に三つに区分される以上、そのことにもとづいてわれわれの問題は、また別の証明を得ることになるだ 
ろうと、 ぼくには思われるのだ」 

「どんな証明でしょう、それは？」 

「それをこれから述べることにしよう。——魂に三つの部分があるのに応じて、快楽にも三つのものがあるよ 

うに思われる。一つ一つの部分が、それぞれに固有の快楽を一つずつもつ、という仕方でね。また同様にして、 

( 2 ) 

欲望と支配のあり方にも、三つあることになろう」 

「とおっしゃると、それはどのような意味でしょうか？」と彼はたずねた。 

「われわれの主張では、魂のひとつの部分は、人間がそれによって物を学ぶところの部分であり、もうひとつ 
は、それによって気概にかられるところの部分であった。そして第三の部分は、多くの姿をとるために、それに 
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E 固有であるような単一の名前でこれを呼ぶことができずに、それ自身のなかにある最も主要で最も強いものを、 
この部分の名前として当てることにした。すなわち、われわれはこの部分を、食物や飲み物や性愛やその他それ 
に準ずるものに対する欲望のはげしさにもとづいて、〈欲望的部分〉と呼んだのであった。また〈金銭を愛する部 
581分〉とも呼んだが、これは、その種の欲望が何よりも金の力によって遂げられるからである」 

「そしてわれわれがそうしたのは、正しかったのです」と彼は言った。 

「そうするとまた、この部分がもつ快楽と愛は利得を目ざしているというふうに言うならば、われわれは議論 
のうえ で、これを最もう まく 一つの特性に確実にまとめ上げることができて、魂のこの部分のことを語るときに、 
その意味がわれわれ自身に明らかになるのではないだろうか。そして呼び名としては、これを〈金銭を愛する部 
分〉とか〈利得を愛する部分〉とか呼ぶならば、正しい呼び方になるのではなかろうか？」 

「ええ、 たしかにそう思います」と彼は言った。 

「では どうだろう、 ——〈気概の部分〉については、その全体がつねに、支配し勝利し名声を得ることへと突き 

配するかによって変る、その支配のあり方のこと。 

なお、これまで「快楽」や「欲望」という言葉はほとん 
ど、第三の〈欲望的部分〉にのみ関わるものとして、否定的 
な悪徳としての意味合いがこめられて使われてきたが、こ 
れから先の議論では、もっと広い連関で用いられることに 
なる。 


1 以上の議論 (577 ci 580 C ) は、国家と個人としての人間 
との類似性にもとづいた国家論的(政治論的)証明でぁった 
が、以下 (5 oo 0 D 〜5 SA ) において、魂の三区分にもとづく 
魂論的(心理学的)証明がつづく。 

2 魂の三つの「部分」については、！ V . 436 A ~ 私 41 W にお 
いてその見解が確立された。 

「支配のぁり方」とは、三つの部分のどれが魂の内を支 
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進むのだと、われわれは言うのではないか」 

「ええ、大いに」 

「だから それを〈勝利を愛する部分〉 とか 〈名誉を愛する部分〉 とか 呼べば、ふさわしい呼び方となるのではなか 
ろ、っか？—| 

「この上なくふさわしい呼び方ですとも」 

「さらにまた、 われわれがそれにょって物を学ぶところの部分については、誰に も 明らかなょうに、その全体 
がつねに、真実がいかにあるかを知ることへと向かっていて、金銭や評判のことなどには、三つの部分のうち最 
も 関心をもたない部分なの だ」 

「ええ、たしかに」 

「したがって、これを〈学びを愛する部分〉とか〈知を愛する部分〉とか呼べば、当を得た呼び方となるだろう 
ね？」 

「ええ、疑いもなく」 

「そして また」 とぼくは言った、 「ある 人々の魂の内では、この部分が支配しているが、別の ある 人々の魂の 
内では、他の二つの部分のどちらかが支配するのではないか。そのときどきの事情に応じてね」 

「そのとおりです」と彼。 

「それゆえにこそ、われわれはまた人間の最も基本的な分類として、〈知を愛する人〉、〈勝利を愛する人〉、 
〈利得を愛する人〉、という三つの種類があると言うのではないかね？」 
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「まさしくそのと^りです」 

「そして快楽にもまた、それらの一つ一つにそれぞれ対応して、三種類あることになるわけだね？」 
「たしかに」 

「だから、君も知っているように」とぼくは言った、「もし君がそうした三種類の人間に向かって、それらの 
生き方のうちでどれがいちばん快く楽しいかということを、ひとりひとり順番にたずねてみる気になったとした 
D ら、それぞれが自分の生き方を最も賞め讚えるのではないかね。まず金儲けを事とする人間は、利得を得ること 
にくらべるならば、名誉を得ることの歓びや学ぶことの楽しみなどは、そうしたことが何か金になるのでもない 
かぎり、まったく何の価値もないと言うことだろうね？」 

「おっしゃるとおりです」と彼。 

「では、名誉を愛する人間はどうだろう？」とぼくは言った、「彼は、金銭から得られる快楽を何か卑俗なも 
のと考え、他方また、物を学ぶことから得られる快楽は、学識が名誉をもたらすのでもないかぎり、煙のように 
虚しく無意味なものと考えるのではなかろうか？」 

「そのとおりです」と彼。 

Er これに対して、知を愛する人間は」とぼくは言った、「真理がいかにあるかを知ることの快楽 や、 学びなが 
らつねにそのような営為のうちにあることの快楽とくらべて、その他の快楽をどのように評価するとわれわれは 
考えるべきだろうか。はるかにかけ隔たったものとみなすのではなかろうか？そして、もしそういう他の快楽 
が避けられないものでさえなかったなら、自分は少しもそれを求めはしないという意味において、それらを文字 
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重り、やむをえない快楽と呼ぶだろうとは思わないかね？」 

「 S うだけでなく、よく知らなければなりません」と彼は言った。 

八 

「それではこのように」とぼくは言った、「それぞれの種類の人がもつ快楽と生活そのものに ついて、 どちら 
がより 美しく あるいはより醜い生き方であるか、より善くあるいはより悪い生き方であるかという点だけでなく、 
どちらの生き方がより楽しいか、より苦痛が少ないかという二と自体が問題となって意見が分かれていると きに、 
われわて としては、以上の人たちのうちの誰の言い分が最も真実であるかということを、どのようにして知るこ 
とがで きる だろうか？」 

「私こは」と彼は言った、「とても答えられません」 

「それなら次のようにして、考えてみたまえ。-いったい、物事が正しく判定されるためには何によって 

判定され なければならないだろうか。紛政と、奶,と、言11'(理)によってではないだろうか？それとも、これ 
らよりももっ とす ぐれた 判定の基準が 何 かあるだろうか？」 

「い、，え、どうしてありえましよう」と 彼。 

「それなら考えてみたまえ。——上に見た三人の人間のうちで、われわれが述べたすべての快楽について最も 
皆,のある人は、誰だろうか？君には、知を愛する人が利得を得ることがもたらす快楽を経験することよりも、 
利得を愛する人が真理そのもののあり方を学ぶことによって、知ることの楽しみを経験することのほうが多 L と 
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思える力ね？」 

「両者の間には、格段の違いがあります」と彼は答えた、「なぜならば、知を愛する人のほうは、必然的に他 
の種類の快楽を子供のときから味わわざるをえないのに対して、利得を愛する人は、物事の真実がいかにあるか 
を学んで、その楽しみがどれほど甘美なものかを味わったり経験したりする必然性はないのですし、むしろ、た 
とえ 熱心にその気になったとしても、そうする ことは 容易ではないのですから」 

「してみると」とぼくは言った、「知を愛する人は、その両方の快楽を経験するという点にかけては、利得を 
愛する人よりも、はるかにまさっているということになる」 
cr それはもう、はるかに」 

「では、名誉を愛する人とくらべてどうだろう？はたして後者が知恵をもつ楽しみに無経験である以上に、 
知を愛する人は名誉を得る楽しみに無経験だろうか？」 

「いや、名誉というものは」と彼は言った、「人々がそれぞれ努力の目標としてきたことをなしとげるならば、 
おのずから彼らのすべてに与えられるものです。じっさい、富者も勇者も知者も、多くの人々から尊敬されるこ 
とに変りはありませんからね。したがって、名誉を得ることがどのように楽しいかということについては、全部 
の者がその快楽を経験するわけです。けれども、真実在の観得がどのような楽しみをもたらすかということは、 
知を愛する人をのぞいて、他の誰にも味わうことができません」 

D r してみ ると、 »'• という 条件に関しては」 とぼく は言った、「これらの人々のうちでは、知を愛する人が最 
もすぐれた判定者で あるということになる」 
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娜 「ええ、大ぃに」 

「しかも、 その経験が M ' 愈(知)によって裏づけられているのは、三人のうちで知を愛する人だけだろう」 
「もちろ/^そうです」 

「さらにまた、判定のために道具として用いなければならないものはといえば、これもまた、けっして利得を 
愛する人がもつ道具ではなく、名誉を愛する人がもつ道具でもなく、知を愛する人に固有のものなのだ」 

「その道具とおっしゃるのは、何のことでしょうか？」 

「われわれはたしか、判定は§'|晒(理)を用いてなされなければならないと言ったはずだ。そうだろう？」 

「ええ」 

「しかるに、言論(理)は、他の誰よりもとくに、知を愛する人がもつ道具なのだ」 

「ええ、むろん」 

E 「もし かりに、物事は富や利得によって最もよく判定されるのであったならば、利得を愛する人が賞めたりけ 
なしたりする事柄こそが、最も真実でなければならないことになろう」 

「ええ、どうしてもそう でなければなりません」 

「他方また、名誉や勝利や勇気による判定が最も正しいとしたならば、名誉を愛し勝利を愛する人間の判定が、 
最も真実でなければならないのではないかね」 

「明らかに」 ' 

「しかるに実際には、®もすぐれた判定は、経験と、思慮(知)と、言論(理)によってこそなされるのである以 
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上は？」 . 

「必然的に」と彼は言った、「知を愛し言論(理)を愛する人が賞める事柄こそが、最も真実であるということ 
になります」 

「してみると、問題の三種類の快楽のうちで、われわれがそれによって物を学ぶところの魂の部分がもつ快楽 
こそが、最も快いものであり、そしてわれわれ人間のうちでは、まさにその部分が内において支配しているよう 
な人間の生活こそが、最も快い生き方である、ということになるわけだね？」 

「どうしてそうならない はずが ありましょう」 と彼は言った、「ともかくも、思慮ある知者が自分の生活を賞 
讚するのは、賞めるための正当な資格のある人間と してな のですからね」 

「ではこの判定者は」とぼくは言った、「どの生活が第二番目であり、どの快楽が第二位の快楽であると言う 
だろうか？」 

「それは明らかに、戦いを好み名誉を愛する人間のもつ快楽が、それだと言うでしょう。なぜならその快楽の 
ほうが、金銭を愛する人間の快楽よりも、彼に近いのですから」 

「そうすると、 どうやら 利得を愛する人間の快楽が、最下位となるようだね」 

「ええ、むろん」と彼は言った。 

九 

B 「それでは、以上の二点にわたって、以上のようにしてつづけて二度、正義の人は不正の人を打ち負かしたこ 
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とになるだろう。つぎに三度目はオリュンピアの競技にならって、救い主にしてオリュンピアの神なるゼゥスの 
ためへ U 、 さあ 心して見てくれた まえ ——思慮ある知者のもつ快楽をのぞいて他の人々の快楽は、けっして完全に 
*'#'& 快楽ではなく、 M '#' の快楽でもなく、陰影でまことらしく仕上げられた書割の絵のようなものだというこ 
とを。このことをぼくは、知者たちの誰かから聞いたことがあるように思うのだ。とはいえ、もしそうだとした 
ら、これは不正の人にとって、最も重要で最も決定的な勝負において投げ倒されたことになるだろう」 

「たしかに、そういうことになります。しかし、あなたが言おうとなさっているのは、どのような意味のこと 
なのですか？」 

「次のようにすれば」とぼくは言った、「ぼくはそのことの意味を見つけ出すことができるだろう。君がぼく 
の質問に答えながら、ぼくの探求を助けてくれるならばね」 

「ではどうぞ、 質問して ください」と 彼。 

「では言ってくれた まえ」とぼく ははじめた、「苦痛は快楽の反対であると、われわれは言うのではないかね」 
「ええ、もちろん」 

「ではまた、楽しみも苦しみもないという状態があることも、認めるだろうね」 

「たしかにあります」 

「それは快と苦の両者の中間にあって、快苦に関しては魂の静止状態というべきものではないかね。どうだね、 
君はそれをこのようには言わないかね？」 

「そのように言います」と彼。 
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「ところで君は」とぼくは言った、「病人たちの言葉を思い出さないだろうか——彼らが病気に悩んでいると 
きに口にする言葉を？」 

「どのような？」 

「いわく、『健康であることほど快いものはない。だが病気になる前には、それが最も快いものだということ 
に、自分は気づかずにいた』 と」 

「そのことなら思い出します」と彼は答えた。 

「また、何かひどい苦痛に悩まされている人たちが、『苦痛の止むことほど快いことはない』と言うのを、君 
は聞かないだろうか？」 

「聞きます」 

「そして、思うに、ほかにもこれと似た多くの状態に人々が置かれることに、君は気づいているだろう。その 

おいてしばしば、議論や説明が三番目の最も重要な段階に 
さしかかったときに引用される(『カルミデス』167 A 、 『ピ 
レボス』 66 D 、 『法律』日. 692 A 、 『第七書簡』340 A を参 
照〇オリュンピア競技の場合は、この「救い主ゼゥス」 
はそのまま文字通り「オリュンピアの(オリュンボスの)ゼ 
ウス」となるわけである。そしてオリュンピアの相撲競技 
では、三回相手を倒すことによって勝ちとされたので、三 
回目の勝負は最も重要で決定的であった。 


1577 C 〜 5 OO 0 C における国家論的(政治論的)証明と、580 
D 〜 5003 A における魂論的(心理学的)証明を指す。上掲、 

5 OO 0 D に対する注1を参照。以下において (5003 W 〜 5007 W )、 
快楽の真偽の観点から始まって実在と真理との関係にまで 
説き及ぶ形而上学的証明がつづく。 

2 宴席において、最初オリユンボスのゼウスと他の神々に、 
次に半神の英霊たちに、そして三番目に「救い主ゼウス」 

に捧げて酒を灌ぐのがしきたりであった。このことに由来 
する「三番目は救い主ゼウスに-といぅ句は、プラトンに 


663 



584 


E 


( 583 ) 


ような 場合、人々が苦しんでいるときに、最も快いこととして讚えるのは、苦しみがないこと、その種の苦しみ 
の止んだ#'4なのでぁって、積極的な悦楽ではけっしてないのだ」 

「それは きっと」と 彼は言った、「そういう場合にはその静止状態が、実際に快く望ましいものとなるからな 
のでしょうね」 

「そうするとまた」とぼく は言った、「悦楽が止んだ ときに も、快楽の止んだその静止状態は、苦しいもので 
あることになるだろう」 

「ええ、おそらく」と彼。 

「だとすれば、いまさっきわれわれが両方の中間にあると言っていたもの—静止状態—が、ときによって 
両方—快と苦—になるということになるだろう」 

「そのようですね」 

「しかし、どちらでもないものが両方どちらにもなるというようなことが、そもそもまた可能であろうか？」 
「可能だとは思えません」 

「そてこ.また、 魂のなかに快が生じ苦が生じる とき、 そのどちらも、一種の動きであるはずだ。そうではない 
かね？」 

「ええ」 

「しかるに他方、苦しくもなく快くもないということは、#' Ih ' の状態にほかならず、その両者の中間にあると 
、，うこと が、たったいま明らかになったのではないかね？」 
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「ええ、たしかにそうでした」 

「そうなると、苦しまないことを快と考えたり、楽しまないことを苦と考えたりすることが、どうして正しい 
考えでありえようか？」 

「けっして正しくありえません」 

「してみ ると それは、実際にそうであるのではなく、ただそのように見えるだけなのだ」 とぼく は言った、「す 

なわち、静止状態がそのときどきによって、苦と並べて対比され ると 快い ことに 見え、快と並べて対比され ると 

苦しいことに見えるというだけであって、こうした見かけのうちには、快楽の真実性という観点からみて何ら健 

( 1 ) 

全なものはなく、一種のまやかしにすぎぬということになる」 

「それが少なくとも」と彼は言った、「議論の筋道が指し示すところです」 

「さあそれでは」とぼくは言った、「ここでひとつ、苦痛の結果として生じるのではないような快楽を見てく 
れたまえ。君がさし当っていま、ひょっとして、快楽とは苦痛の止むことであり、苦痛とは快楽の止むことであ 
ると いうのが本来のあり方だというふうに、考えることのないようにね」 

「いったいどこを見ればよいのですか？」と彼はたずねた、「そしてどのような快楽のことをおっしゃってい 
るのですか？」 


1この前後における真なる快楽と偽りの快楽との区別の問 れている。 
題は、『ピレポス』 (36 C 〜 52 B ) においても大きく取り扱わ 
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「そういう快楽はほかにもたくさんあるけれども」とぼくは言った、「とくに、匂いによって起る快楽のこと 

を考えてもらえばよいだろう。というのは、匂いの快楽は、苦痛が先立っていなくても、突然に非常な大きさで 

( 1 ) 

生じてくるし、また止んだ後も、少しも苦痛を残さないからだ」 

「ほんとうにおっしゃるとおりです」と彼。 

「それならば、われわれは、苦痛からの解放がそのまま純粋の快楽であり、快楽の終ることがそのまま苦痛に 
ほかならないとは、信じないようにしよう」 

「ええ、言じないようにしましよう」 

「しかしながら」とぼくは言った、「肉体を通じて魂にまで届くいわゆる快楽は、そのほとんど大多数のもの、 
最も主要なものが、この種類に属している。すなわち、いずれも苦痛からの解放と呼ばれてしかるべきものなの 
だ」 

「たしかにそうですね」 

「そして、快苦がこれから起ろうとするのに先立って、それへの予期から生じてくる予想的快楽や予想的苦痛 
もまた、これと同列のものといえないだろうか？」 

「同列のものです」 

一〇 

「ところで、君は知っているかね」とぼくはたずねた、「そうした快楽や苦痛がどのような性格のもので、何 
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にいちばん似ているかということを？」 

「何に似ているのですか？」と彼は言った。 

「君は」とぼくは言った、「自然のうちに《上〉と〈下〉と〈中〉の区別があることを認めるだろうね」 

「認めます」 

「では、君はどう思うかね—— ある 人が〈下〉から〈中〉へと運ばれるとき、その人は、自分が〈上〉へ運ばれてい 
るとしか考えないのではなかろうか？ そして〈中〉のところに立って、自分がそこから運ばれてきたほうを見や 
りながら、自分はいま 〈上〉 にいるとしか考えないのではなかろうか？もしその人が、ほんとうの〈上〉というも 
のを見たことがないとすればね」 

「ゼゥスに誓って」と彼は言った、「そのょうな入は、けっしてほかのょうには考えないだろうと思います」 
「しかし」とぼくは言った、「もしもう一度もとのところへ運び返されるとしたら、彼は〈下〉へ運ばれている 
と思うだろうし、そしてその思いは正しいことになるだろうね？」 

「ええ、むろん」 

「すべてそうした考えに彼がおちいるのは、ほんとうに〈上〉にあり〈中〉にあり〈下〉にあるものを、彼が経験し 
たことがないからではなかろうか？」 


1『ビレボス』51： Bi 52 A を参照。そこでも匂いの快楽は、 の観点から「純粋の(真実の)快楽」の例として挙げられて 
色、形、音にょって起る快楽や学びの快楽とともに、同様 いる。 
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「ええ、明らかにそうです」 

「それならば同様にして、真理に無経験な人たちが、他の多くの事柄について不確かな考えをもつとともに、 
快楽と苦痛とそれらの中間状態に関してもまた、彼らが苦へと運ばれるときには正しく判断し、そして実際に苦 
しむのであるが、しかし他方、苦から中間状態へと運ばれるときには、充足と快に到達したとすっかり思いこん 
でしまうとしても、君はそれを不思議に思うだろうか？ ちょうど 白色を見たことがない人々が灰色を黒と対比 
させて眺める場合と同じように、彼らも、真の快楽を知らないために、たんに苦痛がないだけの状態を、苦痛と 
の时 J:b の もと (に)見ることによってだまされて しまう のだが、君はそのことを驚くだろうか？」 

「、いえ、ゼゥスに誓って」と彼は答えた、「けっして驚かないでしょう。むしろそうでなかったとしたら、 
そのほうがずっと不思議です」 

「そ^では、問題を次のようにして考えてみたまえ」とぼくは言った、「飢えや渴きやそれに類するものは、 
身体の状態における空虚さであるといえないだろうか？」 

「そのとおりですとも」 

「也方、無知と愚かさは、これもまた、魂の状態における空虚さではないだろうか？」 

「ええ、たしかにそうです」 

「そして人は、食べ物をとることによって、また知を得ることによって、その空虚を満たすことになるのだ 
ね？」 

「そのとおりですとも」 
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「ところで、よりすぐれて存在するものによって満たされる場合と、より劣って存在するものによって満たさ 
れる場合と、どちらのほうがより真実の充足であろうか？」 

「それは明らかに、よりすぐれて存在するものによって満たされる場合です」 

r では君は、次の どちらの 種類のもののほうが純粋の存在(有)に、 より 多く与って いると 思うかね—— たとえ 
ば食べ物や、飲み物や、おかずや、一般にすベての糧食のような種類のものだろうか？それとも、真実の考え 
や、知識や、知性や、そして一般にすベての徳性のような種類のもののほうだろうか？ 

次のように考えて、判定してくれたまえ。 

つねに不変にして不死なる存在と真理に関連をもつもの、そしてそれ自体もそのような性格で、そのような性 
格の存在のうちに生じるもののほうが、よりすぐれて存在す ると 君には思えるだろうか。それとも、片ときも同 
じ相を保つことのない死すべきものと関連をもつもの、そしてそれ自体もそのような性格で、そのような存在の 
うちに生じるもののほうだろうか？」 

「それはもう」と彼は答えた、「つねに不変なる存在に関連をもつもののほうが、はるかにすぐれています」 

「それなら、つねに変転しているものがもつ存在性は、知識がもつ存在性とくらべて、存在に与る程度が多い 
( 2 ) 

といえるだろうか？」 


1 テクストは底本にょらず、アダムやシャンブリィとと ( schleiermacher ) と読む。 

もに585 A 4—5 において、 KB - To-dACIrov OOTCO up 6 s Ac'lrrlv 2 テクストはアダムに従って読む0 
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「いいえ、けっして」 

「ではどうだろう、-真理に与る程度は？」 

「その点もまた、否です」 

r 真理に与る程度が少ないとすれば、存在に与る程度も、より少ないのではないかね？」 

「ええ、必然的に」 

r こうして、全般的に言って、身体に奉仕する種類のものは、魂に奉仕する種類のものよりも、真理と存在に 
与る程度が少ないということになるわけだね？」 

「ええ、はるかに」 

「そして身本そのものについても、魂とくらべて、同じことが言えるとは思わないかね？」 

「そう思います」 

「そうすると、よりすぐれて存在するものによって満たされ、そしてそれ自体もよりすぐれて存在するところ 
のものは、より劣ったものによって満たされ、そしてそれ自体もより劣って存在するところのものよりも、より 
、，っそう ほんとうの意味で満たされるのではないだろうか？」 

「むろんそういうことになります」 

「してみ ると、 自分の本性に適したものによって満たされることが快であるとするならば、よりほんとうの意 
味- C 満たされ、そしてよりすぐれて存在するものによって満たされるものは、よりほんとうの意味で、またより 
真実の仕方で、われわれに真実の快楽を楽しませるのだとい うこと になる。これに対して、より劣った存在に与 
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るものは、舆尖性と確実性のより少ない仕方で満たされることになろうし、より疑わしく、より真実性の少ない 
快楽にしか与らないということになるだろう」 

「まったく必然的に、そういう結論になります」と彼は答えた。 

「したがって、思慮(知)と徳に縁のない者たち、にぎやかな宴やそれに類する享楽につねになじんでいる者た 
ち、彼らはどうやら、<下〉へと運ばれてはまたふたたび<中>のところまで運ばれるというようにして、生涯を通 
じてそのあたりをさまよいつづけるもののようだ。彼らはけっして、その領域を超え出て真実の〈上〉のほうを仰 
ぎ見たこともなければ、実際にそこまで運び上げられたこともなく、また真の存在によってほんとうに満たされ 
たこともなく、確実で純粋な快楽を味わったこともない。むしろ家畜たちがするように、いつも 目を 下に向けて 
地面へ、食卓へとかがみこみ、餌をあさったり交尾したりしながら身を肥やしているのだ。そして、そういった 
ものを他人より少しでも多くかち取ろうとして、鉄の角や蹄で蹴り合い突き合いしては、いつまでも満たされる 
ことのない欲 M のために、互いに殺し合うのだ。ほかでもない、いくら満たそうとしても、彼らはほんとうに存 
在するものによって自分を満たすのではないし、また自己の内なる真に存在する部分、取り入れたものをしっか 
りともちこたえることのできる部分を満たすのでもないのだから」 

「申し分なく、ソクラテス」とグラゥコンは言った、「あなたは神託を告げるような仕方で、大多数の人間の 
生き方を述べられましたね」 

「それならまた、必然的に、彼らがなじんでいる さまざまの 快楽というのも、苦痛と混じり合った快楽にすぎ 
ず、真実の快楽の幻影であり、陰影によってまことらしく仕上げられた書割の絵のようなものではないだろう 
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娜 C か？ そうした快楽は、苦痛との相互併置によって色づけを与えられているために、どちらも際立って強烈なも 

のに見え、自分に対する気違いじみた欲情を愚かな人々の心に生みつけて、彼らをしてこの幻影を目当てに闘わ 

{ 1 } 

亡ることになるのだ。ちょうど-ステシコロスの言うところによれば- トロィ アにおける戦士たちが、真実 

を知らないために、へレネの幻影をめぐって相闘ったようにね」 

「まことに」と彼は言った、「それがそのような性格のものであることは、動かぬ必然です」 

II 

「ではどうだろう、気概の部分についても、やはりこれと同じような事態が必然的に生じるのではないだろう 

D (か)-もし人が理知と知性に従うことなく、名誉と勝利と怒りに よる 充足のみを追い求めながら、名誉への野心 

に駆られるときには M £ み心によって、勝利への渴望に駆られるときには力の行使によって、怒りっぽい不満に駆 
られるときには怒り狂うことによって、この気概の部分そのものの欲求を遂げさせるとしたならば？」 

「ええ、 その部分についても」と彼は答えた、「やはり同じような事態が生じるのは必然です」 

「それならば、どうだろう」とぼくは言った、「われわれは、心安んじて次のように言うべきではないだろう 
か——すなわち、利得を愛する部分にしても勝利を愛する部分にしても、もしこれらの部分がもつ欲望が知識と 
道理の導きに従って、後者と共々に快楽を追い求めながら、知的部分が命じるような快楽だけを取るとしたなら 
ば、その場合それらの欲望は、ほかならぬ真理に従っているわけであるから、そうした欲望にとって把握が可能 
なかぎりでの、 R も真実な快楽をとらえることになるだろうと？またさらに、それらの欲望自身に本来ふさわ 
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しい快楽をとらえることになるとも、言うべきではなかろうか？ いやしくも、それぞれに とって 最も善き もの 
はまた、最もふさわしいもので も あるとするならばね」 

「たしかにそれは」と彼は答えた、「最もふさわしいものに違いありません」 

「してみると、魂の全体が知を愛する部分の導きに従っていて、そこに内部分裂がないような場合には、それ 
ぞれの部分は、一般に他の事柄に関しても、自己自身の仕事と任務を果しつつ、 〈正しくある〉 ことができるとと 
もに、とくに快楽に関しても、それぞれが自己本来の快楽、最もすぐれた快楽、そして可能なかぎりでの最も真 
実な快楽を、享受す る ことができるのだ」 

「まさしくそのとおりです」 

「したがってまた、逆に、他の二つの部分のどちらかが支配権をにぎるような場合には、その部分自身が自己 
本来の快楽を見出すことができないだけでなく、その他の部分に対しても、自己本来のものでは なくまた 真実で 
ない快楽を、追い求めるように強いることになるわけだ」 

「そのとおりです」と彼。 

2 これまで見られた、魂のうちの利得を愛する部分につい 
てそうであったのと同様に、気概の部分の欲求——その特 
定の形態が名誉愛と、勝利愛と、気むずかしい不満1の 
充足と満足も、それが知性に従わないならば、真実の快楽 
ではなく、苦痛からの解放であり、快楽の「幻影」にすぎ 
ないということ。 


1ステシコロスは、前七世紀後半から六世紀前半にかけて 
生きた抒情詩人。作品の中でへ レネの ことを悪く言った罰 
で盲目となったが、あらためて「取り消しの詩」(パリノー 
ディア ー) をつくり、 トロイ アへ行ったのはへ レネ 自身で 
なくその幻影であったと訂正して、視力を回復した、と言 
い伝えられる。『パイドロス』243 A を見ょ。 
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「しかるに、愛知と霞から最も遠く隔たっているも Q 二そが、そ S ょうな事態を最も引き起しやすいのでは 

なかろうか」 

「ええ、とりわけ」 

「そして、法と秩序から最も遠く隔たっているものこそが、道理から最も遠く隔たっているのではな L 力ね」 
「むろんそうですとも」 

「しかるに、法と秩序から最も遠く隔たっているといぇば、愛欲に耽ろうとする僭主的な欲望がそうであるこ 
とが、先に明らかとなったのではないかね？」 

「間違いなくそうでした」 

「他方、隔たること最も少ないのは、王者的な節度ある欲望だったね？」 

「ええ」 

「したがって、思うに、真実で自己本来のものである快楽から、最も遠く隔たっている のは、 僭主 S 裁者)で 
あり、 隔たること最も少ないのは、王であるということになるだろう」 

「必然的にそうなります」 

「してみるとまた」とぼくは言った、「僭主(独裁者)は最も不快な生活を送ることになるだろうし、王は最も 
快ハ生活を送ることになるだろう」 

「そのことは動かぬ必然です」 

「ところで君は知っているかね」とぼくはたずねた、「僭主(独裁者)は王とくらべて、どれほど不快な生活を 
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送るかを？」 

「教えていただければ、わかるでしょう」と彼は答えた。 

「思うに、三つの快楽があるうちで、その一つは本物の快楽であり、あとの二つは贋の快楽であるが、僭主 

( 3 ) 

(独裁者)は法と理とを逃れて、その赝の快楽のさらに向う側にまで超え出たうえで、奴隸の護衛隊にくらべられ 

るような快楽といっしょに暮しているのだ。そして彼がどのくらい劣った生活を送っているかを語るのも、まっ 

( 4 ) 

たく容易ではない。強いて語るとすれば、おそらく次のようなことになるだろう」 

「どのように？」と彼。 

「僭主(独裁者)は、寡頭制的な人間から数えて、遠ざかること第三番目の位置にあったはずだ。なぜなら、両 
者の間に民主制的な人間がいたわけだから」 

「ええ」 

「そうするとまた、僭主(独裁者)がなじんでいる快楽というのも、真実性という観点から見て、寡頭制的な人 
間から遠ざかること第三番目に位置づけられる、快楽の影にすぎないものだ、ということになるのではないかね 
-もしこれまで言われたことが正しいとすれば？」 


1いぅまでもなく、優秀者支配制における哲人君主を指す。 4 以下、僭主(不正の人)と王(正義の人)との生活を比較し 

2 つぎに語られているょぅに、「王」の快楽、名誉支配制 てその差異を表現するための、プラトン独自の数学的計算 
的な人間の快楽、寡頭制的な人問の快楽を指す。 がはじまる。 

3 573 Dsqq . を参照。 
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「そうです」 

「ところが、その寡頭制的人間というのは、これまた王制的な入間から遠ざかること第三番目の位置にある 
——優秀者支配制的な人間と王制的な人間とを同じであると考えるとすればね」 

「たしかに三段階遠ざかっています」 

「したがって僭主(独裁者)は」とぼくは言った、「数で表わせば三の三倍だけ、真実の快楽から遠ざかってい 
( 2 ) 

ることになるわけだ」 

「そのようです」 

「してみると、どうやら」とぼくは言った、「僭主(独裁者)に対応する快楽の影というのは、.長さを測る数を 
もってすれば、平面'数で示されるということになるようだね」 

「ええ、たしかに」 

「そしてそれを自乗し三乗するなら(&)、潜主(独裁者)が王からどれだけ遠ざかっているか、その距離は明らか 

になる」 

「明らかです」と彼は答えた、「計算のできる入には」 

「だから、もし逆に王 q ほうが僭主(独裁者)から、快楽の真実性と V 点でどれだ8く離れているかを言う 
とすれば、そ S 掛け算を完成させることにょって、王は七二九倍だけ快い生を送ると V っこと、また僭主(独裁 
者)のほうはちょうどその同じ距離の分だけ、より苦しく生きるということを、見出すだろう」 

「これはまた何と」と彼は言った、「二人の人間、正義の人と不正の人の間に、快楽と苦痛という点から見て 
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どれだけの差異があるかを示すのに、途方もない計算をもち出してくださったものです ね！」 

「しかしね、これは真実の数なのだし、人間の生活に深く関係する数なのだ」 とぼく は言った、 「もし昼と 夜 
と月と年とが、人間の生活に深く関係しているとすればね」 

「いや、それはもぅ」と彼は答えた、「深く関係しています」 

「それでは、 もし 快楽の点で、善い人.正しい人が悪い人•不正の人に対して これほどまでに »1ってい るとす 
るなら ば、生活の気品と美し さと 徳の点では、その勝利は さらに 計りしれぬ ほど大きなものとなる のでは なかろ 

、つか？•一 

「ゼウスに誓って、まことに計りしれぬほど大きなものでしょう」と彼は言った。 


1「優秀者支配制」と「王制」との関係については IV . 445 
0を参照。 

2「王」から「僭主(独裁者ごまでの序列づけは、次のよ 
うに示すことができる。 

独裁 


.こ名誉制寡頭制 
3 的 人 問的 人間 


ihi 


( 1 )( 2 ) ( 3 ) ( 4 ) ( 5 ) 6 ) ( 7 ) 8 ) ( 9 ) 

(4)(5)おょび7)8)は、それぞれ、寡頭制的な人間 
から民主制的な人間へ (559 Dsqq .)、 民主制的な人間から 
僭主(独裁者)へ (572 Dsqq .) の堕落過程における異なった 
諸段階を示すものと解される。 

3 二つの数の積からなる数のこと。この場合は、 3 X 3 H VO 


といぅ 正方形数。 

4 (9 x 9) x 9=72 vo 

一 

5 / 29= 364-^- X 2 であるが、 ピュタゴラス派のピロラオス 




年を 364 y の昼と 364 —の夜から なると 考えた。 ピ 


ロラオスはさらに、729月をもつて大年とし、729年をも 
つて最大年としたと推定される。ブラトンがここで 72 VO と 
いう数を導き出したのは、この 数が このょうな 意味で昼. 
夜•月•年と関係するからであると解される。全体の趣旨 
は、 王は僭主(独裁者)とくらべて、生涯の每日毎夜を通じ 
てょり快い生を送る、と、^うことになろう。 
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r さあ、これでよし」とぼくは言った、「いまやわれわれの議論がこの地点にまで到達した以上、二こでもう 
一度、最初に語られた言説を取り上げることにしようではないか。われわれがここまでやって来たのもそもみ 
もはこ21のためだった St ね。言われていた二とは、たしかこうだった一完全に不正な人間でありな 
がら、世間 S 判では正しい人であると思われている者にとっては、不正をはたらくことが有利である、と。ど 
うだね、このように言われたのではなかったかね？」 

「たしかにそうでした」 

「では、； ，まこ そわれわれは」とぼくは言った、「そのよう I をなす f 話し合、っ二と にしよう。— 
為と正しい行為とが、それぞれどのような効力をもつかとい、っことを、.われわれは同意確認し合ったのだから」 
「どのようにして話し合えばよいでしょう？」と彼はたずねた。 

「魂の ひとつの la ? 齡を、言葉で形づくることによってだ。あのようなことを説又に、自分の語っていたこと 
がどのようなことかをわかってもらうためにね」 

「どのような 似像を？」 と 彼は言った。 

「物語に出てくるような、 大昔の怪物のどれか一つを思い 浮べて くれたまえ」とぼくは言った、「キマィラと 
か、スキュラとか、ヶルべロスと かいったよ. っな ( M 0 そしてまだほかにも、いくつかの動物の姿か結びつ L て一 
つになっている怪物が、たくさんいたと言われている」 
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「たしかにそう言われていますね」と彼は答えた。 

「それではまず、複雑で多頭の動物の姿を一つ形づくってくれたまえ。まわりにつけたいくつもの頭には、穏 
やかな動物の頭もあれば猛々しい獣の頭もあり、しかもそれらすべてを変化させたり、自分の中から生やしたり 
することのできる怪物の姿をね」 

「それは、よほど腕の立つ塑像の作り手でなければできない仕事ですね」と彼は言った、「それでもしかし、 
言葉は蠛やそれに類するものよりも自由にこねやすい材料ですから、そのような怪物の姿がつくり上げられたも 
のとし ましよう」 

「ではさらにそれと別に、ラィオンの姿を一つと、人間の姿を一つ形づくってくれたまえ。ただしその大きさ 

( 3 ) 

は、最初の怪物がずばぬけて最も大きく、二番目の〔ラィオン〕が二番目に大きいものとしよう」 

「こんどの仕事は前のより らくです」と 彼は言った、「はい、出来上りました」 

「それでは、出来上った三つの姿を一つに結びつけて、それらが互いに癒着し合って一つの生きものとなるよ 
うにしてくれたまえ」 

「はい、結びつけられました」と彼。 


1 n .361 Asqq •で問題提起のために提出された言説を指す。 の尾、背にはさまざまの蛇の頭をもつ怪物。 

2 キマイラは、頭がライオン、胴が山羊(キマイラ)、尾が 3 魂の三部分のぅち、「欲望的部分」は最も大きな部分で 
龍の怪物。スキュラは、女の顔と胸、胴に六つの犬の頭と あった。 IV. 442A を見ょ。 

一二本の足をもつ怪物。ケルべロスは、三つの犬の頭と龍 
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「さらに、それらの外側が一つのもの —— 人間1の似像となるようにまわりを仕上げてもらって、内部を見 
E 透すことができずに外側の Ml : いしか見ない者には、全体が人間という一つの生きものに見ぇるようにしてくれた 
まえ」 

「はい、そのようにまわりが仕上げられました」と彼。 

「さあそれでは、この人間にとって不正をはたらくことが有利であり、正義をなすことは利益にならない、と 
説く、こ対して、われわれは、その主張の意味するところはまさしく次のようなことになるのだと、言って聞か 
せることにしようではないか。——すなわちこの人間にとっては、かの複雑怪奇な動物とライオンと、ライオン 
の仲間どもに御馳走を与ぇてこれを強くし、他方、人間を飢ぇさせ弱くして、動物たちのどちらかが連れて行く 
ままこどこへでも引っぱられて行くようにしてしまうこと、そして二つの動物を互いに慣れ親しませて友愛の関 
睬に置くことなく、動物たちが相互の間で噛み合い闘い合って、互いに相手を食い合うがままにさせておくこと、 
このようなことが利益になるのだとね」 

「まったくのところ」と彼は言った、「不正の礼讚者が言っていることは、まさにそういうことにほかならな 
いでしょうからね」 

「では他方、正義が有利であると説く人の主張は、われわれが言行ともに次のことを目ざさなければならない 

のだ、とハうことにほかならな(のではなかろうか？-すなわち、内なる人間こそが最もよく人間全体を支 

配して、かの多頭の動物をみずからの配慮のもとに見守り、ちょうど農夫がするように、穏やかなものはこれを 
育てて馴らし、野生の荒々しいものは生ぇ出ないように防止し、ライオンの種族を味方につけ、そして動物たち 


680 


国家(第九巻) 


D 


C 


を、お互いに対しても内なる人間自身に対しても友愛の関係に置いたうえで、その全部を共通に気づかいながら、 
そのようにして養い育てることができるようにしなければならないのだと」 

「こんどもまた、正義の礼讚者の説くところは、まさしくそういう意味のことにほかなりません」 

「だとすれば、あらゆる点からみて、正義を讚える人の説くところは真実であり、不正を讚える人の説くとこ 
ろは誤りであることになるだろう。なぜなら、快楽のことを考えてみても、評判や利益のことを考えてみても、 
正義の礼讚者は真実を語っているのに対して、正義をけなす人の言い分には何ひとつ当っているところがないし、 
またそもそも、自分が何をけなしているかを知らずにけなしているのだからね」 

「ええ、まったく何もわかっているとは思えません」と彼は言った。 

「それなら、われわれとしては彼を穏やかな態度で I というのは、彼にしてもみずから好んで誤りをおかし 
ているわけではないのだからね——説得することにしようではないか。次のようにたずねながら。—— 

『よき友よ、一般に認められている美しい事柄と醜い事柄というのも、このような理由によって区別されてき 
たと言えるのではなかろうか？すなわち、美しい事柄とは、われわれの本性の獣的な部分を内なる人間の下に 
——おそらくはむしろ神的なものの下に、というべきだろうが——服従させるような事柄であり、醜い事柄とは、 
穏やかな部分を野獣的な部分の配下に従属させるような事柄ではないだろうか？』 

彼はこれに賛成するだろうか？ それともどうするだろうか？」 

「賛成するでしょう」と彼は言った、「もし私の意見に従ってくれるならば」 

「それなら」とぼくはつづけた、「そのように考えるならば、誰にせよ、不正に金を受け取ることが利益にな 
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るというよ、 っな二とが、そもそもあり、っるだろう か- もしその；^ 果 として、 金を受け取る 二と によ二」同抹に 

自分の、っち Q 最善 S 分を、最もたちの悪い部分の奴隸としてしまう二とになるのだとしたら？ 

、、ハ ュ 、もし金を受け取ることによ って、息子な り 娘な りを 奴隸に- それも 野蛮で悪い男たちの奴隸に 

I することになるとしたら、たとえそのために、巨万の富を手に入れたとしても、けっしてその人の利益にな 
るとはいえないだろう。それなのに、幽己の内なる最も神的なものを、最も神と縁遠い最も汚れた部分の奴隸と 
して、何らいたましさを感じないとしたならば、はたしてそれでも彼は、みじめな人間だとはいえないだろう 
か？ その 人は、夫の命と引きかえに慕りを受けとったエリピュレよりも、もっとはるかに恐ろしい破滅を〇 
偾に、黄金の贈物を受け取ることにならないだろうか？」 

「はるかに 恐ろしい破滅ですとも」とグラゥコンが 言った、「この私が、その人に代ってお答えしましょう」 

I 三 

「それではまた、 放埒であることが昔から非難されているのも、同じような理由によるとは思わないかね。す 
なわち、そのような状態においては、あのおそろしい、あの巨大で複雑怪奇な獣が、しかるべき限度以上に解放 
されるからなのではないかね？」 

「ええ、明らかに」と彼。 (2) 

「また強情や気むずかしさが非難されるのは、それがラィオン的な部分や! Irb 的な荀分を不 P 和に大きく成 i > さ 
せ、緊張させる場合ではあるまいか？」 
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「たしかにそのとおりです」 

「他方、 贅沢や柔弱が非難されるのは、まさにその部分をゆるめて弛緩させるためではあるまいか—その部 
分の内に臆病さを植えつける場合にね」 

「そのとおりです」 

「また、へつらいや卑しさが非難されるのは、同じその部分、気概の部分を、あの荒れ狂って始末におえぬ默 
の下に B 従させ、金銭のため、またその獣の飽くことなき欲望のために屈辱に甘んじさせて、ラィオンであるこ 
とをやめて猿となるょぅに、若いときから習慣づける場合ではないだろぅか？」 

「大いにそのとおりです」と彼。 

「また下賤な手細工仕事や手先の仕事といったものが、なぜ不名誉なものとされると思うかね？それはほか 
でも k 、，、 その人がもっている最善の部分が生まれつき弱くて、自分の内なる獣たちを支配する力がなく、仕え 
る ことしかできないようになっていて、ただ獣たちにへつらうことだけしか学ぶことができないような場合、た 
だそのことのためで あると、 われわれは言うべきではないだろうか？」 


アルゴスの将アンビアラオスの妻。予言の力をもつアン 2「蛇」のィメージはこれまで語られなかったが、おそら 
ピアラオスは、テバィ攻めの戦いにあたって、この戦いに く 先に「ラィオンの仲問 ども」 (5800 E 〜 5 SA ) と言われた 
加わ ^ば自分が死ぬ運命にあることを予知して身を隠した ものに含まれるであろぅ。これらの部分はいぅまでもなく、 
が、黄金の首飾りに誘惑された H リピユレに裏切られて、 「気概の部分」の諸形態を意味している。 

やむなく戦いに参加し、自分の予言通り死ぬ。 
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「そう思われます」と彼は言った。 

「では、 そのような入もまた、最もすぐれた人間を支配している部分と同様の部分によって支配されるように 
なるためにこそ、その人はかの最もすぐれた人間、自己の内に神的な支配者をもっている人間の下僕とならなけ 
ればならないのだと、われわれは主張するのではないかね？ただしわれわれはけっしてトラシュマコスが被 
支配者と V っも e について考えたよ^^、その人が自分の»'«'のために、下僕とな-て支配されるべきだと考え 
るのではない。われわれは逆に、あらゆる人にとって、神的な思慮によって支配されることこそが1それを自 
分の内に自分自身のものとしてもっているのがいちばん望ましいが、もしそ、っでなければ外から与えられる田心 
慮によってでも——より善い(為になる)と考—からな Q だ。われわれ？ベてが、同じものに導かれることに 
よって、できるかぎり相似た親しい友となるためにね」 

「たしかにそれは、正しい主張です」と彼は答えた。 

r そして明らかに」とぼくは言った、「法律というものも、国民すベての味方として、そのような意図をもっ 
て、るのだ。子供たちを支配することもまた同じ。すなわち、われわれは同じこの意図のもとにこそ、子供たち 
の内部に1ちょうど国家の場合と同じように I ひとつの国制をうち立てるまでは、彼らを自由に放任するこ 
とをしない。そして、彼らの内なる最善の部分をわれわれの内なる最善の部分によって養い育てることにより、 
同じような守護者と支配者を代りに子供のなかに確立してやって、その—ではじめて、放免して自由にしてや 
るのだ」 

「たしかに、そのことは明らかです」と彼。 
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「では、グラゥコンよ、いったいどのような点で、またどのような根拠によって、不正をはたらくことや、放 
埒であったり醜い行為をしたりすることが、利益になるのだとわれわれに主張できるのだろうか——そうした行 
為によって、金銭や他の何らかの力はより多く手に入ることになるにしても、その代りに、より悪い人間になる 
のだとしたら？」 

「けっしてそのようなことは主張できません」と彼は言った。 

「またどうして、不正をはたらきながら人に気づかれず、罰を受けないことが利益になると主張できるのだろ 
( 2 ) 

B うか？ むしろ、真実はこうではあるまいか。——すなわち、不正が人目を逃れた者は、さらにいっそう悪い人 
間となるが、他方、入に気づかれて懲らしめを受ける者の場合は、その人の内なる獣的な部分が眠らされて穏や 
かになり、おとなしい部分が自由に解放される。そして魂の全体は、本来の最もすぐれたあり方に立ち返り、知 
恵に支えられた節制と正義を獲得することによって、健康に支えられた強さと美しさを獲得した身体よりも、も 
っと価値のある状態をかち取るのではないか——ちょうど魂が身体よりも価値がある、それだけの差に応じて 
ね」 

「まったくおっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

c r それなら、いやしくも心ある人ならば、自分のもつすべての力を、この目標に集中して生きるのではないだ 
ろうか。すなわち、まず第一に彼は、彼の魂をそのようなあり方に仕上げてくれる学問を尊重し、それ以外の学 


1 1 . 343 Asqq . 2 n . 361 Asqq ., 365 Csqq . 参照 0 
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問には重きを置かないだろう」 

「もちろんです」と彼。 

r つぎに、そのような人は」とぼくは言った、「身体の状態や養育を獸的で非合理な快楽に委ねて、そこにの 
み関、ひを向けて生きる、とい！っなことをしないのはもちろん、健康を目標とすること—なく、どうすれば 
I になり 健康になり 美しくなる tii 二と£ても、その二とから思慮 S 全さが得られると期待で 
きる ので S — りは、二れを重霍す5!いだろう。彼は S に、魂の2る協和音をもたらすために 

こそ、身体の内なる調和をはかるのが見られるだろう」 

「まった くおっしゃるとおりです」と彼は言った、「いやしくも彼が、真の意味で音楽家(教養ある入)であろ 

うとするならば」 

r それならまた」とぼくは言った、「財貨の獲得において秩序と協和をはかろうとするのも、やはり同じ目的 
のためではないだろうか？彼はけっして、多くの人々から幸せだと羨ましがられることに惑わされて、財貨の 
山を際限？積み上げ S とにより、二れまた際限の S 禍いをかかえ二むよう？とはしないだろう？」 
「そんなことをするとは思いません」と彼は答えた。 

「了しろ彼は」とぼくは言った、「自己の内なる国制に目を向けて、みずからの国制のなかにあるものを期 
産の多寡に i て 二— か I 乱—と es よう 1け S ら、できるかぎり二 e ような原則 S 
とづいて蛇を取りつつ、財産をふやしたり消費したりすることだろう」 

「ええ、たしかにそのとおりです」と彼。 
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「さらに、さまざまの名誉についても、彼は同じ方向に目を向けながら、自分をいっそうすぐれた人間にして 
くれるだろうと考える名誉であれば、すすんでこれに与り、享受するだろうが、しかし自分の内に確立されてい 
るあり方を解体させるだろうと考える名誉は、私的にも公的にも、これを避けることだろう」 

「するとそのような人は」と彼は言った、「国の政治に関することを、すすんで行なおう という 気持には なら 
ないでしようね。 もしもいま 言われたようなことに、 もっぱら 気を使うの だとしたら」 

「いや、犬に誓って」と.ぼくは言った、「自己自身の本来の国家においてならば、大いにその気持になるだろ 
う。ただし、現実の祖国においては、 おそらく その気にならないだろう けれども 。何か神の計らいによって、た 
またまそういう機会が与えられるのでもないかぎりはね」 

「わかりました」と彼は言った、「あなたの言われるのは、われわれがいまその建設を詳しく論じて きた 国家、 
言論のうちに存在する国家においてならば、という意味ですね。というのは、少なくともこの地上には、そのよ 
うな国家はどこにも存在しないと思いますから」 

「だがしかし」とぼくは言った、「それはおそらく理想的な範型として、天上に捧げられて存在するだろう I 
それを見ようと望む者、そしてそれを見ながら自分自身の内に国家を建設しようと望む者のために。しかしなが 
ら、その国が現にどこかにあるかどうか、あるいは将来存在するだろうかどうかということは、どちらでもよい 
ことなのだ。なぜなら、ただそのような国家の政治だけに、彼は参加しようとするのであって、他のいかなる国 
家のそれでもないのだから」 

「当然そのはずです」と彼は答えた。 
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595 「たしかにわれわれのこの国については」とぼくは言った、「ほかの多くの点でもこの上なく正しい仕方で国を 
建設して きたと思う けれども、しかしぼくは、とりわけ詩(創作)についての処置を念頭に置いて？言いたい」 
「とおっ しやいますと、どのような？」 と 彼はたずねた。1) 
「詩^創作}のなかでぎ奶ることを機能とするかぎりのものは、けっしてこれを受け入れな1と\っこと广と 
B 、うのは、 ぼくは思うのだが、それを絶対に受け人れてはならぬということは、魂の各部分の働きがそれぞれ別 
W こ 区別され ( M 今になってみると、前よりもいっそう明らかにわかっているわけだからね」 

「どうしてですか？」 

「相手が君たちだから、話すことにしよう。君たちならぼくのことを、悲劇作家をはじめその他すベて真似を 
仕事とする人々に、告げ口したりしないだろうからね。—つまり、どうもすベてそうした類いのものは、聴く 
、ヶの心に害毒を与えるもののようなのだ。聴衆のほうで、それらの仕事がそもそもどのような性格のものであ 
るかという知識を、解毒剤としてもっていないかぎりはね」 

「いっと、，どのようなお考えで」と彼はたずねた、「そう言われるのでしょうか？」 

「話さ k ナ \ボならない」とぼくは言った。「子供のころからぼくをとらえているホメロスへの愛と長れとが、 
C 話すのを妨デるけれども0 —— じっさいホメロスこそは、あの立派な悲劇作家たちすべての最初の師であり指導 


国家（第十巻) 


596 


者であったように思えるからね。しかしながら、ひとりの人間が真理よりも尊重されるようなことがあってはな 
らない。いや、いま言ったように、話さなければならない」 
r たしかにそうです」と彼は言った。 

「では聞いてくれたまえ。というよりむしろ、答えてくれたまえ」 

「たずねてください」 

「真似(描写)とは、全般的にいって、そもそも何であるかということをぼくに言うことができるかね？とい 
うのは、じつはぼく自身にも、それが何を意味しているかが、 あまりよ くわからないからなのだが」 

「すると」と彼は言った、「この私ならきっとわかるだろうというのですか」 

r べつに不思議なことではないだろう」とぼくは答えた、「視力の鋭い者より視力の鈍い者のほうが先に見つ 
けることだって、よくあるからね」 

「ええ、いかにも」と彼は言った、「ところがあなたを前にしては、かりに私に何かが見えたとしても、すす 
んでそれを言おうという気持にもなれないでしょうよ。ここはどうしても、御自分で見ていただかなければ」 

1 日 • 392D 〜3900 «参照。必ずしも真似を行なうすべハ§ して言われていると解すべきであろう。 

作品が拒けられたわけではなかったが、おそらくここの 21¥.436>〜4410交.5〇〇01>~5〇〇10における「魂の三区 

言葉は、 396W 〜 397 D で区別された、すぐれた人の語り方 分」に関する議論をはじめ、一般的には 1V, W, K の議論 
(「真似が占める部分は少ししかない」 396E) と、劣悪な人 全体がこの問題に関わるものであった。 

の語り方(「何もかもを真似る」 397 A) とのうち、後者を指 


691 



c 


B 


{ 596 ) 


「それならば、われわれは 次の ことから 考察を はじめることにしよう か- いつも やって いる 探求方法を出発 

点としてね。と ハう のは、われわれは、われわれが同じ名前を適用するような哆くのものを一まとめにして、そ 

1) 、 、 

の一組ごとにそれぞれ一つの〈実相〉(エイドス)というものを立てることにしているはずだから。どうだわ 力ら 
ないかね？」 

「わかります」 

「ではい まも やはり、そのような〈多くのもの〉のうちで、どれでも君の好きなものを取り上げることにしよう。 
たとえば、もしよければ、こんな例で考えよう——寝椅子や机は、数多くあるはずだ」 

「ええ、むろん」 

「ところがそれらの家具について、〈実相〉(イデア)はということになると、二つあるだけだろう-寝椅子の 

それが一つと、机のそれが一つ」 

「はぃ」 

「ところで、これもまたわれわれのいつもの説ではないか、——すなわち、いまの二つの家具のそれぞれを作 
る職人は、その〈実相〉(イデア)に目を向けて、それを見つめながら一方は寝椅子を作り、他方は机を作るのであ 
っ^ J )、 それらの製品をわれわれが使うのである。他のものについても同様なのだ、とね。なぜなら、〈実相〉その 
ものについては、職人のうち誰ひとりそれを作ることはないのだから。どうして作ることができようか？」 
「けっしてできません」 

「それではひとつ、次のような製作家についても、君はその職人を何と呼ぶか考えてみてくれたまえ」 
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「どのような職人ですか？」 

「それぞれの種類の手仕事職人が作るかぎりのものを、すべて何でも作るような職人のことだ」 

「なんとまあ腕の立つ、驚くべき男ですね！」 

「まあ待ちたまえ。いますぐにもっと感心するだろうから。いいかね、この同じ手仕事職人は、すべての家具 
を作ることができるだけではなく、さらに、大地から生じる植物のすべてを作り、動物のすべてを——自分自身 
もを —— 作り、さらにこれらに加えて、大地と、天空と、神々と、すべての天体と、地下の冥界にあるいっさい 
のものを作るのだよ」 

「ほんとうに驚きました」と彼は言った、「大へんな知恵者ですね」 

「信じられないかね？」とぼくは言った、「では聞くが、君はそのような職人は、いかなる意味においても存在 
しえないと思うのか？ それとも、ある意味ではいま言ったすべてのものを作る人がありうるが、ある意味では 
ありえないと、こう思うのかね？ 君は気づかないだろうか——君自身でも、ある仕方でならば、そういったも 
ののすべてを作ることができるだろうということに？」 

「ある仕方とは、どのような？」と彼はたずねた。 


1ィデア論の思想を最も一般的•定式的な表現で述べた重 下)を見ょ。 

要な文章でぁる(<.476>479>〜：8,«4〇00>\^.493闰 2 この 点に ついてはと くに 『クラテュロス』 3 O 09 A 〜 390 A 
などを 參照)。以下における、 この ィデア論に もとづく 詩 を 参照。 

人の仕事の性格規定については、補注 B (七六五べージ以 
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「むずかしい仕方ではないよ」とぼくは答えた、「いろんなやり方で、すぐにでもできることなのだが、まあ 
いちばん手っとりばやくやるには、鏡を手に取ってあらゆる方向に、ぐるりと^わしてみる気になりさえすれば 
よ、，。そうすれば、君はたちまち太陽をはじめ諸天体を作り出すだろうし、たちまち大地を、またたちまち君自 
身およびその他の動物を、家具を、植物を、そしていましがた挙げられたすべてのものを、作り出すだろう」 
「ええ」と彼は言った、「そう！^ e るところのもの(写像)を、しかしけっしてほんとうにあるのではないもの 
を、ですね」 

「うまい！」とぼくは言った、「議論のために必要適切なことを言ってくれた。というのは、思うに、画家も 
またそのような製作者だろうからね。そうだね？」 

「ええ、むろん」 

「しかしながら、ぼくの思うに、君はきっと画家が作り出すものはほんとうのものではないと、主張するだろ 
う。ただし、ある仕方では画家もやはり寝椅子を作るのだがね。そうではないか？」 

「ええ」と 彼は言った、「彼もまた、寝椅子と見えるもの(写像)を作るのです」 

二 

「では寝陏子作りの職人の場合はどうだろう。ついさっき君は、こう言っていたのではなかったかね？彼は 

〈実相〉を-これをわれわれは〈まさに寝椅子であるところのもの〉と言うわけだが、その〈実相〉を-作るので 

はなくて、ある特定の寝椅子を作るのである、と」 
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「ええ、そう言っていました」 

「それなら、彼が〈まさにそれであるところのもの〉を作るのではないとすると、彼が作るのは真の〈あるもの〉 
だとはいえなくなって、〈あるもの〉に似てはいるけれども、ほんとうにあるのではないような何かだ、というこ 
とになるだろう。寝椅子作りの職人の製品にせよ、他の何らかの手仕事職人の製品にせよ、それが完全にあるも 
のだと主張する人があれば、その人の言うことは真実ではないだろう」 

「けっして真実ではありません」と彼は答えた、「いやしくも、この種の議論に親しんでいる人々の判断する 
ところでは」 

「それなら、そういう製品とても真実在にくらべれば、何かぼんやりとした存在にすぎないということになっ 
ても、けっして驚かない ようにしよう」 

「ええ、けっして」 

「では、 どんなものだろう」とぼく は言った、 「まさにこれらのものを 例に とって、われわれの 問題で ある、 
《真似(描写)する人〉とはいったい何者であるかと いうことを 探求する ことにしよう か？」 

「ええ、 よろしければ」と彼は言った。 

( 1 ) 

「それでは、ここに三つの種類の寝椅子があることになる。一つは本性(実在)界にある寝椅子であり、ぼくの 
思うには、われわれはこれを神が作ったものと主張するだろう。——それとも、ほかの誰が作ったと主張で きる 


1すなわち、ィデアの世界。 
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だろうか？」 

「ほかの誰でもないと思います」 

「つぎに、もう一つは大工の作品としての寝椅子」 

「ええ」と彼。 

「もう一つは画家の作品としての寝椅子だ。そうだね？」 

「結構です」 

「こうして、 画家と、寝椅子作りの職入と、神と、この三者が、寝椅子の三つの種類を管轄す る 者として、い 
ることになる」 

「ええ、三人います」 

「そのうちで神は——そうすることを望まなかったのか、あるいは、本性(実在)界に寝椅子を一つより多く作 
ってはならない何らかの必然性が課せられてあったのか、いずれにしても——かの〈まさに寝椅子であるところ 
のもの〉自体をただ一つだけお作りになった。そしてそのような寝椅子が二つまたはそれより多く、神によって 
産み出されたことはなかったし、これから生じることもないだろう」 

「それはどうしてでしょうか？」と彼はたずねた。 

「こういうわけだ」とぼくは言った、「もし神が二つだけでもお作りになるとするならば、そこにふたたび一 
なる寝椅子が新たに現われて来て、それの〔寝椅子としての〕相を、先の二つの寝椅子はともに貰い受けてもって 
、，ることになるだろう。そして、この新たな一つの寝椅子こそが《まさに寝椅子であるところのもの〉であること 
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になり、先の二つはそうでないことになるだろう」 

「そのとおりです」と彼は言った。 

D rM うに、 神は こうした 事態を知っているがゆえに、 貪 P かるところの寝椅子の真の作り手となることを1 
けっして勤 W 皆 4! か 寝椅子を作る史^? 皆 4製作者と なること をでは なく —お望みになって、本性(実在} とし 
てのただ一つなる寝椅子を作り出されたのだ」 

「そのように思えます」 

「それではこの神のことを、われわれは、その寝椅子の『本性(実在)製作者』、または何かこれに類した名で呼 
ぶことにしようか？」 

「少なくとも正当な呼び方であることはたしかですね」と彼は言った、「この寝椅子も、その他のすべてのも 
のも、神は本性(実在)的なものとしてお作りになったのですから」 

「では大工は、何と呼んだらよいだろう。寝椅子の製作者と呼ぶべきではないか？」 

「ええ」 

「では画家もやはり、そのような事物の製作者であり、作り手であると呼ぶべきだろうか？」 

「いいえ、けっして」 

「すると君は画家のことを、寝椅子の何であると言うつもりなのかね？」 

E 「わたしとしては」と彼は言った、「こう呼ぶのがいちばん穏当ではないかと思います-先の二者が製作者 

として作るものを真似る(描写する)者であると」 
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「よかろう」とぼくは言った、「すると君は、本性(実在)から遠ざかること第三番目の作品を産み出す者を、 

<真似る者〉(描写家)と呼ぶわけだね？」 

「ええ、そのとおりです」と彼。 

「してみると、悲劇作家もまた、もし彼が〈真似る者〉(描写家)であるとするならば、そうだということになる 
だろう——つまり、いわば真実(実在)という王から遠ざかること第三番目に生まれついた素姓の者だ、というこ 
とになるだろう。そして他のすべての〈真似る者〉(描写家)もまた同じことだ」 

「ええ、おそらく」 

「これで〈真似る者〉(描写 S のことでは、われわれの同意が成立した。つぎに、画家について答えてもらいた 

いことがある。 1 いったい、画家が真似て描写しようと試みる対象は、先に述べたあの、本性(実在)界にある 

それぞれのもの自体なのか、それとも職人たちが作った製作物なのか、君にはどちらだと思えるかね？」 

( 1 ) 

「職人たちが作った製作物のほうです」と彼は答えた。 

「それを実際にあるとおりに真似るのかね、それとも、見えるとおりにかね？ この点をさらに区別してもら 
わなければならないからね」 

「それはどういう意味のことをおっしゃるのでしょう？」と彼はたずねた。 

r こういうことだ。——ここにひとつの寝椅子がある。君がこれを斜め横から見ようと、正面から見ようと、 
あるいは他のどのような方向から見ようと、この寝椅子自体が少しでも異なったものになることは、よもやない 
だろうね？ むしろ、実際には寝椅子は少しも異ならないけれども、ただいろいろと違った姿に見えるというこ 
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とではないかね？ そしてこれは、他のものについても同様だろうね？」 

「そうです」と彼は言った、「違って見えるだけで、実際には少しも異なっていません」 

「では、まさにその点を考えてもらいたいのだ。 —— いったい絵画とは、ひとつひとつの対象についてどちら 
を目ざすものなのだろうか？ 実際にあるものをあるがままに真似て写すことか、それとも、見える姿を見える 
がままに真似て写すことか？ つまり、見かけを真似る描写なのか、実際を真似る描写なのか？」 

「見かけを真似る描写です」と彼は答えた。 

「してみると、真似(描写)の技術というものは真実から遠く離れたところにあることになるし、またそれがす 
心てかものを作り上げることができるというのも、どうやら、そこに理由があるょうだ。つまり、それぞれの対 
象のほんのわずかの部分にしか、それも見かけの影像にしか、触れなくてもょいからなのだ。 

たとえば画家は——とわれわれは言おう——靴作りや大工やその他の職人を絵にかいてくれるだろうが、彼は 
これらのどの職人の技術についても、けっして知ってはいないのだ。だがそれにもかかわらず、上手な画家なら 
ば、子供や考えのない大人を相手に、大工の絵をかいて遠くから見せ、欺いてほんとうの大工だと思わせること 
だろう」 

「ええ、たしかに」 


1画家の仕事に対するこの規定は、しばしば、純粋の写実 とみなされてきた。しかし、補注 B 一(七六五—七六八べ 
主義に対してしか当てはまらないょぅな偏狭な見解である ージ)を見ょ。 
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「しかし、友よ、思うにすベてこのような人々については、次の点をよく考えなければならない。すなわち、 

誰かがある、こついて、われわれにこう告げたとする-自分はありとあらゆる職人の技術を心得ている人、ま 

たほかの事柄についても一人一人が知っているかぎりのすべてのことを知り、およそどんなことについても誰よ 
りも 正確に知っている人、そういう人に出会った、と。このような場合には、われわれはその人にこう答えなけ 
ればならないのだ—— 

『君はお人よしの人間だ。どうやら、どこかのいかさま師•物真似師に出会ってまんまとだまされたあげく、 
その男が全知の人だと思いこんでしまったらしいね。ほかでもない、君自身が知識と無知と真似とをしらべて区 
別することができないからだ』」 

「まったくおっしゃるとおりです」と彼は言った。 

三 

「それなら」とぼくは言った、「つぎに悲劇と、悲劇の指導者であるホメロスのことをよくしらベてみなけれ 

V 6 なら、よ、，。なぜならわれわれは、ある人々からこういうことを耳にするからだ-これらの作家たちはあらゆ 

る技術を、また徳と悪徳にかかわる人間のことすべてを、さらには神のことまでも、みな知っている。ほかでも 

ない、すぐれた作家(詩人)たる者は、作品の題材として何を取り上げるにしても、それについて立派に詩作しよ 

うとするのであれば、主題となるその事柄を必ずよく知っていて詩作するのでなければならない。そうでなけれ 

( 1 ) 

ば詩の創作は不可能なのだからと、こういうわけだ。 
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そこでわれわれとしては、次のどちらがほんとうであるかを、よくしらベてみなければならない——そのよう 
なことを言う人たちが出会っているのは、たんに真似を仕事とする人々であって、その真似師たちに彼らはまん 
まとだまされ、その作品を見ても、それが実在から遠ざかること三番目のもので、真実を知らなくても容易に作 
れるようなしろものだということに、気づかないでいるのではないか。なにしろ、真似師が作るのは見かけの姿 
なのであって、実際のものではないのだからね。それともまた、さっきのようなことを言う人たちにも一理あっ 
て、すぐれた作家(詩人)というものは、見事に語っていると大衆に感心されるその当の事柄を、ほんとうに知っ 
ているのであろうか」 

「たしかに、よく検討してみなければなりません」と彼は言った。 

「では、もしある人が、真似(描写)の対象となるべきものと、その対象の影像と、この両方をともに作り為す 
能力があるとしたならば、いったいその人は、真剣になって影像を製作することに身をささげ、その仕事を最上 
の所有物として自分の生活の前面にかかげるだろうと、君は思うかね？」 

「いいえ、そうは思いません」 

「むしろ、思うに、いやしくも自分が真似するその当の物事について、もしほんとうに知識をもっているので 
あれば、その人は似姿のために熱意を傾けるよりは、実際にそれを行なうことのほうに、ずっと真剣になること 

1これが実際に、ブラ トンの 時代に流布していた一般的な く、 さまざまの 仕事や技術に関する事柄についてまで も、 
通念であった。彼の時代に至るまで、詩人の—— とくにホ ー種の教科書あるいは百科全書としての役割を果していた 
メ ロスの——作品は、人間の生き方や道徳の問題だけでな といえる。 i 補注 B 三(とくに七七一ぺージ)。 
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だろう。そして多くの立派な業績を自分自身の記念碑として後に残すことにつとめ、讚える人であるよりは讚え 

( 1 ) 

られる人となることをこそ、 熱望す ることだろう」 

「そう思います」と彼は言った、「名誉からいっても有益さからいっても、両者には差がありますからね」 

「ではわれわれとしては、ほかの事柄に関するかぎりは、ホメロスあるいは他のどのような作家(詩人)に対し 

て も、 次のような質問をして説明を求めることはしないでおこう——すなわち、もし彼ら作家(詩人)のうちにほ 

し とうに 医術の心#がある者、けっしてたんに医者の言葉を真似るだけの人ではない者が、誰かいたのであるな 

2) 、 

ら f 、 いっ V こハどのような病人たちを-アスクレピオスがやったように-古今を 問わず 誰かある作家(詩人) 

が健康にしたと伝えられているのか？あるいは、 アスクレピオス がその後裔たちを医者として残したように、 
医術の心得あるどのような弟子たちを後に残したのか、とね。あるいはまた、医術以外のさまざまの技術につい 
て も、 彼らに対してそのような質問をするのはひかえて、許してやることにしよう。 

けれども、ホメロスが 語ろうと試みている最も重大で最も立派な事柄については-戦争とか、軍隊の統帥と 

か、国家の統治とか、そして人間の教育といった事柄については—、次のようにたずねて彼に質問するのが正 
当ではあるまいか。 

『親愛なるホメロスよ、もしあなたが人間の徳性について、真実から遠ざかること第三番目の人、われわれが 

真似師と規定したところの影像製作者ではなくて、むしろ第二番目にまで達している人であるならば、そしてど 

のような 仕事が公私において人間を向上させ、あるいは堕落させるかを認識することができたというのであれ 

( 3 ) 

ば、どうかわれわれに言っていただきたい——リュクルゴスのおかげでスパルタの統治は善くなったし、また同 
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様の例はほかにも大小多くの国にたくさん見られるけれども、それと同じようにあなたのおかげで統治が善くな 

った国というのは、いったいどこの国であるのか？どの国があなたのことを、すぐれた立法者であり、自分 

たちを裨益してくれたと申し立てているのか？ィタリアとシケリアはカロンダスのことをそのように申し立 
( 5 ) 

て、われわれはソロンのことをそのように言っている。ではあなたのことを、どの国がそのように言っているの 
か？』 

-ホメロスは、どこかの国の名を挙げることができるだろうか？」 

「いいえ、そうは思いません」とグラゥコンは答えた、「じっさいホメロス崇拝者の人たちでさえ、そのよう 
なことは言っていません」 

「それなら、ホメロスの時代に彼が指揮し、あるいは彼が作戦を授けたおかげで、見事な戦いぶりとなったと 
語り草になっているような戦争が、何かあるだろうか？」 

「何もありません」 

「それなら、実際的な仕事に才能のある人間がするような、技術上あるいは他の何か実用上の多くの巧みな考 

4 前六世紀にシケリア(シシリ—)島の カタ ナに出た立法家。 
カタ ナのほか ィタリアと シケ リアの カル キス 人植民諸都市 
の法律を制定した。 

5 前五九四年にアルコン(政務長官)となり、その立法によ 
つてアテナイを混乱と不幸から救い、民主政治の基礎をき 
ずいた。 


1すなわち、ホメロスとなるよりも、アキレウスとなるこ 
とを望むだろぅ、といぅこと。 

2 m . 405 D , 406 C , 4070，一 E 等に既出。日. 405 D に対する 
注参照。 

3 スパルタの法律制度を創設したと言われる伝説的な立法 
家。 
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( 1 ) 

案が、彼こついて e えら^ているだろうか- ちょうど こんどはミレトスの人タレスや、スキユティアの人アナ 

( 2 ) 

カルシスについてそう伝えられているように？」 

「いいえ、そのようなことは、まったく何ひとつ伝えられていません」 

「それなら、もし公にはそのようなことが何もないというのであれば、私的な面で、ホメロスが彼自身の存命 

中に或る人々の教育上の指導者となり、その人々は師弟の交わりのゆえにホメロスを敬愛して、ホメロス的な生 

の道とも、， うべき ものを、後の人々に伝え残したというような話があるだろうか？ちょうどピュタゴラスが、 

彼 自身 も そのこと ゆえに特別に敬愛され、また後継者たちも、いまでもなおピュタゴラス的な生き方と呼びなが 

( 3 ) 

らその道を守り、他の人々のあいだで目立った存在であるとみなされているようにね」 

「そういう話も何ひとつ伝えられていません」と彼は言った、「なにしろ、ソクラテス、もしホメロスについて 
語ら tL て(ることがほんとうだとすれば、ホメロスの弟子であるクレオピュロスは、その教育の程度にかけては、 
おそらく彼のおかしな 名， i 刖よりもっとおかしく見えるくらいですからね。というのは、ホメロスは、自分自身が 
まだ 生きている間で さえ、 さんざんこの弟子から、ないがしろにされたという話ですから」 

四 

「たしかにそう語り伝えられているね」とぼくは言った、「しかしね、グラゥコン、かりにホメロスが、教育 
についてはただ真似る能力でなく認識する能力をもった人として、ほんとうに人間を教育し、人々をよりすぐれ 
た者にすることができた.のであれば、彼はたくさんの弟子をつくって、彼らから尊敬され慕われたはずだとは思 
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わないかね？ げんに、アブデラの7°ロタゴラスやケオスのブロディコスをはじめとして数多くの人たちは、自 
D 分の同時代人たちと私的に交わることによって、彼らの心に、もし自分たちが彼らの教育をみてやらなければ、 
彼らはわが家をも自身の国をも治めることができないだろう、という考えを植えつけることに成功しているし、 
そしてこの知恵のゆえに弟子たちから愛されるあまり、弟子たちは彼らを頭の上に持ち上げてかつぎまわらんば 
かりではないか。 

それなのにホメロスの場合、もしほんとうに彼が人々をすぐれた人間にするのに役立つことができたとしたら、 

彼の同時代人たちは、そのホメロスが-あるいはへシオドスが-詩を吟誦しながらさすらい歩くのを、ほっ 

ておいたであろうか？ むしろ、金よりも彼らのほうを大切にしてしがみつき、自分の家にいっしょにいてくれ 
E るよう、むりにでも頼んだはずではなかろうか？ そしてもしそれが聞き入れられなければ、自分のほうがお付 


1前六世紀初頭の人、七賢人の一人、万物の根源を水であ 
ると 主張し、 アリストテレスにょって 哲学の 始祖とされた0 
ィオ-ーア諸都市の大同団結を説き (へ ロド トス 『歴史』一 
巻一七〇)、クロ ィソ スの軍隊のために堀割の工夫に ょっ 
て 渡河を可能にし(同上一巻七五)、オリーブの豊作を予知 
して 金を 儲けてみせる (アリストテレス 『政治学』 一巻 一 
一章)など、実際的な知恵にもす ぐれて いた。 

2 錨と轆轤を発明したと言われている人物 ( Diog . L.L 
105)。 

3 学問(とくに数学)による魂の浄化と不死を説いて宗教的 


な団体を組織した ピュタゴラス (前五三〇年ころ)の後継者 
たちは、 「ピュタゴラス 派の人々」と呼ばれながら、ギリ 
シアの各地にぁって、長くその独得の思想と生き方の伝統 
を守りつづけて、ギリシア思想史に大きな影響を与えた。 

4 クレオピュロスといぅ名前は、「肉の族」といぅ意味に 
なる。 

5 いずれも、前五世紀に活躍した高名のソ フィストと して、 
プラトンの他の箇所にもしばしば言及され る。とくに 『ブ 
ロタゴラス』でその人物が詳しく描かれている(同篇「解 
説」の登場人物の項参照)。 
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きの教師のように、彼らの行くところどこへでもお伴をして、教育の分け前にじゅうぶんあずかるまでは、はな 
れようとしなかったはずではないだろうか？」 

「おっしゃることは、ソクラテス、まったくそのとおりだと思います」と彼は言った。 

r それでは、ホメロスをはじめとしてすベての作家(詩人)たちは、人間の徳——またその他、彼らの作品の主 
S となるさまざまの事柄——に似せた飲 «' を描写するだけの人々であって、真実そのものにはけっして触れてい 
な(のだということを、われわれはここで確認することにしようか？それはちょうど画家の場合と同様であっ 
て、先ほどわれわれが言っていたように、画家は実際の靴作りと思えるものを創作するけれども、自分が靴を作 
ることを知っているわけでもないし、また描いて見せる相手のほうも、同様に何も知らずに、ただうわべの色と 
形から見て判断するだけの人たちなのだ」 

「たしかにそのとおりです」 

「同じように、ぼくの思うには、作家(詩人)もまた、真似て描写する以外のことは知らずに、それぞれの技術 
がもって、，るうわべの色彩とでもいうべきものを、語句を使って塗り描くのだと言うべきだろう。そしてその結 
果、彼自身と同じく何も知らずに、うわべの言葉だけから見て判断する人たちには、靴作りの技術についてであ 
れ、軍の統帥についてであれ、さらに他の何についてであれ、韻律とリズムと調べをつけて語るならば、大へん 
立派に語られているように思えるのだ、とね。それほどまでに大きな魅惑力を、そうした韻律その他の音楽的要 
素というものは、それ自体だけで本来的にもっているのだ。げんに、詩人が語るところの事柄から音楽という色 
釤がはぎとられて、内容それ自体として語られる場合、それがどのようなものとして現われるか、.君は知ってい 
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ると思う。きっと見たことがあるだろうからね」 

「ええ、たしかに」と彼は言った。 

「それは、若ざかりにあるけれども、もともと美しくはない人たちの顔のようなものではないかね？」とぼく 
は言づた、 r 花のさかりに見捨てられたとき、そうした顔がどのように見えてくるかというのと同様だね？」 
「まったくそのとおりです」と彼は言った。 

r さあそれでは、次のことを考えてくれたまえ。影像を作る人、すなわち、物を真似る人は、われわれの主張 
では、あるものについては何も知らず、見えるものについて知っているだけである。そうではないかね？」 
「はぃ」 

「それなら、問題を、半分だけ語られたままで残しておかずに、じゅうぶんに考察することにしようではない 

か」 

「どうぞ」と彼は言った。 

「画家は——とわれわれは言う——手綱や馬銜を描くであろう」 

「ええ」 

「しかしそれを作るのは、皮職人や鍛冶家だろう」 

「たしかに」 

「では、手綱や馬銜がどのようなものでなければならぬかを、画家は知っているだろうか？それとも実は、 
製作者である鍛冶家や皮職人でさえ知らないのであって、そのことの知識をもっているのは、それらを使うすべ 
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を心得ている人、すなわち、馬に乗る人だけではないだろうか？」 

「おっしゃるとおりです」 

「あらゆるものについて、事情は同じであると言うべきではないだろうか？」 

「どのような意味でですか？」 

「それぞれのものについて、いま挙げたような三つの技術があるのではないかね——すなわち、使うための技 
術、作るための技術、真似るための技術」 

「ええ」 

「ところで、道具にせよ、動物にせよ、行為にせよ、それぞれのものの善さや美しさや正しさは、それぞれが 
そのために作られたり生じたりしているところの、ほかならぬ使用ということに関わるものではないかね？」 
「そのとおりです」 

「そうすると、まったく必然的に、それぞれのものを使う人こそが、最もよくそのものに通じている人であり、 
そして、自分の使うものが実際の使用にあたって、どのような善いところあるいは悪いところを示すかを、製作 
者に告げる人となるのだ、ということになる。たとえば、笛吹きは、笛作りの職人に笛のことについて、どの笛 
が実際に笛を吹くにあたって役に立つかを告げ、職人がどのような笛を作らなければならないかを命令するので 
あって、職人のほうはこれに仕えるわけなのだ」 

「むろんそうです」 

「そこで、一方は、善い笛と悪い笛について知っていて告げるのだし、他方はそれを信じて作るのだね？」 
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「ええ」 

「してみると、同じ道具について、製作者のほうは、知っている人とつき合い、知っている人から聞かなけれ 
602ばならないおかげで、その道具の美し悪しについて正しい信念をもつことになるわけだし、使用者のほうは知識 
をもつことになるわけだね？」 

「たしかに」 

「では、真似る人はどうだろう。彼は自分が描く対象について、それを使うことによって知識を——美くて正 

しいかそうでないかの知識を-もつことになるだろうか？それとも、必要上知っている人とつき合い、！の 

ようなものを描くべきかを命令されることによって、正しい思わくをもつことになるのだろうか？」 

「そのどちらでもぁりません」 

「してみると、真似る人は、自分が真似て描写するその対象について、その美し悪しに関する知識をもつこと 
もなければ、 TE しく M わくすることもないということになる」 

「そうらしいですね」 

「だとすれば、詩によって真似る人は、自分が詩に作るところの題材に関する知恵にかけては、さぞ御立派な 
ものだろう！」 

「いいえ、ぁまり」 

Br しかしながら、それにもかかわらず彼は、真似ることをやめないだろう——それぞれのものについて、それ 
がどの点で善いか悪いかを知らずにね。いや、思うに彼は、何も知らない多くの人々に美しいと見えるようなも 
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の、そういうものを真 以て描写す ることだろう」 

「それ以外のものではありません」 

「では、こうした点については、 どうやら われわれは、充分な同意に達したらしいね。すなわち、真似る人は、 
彼が 盲 r 以て描写するその当のものについて、言うに足るほどの知識は何ももち合わせていないのであって、要す 
るに 〈真以 ごと〉とは、ひとつの遊びごとにほかならず、まじめな仕事などではないということ、そして、ィアン 
ボスやエポ( XI の韻律を使って悲劇の創作にたずさわる人々は、すべてみな、最大限にそのような〈真似ごと〉に従 
事している人々である、ということだ」 

「まったくそのとおりです」 

五 

r ゼゥスに誓って」とぼくは言った、「かくてこの真似という行為は、真実から遠ざかること第三番目のもの 
と関係するのではないか。そうだね？」 

「ええ」 

「ところで他方、それは人間性のどのような部分に対して、それがもっている効力を与えるものなのだろう 

( 2 ) 

か？」 

「それは、どのようなことについて言われるのでしょうか？」 

「説明しよう。——同じ大きさのものでも、近くから見るのと遠くから見るのとでは、等しからざる大きさの 
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ものと して、われわれに現われる だろう」 

「え.え、たしかに」 

「また、同じものが、それを水中に入れて見るか外に出して見るかによって、曲って見えたり、まっすぐに見 
えたりするし、さらにまた色に関する別の視覚の迷いによって、くぼんで見えたり、ふくらんで見えたりするし、 
D すべてこうした混乱がわれわれの魂のなかに内在していることは明らか だ〇 . 書割(陰影画)なども、われわれの本 
性にそなわるまさにこの弱点を利用す る ことによって、われわれをごまかすすべにこと欠かないわけであり、ま 
た手品とか、その他これに類する多くの仕掛けもみなそうで ある」 

「そのとおりです」 

「ところで、測ること、数えること、秤にかけることは、 そうした 錯覚に対抗してわれわれを助けるための絶 
妙の手段として、発明されたのではないかね？これのおかげで、われわれの内に支配するのは見かけ上の大き 
さ•小ささの差異や、見かけ上の数や重さの差異ではなく、数や長さや重さをちゃんと計算し測定したものこそ 
が、支配するようになったのだ」 

「間違いなく、そのとおりです」 

E r しかるに、そうした仕事はといえば、これは魂のなかの理知的部分の働きにほかならないだろう」 

1ィアンボスは短長で一)の脚韻からなる韻律。エボスは 2 ここから「詩への告発」の第二部として、詩の感情的効 
長短々 ( levy ) の脚韻(ダクテュロス)を六つ重ねる叙事詩 果に関する側面が論じられる。 i 補注 B 二(七六八—七七 
の詩型。日. 400 A 注4を参照。 一ぺージ)。 
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「たしかにその部分の働きです」 

「ところが、この理知的部分が、測定の結果として、あるものが他のものよりも大きいとか、小さいとか、等し 
いと か告デて(るのに、その同じものが同じときに、見かけのうえでは測定と反対に見えることがしばしばある」 
「ええ」 

「けれども、同じものが同じものについて同時に反対の判断をもつということは、不可能であるとわれわれは 
( 1 ) 

主張していたのだね？」 

「そうです。正しい主張でした」 

「してみると、測定に 反した 判断をもつような 魂の部分は、測定と一致した判断をもつ部分とは、同じではあ 
りえないということになる」 

「ええ、たしかに」 

「ところで、 いやしくも 測定と計算を信用する部分であるならば、それは魂の最善の部分というべきだろう」 
「もちろんです」 

「したがって、それに反対するところの部分は、われわれの内にある低劣な部分の一つだということになる」 
「必然的にそうなります」 

「そういうわけで、じつはこの点の同意を得たいと思いながら、ぼくはさっき言っていたのだよ。-つまり、 

絵画および一般に真似の術は、真理から遠く離れたところに自分の作品を作り上げるというだけでなく、他方で 
はわ^ t われの内の、田 b 慮(知)から遠く離れた部分と交わるものであり、それも何ひとつ健全でも真実でもない目 
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C 


的のために交わる仲間であり友である、とね」 

「まったくおっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「してみると、真似の術とは、それ自身も低劣、交わる相手も低劣、そして産み落す子供も低劣、というわけ 
だ」 

「どうもそのょうです」 

「視覚にうったえる真似の術だけがそうなのだろうか」とぼくはたずねた、「それとも、聴覚にうったえる真似 
の術もやはりそうなのだろうか？ それをわれわれは、詩と名づけているわけだが」 

「それについても、たぶん同じことが言えそうです」と彼は答えた。 

「それでは」とぼくは言った、「絵画から類推してたぶんそうだろうと信じるだけでなく、さらに一歩をすす 
めて、詩が行なう〈真似〉の術が関係をもつところの心の部分を直接取り上げ、その部分が低劣な部分であるか、 
すぐれた部分であるかを見ることにしょうではないか」 

「ええ、そうしなければなりません」 

「では、こういうふうに問題を設定することにしよう。 —— われわれの主張では、詩が行なう〈真似〉は何を真 
似て描写するかといえば、人間が強制された行為あるいは自発的な行為をなしているところや、行為の結果とし 
て幸福であるとか不幸であるとか思っているところや、またすべてこうした状況のなかで、苦しんだり喜んだり 


1 IV . 436 A 〜 C を見ょ0 
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( 1 ) 

しているところである。ほかには何もなかったろうね？」 . 
「何もありません」 

「では、いまいったようなすべての場合において、人間の心は一致協和した状態にあるだろうか？それとも、 
ちょうど視覚の場合に、分裂抗争が起って、人は同じものについて同時に反対の判断を自分の内にもつことにな 
ったのと同様に、さまざまの行為においてもまた、分裂抗争が起って、自分が自分と闘うのであろうか？だが 
想い S せば、すくなくともこの点については、われわれはいまさら同意を求めるにはおよばないのだ。すでに以 
前の議べ1において、これらすベてのことについて、充分の同意に達したのだから。1すなわち、われわれの魂 
は、同時に生じる無数のそのような対立によって、いつも満たされているのだ、とね」 

「その同意は正しいものでした」と彼は言った。 

「たしかに正しかった」とぼくは言った、「しかし、あのときにはちょっと省略したことがあって、その点をこ 
んどは、 くわしく 論じなければならないように思われるのだが」 

「どのような点を？」と 彼はたずねた。 

「立派な人物というものは」とぼくは言った、「息子を失うとか、その他何か自分が最も大切にしているもの 

を失うとか、そういった運命を身に受けたとき、ほかの誰よりも平静にそれを堪え忍ぶだろうということ、ここ 

( 3 ) 

までのことは、あのときもたしか、われわれは言っていたはずだ」 

「ええ、たしかに」 

「いまはさらに、こういうことを考えてみようではないか——いったい、そういう人物は、少しも悲しくはな 
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604 


いのだろうか？ それとも、そういうことはありえないことであって、ただ悲しみに堪えて節度を保とうとして 
いるのだろうか？」 

「後のほうでしょう」と彼は言った、「実情はといえば」 

「そこでつぎに、その人物についてこの点を答えてくれたまえ——彼がよく悲しみと戦い、それに抵抗するこ 
とができるのは、自分と似た人物たちから見られているときだと思うかね、それとも、自分ひとりだけで孤独の 
状態になったときだと思うかね？」 

「ひとから見られているときのほうが」と彼は言った、「はるかによく我慢するでしょう」 

「それに反して、自分ひとりだけになったときには、ぼくの思うに、ひとに聞かれたら恥ずかしいようなこと 
も、気を許していろいろたくさん口にするだろうし、ひとに見られたくないような振舞も、いろいろとたくさん 
することだろう」 

「そのとおりです」と彼は言った。 

六 

B r さてその場合、彼に抵抗を命じるのは理(ロゴス)と法(ノモス)であり、悲しみへと引きずって行くのは、当 

1日. 399 A 〜 C 参照。 3 ㈢ . 3 S 7 D 〜 E を見よ0 
2 IV . 439 C sqq . 
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の感情(パトス)そのものではないかね？」 

「そうです」 

「しかるに、ひとりの人間の内に、同じものについて同時に相反する方向へと導こうとする動きが起るのだと 
すれば、彼の内に(¢±1)二つのものがなければならぬ、とわれわれは主張する」 

「むろん、そういうことになります」 

「その一方のものは、すすんで法の言うことに従い、法が導いて行くほうへついて行こうとするのではない 
か？」 

「どのようにですか？」 

「法はきっと、こう言うことだろう。-不幸のうちにあっては、できるだけ平静を保って、感情をたかぶら 

せないことが最も望ましいのだ。ほかでもない、そうした出来事がほんとうは善いことか悪いことかは、必ずし 
も明らかではないし、堪えるのをつらがってみても、前向きに役に立つことは何ひとつないのだし、そもそも人 
の世に起る何 ごとも 大した真剣な関心に値するものではないのだし、それに、悲しみに耽るということは、その 
ような 状況のなかでできるだけ速やかにわれわれに生じてこなければならないものにとって、妨げとなるのだか 
ら、とね」 

「どのようなことが、妨げられるとおっしゃるのですか？」と彼はたずねた。 

「 S ったことについて熟慮することがだ」とぼくは言った、「そして、ちょうど骰子が投げられたときのよう 
に、出た目に JS じて、これが最善の途だと道理が決めるとおりに、自分のことを処置すること。ぶつかって痛手 
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E 


D 


を受けたあとで子供のように打ったところを抑えながら、いたずらに泣き叫ぶことに時を過すことなく、傷んだ 
ところはこれを治療し、倒れたものはこれを立て直して、医術の力で嘆きを消し去ることへと一刻も早く向かう 
ように、つねづね魂を習慣づけることだ」 

「たしかに、おっしゃるようにすることが」と彼は言った、「運命に対する最も正しい対処の仕方でしょう 

ね」 

「われわれの主張では、人間の内なる最善の部分は、まさにいま言った ような 理の示すところに、すすんで従 
おうとするのだ」 

「ええ、明らかに」 

「それに反して、苦悩を想い起させてはわれわれを歎きへと導き、飽くことなくそれに耽ろうとする部分は、 
非理性的にして怠惰な部分であり、卑怯未練の友であると言うべきではないだろうか？」 

「まさにそう言うべきでしょう」 

「ところで、 感情をたかぶらせる性格のほうは、 いくらでも 種々 さまざまに 真似て描く ことができる けれども、 
他方の思慮ぶかく平静な性格はといえば、つねに相似た自己を保つがゆえに、それを真似て描くのは容易ではな 

く、またそれが描写された場合にも、そうやすやすと理解されるものではない-とくに、お祭のときとか、劇 

場に集まって くる 種々雑多な人たちにとってはね。なぜなら、そういう人たちにとっては、そこに真似て描かれ 


1 テクスト ( 604 W 4) はバーネットにょらず、アダムやシヤンブリィとともに1 v ac - T -8>( Mon .) を読む0 
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ているのは、自分の与り知らぬ精神状態だろうから」 

「まったくそのとおりでしよう」 

「だから明らかに、真似を事とする作家(詩人)というものは、もし大勢の人々のあいだで好評を得ようとする 
のならば、生来けっして魂のそのような部分に向かうようには出来ていないし、また彼の知恵は、けっしてその 
部分を満足させるようにつくられてはいない。彼が向かうのは、感情をたかぶらせる多彩な性格のほうであって 
それはそのような性格が、真似て描写しやすいからにほかならないのだ」 

「明らかにそうです」 

「こうして、 いまやわれわれは、正当な理由をもって作家(詩人)をとらえ、彼を画家の片割れと規定すること 
がで きる だろう。なぜなら、真理とくらべれば低劣なものを作り出すという点でも画家に似ているし、また魂の 
同じく 低劣な部分と関係をもち、最善の部分とは関係をもたないという点においても、彼は画家とそっくりだ3 
らだ。 

このようにしてまたわれわれは、いまや、一国が善く治められるべきならば、その国へ彼を受け入れないこと 
の正当な理由をもつことになるだろう。ほかでもない、彼は魂の低劣な部分を呼び覚まして育て、これを強力に 
することによって理知的部分を滅ぼしてしまうからだ。それはちょうどひとつの国家において、たちの悪い連中 
を 権力者 こして国をゆだね、よりすぐれた人々を滅ぼしてしまうようなもの。それと同じく、真似を事とする作 
家(詩人)もまた、人間ひとりひとりの魂のなかに悪しき国制を作り上げるのだと、われわれは言うべきだろう、 
I 魂の愚かな 部分、どちらがより大きいか小さいかも識別できずに、同じものをときには大と思いときには小 
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と思うような部分の機嫌をとり、自分は真理からはるかに遠く離れて、影絵のような見かけの影像を作り出すこ 
とによってね」 

「たしかにそのとおりです」 

七 

「しかしながら、われわれはまだこのような詩に対する、最も重大な告発をすましてはいない。というのは、 

それがすぐれた人物たちをも-ほんの少数の例外をのぞいて-そこなうだけの力をもつということは、まこ 

とに由々しい危険というべきだろうからね」 

「むろん大へんな危険です。もしほんとうにそういうことをするとしたら」 

「まあ聞いて、考えてくれたまえ。いいかね、われわれのうちの最もすぐれた人たちでさえ、ひとりの英雄が 
悲しみにくれて、長いせりふを涙ながらに縷々 と 語るありさまとか、不幸を歌って胸を打つありさまとかを、 ホ 
メ ロスなり、他の悲劇作家の誰かなりが真似て描写するのを聞くとき、君も知るとおり、われわれは喜びを感じ、 
われを忘れて同情共感しつつ、ついて行く。そして、われわれを最もつ よく そのような状態にさせる作家の こと 
を、すぐれた作家であると真剣に賞め讚えるのだ」 

「もちろん知っています」 

「ところが、われわれ自身の身に悲しみごとが起った場合には、こんども君の気づいているように、われわれ 
E は反対のことを-平静を保ちそれに堪えることができるということを-誇りとする。それこそが男の態度で 
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あり、さっき 賞め讚えたような s は女のする二とだと、二う考えるわけだね」 

「気づいています」と彼は言った。 

「するとい ったい、その賞讚は筋の通った立派なものだろうか」とぼくは言った、「自分自身がそうあること 
をよ しとせ ず ii 恥じ1人物を見て、そ e 人物に1をいだく二と？、かえ"て喜びを感じて賞— 
ということは？」 

「ゼゥスに誓って」と彼は言った、「それは理屈に合わないようです」 

「そうとも」 とぼくは言った、「君が問題の点を、 f いうふうに考えてみるならばね」 

「どのように？」 

「こうい—実を考慮してもらいたいのだ。—すなわち、先に自分自身の身に起った不幸に際しては無理に 
抑えられて i たが、ほんとうは心ゆくまで泣いて嘆いて満たされる二とを飢え求めていた部分—というのは、 
そういったことを欲求するのが、魂のこの部分の自然生来の本性だからなのだが I まさにその部分こそが、い 
まや、作家(詩人)たちによって満足を与えられ、喜ぶところの部分にほかならないのたと乂っこと"^そして他 
方、われわれの内なる生来最もすぐれた部分は if って、また習慣によって—も、まだじゅうぶんに教育 
されていな：；，ために、二の涙っぽい部分に対する監視をゆるめてしまう。ほかでもない、幽分がいま百にしてい 
るのは他人の身の上のことなのであり、すぐれた人物と称するひとりの他人がみだりに愁嘆にくれるとしても 
その人を讚えたり痛ましく田心ったりするのは、自分自身にとって少しも恥ずかしいことではないのたとこう U 
うわすなのだ。むしろ、先のようにそこから快楽を得—とができるなら、それだけ得ではないかと彼は考える。 
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そして詩作品を全体として軽蔑することによってその快楽を奪われることを、けっして承知しないだろう。 

というのは、他人事から享受したものは、必ずやわが身の事にも及んでくると考えてみることができるのは、 
思うに、ただほんの少数の者だけなのだからね。じじつ、痛ましさの感情を他人事に際して育くみ、いったん強 
力にしたうえは、自分自身の苦難にあたってそれを抑えるのは、容易なことではないのだから」 

C 「まったく、おっしゃるとおりです」と彼は言った。 

「同じことはまた、滑稽なことについても言えるのではないだろうか。すなわち、 もし 君が、自分でやるの 
は恥ずかしいような滑稽なことを、喜劇の行なう真似や私的な機会などに聞いて大いに喜び、下劣なこと だと 
憎むことをしないのであれば、君はまさに悲痛な事柄におけるのと同じことをしていることになるのではないか 
ね？ 

というのは、道化者と評判されるのをおそれて、この場合にも、ふざけて滑稽なことをしたがる部分を自分の 
内において理の力で抑えていたのに、いまやまたも君はその部分をゆるめてやり、そしてそのような機会に元気 
をつけて活潑にしてやることによって、しばしばそれと気づかぬうちに、自分自身の生活そのものにおいて喜劇 
役者となりはてるところまで、引きずられて行くことになるからだ」 

「大いにそのとおりです」と彼は言った。 

Dr また愛欲や怒りについても、さらには、あらゆる行為に伴うとわれわれが主張す ると ころの、魂のうちに生 
じるすべての欲望と快苦についても、詩作に よる 真似(描写)がわれわれに与える効果は同様で あると いえるので 
はないか。すなわち、それはそうした衝動に水をやって育てるのだ——本来はひからびさせなければならぬのに0 
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そしてそれらをわれわれの内なる支配者としてしまうのだ I われわれが劣ったみじめな人間と ならずに、 すぐ 
れた幸福な人間となるためには、本来それらは支配される側に置かれなければならぬのに」 

「私にはまったく異論はありません」と彼は言った。 

r それでは、グラゥコン」とぼくは言った、「君がホメロスの讚美者たちに出会って、彼らがこんなふうに言 
うのを聞いたとしよう——すなわち、この詩人こそはギリシアを教育してきたのであって、人生の諸事の運営や 
教育のためには、彼を取り上げて学び、この詩人に従って自分の全生活をととのえて生きなければならないのだ、 
とね。 

そのとき君は、そのような彼らとても、精いっぱいの最善をつくしている人々なのだとみなしてこれを愛し、 

歓 al してやらなければならない。また ホメ a スが最も詩人らしい詩人であり、悲劇作家の第一人者であることも 
認めてやらなければならない。ただしかし、必ず心得ておかねばならないのは、詩の作品としては、神々への頌 
^ とす ぐれた 人々 への讚歌だけしか、国のなかへ受け入れてはならないということだ。もしも君が、抒情詩のか 
たちにせよ叙事詩のかたちにせよ、快く装われた詩神(ムゥサ)を受け入れるならば、君の国には、法と、つねに 
最善であると 公に認められた道理とに代って、快楽と苦痛が王として君臨す る ことになるだろう」 

「まったくそのとおりです」と 彼は答えた。 

八 

「そ A では以上をもって」とぼくは言った、「詩(創作)の問題をふたたび取り上げてわれわれが行なった弁明 
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を、終えることにしよう、-結局、詩(創作)というものが以上見たような性格のものであるからには、それを 

あのとき、われわれの国から追い出したのは正当な処置であったのだ、とね。なぜなら、道理がわれわれに そう 
することを命じたのだから。 

ただここで、われわれが頑固で粗野 だと 非難されないためにも、哲学と詩(創作)との間には昔から仲違いがあ 
ったという事実を、詩(創作)に向かって言い添えておくことにしよう。というのは、 『± sic L 吠えた C 斗ぶ犬め が』 
とか、『愚か者らの下らぬおしゃべりのなかで配張っている』とか、『あまりにも賢い連中の群を支配する者』と 
か、『自分が貧しいということを思いめぐらすのが落ちの、繊細の思想家た ( M 』 とか、その他数えきれない 多く 
の言葉が、哲学と詩の間に昔から対立があったことを示しているからだ。 

にもかかわらず、われわれはここで次のことを言明しておこう。——もし快楽を目標とする詩(創作)、すなわ 
ち、真似の仕事が、よく治められた国家のなかにそれが存在しなければならないという、何らかの論拠を提出す 
ることができるならば、われわれとしては、よろこんでそれの帰国を迎え入れるであろう。われわれ自身、それ 
の魅惑に惹かれることを自覚しているのだから。ただしかし、真理と思われることを裏切るのは、神を敬う ゆえ 
んではあるまい。 


これらは抒情詩、悲劇、喜劇の詩の行の引用と思われる とへ シオドス)批判については、、ラク レィ トス Fr . 57 
が、正確な出典は不明である。いずれも、哲学おょび哲学 (0 K )、 クセノパネス Frr . 10,一一,12 ( DK ) などを参爾。そ 
者のことを悪く言ったもの0 の他一般にプラトンの詩批判の背景にある事情については 
ブラトン以前の哲学者の側からの詩人 (とくに ホメロス i 補注 B 三(七七 一 I ヒ 七三 ぺージ )0 
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ID どう だね、君、君自身もやは り 詩の魅惑に惹かれるのではないかね？とくに、ホメロスを通じてそれを観る 
ときには」 

「ええ、大いに」 

「では、それはそのようにして、抒情詩その他何らかの韻律を用いて自分の弁明を行なったうえでなら、正当 
に帰国を許されてしかるべきではないかね？」 

「ええ、たしかに」 

「さらにまたわれわれは、みずから詩人(作家)ではないが詩を愛好しているところの、詩 («! 作)の保護者たち 
に対しても、彼らが韻律なしの言葉で詩のために弁じる機会を与えて、詩がたんに快いだけでは なく、 国のあり 
方と 人間の生舌のために有益であると論じることを許すだろう。そしてその言い分を、われわれは好意をもって 
EM くだろう。なぜならば、それがただ快いだけでなく有益であることが明らかになるならば、われわれもそれだ 
け得をすることになるだろうから」 

「得にならないはずはありません」と彼は答えた。 

「しかしながら、親しい友よ、そのことが明らかにされない場合には、ちょうど、あるとき誰かを恋するよう 
になった人たちが、その恋が身の為にならぬと考えたとき、つらくとも無理に身を退くのと同じようなことを、 
われわれもまたしなければならない。われわれも、結構な国制によって育てられたおかげで、この種の詩に対す 
608る恋を心にいだくようになっていて、この恋ゆえに、詩ができるだけ善いもの、できるだけ真実なものであるこ 
とが明ら^.こなるのを、歓ばしいこととして希うことだろう。けれども、詩が自分を弁明することができずにい 
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るあいだは、われわれはそれの声を聞くに際して、われわれが論じているこの議論をわれわれ自身に くり 返し言 
い聞かせ、それをもって詩の魅惑に抵抗する呪いとするだろう I ふたたび子供じみた恋、大衆の恋へとおちい 
らないように用心して。 

いずれにせよ、われわれは自分自身にこう言い聞かせるだろう、——このような種類の詩に対して、あたかも 
それが真理にふれるもの、重要な仕事であるかのように考えて、真剣な熱意を寄せてはならない。それこ y . をか 
たむける者は、自分の内なる国家のあり方について恐れつつ、詩を警戒しなければならない。そしてわれわれが 
詩について語った事柄を信じなければならないのだ、 とね」 

「全面的に賛成します」.と彼は言った。 

「まことに、親しいグラゥコンよ」 とぼく は言った、「ここで争われていることは重大な、ふつう考えられて 
いるよりも、はるかに重大なことなのだからね——すぐれた人間となるか、悪しき人間となるかという、このこ 
とは。だからけっして、名誉や金銭や権力の誘惑によって、さらにはまた詩の誘惑によってそそのかされて 、 JE 
義をはじめその他の徳性をなおざりにするようなことがあってはならな、，のだ」 

「賛成します」と彼は言った、「これまで私たちが論じてきた事柄から考えましてね。そして思うに、ほかの 
誰でもが賛成するでしょう」 

九 

C 「しかしながら」とぼくは言った、「われわれはまだ、徳の最大の報い、徳に対して約束されている最大の褒 
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( 1 ) 

賞の ことを、 語ってはいないのだ」 

「それはまた」と彼は言った、「何か測りしれぬほど大きなものということになりますね—もしもまだほか 
に、これまで語られたのよりもさらに大きな報いと褒賞があるとすれば」 

「だが」とぼくは言った、「わずかばかりの時間のうちには、どれほどの大きなことが生じうるだろうか？と 
いうのは、幼少から老年にいたるまでのこの時間の全体などというものは、全永劫の時間にくらべるならば、ほ 
んのわずかなものにすぎないだろうからね」 

「それはもう、むしろ無に等しいと言ったほうがよいくらいでしょう」と彼は言った。 

「それならどうだろう-—いやしくも不死なるものが、そんな短い時間のことに真剣な関心をもつべきだと、 
君は思うかね？全永劫の時間のためにこそ、その真剣な関心を向けるべきではないだろうか？」 

「そう思います」と彼は答えた、「しかし、どうして、そのようなことを言われるのですか？」 

「君は気づいていないのかね」とぼくは言った、「われわれの魂は不死なるものであって、けっして滅び去る 
ことがないということに？」 

すると グラゥ コンは驚いて、わたしの顔をまじまじと見つめて、言った、 

「いいえ、ゼゥスに誓って！あなたには、それがそうだと確言できるのですか？」 

「当然できなければならぬはずだ」 とぼく は答えた、「君にしても同じだと、ぼくは思う。何も特別むずかし 
いこと ではないのだから」 

「このわたしには、大ベんむずかしいことなのです」と彼は言った、「しかし、あなたがむずかしくないと言 
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われるのなら、そのことの説明をよろこんで聞かせていただきましょう」 

「では聞いてくれたまえ」とぼく。 

「どうぞ話してください」と彼は言った。 

( 2 ) 

ぼくは次のようにはじめた。 

「君は、あるものを善いとか悪いとか呼ぶだろうね？」 

「ええ」 

「それらについて君の考えるところは、はたしてぼくと同じだろうか？」 

「とおつしやると？」 

「滅■したり損なったりするものはすべて悪いものであり、保全し益するものは善いものだということだ」 


1ここで話題は一転して〈正義〉の報いのことに移る。 第二 
巻のはじめにおいて 対話人物 グラゥコンとアディマントス 
が要求したのは、結果として生じる評判その他の報いのこ 
とはいっさい排除して、〈正義〉が純粋にそれ自体だけでど 
のょぅな性格と内的な効果をもつものかを示す こと、 そし 
て そのょぅなものとしての〈正義〉を〈不正〉と比較する こと 
であった。この要求は、 第九 巻の終りまでに答えられたも 
のとみなしうる。完全なる正義はそれ自体として完全なる 
幸福を意味し、完全なる不正は完全なる不幸を意味するこ 
とが示されたのである。こうしていまや、これまで除外さ 


れていた、「正義から結果としてもたらされる報酬」のこ 
とが論じられることになる。 

2 以下における魂不死の証明は、『パィドン』全篇にわた 
つて展開された魂不死の証明を補足す る もの。魂は、精神 
作用の座としての魂で あると ともに、基本的には生命の原 
理でも あることが 念頭に置かれなければならない。また 
「死」といぅ言葉は、⑴身体の死、(2)魂の死、(3)身体と魂 
の結合体の死、の三通りの事態を指しぅるが、ブラトンは 
これらをいちいち区別し規定していないから、 ょく 注意し 
なければならない。 
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「たしかに」と彼。 

「では どうだろう ——それぞれのものには、それぞれに固有の悪いものと善いものとがあることを認めるか 
ね？ たとえば、目にとっては眼炎、身体全体にとっては病気、食物にとっては黴、木材にとっては腐朽、銅や 
鉄にとっては鍺がそうであり、かくてぼくの言うように、ほとんどすベてのものには、それぞれと密接に結びつ 
いた悪と病があるのではないかね？」 

「たしかに」と彼は答えた。 

「そうした害悪のうちのどれかが、 ある ものを襲うとき、それは、それに取りつかれたものの質を悪くし、 
いには、全面的に解体させ滅亡させるのではないかね？」 

「もちろんです」 

「そうすると、それぞれのものは、それぞれと密接に結びついた固有の害悪によってこそ滅ぼされるので あり、 
あるいは、もしそれによって滅ぼされないとすれば、もはやほかには、その当のものを滅ぼすものはありえない 
ことになるわけだ。なぜなら、善いものは何ものをも滅ぼすことはないだろうし、さらには、善くも悪くもない 
ようなものも、同様だから」 

「それはむろん、そうですね」と彼。 

「したがって、およそ存在するところの何かあるものに固有の悪が、そのものの質を悪化させはするけれども、 
しかしそのものを滅ぼし解体させることはけっしてできないとわかれば、われわれはただちに、本性上そのよう 
な固有の悪しかもたぬものには、もともと滅亡ということはないのだと知りうるのではないだろうか？」 


つ 
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「そうあってしかるべきです」と彼は答えた。 

「ではどうだろう」とぼくは言った、「魂には、それを悪化させるようなものが何かあるのではないかね？」 
「大いにあります」と彼は答えた、「われわれがいましがた見てきたすベてのもの、不正、放縦、怯懦、無知な 
どがそれです」 

「ではそのうちのどれかが、はたして魂を解体させ、滅亡させるだろうか？ ただし誤解のないように注意し 
なければならないのは、たとえば不正で無知な人間が罪を犯して捕えられた場合、そういう場合に、彼が魂の悪 
であるところの不正によって身を滅ぼしたのだというふうに、われわれとしては考えてはいけないということだ。 

むしろ、事柄を次のように考えてくれたまえ。——たとえば、病気という身体の悪は、身体を衰弱させて滅ぼ 
し、ぜんぜん身体でさえないような状態にまで至らしめる。同様に、いましがたわれわれが例に挙げたすベての 
ものは、それぞれに固有の害悪が取りついて内に巣食い、それを滅ぼすために、そのことによってもはや存在し 
ない状態にまで至るのだ。そうではないかね？」 

「そうです」 

「さあそれでは、魂についても同じ仕方で考えてくれたまえ。-魂の内に不正その他の悪がある場合、それ 

( 1 ) 

らは、内に巣食い取りつくことによって魂を損ない、衰退させ、ついには、身体から引き離して死に至らしめる、 


60 OOD 注2参照。『パィドン』において、「死」は「魂が ⑵)を意味しないことが論じられた。ここで問われている 
身体から引き離されること」であると定義されるが、この のも、この⑵の意味における魂の「死」である0729 
意味での「死」 (608 D 注2の(3))は魂そのものの死(同注の 
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というところまで行くだろうか？」 

「いいえ、けっしてそんなことはありません」と彼は答えた。 

「そうかといって」とぼくは言った、「それ自身に固有の悪によって滅ぼされることがないのに、他のものの 
悪によって滅ぼされるというようなことは、理に反することだ」 

「たしかにそれは、理に反することです」 

「この点は、次のことに注意してもらえれば、はっきりするだろう、グラゥ コン」 とぼくは言った、「つまり、 
これが身体の場合であっても、身体が食物の害悪によって、すなわち、古さにせよ腐敗にせよ、その他の 可で あ 
るにせよ、とにかく食物自身にのみ属する害悪によって滅ぼされると見るべきだとは、われわれは考えな、。た 
だ、そういった食物自身の害悪が身体の内に、身体にとっての害悪をつくり出す場合には、身体はそれらの 食物 
のために、直接には病気という自分自身に固有の悪によって、滅びてしまうのだと言うべきだろう。けれども、 
食物と身体とはもともと別のものである以上、身体が食物に属する害悪によって滅ぼされる——すなわち、身体 
が自分と縁のない他のものの悪によって、その悪が身体自身に本来的に所属する悪をつくり出しもしないのに、 
滅び去るというようなことは、けっしてあるはずがないとわれわれは主張するだろう」 

「それもまた」と彼は言った、「まったく正しい言い方です」 

I 〇 

「同じ理由によって」とぼくはつづけた、「身体の悪が魂の内に魂の悪を つくり 出すのでなければ、われわれ 
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は、魂が自己に固有の悪がないのに、自分と縁のない悪によって滅ぼされるということを、けっして認めないだ 
ろう。それは、あるひとつのものが、それとは別のものに属する悪によって滅ぼされることにほかならないから」 
「たしかに」と彼は言った、「おっしゃることは、理に適っています」 

「それではわれわれとしては、これらの事柄を反駁してわれわれの議論が誤っていることを示すか、それとも、 
B これらが反駁を許さぬこととしてとどまるかぎりは、高熱であれその他の病気であれ、はたまた殺戮であれ、さ 
らには全身をどれほど細かく切りきざもうとも、いっさいのそういったことは、魂が滅びるための効力をいささ 
かでも与えるものではない、と主張しなければならない——そうした身体の痛手のために魂自身がより不正な、 
より不敬虔な魂になることが証明されるまではね。あるものの内に別のものの悪が生じたとしても、その当のも 
C のに固有の悪が生じるのでなければ、魂であろうと他の何であろうとそのために滅びると言う人がいても、われ 
われはそのような主張を承認しないようにしよう」 

「しかし」と彼は言った、「あなたがいま言われたこと、つまり、死んで行く人々の魂がその死のためにより 
不正になるというようなことを、証明できる人は誰もいないでしょう」 

「だがもし」とぼくは言った、「誰かがあえてわれわれの議論に立ち向かってきて、魂が不死であることを認め 
ざるをえなくなるのを何とかして脱れるために、死んで行く人間は実際に邪悪になり不正になるの だと 論じる と 
したら、われわれとしては こう 主張するだろう。——もしその論者の言うことがほんとうなら、〈不正〉とはその 
D 所有者にとって文字通り死に至る病であることになり、それはそれ自身の本性によってその所有者を殺すのであ 
るから、不正を自分のものにする人々は、直接その不正のために死んで行くはずである。不正を最も多く受け入 
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れる人々は早急に死に、少なく受け入れる人々はもっと徐々に死んで行くはずである。けっして現にわれわれが 
目にしているように、不正な人々は、そのために他人が加える刑罰によって死ぬのではないはずである」 

「まったく、ゼゥスに誓って」と彼は言った、「もしも不正がそれを受け入れる者に直接死をもたらすものだ 
ったら、不正はべつにそれほど恐ろしいものではないことになるでしょうね。なにしろ、それのおかげでいろい 
ろの禍いから解放されるわけなのですから。けれども、実際に判明するのは、まったく反対のことではないでし 
ょうか。すなわち、不正はむしろ、可能な場合には他人を殺すものであり、不正の所有者当人には大いに生気を 
与えるもの、それもただの生気ではなく、不眠不休の活力を与えるものだと思います。それほど不正は、どうや 
ら、当人に死をもたらすことから程遠いところに住んでいるようですね」 

「まことに君の言う とおり だ」とぼくは答えた、「それというのもほかではない、それ自身に固有の病的状態、 
固有の害悪が魂を死に至らしめて滅ぼすことができないとすれば、他のものを破滅させる任務をもった害悪が、 
魂であれ何であれ、自分が任務を与えられたその当のもの以外のものを滅ぼすというようなことは、とうていあ 
りえないからだ」 

「たしかにそれは」と彼は言った、「とうてい考えられないことです」 

「こうして、いかなる害悪によっても、すなわち、自分に固有の害悪によっても他のものの害悪によっても、 
滅びることがないとすれば、明らかにそれは、つねにあるものでなければならない。そしてつねにあるとすれば、 
不死なるものでなければならない」 

「そうでなければなりません」と彼。 
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「では」とぼくは言った、「この点は確立されたものとしよう。ところで、これがこのとおりであるとすれば、 
存在するのはつねに同じ魂であることになるのに、君は気づくはずだ。なぜならば、いかなる魂も滅びないとす 
れば、魂の数が少なくなることもないだろうし、他方また、より多くなるということもないだろう。およそ不死 
であるような何ものかがその数を増すとすれば、君も知るように、可死的なものが転じて新たに不死なるものと 
なることによるほかはないだろうし、そうすると最後には、すべてが不死なるものばかりとなってしまうだろう 

T ) 

からね」 

「おっしやるとおりです」 

「では」とぼくは言った、「われわれとしては、そう考えないことにしよう。理が許さないだろうから。他方 
また、魂がその最も真実な本性において、多くの複雑な、互いに相似ず、相異なった性格に充満しているような 
ものであるとも、考えないようにしよう」 

「とおつしやいますと？」と 彼はたずねた。 

「多くのものが集まって合成されているもの、しかも、その合成のされ方が完全でないようなものは」とぼく 
は言った、「永遠に存続することはむずかしいのだ。先ほどわれわれには、魂がそのようなものに思えたのだつ 


1『パイドン』 70 C 〜 72 E 参照。 
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^ たが」 

「たしかに、永遠に存続するとは考えられませんね」 

「そこで、魂が不死で あると いうことのほうは、たったいまの議論によっても、ほかのいくつかの議論によっ 

ても、どうしても 認めざるをえないところであろう。他方しかし、魂がほんとうはどのような性格のものである 

〇 かとい うこと については、それを知るためには、われわれが先ほどしていたよ > っに、それが肉体との結びつきや 

その他さまざまの禍いのために、すっかり傷めつけられてしまった姿を見てはならないのだ。いなむしろ、そう 

したものから^!められたときに魂がどのような本性を示すかを、思惟の力によってじゅうぶんに凝視しなければ 

なら よハ。そうすれば、それはもっとはるかに美しいものであることを発見するだろうし、また、正義と不正、 

その他われわれがいま論じたすべてのものを、もっと明確に見定めることができるだろう。 

ところがわれわれは、魂がその現状においてどのような性格のものと見えるかについては、たしかに真実のこ 

I (3) 

とを語ったけれども、しかし実を言えば、われわれが観察したその姿は、いわば海神グラゥコスにも比すべき状 
D 態こあるものだったのである。人々はグラゥコスを見ても、彼の元のほんとうの姿を見わけることは、もはや容 
易ではないだろう。その身は、元からある部分が波浪のために、ちぎりとられたり、すりつぶされたり、見るか 
ヂもなく費なわれてしまったりしているうえに、貝殼だとか海草だとか岩石だとかが付着して、からだの一部に 
なってしまって、，るから、本来そうであったような姿とくらべるならば、むしろどんな動物にでも似ているよう 
になってしまっているのだ。われわれが見ている魂もまた、無数の悪のために、ちょうどこれと同じようなあり 
さまになっているものなのである。 
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しかし、グラゥコン、われわれはもっと別のところに目を向けなければならないのだ」 

「どのようなところに？」と彼はたずねた。 

「哲学という、魂にそなわる知への希求に。——魂が、神的で不死で永遠なる存在と同族であるみずからの本 
性にうながされて、何を把握し、どのような交わりに憧れるかを、われわれは注視しなければならない。そして、 
魂がすべてを捧げてそのような存在を追い求め、ほかならぬその衝動の力によって、いま沈んでいる大海の底か 
ら引き上げられ、岩石や貝殼などの付着物を叩いて払い落されたとしたならば、そのとき魂はどのようなものと 
なるかを、よく見なければならない。それらの付着物は、人々が幸福な宴と呼んでいるもののおかげで、魂が土 
を楽しんで糧とするために、土や岩からなる多くの.ごつごつとした塊となって、現在魂のまわりに取りついてい 
るのだ。 

このように魂が本来の姿に立ちかえったときにこそ、はじめて人は、魂の真の本性を知ることができるだろう。 
多種類のものが集まってできているものか単一なものか、それともどのような性格とあり方をもつものかを知る 
だろう。だがさしあたっていまは、われわれは、魂が人間の生活において受け取るさまざまの様態と形状とを 


1 603 D にこのょうな発言(われわれの魂が、互いに相反し 3もとボイオティア地方アンテドンという土地の漁師。捕 
相争う多くの因子をもっている こと) が見られるが、基本 えて草の上に置いてあった魚がみな生き返るのを見て、そ 
的には、 IV . 435 Asqq . で展開された「魂の三区分説」的な の草を食い、不死となって海に飛びこみ、海神となったと 
考えに対する修正的補足であろう。 伝説される。 

2 『パイドン』における論証もその一つ。 
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-ぼくのつもりではかなり適切に-述べたわけなのだ」 

「おっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

I 二 

「さて」とぼくはつづけた、「これでわれわれは、さまざまの問題を議論のなかで片づけたわけだが、とくに、 
君たちが言って、，へ? , ;1ようなへシオドスやホメロスのやり方と違って、われわれは正義について、そ■の報酬や評判 
を讚えるということはしなかった。われわれが発見したのは、正義はそれ自体として魂それ自体にとって最善の 
ものであるとハうこと、そしてギュゲスの指 (»£ をもっていようといまいと、さらにはそのような指輪に加えてハ 
デス» 4 艇&")もっていようといまいと、魂は必ず正しいことを心がけなければならぬ、ということだったのだね？」 
「まったくおっしゃるとおりです」と彼は答えた。 

「では、 グラゥ コン」とぼく は言った、「いまならもう、これまで論じた事柄に加えて、正義その他の徳が本 

来 もつべき ffi ' w ' のこと も認めてやったとしても、何も文句は出ないだろうね-正義の徳は魂に対して、人間た 

ちから も神々 から も、 人がまだ生きている間 も 死んでからのちも、どれだけの、またどのような報酬をもたらす 
かを語ったとしても？」 

「ええ、おっしゃるとおりです」と彼。 

「それならひとつ、前に君たちが議論のなかでぼくから借りたものを、返してくれるつもりはないかね？」 
「いったい全体、それは何のことですか？」 
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「先にぼくは、君たちに一歩譲って、正しい人が不正な人間だと思われたり、不正な人が正しい人間だと思わ 

れたりするということを許した。それはほかでもない、君たちが、たとえ正と不正が神々と人間の目を逃れるこ 

とは実際には不可能だとしても、なおかつ議論のために、そのことを認めなければならぬ、そうでなければ、正 

( 4 ) 

義そのものを不正そのものとくらべて判定することができないからと、ぼくに要請したからなのだ。——憶えて 
いないかね？」 

「憶えていないとしたら不埒な話でしょう」と彼は答えた。 

「では」とぼくは言った、「その判定もすでに終ったいま、ぼくはこんどは、正義のためにその点の返還を要 
求しよう I それが神々からも人間たちからも実際に受けている評判を、そのままわれわれも正義について認め 
るべきだとね。そうすれば正義は、正しいと思われることから獲得して正義の持ち主に授けるところの褒賞をも 
また、確保することになるだろう。正義が、正しくあることから由来する数々の善きものを与えるということ、 
正義をほんとうに自分のものとする人々をけっして裏切らないということは、すでに明らかになったのだから 
ね」 

E 「そのように要求なさるのは正当なことです」と彼は言った。 

「では」とぼくは言った、「そのようなぼくの返還要求に応じて君たちがまず認めるべきことは、正しい人も 

1« 363 A . ス』第五卷八四四行以下参照。 

2 n . 359 C 〜36§ 参照。 4 n . 361 A 〜 D , 367 E 等参照。 

3 かぶると姿が見えなくなるかくれ兜。ホメロス『ィリア 
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不正な人も、それぞれどんな人間であるかは神の目を逃れることができない、ということだ」 

「 S 還に応じ ましょう」と 彼。 

「しかる こ、 神々 の 目を 逃れえないとすれば、一方は神に愛される人間であり、他方は神に憎まれる人間だと 

( 1 ) 

いうことになろう。これは、われわれがそもそもの最初に認めていた結論とも一致する」 

「そのとおりです」 

「そして 神に愛される人間には、およそ神々から由来するかぎりのすべてのことが、可能なかぎり最善のもの 
となるということに、われわれは同意しないだろうか？その人が前世の過ちのために、何か避けられぬ不幸を 
はじめから背負っているのでないかぎりはね」 

「たしかにそのとおりです」 

「し-. こがって 1 E し (人間については、たとえその人が貧乏のなかにあろうと、病のなかにあろうと、その他不 
幸と 思われている何らかの状態のなかにあろうと、その人にとってこれらのことは、彼が生きているあいだにせ 
よ 死んでからのちにせよ、最後には何か善いことに終るだろうと考えなければならぬ。なぜなら、すすんで正し 
、、こなろうと 熱、 レに心がける人、徳を行なうことによって、人間に可能なかぎり神に似ようと心がける人が、 
、やしく も«からな おざり にされ るよう なことは、けっしてないのだから」 

「たしかにそのような 人間なら当然」 と 彼は言った、「彼が似ている相手からなおざりにされはしないと考え 
られます」 

「そして不正な人間につ、，ては、 ちょうど それと正反対のことを考えなければならないのではないかね？」 
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「大いにそのとおりです」 

「では神々からは、およそ以上のようなことが、正しい人への褒賞として与えられることだろう」 

「少なくとも私は、そう思います」と彼は答えた。 

「では、人間の側からはどうだろう」とぼくは言った、「いまこそ真実を言うべきだとすれば、事情は次のご 

とくではあるまいか。——腕利きの不正な人々というものは、往路はよく走るが帰路はそうでない走者と、同じ 

ことではないだろうか？彼らは、最初はすばやく跳び出すけれども、最後には、栄冠をいただくこともなく、 
( 2 ) 

耳を肩に垂らして逃げ去り、みなの笑い者になる。真の走者こそが、決勝点に達したとき賞を獲得し、栄冠をい 
ただくのだ。正しい人々についても、事の成行きは多くの場合、これと同じではないかね？ ひとつひとつの行 
為や人とのつき合い、また人生全体において、彼らは最後に至って好評を得て、人間たちからの褒賞をかちうる 
のではないかね？」 

「たしかに」 

(3) 

「それなら君は、君自身が前に不正な人々について言っていたことを、そのままここでぼくが正しい人々につ 

D いて語るのを許してくれるだろうね？ つまり、ぼくが言おうとしているのはこういうことだ-正しい人々は、 

年が長じてから、望むならば自分の国において支配の任につき、どこからでも好きなところから妻をもらい、誰 


1 1 . 352B. 3 «362 B. 

2馬などが疲れて意気銷沈している様子からとった形容。 
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でも好きな者と子供たちを結婚させることができる。さらにそのほか、君が不正な人々について言ったことのす 
ベて を、そっくり そのまま、 ぼくは いまこの人々について言うわけだ。 

他方また、不正な入々についてもぼくは言おう。-彼らの多くは、たとえ若いうちはその正体を気づかれず 

にいたとしても、競走路の最後まで来たときに、捕えられて笑いものになり、年老いてからは、よそ者からも同 
市民たちからも慘めなありさまで#?びめを受け、鞭打たれ、さらに、君がいみじくも残酷な話だと言ったさまざ 
まの刑へ srji を受けることになるのだ。どうか、ああいうすべてのことを不正な人々は身に受けるのだと、ぼくが君 
の話をくり返すのを聞いたつもりになってくれたまえ。——しかしどうだね、 もう 一度言うが、ぼくがこういう 
ふうに語るのを許してくれるかね？」 

「ええ、 よろこんで」と彼は言った、「あなたの言われるのは正当なことですから」 

I 三 

「それでは」 とぼく は言った、「先に語られたような、正義がそれ自体だけで提供す る 数々の善いものとは別 
に、正しい 人が 神々 と人間から褒賞 や報酬や 贈物と して 生存中に授かるものは、だいたい以上のようなものだと 
いう ことになる」 

「ええ」と 彼は言った、「それらは大へんすばらしい、しかも確実なものです」 

「さてし かし」とぼく は言った、「これらのものは、正しい人と不正な人のそれぞれを死後において待ちうけ 
て(るものとくらべるならば、数においても大きさにおいても、何ものでもないのだ。それがいかなるものかを、 


740 



国家(第十巻) 


B 


いまやわれわれは聞かなければならない。正しい人と不正な人のそれぞれが聞かされるべきことを聞いて、われ 
われの讓論から借りとして支払われるべきものを、すっかり完全に受け取ってしまうために」 

「どうか話してください」と彼は言った、「わたしがこれ以上よろこんで聞くことは、ほかにはあまりたくさ 
んないのですから」 

( 2 ) 

ぼくはその話を、次のようにはじめた。 

(3) 

「さて それでは、ぼくがこれから話そうとするのは、アル キノ オスの物語ではない。これはひとりの勇敢なる 
(アル キ モス)戦士であった、パンピュリア族の血筋をうけるアル メニ ォスの子、エルの物語である。 

そのむかし、エルは戦争で最期をとげた。一〇日ののち、数々の屍体が埋葬のために収容されたとき、他の屍 
体はすでに腐敗していたが、エルの屍体だけは腐らずにあった。そこで彼は家まで運んで連れ帰られ、死んでか 
ら一二日目に、まさにこれから葬られようとして、野辺送りの火の薪の上に横たえられていたとき、エルは生き 

思想が織り こまれて いるのが見られる。 「エル」 ( w ' r ) とい 
う名前は、東方へブライ系統のもの。 

3 文字通りには「アル キノ オスへの物語」。 ホメロス 『才 
デュ ッセイ ア』において、オデュ ッセ ゥスが パイ アキアの 
王 アル キノ ォスに語り聞かせる話のことで、同書第九卷か 
ら第一二巻までを占める。「アル キノ オスの物語」は、長 
話を意味する言葉となった。——なお、この「アル キノ オ 
ス」 と、次の「アル キモス」 (勇敢な)とは語呂合せとなつ 
ている0 


1 n.361E 〜 362 A . ——この箇所のテクストは、バーネッ 
卜 以外の多くの校本(シユタルバゥム、アダム、ショー リイ、 
シヤンブリイなど)とともに、 アストに 従つ て rntTp • : • 
IKKac 6 ^'OVTS を削除して読む。 

2 死後(おょび生前)における魂の運命を述べた物語として 
は 他に 『パイドン』 (一07 D ~115 A )、 『ゴルギアス』 (522 W 
sqq .)、 『パイドロス』 (246 Asqq •とくに 248 ci 249 B ) が 
あるが、そのなかでも有名な「エルの物語」が以下におい 
て語られる。オルべ ゥス 教•ピユタ ゴラス 学派に共通する 
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防 かえった。そして生きかえってから、彼はあの世で見てきたさまざまの事柄を語ったのである。 

C 彼が語ったのは次のようなことであった。——彼の魂は、身体を離れたのち、他の多くの魂とともに道を進ん 

で行って、やがてある霊妙不可思議な場所に到着した。そこには大地に二つの穴が相並んで口をあけ、上のほう 

にもこれと向かい合って、天に別の二つの穴があいていた(図1)。 - 

これらの天の穴と地の穴とのあいだに、裁判官たちが坐ってい . の穴 

へ .三 *.二 . 天ク穴 

た。彼らは、そこへやってくる者をつぎつぎと裁いては判決をく ブィ S 

だしたのち、正しい人々に対しては、その判決の内容を示す印し ) 官場^^ L 

0^0 判 k s 図 
を前につけたうえで、右側の、天を通って上に向かう道を行くよ 裁 g ぐ I 

D うに命じ、不正な人々に対しては、これもまたそれまでにおかし I # ノ 

! 地の穴-—— 

たすベての所業を示す印し をう しろにつけて、左側の下へ向かう 地の穴 . A _ 

i (復路) 

道を行くように命じてい.た。 - 

エル自身がそこへ近づいて行くと、彼らは、お前は死後の世界のことを人間たちに報告する者とならなければ 
ならぬから、ここで行なわれることをすべて残らずよく見聞きするように、と言った。 

そこで彼は、一方において、魂たちが判決を受けてのち、天の穴と地の穴のそれぞれ一つの口から、そこを立 
ち去って行くのを見た。別の二つの穴のところでは、地の穴のほうからは、汚れと埃にまみれた魂たちが大地の 
なかから上ってきたし、天の穴のほうからは、別の魂たちが浄らかな姿で天から降りてくるのであった。 

E こうしてつぎつぎと到着する魂たちは、長い旅路からやっと帰ってきたような様子に見え、うれしそうに牧場 
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へ行き、ちょうど祭典に人が集まるときのように、そこに屯した。知合いの者ど■うしは互いに挨拶をかわし、大 
地のなかからやってきた魂は、別の魂たちに天上のことをたずね、天からやってきた魂は、もう一方の魂たちが 
経験したことをたずねるのであった。こうしてそれぞれの物語がとりかわされたが、そのさい一方の魂たちは、 

615 地下の旅路において 1 それは千年つづくのであったが I 自分たちがどのような恐ろしい ことを どれだけた く 
さん受けなければならなかったか、目にしなければならなかったかを想い出しては、悲しみの涙にくれていたし、 
他方、天からやってきた魂たちは、数々のよろこばしい幸福と、はかり知れぬほど美しい観物の ことを 物語った。 

そうした物語のなかの多くの事柄をそのまま話すのは、グラゥコン、長い時間を要するだろう。しかしエルの 
語ったところによれば、その要点というのは次のようなことなのだ。 

すなわち、それぞれの者がかつて誰かに どれ だけの不正をはたらいたか、 どれ だけの数の人々に悪事を行なっ 
たかに応じて、魂はそれらすベての罪業のために順次罰を受けたのであるが、その刑罰の執行は、それぞれの罪 
B について一〇度くり返して行なわれる。すなわち、人間の一生を一〇〇年とみなしたうえで、その一〇◦年間に 
わたる罰の執行を 一〇度くり返すわけであるが、これは、各人がそのおかした罪の一〇倍分の償いをするためで 
ある(図2)。たとえば、国や軍隊を裏切ることによって、多くの人々の死をもたらしたり、奴隸の状態におとし 
いれたり、その他何らかの悪業に加担したりしたような者があれば、すべてそのような所業に対して、それぞれ 
の罪の一〇倍分の苦痛を与えられることになる。他方また、いくつかの善行を為したことのある者、正しく敬虔 
な人間であった者があれば、同じ割合でそれにふさわしい報いを与えられるのである。 

C これとは別に、生まれるとすぐに死んだ者たちや、わずかの期間しか生きなかった者たちのことについてエル 



D 


( 615 ) 


図 2 

(生の選択については 6 1フ〇以下参照) 


賞罰の期間 


-1000年- 


賞罰の期間 


-1000年- 


は語ったが、それらはここで取り立てて話すだけのこともないだろう。しか 
し 神々 や生みの親たちに対する不敬と敬虔について、またみずから手をくだ 
した殺人については、彼は以上の ものよりもさらに 大きな報いがあることを 
物語った。 

( 1 ) 

すなわちエルの話では、ある者が他の者から、『アルディアイオス大王はど 
こにいるのか？』とたずねられているところへちょうど居合せたそうである。 
このアルディアイオスという人は、いまからちょうど千年前、パンピュリア 
のある国の独裁僭主であった者で、年老いた父親を殺し、兄を殺し、その他 
数多くの不敬な所業をかさねた男だと言われている。エルの話では、そのと 
きアルディアイオスのことをたずねられた者の答はこうであった。『彼はこ 
こへまだ帰って来ていない。そして永久に帰って来ないだろう。……』 


生(その三)— 
(生の選択). 


生(その二) • 
(生の選択) • 


生(その一) 
(生の選択) 


I 四 

『われわれは』とその者は事の次第を説明して言った、『数々のおそろしい光景を見たけれども、これから話 
すのもそのひとつだ。われわれは、受けなければならぬ苦しみをすべて受けてしまったのち、地の穴から上に抜 
け 出よぅと して、出口の近くまでやってきた。そのとき突然われわれは、あのアルディアイオスが他の者たちと 
いっしょにいるのを目にしたのだ。それは、ほとんどが独裁僭主たちであったが、一般の人々で大きな罪をおか 
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E した者たちも何人かいた。彼らは、いまやようやく上に抜け出られるときが来たつもりになっていたのだが、出 

口が彼らを受けつけなかった。その穴の出口は、罪を癒しえないほど極悪な者や、まだじゅうぶんに罰を受け終 

えていない者が上に出ようとすると、そのたびごとに唯哮の声をあげたのだ。 

するとそこには——とその男は語った——猛々しい男たちが、火のような形相をして待ちかまえていて、その 

咆哮の声の意味を了解し、彼らを両側から鷲掴みにして連れ去った。しかしアルディアィオスとそのほかの何人 

616かに対しては特別に、その手と足と頭を縛り上げ、投げ倒して皮をはぎ、道に沿って外へ引きずって行き、搬の 

上で、羊毛を梳くようにその肉を引き裂いた。そして、そこを通り過ぎて行く者たちの皆に、どういうわけで彼 

{ 2 } 

らがこんな目にあっているのかということと、彼らがこれからタルタロスへ投げこまれるために連れて行かれる 
のだということを、告げ知らせるのだった』 

こうして、その男の語ったところでは、自分たちは多くのありとあらゆる恐怖を味わったけれども、何といっ 
てもいちばん恐ろしかったのは、めいめいが穴から上に登ろうとするときに、その啦哮の声がはじまりはしない 
かということだったという。だから、ひとりひとりが上へ登るその瞬間に穴の出口が沈黙していてくれたときに 
は、これにまさる喜びはなかったのである。 

B かくて裁きと刑罰とは以上のごときものであり、他方恩恵もこれらに相 is ずるものである、とエルは語った。 


1架空の人物。 人が罰せられる場所。『パィドン』 112 A 〜 113 E 、 『ゴルギ 
2 地下の世界のいちばん奥にある底なしの奈落。極悪の罪 ア.ス』 523 B 参照。 
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3 

図 


さて、 牧場に集まった魂たちのそれぞれの群れが七日間を過すと、八日目に彼らはそこから立ち上がって、旅 6 

こ 出な ナれ ばならなかった。旅立って四日目に、彼らはあるひとつの地点に到着したが、そこからは、上方から 

天と地の全体を貫いて延びている、柱のような、まっすぐな光が見ぇた。その光の色は何よりも虹に似ていたが、 

もっと明るく輝き、もっときよらかであった。 

そこから さらに 一日の行程を進んだのち、彼らはその光のと 

ころまで到着した。そしてその光の中央に立って、天空から光 

の綱の両端が延びてきているのを見た。というのは、この光は 

まさしく、 天空を しばる 綱であったから。それは、あたかも軍 

船(三段橈船)の船体をしばる締め綱のように、回転する天球の 

( 2 ) 

全体を締めくくっているのである。 

その端からは、アナンヶ(必然)の女神の紡錘が延びているの 
が見られ、それによってすベての天球が回転するようになって 
いた。その紡錘の軸棒と鈎とは金剛でできていたが、はずみ車 

はこれとその他の材料とが混じり合って出来ていた。 図 
このはずみ車はどのようなものかというと、形の点では、わ 
れわれの世界にあるそれとそっくりであるが、その構造は、エ 
ルの語ったところによれば、次のようになっていると考えなけ 
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E 


ればならない。すなわち、一つの大きなはずみ車が内側をすっかりくり抜かれて洞ろになっている中に、それよ 
りも小さい別の同じような車がぴったりとはめこまれて、ちょうど椀が椀の中にぴったり収まったような具合に 
なっている。そして同様にして、その中に第三の車、第四の車がはめこまれ、さらにあと四つの車がつぎつぎと 
はめこまれている。つまり、それらの車は全部で八つあり、お互いの内に収まり、上から見るとその縁がいくつ 
もの輪として見えるようになっていて、軸棒を中心として、全体がただ一つのはずみ車であるかのように、その 
連続した表面を形づくっているのである。軸棒は、八番目の車のまん中を貫き通っている。 

これらのはずみ車のうち、第一のいちばん外側の車の円い縁が最も幅ひろく、外側から第六番目の車の縁が第 


1「宇宙の軸」を象徴する。——以下においてブラトンは、 それぞれの天体(星)の軌道と軌道との間の距離を示すもの 
宇宙の構造•日月星辰の天体(天球)の周期的運行のあり方 と解される。天体(星)の名は別表のとおりである。 

を、この物語 (ミ ュ ートス) の中に象徴的な手法で織りこん 
だ。魂たち は、 それぞれの生の選択 (617Dsqq.) に先立っ 
て、人間の生き方と分ちがたく結びついてこれを規制して 
いる宇宙万有の秩序と調和を啓示されるのである。 

2 宇宙の軸にそって中心を貫く光は、さらに宇宙の周囲 
(円周)の外側をめぐって、船体を補強のために外側からし 
ばる締め綱のよぅに、天球の全体を締めくくる(図 3 参照)。 

この光の円周は、おそらく銀河によって示唆されたもの。 

3 これらの車の円い縁は、日•月その他の惑星および恒星 
の、それぞれを乗せて、地球を中心に異なった速度で回転 
運動を行なぅ ものと 想定されている。それぞれの縁の幅は、 
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二番目に幅ひろく、第三番目に幅ひろいのは第四番目の車 
の縁であり、第四番目に幅ひろいのは第八番目のそれ、第 
五番目は第七番目のそれ、第六番目は第五番目のそれ、第 
七番目は第三番目のそれ、第八番目は第二番目のそれ、と 
なっている(図5)。 

いちばん大きな車の縁は、飾りをちりばめたよぅにきら 
きらと輝き、外側から第七番目の車の縁はその光が最も明 
るく、第八番目の車の縁は、第七番目のそれに照らされて 
色彩をもらい受け、第二番目と第五番目のそれは互いに似 
かよった色合いをもっていて、先の 二つよりも 黄色がかっ 
ている。第三番目のそれは最も白い色合いをもち、第四番 
目のそれはやや赤味をおび、第六番目のそれは白さにおいて第二番目である。 

紡錘の全体は同じ方向に回転して回転運動を行なっているが、回転するその全体の中で、内側の七つの輪は、 
全体と反対の方向にゆっくりと回転する。この七つのなかでは、外側から第八番目の輪が最も速く動き、第七番 
目.第六番目•第五番目の輪がそのつぎに速く、互いにいっしょに動く。第四番目の輪は、彼らに見ぇた ところ 
では逆もどりの回転運動を行ないながら、三番目に速く動き、第三番目の輪が四番目に速く、第二番目の輪が五 
番目に速く動く。 



図5 
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妨錘はアナンヶの女神の膝のなかで回転している。そのひとつひとつの輪の上にはセイレンが乗っていて、い 

っしょにめぐり運ばれながら、一つの声、一つの高さの音を発していた。全部で八つのこれらの声は、互いに協 

( 3 ) 

和し合って、単一の音階を構成している。 

ほかに三人の女神が、等しい間隔をおいて輪になり、それぞれが王®.に腰をおろしていた。これはアナンヶの 
女神の娘、モイラ(運命の女神)たちであって、白衣をまとい、頭には花冠をいただいている。その名はラヶシス、 
クロト、アトロボス。セイレンたちの音楽に合わせて、ラヶシスは過ぎ去ったことを、クロトは現在のことを、 
アトロボスは未来のことを、歌にうたっていた。そして、クロトは間をおいては紡錘の外側の回る輪に右の手を 
かけて，その回転をたすけ、アトロボスも同じようにして、内側の輪に左手をかけてその回転をたすけて(る。 
ラヶシスは、左右それぞれの手でそれぞれの輪に交互に触れていた0 

I 五 

さて、魂たちは、そこに到着すると、ただちにラヶシスのところへ行くように命じら H 。 そこには神の意を 

4 以下、これから生まれかわるべき生涯の選択のことが語 
られる(図2参照)。それぞれの魂は、籤によって決められ 
た順番に従って、与えられた生涯の種類の見本のなかから 
自分の生を選ぶ。籤は運命によって決まり、選択は自由意 
志に よる ものであるから、人間の生涯は必然と自由との両 
方によって規定されていることになる。 


1 『ティマィオス』 36 C 〜 D 参照。 

2もともとは、その歌声で聞く者の心を魅惑する妖女たち0 
ここでは、別表 (616 E 注 3) に名を挙げたそれぞれの星の 
ことをさす。 

3 「天体音楽」の考え。ビユタゴラス学派起源の思想とさ 
れる。 
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伝える役の神官がひとりいて、まず彼らをきちんと整列させ、ついで、ラヶシスの膝からさまざまの籤と、いろ 

いろの生涯の見本を受け取ったうえで、高い壇に登って次のように言った。 

『これは女神アナンヶの姫，子、乙女神ラヶシスのお言葉であるぞ。命はかなき魂たちよ、ここに、死すべき 

たどる、死に終るべき、いまひとたびの周期がはじまる。 

運命を導くダィモー.ス(神霊)が、汝らを籤で引き当てるのではない。汝ら自身が、みずからのダィモーンを選 
( 1 ) 

ぶべきである。 

第一番目の籤を引き当てた者をして、第一番目にひとつの生涯を選ばしめよ。その生涯に、以後彼は必然の力 
によって縛りつけられ、離れることができぬであろう。 

徳は何ものにも支配されぬ。それを尊ぶか、ないがしろにするかによって、人はそれぞれ徳をより多くあるい 
は少なく、自分のものとするであろう。 

せめ 7) 

責は選ぶ者にある。神にはいかなる責もない』 

神官はこのように言うと、すべての者に向かって籤を投げ与えた。それぞれの者は、自分のところに落ちた籤 
を取り上げたが、 エル だけは除外された。彼にはそうする ことを 許さなかったのである。籤を取り上げた者は、 
それぞれ自分が第何番目を引き当てたかを知った。 . 

その あとで こんどは、神官は さまざまの 生涯の見本を彼らの前の地上に置いたが、その数は、そこにいた者の 
数よりもはるかに多かった。 

ありと あらゆる種類の生涯の見本がそこにはあった。あらゆる動物の生涯があったし、人間の生涯も、あらゆ 
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るものがそろっていたからである。たとえば、そのなかには独裁僭主の生涯もあったが、それも、一生つづくの 
もあれば、途中で滅びるのもあり、貧乏や追放に終るもの、乞食となりはてるものもある、というふうであった0 
名高くなる男たちの生涯もあったが、そのあるものは姿かたちの点で、容貌の美しさの点で、あるいは また 強さ 
丑の点で、競技の腕前の点で、名高くなる男たちの生涯であり、あるものは取數齡と先祖の功業において名高くな 
る男たちの生涯であった。また、こうした点にかけて評判の悪い男たちの生涯もあり、同様にして女たちの生涯 
にも種々さまざまのものがあった。 

ただしこれらのなかには、魂そのものの序列を決めるものはなかった。これは、魂はそれぞれが選んだ生涯に 
応じて、おのずから必然的にそれぞれ異なった性格を決定されるからである。しかし、 いま 挙げたょうなそれ以 
外のさまざまの条件は、互いに混じり合い、富や貧乏と混じり合い、あるいは病気と、あるいは健康と 混じり合 
っている。また、これら富と貧乏、健康と病気の中間の状態にあるものもある。 

けだしこの瞬間にこそ、親愛なるグラゥコンょ、人間にとってすベての危険がかかっているのだし、そしてま 
C さにこのゆえにこそ、われわれのひとりひとりは、ほかのことを学ぶのをさしおいて、ただこのことだけを自分 

2 「アイテイアー•へロメヌゥ。テオス•アナイテイオス」 
(aiT Q' fo - AO^voc. 0£6 sQ-va H' los ■選ぶ者に責任がある、神に貴 
なし)——この言葉は、のちのギリシア思想家たちによつ 
てきわめてしばしば引用された。なお、 n .379 wsqq .、 『テ 
イマイオス』42 D 参照。 


1各人にはそれぞれの運命を支配し導くダィモーンがつい 
ているといぅ考えについては、『パィドン』 107 D 参照。こ 
こでブラトンは、 一般の通念を否定して、運命とは 与えら 
れる ものでは なく、むしろ各人が自分自身で選び取る もの 
であることを強調している。 
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でも探求し、人 4 らも学ぶように心がけねば 1 のだ一善い生と悪 i 生とを識別し、自分の力®及ぶ範囲 
でつねにどんな場合でも、より善いほうの生を選ぶだけの能力と知識を授けてくれる人を、もし見出して学ぶこ 
とができるならば。それによって、われわれのひとりひとりは、いまいろいろの生涯の見本として語られたすべ 
ての条牛が、互いに結びつく場合にも、単独に別々のものとしても、善き生ということに対してどのような関係 
をもつかを考慮しながら、美しさが貧乏あるいは富といっしょになるとき、またどのよ.っな魂の持前とともにあ 
るとき、どのような善いこと悪いことをつくり出すかを知らなければならぬ。氏素姓の良さ悪さ、私人としてあ 
ることと 公的な地位にあ S と、身体 q 強さ弱さ、物分り S さ悪さ、そしてすベてそれに類する魂 e 先天的な 
いしは後天的な諸特性が互いに結びつくとき、何をつくり出すかを知らなければならぬ。そうすれは、その入は、 
すべ1れらの事柄を総合して考慮したうぇで、もっぱら魂の本性のことに目を向けながら、魂がより不正にな 
E るような方向へ導く生涯を、より悪い生涯と呼び、より正しくなるような方向へ導く生涯を、より善い生涯と呼 
んで、より善い 生涯とより悪い生涯とだに選択を行なう二とがで1ようになるだろう。そしてほかのこ 
とには、いっさい見向きもしないようになるだろう。なぜならば、われわれがすでに見定めたように、そのよう 
な選択こそは、生きている者にとっても死んでからのちにも、最もすぐれた震にほかならないのであるから 
かくて人は、金剛のごとく堅固にこの考ぇをいだいてハデスの国(冥界)へ赴かなければならぬ。あの世におい 
てもまた、富およびそれと同類の蠢に目をくらまされることなく、独裁僭主の生活やその他同様の境遇に落ち 
こんしがた£事をはたら i たり、さらには S 分自身がもっと大—害悪を身に受けたりすることの 
な、-ために。しかり、できるかぎり現在のこの生涯においても、またこれから来たるべきどの生涯においても， 
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そうした 外的条件に関しては、つねに中庸の生活を選 ひ、 どちらかの方向に度を超えた生活を避ける ことを 知る 
ために……。 

B なぜならば、人間は そのよう にしてこそ、最も幸福になれるのだから。 

I 六 

じじつまた、あの世からの報告者(エル)の伝えたところによれば、そのとき先の神官は次のように言ったとい 
う0 

『最後に選びにやって来る者でも、よく心して選ぶならば、彼が真剣に努力して生きるかぎり、満足のできる、 
けっして悪くない生涯が残されている。 

最初に選ぶ者も、おろそかに選んではならぬ。最後に選ぶ者も、気を落してはならぬ』 

エルの話によると、神官がこのように言い終るや、第一番の籤を引き当てていた者は、ただちにすすみ出て、 
最大の独裁僭主の生涯を選んだ。彼は選択にあたって、浅はかさと欲ふかさのために、あらゆる事柄をじゅうぶ 
C んに考えてみなかったのである。そこには自分の子供たちの肉を食らうことや、その他数々の禍いが運命として 
含まれていることに、彼は気づかなかった。 

しかし、時間をかけてよく調べたあとで、彼は胸を打って、自分の選択を嘆いた。その際彼は、神官によって 
あらかじめ告げられてあった ことを 守らなかった。彼は不幸の責を自分自身に帰することなく、運命を責め、ダ 
ィモ ーンを 責め、およそ自分以外のものならすべてに八つ当りしたからで ある。 
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この男は、天上のほうの旅路を終えてやって来た者たちのひとりであった。彼は前世において、よく秩序つけ 
D られた国制のなかで生涯を過したおかげで、真の知を追求する(哲学する)ことなく、ただ習慣の力によって徳を 
身につけた( I だったのである。概して言えば、これと同じようなしくじりにおちいった少なからざる者が、天上 
からやって来た者たちであった。彼らは、苦悩によって教えられることがなかったからである。これに反して、 
地下からやって来た者の多くは、自分自身もさんざん苦しんできたし、他人の苦しみも目のあたりに見てきたの 
で、けっしてあだやおろそかに選ぶようなことはしなかった。 

このような事情により、ひとつにはまた籤運も手伝って、多くの魂にとって善い生涯と悪い生涯とが入れ替わ 
ることになったのである。しかしながら、もし人がこの世の生にやって来るたびごとに、つねに誠心誠意知を愛 
し求め、そして生の選択のための籤が最後のほうの順番にさえ当らなければ、おそらくはこうしたあの世からの 
報告から考えて、その人は、ただこの世において幸福になれるだけでなく、さらにこの世からあの世へ赴くとき 
も、ふたたびこの世にもどって来るときにも、地下の険しい旅路ではなく、坦々としてなめらかな天上の旅路を 
行くことになるだろう0 

まことに、エルの語ったところによれば、どのようにしてそれぞれの魂がみずからの生を選んだかは、見てお 
くだけの値打のある光景であった。それは、哀れみを覚えるような、そして笑い出したくなるような、そして驚 
かされるような観物だったのである。というのは、その選択はまずたいていの場合、前世における習慣によって 
左右されたからだ。 

彼は見た、かつてオルぺゥへ X 2 のものであった魂が、白鳥の生涯を選ぶのを。オルべゥスの魂は、女たちに殺さ 
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C 


B 


れたために女性族を憎み、その憎しみのあまり、女の腹にはらまれて生まれる気になれなかったのである。 

また彼は見た、タミュラスの魂が、夜鶯の生涯を選んだのを。 

また、彼は見た、白鳥が人間に生まれかわるために人間の生涯を選び、その他の音楽的な動物 も同じょぅにし 
たのを。 

二〇番目の籤を引き当てた魂は、 ライオンの 生涯を選んだ。これはかつての テラモンの子アイア ( X 4 の魂で あり、 
物の具についての判決を忘れることができず、人間として生まれる ことを 嫌ったので ある。 

(5) 

その次の順番を引き当てた魂は、アガメムノンの魂であった。この魂もまた、自分が受けた災難のゆえに 人間 
を忌み嫌って、かわりに鷲の生涯をとった。 

まんなか辺の籤を引き当てたものにアタランタの魂があったが、男子の競技者に与えられる大きな栄誉を目に 
して、見すごすことができずに、それをつかんだ。 

1 VL 500 D 、『 XVFV』oo 2 A 〜 B ,_。 ス 『オ デュ ッセ イア』第一一巻五四三行、 ソポクレス 『ア 
2 彼は、 デイ オーーュソス神に仕えるいわゆる狂乱の女たち イアス』参照。 

(マ イナ デス) に 引き裂かれて殺されたと伝説され る。 5トロイ ア攻めの ギリシア軍 総大将。帰還後、 妻のクリュ 
3 伝説上の歌い手。 ム ウサ(ミ ュ —ズ)の女神たち に 競演を タイムネストラに 殺される。 アイスキュロ ス『アガ メムノ 
いどみ、視力と歌の才能を奪われた0 ン』(とくに一一四行以下)参照。 

4 サラミスの 人で、 トロイ ア戦 におけるギリシア軍きって 6 スキュロス王スコイネウスの娘。足早の走者。彼女への 
の豪勇の武将。アキレウスの死後、その武器甲冑をめぐっ 求婚者は競走することを求められ、敗れると殺された。 

てオ デュ ッセウスと争い、判決に破れて自害した。ホメロ 
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つづいてパノぺゥスの子エペイオスが、技術に秀でた女へと、生まれを変えるのをエルは見た。 

また遠くに、最後のほうの順番の者たちのなかにいた道化者テルシテスの魂が、猿に姿を変えるのが見えた。 

たまたまオデュッセゥスの魂は、みなのなかでいちばん最後の順番が当たり、選ぶためにすすみ出たが、前世 
における数々の苦労が身にしみて、もはや名を求める野心も涸れはてていたので、長いあいだ歩きまわっては、 
厄介ごとのない一私人の生涯を探し求めた。そしてやっとのことで、そういう生涯が他の者たちからかえりみら 
れずに、片隅に置かれてあったのを発見し、それを見るや、かりに第一番の籤が当たっていたとしても自分は同 
じようにしただろうと言って、よろこんでそれを選んだ。 

同様にその他の動物たちも、動物から人間になるものもあり、動物から他の動物になるものもあった。不正な 
動物は兇暴な野獣となり、正しい動物はおとなしい家畜となるというようにして、そこにはありとあらゆる混合 
がなされた。 

さて、ともかくこうしてすベての魂たちが生涯を選び終えると、みなは籤の順番に整列してラヶシスのもとに 
赴(た。この女神は、これからの生涯を見守って選び取られた運命を成就させるために、先にそれぞれが選んだ 
ダイモーンをそれぞれの者につけてやった。 

ダイモーンはまず最初に、魂を女神クロトのところに導き、その手が紡錘の輪をまわしている下へ連れて行っ 
て、各人が籤引きのうえで選んだ運命を、この女神のもとであらためて確実なものとした。そしてこのクロトに 
手を触れたのち、今度はアトロボスの紘ぎの席へ連れて行って、運命の糸を、取り返しのきかぬ不変のものとし 
た。 
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621そこから魂は、うしろをふりむく ことなく 女神 アナン ヶの王座の 下に 連れて行かれた。そしてそこを過ぎ、他 
の者たちもみなそこを通り過ぎると、魂たちは全員が連れ立って旅路をすすみ、 〈忘却 (レーテ ー) の野〉 へと やっ 
て来た。それは、息のつまりそうな、おそろしい炎熱の道行きであった。この野原には、およそ大地に生ずる も 
のは、一木一草も生えていなかったのである。 

すでに夕方になって、魂たちは〈放念(アメレ ース) の河〉のほとりに宿営することになった。この河の水は、 ど 
のような容器をもってしても汲み留めることができなかった。すべての魂は、この水を決められた量だけ飲まな 
ければならなかったが、思慮によって自制することができない者たちは、決められた量よりも たくさん 飲んだ。 

B それぞれの者は、飲んだとたんに一切のことを忘れてしまった。 

みなが寝に就いて、やがて真夜中になると、雷鳴がとどろき、大地が揺らいだ。と、その場から突如としてそ 
れぞれの者は、あたかも流星が飛んで行くように、かなたこなたへと新たな誕生のために、上方高く運び去られ 
て行った。 

エル自身はといえば、彼だけは先に河の水を飲むことを禁じられたのであるが、ただ自分が どこを通り、どの 
ようにして肉体の中へ帰ってきたかは、わからなかった。しかし不意に、目を開いてみると、明け方に自分が火 

た生涯はまず、「過去」を司る女神ラケシス (617 C ) によつ 
て批准確認され、ついで順次、「現在」の女神クロト、「未 
来」の女神アトロボス、そして最後に三女神の母であるア 
ナンケ(必然)自身によって批准確認される0 


1トロィア攻略の策として用いられた木馬を作った人。 

2 『ィリアス』第二卷二一二行以下に登場する、身分卑し 
く、下品で醜く、指揮官に悪態をつく男。 

3「未来」は「過去」から生まれるがゆえに、選び取られ 
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咖葬のための薪の上に横たわっているのを見出したのだという。 

( T ) 

C このようにして、 グラゥコンよ、 物語は救われたのであり、滅びはしなかったのだ。もしわれわれがこの物語 
を言じるならば、それはまた、われわれを救うことになるだろう。そしてわれわれは、〈忘却の河〉をつつがなく 
渡って、魂を汚さずにすむことだろう。しかしまた、もしわれわれが、ぼくの言うところに従って、魂は不死な 
るものであり、ありとあらゆる悪をも善をも堪えうるものであることを信じるならば、われわれはつねに向上の 
道をはずれることなく、あらゆる努力をつくして正義と思慮とにいそしむようになるだろう。そうすることによ 
D つて、この世に留まっているあいだも、また競技の勝利者が数々の贈物を集めてまわるように、われわれが正義 
の褒賞を受け取るときが来てからも、われわれは自分自身とも神々とも、親しい友であることができるだろう。 
そしてこの世においても、われわれが物語ったかの千年の旅路においても、われわれは幸せであることができる 
だろう」 


1「物語は滅び去った」 eoeosQ- mbAETO) とは、物語の架空 の物語は真実を告げるものであるといぅ意味で、逆に「物 
性を言ぅ定型的な結びの言葉であるが、ブラトンは、自分 語は救われた」 (■csosqs'CDe と結ぶ。 
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『国家』補注 

A 生成を規定する数について 01 . 546 A 〜 D ) 

この箇所の原典が「ブラトンの著作のなかで最も難解な箇 
所」(アダム)と言われるものであるだけに、これに対するさ 
まざまの解釈の文献も非常に多い。これらの文献については、 

Adam , Tri ? e 2 m 系 e 〇/ p r s-n (一90 2)， PP. 264-265 およ 
び同書第二版(一96 3) に付せられた Introductioncry D . A . 
Rees , pp . XivlllIXllx を見られたい0 

この箇所の問題と最も本格的に取り組んだのはやはりアダ 
ム ( op . cn - .n, PP. 201 —209 ( notes ) ； PP. 264-318 (Appendix け〇 
wookM )) であり、多くの点において画期的な彼の解釈は、今 
日においても依然、最も有力であると思われる。私の本文訳 
も、このアダムの解釈に沿って訳してある。 

他の重要な寄与としては、 A . Diol / s , Le nombre 印 e Platon : 
EssalRiexegese et d ^ lstolreJfeemsre . s ^ re . seTlte.s a q ^ 
mie des Inscriptions et Belles-Lettres 1A, 19 §:, か 0 出レた 0 
釈がある。アダムは、問題の数は 216 と 12960000 であると 
解したが、ディエスはアダムの解釈に半ば従いながら、しか 
しこの箇所が 216 という数なしに解釈可能であることを論じ、 
原典の 546 W5 〜 C 1 (lv-s->7rps' T -s: ..Q-TT-e-'rlvav) の言葉は別の 
仕方で 12960000 という数を指し示していると解した(彼の解 
釈の要点は、 E . Chambry , 1 /a ^ edition )， 


note ad loc . や、アダムの第二版への Introduction 一 ;>y D . A . 
Ilees , pp . xlix -1 に記されている o 

以下ここではしかし、大綱をアダムの解釈に従って、逐次 
説明を与えて行くことにする。 

I 「大地の内に生まれる植物にとってのみならず、 

……命長いものにとっては長い」 (VDL 546 A ) の解釈。 
すべての動植物には、それぞれの種に固有の懐妊期間が定 
められている。 A から始まった「周転の動き」(図 1) がふた 
たび A に達したとき、「周期の環」は「(端と端が)結びつけ」 
られ(「周期の環」が完結され)、そのたびごとに「生産と不生 
産の時期」が起る。す 
なわち、 A においてま 
かれた種がつつがなく 
成熟した場合には「生 
産」の時期となり、種 
がまかれなかった場合 、 A 
あるいは、まかれても 
途中で死滅した場合に 
は「不生産」の時期と 
なる。「周期の環」(懐 
妊期間)は、短命の生 
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物の場合には短く、長命の生物の場合には長い。 

二 「お前たち〔人間〕の種族における良い出産と悪い 
出産のことについては……いつかは起るであろう」 

(a. 546 B) の解釈。 

v .459 Asqq . において、国の支配者が結婚と出生を管理 
する ことが 述べられた。彼らは「推理(計算)と感覚」を用い 
て、 どのような 両性を結婚させるべきかを考え、年齢の条件 
を考慮し、人口を一定に保つ よう 配慮し、 どの 子供を養育す 
べきかを決める。しかしその際、どれだけ支配者たちの知恵 
が秀でていたとしても、誤りは必ず起る。そしてその責任は 
支配者たち自身にはなく、つぎに見られるように、宇宙全体 
を規制する避けがたい法則的周期から由来している。 

三 「神として生み出されたものには、……周期があ 
る」 ( w . 546 B ) の 解釈。 

「神として生み出されたもの」とは宇宙そのものを指す。 
宇宙は神とみなされ、またそれは造り主によって——原初の 
混沌状態から秩序づけられるという仕方で——生み出された 
ものとみなされている。どちらの点についても、『テイマイ 
ォス』 200 B , 30 A 〜 B , D , 34 A 〜 B , 37 C を参照。 

「完全な数」とは、エゥクレイデス(ユークリッド)その他 
における数学用語としては、その数の約数の和と等しくなる 
数(たとえば、 6 H 1+2+3, 2 00 =1+2 + 4+7 + 14) のことであ 
り、またこれとは無関係にピユタゴラス派の間では、とくに 
一〇が 「完全な数」と呼ばれ、 さらに『テイ マイオス』 (39 D ) 
における「完全な数」は、いわゆる「大年」-地球をめぐ 


る八つの天体(恒星と七つの惑星)がふたたび同時に元の位置 
に戻るのに要する期間、すなわち、 12960000 日または 36000 
年——を指している。このように、「完全な数」の用法は必 
ずしも一定していない。 

この箇所では、ブラトンは、宇宙の生成を完成させる数と 
いう意味で「完全な数」という表現を用いていて、それがさ 
らにどのような特定の数のことであるかについては、意識的 
に何も語っていないとみなされる。 

四 「他方、人間として生み出されたものにとっては、 

……最初の数にほかならない」 (_. 546 B 〜 C ) の解 
尺〇 

(.1) 「似と不似をもたらし増大し減少する諸要素〔諸数〕」 

とは、ピユタゴラス派におい 

て「生命を生み出す三角形」 

と考えられていた直角三角形 
(図 2) の三辺を規定する数、 

すなわち、3 • 4 • 5を指す。 

このことは、つぎに語られる 
「右の要素数のうち四対三と 
なる最小の数の組〔すなわち、 

四と三〕が五と結び合わされ 
て」 (5460) という言葉からも知られる。 

3 • 4 • 5が「似と不似をもたらす」と言われるのは、同 
じ 次の文章 (546c) で語られて いるよう に、3 • 4 .5 の結 
合によって「二つの調和」、すなわち正方形数(36002)と長方 
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形数 (40000 X 2703 がつくり出されるが、ピユタゴラス派にお 
いては正方形数は「似の数」、長方形数は「不似の数」と呼 
ばれていたからである。 

3 • 4 • 5が「増大し減少す る」 と言われるのは、この二 
つの調和数(正方形数と長方形数)が、それぞれ宇宙の増大 
(成長)と減少(衰退) とに 対応する長大な周期を示しているか 
らであり、したがって3 .4 .5 はその要素数として、宇宙 
の増大と ともに 増大し、宇宙の減少と ともに 減少する ものと 
語られているわけである。 

(：11)「それぞれの平方根と平方(冪)による増加」とは 

-「増加」は和をも積をも意味しうるから-平方根と 

(それの)平方との和(^+^)とも、平方根と(それの)平方と 
の 積 (： r xn ,) とも 解されうるが、つぎの「三つの間隔と四つの 
境界点を とる」 (平面数でなく立体数であること)という、こ 
の「増加」を規定する条件に B 
よって、後者の意味であるこ 
とが決定される。すなわちこ 
の場合は、 3XS=3 ノ 4X42= 

4 W, 5 X ^ H ^, を意味する。 

そして結局、この文章全体 

が意味している数-すなわ 

ち、3 • 4 • 5の右の ような 
「増加」が行なわれるところ A 
の「最初の数」——とは、 

33+43+53=216 


のことである。 

(3) 「三つの間隔と四つの境界点」——図 3 のように、 
「三つの間隔」とは長さ ( AB ) と幅 ( BC ) と深さ ( CD ) のこ 
とであり、「四つの境界点」とはこれらが接合する境界点と 
しての<1、3、〇、0のこと。 

( IV ) 「すべてのものを互いに話の通じ合えるもの、わか 
り合えるものとする」とは、右の216という数が、あらゆる 
意味で調和的な比例をかたちづくっていることを意味する。 

この箇所の文章全体は、先述のように、人間における懐妊 
の(最短)期間を規定する数のことを述べたものであり、216 
という数は七力月の胎児が生育する日数を表わしている。そ 
して ピュタ ゴラス派の考えによれば、胎児の生育は、その第 
一段階が六日間、第二段階が八日間、第三段階(肉の形成)が 
九日間、第四段階(身体の形成)が一二日間、という順序と期 
間によって行なわれるが、これらの数は、00:6=四度(音程)、 
9: 6=五度、12: 6 =八度(ォクターブ)というように、音階の 
調和をかたちづくる比をなし、そしてその総和(6+00+9+12 
= 35) は「調和数」と呼ばれる。そうすると、216 =(35 X 6) 
+6であるから、それは六つの「調和数」に六を加えたもの 
となる。そしてこの 「6」 という数は、最初の男性数 「3」 
と最初の女性数 「2」 の結合であるがゆえに(3 X 2=6)、ピ 
ユタ ゴラス派によって「結婚数」と呼ばれていた。216は、 
このようなさまざまの意味での「調和」をふくむ数であるこ 
とになる。(さらに216は、右の意味をもつ「6」の立方で 
もあり(63=216)、最初の男性数と女性数それぞれの立法の 
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組合せでもある (33 X2“=216)。) 

なお、「話の通じ合えるもの、わかり合えるもの」 (TTPOqlv 
yopa Kai3'TQ-Trp 6 sQ^AAJAa) という言葉(酷似した表現がピユ 
タゴラス派のピロラオスの現存断片のうちに見られる)は、 
「約分しうる」「有理的である」といった数学的な意味をも 
もちうる言葉である。 

五 「右の要素数のうち四対三となる最小の数の組〔す 
なわち、四と三〕が五と結び合わされたうえで…… 

もうひとつの辺は三の立方を一〇〇倍したものであ 
る」 (M. 546C) の解釈。 

(.1) 「四と三が五と結び合わされる」とは、 3 X 4 X 5=60 
を意味し、そのうえで「三たび増加させられる」(「増加」は 
先の四の(11)における「増加」と同じく積の こと) とは、 

60 x 60 X 60 X 60=12960000 

を意味す る。 この数が、つぎに説明され るょう な二つの「調 
和」(調和数)をつくって 
いる。 B 
(：； 3 ) その 60 X 60 X 60 
X 60=12960000 がつ くり 
出す「二つの調和」のう600 
ちの一方は、「等しいも 3 
のが等しい数だけくり返 
されたもの」(すなわち、 

正方形数) であり、その A 600 
各辺は「一〇〇の何倍か 


の数のもの」(すなわち、一〇〇のある倍数、この場合、 10 0 X 
36) である。結局「二つの調和(数ごの一方は、 

3600 M (= 12960000=60 x 60 X 60 X 60) 

なる正方形数(図4参照) のこと である。 

36という数 も、 ピユタゴラス 派において 重要な意味を与え 
られていた。 36=35 + 1 であり、 35 は音階の調和を構成す る 
数の総和(先の四の(IV) を 見ょ)、一は「万有の始原」だから 
である。それはまた「結婚数」 (6) の平方でも ある、等々。 

(111) 60 x 60 x 60 x 60=12960000 がつ くり出すもうひと 
つの調和数は、「その一つの方向」(すなわち、平行する方向、 
図 6 において AW = DC , AD = BC ) において等長で ある 一^:方 
形数である。その長方形の各辺を規定する数がつづく言葉 
(次の ( a ) と ( b ) で説明する)において 語られる。 

( a ) 「五の有理的な対角線」とは、一辺が五である正方形 
(図 5) の対角線 (HV SI) に最 
も近い整数のこと、すなわち、 

7=<49 のことである。したが 
って、「五の有理的な対角線 
からなる平方数を一〇〇倍し 
たもの」は、72 X100 を意味す 
ることになるが、ただしここ 

に「その平方数 (72=49) のそれぞれは一だけ不足する(差引 
かれるごという条件がつくので、求める一辺を規定する数は、 

(4911) xloo=4oooo 

となる。 
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「あるいは、(五の)無理的な対角線 (V SI ) がとられる場合 
には(その平方数 (v §l xvgl=50) のそれぞれは)二だけ不足す 
る(差引かれるごという言葉は、この条件を別の仕方で規定 
したものであり、求める数は、 

(5012) xloo =4 oo oo 

となる。 

( b ) 問題の長方形のもうひとつ B _ - _c 

の辺は、「三の立方を一〇〇倍し 
たもの」であるから、答は簡単で 
ある。 

3 X 100=2700 

結局、「二つの調和」のうちの 
ひとつとしてのこの長方形数は、 

4 00 00 X 2700 (= 12960000=60 X 
60 X 60 X 60) 

である(図 6)0 

( IV ) このょうにして、「右の要素数のうち四対三となる 
最小の数の組が……」で始まる記述が意味している数は結局、 
(3 X 4 X 5) X (3 X 4 X 5) X (3 X 4 X 5) X (3 X 4 X 5) 

= 12960000 

= 3600“ (第一の「調和」、正方形数) 

=4 00 00 X 2700 ( 第二の調和、長方形数) 

であることになる。 

先に人間の懐妊期間として語られた216という数が、 

216= (35 X 6)+ (1 X 6) 


であるから、音階の調和(ハルモーーア ー) をかたちづくる数の 
総和である35 (=6+8+9+12) と、「万有の始原」である一を 
それぞれ六つ含んでいたのと相似た仕方で、この宇宙全体の 
生命を規制する数もまた、 

36002= (35 X 360000) + (1 X 360000) 

として、35と一とをそれぞれ360000含んでいる。したがっ 
て、216が「すべてのものを互いに話の通じ合えるもの、わ 
かり合えるものとする」 (546W) と言われるよぅな調和的な 
数であるのと同じ意味で、後者の数も調和的な数であること 
になり、「小宇宙」(人間)と r 大宇宙」との類比がここに象徴 
されている。 

また、第二の調和としての長方形数 (40000X2700) は、 

40000 X 2700= (4000 X 10) X (270 X 10) = (480 X 270) X 10“ 
であるが、ここで270は入間における九力月の胎児の日数、 
480 (=210+270) は通常の計算による七力月と九力月の胎児 
の日数の和であって、ここでも「小宇宙」(人間)と「大宇宙」 
との連絡が示されている。(なお10は最もしばしば「完全 
数」と呼ばれる数である。) 

むろんこのよぅな「小宇宙」と「大宇宙」との連絡は、よ 
り基本的には、もともと人間の生誕を直接規定する数(3“+乜 
+ 5 W = 216) とこれら「二つの調和」とが、ともに 3 *4 *5 を 
基にしてつくられることによって示されていたことであった。 

( V ) この「二つの調和」 —— 正方形数(36002)と長方形数 
(4 00 00 X 2700) ——は、『ポリティコス(政治家)』 (26 00 E 〜274 
E ) の物語において語られている、宇宙の生命がたどる二つ 
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の大周期と重ね合せて考えることができる。二つの周期はい 
ずれも r 大年」(上述三を参照)を示すと解されるが、その一 
方は順行の周期、他方は逆行の周期であって、相交替しつつ 
等期間宇宙を規制する。順行の周期においては、「似」が優 
勢であって、宇宙は成長し力強く、逆行の周期においては、 
「不似」が優勢に支配して、宇宙は衰退し力弱い。 

『国家』のいまの箇所で語られる「二つの調和」のうち、 
一方は正方形数であり、正方形数は「似」の数であるから、 
『ポリティ n ス(政治家)』における順行の周期に相当すると 
解され、もう一方の長方形数(「不似」の数)は逆行の周期に 
相当すると解される。前述四の ( i ) を參照。 

そうするとさらに、この「二つの調和」(36002, 4800 X 2703 
のそれぞれは、宇宙がたどる最大の周期としての r 大年」を 
示すことになり、その数値12960000はその日数を示すもの 

と 解される。フ ラトンは 一年を - 理想的に分割する場合 

-360日と数えた(『法律』 VI . 758 W と Adam , op . s . rp . 

301, n . 2を参照、ただし他では364 .5 日とする ことも ある、 
『国家』 IX . 5 S 7 E 〜 50000 A とその 箇所の注 5 を参照)から、 
この「大年」 の 日数は、年数に直す と 36000年である。 この 
年数は、プトレマィオスの天文学において「プラトンの大年」 

(magnus Platonicus annus ) として知られて、，た 0 
六「この幾何学的な(ゲオーメトリコス：=大地を測 

る)数の総体こそが . 幸せに恵まれることもない 

であろう」01 . 546 C 〜 D ) の解釈。 

これまでに述べられた数の総体——すなわち、12960000= 


レ 602=40000 X 2700 ——は、正方形と長方形とによって表わ 
される ような幾何学的な(ゲ オーメトリコス)数であるととも 
に、大地(ゲ ー) をその一部とする宇宙の生命の周期を測る 
(メトレィン)ところの数としても 「ゲ オ— メトリコス-と 乎 
ばれるにふさわしい。 

この数が「より良き出生とより悪しき出生とを支配する」 
と言われるのは、われわれが生きている 3 S 00 年の周期の初 
めのころ、不似がまだ勢いを得ず宇宙が成長しつつあった時 
代には、そのなかにおける人間の出生もまた「より良き」も 
のであるが、これに対して、宇宙が衰退しはじめるにつれて 
出生もまた「より悪しき」ものとなるからである。前述の五 
の ( V ) を参照〇 12960000 という数が宇宙の周期を規定し、そ 
の宇宙の周期が人間の出生を支配する。 

このようにして、先に本文において語られたように (546 A 
〜： B )、 理想国家の最高の知者である支配者たちも、いつか 
はこの意味での「よき出生と悪しき出生」を知りそこなって、 
あるべき正しい結婚の規制を失するとき、より劣った子供が 
生まれてくることになり、内紛の因がかたちづくられる。理 
想国家(〈優秀者支配制〉)の場合、この内紛は、他の四つの国 
家形態におけるように国家自身の内にその固有の原因がある 
のでは なく、 「およそ生じてきたすベてのものには、滅びと 
いうものがある」 ( 546 A ) という大原則から由来し、これまで 
に見られたような数によって規定される宇宙全体の周期的法 
則によって避けがたく帰結するところの、「悪しき出生」と 
いうことから由来するものである。 
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B いわゆる「詩人追放論」について ( X . 595 A 〜 6000 B ) 

この箇所全体を通じて、ブラトンの詩人に対する論調はき 
わめてきびしい。多くの人々がこの箇所について論じた(こ 
の『プラトン全集』第一五巻の「文献案内」こ三一—二三三 
ぺージ参照)。しかし筆者には、この箇所におけるブラトン 
の論旨は、その論調のきびしさと意地の悪い例証の仕方にも 
かかわらず、事柄自体としては、詩や芸術に対してけっして 
それほど不当なことを言っているとは思われない。そしてそ 
のょぅな立場から、すでに「文芸の xQ' pls (歓び )、 o » poo ' Trls (真 
実性、正確性)、 8--e-EAQ' (有益性) —— プラトンの文芸論に関 
する若干の基礎的考察 —— 」(『西洋古典学研究』 IV •一九五 
六年)、おょび「ブラトンにおける論争の論理」(第五章•文 
学への挑戦)(『思想』一九六四年第四号)といぅ論文を発表し 
たが、さらに主要な諸文献の検討を補強して、『国家』第二、 
三巻その他を含めてブラトンの文学論全体について詳しく論 
じた論文の発表を予定している。この補注では、既発表の右 
の二論文にほぼそのまま準拠しつつ、この箇所に関する基本 
的な注意点だけを、以下に示しておきたい。 

I 存在論的観点からの議論 ( X . 595 C 〜 602 B ) につ 

ぃて a 

詩(文学)や絵画のように「ミーメーシス」(対象を真似て描 
写すること)によって成立する仕事は、「本性(実在)から遠ざ 
かること第三番目の作品を産み出す」 (597 E ) ものであるとい 
う、ブラトンの中心論点を検討してみよう。 


寝椅子なら寝椅子について、寝椅子のィデア(本質そのも 
の)と、大工の作った寝椅子と、寝椅子の絵とをくらべて、 
寝椅子としての実在性ないしは真実性の見地から——つまり 
寝椅子とは何か、いかなる機能を果すべきものかという、寝 
椅子の本質なり機能なりにどれがいちばん適っているかとい 

う見地から-この三種の寝椅子に序列をつけるということ 

だけならば、これはそのかぎりにおいて、納得できないこと 
ではない。しかし、画家はものの本質あるいはィデアを写さ 
ず大工の作品を写すだけであり (59 SA )、 それゆえに絵画お 
よび詩などのミーメーシスの仕事は真実から程遠いのだ、と 
言われるとき、これは芸術一般に対するきわめて偏狭な、せ 
いぜい極端なリアリズムの作風にしか当てはまらない見 
方であると非難されてきた ( e . g^The objections whicli he 
( plat; 0 ) lla>re urges do not ; 一 : oucli t : 一一 e real essence of any 
form or Art except pure ana unadulterated realism / 
Adam , note on 59 8 A 1) 。げんにたとえばアリストテレスは、 
詩は歴史よりも普遍的な事柄を語るがゆえに、より哲学的で 
あると言い、その描写(真似)は、いかにあるかを写すのでな 
く、いかにあるべきかを写す (- c - cmTq 0 ai 0 Q£!V2 seT ) と述べて 
いるのである。 

そこで、ブラトンが文学や芸術について無理解であったと 
考えることを欲しない人々は、ブラトンの他の箇所における 
発言——たとえば、画家が現実には存在しないような理想的 
な美しさをもった人間を描くこと ( V .472 D ) や、「最も真実な 
もの」を心の中にモデルとしてもち、それに目を向けて描く 
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こと ( VI . 4004 C ) を述べた文章——を挙げて、アリストテレス 
と同様の考え方、すなわちブラトン的に言えば、イデアのミ 
— メーシスという考え方は、ブラトンにも充分認められると 
ころであると、主張するのが常である。もしこのとおりだと 
すれば、すなわち、画家や詩人は直接イデアを写すのである 
とすれば、その作品は大工の作品と同一の序列のものである 
ことになって、「真実から遠ざかること第三番目」の存在で 
はなく、「第二番目」の存在であるということになろう。 

しかし私には、ブラトンが このような 見解をもっていたと 
は考えられない。第一〇卷 のこの 箇所に見られる発言は、詩 
や絵画の本質に関するブラトンのあくまで正式の見解表明で 

あるし、そしてその見解は、けっして不当なもの-純リア 

リズムにしか当てはまらない偏狭な見解——であるとも言え 
ないように思われる。 

われわれは、寝椅子を例とするこの三つの序列づけの意味 
を誤解しないために、われわれが注意しなければならぬ最も 
重要な ポイントの 一つは、次のことであると考える。すなわ 
ちそれは、ここで言われている「大工の作った寝椅子」と 
「寝椅子のイデア」という区別は、けっしてしばしばそう解 
釈されるように、「現実に そのまま 見出される もの」 Cthe so - 
called actuaT , Adam ) と 「現実には 見出されず、 理想的な か 
たちで思い浮べられる もの」 f the Idear ) との 区別と、 その 
まま 同じではないこと、換言すれば、ブラ トンは ここで「芸 
術家は現実に そのままの かたちで見出されるものをしか描写 
しない-というようなことを少しも言つていない、という点 


である。「大工の作品」(人工物)という意地の悪い例のために 
惑わされやすいのはたしかであるが、しかしプラトンはその 
ようなこと(画家の仕事は現実にある対象の写真的な写実だ 
けに限られるということ)を、そもそも言いうるはずがない 
であろう。なぜなら彼自身、詩人たちの仕事をミユートス 
—— 事実に対する虚構(「作りごと」)——の作成と規定してい 
る以上 («377 D )、 もしブラトンがここで画家について言•つ 
ていることが右のような意味だとしたら、この画家の場合の 
例は、彼自身が現実•事実ならぬ虚構の作成と規定する詩人 
たちの仕事の性格を説明するための例としては、その意義を 
失ってしまうだろうからである。 

もしわれわれがこの意地の悪い例に惑わされることなく、 
直接この当該箇所のテクストに忠実に解するならば、描写の 
対象についてなされた「寝椅子のイデア」と「大工の作った 
寝椅子」との区別は、けっしていわゆる「理想像」と「現実 
に見出される対象」との区別というようなことではなくて、 
直前に語られている「一なるイデア」と「(同じ名で呼ばれ 
る)多くのもの(個物ごとの区別 (596 A 〜 B ) にそのまま対応 
し、その区別を指し示していることを、何びとも否定できな 
いであろう。そしてこの「一なるイデア」と「多くの個物」 
との区別がさらに、イデア論が全面的に展開されている第六 
巻—第七巻で強調されている、「それ自体は純粋の知性や思 
惟によってしかとらえられぬもの」(ノエートン)と「感覚に 
よつてとらえられるもの I へホラートン、アイステートン)と 
の区別と同じものであること、これもまた何びとも否定でき 
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ないであろう。したがって、画家 —— そして詩人 —— がここ 
で言われている三種の寝椅子のうち、第一のもの(イデア)で 
なく第二のそれを描写するということの意味は、画家や詩人 
のモデルとなるのは純粋の思惟の対象にしかならない ような 
ものではなく、特定の感覚像であるということになる。これ 
はけっして、芸術に対する不当な規定ではない。 

画家がたとえ現実には存在しないような、理想的に美しい 
人間を描写するとしても、その描写の対象は、純粋の思惟の 
対象としてのイデアではなく、やはり「感覚され うる もの」 
であることに変りはないであろう。いわゆる「理想像」は、 
現実にそのままの姿で見られることは不可能であるとしても、 
それはやはり、心中に思い描かれるところのイメージ(感覚 
像)であり、第七巻末の線分の比喩でいえば、「思惟によって 
知られるもの」(ノエートン)でなく「見られるもの」(ホラー 
トン)のほうに位置づけられるものである。この意味でのい 
わゆる「理想像」とイデアとを、われわれは厳に区別しなけ 
ればならぬ。(この点は、ただ芸術論や文芸論の局面だけで 
なく、プラトン哲学全般の受けとめ方にとっても、きわめて 
重要な点である。また、先に挙げた V . 472 D で語られてい 
る最美の人間の模範像は、しばしば言われるようにイデアそ 
のものでなく、イデアを「分けもつ」 (472 C 2) ものとしての、 
特定の想像的知覚像である。) 

したがって、もし作家が、無知な人々に作品が与える「実 
物」の錯覚ゃ感覚的効果のみを狙ぅっもりかぃ心、「8淹子 
とは何か」「人間とは何か」といったことについてのイデア 


的な厳密な知識は、彼の仕事にとって必ずしも必要ではない 
ということになる。むろんしかし、芸術作品のもつ真実性は、 
ひとつにはその作家がどれだけ対象の本質を洞察して、どれ 
だけよくその本質を具現した ィメージ (感覚像)を もちうる か 
に依存するから、その意味では、作家が知識と真実の探求者 
であること(『ソビステス』267 W における「探求的ミ ーメー 
シス」参照)、つまり、ひとりの芸術家のうちに哲学者が共 
存することは可能である。第一〇卷のこの箇所に おいて ブラ 
トンは、ひたすら前者の場合を強調しているが、後者のよう 
な場合の可能性そのものまで否定されているわけではない。 

けれども、事実としてこのように芸術家と哲学者がひとり 
の人間のうちに共存することは可能であっても、しかし原理 
的には、芸術が芸術であるかぎりは、たとえどのような理想 
化された像、あるいは「抽象画」の作家でさえも、その描写 
の直接の対象が「感覚されうるもの」であることに変りはな 
いのは、先述のとおりである。同様に文学(詩)が文学{詩)で 
あるかぎりにおいては、作家は彼の把握した物事の本質を、 
特定の状況における一主体の具体的な姿•行動を一度あいだ 
に入れて、それを描き出すことによってしか表現できないと 
いう点に変りはない。ある事柄——たとえば「善」や「正義」 

-を、このように感覚像を手がかりとして、具体的な人物 

や状況を介して描写(ミーメーシス)するということは、疑い 
もなく、人に訴える力の点では強みであろう。しかしプラト 
ンが哲学として考えたような、問題それ自体の徹底的な考究 
ということに対しては、それが逆にひとつの制約を与えるこ 
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とになる。感覚的なイメ ー ジの中に表現された「善」や「正 
義」や「勇気」は、たとえそれがどれほど迫真性を示そうと 
も、特定の费价でしかなく、それを知っても、「善」や「正 
義」や「勇気」のすベてを知ったことにはならないからであ 
る0 

いずれにせよ、以上のように、画家や詩人の仕事としての 
ミーメー シスの対象が、直接イデアではなく、特定の感覚像 
であるとすれば、作品中に描かれるものが対象の本質それ自 
体(イデア)から「遠ざかること第三番目」にあるという、ブ 
ラトンの序列づけは、原則的に動かないと言わねばならぬ。 

先に見られたように、多くの学者がプラトンを芸術への無 
理解という非難から救おうとしてプラトンに押しつけている 

考え-すなわち、絵画や文学(詩)はイデアを直接写すので 

あると いう見方 - は、芸術作品の資格をブラトンの言う 

「第三番目」の序列から「第二番目」の序列へと高めるかの 
ごとくに 見えながら、しかし実際には、芸術がまさに芸術で 
あって他の何ものでもない ことの 積極的な意味を、かえって 
喪失させる ことにな りはしないだろうか。ブラトンがここで 
行なっているように、芸術作品の意味を、学問的真理からも 
実際上の有用性からも区別して、それ自身に独自のものとし 

て位置づけること-これは、 コリングウッド (R.Q . 001- 

lincrqwood,tq5§2/k を作 ^^&§ 0 ^ 炎 .0/.4^ 1964, ^ 164)も言 
うように、およ そあらゆる健全な芸術理論がその上に立つベ 
き 基盤 そのもの Cthe very foundation-stone or all sound 
aesthetic theory o なのである。 


文学(詩)は、たしかにアリストテレスの言うように、歴史 
とくらべて、実際の出来事でなく可能な出来事を語り、個別 
的なことよりは普遍的なことを語るがゆえに、より哲学的で 
あり価 M 多いものであると言いうるであろう。しかしたとえ 
文学(詩)がどれほど哲学的でありえたとしても、上述の意味 
において、哲学そのものとくらべれば当然のことながら、け 
っして「より哲学的」ではありえないであろう。根本的には 
このような理由のゆえに、さらには、現状における文学(詩) 
がとかく安易に流れて、「何も知らない多くの人々に美しい 
と！^ぐ^?ようなもの、そういうものを真似て描写す る」 ( ON 0 2 
B ) という事情のゆえに、人間の最も大切な問題について文学 
(詩)に規範を求めるのは危険であり、そのための知識や真理 
の探求には、もっと別の方法が必要であるというのが、ブラ 
トンのつよく言おうとしたことであった。 

二 心理的•感情的効果の観点からの議論( X . 6020 
i 608 B ) について。 

先に第二、三卷において詩を中心とするムゥシケー(音楽. 
文芸)の教育が論じられたとき、疑いもなくブラトンはソそ 
の望ましい効果について語り、魂のうちに知性あるいは理が 
成育する以前に、すぐれた作品によってすぐれた感性を育く 
むことの重要性を説いていた。 

「音楽、文芸においてしかるべき正しい養育を与えられた 
者は、欠陥のあるもの、美しく作られていないものや自然に 
おいて美しく生じていないものを最も鋭敏に感知して、かく 
てそれを正当に嫌悪しつつ、美しいものをこそ賞め讚え、そ 
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れを歓びそれを魂の中へ迎え入れながら、それら美しいもの 
から糧を得て育くまれ、みずから美しくすぐれた人となるだ 
ろうし、他方、醜いものは正当にこれを非難し、憎むだろう 
から——まだ若くて、なぜそうなのかという理を把握するこ 
とができないうちからね。やがてしかし、理が彼にやって来 
たときには、このように育てられた者こそは誰にもまして、 
その理と親近な間柄となっているためにすぐ識別できるから、 
最もそれを歓び迎えることになるだろう」(日. 401 E i 402 

A ) 

しかるに、この第一〇巻では、これとまったく正反対の効 
果だけが強調され、詩が追放されなければならないことの、 
ひとつの大きな理由とされている。 

「このようにしてまたわれわれは、いまや、一国が善く治 
められるべきならば、その国へ彼(作家、詩人)を受け入れな 
いことの正当な理由をもつことになるだろう。ほかでもない、 
彼は魂の低劣な部分を呼び覚まして育て、これを強力にする 
ことによって理知的部分を滅ぼしてしまうからだ。それはち 
ようど ひとつの国家において、たちの悪い連中を権力者とし 
て国をゆだね、よりすぐれた人々を滅ぼしてしまうようなも 
の。それと同じく、真似を事とする作家(詩人)もまた、人間 
ひとりひとりの魂のなかに悪しき国制を作り上げるのだと、 
われわれは言うべきだろう」 ( X . 605 W ) 

こうした判定は、先の第三巻における発言とくらべると、 
同一人の言葉とは思えないくらい、文学(詩)の効果について 
まったく異なったことを述べており、またそれ自体としても、 


たとえばアリストテレスの有名な「カタルシス」論などとく 
らベて、偏狭で片手落の見解ではあるまいかというのが、多 
くの論者の意見であった。 

しかし、ここでもわれわれは、この第一〇卷におけるブラ 
トンの論述の進め方がもっている、特殊な性格に惑わされて 
はならない。前後のテクストを入念に読んでみれば、ブラト 
ンがここで、事柄自体として第三巻とまったく矛盾した、相 
容れないことを語っているわけではないということが、すぐ 
に気づかれるであろう。 

右に引用した言葉の少し前に、次のようなことが言われて 
いる。これは、右の言葉が述べている判定が全面的にそれに 
依存しているところの、前提条件となる事柄である。 

すなわち、作家が対象として取り上げることの可能な人間 
のタィプとして、 (1) 「感情をたかぶらせる性格」と、 (2) 
「思慮ぶかく平静な性格」とがある。前者 (1) は、魂の非理 
性的な部分にして怠惰な部分、または「感情(パトス)そのも 
の」 (604 B ) に導かれるような性格であり、後者 (2) は、魂の 
理知的にして最善の部分、または「理と法」 (604 B ) に導かれ 
るような性格である。 

そしてこの場合、前者 (1) のほうは「いくらでも種々さま 
ざまに真似て描くことができる」のに対して、後者 (2) のほ 
うはそうではない。すなわち、そのような思慮ぶかく平静な 
性格というものは、「つねに相似た自己を保つがゆえに、そ 
れを真似て描くのは容易ではなく、またそれが描写された場 
合にも、そうやすやすと理解されるものではな、，-とくに、 
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お祭のと きと か、劇場に集まってくる種々雑多な人たちにと 
っ C はそうである。なぜなら、そういう人たちにとっては、 
そこに真似て描かれているのは、自分の与り知らぬ精神状態 
だろうから」と言われなければならない。したがって、「真 
似を事とする作家(詩人)というものは、もし大勢の人々のあ 
いだで好評を得ようとするのなら ば、 生来けっして魂のその 
ような部分に向かうようには出来ていない。……彼が向かう 
のは、感情をたかぶらせる多彩な性格のほうであって、それ 
はそのような性格が、真似て描写しやすいからにほかならな 
、二と、， うことになる。 (604 E 〜605 A ) 

このあとで結論的に述べられる先に見た言葉 (605 B ) が、こ 
うした事柄——作家がどのようなタィプの人間を描写の対象 
として選ぶかということ——が前提されてこそ、はじめて言 
えることであるのは明白であろう。なぜなら、もし作家が対 
象と して (1) のタィプの人間を選ばずに、 (2) の「思慮ぶか 
く平静な性格」を選ぶとするならば(これは事柄自体として 
当然ありうるはずである)、先に見た「魂の低劣な部分を呼 
び覚まして育てる」云々というようなことは、完全に言えな 
くなるからである。それが言えるのは、 (1) の「感情をたか 
ぶらせる性格」の人間を描いた作品についてだけであって、 
すべての場合にそうなのではない。 

しかも、この前提条件そのものがさらに、「とくに、お祭 
りのと きとか、劇場に集まって くる 種々雑多な人たちにとつ 
ては」とか、「もし大勢の人々のあいだで好評を得ようとす 
るのならば」とかいった一種の保留条件つきで語られている 


ことは、右に見られるとおりである。すなわち、もしこの保 
留条件を外せば、作家は必ずしも (1) のタィプの人間を対象 
として 選ばずに、 (2) のタィブの人間を選ぶかもしれないこ 
とが、そこには含みとして残されているといえる。この箇所 
における詩作品の感情的効果についての糾弾は、このように、 
二重の限定条件のもとに語られていることに、われわれは注 
意しなければならない。 

「詩に対する最も重大な告発」として述べられていること、 

すなわち、「それがすぐれた人物たちをも-ほんの少数の 

例外をのぞいて- そこなう だけの力をもつ ということ」 

(605 C ) についても、われわれは同じことを指摘することがで 
きる であろう。なぜなら、その説明として語られている、 
「われわれのうちの最もすぐれた人たちでさえ、ひとりの英 
雄が悲しみにくれて、長いせりふを涙ながらに縷々と語るあ 
りさまとか、不幸を歌って胸を打つありさまとかを、 ホメロ 
スなり、他の悲劇作家の誰かなりが真似て描写するのを聞く 
とき…… 」(605 c 〜 D ) という告発の内容を見れば、これが、 
先に区別された (1) の「感情をたかぶらせる性格」を描写し 
た作品のことであり、そしてそのような作品の場合だけに言 
いうることであるのは、明らかだからである。 

しかも、なぜ「すぐれた人間」であるにもかかわらず、そ 
のような感情に耽溺してしまうかということの、いちばん基 

本的な理由さえも、はっきりと述べられている-つまりそ 

れは「われわれの内なる生来最もすぐれた部分が、理によっ 
て、また習慣によってさえも、まだじゅうぶんに教育されて 
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いないため-へ Q® Te ooylKav s^s TT3al 5 eu!J rn-. vov A6y-8oo5 m-m!! 0el sc. 
T o--e-oqel'sATlqTOV flns ) v, 606 A ) なのである、と。すなわち、 
はじめに比較のために引用した第三卷 (401 Ei 402 A ) の言葉 
が、「理を把握することができない うち」 に行なわれる、す 
ぐれた作品によるすぐれた感情教育の結果を語っているとす 
れば、この箇所で言われているのは、 r 理」(ロゴス)による教 
育はもちろん、文芸の与える「習慣」(エトス)的な教育さえ 
もまだ達成されていない以前の人間が、低俗というべき作品 
によって受ける影響のことなのである(文芸による教育が学 
問的知識の教育でなく、習慣的な何かを授けるものであるこ 
とについては、 VL 522 A を見よ) 0 

以上要するに、ブラトンが全体として語っていることは、 
作家が大衆受けを狙う場合、描写(ミーメ —シス)が容易でし 
かも大衆に理解されやすいという安易さに流れて、感情に負 

けるタィプの人間を-しかも悪い ことには それを英雄 (605 

C ) とかすぐれた人物 (606 B ) とかいった設定のもとに I 主 
題として選びやすく、そのために、本来魂の理知的部分の協 
力者とならねばならぬ非理知的部分(気概、激情的部分)に対 
して、逆の習慣を植えつける効果をもつことが多いというこ 
とであって、けっしてそれ以上ではない。もし作家が「思慮 
ぶかく平静な性格」を対象として選び、それが外的な変化に 
とぼしく描写しにくいという困難な条件を技術的に克服する 
ならば、第三巻で語られていたような、すぐれた作品による 
すぐれた感情教育の可能性は、依然ゆたかに開かれているは 
ずである。 


このように、この心理的•感情的効果の観点からの議論に 
おいても、入念に読んでみれば、プラトンはけっして事柄自 
体として特別奇異なことを言っているわけではなく、第三卷 
と矛盾し相容れないことを語っているわけでもないのである 
が、しかしなぜか、ことさらに誤解を与えるような書き方を 
しているのは事実である。すなわち、右に確かめられたよう 
に、ある前提条件があってはじめて言えること、ある場合に 
かぎって言いうる事柄を、あたかも無条件的•一般的に言え 
ることであるかのように論じ、そして実際にはその前提条件 
をそれとして述べることによって細心に矛盾を避けていなが 
ら、あえてそれを目立たぬように蔽いかくしているとさえ思 
われるのである。 

三議論の背景にある一般的状況。 

なぜ ブラ トンはこの第一〇卷において、以上のように、文 
学(詩)に対してことさらに激しい、誤解を与えるほどに挑戦 
的な仕方で論じたのであろうか。たとえそこにどのような外 
的事情が推測されうるにせよ、それは基本的にはやはり、 ブ 
ラトンが やや さりげなく 触れている文学(詩)と哲学との対立 
(607 wic ) ということを、主体的にみずからの必然的な課題 
として担ったことによる、と言うほかはないであろう。 

人間の生き方、国家社会のあり方に関わる価値の問題は 
「ただ哲学からこそこれを見きわめることができる」(「第七 
書簡」 326 A ) という認識は、プラトンにとってさほど簡単な 
ことではなく、ソクラテスの刑死以来長い遍歴の歳月を高価 
な代償として成立したものであったし(「解説」三の3参照)、 
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それゆえにまた、現状を打破して〈哲学〉を人调の営みのなか 
に、ひとつのジャンルとして確実に位置づけなければならぬ 
という、この課題の遂行に寄せた彼の決意も、きわめてきび 
しいものであった。 

この課題の一環としてプラトンが、世に行なわれているさ 
まざまの通念や思潮を吟味批判するために、それら通念や思 
潮の華やかな担い手であったソフィストや弁論家たちとしば 
しば対決していることは、多くの対話篇からわれわれの知る 
ところで ある。しかし、人間の生き方に関わる価値の問題を 
扱う仕事の分野として、ソフィストや弁論家たちの言説より 
も、もっとはるかに古い伝統をもち、はるかに根づよいジャ 
ンルは、ホメロス以来の叙事詩•抒情詩•悲劇などの文学 
(詩)にほかならなかった。 

一般に幼少年の教育のために、叙事詩や抒情詩の暗誦が課 
せられ (『ブロ タゴラス』325 Esqq •参照)、悲劇は前五世紀に 
入って年々盛大に上演されたから、そこに描かれる神々や人 
物の像は、広く確実に人々の心に滲透し、何が正しく何が美 
しい行為であるか、すぐれた人間とはどのような人間である 
か、といった ことの 規範も、無意識のうちにそこに求められ 
るようになるのは当然であろう。散文で書かれた書物による 
知識の伝達ということが完全に確立されず、いわゆる口誦に 
よる伝承 (oral tradition ) が大きな比重を占めていた長い間、 
ホメロス その他の詩は、そうした倫理的な問題のみならず、 
祭事•政治•軍事から日常生活上の諸技術に至る実際上の事 
柄についてまで、人々がそれに規範を仰ぐ一種の百科全書 


(tricral encyclopaedia ) の役割を果してきた。ブラトンの時 
代においても、「作家たちはあらゆる技術を、また徳と悪徳 
にかかわる人間の こと すべてを、さらには神のことまでも、 
みな知っている」 (5900 DiE ) とみなされていたということは、 
われわれが想像する以上に真実であったと思われる。 

先にこの「補注」 B の一において見られたように、ブラト 
ンの文学(詩)への批判は、ただ文学(詩)の現状への批判にと 
どまるものでなく、その主眼は、文学が人間の生き方の問題 
を取り扱う仕事として、原理的に或る限界をもつのではない 
かという指摘にあった。もしそうだとすれば、人々が人生の 
諸問題について、そのような限界をもつ文学(詩)の提出する 
規範を無条件に信じることは、思想そのものとしては脆弱な 
観念を絶対化することにほかならず、結果は重大であるとい 
わなければならぬ。〈哲学〉がこの点を見抜いたうえで、なが 
らく文学(詩)にゆだねられてきた同じ問題について、もっと 
異なった取り扱い方と、異なった規範を自覚するものである 
ならば、これを人間の営みとして確立することを課題とする 
ブラトンにとって、文学(詩)こそは右のような状況のゆえに、 
最もはげしく論争をいどまなければならぬ強力な相手であっ 
たといえるであろう。 

のみならずまた、ブラトンが若いときに多くの詩作品を創 
作し、ソクラテスとの出会いによってそのすベてを火中に投 
じたという話 ( Diog . L •日. 5-6) が、後の人が作った伝説に 
すぎないとしても、ブラトン自身が詩人としてのすぐれた素 
質と才能をもっていたことは、彼が書いた対話篇そのものが 
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証明するであろうし、彼自身が詩の魅力に対して誰よりも敏 
感な人であったことは、疑いえないであろう。「子供のとき 
からぼくをとらえているホメロスへの愛と畏れとが話すのを 
さまたげる」 (595 W )、 「われわれ自身詩の魅惑に惹かれること 
を自覚している」 (607 C ) と、彼はこの箇所の議論の始めと終 
りにソクラテスに語らせている。この意味において、このよ 
うな原理的な場面における「哲学と詩との争い」は、ブラト 
ン自身の内における「哲学と詩との争い」でもあったという 
ことができる。 

このようにして、この箇所全体に見られるプラトンの口調 
の激しさは、文学(詩)という強力な営みに対して、哲学の確 
立を抜きさしならぬ課題として担うブラトンが、必然的に行 
なわなければならなかった挑戦の激しさであり、それはまた 
そのまま、あらがいがたい詩の魅惑に対する、ほかならぬブ 
ラトン自身の抵抗の激しさであったといえるであろう。そし 
てその挑戦と抵抗は、彼が前半生をかけて心中に育成してき 
た哲人統治家のテーゼを、それを充分に裏づける哲学の内実 
とともに、はじめて全面的に展開した主著の最終巻において 
行なわれたのである。『国家』篇のなかのこの部分は、外見 
的には本論からの逸脱のように見えるけれども、しかしィデ 
ァ論思想が本格的に提示され、不完全国家と人間の不幸が考 
察された後を承けるこの位置は、一度イデア論の導入以前に 
取り上げられた文学(詩)に対して、あらためて最も正式に原 
理的な対決を行なうのにふさわしい場所であった。この箇所 
におけるブラトンの発言を、文学(詩)に対する彼の正式見解 


から除外し ょぅとす る試みは、こぅしたすべての意味におい 
て拒否されなければならない。 
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『クレイトボン』解説 


『クレィト ボン』 解説 田中美知太郎 

登場人物 
ソクラテス ( Socrates ) 

クレイトポン ( cleitophon ) 『国家』「解説」の登場人物の説明を見よ。 ベ： ーポン ネソス 戦争後半期に政治家と して活躍し 
た人物。 テラメネス、 アニュトスなどと結ぶ民主派中の穏健派、 いわゆる 復古的な民主派の立場に あり、エウリピデス、リ 
ュシアス 、ト ラシュマコスな どに つながる 一種の インテリとも 見られる であろう。 年齢は ソクラテスのほうが上かもしれな 
いが、 広義の同じ世代を考えてもいいのではないかと 思う。 


本篇がトラシュロス編のプラトン全集において、『国家』の前におかれ、『ティマィオス』『クリティアス』と一 
組をなすょうになっているのは、何にょるのか。形式的には、登場人物クレィ トポン——と 陰の登場人物 とも 言う 
べきトラシュマコス、さらにはリユシアス—— が『国家』 と 共通で ある ことが、 それであると も 考えられる。また 
もう 少し 内容に 立ち入って考えるなら、本 篇の第 六章における正義の 作物と しての「心を一にす る」 親和(友愛)の 
論が、『国家』 第 四 巻における 理想 国家の 構成と 通じる ものがあり、 また 本篇第七 章の正義の規定には、『国家』第 
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一巻における正義の規定のはじめと対応するものがある こと も、本篇を『国家』と同じ組に入れる一部の理由にな 
ったとも考えられるだろう。さらにもう少し立ち入って考えるなら、本篇の一貫せるテーマが「正義について」で 
ある こと も、何か決定的な意味をもつとも見られるだろう。 

クレイトポンが ソクラテスを、 アリストパネスの 劇『雲』にも見られるような、舞台につり出される機械じかけ 
の神になぞらえて、この口調を真似するときの、最初の文句には、すでに、 

「金銭のことは、どうしたら儲かるかと、まったく真剣そのものになるけれども、それを譲り渡すことになる息 
子のことでは、彼らが金銭の正しい扱いを知るようにするのにはどうすればよいか、まるで無関心なのだ。諸君は 
彼らのために、正しいとはどういうことなのかを教えてくれる人を見つけだす努力もしていない」 (407 B ) 

という 言い方で、「正しい こと」 (デイ カイオシ ュネ ー) が大事な ことと して提示されているのである。そして、 
「さて、それから先は どうなる のか。正しさ(正義)について学ぶのには、 どう 始めなければならないのか」 (40 00 
E ) 

という問いをもって始められる議論は、 

「正義の人がわれわれのためにつくってくれる作物とは何か」 (409 w ~ c ) 

を中心として展開され、本対話篇の山場(五章、六章)のごときものを形成することになる。医術は医者をつくる 
とともに、また健康をつくり、大工は大工をつくるが、別にまた家をつくらねばならぬ。正義が人間のたましいを 
すぐれてよきものとする技術のごときもの (409 A ) であるとすれば、正義についてもとうぜん二つの仕事が期待さ 
れなければならぬというわけである。そしてこのような技術としての正義が最終章(七章)においても、 

「同じ非難を、あんたの正義の技術についてもあびせる人が出てくるだろう。あんたは、正義というものを上手 
に礼讚しているけれども、しかしそれだからといって、正義の知識をちょっとでもよけいにもっているわけではな 
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いと言ってね。むろんしかし、わたしの立場はこれとはちがうのであって、むしろ〔可能性は〕、二つのうちどちら 
か一つで、あんたはその知識をもっていないのか、あるいはもっていても、それをわたしに分けてくれる意志がな 
いのか、どちらかなのだ」 (410 C ) 

というように、問題の焦点におかれている。この限りにおいて、本篇の主要テーマが、『国家』と重なるところ 
があることを、われわれは見ることができるだろう。このようにして、われわれは本篇が トラ シュロス編の プラト 
ン全集のうちにおいて、ちょうどこの組に入れられている意味を、それなりに理解することができるわけである。 
あるいはもしわれわれの理解をもっと先へすすめることができたなら、ここに提起されている問題の答は、これを 
『国家』のうちに見出すことができると言うこともできるだろう。 

二 

しかしながら、本篇を「正義について」を主題とする対話篇と解することは、『国家』とのつながりを見る点に 
おいては大切であるが、この対話篇をそれ自体として見るときには、そのようなまとめ方は無理であり、不足も少 
なくないと見られることになるだろう。この書はクレィトボンの一方的なソクラテス批判で終るのであり、前半 
(二章 I 四章半ばまで)は、かれが是とするソクラテス言説の要約であり、後半(四章408 C 以下から七章まで)は、 
その不足を指摘するものなのである。そしてソクラテスのこれに対する反応は、何も示されず、答も聞くことがで 
きなくなっている。批評の要点は、 

「さあ、このクレィトボンは、魂こそ、われわれの他の苦労がまさにそのためであるところのものなのに、それ 
をまったくなおざりにして、ほかのことにばかり気をとられているのは、笑うべきことだという、あんたの説に同 
意しているのだとしてもらおう。そしてこれにつづくことも、すべてをいまこんなふうにわたしが述、、/てしまった 
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ものと考えてもらいたい。 . そしてわたしが、あんたにお願いして、言おうとすることは、『ほかのことは もう 

いいから、〔その先を〕どうぞ』というだけなのだ。……まだ徳のすすめを説かれたことのない人間にとっては、ソ 
クラ テス、あんたは何にもかえがたい値打のある人だけれども、すでにそのすすめを受けてしまった人にとっては、 
徳の完成に達し幸福を得るということのためには、ほとんど邪魔 だと 言ってもいいくらいのもの だ」 (410 D ~ E ) 

という、 本篇 最後の言葉につきると見ることもできるだろう。ソクラテスの徳と正義のすすめは、 推奨礼 讚の言 
葉によって、その気を起こさせるけれども、さて、それから先どうすればいいかについての、具体的な指示がない 
というのである。クレィトボンはソクラテスの徳のすすめ、「たましい」を大切に し、 これをすぐれたよきものに 
するようにというのを、いつも身体についての同様のすすめと対比しながら、後者については体育や医術があって、 
具体的な指示をあたえるけれども、たましいの場合は、それを「正義」の技術として名ざすところまでは行くけれ 
ども、それが何であり、何の仕事や作用をするのか、まだ明らかにされていないとするわけである。われわれのた 
ましい(生)をすぐれたよいものにし、われわれの生活をよくする(幸福にする)技術とは何か。ひとは正義によって 
はじめて真の幸福を得るとは、『国家』の基本の考えであり、そしてそれはわれわれのたましいのうちに、すぐれ 
た国 制 (ポリーティア t ) を 建設 するという意味なのであるが、しかしこれは、大工の技術における「家」、医術に 
おける「健康」のごとくに、すぐには見ることができないということ、このことがクレイトボンによる批評の裏に 
かくされている別の一面とも解されるだろう。 

三 

しかしながら、このような一方的なソクラテス批判を内容とする対話篇が、はたしてブラトンの作であるかどう 
かは疑問であるとも考えられるだろう。なおまた他に疑問を数えるなら、第七章の、 
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「正義の仕事とは、敵には害をあたえ、味方には親切をすることだ」 (410W) 

という正義の規定が、ソクラテス自身の答のように言われていることや、それの批評のようなものが、『国家』 
第一巻の内容の一部と似ているけれども、それはまったく粗末であり、ソクラテス説とされていたものについては 
これが間違いであることが、まず第一にあげられるだろう。同様にまた第六章の正義の仕事を、 

「市民共同体 (ポリス •国家)のうちに親和(友愛)をつくり出すのがこれだ」 (S 9 D) 

とする説に対する批評も、『国家』第四卷 (433Asqq., 戈 3W~E) の所説に似たものを部分的にのべているとも見 
られるが、「市民共同体のうちに」という大事な規定を落してしまって、「親和」のもとになる「心を一つにする」 
(合意、 コンセンサス) だけをとり、これならどの技術、どの知識にも共通に見られる こと だとするだけのもので、 
ソクラテスの 問答法も真似てはいるが、まったく似て非なるものであると言わなければならないだろう。 

また文体研究の面からすると、本篇における小辞(不変詞)の用法は、『エピノミス』その他の最後期の著作に類 
似するとされている一 M 、 本篇の思想内容は初期もしくは中期の著作に共通するものがあるけれども、後期的なもの 
は認めにくいので、その間の不一致、矛盾も本篇に対する疑点を加えることになるだろう。 

しかしこれをブラトンの真作にあらずとしても、アレクサンドレィア、ペルガモンなどの図書館の創設により、 
書物買入れが盛んになったため、偽書の製作も多くなったような後の時代の偽作とすることはできないだろう。な 
ぜなら、偽作者がわざわざ反ソクラテス的内容のものを作るということは、容易に想像できないからである。誰も 
あやしいと思って、そんなものを買ったりはしないだろう。そうすると、これがもしその種の偽作でないとすれば、 
あやまってブラトン著作のうちにまぎれこんだものとしなければならないことになる。この場合普通に考えられる 
ことは、ブラトン学派の人たちが、あるいはこれに近い人が、若いアリストテレスの例にも見られるように、この 
ようなものを書いたのではないかということであろう。「プ a トレプ ティコス•ロゴス」 は、アリストテレスはじ 
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め他の人たちによっても書かれているから、アヵデメイア内部の空気として、イデア論についても見られるように、 
それについてのアポリアーを出すことも、めずらしくなかったかもしれない。文体がプラトンの最後期著作に似て 
いるというのも、意識的な模倣というよりは、ほぼ同時代の若い人たちが受けた無意識的影響によると説明するこ 
ともできないことはない。 

あるいはもっと弱い仮定であるが、ブラ トンの 未完の習作という線も、まったく考えられないかどうか。もしブ 
ラトンが これのつづきを書くとすれば、 クレイトポン に一矢をむくいて、「きみはぼくたちの誰とそんな話をした 
のか、ぼくは知らないが、きみのやり方は正しくはなかったようだ」と、新しい反駁が始められたことになったか 
もしれない。しかしク レイト ボンが、最後には直接ソクラテスに質問して、正義について本当の答を聞き出そうと 
苦心したけれども、やはり何も得られなかったと言ってしまっているので、そこのところがこのような解釈の難点 
となるかもしれない。いすれにしても、この篇の内容をまとめようとすると、案外うまく行かないところがあるか 
ら、ブラ トンの 他の著作とはやはりちがうわけで、これをブラ トンの真 作とすることはむずかしいと言わなければ 
ならないようだ。 

四 

しかしながら、本篇が疑わしい著作で あると しても、そこに言われて いる ことが、 まったく 無意味で あると いう 

ことにはならない。ソクラテスの r 德のすすめ」そのものに含まれている問題を考える者には、この篇もまた別の 
( 2 ) 

意味を もちうる からである。また この 篇の前半にまとめられている ソクラテスの 教説についても、 ソクラテス 説と 
して当時考えられていたものが、何であったかを知るのに、やはり参考になるところが少なくないであろう。 

一、「たましいをこそ大切にしなければならないのであって、身体や金銭のことをそれ以上に大切にするのは間 
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違っている」というのは、『ソクラテスの弁明』 (29D~E, 30w~c) で宣明されたソクラテス哲学の第一歩なので 
あって、本篇においても、身体についての同様のブロ トレ プティコスに対比させられたり、あるいは、これのバ U 
エーションとも見られる「自分自身に気をつけなければならない」 (40oow~c) を含めて、くりかえし (407B,M, 408 
H, 410 D) のべられているのである。 

二、 「ひとはみずから求めて悪をなすものではない」とは、やはりソクラテスの根本の考えであって、『ソクラテ 
スの弁明』 (25 E ~26 A ) をはじめ、『プロタゴラス』 (358 csqq .)、 『ゴルギアス』 (4 SC ~471 D ) などにおいて詳論、 
力説されているところであるが、本篇 (407 D ) においても、「不正」はひとが自分でやるのであって、教育とは関係 
がないという考えに対して、「不正」を悪の一つとして、それを自分から求めて行なうことはないとする説がのべ 
られているのである。 

三、 本篇 (407 E ~40 oow ) には、ものの取り扱い方、用い方を知らない者が、それをわけもわからずに使用するの 
は、大間違いのもとであるから、それの使用は取り扱いを知っている人にまかせなければならない。またしたがっ 
て、どう生きたらいいのか、いのち(たましい)の用い方を知らない者は、自分勝手な生き方をして、不幸をまねく 
ようなことをせず、自分よりかしこい人の指図に従って生きたほうがいいのであって、自由人であるよりも、他人 
の従者、奴隸となるほうがいいのだとされている。これの根本の考えは、すでに『ソクラテスの弁明』 (25 D )、 『ク 
リトン』 (47 W ~400 A ) にも示されており、『エゥテュデモス』 (279 C ~2 S 2 A , 289 A ~ D ) では、プロトレプティコス 
論理の基本命題に用いられている。またそれからの帰結となる議論については、修正民主主義の立場にあったかも 
しれないクレィトポンが特別の感銘を受けたように語っているが、これは『カルミデス』(一71 M )、 『アルキビアデス 
I 』 ( 一一 7 D - ~ ' E ) にも言われているのである。 

四、 「徳は教えられうる」ということが、本篇 (40 SB ) では、ただ一言されているだけであるが、これは徳育の可 
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能性、あるいは教育一般の可能性にかかわる重要な問題として、 ソ フィ ストにも ソクラテス にも 共有されていたの 
である。『エウテュデモス』 (2 S 2 C ) においては愛知の対象としての「知」に関連してではあるが、このことが ブロ 
トレブティコスの 第二 段の 根本命題として前提されている し、『メノン』 ( oo 7 Bsqf 95 B ) や『プロタゴラス』 (361 A 
~ c ) においても、これが主要な論点とされていることは、ひろく知られているところである。これが特に ソクラ 
テス的な 考えであるかどうかは問題であるが、ここでは ソクラテスの 主要な教えの一つに数えられている点も注目 
されていいだろう。 

( 1 ) c. 'Ritter, Untersuchungen iiber Plato - Die .Echtheit u. Chronologie, stuttgprt, 1888 , S. 93194 . 

(2) ソクラテスに始まると考えられる r 徳のすすめ」(ブロトレブテイコス)に含まれている諸種の問題については、拙稿「ブ 
ロトレブティコス」に比較的くわしい取り扱いをしておいたので、そのほうの説明はこれにゆずりたい。『クレイトボン』 
の分析と、『エウテュデモス』その他のブロトレプテイコス•ロゴスとの比較も、同論文四章から九章までに、くわしくの 
ベられて、，る。『エウテユデモス』 (291 B 〜 293 A ) であらわにされているブロトレブテイコスのアポリアー、あるいはパラ 
ドクスとも呼ばるべきものは、すべての人間は幸福を求めるという前提から出発して、それをあたえるものが一つの知であ 
り、結局は政治の知であることに到達したとき、その政治とは何かが問われ、それはもはや普通に考えられているょうな物 
質的な世話ではなくて、幸福のきめてである知、すなわち政治知をあたえることにあると結論されて、そこに何か循環的な 
ものが生ずるのではないかと懸念されるところに見られるわけである。 

主な使用文献 

「ブロトレブティ n ス」(『田中美知太郎全集』第五巻) 

付記本篇は最初『世界の名著•ブラトン1』(中央公論社)のために訳されたのであるが、この全集に収めるにあたって、 
全部を再検討し、部分的には全く別の訳に改めたところもある。 
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『国家』解説 藤沢令夫 


I 総説(執筆年代その他)、登場人物、対話設定年代 
二『国家』篇の構成と全貌の概観 

三この対話篇の主題と、その内実。プラトンにとって『国家』篇とは何であったか 
後 記 

I 総説(執筆年代その他)、登場人物、対話設定年代 

『国家』篇は、たんに分量的にみ T も、『ソクラテスの弁明』 『クリ トン』『エゥテュプロン』『ゴルギアス』『メ 
ノン』『饗宴』『パィドン』といった、それぞれ力のこめられた諸著作を全部合わせた量(バ I ネット版の テクストで 三 
九六ぺ-ジ ) をさらに上まわる一大長篇(四〇九べージ)であり、その内容の-»富さ、思想の迫力、筆致の生彩と相まっ 
て、まずプラトンの主著中の主著と呼んでさしつかえないであろぅ。 

慣習に従ってブラトンの著作を年代的に前期.中期.後期に大別すると、『国家』は中期の著作群に属する。以3 
下の論述の便宜のためにも、今日までの諸研究の成果にもとづいて、個々の対話篇の書かれたおおょその順序と、 7 



そのなかにおける『国家』の位置をここで示しておくと、次のとおりである。前期の諸著作相互の間の前後関係は 
確定で きないが、 『ゴルギア ス』『メノン』 以後の諸対話篇については、ほぼこのとおりの順序を想定して間違いな 
いであろう (『饗宴』と『パィドン』は、以前は、純粋に文体論的な観点から前期対話篇と呼ばれていたが、最近の 
学界では中期対話篇と呼ばれるのが慣習となっており、本稿でもこれに従う)。 

前期 - 『カルミ デス』『ラケス』『リユシス』『ソクラテスの弁明』『クリトン』『ブロタゴラス』『エゥテユデモ 

ス』『エゥテュブロン』『ヒッピアス(犬)』その他、 . 『ゴルギアス』『メノン』 

中期——『饗宴』『パイドン』 『国家』 『パイドロス』『パルメニデス』『テアイテトス』 

後期—— 『ソビステス』『ポリティコス (政治家)』『ピレ ボス』 『ティマイ オス』『法律』 その他 
他の対話篇との前後関係における『国家』のこの位置が、実際の年代のうえでは何年ごろを指し示すか、つまり 
プラトンは いつ、何歳ごろのと きに この対話篇を書いたか、 という ことについては、これまで、たとえばバーネッ 
卜と テイラ1 * のよう な特殊な立場からの推定を含めて、さまざまな見解が提出されてきた。また何ぶんにもこの対 

話篇が長篇であるだけに、特定の部分-とくに、文体的に前期の特色を示し内容的にも前期の対話篇に似ている 

ように見える第一卷——について異なった執筆年代を推定したり、あるいは、『国家』の全体が改訂をへ.て二度公 
刊されたのではないかという推測などが行なわれたこともあった。 

しかし、 こうした さまざまの憶測や極端な仮設がしだいに淘汰されて、かなりの確度と客観性に達している現在 
の諸研究の成果によれば、われわれが今日有する『国家』篇は、これだけの長篇であるから当然かなり長期にわた 
る執筆を考えなければならないが、しかしその成立年代は大体のところ、前三七五年ころを中心に考えればよく、 
ブラ トンが五〇歳から六〇歳ころまでの間に書かれた著作であるとみなすことができる。これは、 ブラ トンがイタ 
リアとシケリア(シシリ ー) への 旅からアテナイに帰って、学園アカデメイアを創設(前一二八八/七年、四0歳ころ) 
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してから、一〇年以上たった後の時期である。われわれは後に(三)、この対話篇に表明されている思想内容と、ブ 
ラトンの生涯のそれまでの経過とを合わせ考えて、なぜ『国家』がこの時点において書かれなければならなかった 
か、その必然性を見るであろう。 

いずれにせよしかし、 この 時期は、プラトンが アヵデメイアの 経営に 力を 注いでいた ころであって、 本 篇の第七 
巻に示されている 教育の 根本理念とその具体的な ヵリキュラムも、アヵデメイアにおける教育の実際と対応するも 
のであったと 思われる。 

* テイラ丄 SI .. Tr ?^ 1926, 5 ed . 1948, p . 23 は、『国家』 ( V . 473 C 〜 D ) に見られるのと同じ哲人統台 
家の思想が、「第七書簡」 (326 A 〜 B ) のなかに、プラトンが四〇歳ころイタリアとシケリアへ旅行するにあたって到违して 
いた思想として述べられていることから、「したがって『国家』(およびそれに先立つ諸対話篇の全部)は、少なくともプラト 
ンが四〇歳になった直後に、そしておそらくアヵデメイアの創設の前には、すでに完成されていた」と結論する。そしてこ 
の結論は、歴史的ソクラテスの思想をそのまま伝えたと彼がみなす著作と、「プラトン自身の思想」が良明された^乍(『パレ 
メーーデス』や『テアイテトス』以降の蕃作)とを、アカデメイアの創設の前後に配分するという、バーネット (of. pr fs.com, 
P .1 5 ) と 共通す る 一般的 見解と結びついている。しかし、このいわゆる「パ I ネット H テイラ ー説」 は、今日では完全に否 
定されている(関連文献については、この『ブラトン全集』 15 における「文献案内」 二〇 四—二 〇七ぺージを参照)。 

また、「第七書簡」を根拠にして右の テイラーのような 結論を導き出すのは、 まったく 不当で あり、フイールド (s ao 只1 

? c§^lomnx 1930, 2 ed . 1948, p . 6 9)、 ロス (prscrAiw 〇/ 1951, PP . 5-6)、デイエス (H a § 
CGIS — VI , Introduction , pp . cxxxv 〜 CXXXVII) などによって、当然の批判を受けている。なお、「第七書簡」と『国家』 
との関係については、本稿の三の 3 を参照。 

** 『国家』の第一卷 はもと 『トラシュマコス』 という 名前(デュ ムラーが 名付け親)の単独の対話篇 として、 『ヵルミデス』や 
『ラケス』 と 同じ時期に書かれた と 見る学者に、 K . R Hermannbi r c ^ e §d suig - ' su & ss-o r ^ -pgr NipA ^- 
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i I Nui i n - SK - WOT - SIS K ^ waw ^- & s . p s - a - ^ 

また、現在われわれのもっている『国家』以前に、前三八八/七年までに一度公刊された別®『国家』—いわば€ 
politeia ——の存在を想定する代表的な学者は、 M . — z,」g pr — is .-, 1913( Kap . 9) であった。 

右のょうな諸仮設に対しては、アダム ^§* ||/^||—|,11,?诊8|)、テイラー(0 , ?§.卜，1>.264)、ショーリイ 
(pf ? 1 E , pp . M , XXV ) などいずれも 反対もしくは強い震を表明しているが、私の知るかぎり、デイエス？ 
s . rpp . xvm ~ xxi , XXXIX ~ XLm , CXXIV ~ CXXXVII ) が最も詳しく取扱い、そして正当な批判を行なっている。 
i -アゥルス.ゲリゥス (二世紀)の『アッテイヵの夜』(一三の三)のなかに、プラトンと、クセノポンとの間柄のことに関連し 
て、「クセノボンは ...... このブラトンの著作(『国家』)のうち、霧 i : ム T ' J ' weii ' iif ' 一一 巻を読んで( I 一 i ®。S 

lilquiplinvof exier — 云々」という1 がある。もしこの伝承が震できるものとすれば、『国家』は学し 
も全体が一挙に執筆•公刊されたのではないことになるであろう。ただし これは、 前注で触れた ょ-っな、 二つの『国家』が 
存在した(ボ— レンツ)ことの 証拠にはならない。 o l-h . o 茹« 0 ^ srPP . XXXIX ~ XLIII . 
t すでここラ- ( pg . d . GV . II ,ーノー— s . 554) が『国家』の.； T ル成と公刊を前一一•:七五年 ころと 想定し、ヴイラモヴイッッ 

rpfs II , 1919,5 . Aufl . 1959, S . 308)が 前三七四年 もしくは それょり 少し後と推定している。ショ i イ (—0 Sr ^ 

0 ^ — H—f 

は前三七五年を termi — ante quem とする。フイールド ( Hasl 客—— ei .8, i , 2 ed .1 SS , P . 71 ) は前三七 

五年 ころの 執筆と考え、クロスとゥ 1 ズリイ (き麥穿セ&貧1964, p . xiii ) がこれに従っているなおこの『フーフトン 全 
集』 9 における 私の『メノン』「解説」 三 八六1 三 八七べー ジを 参照。 

さて、 われわれはこの対話篇についてまず、ブラトンがここに対話者として登場させたのはどのような人物たち 
であつたか、また盡の対話がいつ、何年二ろに行なわれたものと想定して，ているかという、二の雄大な悬 
的ドラマの状況設定に関する事柄から、見て行くことにする。 


登場人物 
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ソクラテス (Socrates) 前四六九—三九九平。その肫と人物については、ここでは省略する。 

ソクラテスはこの対話篇で一人称で； f | り、 『 H 家』篇の八上休は、彼が一日 mj (「きのう」)にペィラィエゥスのポレマルコス 
の家でとり交した対話の一部始終を、ある人に報告するという形式をとっている。この報告の相手の人物の名は、^而に出 
ないままである。 

後年書かれた『ティマィオス』の冒頭の導入部(一 7 A 〜一 9 W ) を itL ると、前日にソクラテスがティマイオス、ヘルモクラテ 
ス、クリティアスにもう一名を加えた四人を相手に、国制(ポリーティア—)について語ったということになっていて、『テ 
ィマィオス』は、同じメンバーによってこの前日の談論をテーマを変えて継続するという設定のもとに書かれ、そして、談 
論 W 開にあたって確認のためにそこで要約的に：•小されるそのソクラテスの国家論の内容は、われわれの『国家』で M られて 
いるところと一致するものがある。そこで、『ティマィオス』と『国家』の両対話篇は、ちょうど『ポリティコス(政治家)』 
が：！：一人物たちによる会話の継続というかたちで『ソビステス』を承け継いでいるのと、同じような関係にあると見て、し 
たがって『国家』において全篇の内容をソクラテスが語り聞かせている相手も、『ティマィオス』で名前の挙げられている 
同じティマィオス、ヘルモクラテス、クリティアスらの四人であると想定すべきだ、という見解 も 出て くる (列えば、 P . 
Shorey , Plato The Republic 一，ゃ yH ——『国家』と『ティマィオス』、さらに『クリティアス』を、三部作的な一連の作品 
と見るのは古代のプロクロス ( J ? 一^ w . 1, 00 ) やビュザンティオンのアリストパネス (cf. Diog. r III. 61) の見方でもある〇 

しかしこれは、誤った想定であろう。『ティマィオス』における右のような状況設定は、よく検討すれば、われわれの『国 
家』篇そのものを承け継ぐことを意図しているとは、とうてい考えられないからである。げんに、『ティマィオス』で語ら 
れる、ソクラテスがきのう行なった国制についての話の要約というのは、『国家』で語られる事柄の一部分 (II. 369 〜 V. 471} 
と対応するものでしかなく、けっして『国家』篇そのものの要約ではない。『国家』には、他にもさまざまの重要な話題が 
含まれている。にもかかわらず『ティマィオス』では、要約の終ったあと ( 一 9A~W )、 それ.で重要な点はすべて尽くされて 
いて、何ひとつ欠落している事柄はないと明-,1されているのである。この事実は、他の諸点と相まって、この「ソクラテス 
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のきのうの話」とい•っのが、われわれの有する 対話篇『国家』 を 指す ものと 意図されていないということを、充分に示して 
ハるといえる。 

(その也のいくつかの論拠については 省略す るが、この問題については、^ M . Cornford , prs -5 cgmoo 造， PP . 4-5 およ 
ヌ彼の举 fc 、るヒレツェル、リッター、フリードレンダー、リヴォーの書物を參照。またこの『ティマイオス』冒頭の 記 
述は、先に見た1^-?〇1^ 2. 災の存在想定の根拠の一つとされるが(ボーレンツ)、この点については^名10'-$ , 0 ^ 0. ^ ,1>.264 
n . 2 、 およびとくに Di 心 s , ob . cirpp . cxxv 〜 OXXVIII の批判を見よ。) 

したがって、『国家』においてソクラテスが事の一部始終を報告している相手として、とくに『ティマイオス』の会#の 
メンバ ー を想定する必然性はまったくないといわなければならぬ。 

さて、『国家』においてこのように、ソクラテスが誰とも名前の出ていない相乎に向かって報 S している話のな 
かこよ、 登場•発言頃 こ 言うと、ポレマルコスの召使、ポレマルコス、グラゥコン、アデイマントス，ケパロス、 
トラ シュマコス、 クレイ トポンといった人々が登場し、ほかに、発言はしないけれどもその場に居合わせた者とし 
て、 リュシアス、エゥテュデモス、カルマンティデスの名が挙げられている ( I . OJ 28 B その箇所の注 1 参照)。 

そこでつぎに、これらの人々のうち、ソクラテスの一行がポレマルコスの家に落着いてから(一巻二章以後)始ま 
った主要な対話の頂字に従って、ソクラテスの相手となる人物たちがどのような人々であるかを、見て行くことに 
する。 

ケパロス ( cephalos ) リュサニアスの子。ポレマルコス、弁論作家として有名なリュシアス、およびエゥテュデモスの父。 
シケリア (シシリ 1) 島のシュラクサイの生まれであるが、ペリクレスの招きによってアテナィへ移住し、以後三〇年間、遠 
俗な 剧配 配としてペイライエゥスで 暮した ( LysiasxIL 4 を参照)。その財産は、半ばは相続したもの、半ばは自分で稼い 
で得たものと言われて いる (330 B )。 生年と没年についてはさだかでないが、前四〇四年にはすでに故人であったことは確 
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実であり、 また、 ポレマルコス兄弟の トゥ リオイ移住(後出ポレマルコスの項参照)は、父ケパロスの死後であった ことも、 
ほぼ確かである。リュシアスの生涯に関する一部の有力資料(ハリカルナッソスのディオニュシオスと偽プルタル コス—— 
後出ポレマルコスの項参照)は、この移住の年を前四四四年、リュシアスが一五歳のときとしているが、しかしこの年代は 
強く疑われ、誤りであるとする意見が多い。むしろ、ケパロスはおそらく前四二九年、アテナイにおける悪疫の大流行の際 

死んだ-そしてその後でポレマルコス兄弟がトゥリオイへ移住した-という推定 ( Pauli - Wissoa , ^^e s . 

v . polemarchos ) のほうが、妥当で あるように 思われる。 

いずれにせよ本対話篇では、ケパロスはかなり高齢の、信心ぶかく温厚な人物として登場し、ボレマルコスの家に招じ入 
れられた ソクラテスと 老年について対話する。そしてこれが、〈正義〉 とは 何かとい う 問題へ全篇の議論が展開して行く、 
端緒となっている。 

ポレマルコス ( polemar & os ) ケパロスの長男。リュシアスとエウテ ユデ モスの兄 (328 W )。 リュシアスの年弋は通常 (〔 plu - 
tarchllJF ^^ blm oms - 3 m , 11 1 L 々 s .§ 00 35 C sqq . および Dionys . walicarn ., L 2 zs .§ 1 の 記述に従って)、 前 四五 九— 
三七八年とされているから、兄ポレマルコスをこれより何歳か年長と考えると、その生年は前四六〇年代となって、 ソクラ 
テスにかなり近い年齢となる。しかしこのリュシアスの年代については、大幅に異なった見解があり ( Fr . Blass , . 4 as-cr 
teemimmr な1, 341 sqq . を参照)、これにもとづいてポレマルコスの生年を前四五〇年(またはそれより少し前)ころと推定 
する 学者 もいるほどである ( Th . Lenschau ., in Pauli - Wissoa , i ? eoi § 2 !^ zo ^& s - s . v . polemarchos )。 死んだ¥は、後こ▼見ら 
れ るように、前四〇四年である。 

父ケパロスはもともとシケリア(シシリ ー) 島のシュ ラク サイの人であったが、アテナイへ移ってその外港町ペイ ラ イエウ 
スに住むようになった。居留民であって市民権をもたなかったが、きわめて富裕な家柄であったから、ポレマルコスも恵ま 
れた環境のなかで、アテナイのすぐれた青年たちのサークルに属しつつ 日を 送ったものと思われる。 

父の死後、弟たちとともに南イタリアの新興都市トゥリオイに移り、その地で土地と市民権を得て住んでいたが、やがて 
アテナイ軍のシケリア遠征の失敗(前四一三年)の影響でトゥリオイに留まることが困難となり、前四一二年アテナイに戻り、 
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ふたたびペイラ i ゥスで 居留民として f ことになる。依然財産家でニーーつの家を所有し、武器(盾) の製造業を経営して 
一二〇人の従業員を雇っていたと伝ぇられる。 

その財産がしかし、やがてポレマルコスを破滅に導く。前四〇四年、アテナイの敗戦後に成立した三〇入政権 i った 
財政の證を打開するた® e 強引な措置 elf して、。ホレマルコスは捕ぇられて殺さ4、そ e 全財産を没収された。この 
間の事！一 i 、辛うじて生命だけは助かった弟リユ シア スの後年の弁論 (Lysias XII : co & mtsratoarsems —19) のなかに群 
しく述べられている。 

ポレマルコスがソクラテスとごく親しい till 柄にあったことは、『国家』篇 n 頭の情设からもじ"うぶんに推察されるとこ 
ろで あり、 全篇の対 は、 ペイライ K ゥスにおける「ボレマルコスの家 」 (S O 0 B ) でむなわれたことになって V る彼， 卜 ^も 
父ケパ D K の後をうけてソクラテスと正 a につ；.て論じ(じ 31 B ~ 336 A )、 つづくトーフシユマコスとソクラテスの議論の途 
中で、 ソクラテスの立場に：一:調しつつ、トーフシユマコス側に立つクレイトボンと応酬する(卜— tB )。 さらに第五巻の 
±じめにお、て (449 B )、 アデイマントスと私語することによって、議論を婦人と子供の問題へと転換させるきっかけをつ 
くっている。 

弟リユ シアスの弁論が取り上げられる『パイドロス』では、ポレマルコスは、リユシアスと 対照 させられながら、 「すで 
に哲学のほうに心を向けている」 (2 57 B ) 人として言及されている。 

トラシユマコス ( Thrasymachos ) 黒海入口にあるカルケドン出身の、弁論家ないしソフイスト。年代はリユシアスとほぼ 
同じ ころと 言われているが ( Dionys . Halicarn ., L ^ s-s 6)、後者の生年とされる前四五九年というのはけっして確実ではな 
く、かなり時代が下る可能性があるので(前出ポレマルコスの項参照)、トラシユマコスについても、われわれはそのお t 
その活觀を推定できるだけである。しかしいずれにしても、ソクラテスより最小限一〇歳以上年少であったことは確実で 
ある〇 ( 『国家』の邦訳で、トラシユマコスに対してソクラテスに年長者に対するような敬語を使わせ、トラシユマコスにぞ 
んざいな^葉を使わせているものがあるが、理由は不明である。) 

弁 a 術 r レートリケ ー) 発违史上におけるトラシユマコスの名は®く、弁論術批判を、王喪テーマとする『パイドロス』で和 
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度も——批判的ないし揶揄的にではあるが—— . ri 及され ( 261 C , 266 C , 267 C 〜 D , 269 D , 271 A ) 、アリストテレス も「創始者 

たちのつぎにテイシアス、テイシアスのつぎにトラシユマコス、トラシユマコスのつぎにテオドロス」 ( coow ^ co ^. s . tqz 671 cr 
34.1003 げ 31 丨 3 2) というふうに、彼を弁論術史上に位置づけている ほか、 アリストパネスの失われた喜劇『宴の人々』(前四二 
七年上演)のなかでも、彼の名が引き合いに出されている ( Fr . 198, 5 sqq .) 。『国制について』 ( n £ p'l TroAlTdas) という著作ない 
し 論文の一部が断片として伝えられている ( Fr . l , DK )。 ただしその内容には、この『国家』第一巻に見られる〈正義〉につ 
いての彼の大胆な主張を想わせるようなものは、何もない。 

クレイトボン (cleitophon) アリストニユモスの子。アテナイの政界で活動した人物。アリストテレスの『アテナイ人の国 
制』は、ペロポネソス戦争末期のアテナイの政情に IM 1 速して、彼の行動に二、三回-: . Vi 及している。 

その第一は、前四一一年、シケリア遠征の失敗後のアテナイに四〇〇人政府が樹立されたとき、既存の一〇人の先議黍貝 
に加えて二〇人の委員を選び国の救済案を建議せしめよ、というピユトドロスの動議を、クレイトポンは基木的に支持した 
が、その際彼は、クレイステネスの定めた r 父祖の法」の調査を合わせ行なうことを袖见条件として提案したこと(二九章三)。 

第二は、前四〇六年、アルギヌゥサイ海戦後、スパルタ軍のデケレイア撤迟を条件に和平を望んだスパルタ側の申出に対 
し、 クレイトボンはこれに反対する急先鋒であったこと(三四章一〇 

つづいて、前四〇四年におけるアテナイ降伏後の新政休樹立に際して、民主制を望む人々と、寡頭制を望む人々と、「父 
祖の国制」を望む人々の三つの派があったなかで、クレイトボンは、アルキノス、アニユトス、ポルミシオスらとともに、 

テラメネスをリーダーとする第三の「父祖の国制」派に厲していたこと(三四章三)。ここから、先の前四一一年における行 
動と合わせて、彼の政治的立場を知ることができるであろう。広い意味での民主派のなかの、復古派に属するといえる。 

本篇 ( I .340 A ) で彼は トラ シユマ コスを 支援して、 ソクラテスを 支持するポレ マルコスと 応酬し合っているが、このソ クラ 
テスよりもトラ シユマ コスに つく彼の立場は、 『クレイトボン』 においても示されている。前四〇五 年に 上演された アリス 
トパネスの『蛙』(九六七行)のなかで、 アイス キユ ロスと 渡り合うヱ ゥリピ デスは、 アイス キユ ロスとは 対照的な繊細巧緻 
の教養を自分から学んだ「私の弟子」として、 クレイトボンの 名を挙げている。 
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ゲラウコン (Glaucon) アリストンの子、ブラトンの兄、アデイマントスの弟。アデイマントスとともに本篇の主裝な登場 
人物で、とくに第二巻のはじめにおいて重要な問題提起を行なって以降、最後までアデイマントスと交替にソクラテスの対 
話相手をつとめる。なお、この二人の兄弟は、『パルメニデス』の冒頭部分にも出てきて、彼らの義弟(異父弟)アンティポ 
ンを紹介する役をしている。 

グラウコンの年代についての詳細はわからないが、本篇 ( II . 3600 A ) で彼はアデイマントスとともに、すでに「メガラの戦 
い」で武勲を立てたというその経歴が語られている。この「メガラの戦い」というのが、テイラ丄名 kr p . to 2 )の言うよ 
うに、トゥキュデイデス(『歴史』第四卷七二)に記されている前四二四年の戦闘のことであるとしても、あるいはアダム ( II . 
OJ600A への注)その他の言うように、ディオドロス(一三の六五)に言及されている前四〇九年の一ーサイアでの対メガラ戦のこ 
とであるとしても、そのころすでに兵役に服して武黙を立てるだけの年齢にあったグラウコンとアデイマントスは、ブラト 
ン(前四 二 七年生まれ)と相当の年齢の差があったと考えられる。この「メガラの戦い」について前四 二 四年説をとれば、ブ 
ラトンはその年にまだ三歳ころ、前四〇九年説をとっても、プラトンはまだ一八歳ころだからである。 

もっともグラウコンは、いくらか 早熟 型の青年だったらしく、まだ二〇歳にならぬころ、友人や身内の潰たちの制止にも 
かかわらず、国事に参加すべく議会で演説をしようと試みたこと——そしてソクラテスとの話合いにより、ようやく思い止 
まるに至ったこと——が、クセノボン『ソクラテスの思い出』(三の六)に記されている。 本篇 においても彼は、「つねに 何ご 
とにつけてもこわいもの知らずの男」と言われ ( II . 357 A )、 他の点は別として「少なくとも、勝気であるという点」では、 
〈名誉支配制〉的な人間に近いと言われている( V 日. 54 OODO —— このほか、彼の 性格 や人柄について触れた言葉と しては、 
「君は音楽通だから」 ( III . 398 E ) と言われ、「恋に敏感な君」 ( V .474 D ) と言われているのが見られる。(ついでながら、「ぼ 
くは君の家に、 m 犬や血統のよい鳥がたくさんいるのを見ている」 ( V . 4 SA ) とも言われている〇) 

三世紀に書かれたディオゲネス•ラエルティオスの哲学史(二の一二四)には、「アテナイの人グラウコン」の著作として、 
一巻に収められた九つの対話篇が現存すること、他に偽作とみられる三二の対話篇が伝わっていることが記されている。こ 
れはわれわれのグラウコンのことであるとみなされているが、しかしその著作(対話篇)についても、その他の哲学的活動に 
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ついても、これ以外には何も知られていない。 

アデイマントス ( Adeimantos ) アリストンの子、ブラトンの長兄にあたる。年代その他については前出グラウコンの項を 
参照。『ソクラテスの弁明』のなかで、ソクラテスは、自分がメレトスやアニュトスの主張するように、もしほんとうに青 
年たちを毒したとするなら、その父兄や身内の者が黙っているはずはなく、告発するなり、メレトス側の証人となるなりす 
るだろうに、誰もそうしようとはせず、かえって私を支援するためにこの法廷へ来ていると述べるが、そのような何人かの 
例の一人として、「またここには、アリストンの子のアデイマントスがいるが、これの弟が、そこにいるブラトンなのです」 
(34 A ) と言っている。これによれば、アデイマントスは、長兄としてブラトンの監督者の立場にあったことになる(父 アリ 
ストンはブラトンが幼少のころ死んでいる)。グラウコンの項において見た「メガラの戦い」のことと合わせて、このこと 
も、ブラトンとの大きな年齢差を告げている。 

第一 巻が 終る とともに、 それまで 活潑に議論に参加して いた他の人々 は、第五巻 はじめの 小幕合の場面を 除いて、 
すべて 沈黙の 聞き手となり、第二卷 以後 ソクラテスの相手をつとめるのは、アデイマントスとグラウ コン だけであ 
る。これは、プラトンが不要の波乱をできるだけ抑えて、自分の主要思想をとどこおりなく展開し説明して行くた 
めに、 ソクラテスの相手役を、「好意をもち、励まし、ほかの人々 より 適切に質問に答える」 ( V . 474 A 〜 B ) ことの 
できるような、ソクラテスととくに親しいこの兄弟だけに限定したものと見ることもできるであろう。いずれにせ 
よ ブラ トンは、 自分の主著というべきこの大作において、彼自身の兄弟をこのような主要対話人物として選ぶこと 
によって、彼らのために大きな記念碑を残したことになる。 

しかし この兄弟に 当てられた役割を少し 仔細に しらべてみると、プラトンの筆は、疑いもなくグラウコンのほう 
により大きな役割を与えて、引き立たせているのが見られるであろう。このことは、アデイマントスがポレマルコ 
スらの一行の一人として登場するのに対して、グラウコンははじめからソクラテスと一緒であったこと ( I . 327 A ) 
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のうちに、いわば予示的に見られるのであるが、第一巻のなかですでにグラウコンは、ソクラテスとトラシユマコ 
スとの討論に介入して、ソクラテスからかなり重要な言葉を引き出している ( I . 347 A 〜348 B)o アデイマントスの 
ほうは、第一巻の議論には一度も発言していない。 

そして、第二卷以後の議論の展開のなかでも、アデイマントスが議論の不備によく気づき、的確な質問や異議を 
提出しながらも、概してその立場は常識的であるのとくらべて、グラウコンは、最初に本格的な問題提起の口火を 
切るのをはじめとして、つねに問題が深化あるいは尖鋭化するような部分において、アデイマントスと交替してソ 
クラテスの対話相手となっているのが見られるであろう。国家の正義と個人の正義の定義、善のイデアの説明から 
ディアレクティヶ—と高等教育のプランに至る中心部分、现想闽家の崩壊過程から〈名誉支配制〉国家の起原まで、 
そして、第九巻の前半部からはじまる哲学者と僭主(独裁者)の幸•不幸の比較から第一〇卷最後の H ルの物語まで、 
すべてこれらの論題においてソクラテスが語りかけているのは、グラウコンのほうである。分觉的にみても、これ 
はアデイマントスが答え手となる部分の、二倍近くに相当する。 

* D^S,,cirI>p. XXII 〜 XXV 参照。ディエスは、第二巻から第三巻末までは、グラウコンとアデイマン トスの 交替のリズ 
ムがきわめて規則的であり、両者の役割が分量的にもほとんど完全に均衡を保っていること、しかし第四卷以後では圧倒的 
にグラウ コンの 比重が 大きくなること、とくに アデイマン トスの 役割は第九巻のは じめ ごろ(二也早末 .576:8) で終り、以後 
の第九、一〇卷のすべてはグラウコンが答え手となっているから、第二巻から第一〇卷までの『国家』は、 ソクラテスの 名 
と並びグラウコンの名前によって開かれそして閉じられていることを、詳しい行数の計算にもとづきながら観察している。 
(なお、『世界の名著•プラトン£(中央公論社)の「解説」(田中美知太郎)も、この二人の交替の様相をたどっている。) 

対話設定年代 

ブラトンは 司持代人のために対話篇を It :; くにあたって、多くの場八：：、歴史的に灾在した人物を登場させる とと も 
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に、その対話がいつ何年ころに行なわれたものかを、怠識的に想定して|-1:|--1いている。はっきりといつのことかが告 

げられている『エウテュプロン』『ソクラテスの弁明』『クリトン』『パイドン』『テアイテトス』など-いずれも 

前三九九年に設定1はもちろんとして、年代の指定がそれとしてなされていない場合でも、しばしばその設定は 
細心にして入念である(たとえば 『プ ロタ ゴラス』『メノン』 ——この 『プラトン 全集』におけるそれぞれの「対話 
設定年代」の項を参照)。同じことは、当然われわれの『国家』の場合にも考えられるはずであるから、その対話 
設定年代についてはっきりした観念を もつ ことは、この対話篇の理解に役立つであろう。 ブラトンは、 この『国 
家』の対話を、いつ行なわれたものと想定して書いているだろうか。 

実をいうと、この点についての学者たちの見解は、必ずしも一致しているとはいえない。しかし、プラトンがこ 
れだけ力を注いだ大作において、時代の設定がとくになおざりにされているとは考えられないので、われわれとし 
ては、一、二の有力な説の検討を手がかりとして、われわれ自身の見解を定めるょう努力しなければならないであ 
ろう。 

まず、古くベックが『国家』の対話設定年代として推定した前四一〇年または四 一一 年という年代が、ジョウ H 
ットとキャンべル、アダム、シ ml リイと いった学者たちがこれに賛同しているので、 かなり 有力な説で あると い 
える。 

* A. Boeckh,de Tempore quo Plato R.empublicam jieroratam finxerit, .Kzs.se &A.3./tesIV, SS. 473 stjq. - B.JOWett 

and L . Campbell , prtoi . Kepsss - III , pp . 2-3 ; J . Adam , Tg - taepMas - cl / PPS - (ベックの名は挙げられないが、注釈にお 
いて機会あるごとに前四一〇年説を表明)； p _ Shorey , pes -^ etaepsss - I , p . viii . 

しかし、この前四一〇年または四一一年説がもっている最大の困錐は、ヶパロスが本篇ではまだ存命中の人物と 
して登場していることで ある。 IJIJ 四一一年または四 一 〇 年というのは、 ポレ マルコス やリュシア スがトゥ リオイに 
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移住してのち、ふたたびアッティヵに帰った後に来る年代であり、ヶパロスはいずれにしてもこの年代のころには、 
すでにかなり前に故人となっているはずだからである(登場人物のポレマルコスとヶパロスの項を見よ)。 

ヶパロスが登場するのは第一巻の最初の場面だけであるが、しかしその人物は生き生きとわれわれに印象づけら 
れ 、ソクラテスと 交す対話の内容そのもの も、 全篇の議論のなかで、けっして軽視す る ことのできないような役割 
と位置づけをもっている。このヶパ n スの登場人物としての重みを想うならば、右の年代上の大きな不整合は、け 
っしてこれを 些細な 点 ( e . g . * 日 inor discrepancy -, Jowett and Campbell ) として 片づ けてしまうことはできない と 
思われる。 

前四 一0年または四一一年説のもうひとつの困難を挙げると、プロタゴラスが明らかにまだ存命中——むしろ活 
動中——の人として語られていること ( X . 600 C ~ D ) である。プロタゴラスとブロディコスは現在の人として、動 
詞の時称の違いから知られるごとく明らかに意図的に、過去の入であるホメロス(そしてへシオドス)と対比されつ 
つ、弟子たちとの関係のあり方の差異が指摘されている。前四一一年という年代を拒けてとくに前四一〇年説をと 
るアダムは、この箇所の注釈において、プロタゴラスは前四一一.年に死んだはずであるから、プラトンの書き方は 
アナクロニズムと思えるかもしれないが、しかしこれは取るに足らぬスリップであり、また、最近死んだ人につい 
てこのような言い方をしたとしてもけっして不自然ではあるまい、と述べている。 

しかしながら、このアダムの説明は、ブ11タゴラスの没年が前四一一年であることが確かな前提であってこそ、 
まだしも可能な説明なのであって、アポ Q ドロスの『年代記』 ( ap . Diog . L . IX . 5 6) が記しているこのブロタゴラス 
の没年(および生年)が信用できないことは、すでに指摘されている。信用してよいのは、同時代人に読まれること 
を当然予想した、そしてこのソフィストの大長老を重要視した、ブラトン自身の意識的な発言であって、それによ 
れば、ブロタゴラスの生涯は約七〇年(『メノン』91 E ) 、そして、ソクラテスとは(さらにブロディコスやヒッピア 
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スとも)親子ほどの年齢差があった(『ブロタゴラス』317 C ) と言われている。したがって-ソクラテス(前四六九 

I 三九九年)やブロディコス、ヒッピアスなどの年代を基準としてそれだけの年齢差を考慮するとすれば——、ブ 
ロタ ゴラスが死んだのは、少なくとも前四二五年よりは前で あると 考えるのが妥当であろう。 

ブラ トンの他の対話篇がブ ロタ ゴラスの年代について与える情報が右のごとくであるとすれば、 ブラ トンがこの 
『国家』篇中の情景を前四一一年か四一〇年ころに設定しておきながら、設定したその時点から少なくとも一五年 
以上も前に世を去ったはずの ブロタ ゴラスについて、先に見られたような書き方をして、年代上の不整合をおかす 
ということは、とうてい考えられないことである。他の些細な点について なら ともかく、 ブロタゴ ラスは、プラト 
ンの読者の誰もが知っている最も有名な人物の一人であり、しかも彼をつねに強く意識していたプラトンとしては、 
この『国家』においても他の対話篇におけるのと同様に、この種の事柄については当然注意ぶかくあるはずだから 
である。 

さらにまた、ある意味においてこれらよりもさらに大きいといえる困難は、前四一一年または四一〇年を対話設 
定年代とするならば、ソクラテスの年齢を五八歳か五九歳くらいと考えなければならなくなるということである。 
老年のことを未知の道と呼んで、ヶパロスにその心境をたずねる本篇のソクラテスが、彼自身六〇歳近い高齢にあ 
るというのは、どう見ても不自然であるといわなければならないであろう。 

なお、第一巻のはじめに言及されている女神ベンディスの祭——「こんどはじめての催しだった」と言われてい 
る-というのが何年のことであるのかは、それ自体単独に推定することは不可能である。 

* ブロタゴラスの 年代に ついては、この『プラトン 全集』8 の『プロタゴラス』「解説」における「登場人物」の項参照。そ 
こでは、ソクラテスの年代だけを基準にとり、しかも年齢差をやや少な目に二五/一九年として、前四九四/四八八—四二 
四/四 一八 年というブロタゴラスの 年代が 与えられている。しかしブロタゴラスが「このなかには年齢的にみて私がその父 
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親こなれないような^はひとりもいない」(『プロタゴラス』317 C) と rr う相手のなかには、ブロデイコス(ゴルギアスと同じ 
くらいの年代と伝えられ、ソクラテスが「教えを受けた」と言う)やヒッピアス(『ヒッピアス(犬 )』 tvD oo 2 D 〜 E 参照)も含ま 
れて いることを想えば、ブロタゴラスの生まれた年は、前五〇〇\ 四 九五年ころまではくり上げて考えてよいであろう。4 
Burnet,Gve^PMO§u 2/, P. 111、 田中 美知太郎『ソフィスト』(筑摩書房)二八I二 九 ぺージ参照。 

** この 点は、前四 一一 年または四一〇年説を とる ジョウユット=キャンべル も 認めている ( op . s.r p . 3)。碑刻文の研究は、 
ベンディス 女神の祭祀が アッティカにもたらされ たのは前四二九年より以前である ことを 示している(え.⑺一一〇沒^卩义芦 
yaef , sr - f - pllbpum , p . 19 , aRa.zCJcoo 

以上の三点-すなわち、 ( 1 ) 登場人物ケパロスに関する点、 ( 2 ) プロタゴラスに関する点、 ( 3 ) ソクラテスの 

年齢の点——は、いずれも、普通考えられているよりもはるかに重みをもった事柄であると思われ、これらの点を 
合わせ考慮するならば、ブラトンが本篇の対話を前四一一年または四一〇年ころに行なわれたものと想定して書い 
ているということは、まずありえないと判断せざるをえない。 

さて、テイラー ( op . s . rpp . 2 S - 264 ) もまた、右の?)の条件を決定的な理由として、前四一一年という年代は、 
対話設定年代として「ほとんど最悪の選択 」 ("about the worst of all possible choice 气， P . 263, n .1) であると述べて 
これを拒け、年代はどうしても、ケ•ハロスの死およびその息子たちのトゥリオィ移住よりも前でなければならぬと 
正しく 主張している。そして、さらに右の ( 3 ) ——「ケパロスとの対話の調子はソクラテスが、アテナイで人が才 
フィ シャル.に老人 ( y - s ' cov ) となる六〇歳という年齢にまだはるかに程遠いことを示す」 ( P . 263 ) —— のほか、(斗)ア 
テナイがまだ全盛期にあり、平和時であること、 ( 5 ) アデイマントスとグラウコンがすでに「メガラの戦い」で武 
功を立て、これは前四二四年(トゥキユディデス『歴史』第四卷七二)のことであること(「登場人物」のグラウコン 
の項参照)、 (6) トラシユマコスがすでに非常な高名の人物として想定されているが、彼は前四二七年のアリストパ 
ネスの喜劇において言及されていること(「登場人物」参照)、(7)音楽教師ダモンが存命中の人として言及されて 
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いるが ( III . 400 B )、 彼の生年は前五〇〇年、もしくはそれより あまり 遅くないはずである、という諸点を列挙して、 
結局これらすベての条件によって考えられる対話設定年代は、前四ニー年の ニキ アスの平和の年、またはその前年 
の休戦の年(前四ニニ年)であろうと結論している。ソクラテスは四八歳か四七歳ころということにする。 

われわれとしても、この テイラー の判断をおおむね妥当であると考える。ただし、彼の列挙する諸条件のうち、 
(5) については異説も あり (「登場人物」の グラウ コンの項参照)、もともと アテナイと メガラとは、古くから敵対 
関係にあることの多かった間柄であって、プラトンが兄たちを讚えるために插入したこの「メガラの戦い」 という 
のを、確実に何年の戦いのことであると特定することはできないと思われる。また (6) は納得できない。本篇で卜 
ラシュマコスが「名声の頂上」 ( p . S 3 ) にある人物として想定されているとみなす根拠は何もない。 

(4) もまた、強く積極的な条件として立てるには少し漠然とした条件であるように思われ、結局やはり、われわ 
れにとって、さしあたって本篇の対話設定年代を知るための手掛りとなりうる条件は、 (1) のヶパロスに関する点 
と、テイラーの触れていない (2) のプロタゴラスに関する点と、 (3) のソクラテスに関する点、そして さらに 加え 
るならば、 (7) のダモンに関する点であろう。そしてわれわれとしては、テイラ I の結論に ことさら 異を唱えるつ 
もりはないけれども、しかし (1) と (2) を中心にやや厳格に考慮するとき、『国家』の対話は、もう少しさかのぼ 
って前四三〇年ころに時代が設定されている可能性があるということを、ここで指摘しておきたい。 

(1) に関するヶパ U スー家の年譜的事実は必ずしも定かではなく(「登場人物」のヶパロスおよびポレマルコスの 
項を参照)、ヶパロスの死と息子たちのトゥリオイ移住の年として伝えられる前四四四年という年代は疑問ではあ 
るが、しかしこれを、前四ニー年ころまで時代を下げるのはなお少し無理である。これに対して、ヶパロスが前四 
三〇年ころに存命中であった可能性は、はるかに大きい。とくに、彼が前四二九年の悪疫流行のころ死んだという 
想定 (p.-w., s . V. polemarchos ) をとれば、本篇において彼が非常な高齢の人として登場し、「やがて自分が死なな 
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ければならぬ と思うよう になる」 (330 D ) 老年の心境について語るのは、きわめて自然であることになる。 

(2) のブロタゴラスの年代についても、プラトン自身が他の対話篇で与えている情報の枠組が尊重されなければ 
ならないとすれば、ブ〇タゴラスの没年は先に見られたように、少なくとも前四二五年以前でなければならぬはず 
であるから、本篇の対話設定年代としては、前四ニー年という年代はこの情報の枠組に適合しにくい年代であり、 
前四三〇年ころのほうが、ずっと可能性が大きいと思われる。この点は、テイラーの挙げる (7) のダモン(前五〇〇 
年ころの生まれ)についても同様であろう。 

そして ((3) については)、前四三〇年には ソクラテスは 三九歳くらい、 ちょうどブラ トンが「第七書簡」におい 
て、本篇で表明される哲人統治家の思想に到達したと述べている年齢と、同じころということになる。 

しかしながら、くり返し言うように、これは可能性の指摘にとどまる。前四三〇年ころを対話設定年代とする場 
合、それが ペロポネソス 戦争が始まって間もないころであると いう 一般的状況があるほか、アデイマン トス やグラ 
ゥコンとプラトンとの間の年齢差が、少し大きすぎることになるかもしれない。結局、『国家』の背景となってい 
る年代は、おそらくブラトンと同時代の読者には明確に特定することができたに違いないのであるが、今日のわれ 
われにとっては、この前四三〇年と、テイラーの主張する前四ニー/四ニニ年との間を、その可能な範囲として指 
定することしかできないであろう。いずれにせよしかし、先に見た前四一〇\四一一年という仮定は、拒けられな 
ければならない。 

二『国家』篇の構成と全貌の概観 

あらためて言うまでもなく、プラトンの対話篇は、体系的に書かれた哲学書と違って、第何部第何章第何節とい 
うようなかたちで区切られてはいない。長篇『国家』もその点で変りはなく、われわれに与えられているのは、ソ 
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『国家』解説 


クラテスが報告する、第一巻から第一〇卷の終りまで間断なくつづく長い会話の情景である。ごく要約的に示すと、 
それはあらまし次のようなものである。 

ソクラテスはある日ペイライエゥスへ出かけて、ポレマルコスの家に招じ入れられ、まずそこにいたケパロスと 
老年や富について話す。ヶパロスの談話から引き出された「正義とは何か」という問題は、ポレマルコスとトラシ 
ュマコスが順次提出する正義の定義が吟味され論駿されることによって、未解決のまま終るかに見えたが(第一巻)、 
グラゥコンとアデイマントスが正義否定論を強力に代弁し、ソクラテスの正式の答を求めるに及んで、 さらに 本格 
的な取り扱いを要するものとなる。ソクラテスは、個人における正義の拡大された姿を国家において見る ことを 提 
案し、ここに、国家の起原と生成から出発して、モデル的な国家の大がかりな構築がはじまる(第二巻)。 

国づくりの中心は、国の守護者.統治者の人づくりにある。まず、幼少年時代に行なわれるべき詩歌.音楽.体 
育による教育のあり方が検討される(第二、三巻)。そして、国の守護者の資格と選抜、その生活条件と任務が語ら 
れてのち、国家を構成する三つの階層の区別とそれぞれの役割にもとづいて、まず国家のもつべき <知恵 X 勇気 >〈節 
制〉〈正義〉の四徳が定義され、さらに、国家の三階層に対応する個人の魂の三つの「部分」(機能)の区別が指摘され 
ることにより、個人のもつべき同じ四徳が定義される(第三、四巻)。 

しかし、議論はまだとうてい片づかない。守護者階層における、男女の職務と教育の平等.同一、妻子の共有に 
ついて述べたのち、ソ クラ. テスは、理想国家の実現を可能に する 唯一最小限の変革として、哲学者が国を統治す ベ 
きことを提案し、予想される誤解に対して、「哲学者とは何か」を説明する(第五巻0 

社会通念の力は大きく、真の哲学的素質は育ちにくいが、哲人統治者の実現は、至難ではあっても、不可能では 
ない。彼が学ぶべき最も重要なものは、何か。この問を承けて、〈善〉のイデアとそこに至る哲学的認識のあり方が、 
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「太陽」「線分」「洞窟」の三つの比喩を中心に詳細に説明される。「魂の目の向け変え」としての教育の理念、具 
体的な学科目のプランも、そこから必然的に帰結する(第六、七巻)。 

ついで、理想国家が不完全囯家の四形態へとつぎつぎと転落して行く過程、それぞれの不完全国家とそれに対応 
する個人の性格が詳しく述べられて、不正ではなく正義こそが、人間を幸福にすると結論される(第八、九卷)。そ 
して最後に、詩歌•演劇の本質が哲学的に考察されたのち、正義の人への善き報いに関連しながら、魂の不死の論 
証が試みられ、第二巻のはじめにグラウコンとアディマントスが提出した論点を覆したところで、「エルの物語」 
が語られてこの対話篇は終る(第一〇卷)。 

『国家』のあらすじは、以上のごとくである。この長大な対話篇は、古代のパピュロスの巻物一つだけには収ま 
らず、一〇巻の巻物に分けられなければならなかったが、この巻別による区切りのほかは、右のような議論の進展 
は、先述のように、はじめから論題別による章や節の区切りをもった形では与えられていない。しかし、また、こ 
の長い議論のなかでつぎつぎと取り上げられる、論題の移り行きそのものは存在するわけであるから、それに応じ 
て全体がおのずから幾つかの部分に分かれるのは、当然のことであろう。 

* このような「巻」への分割が行なわれるようになったのは、前三世紀から二 世紀 ころのアレクサンドリア時代において、 
図書誼や文献学が興ったときからのことである。0广^名.11£111,0| , ?3 1.|<;02§ 8. §~4§ 3' ,?1>.7-00.『国家』が現在の 
ように一〇巻に分けられたのはいつか、正確にはわからないが、おそらくトラシュロス(前 一世紀) がプラトン全集を編集し 
たときには、すでに一〇卷に分けられていたものと考えられる。それ以前には、六巻に分けられていたこともあり、この古 
い六卷本の最初の一卷と二卷は、ほぼ現在の一〇卷本における第一卷から第三卷までに相当すると推定される。0|->''—1.^マ- 
me ^ tqTlsg-USJSSd xampog . tisa . er ' aass - cig-n paa - el ' l 897, Append . I . これと、先に執筆年代に関して注(七八六ぺ 
1 ジ)で触れたアウルス.ゲリウス(一三の三)の記事との関係については、 Ds ; s , 0 p.ci r PP.XLI~XLII を参照。 
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『国家』解説 


そしてプラトン自身もまた、全体の最も大きいそのような幾つかの議論の区切り 目を、 次のような仕方で読者に 
それと告げているように思われる。 

その第一は、第二巻の最初における、「さて、ぼくは以上のことを言って、これでもう議論から解放されたもの 
と思った。ところがじつは、これまでのところは、どうやら前奏曲にすぎなかったようである」 ( II . 357 A ) というソ 
クラテスの報告の言葉。グラゥコンとアデイマントスの、問題を根本的に再提起する長い論説がこのあとにつづき、 
ソクラテスの相手となる対話人物も、以後はこの二人に限られることになって、局面がここで完全に一転す る。 

第二は、第五巻のはじめにおいて、ポレマルコスとアデイマントスの私語をきっかけとして、話題の大きな転換 
が余儀なくされるに至る情景の描写。これを転機として、ソクラテスは婦人と子供の問題から哲人君主のパラドク 
スへとつづく、「三つの大浪」に譬えられた一迪の難問と取り組まなければならないことになり、彼が当初に予定 
していた不正な国家についての検討は大きく中断されて、以後第八巻に至るまで取り上げられることはなかった。 
次に示す第八卷はじめの言葉は、その間の議論(第五巻—第七巻)が、はっきりとそのような意味での「わき道」 
——実質的には全篇の哲学的クライマクスはこの部分にあるのだが——として扱われていることを示している。 

第三は、その第八巻の最初において、それまでに得られた同意事項を逐一復習して議論の一段落を告げたうえで、 
「しかしそれでは、その問題をわれわれが片づけたあとで、どこから話が わきへ それてここまで来たのかを、思い 
出してみることにしようではないか。もう一度もとの道に戻って話をすすめるためにね」 ( VIII . 543 C ) とソ クラ テ 
スに言わせて、第五巻のはじめに起ったことを振り返ることにより、そこで中断された話題(悪しき国家について 
の検討と、それにつづく問題)をあらためて取り上げ、議論の新たな再出発を行なうことを表明していること。 

第四は、そのようにして再開された議論が、ひとつの充分な成果を得て一段落したところで第九巻が終り、そし 
て第一〇卷の最初では、「たしかにわれわれのこの国については、ほかの多くの点でもこの上なく正しい ft 方で国 
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を建設してきたと思うけれども、しかしぼくは、とりわけ詩(創作)についての処置を念頭に置いてそう言いたい」 
( X . 595 A ) というソクラテスの言葉によって、あからさまに話題の転換が告げられていること。 

ブラトン自身が告げているこれらの指示に従って、『国家』篇全体を区分するならば、次の五部に分かれること 
になるであろう。 

I 「前奏曲」としての第一卷 
n 第二巻—第四卷 
m 第五巻—第七卷 
IV 第八巻—第九卷 
V 第一〇卷 

* 全体のこの大きな分け方は、 0 i, 名 kr pp.x 〜XI の示唆に従っている。各部分の間の区切りが、それぞれの箇所で卷 
別による区切りと一致しているのが見られよう。 

コーンフォード ( rr ^ e ^ mss - c / Haop . v ) は、この伝統的な「巻」(すなわち、パピュロスの巻物)による区分は、古代 
の製本術の名残りにすぎず、議論の内容や構造とは無関係であるとしてこれを無視し、代りに、自然な区分として全体を六 
つの主要部分に分け、訳文もそれに従って提供している。しかし、右に見られたような、議論進行の区切りと転換を告示す 
るブラトン自身の書き方から考えると、このコーンフォードの六つの主要部分への区分の仕方が、彼の自負するように、プ 
ラトンが当然よしとするであろうような処置 (《certain liberties , winch it is reasonable to suppose tliat Plato would liave 
sanctioned in an edition prepared for the modern 汩65 £ «,名.廷.，^^の一つであると完全に言いうるかどうか、いささ 
か疑問である。 

しかし、彼が第五卷後半部の47 1 C から第七巻末までの中心部を、「哲人王」 という タィトルのもとに第三部として独立 
させていること、また、第一〇卷における詩論と、魂の不死および正義の報酬の問題とを切り離して、それぞれ独立の第五 
部•第六部として立てていること(これは分量的に他の諸部分と著しく均衡を失して落着かないのが気にはなるが)は、われ 
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『国家』解説 


われにとっては、内容的にみて自然の処置であるといえるであろう。ただしこれらについても、プラトン自身の書き方は別 
である。「哲人王」の問題は、第五巻の最初からはじまる一連の「三つの大浪」の一つとして連続的に扱われているし、第 
一 〇卷でも、詩の問題丄それが正義その他の徳の問題と重大な関係をもつこと丄徳の r 最大の報い」のこと、 という ふうに 
して、自然に問題を連続させているのである。 

そして、右の ようにして 区分され た 五つの部分の内容を やや 詳しく記し、全体の構成を整理してみると、『国家』 
篇の全貌は次のとおりである。 

I 「前奏曲」——< 正義)についての幾つかの見解の検討。(第一巻) 

導入部。(一章327 A ~ 32 00 B ) 

1ヶパロスとの老年についての対話。(正義〉とは何かという問題へ。(二章—五章 32 cotd ~331 D ) 

2ポレマルコスとの対話——〈正義〉とはそれぞれの相手に本来ふさわしいものを返し与えることであると 
いう、詩人シモニデスの見解の検討。(六章—九章 331 e ~ 336 a ) 

3 トラシュマコスとの対話。(一〇章—二四章 336 w ~ 354 C ) 

⑴〈正義 > とは強者(支配階級)の利益になることであるという、トラシュマコスの見解の検討。(一二章 
—一九章 338 A ' ^ '348 B ) 

⑵芣正〉は〈正義〉よりも有利(得になる こと) であるか。(二〇章丄一四章 34 oow ~354 c ) 
n 〈正義〉の定義——国家と個人における —— 。(第二巻—第 四 巻) 

1グラゥ n ンとアディマントスによる問題の根本的な再提起。(第二卷一章—九章357 A ~ 367 E ) 

2 < 国家〉に関する考察—「最も必要なものだけの国家」と「贅沢国家」。国の守護者のもつべき自然的 
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素質。(第二卷一〇章—一六章 367 E~ 376 E) 

3国の守護者の教育。(第二卷一七章—第三卷一八章376 E ~412 B ) 

⑴音楽•文芸。(第二卷一七章—第三卷ーニ章 376 E~403c) 

( a ) 何を語るべきか I 文学(詩)における話の内容についての規範。(第二巻一七章—®三卷五章 
37613920) 

( b ) いかに語るべきか —— 単純な叙述(報告形式)と < 真似> による叙述(劇形式)。(第三巻六章—九章 
392 C ~39 SB ) 

( C ) 歌、曲調、リズム。(第三卷一〇章—一一 章 3 sc ~401 a ) 

( d ) 音楽.文芸による教育の目的。(第三卷ーニ章 401 w ~ 403 C ) 

⑵体育(および医術)のあり方。(第三巻一三章—一八章 403 c ~412 b ) 

4 国の守護者についての諸条件。(第三卷一九章—第四卷五章 412 w ~4 27 C ) 

⑴守護者の選抜。建国の神話。(第三卷一九章—ニー章412 B ~ 415 D ) 

⑵守護者の生活条件、私有財産の禁止。(第三巻ニニ章—第四卷一章415 D~421c) 

⑶守護者の任務。(第四卷二章—五章 421c~427c) 

5 国家の〈知恵 > <勇気二節制〉そして < 正義〉の定義。(第四卷六章—一〇章427 D~434c) 

6魂の機能の三区分。(第四卷一一章—一五章 434 C ~ 441 C ) 

7個人の <知恵> 舅気><節制>そして<正義>の定義。国家と個人の悪徳の問題へ。(第四卷一六章—一九章 
4!-41 c ~445 s 

m 理想国家のあり方と条件、とくに哲学の役割について。(第五巻—第 七 巻) 
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A 三つのパラドクス(「大浪 J )。 

導入部。(第五卷一章—二章 449 A ~451 C ) 

1第一の「大浪 J -男女両性における同一の職務と同一の教育。(第五卷三章—六章45 1 C 〜457 B ) 

2第二の「大浪」 —— 妻女と子供の共有。戦争に関すること。(第五巻七章—一六章457 w ~471 c ) 

3 第三の「大浪 J -哲学者が国家を統治すべきこと。(第五卷一七章—一八章471 c ~474 c ) 

B <哲学者)の定義と <哲学> のための弁明。 

1 <哲学者〉とは？ —— ィデア論にもとづくその規定。(第五巻一九章—ニニ章474 c ~4 oo 0 A ) 

2 哲学者は国家の統治に適した自然的素質を有すること。(第六巻一章—二章 4 00 4A~4 00 7A) 

3哲学無用論の由来と、現社会における哲学的資質の堕落の必然性、にせ哲学者のこと。(第六卷三章| 
一〇章 4007 W ~ 497 A ) 

4しかし哲人統治者の実現は不可能ではないこと。(第六巻一一章—一四章497 A ~502 c ) 

C 哲人統治者のための知的教育。 

1「学ぶべき最大のもの」(認識の最高目標)——善〇窠六卷一五章—一七章 502 C ~506 B ) 

2 <善> のィデア卩太陽の比喩。(第六卷一八章—一九章 506 w ~ 509 B ) 

3線分の比喩。(第六卷二〇章—ニー章509 C ~511 E ) 

4洞窟の比喩。(第七卷一章—五章514 A ~ 521 W ) 

5「魂の向け変え」と「真実在への上昇」のための教育のプ D グラム。(第七卷六章—一八章521 C ~541 B ) 
⑴「前奏曲」(補助的準備的学科目)としての数学的諸学科。(第七卷六章—一一一章521 c ~531 c ) 

( a ) 数と計算。学ばれるべき学科目は知性の活動を呼び起す性格の もので なければ ならぬことの確認。 
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(第七卷六章—八章521 C ~ S 6 C ) 
b ) 幾何学。(第七卷九章526 C ~ S 7 C ) 

( C ) 立体幾何学。(第七卷一〇章52 coA ~ D ) 

( d ) 天文学。(第七卷一〇章—一一章 527 D ~5 SA , 528 E ~530 c ) 
e ) 音楽理論(音階論)。(第七巻一二章 530 c ~531 c ) 
§「本曲」としての哲学的問答法(ディァレクティヶ '。(第七卷一三章—一四章 531 C ~ 535 A ) 

⑶以上の諸学科をどのょぅな人間に、それぞれいつ、いかにして課するか-学習•研究の年齢と具体 

的プ a グラム。(第七卷一五章—一八章 535 A ~541 B ) 

IV 不完全国家とそれに対応する人間の諸形態。正しい生と不正な生の比較。(第八巻—第九巻) 

導入部——当初の問題への復帰。考察の方法と手順。(第八巻一章1二章 ゞ 3>~ 545〇) 

1理想国家(優秀者支配制)から名誉支配制への変動。名誉支配制国家と名誉支配制的人間。(第八卷三章 
—五章 545 c ~ 550 c ) 

2 寡頭制国家と寡頭制的人間。(第八卷六章—九章 550 C ~ 555 B ) 

3 民主制 国家と 民主制的人間。(第八卷一〇章—一三章 555 W ~5 SA ) 

4僭主独裁制国家と僭主独裁制的人間。(第八巻一四章1第九卷三章5 SA ~ 576 B ) 

5 幸福といぅ 観点から見た正しい 生と 不正な生の比較。(第九卷四章—一三章576 B ~ S 2 B ) 

⑴僭主(独裁者)の生は最も不幸であり、優秀者支配制的人間(または哲学者)の生は最も幸福であること。 
(第九卷四章—一一章576 W ~ SSA ) 

( a ) 国制のあり方と個人のあり方との 対応に もとづく 証明。(第九卷四 章-- 六章576 w ~5 oo 0 c ) 
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V 


( b ) 魂の機能の三区分にもとづく証明。(第九卷七章—八章5 00 OC ~ S 3 A ) 

( C ) 真実の快楽と虚偽の快楽の別にもとづく証明。(第九卷九章—一一章 5 SB~s oo A) 

⑵〈不正〉が利益になる(得になる)といぅ説は完全に誤りであり、〈正義〉こそが人間にとって真に利益と 
なること。(第九卷二一章—一三章 cnoo sw ~ s2B ) 

詩(創作)へ Co 告発。< 正義〉の報酬。(第一〇巻) 

A 詩歌.演劇の本質に関する考察。(一章—八章 5 SA ~60 ooB ) 

1〈真似)(描写)(ミーメーシス)としての詩作について——それが作り出すものは真実(ィデア)から遠ざか 
ること第三番目の序列にあり、詩人(作家)は自分が真似て描く物事について知識をもたな V こと。(一章 
—四章 595 A ~602 B ) 

2 詩(創作)の感情的効果について I へ真似 X 描写； J としての 詩，；創作；,は魂の劣った部分に 働き かける もの 
であり、人間の性格に有害な影響を与えるものであること。(五章—八章 602 c~60ooB) 

B 〈正義〉の報酬。(九章—一六章 60 ooc ~ slD ) 

1 魂の不死と、魂の本来の姿。(九章—一一章 608C~612A) 

2現世における〈正義〉の報酬。(一二章 612 a ~613 e ) 

3 死後における〈正義〉の報酬、ヱルの物語 —— 大団円。(一三章—一六章 614A~S1D) 

長篇『国家』の構成とその全貌の概観は、以上のごとくである。話題の展開の意外性や不規則性を各所に織りま 
ぜて、対話としての自然さを保ちながら、しかし、第一巻がのちに詳しく取り上げられる諸論題を伏線的に示しつ 
つ、文字通り全篇のすぐれた「前奏曲」をなしているのをはじめとして、全体としての構成はきわめて緊密であり、 
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プランはきわめて周到である。われわれはやがて、この対話篇の内容に関する若千の重要な諸点を検討したのち、 
それにもとづいて本稿の最後(三の 3) に、この『国家』篇全体の構成がもっている意味を、あらためて見とどける 
ことになるであろう。 

* 個々の点としては、347 D (この論題は VII . 520 D ~ 521 A で詳しい説明を与えられる)や351 D (第四卷の実質的内容と対 
応)などを参照。全般的には、われわれがつぎに見るょうな『国家』全篇の主要テーマは、トラシュマコスが投じた国家の 
支配者のあり方や、正義と幸福•善との関係についての問題のうちに、すでに第一巻において問題そのものとして与えられ 
ているし、また最初にケパロスが語る老年についての述懐は、全巻の最後に語られるエルの物語によって応えられている。 
Taylor , op . s . r p. 264や： D s ; s , 0 p . g . r p. XXI も、このような第一巻の序説としての卓越性を正当に強調し、この点だけを 
見ても、第一卷だけが(『トラシュマコス』として)単独に早い時期に公刊されたという憶測(七八五—七八六ぺージの注参 
照)は否定されなければならないと述べる。当然の主張というべきであろう。 


三この対話篇の主題と、その内実。ブラトンにとって 
『国家』篤とは何であったか 

1主題の二重性 —— 〈正義 >と<国家>。プ D クロスの見解について 
この対話篇の中心的な主題は、何であろうか。 

この対話篇の名前は、『国家』(ポリーティア ー) である。表題がその書物の主題を示すべきものとすれば、われわ 
れはまず、これに目を向けなければならないであろう。この表題はおそらく、著者のブラトン自身にょって与えら 
れたものとみなしうるからである。すでにブラトンの直弟子アリストテレスは、その著『政治学』その他において 
ブラトンのこの著作に言及し論評するにあたり、それを「ブラトンの『ポリーティアー』」と呼んでいる。 
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『国家』解説 


この「ポリーティア lJ ( TTOAlTda ) というギリシア原語は、「ポリス(都市国家、市民国家)のあり方•組織•制度. 
政体」といった意味であり、本篇の第八巻に見られるように、具体的には君主制や民主制や寡頭制といったさまざ 
まの形態に区別されるような、国家統治のあり方のことである。そして事実、この対話篇の大部分を占めるのは、 
最良の理想国家の構築から、その対極にある最悪の僭主独裁制国家に至る一連の国制の諸形態についての詳述まで 
を含むところの、大がかりな国制論または国家論であって、その点では、この対話篇の内容は、ほぼこの『ポリー 
テイアー』という表題のとおりであるといってよい。 

しかしながら、このような国家に関する考察は、すでに梗概において見られたように、実際には正義について考 
えるためのひとつの手続きとして要請されて、出て来たものであった〇国家論が始まるのは、ようやく第二卷の途 
中からであって、全篇は正義とは何かの問いかけから出発し、そして最後に、正義の報酬を物語るヱルの説話に よ 
って終っている。〈正義〉が全篇の有力な主題であることを、何びとも無視することはできないであろう。かくして 
われわれは、前一世紀にトラシュロスがプラトン全集を編集したとき、すでにこの対話篇が『ポリーティアー、あ 
るいは正義について。政治的対話篇』 (noAlTEQ' 3 Trmpi SIKao ' u. TroAmK 6 s , Diog . L. III . 63 という呼称で呼ばれてい 
るのを見るのである。この「正義について」という一種の副題は、原表題のもつちょうど右のような不足を* うも 
のといえるであろう。 

* 「フラトンの『ポリーテイアー』」という言い方は、 ps &§ wl . 1261 a 6 , Mam . car ^ 1406げ32に見られ、『ポリ ーテイ 

アー』とのみ言われる場合は、 PG §§ W 1. 1261 a 9, W 5 .1264 b 29，: E 10. 1316 al , © 7. 1342^32に見ら tL る。>5. 1293 bl 
のぎ ap mQ'Ti rn-v Tas TTOAlTdals という複数形は、文脈からいって こ in the list of constitution ペ H . Rackham , in Loeb 
氐.)と訳されるような用例であって、しばしば言われるように ( e . g . Shorey . o ^. s . r p . xxvi , note a )、 プラトンの著作名が 
複数形で呼ばれている例とはみなしがたい。 

ローマ人は、 この 『ポリーティアー』 という 原題を そのまま ローマ字に移して、 ブラトンのこの書を pcrgs - と呼ぶ 一方、 
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意味の上ではこれをラテン語の respublica や civitas として 理解した (cf. Cicero, be を§.§.|を§ I. 29, II. 27) 。田中美知 
太郎「ブラトンの『ボリーテイアー』」参照。 

b れわが今日接する英ム語の訳名 srta 召 gss- 卜 Atd.obspgsu は、フィチーノ(フイキヌス)以来近世のラテン訳で多 
く用いられた穿名ミ系§を承けつぐものであるが、5 Ea をそのまま用いる学者(アスト、シユタルバウムなど)も s? 
の訳名を用いる学者(シュナイダーなど)もあり、ドイツ語訳としては bm^lct- が用いられる場合が多い。われわれが用い 
ている『国家』も、同じ結果になっている。かつてわが国で用いられたことのある『共和国』という呼称は、英語だけを訳 
したものであろうが、原題の意味にも書物の内容にもそぐわない、見当違いというべきであろう。むしろ、古く木村鷹太郎 
が訳名として用いた『理想国』のほうが、原題そのものの意味からはずれるけれども、少なくとも内容的にはふさわしいも 
のがある。先に他の関連で触れた(七八六べージ注)アウルス•ゲリウス『アッティヵの夜』(一三の三)の記事のなかでは、 
この 著乍 ±「国家統台の最良の形態について(^6 〇 ^1111 〇 ^3±113^-11 び 1^-8^2.\^31^-01116 災 {1111111151:311 〇 ^6 )書かれたブラト 
ンの かの著 乍-と 呼ばれているし、プラトン自身も『法律』 V.739B のなかで、「第一の(理想的な)国家と国制、最良の法 
律」 という言葉で、この『国家』で示された理論に言及している ^.England, note on 739 C1) から、本篇を『理想国』論 
と見る見解は、こうした古い由来をもっているといえるであろう。 

** 「ポリーテイ ア ー - という 語には、也の意味 もあるが、ブラトンが 用いる場合には、 Liddel 一 * &scott,Gveertqn^§-L§?- 
1, s. V. TTOAITE5', 11 • civil polity, constitution of a state, form of government の意味に限られる。われわれの訳本文の 
中では、「国制」 という 訳語にほぼ統一したが、ときには「国(国家)のあり方」「国家組織」と訳された場合もある。 

このようにして、この対話篇には、正義論と国家論という二つの主題があることになる。五世紀の新ブラトン派 
の哲学者ブ d ク n スがこの対話篇について書き残した注釈書によれば、この〈正義 > と <国制〉のどちらがほんとうの 
意味での主題(〇 -qkott 6 s,J-Trpo-0E2s) であるかについて、古代の学者の間に大きな論争が行なわれたフロク11スに 
よる両主張の 紹介と 彼自身の見解表明はきわめて明晰で、われわれを含めた現代の評家たちの論点を的確に先取り 
して、‘るので、われわれとしても、そのような論争は無益で意味がないと言って片づける安易な道を選ぶよりも、 
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ここでこの古代における真剣な 論議と 思考の記録に 目を向けておきたいと思う。 

フロクロスに よれは、 この 対話 篇の主題は〈正義〉であると主張する人々の論点は、次の三つに要約される〇 (1) 
この 書物で そもそもの 最初に、 ヶパロスやポレマルコスや トラシュマ コスとの対話において 提起され ている 問は、 
〈正義〉 とは 何で— かと V っ ことで—。?)これに対して、幽制〉に関する考察は、そのような 〈正義〉 の 考察の 
ために後から導入されたものであり、〈正義〉 と 〈国制〉 という 二つの論題のうち、前者は 目的 ( oOJTmxp ) であり後者 
は 手段 fdi である。2 対話人物の ソクラテス 自身が、本来の問題が 〈正義〉についてであることを、何度も 
声を大 にして言っている。 

これに対して、〈国制〉こそが真の主題であるとする人々は、次のように主張する〇 (1) たしかに問題提起の頃序 
は〈正義〉についてのほうが先であるかもしれないが、しかしそれは主導的な問題としてではなく、 〈国制〉 に関する 
考察のために道を開いて、そこへ導く役割のものとして提起されたのである〇 (2) 『ポリ ー ティア I 』という表® 
( flmwTnypa - e-e は、 アリストテレスその他によって確かめられるように、きわめて古い由来をもち、プラトンが与え 
た題名である。そしてそれは、『パィドン』『アルキビアデス』のように人物名からつけたもので も、『饗宴』 のよ 
うに状況からつけた題名でもなく、『ソピステス』や『ポリティコス (政治家)』 と同じように、扱われる主要問 ® 
そのものからとられた题名である。このことは、この著作においても、主導的に問われている問題がへ国制〉につい 
てであることを、きわめて明確に 示して いる。その他 ( 3 ) 『法律』 ( v .739 Bsqq .) や『ティマィォス』(一 7 Bsqq .) に 
おける言及のことなど。 

* Proch Js pza §s- . R 6 l & な ed. G . wroll, vol. I , PP. 7-14. 

このようにしてわれわれは、われわれが先に述べた ような 事柄がすでに古代の人々によって、明確な 言葉で 表明 
されて V るのを見る 。では、 こうした二つの 主張を 前にして、プロクロス自身の判定は どうであった か。 彼は 言う 0 
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「以上の ような 事柄をこれらの両者は主張するのであるが、われわれとしては、両方の側の人々の議論をともに 
受け入れる。そして、これらの人々の見解は真実には相異していないのであって、本書の目的とする主題は、〈正 
義〉 であると1 もに〈国制〉でも ある、と考える。ただしこれは、主題が二つあるという意味では なく、 これら二つ 
は互いに同一 S ? あると i う意味である。なぜならば、一個人の魂において正義であると二ろのものが、その 
まま、良く統治された国家において正しい囯制をなすところのものにほかならないからである」 

ブロク H スがこのことの説明のために指摘するのは、いうまでもなく、国家の三階層と魂の三区分という、国家 
t 固 人の魂との構造上の対応である。そして、これが真実であるとすれば、〈正義〉について説く人は、その説き方 
が 完全で あるかぎり 、〈国制〉 について 説く ことになり、正しい〈国制〉について論じる者は、同じくその論じ方が不 
完全で i 、 かぎり、必ず個人の内なる国制であるところの〈正義〉について論じることになるはずだ、と主張する。 

したがってまた、論者たちが問題とする、< 正義〉から〈国制〉へという話題の移行のあり方についても、「その移 
行は結局、〈国制〉の問題から〈国制〉の問題への移行 I すなわち、個人の内に考察される〈国制〉から多数者の内に 
考察される〈国制 > への移行 —— であり、また〈正義〉の問題から〈正義〉の問題への移行 I すなわち、小規模の〈正 
義> からより明らかな〈正義 > への移行 —— にほかならない」のであって、そこには、1方が主導的な(^^170>:^§<) 
問題であり、他方が付随的に導入された ( s - iTTTOV ) 問題であるというような区別は存在しない、とされる。このよ 
うに見れば、『ポリーティアー(国制)』というこの著作の表題も、〈正義〉についての探求ということに対して、適 

切に合致(£^各 01 |)していると言うべきである。なぜならこの表題は、まさに〈正義〉の本質そのもの -すなわち、 

正 L - (理 に定って生きる魂の国制ということ-を告げているのであるから。〈正義〉論と題されなかった のは、 た 

，こ、「ポリ ー ティア—」という 言葉の ほうが 、 n アィ ヵィオシュネー ( 正義)」 という 言葉よりも、よく知られて親し 
まれている (yvspss'TEPOV) からにすぎない の だと、 このようにフロクロスは 結んで V る 
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ブロクロスが 言っていることは、 窮極 的にはたしかにこのとおりであるかもしれないし、 ブラトンが この 対話篇 
において説くところを、よく掴んでいるといえるかもしれない。しかしわれわれとしては、いま直ちにこの プロク 
ロスの 見解の なかに落着いてしまうわけには行かない。そして ブロクロスが 報告している論争の 両 陣営の人々 も、 
彼の この 裁定に 完全に納得して従うかどうかはわからないであろう。なぜなら、< 正義 >と< 国制〉 という 二つの論題 
が、 互いに重なり合って論じられるものであることはたしかだとしても、しかし 両者が プロクロスの 言うほど 端的 
に 同一の事柄 (&>* A $ ols T R - OCC- T Q ' ) であるとみなしうるかどうかは、やはり疑問であって、そのかぎりにおいては、 
本篇の真の主題が〈正義) か <国 制) かという論争は、なおリアルな問題を 内に もっているといえるからである。 

そしてその場合、<正義>のほうが真の主題であると主張する人々が指摘しているように、ブラトンが本篇におい 
て、 < 国制〉が論じられている途中でも、本来の課題は人間の正義や幸福の問題の探求であるということを、何度も 
ソクラテスに語らせて、読者に思い出させている事実 ( IV . 420 w ~ c , 427 D , 434 D ~ 435 A , 445 A ~ B , v _ 472 w , IX . 
58 oowetc .) は、やはりひとつの重要な事実として残るであろう。そしてそのかぎりにおいては、 < 正義>論は〈国家 > 
論がそれに従属するところの、優先的な主題 (Trporlyoc-'csvov, 00 rnsveKOC) であるとみなすのが、そうした実情に則し、 
ブラトンの意図に沿った とらえ 方で あると 言ってさしつかえないであろう。 

すなわち、 不正な 生き方をするほうが 有利であり、結局は幸福な のではないかという疑問と、それを 裏 づけるか 
のような 社会の 現実が あり、 さらに一部の知識人はこれに一種の理論づけを行なって、例えばトラシュマコス説の 
ような、あるいはグラゥコンとアディマントスが第一一巻のはじめで代弁してみせたような言説をつくり出し、これ 
らがひとつの思潮とさえなっていた。対話人物のソクラテスはこうした問題を、われわれが人生をいかに生きるベ 
きか ( I .352 D ) を左右する重大な問題として受けとめ、国家のうちに正義と不正の拡大された姿を求めて、これと、 
問題の「有利 さ」 「善い こと」 「幸福」 との結びつきを明らかにしようとしたのである。 
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国家論を通じて〈正義〉の何であるかを問い、それと幸福との関係を問うこと、これが、議論の進行の実態によっ 
て示される本篇の中心テーマであるといわなければならない。 

2内容についての若干の注意と検討 

このようにして、いずれにせよこの対話篇の主要テーマは、一応は、先に見られた「ボリーティアーあるいは正 
義について。政治的対話篇」という伝統的な呼称によって、告げられていることになる。 

しかしながら、われわれがいま確認したこの主要テーマは、これだけではまだ、依然として全篇の筋書きのよう 
なものにとどまる。プラトンの対話篇がしばしばそうであるように、そしてこの『国家』篇においてとくに顕著で 
あるように、このテーマの枠内に盛りこまれた内実そのものは、それ自体としてまた別の充実と余裕をもっていて、 
右のような伝統的呼称が告げるところだけでは、とうていこれを律し切れないといわなければならないであろう。 
げんにわれわれは、先に(二において)示された本篇の構成と論題の概観を一べつしただけでも、そこには、通常の 
領域区分から見るかぎり正義論(倫理学)からも国家論(政治学)からもはみ出るような多くの論題 教育論、芸術 
(音楽•文芸)論、認識論、存在論、魂論、数学の本性について、科学(天文学)のあり方について、等々 I が含ま 
れていることを知る。とくに、第六巻から第七卷にかけて三つの比喩を中心に語られている、〈善〉のィデアに窮極 
する哲学的認識のあり方の論究は、前期から後期にわたる数多い対話篇から知りうるブラトン哲学全体から見ても、 
疑ハもなく最高峰を形づくるものであり、ひとつの形而上学的頂点を示すものである。本篇はまた、「哲学とは何 
か」という問に対する、ブラトンの最も正式な回答の書であった。 

『国家』篇のもつこのような内実は、とくに、本篇に対する先に見た「政治的」という性格づけの呼称を、かぎ 
りなく拒否するものであろう。あるいはむしろ、これがひとつの「政治的対話篇」であるとしても、その政治論は、 
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『国家』解説 


右のような多方面の諸領域•諸問題めすみずみにまで根を張った政治論なのであって、このような問題考究のあり 

方こそが、じつは、プラトン哲学独得の-そして哲学が本来もつべき-全一性というものにほかならないので 

ある。だからまた、「哲学とは何か」という問への正式の答が、本篇の中心部諸巻において与えられているという 
だけでなく、『国家』篇の全体が、問題考究のこのような全一性において、そのまま哲学のあり方のひとつの模範 
となっているともいえるであろう。 

そこでわれわれは、このようなあり方を示す『国家』篇のなかに働いている、いくつかの基本的なモチーフと主 
導的な思想に目を向けて、それぞれがもっている意味を一応確かめておかなければならない。 

われわれが本篇においてまず見るのは、いうまでもなく、「〈正義>とは何であるか」を執拗に追求するソクラテ 
スの問である。このように、ひとつひとつの徳目(他に勇気、節制、敬虔など)についてそれが「何であるか」を問 
うこと、そして同時にその問が、単純に「何であるか」を規定するための形式的なものではなく、必ず善(「よいこ 
と」)や幸福の問題との結びつきのもとに、人生をいかに生きるべきかという問の意識のなかから問われること、 
——これはすぐれてソクラテス的なモチーフであり、『カルミデス』『ラケス』『リュシス』『ゴルギアス』『メノン』 
といった多くの前期対話篇にも、共通して見られるところである。 

つぎに、その〈善〉や〈幸福〉の可能性を、人間ひとりひとりの魂のあり方と深く関連させて、人間の幸福は魂の卓 
越性(徳)としての <知>に全面的に依存するがゆえに、<知〉を愛し求め、魂をすぐれたものにするための配慮もしく 
は「世話」としての哲学こそは、人間にとって必然的な営為であり、唯一の生きるに値する生き方であると考える 

こと、--これもまた、すぐれてソクラテス的なモチーフであり、同じく多くの前期対話篇に共通して見られると 

ころである。そしてこのどちらのモチーフも、そのままわれわれの『国家』篇を貫く基調となっていることは、あ 
らためて言うまでもないであろう。これらは、プラトンがソクラテスから学んだ最も大切な基本的教えであって、 
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彼の最後期に至るどの著作をとってみても、われわれが何らかのかたちで必ず行き当るものである。 

けれども、この『国家』篇を支えている思想のなかには、このように 「ソクラテス 的」とは言い切れずに、あえ 
てとくに 「プラトン 的」と呼ばなければならないと思われる要素が、さしあたって二つ存在す る。 その一つはほか 
でもなく、先に触れた国家論そのものである。つまり、人間の正義その他の徳、善や幸福の問題を、人間がその中 
に住む国家社会のあり方ととくに密接に関連づけて、それゆえに、あるべき国家体制の姿を I また不完全な国家 
体制の不完全であるゆえんのものを —— それ自体として徹底的に追求しなければならぬ重要にして緊急の課題であ 
るとみなすことである。そしてもう一つのとくに プラトン 的と言うべき思想は、一口に言って イデア 論であり、お 
よびそれと盾の両面をなす関係にある、魂の不死の思想である。 

第一の点については、一般的に人間の徳の問題が国家社会の観点から見られるということ自体は、前五世紀のポ 
リス社会にあっては、ごく普通のことであった。 r 徳の教師」を名乗るソフィストたちが教えることを約束したの 
も、「国家社会(ポリス)の一員としての」(ポリーティヶー=政治的)という限定がつくような、政治的.社会的能力 
を意味していた。こうしたなかにあってソクラテスは、先述のように、徳の問題を人間の魂のあり方の問題として 
とらえることによって、これを深化させ、そしてプラトンが基本的に承け維いだのもこのような、いわば外へ向か 
う遠心性から内へ向かう求心性へと方向を転換させられた徳の観点であった。ここまでのことが、ブラトンの前期 
の諸対話篇のなかで示されている状況である。 

しかし、ここでプラトンをつよく動かしたのは、そのようにソクラテスが教えた意味での(魂において)最もすぐ 
れた人間でさえ、彼が住む国家社会がすぐれたものでなければ、その卓越性を全うすることができないというきび 
しい認識 ( cf . VI . 497 A ~ c ) であった。すでに、「同時代の人々のなかで最もすぐれた人、知恵と正義において比類 
なき人」(『パイドン』1100>)とみなされたソクラテスその人が、国家の名において死刑にされているのであって、プ 
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『国家』解説 


ラトンはこの出来事をめぐり、ソクラテスのような生き方をした人間にとって国家や国法とは可であったかを、 『ク 
リトン』という対話篇を書くことによって深刻に考えている〇ソクラテスが体現していた正義の徳が充分に生かさ 
れるためには、人間ひとりひとりにおける魂への配慮とともに、さらに現実の国家や国法そのものの変革こそが志 
向されなければならず、そのために国家体制のあり方について原理的な考察を徹底的に行なうことが、以後 プラト 
ンにとって、生涯の最後まで執勘に追求される課題となった。直接この課題の線上にある著作としては、『国家』 
以後さらに『ポリティコス(政治家)』や晚年の大作『法律』全一二巻が書かれたが、われわれの『国家』篇は、こ 
のような考察がそれとして大きく本格的に提示された最初の対話篇であり、そのなかで、ソクラテスが配慮の集中 
を説いた魂のあり方は、人間の「内なる s ' 制」としてとらえられ、この「内なる囯制」と「外なる国 W 」 との一致 
においてこそ、すぐれた人間のすぐれた生き方と真の幸福がはじめて達成されるという思想を、われわれは見るの 
である。 

こうして、国家論を通じての正義論と 一口に言っても、その中身はけっして簡単なことではなかった。すでに第 
一巻 (3300 D ~ 339 A ) においてトラシュマコスは、国家の支配階級が自分たちの利益に合わせて法を制定し、それを 
守ることが被支配者に要求される「正義」というものにほかならないと主張し、そして第二卷 (3500 E ~3 SB ) にお 
いてグラゥ n ンは、「正義」とは社会的な人間関係において、不正を受けながら仕返しをする能力のない者たちが 
考え出した、侵さず侵されずという妥協案としての契約であると、世に行なわれている説を紹介して説明した。こ 
のように、正義の観念の起原と由来を、国家社会の仕組みとその人間関係のうえから説明するということも、 国家 
論を通じての正義論のひとつのあり方であると、呼ぶことができよう。 

しかしながら、このような正義論は、むしろ プラトンが それとの対決を課題としなければならなかった 当の 思潮 
なのであって、『国家』篇で行なわれているのは、これと まったく 別のことで ある。プラトンが ここで行なって.い 
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る国——じ slf は、個人 S 囊を匿|£ける対人 1 と i う 外— 条件 tf 右の ような普 
通の観点の踏襲ではなく、国家社会そのものの正義と不正を国家社会の内部関係から證したう えで、 個人の正義 
と不正を同じよ、っに、個人の(魂の)内部的条件から説明することであった。そしてこの内部的条件からの説明によ 
って、普通の 観点から見た正義と不正、 世間一般の人々がもっている正義と不正についての観念瓦」 si ) も 
また、 より 包括的より基本的に説明1とになる。 f した着眼は、ま''たくブラ t 独自の もので あって、 
それゆえに また、国家と 魂と e 構造上 SS —国家—階層に対応する魂 S 能1区分 I が、新たな問題と 
して取り組まれなければならなかったのである。 

そして逆にまた、この人間の魂の霊の三区分 I 「理知的部分」と「気概の部分」と「欲望的部分」—に応 
じた人間のタィプの三分類―知を求める人間(哲学者)と名誉を求める人間と金銭を求める人間 I が、ソクラテ 
スの教えからは必ずしもまっすぐに帰結しないかたちでの、国家の秩序についてのプラトン独自の構想の基盤とな 
っていることにも、注意しなければならないであろう。ソクラテスは、『ソクラテスの弁明』が語っている ように、 
富を求めるな、名誉を求めるな、ただ魂をで1だけすぐれたものにする二と一すなわち、知を求める二と一 
にだけ気をつかえということを、すべての人に向 t て説いた。かりにもし、このソクラテス—すべての人 
に よ って守られたとしたならば、そこに想像される社会は、そのすベての構成員がただ知だけを求める人々から成 
るよ—、 法律—配者も要らない、したがって「国家」1ないような理想社会で—ことになろう。 

『国家』 篇から引き出せるプラトンの構想は、これと異なっ ている。 彼は、 人間の生来の性格が右のように分類 
されるということを、ひとつの与えられた事実とみなし、その事実に もとづいて、 それぞれのタィプの人間をその 
あるがままに 位置づけよう とする。富と、富が保証す る 快楽を何よりも欲するような人間には、その入間にとって 
の自然本来の欲求 g まま u 、 I ざま Q 生産業者や商人として、適正な限度内で充分に f 得させよう。 同様に、 
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『国家』解説 


名誉と勝利の快感に何よりも惹かれる人間には、軍人その他として充分に彼の自然の欲求を満足させよう。ただ国 

家の統台だけは、何が国家と人間にとって真の幸福であり善であるかを知っている人たちに-彼らはそのわずら 

わし さを 好まぬであろうから、一定期間の義務として強制的に—委ねなければならない。 

この場合、後二者、とくに統治者には、財産の私有を法により厳重に禁止して、支配の地位と富とが相容れない 
ように、 すなわち、権力をもつことは富を失うことを意味す るよう にする。支配者は、家庭をもつことさえ許され 
ない。国家社会の概いの根源は、権力と富との合体、公の生活と私生活との混同、権力が私有財産獲得の手段とさ 
れることにあるからである。この処置によって、本来的に財産指向型の人間は、もはや支配者として権力の座につ 
くことを欲しないであろう。 

むろん、このような国家の三つの階層の秩序が正しく維持されるためには、それぞれの人間の自然本来の素質が 
何であるかが、たえず厳重に注視されなければならない。またこの三階層は、世襲その他による固定的なものであ 
ってはならず、自然的素質に応じた他階層への移行が保証されなければならない。『国家』篇には、第三卷1第五 
巻を中心に、こうした処置が注意ぶかく検討されている。いずれにせよ、先に見た ソクラテスの 場合とくらべて、 
プラトンの このような構想には、 ソクラテス その人が死ななければならなかったような社会と人間の現実に対する、 
プラトンの 冷厳な眼が背後にあることを否定できないであろう。 

* これらの ^ につハて ±、 F . Cornford , platos Commonwelth , r r 穿 sr s -' f — PM§op < r § do ^ er tq , sm « s . s , 1950 を参照。 

さて、第二の点、ィデア論と魂の不死の思想については、それ自体の内容をここであらためて詳しく述べる必要 
はないであろう。魂の不死の思想は、ブラトンがピュタゴラス派との接触によって得たものとされているが、ブラ 
トンの対話篇では、前期著作グルーブの終りに位置する『ゴルギアス』(33>以下の魂の死後の運命に関するミュ 
1 トス、とくに524 w ~ c ) と『メノン』 ( S 1 A ~ E の想起説)のなかに、いわば予備的に現われてのち、中期著作の 
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『パイドン』において、全篇の主題として初めて本格的に取り組まれたものである。本篇の第一〇卷 (60 ooc ~611 
A) に見られる魂の不死の論証は、『パイドン』のそれを承けついで補足するものであり、さらに観点を変えて『パ 8 
イドロス』 (245C~246A) へとつながって行く。これらの「論証」が論証それ自体として成功しているかどうかは、 
つねに問題とされまた疑われるところであるが、にもかかわらず、魂の不死という思想そめものの大きな意味は、 
けっしてその重みを減じることはないであろう。 

イデア論の思想もまた、前期の諸対話篇においてその可能性がまさぐられつつあったのが、中期の『饗宴』 (2SE 
〜212 A) に至って一気に開花したかのごとくに現われ、そして『パイドン』において、魂の不死の思想と一体化さ 
れつつ、この『国家』にそのまま承けつがれる < 知性によって思惟されるもの〉(ノエートン)と〈見られるもの〉(ホ 
ラートン)もしくは一般に〈感覚によってとらえられるもの〉(アイステートン)との峻別として、明確に提示された 
ものである。しかし、『国家』のなかでイデア論が最も集中的に語られる、第六巻から第七巻にかけての「太陽」 
「線分」「洞窟」の箇所に見られるような、もろもろのイデアの上にさらに(善〉のイデアが君臨して、イデアの実在 
性と認識性の窮極の根拠(原因)となるという、このイデア界の姿は、『国家』のこの箇所で初めて示されるところ 
であり、そして『国家』以後、こうした「〈善〉のイデア」がそれ自体として語られることはもはやないのである。 
けれども、{善〉のイデアのこのような位置づけは、プラトンの哲学の本性から必然的に要請されるものであるから、 
それが以後語られないということは、思想そのものが捨てられたということではなく、むしろ〈善〉のイデアについ 
て語るべきこと語りうることは、『国家』のこの箇所ですベて語りつくしたということであろう。 

* 『ティマイオス』29 E では、この宇宙の創造者が善き者であり、すべてをできるかぎり自分に似た善きものたらしめよう 
と欲したということが、生成と宇宙との最も決定的な始め•原理 (o-pxJ- XCPISTp-T e であると語られている。 

イデア論は『国家』においてこのほか、第五巻末 (475Esqq.) の〈哲学者〉を規定する箇所と、第一〇卷 (SSASqq.) 


『国家』解説 


の詩人の仕事を性格づける箇所に現われるが、これと魂不死の思想とは、右に見たように、両者相まって プラトン 
の哲学の、とくに プラトン 的と呼ばれるべき真髄をなす。『国家』篇で構築される理想国家は、けっしてたんなる 
安楽国 ( IV . 420 E ) でもなければ、いわゆる ユート ピアや理想郷でもなく、戦争という悪を不可避とする条件のもと 
で、国のために戦う「守護者」の育成を中心として考えられたものであり、先に ソクラテスの 場合とくらべて注意 
されたような現実的性格をもつものであるが、このきわめて現実的ないし現世的な国家の構想そのものがしかし、 
妻子共有の話や細々とした食物のことまでも含む記述とともどもに、こうしたィデア論と魂の不死の思想を真髓と 
する〈哲学> によって、全体としてそっくり「永遠の相」に包みこまれることになるのである。内外の敵と戦う「全 
き意味での守護者」とは、「万有の全体を —— 神的なものも人間的なものも —— つねに憧れ求めようとする魂」を 
もち、「全時間と全存在を観想する精神」 ( VI . 4 oo 6 A , cf . 500 C ~ D ) をもつ人にほかならず、現実的ないし現世的に 
構想されたその国家は、「理想的な範型(パラディダマ)として天上に捧げられて存在す る」 ( IX . S 2 B ) と言われる。 
そして、全篇も結末に近づくときにわれわれが行き当たる、 

「だが、わずかばかりの時間のうちには、どれほどの大きなことが生じうるだろうか？というのは、幼少 
から老年にいたるまでのこの時間の全体などというものは、全永劫の時間にくらべるならば、ほんのわずかな 
ものにすぎないだろうからね」 

「それはもう、無に等しいと言ったほうがよいくらいでしょう」 

「それなら どうだろう -いやしくも不死なるものが、そんな短い時間のことに真剣.な関心をもつべきだと、 

君は思うかね？全永劫の時間のためにこそ、その真剣な関心を向けるべきではないだろうか」 ( X . 60 ooc ~ D ) 
という会話は、そうした国家論を通じて追求されてきた全篇の課題それ自体が、ただこの一回かぎりの生のための 
ものではないことをわれわれに告げる。こ© • ような「全永劫の時間」とは、ミュートス(物語)的には生の選択の繰 
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り返しとして語られるけれども、じつは、^はや通常の意味での「時間」 とは 言ぇないで あろう。ちょうど 『饗 
宴』の巫女ディオティマが、死すべきものどもが時間の中における不死を求めるあり方をソクラテスに説いたあと 
で、汝の理解が及ばぬかもしれぬ.と前置して開示した〈美〉のイデアが、時間を超ぇた不死——永遠 —— に対応する 
ものであったのと同じように、〈善)のイデアが君臨するイデア界を生命として内包するこ.の『国家』篇においても、 
そのような〈永遠〉こそがつねに望見されているからである。 

3 著作としての意味と必然性 

以上、『国家』が内包している、すぐれてプラトン的なと呼ばれてよい二つの思想 —— 簡単に言って、国家論的 
思想とイデア論的思想一^について見た。これらは、『国家』の内実をかたちづくる最も主要な二つの要素である 
が、同時にまた、われわれはこれらに着目することによって、この『国家』篇がプラトンの生涯と思想の発展にと 
ってもつ意味、またそれがなぜ中期のほかならぬこの時点で、初めてのこのような大長篇として書かれなければな 
らなかったかという、その必然性を、かなりよく見定めることができるのではないかと思われるのである。 

前四二七年、アテナイという民主制のポリスに生まれたプラトンは、アテナイの他の多くの青年たちと同様に、 
しかるべき年齢に達したならば「ただちに国家公共の仕事に向かう」ということに、自分の前途を定めていた(「第 
七書簡」324 B ~ c )。 他方しかし、本篇に登場するアデイマントスとグラゥ コンを 兄にもつ彼は、ごく年少のころ 
からソクラテスと親しく接触する機会を多くもち、「魂への配慮」を説きつつ私人として通したこのソクラテスの 
特異な生き方と言行は、そうした政治的実践というモチーフとはまったく異質的な効力を、彼の内に潜在的に蓄積 

させつつあった。 

前四〇四年、プラトンが二三歳のとき、ペロポネソス戦争がアテナイの降伏によって終り、三◦人政権をめぐる 
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一連の出来事がつづく。プラトンはこの政権の活動に参加をすすめられ、当初期待と関心をもってその動きを見守 
りながら、結局最後には相次ぐ不祥事に憤慨して身をひくのであるが、しかしここで彼が、目標としていた実際政 
治ということ自体に絶望したのではないことは、この三〇人政権の崩壊後、「ふ y ; たび徐々にではあるが」公的な 
政治活動への意欲が彼の内によみがえってきていること(「第七書簡」 325 A ~ B ) からも、知られるであろう。 

プラトンの中に明確に定められていたこのような生涯の方向づけに対して、決定的ともいえる強い衝撃波を与え 
たのは、前三九九年、彼が二八歳のときに起ったソクラテスの裁判と刑死事件であった。まず何よりも、このソク 
ラテスの死によってプラトンが、自分にとってソクラテスという人間がいかなる存在であったかを、はっきりと自 
覚するに至ったこと、そしてそれとともに、ソクラテスの言行とその生き方死に方が指し示すものが何であったか 
を見きわめようという、あらがいがたく強い欲求が彼を動かしはじめたこと、要するに、プラトンにとってソクラ 
テスは、いまやその不在によって決定的に顕在するようになったことは、疑いないであろう。こめとき以来書きは 
じめられた前期の諸対話篇は、いずれもそのようなソクラテスの生き生きとした顕在を示し、そのような見きわめ 
のための作業が着実に行なわれていることを示している。 

しかしこのことは、ここでブラトンが、一挙に政治を捨てて哲学に走ったというようなことではない。政治的実 
践への志向は彼にあって、もう少し根づよく執拗なものであったし、彼はたしかに正しい政治活動の可能性につい 
ては悲観的になって行ったけれども、しかし依然、その実践のための機会を待ちつづける(「第七書簡」 326 A ) ので 
ある。ただ問題は、このような根づよい政治的実践への志向と、他方、いまや彼の内で右のようにしてますますそ 
の意味が顕在化して行くソクラテス的な〈哲学〉と、この元来異質的な両者の関わり合い方なのであって、プラトン 
はこの二つの方向を結ぶ一点を懸命にまさぐり求めながら、いわゆる遍歴時代に入って行く。このとき彼は、やが 
てわれわれの『国家』篇の内実として提示されるものへとつながって行く道へと、一歩を踏み出したといってよい。 
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このことは、先に『国家』に内包される二つのすぐれてブラトン的な思想と見られたものの一つ、その国家論的思 
想についてわれわれが述べたところからも、知られるであろう。そして事実、彼が国政の実情についての考察と見 
聞を 重ね、 同時にソクラテスを主役とする対話篇を書きつづけながら、四〇歳まで過したこの遍歴時代の終り近く、 
イタリアとシケリアへ旅立つにあたって到達していた結論的な考えとは、「第七書簡」 によればこうであった。 

「国家の正義も個々人の正義も、ただ哲学からこそこれを見きわめることができる。したがって、正しい意 
味でかつ真実に哲学している人たちが、国の政治的支配の地位につくか、 それとも、 現に国々において権力を 
もっている人たちが、何らかの神の配分に恵まれて、真実に哲学す るよう になるかの、 どちら かが実現され な 
いかぎり、人類が權いから免れることはないで あろう」 (326 a ~ b ) 

これはまさに、われわれが『国家』篇 ( V . 473 C ~ D ) のなかに見出す中心 テー ゼにほかならない。すなわち、 『国 
家』篇の中核として打ち出されているこの哲人統治者の主張は、四〇歳に至るまでの プラトンの上述の ような生涯 
における思索と体験の先に、必然的に形をむすんだ思想なので あり、 それは内容的には、 ソクラテスの刑死以来彼 
の内でその対立が顕在化した二つの方向——もともとから彼の中にあった政治的実践への志向と、 ソクラテスによ 
って指し示される哲学の 道 —— が、 長い 模索のすえに 収斂 的に結びついた一点だったのである。 

こうして、『国家』篇の中心テ I ゼは成立した。そしてプラトンは前三八七年、イタリアと シケ リアの旅からア 
テナイに帰ると、すぐに学園アヵデメイアを創設して、この哲人統治者の理想を少しでも実現に近づけるための教 
育活動を、実行に移した。しかし、『国家』篇の執筆と公表は、この「解説」の冒頭に見られたように、 これより 
もさらに一0年以上遅れている。中心テーゼとなる考えがすでにプラトンの中に成立していたとすれば、『国家』 
篇はそのときすぐ、アヵデメイアの創設に よる 教育活動の実際面への着手と同時に、あるいは少なくとも程遠から 
ぬ 時期に、執筆され公表されるのが最も自然であるはずなのに、なぜそうされなかったのであろうか。イタリア. 
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シケリアへの旅からの帰還と『国家』篇の間には、なお『ゴルギアス』『メノン』『饗宴』『パイドン』といった対 
話篇が介在するのである。 

哲人統治者の主張、すなわち、政治的権力と哲学的(学問的)精神との一体化を説くことは、考えそのものとして 
は、比較的単純なことのように思われるかもしれない。しかしこれは、世の常識からいって大へんなパラドクスで 
あった。そのことは、『ゴルギアス』のなかで カリ クレスが、ソクラテスの奉ずる「哲学」について語る口調の激 
しさ (4004 C ~4 S 6 D ) を想い起すだけでも、充分に察することができよう。しかしそれは何よりも、『国家』篇そのも 
のがわれわれに告げるところである。第五巻でこの説が提示されるにあたって、プラトンが対話人物ソクラテスに 
語らせたためらいは、尋常一様のものではなかった。哲学者が国家を統治するということは、■妻女.子供の共有と 
いう、われわれから見ればもっと大へんな提案と思えるものよりも、さらに大きなパラド クス ——「三つのうちで 
も最も大きく、最も厄介な大浪」 (472 A )—— とされ、それを語れば r 文字どおり笑いの大浪のように、嘲笑と軽蔑 
でぼくを押し流してしまう」(4730)と言われている。聞き手のグラゥコンもまた、この「国家全体の変革」(4730) 
のための提案を聞いて、「何という説を、あなたは公表されたのでしょう！」 (473 E ) と思わず驚きの声を上げる。 

こうして対話人物のソクラテスは、「血相かえて押し寄せて くる」 と予想される「非常にたくさんの、しかもけ 
っしてばかにならぬ連中」 (473 E ~474 A ) の攻撃を防ぐために、一刻の猶予もなく、この自説の正当化と弁明を開 
始しなければならなかった。何よりも緊急に必要なのは、「哲学」と r 哲学者」という言葉の内容規定である。こ 
の規定は、〈思わく >と<知識〉との区別にもとづいて入念に行なわれるが、この区別を裏づけるものは、『国家』篇 
においてここで初めて現われるイデア論的思想であった (475 Esqq .)。 そしてこのようなイデア論的思想に支えら 
れた<哲学者〉の規定が、第六巻の最初に、「哲学者とは、つねに恒常不変のあり方を保つもの(イデア)に触れるこ 
とのできる人々のことであり、他方、そうすることができずに、 さまざまに 変転する雑多な事物のなかにさまよう 
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人々は哲学者ではない」 (4004B) という言葉であらためて確認されて、さらにその素質論や、世間における哲学の不 
評判への説明をへたのち、このょうに規定された哲学者としての統治者が学ぶべき最大のものは何か、という設問 
を通じて、われわれはあの〈善〉のイデアに照らされるプラトン哲学の高峰へと導かれて行くのである。 

哲人統治者の主張を表明するにあたっての容易ならぬためらいからはじまって、第七巻の終りまでつづいて行く 
これらすベての記述は、何を意味するであろうか。確実に言えるのは、ブラトンがためらいを振り切ってこの主張 
を表明し、押し寄せてくる嘲笑と軽蔑をはね返すための拠りどころとして必要としたのは、イデア論であったとい 
うことであろう。イデア論だけが、ブラトンがそれだけの確信をもちうる仕方で <哲学▽と < 哲学者 > の内容を規定す 
るこ.とを可能にし、世間の誹謗に対して哲学者を「適切に弁護すること」 ( VI . 4 SA ~ w , cf . 500 A ) を可能にし、哲 
学者の国家統治の正当性を「けっしてばかにならぬ連中」に対しても説得できると期待すること ( VI . 500 D ~ 502 
A ) を可能にし、さらに、そのょうな統治者教育のための最高原理と、具体的なプ〇グラムの設定 ( VI . 504 D~VIL 
541 W ) を可能にするものであったのである。 

これはすなわち、哲人統治家の考えが考えそのものとして形をむすんでも、この長い考察と体験の結論を『国家』 
篇の執筆というかたちで公表するためには、全き確信を置くことのできる < 哲学〉の内実が必要であったこと、つま 
り、イデア論的思想の成熟を待たなければならなかった、ということである。プラトンにとって、イデア論と魂論 
からなるその〈哲学 > の内実は、すべてソクラテスの教えを基本としてその上に成立しているものではあるけれども、 
しかし、もしそれが前期諸対話篇に現われている「ソクラテス的」モチーフのままにとどまるものであったならば、 
予想される「嘲笑と軽蔑の大浪」を前にして、彼がこの哲人統治家の主張を公表するだけの充分の自信がもてたか 
どうかは、右に振り返られたこの『国家』篇における記述の展開を想い合わせてみるとき、やはり疑問としなけれ 
ばならない。むろん、プラト■ンにとって世間の嘲笑や6蔑そのものは、何ら意に介するところではないだろう。し 


828 




『国家』解説 


かし、〈哲学〉が前期諸対話篇に示された内容のままである状態において、哲人統治家説を公表することは、ブラト 
ン自身がどれほどその「ソクラテス的」哲学を貴重なものとみなしていても、結果としては、その前期諸対話篇の 
終りごろに位置する『ゴルギアス』に描かれたような、あの「ソクラテス対ヵリクレス」という不毛の対立のパタ 
—ンのなかへ —— いろいろと様相は異なっても結局は同じパターンのなかへ1ふたたびおちいる公算が大きいの 
である。 

プラトンが四〇歳にして哲人統治家の考えに達してから、それが『国家』篇の中心テーゼとして公表されるまで 
の間に書かれた諸対話篇は、まさにこのようなイデア論的思想の成熟の過程を示している。『ゴルギアス』につづ 
く『メノン』はほとんどその一歩手前まで近づき、そしてすでに見られたように、『響宴』と『パイドン』は、そ 
れが初めて明確なかたちで現われる対話篇である。前期対話篇に描かれているような、ソクラテスがつねに問いか 
けていた r (〈勇気〉とは、〈節制〉とは、<敬虔〉とは)何であるか」という問と、同じくソクラテスが説いてやまなか 
った「魂をすぐれたものにせよ」という教えとが、両者相まってどれだけの事柄を内包していなければならないか 
ということの追求は、ブラトンがイタリア•シケリアへの旅から帰ったのち、ようやくこれらの対話篇のなかで、 
ブラトン独自の本格的なイデア論と魂の不死の思想への結実として示された。『国家』篇は、まさにこの時点にお 
いて書かれなければならなかったのである。 

こうして、いまやわれわれは、すべてこれまでたどって来た事柄のうちに、ブラトンにとって『国家』篇がどの 
ような意味をもつ著作であり、なぜ中期のほかならぬこの時点で、このような大長篇として書かれなければならな 
かったかを、見ることができるであろう。ここに示される国家と国制のあり方に関する考察、そして哲人統治者と 
いうその中心テーゼは、ブラトンがペロポネソス戦争の戦中と戦後における、ソクラテスその人の死を含むような 
きびしい現実の推移のなかで、ほとんどそれまでの全生涯をかけて育成し、温めてきた主題であった。そして学園 
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アヵデメイアの設立後、『饗宴』『パイドン』をへてイデア論的思想が成熟することによって、この主題を裏づける 
充分な〈哲学〉の内実が得られたと確信されたとき、この『国家』篇は、これらすベてを投入するに足る大長篇のか 
たちをとりつつ、書かれるべくして書かれたといえる。 

* この『ブラトン全集』9における『メノン』「解説」の「三、『メノン』の思想的位置と執筆年代」を参照されたい。 

最後に、これまで(三の2と3において)見てきたところから得られる視座の上に立って、あらためてこの『国家』 
篇の全体を俯瞰し、その構造がおのずから示している相貌の意味を確認しておきたい。全篇のなかで、哲人統治者 
のテーゼとそれを哲学的に根拠づけるイデア論的思想の表明が、中心部の諸巻に存在する。その前と後に、イデア 
論を一応離れて、国家や国制のあり方がそれ自体として考察される部分(第二巻—第五巻、第八巻—第九巻)がそれ 
ぞれ配置され、さらにこれらの全体は、〈正義〉とは何かを幸福や善との関連のもとにたずねるソクラテス的な問と、 
それへの最終的な答によって、最初と最後を締めくくられている(第一巻、第一〇卷後半)。簡略化して言えば、正 
義論 —— 国家論 —— 哲人統治者論の根拠としてのイデア論 —— 国家論——正義論という配置、これが、各部分は当 
然多少の不規則性を有するけれども、『国家』篇の全体としての見取り図が示す構図である。 

このうちの国家論とイデア論とを、先に (2 で)述べたような意味でとくに「プラトン的」な主題と呼ぶことがで 
きるとすれば、全篇は、プラトン哲学の基本にあるソクラテス的な主題を裾野として、しだいにプラトン独自の主 
題へと中腹を登りつつ、中心部においてその頂点に達したのち、ふたたび前と対応する等高線をもつ地形をへて裾 
野へと至るような、ひとつの大きな山として見えるであろう。これは『国家』篇の構図がわれわれに示す、いわば 
空間的な姿である。 

他方しかし、全篇の対話は、時間のうちに進行するものである。時間のうちに順次進行して行く右のような各部 
分の主題についての論述は、当然そこに至るまでの考察をふまえていることによって、あるいは少なくとも読者に 
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とってはそれまでの考察が先行しているという事実そのものによって、それだけまた、対話の時間のなかで頃次 
その内包量を増して行かざるをえない。たとえば、第八、九巻における不完全国家についての論述は、第五巻まで 
に一応規定し終えていた「善き国家」に対する、「悪しき国家」を論じることによって、先に中断され C 、た議論 
を再出発させるという形をとっているが、しかし実際には、第七巻末までの理想国家と哲学についての論述がその 
間に介在し直前に置かれていてこそ、はじめて充分な意味をもつものであり、それはおのずから、〈哲学〉なき社会 
の不幸な実態を描き、名誉支配制国家とそれに対応する人間から、順次僭主独裁制国家と僭主(独裁者)へと至る下 
降の過程をたどることによって、しだいに <善> の光のとどかぬ「洞窟」の奥底とそこに住む人間の不気味さを描く 
ことにもなっている。こうした意味では、この部分の国家論は、先の空間的な地形図では同じ等高線上に位置して 
いた第二巻から第五巻までの国家論とは、すでに質的に大きく変っているのである。 

同じような相異は、当然のことながらさらに顕著に、最初と最後に配置されたソクラテス的主題の間にも見られ 
るであろう。第一巻における〈正義>をめぐってのひとつの典型的なソクラテス的対話は、ブラトン自身の言うよう 
に全篇への「前奏曲」として、国家の支配者のあり方や善の認識の問題などをそこに話題としてまじえながら 、 Ja 
後に展開される『国家』篇の主要な諸問題を予告的に提起していた。そして、対話進行の時間のなかで、それらの 
主要問題がそれぞれ本格的に論じ終えられたとき、第一〇卷の正義論は、まさにそうしたそれまでの全考察を背景 
としてそこにあり、第一巻のそれと同じく「ソクラテス的」な主題であっても、これは全篇のフィナ ー レにふさわ 
しく、前奏曲で予示されてのちそれまでに経過してきたすベての「プラトン的」な主題を、いまや実質的に 内包 量 
としてになう重みと奥行きをもつといえるであろう。すでに明示されたイデア論と盾の両面をなす魂の不死の思溴 
が、それ自体として姿を現わした後を承けて、そこで語られる「ヱルの物語」は、第一巻の最初に ヶパ n スが述懐 
' L - た老年の、儿境に対してミュ~トスのかたちで保証を与えるとともに、それ自身は悠久の〈永遠〉をわれわれこ垣 S 
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みさせつつ、すべてはその中に吸収されて行く。…… 

大作『国家』は、プラトンの生涯において以上のような意味をもつ時点に、以上のような必然性によって成立し、 
そして、その必然性にふさわしい以上のような内容と構成をもって書かれた。 

後 記 

『国家』篇について「解説」すべき事柄は、もとより、なおほかにも数多くあるだろう。このブラトンの大作は、一般の 
思想家にとっても、ブラトンの専門研究家にとっても、多くの問題提起の書であったし、現にたえざる論争の書として存在 
している。 

まず 広い 連関から 言って、 ブラ トンが ブラトンに とっての「現代」と対決して書いたこの書は、その対決が あくまで 原理 
的な問題の追求として行なわれていることによって、当然、われわれにとっての「現代」に対しても深い関わりをもたざる 
をえず、幾多の現代的問題を投げかけてきた。 

とくに、この対話篇の主要テーマである国家のあり方ということは、現代の世界において人々が最も切実な関心をもたざ 
るをえない問題の一つである。第一次世界大戦以後、世界の各地に見られた、民主制の挫折、本篇で「テュラニス」(僭主独 
裁制)と呼ばれているような仮借なき独裁制の出現、あるいは共産主義的な計画社会の成立などは、われわれの時代的関心 
をそのまま ブラトンの時代的関心に結びつけることになり、『国家』は人々の真剣な論議の対象となった。ブラトンの政治 
論•国家論に対する批判ないし攻撃の論説も多く現われ、これらへの弁護の応答もまた活潑に行なわれている。 

また、現代は科学•技術の時代であり、その観点から、『国家』におけるブラトンの諸発言がしばしば取り上げられて、 
さまざまの 評価を受けてきた。とくに、 ショ ー リイ(名. grp . xix ) も言うように、『国家』第七卷における数学•天文学. 
ディ アレク ティ ケー に関する論述は、「科学」に対するブラトンの態度や科学の歴史におけるブラトンの位置という、この 
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『国家』解説 


論争多き問題の主要テクストである。 

こういった点について、いまここで詳しく論じることはできないけれども、筆者によってこうした観点から書かれた論評 
として、「ブラトンと現代」その他(『実在と価値 —— 哲学の復権——』筑摩書房、昭和四四年、所収)があるので、できれば 
参照されることを望みたい。また関連文献については、この『ブラトン全集』15の「文献案内」を参照されたい(政治思想に 
関する論争についてはニニ〇—ニニ三べ—ジ、科学論についてはニニ三—ニニ六ぺ—ジ)。 

つぎに、右のような政治思想や科学思想に関わる一般的な事柄のほか、『国家』で取り上げられている個々の論題のそれ 
ぞれについても、その解釈は必ずしも容易ではなく、多くの活潑な議論が行なわれている。たとえば、第一巻におけるトラ 
シュマ n スの正義論の倫理学的立場をどう見るかという点だけでも、最近とくにおびただしい論文が発表されて論争の的に 
なっているが、さらに、「太陽」「線分」「洞窟」の三比喩の間の関係や全体としての意味、魂の三区分説、それと国家の構 
造との対応、いわゆる「詩人追放論」(補注 B (七六五ぺージ)参照)、エルのミュートス、等々の問題となると、いずれも解 
釈上の大きな問題であり、それぞれについての文献を列挙するだけで優に一冊の本となるであろう。 

R . L . ISTettleship, §i r -Refm sica/ P PS- , 1897, new ed.1962. 

N. K. Murphy, The Interpretation of platCLs Republic, 1951 _ 

C. Cross a.nd. A. T>, "Woozley, Plat&s Republic: A Philosophical Commentary, 1964. 

などの書物は、『国家』のなかからそうしたいくつかの論題を選んで論じたものであり、また、 

A.. sesons'ke{ed.'} , Plato's Republic _• Interpretation and Criticism, 1966 . 

などのように、各論題について発表されて問題とされた諸論文を集めて編集した書物もある。 このような 諸論題についても、 
われわれの本文注や解説や補注にはおのずから限界があるので、 さらに 詳しい研究と考察をのぞむ読者には、これらの書物 
がひとつの参考になるであろう。それぞれの主題についての主要な文献は、これもこの『プラトン全集』15の「文献案内」 

に挙げられている。また、アダムの注釈書の新版に寄せられたリーズ ( D . A. :Rees) のィントロダクション ( J . Adam, rr 
taels s - o/Ki, づ〇一 .1,1963,pp.xfliii) 'ic i ± 、 「『国家』篇におけるィデア論」「第一巻におけるトラシュマ コス」 「太腸、 
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線分、洞竄」「第七卷における天文学」「第八卷546 A sqq . の数の謎」「エルのミュー トス」 といった各項目について、アダ 
ム以後の比較的新しい主要文献が列挙され、研究の現状や学界の趨勢についてコメントされている。 

以上9ょうな事柄は、最初に触れた一般的連関のものも、また、個々の論題についての解釈も、われわれが先の「解説」 
において見た「ブラトンにとって『国家』篇とは何であったか」という問題に対して、いわば「われわれにとって『国家』 
篇 とは 何であるか」という問題に属するものであろう。時間と紙数の制約のため、われわれの「解説」は形のうえでは後者 
の領域に立ち入ることができなかったけれども、しかし筆者としては、両者はけっして互いに無関係な別々の事柄ではない 
こと、少なくとも、「ブラトンにとって『国家』篇とは何であったか」の着実な理解の上に立ってこそ、「われわれにとって 
『国家』篇とは何であるか」についても、的確で実りある考察が期待できるであろうことを信じている。 

この『国家』訳は、これまで、 

田中美知太郎編『ブラトン n 』 (世界の名著7、中央公論社、一九六九年(昭和四四年)) I 藤沢令夫、山野耕治、田中美知 
太郎、森進一訳 

田中美知太郎編『ブラトン|=0(世界古典文学全集15、筑摩書房、一九七〇年(昭和四五年)) I 藤沢令夫、尼ヶ崎徳一、田 
中美知太郎、津村寛二訳 

として刊行されていたものを、今回私が全篇を通して訳し直し、同時に右の旧刊で私が担当した部分(第一巻全部、第二 
巻 367 E まで、第五巻47 1 C から第六卷 5 SC まで、第一〇卷 60 OOC から最後まで)についても、大きく手を加えて改訳した 
ものである。 

とくに多く参考にした使用文献だけを挙げると次のとおりであるが、このうちアダムの注釈書は、ブラトンの著作関係の 
全注釈書のなかにあっても出色の出来栄えといえるほど、すぐれた業績であり、最も負う ところが 多い。訳の本文中に插入 
されたいくつかの図版のうち、第七卷はじめの洞窟の比喩に関するものと、第一〇卷末のエルの物語のなかの図3、図4、 
図5は、やはりこのアダムの注釈書からの借用、 もしくは それに準拠したものである。 
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主な使用文献 

0- ^ o^s ^.0^- UM- ^O^PQ ^ 

B. Jowett and L. Campbell, 77 ie .Repgss-o/ p r o3 volroxford, 10094 . 

0 ^ ^ ^.o^ •- ^-^0^ - ^ p ^ o- ^.* W.SW- 
R Shorey, p rs- rr i?ep& ぎ ， 2 vol rl 930 , revised ed • ，一 937 (The Loeb Classical Library). 

F. M. Cornford, T r i ? 名 wss- 0 / p r ^, Oxford, 1941 . 

w •〇げ p 日ぼ y>^ r け §,bH®ta6_p^g:^-e6,pr^7l®§r65o0??lp^^5,TonlevI(avecintroductiBd/Augusteo^s) 

Tome VII . paris(soci 6 1 6 RiEdition :LS Bells Lettreso, 1947 -1949. 



{= 求め引き寄せるもの （ opp •押し 
やるもの）〕 437 B -439 B 
{ ——と水の流れの類比〕 485 D 

必要な——と不必要な—— 558 

D -559 D 

不法な——，眠りのうちに目覚める 

- 571 B ~572 B 

——的部分〔魂の〕—魂 


予備教育〔哲学的問答法の〕 536 D 

—教育，数学 

ラ行 

理知的部分〔魂の〕—魂，測定 

立体(幾何）―数学 

老年（老い） 328 E 〜329 D , 331 A 
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り出す〕 351 C -352 C 

[ ——な人間の生活は正しい人間の 
生活にまさるか〕 347 E ~ 354 
A . 

〔最も-な人間と最も正しい人間 

の比較〕 360 E -362 C 

〔=国家に対する最大の悪行〕 

434 C 

〔=魂の三部分間の内乱〕 444 A 

〔——と病気の類比〕 444 C-E 

最高度に——な人〔=独裁僭主的な 
人〕 576 B 

〔=魂を悪化させるもの〕 609 B 〜 

D 

〔——は直接死をもたらすものでは 
ない〕 610 C~E 

—悪 

船〔の比喩〕 488 A 〜489 A 

ヘラクレイトスの太陽 498 B 

法（法律） 

〔遊びによる順法精神の涵養〕 
424 E -425 A 

〔——制定の正しいあり方〕 425 

B -427 C , 519 E -520 A 
報酬獲得術 346 B-D 

放埒（放縦） 404 E 〜405 A , 431 B , 

444 B , 591 A , 609 C 
補助者(援助者）―守護者 
星を見つめる男〔=哲学者〕 489 A , 

C 

本性(界） — 実相 

マ行 

真似（ミーメー シス） 

〔=悲劇 • 喜劇の本質をなすもの〕 
394 B -395 B 

〔——の禁止〕 395 B -396 E , 595 

A 

〔-（描写）とは何か〕 595 C 〜 

607 A 

— 詩，叙述，物語 


見られるもの（可視界） 517 C , 524 C 
民衆 —大衆 
民主制―国制 

矛盾律 436 B (同箇所の注1参照） 

無知 

〔あらぬものに対応〕 477 A 
〔=魂の状態における空虚さ〕 

585 B 

〔=魂を悪化させるもの〕 609 C 

名誉支配制—国制 
物語〔=詩の内容〕 

〔悪しき-の追放〕 377 B sqq . 

〔神々の-についての規範〕 

379 A ~ 392 A , 特に 379 A ~383 
C 

〔死の叙述についての規範〕 

386 A 〜 387 B 

〔不道徳な叙述についての規範〕 
387 B -392 A 

〔人間の——についての規範〕 
392 A~C 

〔いかに語るべきか：叙述形式に 
ついての規範〕―叙述 
〔歌と曲調についての規範〕—歌 

ヤ行 

勇気 

〔守護者に要求される徳目としての 
-〕 386 A . 

〔国家の四徳の一つとしての-〕 

427 E , 429 A 〜 430 C 
〔=一種の保持〕 429 C - 430 B 

〔個人（魂）内部における-〕 

442 B-C 

優秀者支配制―国制 
夢 

〔思わくの状態との類比〕 476 C 

〔=眠りのうちに目覚める欲望〕 
571 C -572 B 

欲望 

〔勇気を吟味する「洗剤」としての 
—— ] 429 D ~430 B 


837 



〔——の効用〕 329 E -331 B 
-—と貧乏〔はともに劣悪化の原因 
となる〕 421 D -422 A 
〔=寡頭制国家の原理〕 550 D 〜 

553 A 

〔真の富者とは？〕 S 21 A 

奴隸 

〔ギリシア人の一化の批判〕 
469 B-C 

正真正銘の一〔=独裁僭主〕 

579 E 

ナ行 

内乱—戦争 

にせ知識（詭弁） 496 A 

人間（人） 

〔国制に対応した魂 ( —— ） の五つの 
型〕 

優秀者支配制に対応する一 
544 E 

名誉支配制に対応する- 

548 D -550 C 

寡頭制に対応する- 553 A 

-555 B , 559 D 

民主制に対応する- 558 C , 

559 D -562 A 
僭主独裁制に対応する—— 

571 A , 572 D -576 B 
〔徳•幸福という点から見た（上記 
五つの型の）順位の判定〕 576 
E ~580 C , 特に 580 B-C 
〔魂の三部分説に対応した——の最 
も基本的な三分類〕 

利得•金銭を愛する —— 581 

C~D 

勝利•名誉を愛する一 581 

C~D 

知を愛する—— 581 C,E 

内なる——〔=魂の理知的部分〕 
588 D -590 C 

認識知識 
寝椅子 


三つの種類の—— 597 B-E 
能力〔の定義，区別〕 477 C-D 
ノエーシス ー> 知性的思惟 

ハ行 

蓮の実食いの族 560 C 

はたらき（機能） 

〔-の定義〕 352 D 〜353 A 

〔一と徳(優秀性）の関係〕 353 

B 〜 C 
罰 

〔無知な者にふさわしい——〕 

337 D 

死後の- 330 D , 615 A 〜616 A 

ハデスの兜 612 B 

ハデスの国（冥界） 330 D — E , 363 

C , 366 A , 386 B ~ 387 B , 521 C , 534 

D , 619 A 

範型(模範，範例）実相 
美 

-の実相（イデア），-そのもの， 

-それ自体 476 B 〜 C ,479 

A , 479 E 〜480 A , 507 B 
秘儀 365 A , 366 A 

ピスティス—確信 

必要(必然，強制） 

-なもの 〔 opp . 善いもの〕 493 C 

ディオメデス的—— 493 D 

幾何学的な-性，恋の力がもつ 

——性 458 D 

平等〔民主制の原理としての〕 557 

A , 558 C 
貧乏—富 
不死〔魂の〕—魂 
不正 

害することは-な人のすること 

335 D 

〔トラシュマコスによる——の賞讚〕 

343 A 〜344 C 

〔=悪徳(劣悪性），無知〕 348 C 

~350 C 

〔——は不和と憎しみと戦いをつく 
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478 D , 479 C~D 
思わくと知性との—— 511 D 

聴覚 507 C~D 
調和 

〔=節制〕 430 E , 431 E 

〔文芸 • 音楽の役割としての——〕 
442 A 

身体の内なる- 591 D 

テアゲスの馬銜 496 B 

ディアノイア―悟性的思考 
ディオメデス的強制（必然） 493 D 

哲学 

〔-と政治の一体化〕—哲人王 

〔——を志す者の実情〕 487 C - 

D , 489 C~D 

〔=孤独な独身者〕 495 C 

〔現状における-の手がけ方〕 

497 E -498 B 

〔——の正しい手がけ方〕 498 B 

~C 

〔=魂の転向と真実在への上昇〕 
521 C 

〔-と詩との間には昔から仲違い 

があった〕 607 B~C 
〔=魂にそなわる知への希求〕 

611 E 

哲学者（愛知者） 

〔——による国家支配〕—哲人王 

〔-の規定〕 474 B — 480 A , 484 

B 

〔一の自然的素質〕 485 A -487 

A , 535 A 〜 536 D 

〔——の自然的素質の堕落〕 490 

E -495 B 

〔=神的で秩序ある人〕 500 D 

〔=神的な模範を用いて描く画家〕 
500 E 

〔=実在と真理を愛する者〕 501 

D 

[ ——の教育〕—教育 

〔-は「洞窟」へ戻らねばならな 

い〕 519 D -521 B 


哲学的問答法（ディアレク ティ ケー） 
532 B -534 E , 537 C 〜 D 
〔——濫用の害悪〕 537 E 〜 539 D 

〔 一 学習の期間〕—教育 
哲人王 473 C ~ D , 499 B - D , 501 E 

〔——の実現可能性〕 502 A-C 

鉄と銅の種族 415 A へ D , 547 A 〜 

C 

天文学—数学 

洞窟〔の比喩〕 514 A -521 B , 532 A 

〜 C 

動物 

巨大な——〔=大衆の意見〕 493 
A~C 

複維で多頭の——〔=魂の欲望的部 
分〕 588 C -590 C 
徳(優秀性，善さ） 

〔——によって人を悪くすることは 
できない〕 335 D 

〔=立派な〈はたらき〉〕 353 B 〜 
E 

〔-の修練と身体の養生〕 406 

D -407 C 

〔-は惡徳をも知る〕 409 D ~ E 

〔=魂の健康〕 444 D 

〔——の種類はただ一つ〕 445 C 

いわゆる〈魂の- >,知の - 

518 D~E 

——の最上の守り手 549 B 

——が本来もつべき報酬 612 C 

sqq . 

—節制，知恵，勇気 
独裁僭主(僭主，独裁者） 566 D - 
569 C , 578 D -579 C 

〔民衆指導者から--の変貌〕 

565 D ~566 D 

〔——は最も不快な生活を送る〕 
587 B~E 

〔-の死後の運命〕 615 C 〜616 

A 

- 制—国制 

富（財産，お金） 
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夕行 

体育（身体に関する事柄） 

〔守護者の（初等）教育としての——〕 
376E, 403C~412B 
〔——と音楽 • 文芸の最も重要な目 
的〕 410C-412B, 441 E- 442 
A 

〔=生成消滅するものにかかずらう 
もの〕 521E 
大衆(民衆，多数者） 

——は哲学者たりえない 494 A 
〔=最大のソフィスト〕 492B 〜 

493 A 

——の狂気 496C 
〔民主制における第三階級としての 
—— ) 565A 〜 C 

ダイモーンからの合図 496C 
太陽〔の比喩〕 508A-509B 

正しさ—正義 
魂 

〔——に固有の〈はたらき〉と〈徳>〕 
353D 

〔——と身体の関係〕 403 D 

〔 一- と音楽•文芸，体育〕 411 
A 〜 412A 

[ ——の三部分説〕 4350-442 D 

〔理知的部分と欲望的部分の峻別〕 
437B-439D 

〔気概の部分の峻別〕 439 E- 

441 C 

——（の目）の転向（向け変え） 
518C-D, 521 C, 533D 

〔-（人間） の五つの 型〕—人間 

〔——の各部分はそれぞれ固有の快 
楽をもつ〕 580D-581E 

〔-の三部分説に対応した人間の 

最も基本的な三分類〕―人間 
〔=身体よりもすぐれた存在〕 

585D 

〔——の似像：複雑で多頭の動物+ 
ライオン+人間〕 588B~590C 


〔 - は不死〕 608D-611A 

〔——の数は不変〕 611A 

〔——は単一のもの〕 611B 

〔 - の本性〕 611B 〜 612A 

知恵，思慮 

〔国家の四徳の 一つと しての—— 〕 
427E-429A, 431 D 

〔個人（魂）の内部における-〕 

441 C, E, 442 C 

〔 = 哲学者の求めるもの〕 475B 

〔-は善か〕 505 B ~ C 

〔事物の判定の基準としての——〕 
582A, 582D-E, 603 B 
知識(知，認識） 

〔知恵，思慮の根拠としての——〕 
428 B 〜429 A, 442 C, 443 E 
〔——それ自体とある特定の性質の 

- 〕 438 C,E 

〔——と思わくの区別〕 443 E r 

476D, 477B, 477 D-480A 
—と真理の原因〔=善のイデア〕 
508E~509A 

〔=知性的思惟〕 533E 〜534 A 
〔感覚される事物については——は 
成立しえない〕 529B~D 
〔=魂の養分〕 585B 
〔使用者は——をもつ〕 602 A 

-の対象 （ - されるもの，知ら 

れるもの） 478A-B, 479 D, 

510A, 534A —思惟によって知 
られるもの 

知識と無知との- 477B, 478D 

知性 

〔=魂の理知的部分，そのはたらき〕 
508D ， 518E ~ 519B(cf. 490 B, 527 
E) 

〔——と感覚〕 523B- 524D 

〔=知識 (OPP. 思わく）〕 534 A 

知性的思惟（直接知） （ノエ-シス） 
511D — E —知識 

中間 （ -にあるもの，-的なもの） 

ある（もの）とあらぬ（もの）との- 
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〔=友を利し敵を害すること〕 
334 B -336 A 

〔=強い者の利益〕 338 C -347 E 
〔——は徳（優秀性）であり知恵であ 
る〕 348 C -350 C 

〔-は不正よりも強い〕 350 D 

~352 C 

〔——は協調と友愛をつくり出す〕 
351 C 〜 352 C 

〔正しい人は幸福〕 352 D -354 A 
〔それ自体のためにも，その結果の 
ゆえにも求められるもの〕 357 
D 〜358 A 

〔——と不正についての一般通念〕 

358 A 〜367 A 

〔-の起源：契約〕 358 E 〜 

359 B 

〔最も正しい人間と最も不正な人 
間の比較〕 360 E 〜 362 C 

〔国家全体における-〕 368 E 

sqq . 

〔国家の四徳の一つとしての——〕 
427 E , 432 B 〜434 C 
〔=自分のことだけをする〕 

433 B 

〔個人（魂）内部における-〕 

434 E sqq ., 特に442 D 〜444 A 
真の—— 443 B-E 

[ —と健康の類比〕 444 C-E 

〔-は不正にまさる〕 576 E sqq . 

〔国制の比較にもとづく証明〕 

576 E ~580 C 

〔快楽の大小にもとづく証明〕 
580 C -583 A 

〔快楽の真偽にもとづく証明〕 
583 B ~588 A 

〔——が本来もつべき報酬〕 612 

C sqq . 

生成 〔 OPP . 実在〕 526 E , 534 A 

——と消滅 485 B 

-するもの 5211 D 

——界 525 B-C 
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節制 

〔守護者に要求される徳目としての 
——〕 389 D , 390 A 

〔国家の四徳の一つとしての-〕 

427 E , 431 B -432 A 
〔=欲望の制御，「おのれに克つ」〕 
430 E — 431 A 

〔個人（魂）内部における-〕 

442 C-D 

セリボスから来た男〔とテミストクレ 

ス〕 329 E -330 A 
善（善いもの） 

〔——の三つの種類〕 357 B 〜 D 

〔すべての人間はみな——を欲求す 
る？〕 438 A 

〔-がなければ何の足しにもなら 

ない〕 505 B 

〔-は知恵か〕 505 B ~ C 

〔——は快楽か〕 505 B 〜 D 

——については，思われ（評判）は誰 
も価値を認めない 505 D 

——の実相（イデア），——そのもの 
505 A , 507 B , 508 E , 517 C , 526 E , 
534 B - C , 540 A 

〔-と太陽との類比（太陽の比 

喩)〕 508 A - 509 B , 518 C 〜 

D 

僭主（制）―独裁僭主，国制 
戦争 

[ ——の起滬〕 373 E , 547 A 

〔=一つの専門技術〕 374 B-D 

〔——と内乱〕 470 B -471 C 

線分〔の比喩〕 509 D 〜 511 E 

総観(総合） 537 C 
相関関係〔にあるもの〕 438 B-D 
測定 

〔——と見かけ，——は理知的部分 
のはたらき〕 602 D ~603 A 
ソフィスト 492 A , D , 493 A 

最大の 一 一〔=大衆〕 492 B 〜493 

A 

空とぼけ〔ソクラテスの〕 337 A 



〔民主制の原理としての—〕 
557 B ,562 B-C 

〔民主制国家における——〕 562 

B ~563 D 

言論の- 557 B 

過度の- 564 A . 

私有財産（私のもの） 

〔（守護者の）——の禁止〕 416D 
〜 417 B , 464 B 〜 C 
〔=国を引き裂くもの〕 464 C-D 
守護者（支配者）〔理想国における〕 

〔——の自然的素質〕 374 D -376 
C 

〔——の（初等）教育〕 3760 sqq . 

—音楽 • 文芸，体育 
〔補助者.援助者と支配者の選別〕 
412 B -414 B 

〔-と羊飼いの比較〕 416 A — B 

〔-の生活 ' I 416 D 〜417 B 

〔——と幸福〕 419 A - 421 C ， 465 

D 〜466 C 
―哲学者 
出産 

〔良い-と悪い-の周期〕 

546 A-D 

使用 〔0 PP . 製作〕 601 D 
/ J ； •组愛好者 474 D 

職人（大工） 

〔国家による——たちの監督〕 
401 B-D 

寝椅子作りの- 596 B , 597 A 

~D 

叙述〔詩 • 物語の〕 

〔 ——についての 規範〕 392 C - 

398 B 

単純な——，真似による—— 
392 D -394 C , 395 B -398 B 

—物語，真似 
女性（女，女子，妻女） 

〔男性と-の共同〕 451 D -452 

E , 456 B 〜457 B , 466 C ~ D , 540 C 
〔男性と——の自然的素質の異同〕 


453 A 〜456 A 

-と子供の共有 457 D 〜 465 D 

知られるもの—知識 
思慮 ―知恵 

真(真実，真理，真理性） 

〔哲学者は——を愛し求める〕 

475 E , 485 C - D , 490 A 
〔認識対象（特にイデア）のもつ一〕 
508 D - 509 A , 511 E , 525 C , 585 C 

信念〔=思わく〕 

正しい- 602 A 

数，一 

物体のかたちをとる—— 0 PP . — 
そのもの 524 D 〜 525 B ，525 D 
~526 B 

真実の一 529 D 

〔出生の良し悪しを支配する——〕 
546 A~D 
平面—— 587 D 

〔昼•夜•月 • 年に関係する数： 

729] 587 E -588 A 

数学（幾何 やそれ に類する学問，幾何 
やそれ と兄弟関係にある学術，幾 
何学 およびそれ に つづく 諸学術） 

〔 - の仮設性〕 510 C ~ 511 B , 

533 B ~ C 

〔=前奏曲〕 531 D 
〔哲学者の予備教育としての—— 〕 
計算(術） と 数（論） 522 C — E , 

524 D -526 C 

(平面）幾何 526 C 〜 527 C 

立体（幾何） 528 A 〜 E 
天文学 527 D , 528 E - 530 C 
音階の調和〔の学〕 530 C 〜531 

C 

正義（正しさ，正） 

〔=あずかったものを返すこと〕 
331 C -336 A 

〔 ——は 使用 にあたっては 無用 • 
不用に あたっては 有用？〕 
333 C-D 

〔= 盗みの 術？〕 333 E 〜 334 B 
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〔——から寡頭制への変化〕 
550 D ~551 B 

寡頭制 544 C , 550 C , 551 B - 
553 A 

〔——から民主制への変化〕 
555 B -557 A 

民主制 544 C , 557 A ~ 558 C 

〔——から僭主独裁制への変化〕 
562 B ~566 D 

僭主独裁制 544 C , 566 D -569 

C —独裁僭主 

子供 

妻女と——の共有—女性 

-つくり 459 A -461 E 

——たちに戦争を見せること 
467 C 
—出産 

サ行 

財産—富 

最大の学業 504 A — 505 B 
裁判官 

〔——を必要とするのは恥ずべきこ 
と〕 405 A ~C 

〔すぐれた-のあり方〕 408 E 

-410 A 
算数—数学 
詩(創作） • 詩人(作家） 

〔——についての批判〕 377 B - 

398 B , 595 A 〜608 B —物語，真 
似，叙述 

受け入れてよい—— 607 A 

哲学と——との間には昔から仲違い 
があった 607 B 〜 C 
視覚 507 C - 508 B 
思惟によって知られるもの（可知界， 
知性界）（ノヱ-トン） 509 D , 

510 B -511 D , 517 B - C , 524 C , 
532 B 

始原 〔 OPP . 仮設〕 510 B , 5 UB , D , 533 

C 

自然状態 〔 opp . 法〕 3590 


自然的素質（自然本来の素質） 

〔各人は——の点で異なる〕 370 

B 

〔——の異同〕 454 B-D 

〔男女の——の異同〕—女性 

—哲学者〔の自然的素質〕 

実践（と言論） 473 A 
実相（エイドス，イデア） 476 A , 

479 A , 507 B , 510 B , 511 C , 596 A 
~B 

〔その他イデアを示す表現として次 
のようなものがある〕 

真実在 484 C - D , 485 B , 486 E , 

490 A 〜 B , 519 B , 521 C 
神的なもの 517 D 
それぞれのもの自体，それ自体（と 
してあるところのもの） 476 
C , 479 E -480 A , 494 A 

つねにあるもの，（つねに）恒常不 
変のあり方を保つもの 484 
B , 500 C , 527 B 

範型(模範，範例） 〔472 C ~ 

D ],484 C , 500 E , 540 A , 592 B 
本性（実在），本性（実在）的なもの， 
本性（実在）界にあるそれぞれの 
もの自体 490 B , 597 D -598 

A 

まさに何々（それ，それぞれ）であ 
るところのもの 490 B , 507 
B ,597 A 

人工物（寝椅子，机など）の—— 
596 B ~597 D 

善の-，美の-—善，美 

支配者（支配階級） 

〔実情における——〕 338 D 〜339 

A 

〔厳密論による-〕 340 C ~ 341 

B 

〔-はすすんでその地位につくの 

ではない〕 345 E - 347 D 

〔理想国における- 〕—守護者 

自由 
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〔哲学者の-〕 535 A sqq .— > 

数学，哲学的問答法 
〔予備——の年限〕 536 D -537 

C 

〔哲学的問答法修練の年限〕 
539 D-E 
共有（共同） 

-食'事 416 E 

〔男性と女性の- 〕―女性 

妻女と子供の —— —女性 
苦楽の—— 462 B , 464 A-B 

〔-は国を結合させる〕 462 A 

~465 C 
—私有財産 
協和(協調） 

〔節制=——〕 430 E 〜432 A , 442 

C 

魂の内なる——音 591 D 

金の種族 415 A - D , 468 E , 547 A 

~ C 

銀の種族 415 A - D , 547 A 〜 C 

籤 

〔守護者の結婚を決める一〕 

460 A , 461 E 

〔次の生涯を選ぶ——〕 617 E 

苦痛—快楽 

君主制〔=優秀者支配制〕―国制 
軍隊〔の専門化〕 374 A 〜 D 

経験 

〔哲学者による実際業務の一〕 
539 E -540 A 

〔事物の判定基準としての——〕 

582 A,E 

〔知を愛する人が最大の快楽を—— 
する〕 582 A~D 
計算術(算数）—数学 
契約〔正義の起源.本性としての〕 
358 E ~359 B 

結婚〔守護者の〕 458 D 〜461 E 

神聖な—— 458 E 

言論(理） 

〔実践と —— 〕 473 A 


本質を説明する—— 534 B 

〔事物の判定基準としての一〕 
582 A , D-E 

恋（恋情， ヱロース） 

正しい—— 403 A 

真実在への—— 490 B 

真実の哲学への真実の—— 499 C 

——の欲情〔=最大の欲望〕 572 

E 〜 573 B 

合成〔されたものは永続しえない〕 
611 B 

幸福者の島 519 C , 540 B 

悟性的思考（間接知）（ディアメィア） 
511 D , 533 D~E 

国家（国） 

〔——が生まれてくる次第〕 369 

A sqq. 

最も必要なも のだけの - 

369 D 

豚の —— 372 D 

健康な- 372 E 

熱でふくれあがった- 372 E 

貧乏な人々の- と金持の人々の 

- 422 E -423 A 

——の最小限の変革 473 B 
〔——の再編成を迅速容易に達成す 
る方法〕 540 E 〜 541 A 
〔理想——の実現可能性.〕 471 C 

-502 C , 特に 502 A 〜 C 
〔理想——は理想的範例として天上 
に存在する〕 592 B 
国制（ポリーテイア _) 

優秀者支配制（君主制，アリストク 
ラ ティアー) 445 D , 544 E 
〔——の解体〕 546 A -547 C 

〔——と独裁僭主制の善悪比較〕 
576 D 〜 E 

〔間違ったあり方の〕四つの国制 
名誉支配制（名誉政治，名誉を愛 

する国制，クレタおよびスパル 

夕風の国制） 544 C , 545 B , 
547 C ~548 D 
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〔守護者の（初等）教育と しての—— 〕 
376 E 〜403 C 

〔——教育の目的〕 401 D - 403 C 

〔-と体育の最も重要な目的〕 

410 C - 412 B , 441 E - 442 A 

C -の諸様式改変の危険性〕 

424 B-C 

〔——における違法の危険性〕 

424 D 

〔=習慣づけによる教育〕 522 A 

〜 B 

力行 

快楽 

過度の- 402 E ~403 B 

〔勇気を吟味す る 「洗剤」 としての 
——（と苦痛）〕 429 D -430 B 
〔魂の三部分に応じた三つの——〕 

580 D ~581 C 

〔本ものの——と偽りの——〕 

583 B -587 A 

純粋の—— 583 B , 584 C , 586 A 

苦痛と混じり合った—— 586 B 

予想的——(苦痛） 584 C 

〔独裁僭主の——〕 587 B-E 

画家 

〔模範の描き手と しての -〕 

472 D 

神的な模範（範型）を用いて描く—— 
〔=哲人王〕 500 E 〜 501 C 
〔=真似る者〕 596 E , 597 B - 598 

D 

書割（陰影画） 523 B , 583 B , 586 B , 

602 D 

確信（直接的知覚） （ピスティス） 

511 E , 534 A 

可視界一^見られるもの 
仮設（前提） 510 B -511 D , 533 C 

可知界—思惟によって知られるもの 
寡頭制—国制 
神（々） 

〔-は人間の言いなりになるか〕 


364 B 〜365 A ，365 D 〜 366 A 
〔-は善いもののみの原因者〕 

379 B 〜 C 

〔-は単一な性格のもの，-は 

変身せず〕 380 D -381 C 

〔本性（実在）製作者としての——〕 
597 B~D 
——の目 612 E 

天空の——〔=諸天体〕 508 A 

渴き 437 D — E , 439 A ~B — »欲望 

感覚 

〔-が知性を助けに呼ぶ場合と呼 

ばない場合〕 523 A -524 D 

〔-される事物に ついて は知識は 

成立しえない〕 529 B-C 
観照（観想） 500 C , 517 D , 525 A , 526 

E 

幾何(学）—数学 
気概 

〔守護者に要求される素質としての 

-〕 375 A 〜 E 

〔——と音楽•文芸，体育〕 410 C 
~412 A 

-の部分〔魂の〕—魂 

技術 

〔=対象の利益を目ざすもの〕 
341 D -342 E , 346 A-E 

〔各-は固有の機能をもち，固有 

の利益をもたらす〕 346 A-C 

小手先の-，職業的- 495 

D 〜 E 

使うための-，作るための-， 

真似るための—— 601 D 

ギュゲスの指輪 359 D - 360 B , 612 

B 

教育 

〔=魂の転向.向け変え〕 518 B 
~D 

〔=たった 一つの 大きなこと〕 

423 E 〜424 C 

〔守護者の（初等)——〕 376 E sqq . 

—音楽•文芸，体育 
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ァ行 

悪（悪いもの，悪徳，害悪） 

〔=拙劣な〈はたらき〉〕 353 C，E 

〔-は徳を知りえない〕 409 D 

〔=魂の病気〕 444 B~E 
〔 —— の種類は無限に多い〕 445 C 

固有の- 608 E ~61 lA 

遊び 

〔-による順法精神の涵養〕 

424 E ~425 A 

アドラスティアの前にひれ伏す 
451 A 

あらぬもの（非有） 

〔=無知に対応するもの〕 477 A 
〔——は思わくできない〕 478 B 

あるもの（有） 

〔=知の対象〕 476 E - 477 A , 478 
A , 508 D 
医術，医者 

〔-を必要とするのは恥ずべきこ 

と〕 405 C~D 

〔へロデイコスの-〕 406 A ■〜! B 

〔アスクレピオスの-〕 405 E 〜 

406 A , C , 407 C -408 B 

〔すぐれた-のあり方〕 408 C 

~ E ， 409 E ~ 410 A 
一 〔数の単位としての〕—数 
偽り（作りごと） 

ほんとうの-と言葉における- 

382 A~E 

〔許される-〕 389 B~C 

〔気だかい——〕 414 B -415 C 


イデア―実相 

飢え 437 D-E —欲望 

歌 

〔——の三要素〕 398 D 

〔-と曲調に ついての 規範〕 

398 C ~ 40 1 A 

〔-の調べについての規範〕 

398 D -399 C 

〔楽器に ついての 規範〕 399 C 

〜 E 

〔-のリズムについての規範〕 

399 E -401 A 
永遠の酩酊 363 D 

影像製作者 599 D 

影像知覚（間接的知覚）（ユイカシアー） 
511 E , 534 A 

エルの物語 614 B -621 D 

エロース ー> 恋 

_ 人についての謎 479 C 

王制 445 D —国制 
「おのれに 克 つ」 —節制 
思わく 

〔=低次の認識〕 476 D , 508 D , 

534 A , C 

〔——と知識の区別〕 444 A , 477 

B , 477 D 〜480 A 

-愛好者 480 A 

知識を欠いた—— 506 C 

正しい - 43 1 C , 602 A ―>信念 

-されるもの （ -の対象） 

478 A 〜 E , 479 D , 510 A , 534 A 
音階の調和〔の学〕—数学 
音楽.文芸（ムウシケー） 
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=〈敵には害を与え味方には親切に 
すること〉 410B 
——の作物（作る物） 409 B, D- 
410A 

-の人 409 B, 410B 

——の礼讚 410C 

夕行 

体操—技術 

正しさ，正しいこと—正義 

魂（いのち） 407E 〜408 A, 410D 
——をなおざりにする，ないがしろ 
にする 407E, 410D 
——の用い方—使い方 
—— の善さ（徳）を目ざす技術 409 
A —正義， 技術，徳 

ためになる—益 

知識 409 E —思いなし，心を一つ 
にすること 

使い方（用い方，用法） 407 E 

-を知らないものは使わないでお 

くほうがいい 407 E 

技術の- 408 A 

身体の- 407 E 

いのち）の- 408 A. 

徳〔全篇の主題〕 

—(魂の善さ）を目ざす技術 409 
A ―正義，魂，技術 

-に志す 408 D 

—の（立派な人間をつくる）教育 


〔手段〕 407 C 

——は教えられるもの（か） 407 B, 

408 B 

- へのす すめ 410B, E — >す 

すめ 

——への配慮（意を用いること） 
410B —配慮 

トラシュマコス 406 A, 410C 

ハ行 

配慮（気をつけること，意を用いるこ 
と，関心をはらうこと） 

身体への——（鍛練） 407 E, 408 E 

自分自身への- 407 B, E, 408 B 

徳への—— 410B 

不正（不正をなすこと） 407 D 
-をおかす人 407 D 

マ行 

無教育 407 D 
無知 407 D 

ヤ行 

友愛親和(如入丨〇〇 409D 〜 E —正義 

=心を一つにすること 409 E 

ラ行 

立派な人間をつくる教育—徳，教育 
リ ュ シアス 406 A, 410 E 
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ている.固有名詞(人名 • 地名その他）は原則として「総索引」に一括して収める. 


ア行 

愛―友愛親和 
一心—心を 一つに すること 
医療の技術，医術—技術 
益，益する，ためになる（こと） 407 
A , 408 C , 409 C , 410 B 
思いなし （ S 6 b ) 409 E ―知識 

思いなし（思わく）の一致 （6|_1〇 5 〇以〇〇 
409 E 

力行 

害を与える，害をする 410 B 
学に志す 408 C —すすめ 

〔思考の〕舵 408 B 

舵取りの術 408 B ,410 B 

-への推賞の辞 410 C 

人間の—— 408 B 

=国家指導の術（ポリーティケ 
-），裁判する術，正義の技術 
(司直） 408 B 
勧誘の論—すすめ 
〔悲劇の舞台に出てくる〕機械じかけの 
神 407 A 

技術 408 A , E - 409 D , 410 A 〜 C 

——者 409 B 

-の作物 409 B 

-の使い方 一♦■使い方 

身体の鍛練や治療の一- (= 体操， 
医療の術） 408 E - 409 B , 410 A , 

D 

魂の善さ（徳）を目ざす——=正義 
(正しさの技術） 409 A —魂， 


徳，正義 
教育 407 C 

立派な人問をつくる（徳の）—— 

—徳 

金銭 407 B-C 
心を一つにすること，一心 （6 n 6 voioc ) 
409 E ~ 41 0 A 

国家（ボリス，市民共同体） 407 C , 

E , 409 D 

- 指導の術（ポリーティケー） —♦ 

舵取りの術 

サ行 

裁判する術—舵取りの術 
身体 407 E , 408 E , 410 D 

-の鍛練や治療の技術 （= 体操， 

医療の術）—技術 

-の使い方—使い方 

--の配慮—配慮 

親和—友愛親和，正義 
すすめ（勧誘） 410 B,D 

-の論 410 D 

徳への—— 408 D , 410 B , E 

正義（正しさ，正しいこと，正義の技 
術，正しさの技術） 407 B ， 408 
E ~409 B , D - 410 C —舵取り 

の術，技術 

=〈市民共同体のうちに親和（友愛） 
をつくり出すもの〉 409 D ~ E 
=魂の善さ（徳）を目ざす技術 
409 A 

=「ためになるもの」「まさにある 
べきもの」「益」「利」 409 C 


848 



ブラトン全集11 

1976年1月30日 


第13回配本(全I 5 巻別巻 1) 


発行 


¥ 5000 


たな:*く み ち た ろう 



田 

中美 

知太 

郎 

訳 者 

ふじ 

藤 

さわ 

沢 

のり 

ぉ 

発行者 

岩 

波 

雄二 

郎 


〒 101東京都千代田区ーツ橋 2-5-5 

発行所 

IS 

岩 

波書 

店 


電話 03-265-4111 
振替東京 6-26240 


印刷•精興社製本•牧製本 

落丁本 • 乱丁本はお取替いたします 


© 田中美知太郎 • 藤沢令夫1976 





